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ソニ ー・ テ クト ロニ クズ 


ソニ ー・ テ クト ロニ クス 株 式 会 社 
情報 機器 部 東京 都 品川 区 大 崎 1-6-4 新 大 崎 勧業 ビル T141 


仙台 営業 所 TEL022・267 -2181 


TEL03・779-7611 
土浦 営業 所 TEL0298・24-2602 


名 古屋 営業 所 プ TEL052・581-3547 大 阪 営業 所 TEL06・947-0321 


広島 地区 /TEL082・247-0661 


福岡 営業 所 TEL092・472-2626 


ラー・ グ ラフ イッ ク ・ 人 ダー ミ ブフ プレ 


@1.024X768 高 解像度 コン パク ト ・ デ スク トッ プ 型 価 40.000 ベ クタ / 秒 


高速 描画 (当社 


比 5 倍 ) 但 セグ メン ト ・ メ モリ 4MB( 最 大 ) 借 15 イ ンチ (標準 )、19 イ ンチ (オプ av) 


( 個 栓 89 年 4 Hoops) 
消費 税 は 別途 加算 され ます 


⑧ 低 価格 \ 1,240, 00 


RS-232C 


RS-232C 


優れ た コス ト ・ ペ パフォー マン ス を 実現 
4211 型 は 新 ア ー キ テク チャ 、 デ ュ ア ル ・ プ ' ロ 
セッ サ ・ シ ステ ム の 採用 で 高度 な グラ フィ ッ ク 
処理 を 実現 し た カラ ー・ グ "ラフ ィ ッ ク ・ タ ー ミ 
ナル で す 。 グ "ラフ ィ ッ ク ・ エ ンジ ン 部 に TI34010 
マイ クロ フロ モッ サ と 3 種 の 独自 開発 の カス 
タム LSI、 デ ー タ ・ マ ネジ メン ト 部 に イン テル 
80386SX マイ クロ プロ セッ サ を 採用 。 当社 
性 能 比 5 倍 の 高速 描画 、 高 機能 等 、 優 れ た 
コス ト ・> マ パフォー マン ス を 実現 し まし た 。 

LAN に 直接 接続 可 ( オ プシ ョ ン ) 
イー サ ネ ッ ト (TCP/IP プ ロト ユル) 上 の ホス 
ト ・ コ ンピュータ や ワー クス テー ショ ン に 直接 


[| ォ フ ション) 
VATES 15 イ ンチ ・19 イ ンチ 


PLOT 10 グラ フィ ックス 


接続 で き 、 ネッ トワ ー ク ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ タ ー ミ 
ナル と し て 使用 で きま す 。 

IBM 社 ネ ットワーク に 接続 可 ( オ プシ ョ ン ) 
IBM 社 ク ラス タ ・ コ ント ロー ラ に 同軸 ケー プ 
ル で 直接 接続 で き 、IBM タ イプ ・ キ ー ボ ー 
ド で IBM3270、GDDM ア プリ ケー ショ ン を 
エミ ュ レ ー ト し ます 。 

最大 32 ビ ッ ト の アド レス 空間 

約 40 億 x 40 億 ポイ ント の アド レス 空間 に グ 
ラフ ィ ッ ク 定 義 が で きる だ め 、 高 密度 な グラ 
フィ ッ ク 表 示 が で きま す 。 
最大 256 色 同時 表示 


標準 で 4,096 色 の カラ ー・ ッ パレ ッ ト か * ら 16 色 、 


(資料 請求 番号 表 2) 


IBM 同軸 


ッ マ レッ ト 


オプション て 1。670 万 色 の カラ ー・ 
か ら 256 色 同時 表示 で きま す 。 
PLOT 10 コ ン パ チ ブ プル 
世界 で 10 万 本 以上 の 実績 を 誇る アブ リ ケ ー 
ショ ン ・ ジ フト ウェ ア と コン パチ ブル で す 。 


ネネ ットワーク 
3s ・ ク ラフ ィ ッ ク ・ タ ー ミ ナル 
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4 機種 そろ っ て 、 さま ざま な 出力 ニー ズ に 対応 、 
バー サテ ッ ク の カラ ー プ ロッ ター。 

豊富 な カラ ー、 高 画質 、 高速 出力 の バー サテ ッ ク ・ カ ラー 
プロ ッ タ ー。 い ま 4 機 種 そ の っ て 、 カ バー する 範囲 は 、A3 
サイ ズ か ら B0 サ イズ まで 、 ビ ジネス グラ フ か ら 、 電 気 、 建 築 、 
し SI 関連 の 出力 まで いち だ ん と 大 きく 拡がり まし た 。 適材 
適所 て 、 じ AD シス テム の 効率 を 強力 に バッ クア ッ フ "し ます 。 


田 静 電 カ ラー プロ ッ タ ー、 バ ー サ テッ ク CE3400 シ リー ズ 。 
1 イン チ 400 ド ッ ト の 高 解 像 で 、 4,160 色 \ の 豊富 な カラ ー 出 力 。 フィ 
ルム ベー ス に も フル カラ ー 出 力 。 最大 出力 幅 24 イ ンチ (A1)、 36 イ 
ンチ (A0)、 44 イ ンチ (B0) の 3 機種 。 高速 ・ 高 機能 ユ コントロー ラー 
6 も 用意 。 ※ 標 準 は 512 色 。 オプ ショ ン ・ ソ フト ウェ ア に より 4.160 色 (エリ ア )。 
カラ ー 出 力 後 の 紙 を 自在 に カッ ト す る CE3436 静 電 カ ラー ファ "ロッ ター 用 オー トカ ッ 
ター/ ス リッ ター も 用意 し て いま す 。 

較 サ ー マ ル カラ ー プ ロッ ター、 バー サテ ッ ク C2700。 
熱転写 方 式 の 卓上 型 カ ラー プロ ッ タ ー。 1 イン チ 300 ド ッ ト の 高 解 像 
C A3 サ イズ を 1] 枚 あ た り 約 80 秒 、 フ レ カ ラ ー て 出力 。 A3、A4 サイ 
ス の カッ ト 紙 使用 。 し か も カ ャ ッ ト 方 式 で 、 用 紙 交換 が 簡単 。 シ ン 
プル 構造 で 高 信 頼 性 を 実現 。 


* 35mm カ ラー スラ イド フィ ルム か ら 直 接 入 力 、 最 大 441 イ ンチ サイ ズ ま で 拡大 出力 で 
きる 、 専 用 の カラ ー ス ライ ドス キャ ナー、 ゼロ ックス XS-10 も 発売 中 で す 。 


& x 
富士 ゼロ ックス 株 式 会 社 CuRERXA 1 
〒107 東京 都 港 区 赤坂 3-3-5 電話 03(585)3211 : パー サテ ッ ク .! 
※ 資料 請求 は 本 社 お 客 様相 談 モ ンタ ー ま で ? し PIXEL'89-5 | 


(資料 請求 番号 1) 


ESMO MER 


エレ クト ロニ クス メカ トロ ニク ズ 


ビジ ネス ショ ウ に 出展 


“ここ を 見 な いと ブン を する 


神鋼 電機 で は 、 カ ラー ハー ドコ ピーCHC シ 

リー ズ を 各種 展示 し 、 各種 の グラ フィ ッ ク ソ 
i - よ る ビジ ュ ア ルコ ミュ ニケ ーション を 
紹介 し ます 。 あな だ が 求め る 新しい カラ ー 

の 世界 が 、 きっ と ご 覧 いた だ ける は ず !。 

ぜひ 、 ご 来場 くだ さる よう お 待ち し て いま す 。 

e 東京 晴海 : 5 月 17 日 一 0 日 

@ イ ン テ ッ クス 大 阪 : 6 月 1 日 一 3 日 


東京 晴海 … 第 8 会場 ( 南 館 PF ) 神鋼 電機 ブー ス 


路線 バス お り ば 


タク シー お り ば 


(資料 請求 番号 


2) 


※ ラ ッ プ トッ プ 形 ワー プロ 、 パ ソコ ンコ ー ナ ー の 手前 で す 


第 3 会 場 (6F) 
第 4 会 場 (IF ) 


水上 バス の り ば 


田 主 な 特長 
@ HEHN, mMk EE HE 

(e00dpi. 300dpi 高 性 能 サ ー マ ル ヘッ ド 採 用 ) 

@27 万 色 の スー パー マル チカ ラー 

e ] 画面 、55 秒 の 高速 プリ ント 

@ ブ リン ト サ イ ズ は A3、A4、B6 

@ セン トロ ニク ス と ビデ オイ ンタ フェ ー ス 

(ビデ オイ ンタ フェ ー ス は 7.5 一 130MHZ に 対応 ) 

@0.5 秒 一 約 6 秒 の 高速 デ ゲー タ 取 込み (4913 色 で 3 秒 
@ ディ スプ レイ は 最大 4 台 ま で 接続 可能 
(SPI-3-1、2、3、4 使 用 時 ) 

€ OHP フィ ルム に も 鮮明 プリ ント 

@ NEC PC-98 シ リー ズ も ワン タッ チ 出 力 

(専用 アド オン ボー ド で セン トロ ニク ス 出 力 が 可能 


神 カコ -7』- だ コビー 


Uno c. 


| Feli Emir SHINKO ELECTRIC CO.,LTD. 
神鋼 電機 (株 ) 端末 機器 本 部 へ 
@ 本社 / 103 東京 都 中 央 区 
日 本 橋 3-12-2 容 (03)274-1129 
e 大 阪 支社 / B (06) 203-2244 
@ 名 古屋 支社 / 谷 (052)581-8544 


(資料 請求 番号 3) 
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機械 系 汎用 
次 元 CAD シ ステ ム 


ジーズ 10 


( 資料 請求 番号 4) 


田 資 料 の ご 請求 は 横 河 ・ ヒ ュー レッ ト ・ パ ッ カ ー ド 株 式 会 社 宣伝 部 へ 
仙台 :022-225-1011/ 秋 田 :0188-36-5021/ 郡 山 :0249-39-7111/ 宇 都 宮 :0286-33-1153/ 関 東 :048-645-8031/ 熊 谷 :0485-24-6563/ 和 八王子 :0426-42-1261/ 長 野 :0262-24-8012/ 諏 訪 0266-28-8851 / 東 京 支社 :03-348-4611/ 
水戸 :0292-25-7470/ つ くば :0298-51-5141/ 千 葉 :0472-25-7701/ 品 川 :03-458-5411/ 横 浜 支 社 :045-312-1252/ 厚 木 :0462-25-0031 西部 支社 :06-304-6021/ 静 岡 :0534-56-1771/ 名 古屋 :052-571-5171/ 豊 田 :0565-27-5611/ 


XS MORETE 使い 易く で 選ば カ れ た 2 次 元 
CAD /ME シ リー X0, 


も は や 、 複 写 機 は 私 達 の 生活 必需 品 と し て 、 オ フィ ス だ け で は な く 、 暮らし の 中 まで 


用 途 が ひろ が っ て いま す 。 その 中 で ちょ っ と 特殊 な 複写 機 の 世界 。 例 えば 、 図 書 
館 で 歴史 的 な 書物 、 地 図 な ど を 納め た マイ クロ フィ ルム を 高 精度 に 複写 拡大 する 
マイ クロ リー ダー プリ ンタ や 工業 用 大 型 複写 機 。 

その 設計 に も YHP の 2 次 元 CAD 「ME シ リー ズ 10」 が 活躍 し て いま す 。 

今回 は 、0A 機 器 の 特殊 分 野 を 開拓 する リコ ー 特 機 株 式 会 社殿 、 開 発 技術 部 の 
北 氏 と 北山 氏 に お 伺い し まし た 。 ま ず 、 ご 導入 の ポイ ント は 、 と いう 質問 に 「 私 ども の 
扱っ て いる 製品 は 、 大 型 製品 が 多く 、 そ の 設計 図面 は 約 1.000 枚 に もち お よぶ た め 、 
より 近く 、 よ り 確 実に 図面 化し な けれ ば な り ま せん 」 「 以 前 は 同じ YHP の HP-DRAFT 
を 使っ て いま し た が 、 よ り ス ピー ドア ッ プ を 図る た め に ME-10 を 導入 し た わけ で す 」 
「 ME-10 は 大 型 製品 を 設計 する 場合 で も 、 長 い 線 を 一 度 に 引く こと が で き 、 大 き な 
CRT で レイ アウ ト 図 も 描け て し まう の が 便利 で すね 。 し か し 、 一 番 の 決め 手 は 、 や 
は り 操 作 が 簡単 わこ と で し た 」 と いう お 笑え 。 

と くに 使い や すい と ころ は 、 と いう 質問 に は 「 基 本 コマ ンド だ け の 教育 だ け で 対 
に で も 簡単 に 使い | はじめ る こと が で きる 」「 独 自 の マク ロコ マン ド に よっ て 、 特殊 ネ 
ジ 、 長 穴 、 止 め 輸 な どの 複雑 な 部 品 の 標準 化 が 自分 た ちの 手 て 推進 で き 、 外 注 
先 と の 部 品 管理 も 効率 よく 行え る 」 「 ま た パー ツ 機 能 で 、 全 体 の レイ アウ ト か ら 部 品 
図 に スム ー ズ に 展開 で き 、 部 品 表 の 作成 も 容易 」 な どの ご 意見 を いた だ きま し た 。 
現在 、|12 シ ステ ム が フル 稼動 し 、 大 型 製品 設計 の 効率 化 に 貢献 する ME シリ ー ズ 
10。 い ま 、 リ コー 特 機 株 式 会 社 商 で 、 そ し て 皆様 の 暮らし の そば で 役立っ て いま す 。 


E 3 — 一 
「ME シ リー ズ |0」 
開発 技術 部 開発 一 課 


係長 技師 北山 SEEK 
(EX. 手前) 


リコ ー 特 機 株 式 会 社 
開発 技術 部 開発 一 課 
課 长 dU 政雄 氏 


棋 河 ヒュー レッ トバ パッ カー ド 


T168 東京 都 杉 並 区 高井 戸 東 3-29-21 e 製 品 に つい て の お 問い 合わ せ は 各 営 業 所 へ 


京都 :075-343-0921/ 神 戸 :078-392-4791/ 広 島 :082-241-0611/ 福 岡 :092-472-8731 


(資料 請求 番号 5) 


(トー タル CAD/CAM/OAE 
を 実現 一 YHPCAD フ ァ ミ リ ) 
| 


e? XU ARCAD'MEZU-—ZIO, 

優れ た 作図 ・ 編 集 機能 に 加え て 、 マ ク 
ロ 機 能 を は じ め と する 便利 な 機能 を 満 
載 。2 次 元 設計 を スピ ー デ ィ に 行う と と 


も に 、 自 動 設 計 も 可能 に し ます 。 


る ⑧ 3 次 元 ソ リッ ド ・ モ デリ ング ・ シ ステ ム 
「ME シ リー ズ 30」 

2 次 元 図形 上 で の 操作 と わか りや すい 
コマ ンド に より 、 ソ リッ ド ・ モ デル が 
商 単 スピ ー デ ィ に 作成 で きま す 。 


る @ トー タル メカ ニカ ル OAE 


'SDRC I-DEAS ， 

3 次 元 ソ リッ ドモ デラ 、FEM、 モ ー ダ 
ル 解 析 な どの 各 モ ジュ ー ル を 統合 化 。 
大 規模 な 機械 設計 を 総合 的 に サポ ー ト 
し ます 。 


XSDRC, IT-DEAS は 米国 SDRC 社 の 登録 商標 て です 。 


ME シリ ー ズ |0 


YHP 


本 社 ・ 営 業 本 部 :03-331-6111/ 東 部 支社 :03-335-8111/ 


AD-EMS 9015 


让 


メカ ニカ ルル ペン シル vs イレ イザ プル イン ク 


IEEE 7595A /7595A ZETA I-A ZIP EE RB DU RL, —L— 1 — HR B8 53-3 3-3 IBI EU SU. 


の 


ムー タル パフォー マン ス で も 、 コ ン ツリ ソ ク ク 価 で も 、 刀 プロ ッ タ ファ ミソ の 史 か ら 選 べ ま み 
EEUUZTimBtb5S1)uUcEBHIBTECÉEUXT AUCI ele 


HP プロッタ ファ ミリ 


(資料 請求 番号 6) 


mo 
| 4^ 
人 エン キビ CO 


HP7596A HP7595A 


DraftPro DraftPro 


DXL 


DraftPro EXL 


横 河 ' ヒ ュー レッ トバ パッカー ド 


一 資 料 の ご 請求 は 横 河 ・ ヒ ュー レッ ト ・ バ パッ カー ド 株 式 会 社 宣伝 部 ヘーー〒168 東京 都 杉 並 区 高井 戸 東 3-29-21 製品 に つい て の お 問い 合わ せ は 各 営 業 所 ヘーー 本 社 ・ 営 業 本 部 :03-331-6111/ 東 部 支社 :03-335-8111/ 
仙台 :022-225-1011/ 秋 田 :0188-36-5021/ 郡 山 :0249-39-7111/ 宇 都 宮 :0286-33-1153/ 関東:048-645-8031/ 熊 谷 :0485-24-6563/ 八 王子 :0426-42-1261/ 長 野 :0262-24-8012/ 諏 訪 :0266-28-8851/ 東 京 支 社 :03-348-4611/ 


水戸 :0292-25-7470/ つ くば :0298-51-5141/ 千 葉 :0472-25-7701/ 品 川 :03-458-5411/ 横 浜 支社 :045-312-1252/ 厚 木 :0462-25-0031/ 西 部 支社 :06-304-6021/ 静 岡 :0534-56-1771/ 名 古屋 :052-571-5171/ 豊 田 :0565-27-5611/ 
京都 :075-343-0921/ 神 戸 :078-392-4791/ 広 島 :082-241-0611/ 福 岡 :092-472-8731 AD-BSS 9012 
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ロー エン ド ・ マ シン か ら 


z 


ソリ ッ ド - レ ンダ リン グマ シン まで 


HP9000EWSZ»zU 


(資料 請求 番号 8) 


これ か ら の あな た に 、 こ れ か ら の EWS、 モ テル 340 登 場 。 


MC68030 搭 載 一 HP9000 シ リー ズ 300 EWS 新 ライ 


モデ ル 340 誕 生 。 エ ント リン レベ ル な が ら 、 最 新 の マイ クロ プロ セッ サ MC68030 
を 搭載 し 、4MIPS の コン ピュ ー テ ィ イング ソン パワー を 実現 し て の 登場 で す 従来 
の エン トリ ・ マ シン に くら べ 約 2 倍 の プラ イス ・ パ フォ ー マ ン ス ( 当 社 比 ) を 実 
現 。 し か も 、2 次 元 モノ クロ か ら 3 次 元 ソリ ッ ド まで 6 タイ プ (M、MH、C。、CH、 
CHX、SRX) の グラ フィ クス が 選択 で きる 充実 し た ライ ン ア ッ プ , パパ ブリ ッ シ ン 
ク 、 ソ フト 開発 、 ド ラフ ティ ング 回 路 入 力 、 プ リン ト 基 板 LSI 設 計 、 き ら に 
ツリ ッ ド モデ リン グ な ど 多 彩 な アプ リケーション ・ ニ ー ズ に 自 在 に お 応 を し ます 

まだ 、 ネ ットワーク ・ ツ リュ ーション へ の 対応 も 万 全 、 ThickLAN、ThinLAN、 
Star LAN10 か ら 6 選択 可能 。 き ら に 、 ス ロッ ト 増 設 の オプ ショ ン も 用 意 し 、 多 様 


| 3000 00 EWS フ ァ ミ リ 性 能 一 覧 表 
Al 


ン ア ッ プ 完成 ! 


な アプ リケーション も 可能 に する キャ パシ ティ を 府 り ます し か $、 共 通 0S に UNIX 
(HP-UX) を 採用 し た ほか 、 À トッ トワ ー ク (IEEE802. 3/ ER FCP/ 
IP, ARPA/Berkeley サ ービス 、 NFS 等 ) ウィ ンド ウ ・ シ ステ ム ( X 11. 
グラ フィ クス (PHIGS、GKS、CGT、CORE 等 ) に 業界 標準 を 徹底 採用 
し て いま る 

& e$ e 
モデ テル 340 の 登場 に より 、 先 に リリ ー ス の ハイ ・ パ フォ ー マ ン ス 機 モデ ル 360/ 
970 と あわ せ て MC68030 搭 載 の HP9000 シ リー ズ 300EW S は 、3 モ デル ・18 
タイ プ の 強力 な ライ ン ア ッ プ を 完成 させ まし た 。 


*1.UNIX は 、 米 国 AT&T ベ ル 研 究 所 で 開発 され た オペ レー ティ ンク ・ シ ステ ム です. 
* 2. Ethernet は 、XEROX 社 の 登録 商標 で す 。 

* 3. NFS は 、Sun Microsystems 社 の 登録 商標 で す 

* 4. X114 KEMIT (マサ チュ ー セ ッ ツ 工科 大 学 ) の 登録 商標 で す 。 


YHP 


横 河 : ヒ ュー レッ ト パ ッ カー ド 


一 資料 の ご 請求 は 横 河 ・ ヒ ュー レッ ト ・ パ ッ カ ー ド 株 式 会 社 宣伝 部 ヘーー〒168 東京 都 杉並 区 高井 戸 東 3-29-21 @ 製品 に つい て の お 問い 合わ せ は 各 営業 所 ヘー 本 社 ・ 営 業 本 部 : 03-331-6111/ 東 部 支社 :03-335-8111/ 
仙台:022-225-1011/ 秋 田 :0188-36-5021/ 郡 山 :0249-39-7111/ 宇 都 宮 :0286-33-1153/ 大 宮 :0486-45-8031/ 熊 谷 :0485-24- -6563/ 八 王子 :0426-42-1261/ 長 野 :0262-24-8012/ 諏 訪 :0266-28-8851/ 東 京 支社 :03-348- 


4611/ 水 戸 :0292-25-7470/ つ くば :0298-51-5141/ 千 葉 :0472-25-7701/ 品 川 :03-458-5411/ 横 浜 支社 :045-312 


0565-27-5611/ 京 都 :075-343-0921/ 神 戸 :078-392-4791/ 広 島 :082-241-0611/ 福 岡 :092-472-8731 


-125Z/ 厚 木 :0462-25-0031/ 西 部 支社 :06-304-6021/ 静 岡 :0534-56-1771/ 名 古屋 :052-571-51 71/ W: 
AD-TCG9055 


(資料 請求 番号 9) 


410. 


ANNIVERSARY 


1325UF S $ C AO 4) 


o FA I or ORNLEE 
VERE RSTM TRUT, CTEDOT Co— 


A ia 7 の ( プ 和 人 ダグ の の 


DS's FOUDRE 


ニッ EL CES 


'89.3.1— 5.31 


期間 中 お 買い 上 げ い た だ き 、 ア ン ケ ー ト を 
返送 の 方 に ダブ ル ・ プ レ ゼ ント を 進呈 . 

① もれなく 、 オ リ ジ ナ ルレ ル テ レ ホン カー ド (50 度 数 ) を 。 
②) さらに 、 抽 選 で 30 名 の 方 に シス テム 電子 手帳 を 。 


Y イ ブロ 小 4000 シ リー ズ 
t TREE 


Q5 (640mn/3) ・ 高 描画 品質 (0.005mm) を 

実現 する デジ タル サー ボ 駆 動 方 式 供 3.5 イ ン -— 
d-0FDD(M^t2HDHSS&G LCDI- COE Nau 
Axe EeOÁ EI OI JIS 第 1 第 | Me400 | W48000 [nra] | ME |- 
er sss RTI [wee | wem [rwa | = |n | —— 
※ 以 上 スペ ッ ク は 、 機 種 に より 異 り ます 。 く カタ ログ を ご 覧 下さ い 。> 
Kap s MEHR 
入選 作品 決ま る / 


er 小山 純一 様 ( 神 奈川 ) 他 9 名 様 
多数 の こ 応 募 あ り が と う ご ざ いま し た 


ミス ター の 年 賀 状 」 。 交 「 テ レ ホ ンカ ー ド の た め の 十 星座 」 "FRIEND; 六 般若 心经， 


(資料 請求 番号 10) 


-gaene = 


FL 


LS 


TED NS TALM TI TAR EE CE GS 
Al:Ae 


AA?7107570002U—Z 


ハイ テク ノロ ジー を > ペパー ソナ ブナ ノレ コー ス に 。 
0: b GHvIBEe C (600mm/S)・ 高 捕 画 品 
買 (0.005mm) を 実現 する デジ タル サー ボ 駆 動 
方 式 @LCD に よる 対話 式 操作 漢字 作図 
( 新 JIS 第 1・ 第 2 水準 ) 銀 16 ビ ッ ト CPU に よる 
充実 の イン テリ ジェ ント ( ペン ソー ティ ング ・ ペ ベク 
トル ソー ティ ング ) 機能 


(» LE 二 INE 見 て 、 触 れ て 、 体 験 で きる グラ フ テ ッ ク 総 合 シ ョ ウル ー ム 月 一 金 AM9:30 一 PM5:30 東京 都 港 区 三田 3- 13- 16 三 田 43 森 ビル 16F( 本 社内 ) 
7 2222 IRRE 8 PLAZA TOKYO OSA KA B っ "n 県 TEL.03-453-0512 JR 田町 駅 、 都 営 地 下 鉄 三田 駅 下車 徒歩 5 分 


月 一 金 AM9 :30 一 PM5 :30 大 阪 市 淀川 区 西 中 島 5-|4-5 新 大 阪 IN ビ ル 8F (関西 営業 所 内 ) 
カタ ログ の ご 請求 は 、 本 社 広報 宣伝 部 ま て 電話 に よる ご 相談 は 03-453-0512 イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー TEL.06-305-138| JR 新 大 阪 駅 、 地 下 鉄 御 党 筋 線 新 大 阪 駅 下車 徒歩 2 人 
お 問い 合せ は る @ フ ロッ タ 事 業 部 TEL.0466-87- Äi 日 代 


@ 北海 道 宮 業 所 011-232-1332 e 東北 営業 所 022-236-3405 関東 営業 所 0485-25-238| @ 茨城 営業 所 0298-58-1211 e 東京 営業 所 03-444-701| @ 公 需 営 業 所 03-444-828| e 秋葉 原 営業 所 03-834-5688 
e 多摩 営業 所 0423-25-5050 神奈 川 営業 所 045-541-6811 @ 厚 


木 営業 所 0462-22-497| @ 中 部 営業 所 052-776-082| e 関西 営業 所 06-305-138| e 西 部 営業 所 082-261-2931 € 九州 営業 所 092-474-2441 


(資料 請求 番号 11) | の Rn 


ER ーーTOYO の 熱転写 方 式 プ レ カ ラ ー 
| デオ プリ ンタ ーTPG-4300、 先 進 の 機能 と ゆたか な 表現 
ite 待望 の 新 登場 ! コン ピュ ー タ ー に よる 
EAE 3 次 元 CAD / CAE シス テム な ど を 中 心 に 
研究 開発 や ドジ ネス の きま ざま な シー ン て 活躍 し ます 。 
高 機能 ビデ オオ プロセッサー 搭載 
AAA 短 时 
CS 易 に 接続 で き る 新開 発 の 広帯域 ビデ オプ ロ セ 。 ois 
e で の 安定 し た 性 能 は 、 ere A 
LESE. aedi ii li ホス トコ ン ピ ュ 
尾 発 負担 か ら 一 挙 に 解放 し まし た 。 


d 次 元 の 世界 を ゆたか に 表現 

bs jen ビデ オ 接 続 機能 と 、 洗練 され た イン ク 特 性 お よび 

- p ッ ド 制御 技術 と の マッ チン グ に より 、 他 に は 類 
見 な い 光 沢 と 深み の ある 高 品質 3 次 元 ソ ドコ ピー を 供給 し ます 


Jiu 


ni y “aati は M UT jn "sur i 4 
a airan] eee] Nea || 


mimm ra 
| lesus 
p a» 


lu Wr 
| 的 sta. Are 


IN GROUNDWATER | 
JIN VALLEY, CALIFORNIA | 
| 


EW ACROSS THE SAN JOAQUIN VALLEY 
(QM OVER THE SAN WIS RESERVOIR 


| 
ENT SECTIONS. CONTAININO WELLS | 
AMINATEO WITH THE PESTCIDE DBCP" | 
xi INDICATES, THE LOCATION OF | 
TERSON WILDLIFE REFUCE | 
KPARAEAT OF FOOD AND AGRAACIURE | 
KRAVAT PROGRAM | 


300dpi で 印字 ズレ 色 ム ラ を 追放 

oe DA 1.8 本 /mm) 高 密 

bx MR ii E 
TE —38. 808747747 —7v LER oR 
/ | E e VA 度 E 

を も 鮮明 に 再現 し ます - EE 

a5 ` 
豊富 な 特殊 ブ プリ ント 機能 
ds d 0. RATE AME MS 
NT 1.0 倍 か ら 16.0 倍 ま で 任意 の 大 き さ に 
拡大 で き 、 ど ん な サイ ズ の ディ スプ レー 画面 で も 常に 記録 紙 
面 い っ ぱい に ハー ドコ ピー し ます ーー 
AO トリ ミン グ 、 自動 セ ンタ リン グ 、 プリ ント 位置 
任意 指定 、 カ ラー アサ イン 、 カラー イン テン シテ ィ ー 調 整 、YMC 


TOYO TPG-4300 個別 プリ ント 、 左 右 反転 、 コ ピー モー ド 等 各 ユ ー ザ ー の 用 傍 
— E に 合わ せ た 使 い 方 が 自由 目 在 。| 台 で 8 T cont 
方 式 フ ルカ ラー る EWS を 接続 で きる リモ ー ト 機能 付き マル チ プ レク サー は : 

シス テム 化 対応 付属 装置 も 豊富 で す 。 i 


ビデ オプ リン ター 東陽 テク ー 旭 


T103 東京 
東京 都 中 央 区 日 本 橋本 石町 1-1-2 TEL 245-1351 FAX 271-4757 


(資料 請求 番号 12) 


KUBOTA COMPUTER INC. 


oA did Ir EN デコ ZD 


^ 思 考 と 直結 し た グラ フィ ックス ・ コ ン ピ ュ ー テ ィング が 创 
造 性 を いか ん な く 刺 激 し 、 生 産 性 を 飛躍 的 に 高め る …” 
リア ル タ イ ム ・ グ ラフ ィ ッ クス 現象 を 体験 し た エン ジニ ア 
は 、TITAN の 出現 に よっ て エン ジニ アリ ング 新 世 紀 が 
到来 し た こと を 確信 し た ーー- クボ タコ ンピュータ の グラ 
フィ ックス ・ ス ー パ ー コ ンピュータ 『TITAN( タ イタ ン )」 は 

スー パー コン ビュ ー タ に 匹敵 する 演算 パワ ー と 高速 3 
次 元 グ ラフ ィ ッ クス 機能 を 結合 。 従来 の いか な る スー パパ 
ー コ ンピュータ も 成 し 得 な か っ た 、 科 学 技術 計算 の リア 
ル タ ダイ ム な 視覚 化 を 実現 し まし た 。 し か も 、 エン ジニ アー 
人 一 人 の 占有 を 可能 に する 低 価格 で / その 適用 範囲 
は 幅広 く 、CAE・ 分 子 設計 ・ 流 体 解 析 ・CG ア ニ メ ー シ 

ョ ン ・ 画 像 処理 … 等 の 、 様々 な 分 野 で イン タラ クティ フ * 
コン ビ ピュー ティ イン グ の 効果 を 目のあたり に みせ て 〈 れ ます 。 


Graphics Supercomputer 


TITAN 


@ ピ ー ク 演算 性 能 :16 一 64MIPS、16 一 64MFLOPS (1 一 4 プロ セッ サ ) @ グ ラフ ィ ッ ク 性 能 : 
5 千 万 グロ ー シ ェ ー デ ィ ド ピク セル ン ノ 秒 、40 万 ショ ー ト ベク トル ノ 秒 、7.5 一 20 万 ポリ ゴン グ 秒 


クボ タコ ンピュータ 株 式 会 社 


TI60 東京 都 新宿 区 新宿 6-8-8 谷 03(6P5)H74] 
大 阪 支 店 TI) 大 阪 市 中 央 区 本 町 4-4-65 W06 (064) 2501 
名 古屋 営業 所 T450 名 古屋 市 中 村 区 名 駅 3-P6-8 2052(564)5091 
山梨 工場 〒400-08 山梨 県 中 巨摩 郡 白根 町 下 今 諏訪 907-8 个 0552(84)486| 


recé&Sgnm-rn--—mÁ3àm 
bud: 1—4827:3- OR 


gue 


と の 優れ た EWS 技 術 と 世界 中 で 豊富 な 実績 を 持つ 
ADDS ン ソフ トウ エア が 融合 し まし た 。3 次 元 モ デリ ング ・ 
解析 な ど 高 度 な 作業 を 支援 する CADDStation と 手軽 に 
2 次 元 設計 ・ 製 図 を 行う パー ソナ ル CAD CS-3100/HR。 
この 2 つの シス テム を 結ん だ CS-CADDS ネ ットワーク 。 
技術 者 の 個性 と 創造 性 を 確実 に シス テム に 活か せま す 


ee 


CADDStation と CS-3100/HR で ヽ 双 方 向 の デー タ 交 
換 が 可能 で まあ この CS-CADDS ネ ットワーク に は 、 転 送 
速度 10Mbps と いう 高速 の イー サ ネ ッ ト , TCP/IP を 採 
用 。 大 量 デ ー タ の 転送 も スピ ー デ ィ に で きま す , 


MAr 


プリ ンタ 、 プ ロッ タ 、 及 び ハ ー ド ディ スク 等 の 資源 を 共有 。 
ネッ トワ ー ク 内 て 効率 の よい シス テム 構築 が で きま す 


業務 の 形態 に 応じ 2 次 元 作業 、3 次 元 作業 の 分 担 が 
で きま す 。 個々 の シス テム を フル 活用 する 組み 合わ せ を 
フレ キシ プル に 構成 で きま す 。 


は さす と こる $3 


コン ピュ ー タ 資産 を 活か し な が ら 、 必 要 に 応じ て シス テム 
拡張 が で きる Add-on 方 式 で す 


※CADDS:Computervision Automated Design and Drafting System 
※CADDS は COMPUTERVISION 社 の 開発 ソフ ト で す 。 


_ 2 次 元 パ ー ソ ナル CAD 


3 次 元 CAE/CAD/CAM 
CADDStation — — 


p 


[1 
seien P, gs 
a ded fg 1 が 


Pg 
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oo 


Nay 


Aaf | 


"e 


E - Au / コ ンピュータ 事業 部 電話 (03)457-2725( ダ イヤ ルイ ン ) 
siae 株 式 会 社 ER AE 産業 シス テム 事業 部 電話 (03)457-4340( タ イヤ ルイ ン ) 
于 105 東京 都 港 区 芝浦 1-1-1( 東 芝 ビ ルディ ング ) 


エネ ルキ ー と エレ クト ロニ クス 


本 誌面 に 掲載 し て お り ま す 全 商 品 及び 役務 等 を ご 購入 


の 際 消 費 税 が 付加 され ます の で ご 承知 むき 願い ます 。 先端 技術 を オイ ゴス, ー・ uic & E の 東芝 
4) 


(资料 请 求 释 只 ] 


E37 HE fen 


VIAFHINC EP 
ORAPHCS 
4S0 


SpaceGraph 450 は 、 ナ ン バ ー ワ ン の 実績 を 誇る 410 シ 
リー ス の 機能 を きる ら に 革新 させ 、600,.000 ショ ー ト ベク トル / 
秒 の 描画 性 能 を 実現 し た マッ ピン グ 専用 の グラ フィ ッ ク テ イィ 
スプ レイ て で て す 。 そ の 超 高 速 表 示 性 能 と 比類 な き 応 答 性 は 、 
地図 の 緊急 検索 シス テム や 大 量 データ を 持つ 新た な 地図 


情報 処理 シス テム の 実現 を 約束 し ます 。 


zp*d yix 


09 3t/8:;B x tt (4L0€) ^ fe (011) 261—8321 
ON S X 5E(AP)/TR(008) 33 一 5222 
en [5 X /5(&32)»; A0878) 33 一 9800 


a 
Oe * dit x tt(fli&)/ fr(022) 225—6831 
O$ a JACEK) f1(0543) 53—0138 
e X 店 (広島 ) 容 (082) 243—0686 


RU 


BEER 3x I2 実現 / 


SUPCR 
LRAPHICS 
c 


を 専用 の カス タム L ら | で 
超 高 性 能 化 を 実現 

€ DUU.UUU ベ クト ル / 秒 以上 
の 超 高速 表示 

@ 高度 な イン タラ クティ ブ 機 能 

@ 多彩 な イン タフ ェ ー ス を 装備 

@ 豊富 な 入出 力 装置 

@ 実績 の ある グラ フィ ッ ク 
バッ ケー ジ 


お 問 合 わ せ は 電子 営業 部 情報 機器 課 ヘ ーーー- 
本 社 事務 所 T0 東京 都 港 区 赤坂 2 丁目 17 番 22 号 赤坂 ツイ ンタ ワー 本 館 
ff (03)584 一 8821( ダ イヤ ルイ ン ) ファ クシ ミリ (03)584- 2482 


@ 関 西 支社 (大 阪 ) 容 (06) 344—1640 97. ^| x tt(t&I5) ^ TR(092) 761—2636 


人 中 部 支店 (名 古屋 ) A052) 203—1225 07$ P^ x /T2(078) 321—2431 
信長 崎 支 店 f2(0958) 61 一 8148 人 鹿児島 支店 ^ft(0992) 23— 5261 


CADIX's POWER 


AGO EIL 2:0CADZ—X3C. 506057 —O0X TWAZ JU 5 PEEL, AJ, 修正 、 福 
f£posifiices2—d56CADIXIZ Ef£KzZAT, 


大 型 図 面 か ら CAD デ ー タ まで 技術 情報 を 一 元 管 理 \ 換 えも 可能 。 綿 密 な 打ち 合せ に より お お客様 の 満足 の いく 検索 シス テ 
e 大 型 設計 図面 、CAD デ ー タ ベー ス 、 その 他 あ ら ゆ る 4 技術 情 ム を 作成 / 
報 を 大 容量 の 光ディスク ライ ブラ リー で 統合 一 元 管理 。 あら ゆる デ 幅広 い コ ミュ ニケ ーション 機能 
ー タ の 保存 ・ 管 理 に まつ わる 様々 な 問題 点 を 一 挙 に 解決 / e 他 シ ステ ム と の 容易 む コ ミュ ニケ ーション を 可能 と する イー サ ネ 
新 次 元 ラ スタ ーCAD 機 能 ッ ト (TCP ン IP) を サポ ー ト 。 ま た 、 高 速 デ ジタル 回 線 に よる 広域 、 K 
e 大型 (A0) 既存 設計 図面 の 設計 変更 / 編 集 、 新規 設計 に 距離 間 で の 高速 スル ー プ ブッ ト を 実現 ./ 
ラス ターCAD ノ ベク ターCAD が 対応 。 ラ スタ ー/ ベ ベクター 統合 デ 新 世 代 ハ ー ド ウェ ア を 搭載 
ー タ ベー ス を も つ ス ー パ ー ワ ー ク ステ ーション S-21 に より 9CAD デ ー es90 ギ ガバ イト 光ディスク ライ ブラ リー、 ス ー パ ー ワ ー ク ステ ー シ 
変換 も OK ./ S-21 を 中 心 に 読み 取り ス ヒ ビ ピード 30 秒 /Al1 の 高速 スキ ャ ナー、A 
パー フェ クト な 図面 検索 機能 了 ベク ター を 同時 出力 可能 な 高速 静 電 プ ロッ タ な と 
e 各 ユ ー ザ 既存 の 管理 方 法 に 対応 し た 図面 検索 体系 へ の 直 様々 な 新 世 代 ハ ー ド ウェ ア を 搭載 ./ 


| お 問合せ 先 = 03(627)0401 名 古屋 : 052(212)1551 大 阪 : 06(947)5521| 株 式 会 社 キャ トリ リル 


本 社 T!54 東京 都 世田谷 区 新町 2-26-15 TEL.(03) 427-8901 FAX.(03) 420-6084 
営業 本 部 ・ 東 京 シ ョ ー ル ー ム 于 154 東京 都 世 田谷 区 桜 新町 1-12-10 6F TEL.(03) 427-0401 FAX.(03) 427-0201 
名 古屋 支社 ・ シ ョ ー ル ー ム 〒460 名 古屋 市 中 区 栄 2-3-| 広小路 ビル |2F TEL.(052) 212-1551 FAX.(052) 212-1531 
大 阪 支社 *・ シ ョ ー ル ー ム 〒540 大 阪 市 中 央 区 城 見 2-1-6| Twin21 MID? '7 —8F TEL. (06) 947-552| FAX.(06)947-5535 
R&D 于 154 ”东京 都 世 田 谷 区 核 新 町 1-12-10 5F TEL.(03)439-0821 FAX.(03) 439-0640 
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アザ ヒス テラ GS1000 


強力 な コン ピュ ー テ ィング ご 高度 な グラ ファ ックス の 含 


分 子 構造 を リア ル タ イ ム . に 視覚 化 アニメ ーション や グラ フィ ッ ク ア ー ト 、 
し た り 、 操 作 を 加え た りす る こと が で 大 量 の 計算 処理 の 結果 を イン タラ ク 
きま す ティ ブ に 視覚 化 で きま す 


CAD/CAE、 計 算 流 体力 学 な ど で 、 計 
算 の 多様 化 と 設計 サイ クル の 短縮 
と を 共に 追求 する こと が で きま す 


※CG 提 供 一 Brown University の 
Rashid Ahmad (2)D.Laidlaw 及び 
H.Kocak ③Compuflo Inc. 


く ア サ ヒ ステ ラ GS1000》 は 、 ス ー パ ー コ ンピュータ に 匹 
英 す る 数 値 計算 能力 と 、 高 度 の リア ル タ イ ム 3 次 元 
グラ フィ ッ ク 能 力 と を イン タラ クティ ブ に 利用 で きる 最 
新 の 対話 型 グ ラフ ィ ッ クス ・ ス ー パ ー コ ンピュータ で すむ 
CAD/CAM/CAE、 画 像 処理 、 分 子 モデ ル 解 析 、 計 
算 流体 力学 、 ア ニメーション を は じ め 、 さ ま ざ ま な 分 野 
に 対応 で き 、 そ れ ら 業界 の 標準 を 完璧 に クリ アー す 
る アー キテ クチ ャ ー で 、 使 い 易 さ 、 コ スト 効率 な どの 点 
で も 、 ま さ に 画 期 的 な メリ ッ ト を 備え て いま す , 旭 テ クノ 
コン ピュ ー タ で は 、 こ の 《 ア サ ヒ ステ チ テウ GS1000) 4. 
米国 Stellar 社 の ノウ ハウ に 加え 、 旭 化成 グレ ルー プ 
の 広 較 な 科学 技術 分 野 に お ける 豊富 な 経験 と 実績 
に 基づく サポ ー ト 、 サ ービス と と も に 提供 し て いま す 


アサ ビス テラ GS1000 SPECIFICATIONS 


@ 刺 数 計算 能力 20-25MIPS 依 浮動 小数 点 計算 能力 :40MFLOPS、 単 精度 また は 倍 精度 倫 ビ クセ ルプ ロック 転 送 速 度 :8 千 万 ビク セル / 秒 氏 ベ クタ ー レ ンダ リン グ 速 度 : 
60 万 クリ ッ プ 3 次 元 ベ クタ ー/ 秒 (10 ビ クセ ル ) 豊 ポリ ゴン レン ダリ ング 速度 : 15 万 グー ロー シェ イデ ッ ド 、Z バ ッ フ ァ ー 三 角形 / 秒 ( 100 ビ クセ ル ) 博 最 大 イメ ー ジ サイ ズ :65,536 
x65,536 ビ クセ ル @ ビ デオ メモ リー( フ レー ム バ パ バッファー): 16 また は 32 プ レー ン 、1280 X 1024 解 父 度 代り リフ レッ シュ 速度 : 74Hz、 ノン イン ター レー ス @ メ モリ アク セス 速度 ・ 
320MB/ 秒 (プロ ッ ク ビ クセ ル 転 送 時 640MB/ 秒 ) る キャ ッシュ アク セス 速度 : | .28GB/ 秒 @|/0 チ ャ ン ネ ル : 4-7 3)V3E BA | 6MB/ 秒 る 内 部 |/0 バ ス :160MB/ 秒 


すぐ れ た クオ リティ に や さ し い ノウ ハウ を 添え て …。 * " 


旭 テ クソ コン ピュ ー タ 株 式 会 社 旭 化 成 工业 株式 会 社 〒ip0 東 京都 千代 田 区 内 幸 町 |--| イン ペリ アル タワ ー17 階 TEL.03-507-2316 FAX.03-507-2464 


(資料 請求 番号 17) 


TEXNAI 


The Quest ... Art & Technology 


NEC PC-9801 シ リー ズ 、IBM PC/AT, 
富士 通 FMR シ リー ズ 対 応 。 
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“YUI" が 、 ペ ー パ ー・ セ メン ト や カッ ター に と っ て か わ @ ハー ドウ ェ ア に よる リア ル タ イ ム ・ ズ ー ム / ス クロ ー ル 
る こと は な いか も し れ ま せん 。 し か し 、 そ の カッ ト & ペー 0 640X480 ピ クセ ル の ペイ ント 領域 


スト 機能 を 使え ば 任意 形状 領域 の 拡大 、 縮 小 、 回 転 、 9 任意 形状 領域 の カッ ト & ペ ベー スト 
変形 な と が 可能 に な り ます 。 ズー ムウ ィ ド ウメ ニュ ー 所 画像 の 自由 な 拡大 、 緒 小 、 回 転 、 変 形 、 移 重 


ビグ ラフ シッ クス プレ イ ( コ ント ロー ラ TFBX24 EE NE — 


@ 形 2 描画 機 
の 豊富 な ハー ド ・ ウ ェ ア 機 能 と 1024X10Z4XZ4Bit の VAL m^ 


メモ リー 領域 を フル に 活用 し た 多彩 な ペイ ント 機能 。 @ ボ カシ 機能 

を アー ト ・ ワ ー ク 、 デザ イン ・ ワ ー ク な ど に ご 活用 くだ さ @ 消し ゴム 、UNDO 機 能 
い 。 ま た 、 当 社 シ ョ ー・ ル ー ム に て 常時 デモ を 行なっ て 9 マス キン グ 機 能 

お り ま す の で 、 ぜひ 一 度 ご 自身 の 目 で “YUI の 操作 96 標準 入出 力 サ ポー 


性 を お 確か めく だ さい 。 カラ ー・ ス キャ ナー :SHARP JX-200. JX -450 C ーーーーー- roe EAE 
画 標 準 価格 \200.000- RE TE TA TE EBX2U" 


開発 ・ 発 売 元 / 株 式 会 社 テ チク ネ 〒150 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 2-1、No. 620 203-464-6927 FAX. 03-476-2372 


RICON 
HP-OGLxXilb'A30:7J0 b —9 END, 


設計 図面 の 中 間 チ ェ ッ ク や 
打ち 合わ せ 時 に 威力 を 発揮 。 
各社 の パソ コン に 接続 で きる 、 
高 性 能 レ ー ザ ー プ リン ター 
“PC LASER” oci, 


e -SP4 13 ミュ レー ショ ンカ ー ド 、 フ ォ ン トカ ー ト リッ ジ F24M を 含む ) 


ブ プロッター 制御 用 の 命令 セッ ト HP-GL(Hewlett Packard 現在 お 使い の ドッ ト フ リン ター と プラ グ コ ン パ チ ブ ル 。 適 応 機 

Graphic Language) に 対応 。 高 性 能 レ ー ザ ー プ リン ター な ら 種 に 対応 する ほとん どの 市 販 ソ フト は 、 そ の まま 使え ます 

で は の 高速 度 で 、 細 か い 線 まで くっ きり と 出力 する こと が で 

xfj. プリ ンタ ー 上 て で 設定 で きる 縮小 サイ ズ は 5 種類 。 操 作 は 、 パ 
e, イル の 縮小 キー を 押す だ け な の で と て も 簡単 。 ご 希望 の ファ 

エミ ュ レー ショ ンカ ー ド (|IC カ ー ド ) を 差し か える だ け で 、 RUNDE 「 リ ング サイ ズ で 、 鮮 明 な プリ ント アウ ト が 行え まあ 

各社 の パソ コン 用 プリ ンタ ー と し て 、 威 力 を 発揮 し ます 

適応 機種 NEC PC-9800/N5200、IBM PS55、 

TOSHIBA J3100、 日 立 B16、 リ コーMr. マ イツ ー ル 


ノバ ンコ ン 用 レー ザー プリ ン 


PC LA 


る ⑧ カ タロ グ を 差し 上 げ ま すず ハガキ に 資料 請求 券 を 貼っ eal で お 気軽 に お 送り くだ さい 〒107 東京 都 港 区 南青山 1-15-5 株 式 会 社 リ コー 宣伝 部 一 
まだ 、 電 話 に よる お 問い 合わ せ は 容 03(578)3111 I/O 営 業 部 計画 課 ォ で お ぉ 気軽 に どう を ぞ 。 
資料 請求 番号 19 


操作 性 を 重視 し た 対話 型 統合 人 ヒシ ステ ム 


IRIS は エン ジニ アリ ング 業務 の 効率 化 を 図 る た め 、 設 計 か ら 解 析 ・ 評 価 る ら に は 製 
[x] 技術 レボ ー ト 作成 と 幅広 、 く サポート する ソフ トウ エア パッ ケー ジ 群 で す 。IRIS は 、 対 
証 形 式 で ポ ボップ アッ プ ・ メ ニュ ー を マウ ス あ る い は ペン で 指示 する こと で 必要 な 機能 を 
操作 で き 、 ま た 形状 の 生成 に な いて も 、 デ ィ ス プレ イ 上 に 表示 る れ て いる 形状 あわ るい は 
コマ ンド を 指示 する こと で シス テム を 操作 で きま す 。 
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"ol. 1 —— "€ \ ; 
株 式 会 社 エイ ・ ア イ ・ テ クノ ロジ ー | r 
T 京 — セン チュ リリ サー チ セ ンタ ( 灯 営業 開発 第 1 部 〒103 東 京都 中 央 区 日 本 橋本 町 3-6-2 TEL 03-665-9741 
luc o cosi ニチ メン デー タ シ ス テム ( 衝 営業 部 〒103 東 京都 中 央 区 日 本 橋本 町 1-3-2 共 同 ビル TEL 03-241-2611 
E メモ レッ クス ・ テ レッ クス ( 和 森 EwS 営 業 部 〒103 東 京都 中 央 区 衝 重 洲 1-7-20 八重 洲 口 会 馆 TEL 03-275-0452 
SP es 3 IL4DSLTU»245 シス テム 部 〒210 神奈 ) - . -548- 
男女 ソフ トウ エア エン ジニ ア 募 集 中 本 T 7788 EE 0 神奈川 果 川 崎 市 幸 区 亏 川 厢 6-2 興和 川崎 西口 ビ ル TEL 044-548-3354 
LE pv ro LB 方 は 履歴 書 日 本 钢管 巾 コン ビ ピュー ター・ 機 器 営業 部 〒102 東京 都 千代 田 区 九段 北 4-1-3 飛 栄 刀 段 北 ビル TEL 03-222-5965 
B a Uo dus RODAJ WESS TOPZ/LRRSDAE 特 機 営業 部 〒108 東 京都 港 区 港南 2-13-29 キ ヤノ ン ・ オ プティ カル セン ター TEL03-740-3334 
NH 担当 [ABA 日 本 电子 计算 由 科学 技術 事業 部 〒103 東 京都 中 央 区 日 本 橋 完 町 6-7 TEL 03-668-6171 


(資料 請求 番号 20 
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Mitsubishi Corporation i L 


^. 三菱 商事 株 式 会 社 


取扱 セク ショ ン 
技術 部 イン フォ ー メ ーション テク ノロ ジー チー ム 株 式 会 社 イ ン フ ォ メ ーション アン ド コン トロ ー ル 研究 所 
7100-86 東京 都 千代 田 区 丸の内 2 丁目 6 番 3 号 TEL.03(210)538、7543、7386 7160 東京 都 新宿 区 新宿 5 丁目 11 番 22 号 中 島 ビ ル 5F TEL.03(352)4746 FAX.03(357)7114 


(資料 請求 番号 


aei Information and Control Laboratory Co., Ltd. 


21) 


高 品位 フォ ント を パソ コン 上 で 
作成 する 「 真名 」、 日 本 語 DTP 時 代 
の ニー ズ に 応え て 、 新 登場 。 


AJIZ LTRS 

真名 は パソ コン 上 で アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト 作 成 
を 実現 し ます 。 M 
従来 の よう に ミニ コン や EWS を 使用 する 場合 ! 
比べ 、 低 コス ト で す 。 

ドッ ト ・ バ ターン 編集 機能 

スキ ャ ナー、 TV カメ ラ よ り ド ッ ト ・ パ ター ン を 入 
力 で きま す 。 マ ウス に より 読み 込ん だ パタ ー ン に 
追加 、 修 正 が 可能 で 、 ス ムー ズ 拡 大 機能 や 
入力 ノイ ズ の 修正 機能 な ど 高度 な 編集 機能 も 
装備 し て いま す 。 

円 角 、 ベ ツェ ー ル 曲線 の あて は め 
真名 で は 、 特 殊 な アル ゴリ ズム の 開発 に より 
曲線 部 の 円 弧 、 ベ ツェ ー ル 曲線 の あて は め を 
高速 に 自動 的 に 行い ます 。 ド ッ ト ・ パ ター ン で は 
不可 能 な 美しい アウ トラ イン 抽出 を 実現 し まし た 。 
アウ トラ イン 編集 機能 
作成 され た アウ トラ イン は 、 直線 、 円 弧 、 ベ ツェ 
ー ル 曲線 氏 て 修正 、 追 加 が 可能 で す 。 文字 の 
大 きる の 自由 な 選定 、 回 転 、 日 抜き な ども 容易 
に 実現 。 パ ソコ ン CAD ク ラス の 編集 機能 を 
持っ て いま す 。 

バッ チ 処 理 機能 

ユー ザー が 設定 し た バッ チ ・ プ ログ ラム に よ 
り 、 同 一 処理 の 多い アウ トラ イン の 抽出 を 自動 
実行 する こと が 可能 で す 。 

カッ ティ ング プロ ッ タ ー に 対応 
作成 きれ だ アウ トラ イン は 、 カ ッ テ ィ ング プロッタ 
ー で 出力 で きま す 。 ポ ッ プ 文字 や ロゴ タイ プ " の 
作成 は も ちろ ん 、 各 種 デ ザイ ン 作 業 に 威力 を 発 
揮 し ます 。 ※ 下 記 価格 に 消費 税 は 含ま れ て いま せ 人 。 


mana 


アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト 作 成 シ ステ ム 
NEC PC-9800 シ リー ズ 用 


価格 150 万 円 (MS-DOS は 別売 ) 


使用 条件 = 

@ パ ソコ ン :NEC PC-98XA、PC-98XL、PC-98XL2 
入力 装置 :NEC PC-IN502 お よび TV カメ ラ 等 
CRT: ハイ リゾ リュ ーション ディ スプ レイ 

@ メ モリ /68K バ イト 実装 @MS-DOS 3.0 以 上 

@ マ ウス が 必要 で す 。 た だ し 、 アウ トラ イン の 抽出 部 分 の 

プロ グラ ム に は 必要 あり ませ ん 。 @ ア ウト ライ ン ・ フ ォ ン ト の 

編集 プロ グラ ム に つい て は 80287 等 の NDP が 必要 で す 。 

※MS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す 。 


ヒロ"89 に 出展 


画 会 期 : 4 月 0 日 ボー22 日 吐 ) 
画 会 場 : 池袋 サン シャ イン シテ ィ イィ 
ミ ブ ロ 展 示 場 
※ お 問い 合わ せ 
帳 イ ン フ ォ メ ーション アン ド コン トロ ー ル 研究 所 03(352)4746 


ェ ン トカ ラー コピ ビー 


NEW 
5600/5900-..— 


ビ テ オイ 2096 色 、 RRRA OE IER 
OZ 22—-845 2 7*7», 

Q7 47 AA. A4/A3 共 用 ORE 
200DPI(0.127m) 9755»/A40 nE H J] 
ORGBEF HE TI —PLI FT ZEK 
ンカ ラー 静 電 プ ロッ タ 用 デー タ 、 お よび VDI 
フォ ー マ ッ ト へ の 対応 (5900) 4 TERRE, 7 


ソン FP80 エ ミュ レー ショ ン 


PRICE プロ ッ タ 主要 製品 価格 
EXAAPLE モテ デル EEE 


M-1045SP 
M-1044GT 


M-5835 11.300.000F3 


日 本 カル コ ンプ 株 式 会 社 〒104 東京 都 中 央 区 入船 3-7-| 容 (03)555-8911 


大 阪 (06) 304-2012・ 名 古屋 (052) 95| -8531・ 福 岡 (092) 474-5761 


890.000 人 A4 一 人 ] 任 意 大 カッ ト 紙 対応 グリ ッ ト ホ イー ルプ ロッ タ 
IBN 4 一 人 ] 任意 大 カッ ト 紙 対応 、 鉛 筆 標準 仕様 ベル ト ベ ッ ド プロ ッ タ 
2.180.000 最大 36m の ロン グ プ ロ ッ ト を は じ め A4 一 AU の カッ ト 紙 に も 対応 


M-5918 
M-5785 
M-5735 
M-5885 


^ 
Vo 


We draw on your imagination. 


高い 汎用 性 と 信頼 性 、 


優れ た コス ト パ フ ォ ー マ ンス 。 
5 の 入出 力 デ バイ ス に 不可 欠 な 
P— すべ て の 要素 を 
满 万 才 大 的 、 


カル コン プ は 
四半 世紀 を 越え る ノウ ハウ こと 


ト 
e dj 


E SARREN UTOT 


5700/5800. 


モノ クロ な ら 350 万 円 、 カ ラー て 

93075 AI C BUE fé), 

音速 モー ド を 備え た 超 高 速 モノ クロ 5700 シ リ 
ー ズ 。 独 自 の 色 ず れ 防 止 機 構 に より 正確 な 色 
彩 表 現 力 を 発揮 する カラ ー5800 シ リー スズ 。 
参 400DPI の 高 解像度 272—727 y& 
0924/36/44 15800 153447. 912 4€25MB 
(5700)、12MB(5800) の 大 容量 デイ スク 内 
项 豊 チ ャ ン ネ ホル イー サ ネ ッ ト な ど 豊 富 な イン 
ター フェ ー ス 堪 オ ー ト クロ スカ ッ タ (オプション ) 


内 E 


M-5602 CG アプ リケーション に 最適 な 低 価格 ・ 汎 用 A4 カ ラー 熱転写 プロッタ 
カラ ー 熱 転写 プロ ッ タ と も フル コン バテ ィ ブ ル な A4/A3 カ ラー 熱転写 プロッタ 
84'(Al) モ ノ ク ロ ー ム 静 電 プ ロッ タ | 895MBB デ ィ ス ク メ モ リ と イン ター 
A0) モ ノ ク ロ ー ム 静 電 プ ロッ タ | フェ ー ス 込み の シス テム 価格 
A] ) カ ラー 静 電 プ ロッ タ 
`(A0) カ ラー 静 電 プ ロッ タ 


1eMB デ ィ ス ク メ モ リ と イン ター 
フェ ー ス 込み の シス テム 価格 


資料 請求 番号 22 


_ 速度 * 信 頼 性 を 極め た ベン プロ ッ タ の 一 例 | 


M —1023 


コス ルン P74—- A05 fik, AEROAI 
Tuvwus ——— — NEW 


機械 的 最高 速度 107cm/ 秒 、 最 大 加速 度 2.8 
G に 加え 、 内 蔵 の PM フ ァ ー ム ウェ ア は ペン チェ 
ンジ と ペン ムー ブ の 無駄 を 者 いて トー タル スル 
ー プ ブッ ト を 飛躍 的 に 向上 。 
急用 紙 は A4 一 Al 任意 (自動 サイ ズ 識 別 ) 
参 解 像 度 0.0127nmm 十 8 本 ペン セレ クシ ョ ン 
09 入力 コマ ンド は CalComp960、907 (PCI), 
お よび HPGL エ ミュ レー ショ ン 

天 標 準 価格 890.000 円 


| 鉛筆 標準 仕様 | 


$548 7 n» SES C. HR Ai s A 


95: 4*(mf4:A1/1,200,000H] 
A0/1,450,000H] 


に 


製品 に 関す る 資料 請求 は NES 


eg フリ ー タ イヤ ル (JI20-41-891] 


peru Ni RASTER OPERATIONS MIRRORIN RASTEN OPERATIONS 


MATRON 


MATRON 
MATROR MATROX 


MATRON 


NAFRON 


Boundary Representation of Solids | 


| 


マト ロッ クス 社 《PG-1281》 の デモ 
ンス トレ ーション を ご 覧 に な か っ て い x 
な い 方 々 に 、 こ こ に その 一 部 を ご 061280x1024C€2-4)V. 表示 解 


紹介 いた し ます 。 この PG-1281 は 、 


像 度 @60Hz ノ ン イ ンタ レー ス 出 
PC/AT お よび AX な どの 互換 機 に 力 @⑧ 描 画 速 度 100.000 ベ クタ / 
スロ ッ ト イ ン す る だ け で 、 高 解像度 P 35.000 キ ャ ラク タ / 秒 @ 
ハイ パフ ォ ー マ ンス ・ グ ラフ ィ ッ ク 100,000,000€ y F/fPBITBLTO 
ス が 容易 に 実現 で きま す 。 25.000.000 ピ クセ ル / 秒 フィ ル 参 

同時 表示 色 256 色 /4096 色 


2566/16707 6& 9/17. ^7 


| i PC/AT・AX 用 ハイ パフォー マン ス ・ ロー ル 、 ズ ー ム @PGA、CGA、V 
ho グラ フイ ク 又 术 一 K DI, CGI, Windows. XWindows 
CLIE nc n. SCANS コン パチ ブル @EGA/VGA オ ブフ 
ッ ンジ ヨ 
マト ロッ クス 社 (カナ ダ ) 


さき SS 
ブナ だ も 


Mod» "— 
Morse mmc mee VOLDEN TW トリ " 


spo mns. Tot urodila 
wv » ant 


E 日 本 総代 理 店 e 資料 が 用 意 さ れ て いま す の で ご 請求 くだ さい 。 な お 、 技 術 的 な お 間 合 わ せ は 、 シ ステ ム 課 まで ( 谷 03-369-1438) お 待ち し て お り ま す 


a --— a @ 本 社 T160 東京 都 新 宿 区 西新 宿 7-4-7 新宿 浜田 ビル 傘 03(369)1101 | 
* aD- JAAR m e 関西 谷 06(364)5971 @ 厚 木谷 0462(21)1334 € 八王子 谷 0426(45)8371 € 长 野 合 0268(25)1610 @ 名 古屋 谷 052(452)8841 e 福 岡谷 092(472)7716 


高速 ・ 鮮 明 ・ 高 解像度 タイ 4 
Persona HOOPS Typ 登場 


神戸 製鋼 の パソ コン 用 3 次 元 リ アル タイ ム グ ラ 
フィ ッ ク エ ンジ ン Personal HOOPS は 、 も っ と ビ 
ジュ アル に 、 も っ と パー ソナ ル に と 求め られ る 3 次 
元 グ ラフ ィ ッ クス を パソ コン の 世界 で 実現 し て き 
EL. 

さら に 神戸 製鋼 は 、 ハ イレ ゾル ーション タイ プ を qe 
開発 し 、 現 代 の 要求 に 応え ます 

Persoral HOOPS は 、 イ ン テ リ ア 、 ア バレ ル な 

どの 各種 デザ イン や 、CG フ ィ ル ム な ど て で 求め ら 

れる 高 精 度 ・ 高 品質 な グラ フィ ックス を 提供 し ま 

す 。 


NEC PC98 シ リー ズ の 拡張 バス ・ ス ロッ ト に Personal 
HOOPS を 実装 する だ け で PC98 シ リー ズ 上 で 、3 次 元 
グラ フィ ックス が リア ル タイ ム に 実現 で きま す 。 


TYPE Il に よる 
デモ ンス トレ ーション 画面 


バ ソ コン 用 3 次 元 リ アル タイ ム 高 速 グ ラフ ィ ッ クエ ンジ ン 


NEC 


PC980 


PERSONAL COMPUTER 


EN | 
DISPLAY RESOLUTION | 


| GRAPHIC COLORS 


TYPE II TYPE IlI 


640x400*'  1120x750* 


640X400X12bit 1120X750X12bit 


2 plane 2 plane 
4096 ** 4096 *' 
T800 T800 
20MHz 20MHz 
10MIPS 10MIPS 


1.5MFLOPS 15MFLOPS 


: BUS INTERFACES 


T414 T414 


20MHz 20MHz 
10MIPS 10MIPS 
125000vector /sec 125000veclor/sec 
2MB *3 2MB テー 
4KB 4KB 


NEC PC9800 EXPANTION SLOT 


HOOPS™, HOOPS server er (tor gv zs 


TYPE I I は 外部 電 源 が 必要 

アク セ サ リ ー :D-RGB 入 力 CABLE、A-RGB 出 力 CABLE 

アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ が 必要 (パソ コン 出力 と スー パー イン ポー ズ 可 能 ) 
※2 オプ ショ ン で 1670 万 色 再 現 可 能 

※3 オプ ショ ン で 8MB ま で 増設 可能 

HOOPS は 、Ithaca Software 社 の 登録 商標 で す 。 

HOOPS の 、 日 本 で の 総 販売 代理 店 は ファ モテ ィ ッ ク 株 式 会 社 で す 。 


〒651 神 戸 市 中 央 区 脇浜 町 1-3-18 テ クノ ビ フ 


TEL.(078)261-5291 FAX.(078)261-5296 


— ヨ ! に 東京 〒108 東 京都 港 区 芝浦 4 丁目 9 番 25 号 芝浦 スク エア ピル 8F TEL (03)5476-9221 FAX.(03)5476-9280 
FF エモ 神戸 〒651 神 戸 市 中 央 区 脇浜 町 1-3-18 テ クノ ビア TEL. - | - 


新 事業 本 部 情報 ・ エ レク トロ ニク ス 部 


(資料 請求 番号 


メー ジ WIR, 


見 た い 」 を 「 見 える 」 に 変え る PIP-4000 


ADS の 画像 処理 技術 は まる に イメ ー ジ 創造 上 呼ぶ に ふる わし い テ ク 
ノロ ジー。 人 の 眼 を 越え る 機能 の 実現 で す , その 未踏 の 領域 に 近づく 
だ め に 、 画 像 処理 用 言語 で ある PIPL を 搭載 し 、 一 段 と > ンマ シン ・ 
イン ター フェ イス を 強化 。 よ りや る し い オ ペレ ーション を 実現 し まし た 。 画 
像 シス テム 創造 の た め に 、 産 業 や 医用 分 野 な どの 計測 ・ 検 査 の 自動 
化 の た め に 、 イ メー ジ ・ プ ロ セ ッ サ PIP-4000 が フレ キシ ブル レ で ハイ ス 
ビー ド な 画像 処理 シス テム の 実現 に 貢献 し ます 。 


画像 処理 専用 言語 IL (PIP-Language) 
を 塔 載 替 あら ゆる 画像 処理 の 効率 化 ・ 簡 素 化 を 
目的 に 開発 され た PIPL( ぴ っ ぷる ) を 塔 載 。 オリジ ナ 
ルコ マン ド を 作成 し て 、PIP-4000 に ダウ ン ロ ー ド で き 、 
ホス トコ ンピュータ 側 の 負荷 軽減 を は か り ま す 。 150 
種類 以上 の コマ ンド を 標準 装備 YT V 画 像 の 入力 、 濃 
淡 画 像 、 2 値 画像 の 処理 ・ 計 測 な ど が 、 ホ スト コン ピュ ー タ か ら コ 
マン ド を 与え る だ け て 簡単 に 実行 する こと が で きま す 。 目的 に 合わ せ 
た 拡張 性 坦 ' 空 間 フ ィ ル タ 」 ラ ベリ ング 」 等 の 高速 化 を 図る 高速 画像 処理 
ユニ ッ ト 、 画 像 メモ リ や T V カ メラ 増設 、 ス ロー アナ ログ 信号 の 入力 等 を 実 
現す る 機能 拡張 ユニ ッ ト な ど と 豊富 に オプ ショ ン が 用 意 さ れ て お り 、 目 的 に 応 
じ た ビ ルド アッ プ が 可能 で す 。 

HIGHSPEED FLEXIBLE IMAGE PROCESSOR 機能 例 雪 ラベ リン グ ・ 形 状 計測 ・ 円 型 分 離 ・ 位 置 計測 ・ 寸 法 計 測 ・ マ ル チ 


@ ウイ ンド ・ ど 値 化 ・ 疑 似 カ ラー・ 反 転 ・ 等 輝度 ・ 濃 度 断 面 ・ 濃 度 
GS 線 化 ・ 収 縮 ・ 膨 張 ・ 骨 格 化 ・ そ の 他 


ーー 


D * Á c 
D axdi ITA 
東京 本 社 〒113 東京 都 文京 区 本 卿 2 丁目 10-9( 富 士 ビル 2F ) 
roS TR TEL. 03-818-1031 FAX. 03-818-6038 
a uu , 大 阪 支社 〒559 大 阪 市 住之江 区 南港 東 8 丁 目 2-67 
4 TEL. 06-613-5871 FAX. 06-613-5858 


S RV. AA Ry 


4l 


PFU 


= つっ HAY 


/ 
Ce 
ES ; 


8) 8 OBS SELL d 7-9 C E. bl. 7—2 A7 —7 3v 3. fO BR ——AIU- 
応え る オー プン な ツー ル で な けれ ば な ら な いと 考え まし た 。 そ の 思い を か た ち に し た 
VOL.1、UNIX ワ ー ク ステ ーション PFU>station230。 研 究 ・ 開 発 の 効率 アッ 


UB 


バリ エー ショ ン も 豊富 に 、 選 べ る 21 モ デル 。 


プ に 向け て CPU に は MC68030 を 搭載 、 誰 も が 共通 に 利用 で きる プラ ッ ト ホ ー ム $ 

と な る よう UNIX 環 境 、 国 際 標 準 ・ 業 界 標準 を 徹底 じ て サ ポー ト 。 R&D ワー クス , tri 

テー ショ ン と し て 、 使 いや すい 環境 を 備え た ツー ル で ある と 自信 を 持っ て いま $ 05 xa em Nee : 
それ に は 、 実 は 理由 が あり ます , いち 早く UNIX シ ステ ム に 取り 組ん で きた 実績 と 経 国 SS T | 
験 。 さ ら に 、 パ ソコ ン 開 発 か ら 得 た 使い や すい MMI を 、 オ フ コ ン 開発 で 培っ た 膨大 | x 
な ノウ ハウ を 、 ス ー パ ー ミ ニコ ン の 圧倒 的 な パワ ー を 、 こ の ワー クス テー ショ ン に i Y A 
結集 し て いる か ら で 3. 実際 に お 試し いた だ いて 、 そ の 性 能 を 満喫 じ C〈《 く だ さい 。 T ^ : \ B 1 


基本 仕様 @CPU:68030(25MHz) 6FPP:68882(25MH2z) 6:3 £j] HL UR E77 EIL —2 RE 
装備 (モデ ル 23/32) €0S: UNIX SystemV 十 4.2BSD (一 部 机 能 ) Q7 25€ :32KB( モ デル | 


12/21/22/31)、64KB( モ デル 23/32) @ x E') BC 2AMB CE FILI 1/12) 4 X32MBCE 77V21/22/23). : E cn ` 
最大 48MB( モ デル 31/32) 6 2k 74 A2 :8E80MB CE FIL |)、 標 準 134MB( モ デル 2 I), 标准 180MB L NIX Fi d A y 9 = wd 


(モデ ル |2)、 標 準 330MB( モ デル 22/23/31 32) る 標準 イン タフ ェ ー ス : RS-232C、 セ ント ロニ クス は ほか LJ 
@ ネ ットワーク 機能 :NFS'< Ethernet? TCP/IP、FNA ほ か @ 開 発 支援 ツー ル :GKS、 統 合 文書 処理 . 
Augusta, X-window*4 X '7—JV (32^ @ デ ィ ス プレ イ :19 イ ンチ モノ クロ 、16 イ ンチ カラ ー、20 イ ンチ カラ ー 4 P | 7g U station 


KI UNIX オ ペレ ー テ ィング シス テム は AT&T ベ ル 研 究 所 が 開発 し し AT&T が ライ セン ス し て いま す PE = 
※2 NFS は Sun Microsystems 社 の 登録 商標 で を ※3 Ethernet は 富士 ゼロ ックス 社 の 登録 商標 で す 本 広告 に 掲載 の 全 商品 な ら び に それ に 関連 する 消耗 品 等 お よび 役務 に つい て 、 ご 購入 の 際 、 消 費 税 が 付加 され ます の 
x4 X-window は マサ チュ ー セ ッ ツ 工科 大 学 で 開発 され た ソフ トウ ェ ア で す 。 で ご 承知 お き 願 いま す 。 


デス クト ッ プ モデ ル 11/12 小型 デス クサ イド モデ ル 21/22 /23 — デス クサ イド モデ ル 31/32 


名 古屋 営業 所 /〒460 名 古屋 市 中 区 錦 1-19-25 (東京 生命 館 ) 谷 (052) 202-0871 
大 阪 営業 所 /〒530 大 阪 市 北 区 堂島 1-5-17 (堂島 グラ ンド ビル ) 容 (06) 344-3648 
NS m" 広島 営業 所 /〒730 広 島 市 中 区 基 町 12-3( 朝 日 生命 広島 ビル ) £2 (082) 228-3551 
e 株式 会 社 PFU BARRATS 2E E e DCIE 9 811-5-1 GRE ^E 4 D £7) A (092) 472-7056 
UZ 59 /〒105 東 京都 港 区 西新 橋 3-24-9( 飯 田 ビ ル ) f$ (03) 434-5446 
東京 本 社 / 営 業 部 〒105 東京 都 港 区 西新 橋 3-25-33(NP 御 成 門 ビ ル ) 容 (03) 438-0311 EPOC プラ ザ / 和 〒163 東 京都 新宿 区 西新 宿 2-4-1 (新宿 NS ビ ル ・OA セ ンタ ー 内 ) £3 (03) 342-0280 


資料 請求 番号 26) 


A レー カム と っ / か っ 
A AN WEJ E EEN HN 


s cAMP 
E C E っ 左 使用 
Ja アイ デー 
バ EK Leyi: e ax i: gcn ング 表示 が 行え ま 
ドレ ル ら 5 ら F 』 は 、 pud. PIS. Pr わせ 7 に 色 を 使っ た ジ て し テニ ィング 表示 は 稼 炎 
rz - — ! á : タン ト 。< 
り 三 ティ ブ の 等 明 な コン ス 
s a Xen ょ ブロ グラ ム に よっ て イー de 
複 É E qo Mn 成 
iuc CE z ム を 生 
モデ リン グ は 生生 ます 。 自動 的 に プロ グー 
t er c7 de n 


一 算 プ ロ セ ッ サ 

; ます 。 mE IM 

x L3 7^5] fe 775 O の 
ー a 寺 現 ) と な っ て いま す 。 の パ 高速 な 着工 が 可能 な に E 用 意 で * 
g-reps OX : 2 gne bes 

デー タ 表 現 は BDP )^r 


lid 
tructive づり 
rag SG (cons? 


た り す 。 ン は ら ーg801 お よび ピピ ー 
ー タ と し た び ヽ 
ーー タ を 「 マ ド レー ル ら F」 の 入力 テ 

形式 の デー 


て いる パソ コ 
現在 対 応 し i 

F モデ リン グレ た も の 

Er ss 

r マ ドレ ー ル ら 『 1 


P. ァ が 実 
NUN . レー ム バ パップ 2? 
E S 可能 で す < 2 qen い クス 画面 
i 2243!) Z グ し た りす る レー ム が 使用 グラ フィ ツ 
レー モジ な と で レ ンタ リン a nannaa P ID T. 

v sas - "dt P PN 
ide a に 4096 色 相当 の ダ 
一 一 イ 一 一 一 

ARRI a addit ング 表示 、 レ 

~ Spese デモ を 行 つ 
コジ シメ スタ oNEiz tree EI ge 
x ROBERT A rUCG』 と も に PC-980 = 


— i 
消去 表示 、 pa dec 半 透 明 


ます 。 


ー ク ブレ イン 
em pa Huet アー クン 


pay ン 開 発 用 に 最適 と 


5.1、4.0、 
Se i eMo E. E 


Y ある 
了 宣言 共 c 
— 31 fit^ Jo — Xs ゃ し た プロ ト タ イ 
o p Lattice C Ver.4.0 に 対応 し ョ A ム NSI の 規格 に 対応 


- 行 えま 
、 ク が か 厳密 に 人 行え 
と 型 の チェ イン 
れ て お た め 、 返 り 値 と 引数 の 
ーー 記述 
数 は 全て ア 


ー テキ ス ト 画 面 の 拡 
bd っ 込み の 方 に 限り 、 ィ A jn A, prim 
sanc, ィ リ ティ の プ 
大 ハー ドコ 


能 か 豊富 に ちり 


POE S e ログ ラム を 用 意 
rapnJ 


IN 
x 販売 店 様 用 に 


開発 スタ ッ フ 募集 
※ 新 卒 者 同時 募集 ※ 見 習 も 5 可 


『 マ ドレ ー ル SF」、『UCG』 は パソ コン 


TErÜXA フン ーー y タレ ーー 
ンク グー プン ルレ イン T151 JE SEDE IEX I "43-20-2 Z 77H Xv—42207 TEL.(03)375-8968 FAX.(03)375-8767 
画 お 申し 込み ・ お 支払 い 方 法 画 


商品 名 (UCG で は (言語 の 種類 も 明記 )・ 個 数 ・ デ ィ ス ク の 種類 を 明記 の うえ 電話 、FAX ま た は 封書 に て お 申し 込み 
下さ い 。 お 支払 い は 銀行 振込 、 現 金 書留 また は 郵便 振替 に て お 願い 致し ます 。 人 入金 確認 後 、 即 日 発送 いた し ます . 
送料 は 当社 で 負担 いた し ます 。 


@ MS-DOS, Microsoft C, Quick C は Microsoft 社 の 商標 で す 。 念 TURBO C は Borland 社 の 商標 で す 。 念 Lattice C は Lattice 社 の 商標 で す 


(資料 請求 番号 


ショ ッ プ また は 当社 で 直接 お 買い 求め いた だ け ま す 。 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 ・ 


《 振 込 銀行 》 


八千代 信用 金庫 笹塚 支店 当座 


005-1043492 
第 一 勧業 銀行 笹塚 支店 当座 161-0115523 
三菱 銀行 世 塚 支店 普通 138-4857406 
(WEOE) 東京 1-251652 


CG 倶楽部 の りこ れ ま で の 
月 例会 の り 主 な テー マ 


87 年 19 月 に スタ ー ト 以来 これ まで に , コン ピュ ー タ に よる リア ル な イメ ー ジ 生成 を 


中 心 と する 次 の よう な テー マ で 月 例会 を 毎月 開催 し て お り ま す 。 


F 京 ) 
ー CG シス テム Wavefront の 解説 と ア モ ( 東 
元 


お ける CG へ の 
z ュ レ ーション ツレ 


e. 3 次 
⑧ 地 方 放送 局 - 
— 


大 阪 ) 
ー の CG 道场 (東京 , 
Pos ソナ ル CG シ AT ム の 現状 報告 (東京 ) 


取り 組み の 現 汰 ( 基 孤 
製品 , アー Pon ud " 4 


取り 組み に つい て (静岡) 
つい て (京都 ) 


si- 


— 


コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 倶楽部 (CG 倶楽部 ) は , コン 
ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス が も つ さ まさ ざま な 可能 性 の な か 
C, 「 よ り 豊 か な , より ダイ ナミ ッ ク な 映像 表現 力 」 に 注 
目 し , その 表現 力 を 限り な 〈 く 追求 する た め の 倶 楽 部 で す 。 
v 

活動 分 野 は アー ト や デザ イン の ほか に ,「 コ ンピュータ ・ グ 
ラフ ィ ッ クス に よる 映像 表現 力 」 に 関連 する 分 野 で あれ ば !, 
シミ ュ レ ーション , プレ ゼン テー ショ ン な どの 幅広 い 分 野 
を 含み , 特に 分 野 を 限定 する も の で は あり ませ ん 。 


この 倶楽部 は 営利 を 目的 と する も の で は あり ませ ん 。 ま 
た , 特定 の 企業 や 団体 の 利益 に そっ て 活動 する も の で も あ 
り ま せん 。 し た が っ て , 会 員 の 総意 に よる 運営 を 行い ます 。 


CG 倶楽部 は 本 部 事務 局 を 東京 に 置き , 国内 外 各 地 に 支部 
(ロー カル ・ グ ルー プ ) を つく り , 国際 的 な 活動 を 積極 的 に 
行い ます 。 

1988 年 10 月 現在 , 国内 で 開設 し た 文才 は 下記 の 通り で すっ 。 
静岡 支部 る 名 古屋 支部 る 大 阪 支 部 る 福岡 支部 


CG 倶楽部 世話 人 」 

@ 大 村 早 一 (大 阪 学院 大 学 ) 
OTHER RAŽ) 

e rti 3 VIS A 
三井 秀樹 (筑波 大 学 ) 


(アト 人 筑波 大 学芸 術 工 房 見 学 と 三 


会 見 募集 中 


ょ る CG アニ メー ーション (東京 
pya canne EATR 
-iny a AOAO 


座 に も で きる パソ コン 
十 乞 古 屋 大 学 横 井 研究 室 上 
ogma d aCA アー 
ヨー ロ ツ パ の CG 作品 上 映 ( 東 京 ) 

お ける CG の 放送 へ の 取 り 組み (東京 ) | 

zgpesiio 7749 4 EORR 
こ お け る CG 映像 と 制作 の 実状 (東京 


⑱⑮ ハ イ テ ッ ク ラボ に € 
⑮ リ ンク ス に お ける 最 先端 CG 映像 制作 の 現状 (東京 
る リン d 


eTBS に 


[Ji 約 】 
田 主 な 活動 
@ 月 例会 (毎月 開催 。 ゲ スト 講演 と 会 員 の 発表 , 会 員 間 の 懇親 な 
ど を 行い ます ) 


e 特定 の テー マ ご と の 部 会 活動 (部 会 の 方 針 で 活動 し ます ) 
@ 支 部 ご と の 支部 活動 (支部 の 方 針 で 活動 し ます ) 
@ 楼 関 誌 の 発行 (会 員 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン や 活動 案内 の 掲載 
を 行い ます ) 
@ バ パソ コン 通信 に よる メン バー 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
@ 年 次 総会 (年 一 回 開催 する 会 員 の 技術 , 作品 お よび 利用 事例 な 
どの 発表 会 ) 
@ 国内 , 海外 の 関連 団体 と の 交流 
@ 各種 の イベ ント の 開催 
E 部 (ロー カル ・ グ ルー プ ) 会 員 5 名 以上 に より 地域 , 職場, 
学校 な ど ご と に 支部 を 作り , 支部 活動 を 行う こと が で きま す 。 
Bi 会 (3IG) 会 員 は 特定 テー マ や 分 野 ご と に 部 会 を 作り , 
部 会 活動 する こと が で きま す 。 
会 員 の 資格 会 員 に な る た め に 特別 な 資格 を 必要 と する こと 
は あり ませ ん 。 | 
图 会 員 会 員 は 個人 の 正会員 を 基礎 と し ます 。 
国会 費 入会 金 \2000( 入 会 時 の み ) 
年 会 費 \2000( 毎 年 4 月 | 日 より 翌年 3 月 3| 日 まで ) 
※ 入 会 は 年 度 単位 と し ます 。4 月 1 日 より 翌年 の 3 月 31 日 ま 
で を 年 度 と し ます 。 
※ 会 員 に は 倶楽部 機関 誌 を お 送り し ます 。 
※ 年 会 費 に は 月 例会 な どの 各種 の 活動 に 参加 する 費用 は 含ま 
れ て いま せん た 。 


Q 海道 大 学 
iii ※ 詳 し く は パン フレ ッ ト を 事務 局 まで ご 請求 くだ さい 。 
お 問合せ ・ お 申込 先 @CG 倶楽部 事務 局 一 过 101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-64 神保 町 協和 ビル 図形 処理 情報 セン ター 内 
v03(093)818] FAX 03(293)6104 NE 


(資料 請求 番号 28) 


明日 の 産業 と 豊か な 環境 を 統合 する 知 的 Computer Graphics 


展 示 会 


M 会 期 : 1989 年 6 月 14 日 水 ^ て 17 B CE) 10:00—17 :00 
7f 。 場 : マイ ドー ム お お さか グ 特 別 企画 デス クト ッ プ パプ リッ シン グ CDTP ) コ ー ナ ー 
7 展 


示 内 容 : CAE/C ど AD/CAM シ ステ ム ja ド DTP シ ステ ム と 日 本 語 対応 ポス 7) 
EWS( エ ンジ ニア リン グ ワ ー ク ステ ーション ) スク リプ ト レブ プリ ンタ ー を 展示 実演 いた し ます 。 
グラ フィ ックス 入出 力 機 器 à "T | 
各種 グラ フィ ックス アブ リケーション 入場 料 ・1.500 幅 
画像 処理 機器 ・ シ ステ ム 他 


SN 


シン ボ ポジ ウム 


6 月 14 日 人 — 6 月 15 日 Ñ _ | |. 6 HI16H ($ 
10:00—.13:00 | 14:00<17:00 | 9:30<12:30 |  14:00—17:00 |  9:30—12:30 14:00~17:00 
A 一 1 A A—4 A 


—2 A—3 一 与 
先進 CAD/CAM ユ ー 最新 CAD/CAM と 関連 金 型 設計 ・ 製 作 の た め の 先 先進 CAE ユ ー ザ ー の 事 形状 入出 力 の 最近 動向 
ザー の 事例 技術 の 動向 端 CAD/CAM と ユー ザ 例 

ー の 活用 事例 
B— 1 B- 2 Bー3 B—4 Bー5 


オー プ ニ ン グ 
セッ ン ョ ヨン 


-—— エン ジニ アリ ン ザ ワー タ CASE ツ ー ル の 現状 と 活 論理 合成 ソフ トウ ェ ア に CG ソ フト と 画像 処理 . CG ハ ー ド ウェ ア --- グ ラ 
・ 基 調 講演 ステ ーション の 基幹 技術 用 具体 例 よる シス テム 設計 の 自動 ( 超 リ アリ ズム の 追求 ) フィ ックス ・ ワ ー ク ステ ー シ 
zik: 化 ヨン の アー キテ クチ ャ --- 

・ 特別 講演 


G1 
医用 ・ 生 化学 の 画像 処 
理 ・ 先 端 現場 か ら の 実 
例 紹介 


高度 消費 化 時 代 の CG 高度 消費 化 時 代 の CG 
PRI A279273 パー ト II -- 販 売 戦略 の 


ン と 心理 の 追求 -- C G--- 


T— 1 T 一 2 T—3 T—4 T—5 
A | (基础 ) 知 的 C G OO 大 A | (応用 ) エ キス パー ト 知 的 ネッ トワ ー ク 構築 の た | 高度 ヒュ ユー マン イン ター フ 
め の 基 礎 技 術 シス テム の 応用 事例 め の 基 本 技術 ェ エイ ス を も つつ 分 散 処理 環 
例 境 


C 一 2 C 一 3 C 一 4 C 一 5 
D 一 1 D 一 2 D 一 3 
シミ ユ ュ レ ーション ・ ビ ジュ ユア 
@ 詳 し い 案 内 書 を 作成 中 で す 。 ご 希望 の 方 は CG OSAKA 事務 局 ま で ご 請求 くだ さい 。 


CG 活 用 に よる 過去 か ら 環境 向上 に 活躍 する マッ 
未来 へ 都市 と 空間 の 創造 ピン グ 技 術 
FA/C1M の 経営 戦略 に F A/C | MO 先端 构筑 手 マル チ メ デ ィ ア 情報 シス テ 
果す 役割 法 と その 活用 事例 ム と その 具体 例 
リゼ ーション 技術 と 活用 
ICIGI デ | ザ [ イ | ン | コ | ン | テ | ス | ト | = CG 静止 画像 m 


(D 応募 テー マ QE s 
A : CG & Visualization 支 デザ イン 大 賞 1 点 : 賞金 20 万 円 と 副賞 
(CG OSAKA'9O の メイ ン デ ザイ ン と し て 使用 可能 な 作品 ) *1$ 5 賞 28. 賞金 10 万 円 と 副賞 
B : フリ ー XA 選 数 点 : 賞 品 


(テー マ は 特に 限定 し ませ ん ) 


: d^ ova 応募 要領 を お 送り いた し ます 。 ハ ガキ に 資料 請求 券 を お 貼り の うえ 、 
| plxEL5 | CG OSAKA 事 務 局 まで ご 郵送 くだ さい 。 


CG OSAKA '89 に 関し て の お 問い 合せ は 
CGOSAKA89 事務 局 


JMA 社団 法人 日 本 能率 協会 関西 事業 本 部 内 


〒541 大 阪 市 中 央 区 安土 町 2-3-13 大 阪 国際 ビル TEL 06(261)7151 


(資料 請求 番号 29) 


IP NISL, s 
itin 


74 [特集 1] グラ フィ ッ ク デ ザイ ン に お ける 6 CG 
75 グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン に お ける CG の あり 方 orere 
80 DAI-MEDIA*»«s 


66 グラ フィ ッ ク デ ザイ ナー の た め の ny 
デジ タル ペイ ン テ ィ ン グ 入 門 1) 


90 パソ コン に よる プリ : ブ プレス 処理 *f*e 


» eiiis FR CAD 上 CC 


97 建築 設計 事務 所 こ CADs*eee- 
104 照明 計画 て ビジ ュ ア ル ・ シ ミュ レー ショ ン oren- enen. ames 
108 厨房 設計 に お ける CAD 活用 事例 
ーー レイ アッ ウト 設計 に 対す る デー タベース 率 用 の 実際 人 $ 了 キ ー き ロ 文 石松 
115 シミ ュ レ ーション ・ ツ ー ル と し て の コ ゴルフ 場 
造成 設計 シス テム 
120 大 成 建設 に お ける CAE の 一 例 , 自 然 力 に 対す る 
構造 物 の 応 倫 性状 を さぐる eumrs 


ps teu 機械 設計 の た め の 計 算 ナ カ 半 


125 計算 力学 の 展望 一 現状 と 将 米 exkm* 
129 スー バー コン ピュ ー タ に よる 大 規模 構造 解析 シス テム em 
133 形状 最適 化 設計 一 強い か た ちと 自由 曲面 **m*s 


OPIXEL xxi 加算 され ます 。 六 并 4 月 1 地図 情報 処理 技術 視察 団 ]1 月 催行 15B まで 米国 ロサ 
ン ゼ ル Ye 地図 情報 処理 に くつ 国際 nola dian 
IRTEN b. BÜIUARRUERATUBSERABLL CORR I L2. NOGAS Mappng & GESO EAE È È Gi 米国 の 先進 的 な ユー ザー. 


米国 
a — 研究 機関 な 【 ど を 訪問 する 海外 技術 視察 SEES I Ms Lir 


ORKON 


「GERIM」 


実は と の 絵 は デ ー タ の 量 が パン コン の 限界 を か な 
り オ ー バ ー し て いて , ビル を 数 個 ず つの プロ ッ ク に 
分 け , 8 回 の レン ダリ ング を 重ね て よう や く 出 来 上 
0, と いう 手順 を ふん で いま す 。 窓 は リフ レク ト の 
きき (の だ デ テク タ スチ ャ マ ッ ピ ング と バア プア プ マッ ピン アキ を 
重ね て 張り 付け まし た 。 和 柔らか く ボ ケ て し まう の が 
いや だ っ た の で プン チエ イリ アデ アシ ン ジグ は 行っ て いま 
せん 。 


僕 は 作品 を 作る に あたっ て , まず イメ ー ジ を 先 に 
立た せ て , 方 法 は 後 か らく ふう し て 追い つか せる 事 
で 自分 と 作品 が より 強い 関係 を 結ぶ 事 が 出来 る と 思 
っ て いま す 。 

僕 が つく る 「 絵 」 に , 見 る 人 の : 心 動か す 力 が 和 宿っ 
て くれ る 事 を 望ん で や み ま せ ん 。 

7——" NEC PC98VX21 
4C B パー ンジ ナ ルリ ジア スズ TRACI 
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CAD/CAM で AE, コ ンピュータ 。 
グラ フィ ックス (CC G), MEUD 
取 新 記事 , 製品 動向 . メー カー 一 覧 , 
役に立つ 各種 の 資料 を 
この 1 冊 に 集成 し まし た 。 
これ 1 崩 で 技術 , JH. 製品 の 
最新 動向 が わか り ま す 。 
| 本 書 の 特長 | 


GCAD/CAM, CAE, コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス , 画像 処理 の 分 野 全体 に 
わた り , 最新 の 動向 が 把握 で きる よう に 編集 され て いま す 。 

@⑧ 営 業 か ら 技 術 , 企画 まで 企業 の いろ いろ な セク ショ ン の 人 に , また 研究 や 
教育 関係 の 人 に も 必要 な 内 容 に な っ て いま す 。 

得 製 品 関係 の 記事 お よび メー カー・ ベ ンダ ー の 一 覧 に よ り , 製品 バイ ヤー ズ 
カイ ド と し て も 役に立ち ます 。 

人 @ 資 料 編集 は 電話 帳 代 わり に も な り ま す の て , 座右 の 書 と し て 便利 で す 。 
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CAD/CAM/CAE, 画像 処理 と その 分 野 で 使用 され る シス テム , 機器 , ソフ トウ エア な ど 
最新 の 製品 動向 の 解説 と それ ら の 製品 名 を 掲載 し ます 。 
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念 専 門 学 校 に お ける C G 教 育 カ リキ ュ ラ ム 僅 金 型 の C AE の 最新 動向 
念 安 全 性 検証 の た め の シ ミュ レー ショ ン 候 機 械 設計 に お ける 最新 の プリ ・ ポ スト 動向 
免 印 刷 に お ける 画像 処理 6 3 次 元 ア パレ ル C AD の 最新 動向 
人 @ 動 画像 処理 の 最新 動向 インテリ ジェ ント CAD の 機械 設計 へ の 応用 
0 3 次 元 メ ディ カル に お ける 画像 技術 応用 信和 建築 に お ける CAD と プレ ゼン テー ショ ン 
今 図 面 自動 読取 り の 最新 技術 動向 ⑧ 自 動車 デザ イン に お ける CG 
⑧ 地 理 情 報 処理 の 最新 動向 @ グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ザイ ン に お ける C G 応 用 
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@ デ ジタル ・ フ ォ ン ト の 最新 動向 0 最新 の サイ エン ティ フィ ッ ク ・ ビ ジュ アラ イ ゼ ー シ ョ ン 
る ⑧ 人 体 モ デル の 動向 パッ ケー ジ + デア デザ イン に お ける コン ビュ ー タ ・ グ ラブ プ ィ ェ ックス 
i E 
製品 編 
CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 に つい て の 最新 技術 お よび 活用 方 法 の 解説 , 分 野 ご と 
の 技術 動向 , 使い 方 な と 第 一 線 の 専門 家 が わか り 易 〈 解 説 し ます 。 
@ ペ イン ト @ カ ラー・ ハ ハー ドコ ピー @ フ ワー クス テー ショ ン 別冊 好 フ 
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デス クト ッ プ ・ パ プリッ シン グ る @ ア パレ ル ・ テ キス タイ ル 用 CAD @ ス キャ ナ OO フロ タク ショ ン COMEN イペ ント MANER CORNER. 
人 @ 地 図 情報 処理 CA る @ ペ ン ・ プ ロッ タ m. AS 

る ⑧ 分 子 設計 @ レ ンダ リン グ ・ ア ニメーション HETO YA 


CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 の 分 野 に つい て , 問合せ を し た い , どこ に 依頼 すれ ば 良 
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い の か の 時 な どす ぐに 役に立つ 資料 ば か り を 集め まし た 。 
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メー カー や ベン ダー の 社名 , 住所 , 扱い 製 品名 と その 内 容 な ど を 掲載 し ます 。 製 品 購入 
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CAD/CAM ア ルフ ァ ・ シ リー ズ は , CAD/ 
CAM/CAE の 基礎 技術 , 最新 の 話題 , 運用 
の ノウ ハウ な ど に つい て ,。 いま 最も 必要 と し 
て いる 記事 を 満載 し て 


» 


いま す 。 


No. 1 
大 特集 


IT 


一 般 


. 2 
特集 


ョ ヨー ザー 事例 


— 新 領 域 に 臨む パソ コン CAD 
A4 変 型 判 / 定 価 各 号 1.545 円 (本体 1,500 円 寺 税 45 円 ) 
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いま 最も 注目 され て いる パソ コン CAD 
の 実力 と 使い 方 


シリ ー ズ ・ ア プリ ケー ショ ン キャ ノン 東芝 日 立 プリ ヂ ス トン 


人 E| " 
サー 
どう な る , これ か ら の 
CAD/CAM と CAE / 
最近 の パー ソナ ル CAD と 

SE U が ング ワー タス デビ ショ ン 
シッ ニア サケ ダ サー タダ ステ ーション 
と ソフ トウ エア 
パー ソナ ル CAD と 分 散 処理 
画像 処理 の 製造 業 へ の 応用 
や さ し い CAD/CAM 入門 の 入門 


わが 国 に お ける CAD/CAM 導入 の 現状 
CAD/CAM シス テム の 研究 


ミサ ワリ CAD シス テム (建築 ) 
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リコ ー (LSI 設計 ) 

大 信 工 業 , 重野 製作 所 ( 金 型 ) 

プラ スチ ッ ク 人 金 型 設計 

ハン ド ヘ ルド CAD 

パソ コン に 接続 する 小型 モデ ダリ ング ・ マ シン 


ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス ユー ザー 事例 集 


東洋 工業 に お ける CAD/CAM 
自動 車 部 品 へ の CAD/CAM の 適用 


第 造 業 こ に お ける CAD/CAM を 
PWZ, アニ メー ショ ン , 建築 ・ 
TA, 構造 解析 , マツ ッ ピング, 

| リリ モー ト セ ン シ ン グ , アパ 
レル な どの 省 分 野 に お け 

る 代表 的 ユ 一 ザー を 189) 


石川 島 播磨 重工 業 で の 船 殻 CAD/CAM の 現状 


立石 電機 に お ける CAD-CADAM シ ステ ム の 紹介 
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航空 機内 装 品 生産 に お ける CAD/CAM シ ステ ム の 利用 


日 本 建 鉄 の 金 型 加工 に お ける CAD/CAM シ ステ ム の 適用 事例 
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に 収録 し まし だ 。 これ が ガ ad CINE EAS na 
* CAD 一 貫 シ ステ ム へ の 取組 み と そ の 事例 
ら 導 入 を 検 計 され て い AR d ステ ム を 効率 的 に 使い 
De. rri. 冷 間 コイ ル ば ね 成型 へ の CAE 導 入 
cy 光学 設計 今野 に お ける CAD/CAM ご こなす だ め に は , 他社 て 
を 考え て いる 在 業 に s : | の 事 例 を 研 究 す る こと 
と つて 見 逃 び せな い 有限 要素 法 解 析 に お ける 図形 処理 の 一 例 ガ ぎ きわ め て 重要 で す 。 本 
1 冊 と な のり ます 。 コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 分 散 統 合 処理 へ の アブ ロー チ SE A (DIEN シス テ /、 
ブ プラン ト 機械 設計 用 CAD シ ステ ム の 開発 と 適用 の 設計 と 選択 標準 化 な ご 
電設 メー カー に お ける CAD/CAM 適 用 例 の 受入 れ の 準備 , 実際 の 運用 , 
集積 回 路 設 計 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 利用 評価 と 今後 の 展望 一 な ど に 
電子 回 路 基 板 に お ける CAD/CAM の 適用 つい て , さま ざま な が 業種 ・ 分 野 
お 申込 み は 巻末 の 葉書 を 日 立 電子 に お ける CAD/CAM の 適用 ガ ガ ら の 事 倒 報 告 を まとめ まし た だ 。 
ご 利用 下さ い 。 プリ ント 配線 基板 の 設計 ・ 製 造 へ の CAD/CAM の 導入 事例 他 
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CAD/CAM, dic ・ グ icis ックス , 画像 0 HE の 最新 技術 . シ ステ ム ・ 
機器 の 製品 一 覧 , 役に立つ 資料 な ど 満 載 ÜA AM T 
iae fe 


CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 の 基礎 技術 と 応用 分 野 に A a, 
つい て , 技術 動向 , 使い 方 の 動向 を や さ し く まとめ まし た 。 | ass 00 
eCAD/CAM,CG 用 汎用 コン ピュ ー タ ・ 画 像 生成 用 コン ピュ ー t 
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製品 編 
CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 と その 応用 分 野 で 使用 され 
る シス テム , 機器 , ソフ トウ エア な ど を 収録 , 解说 。 
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CAD/CAM/CAE, CG, 画像 処理 の 分 野 で 仕事 に 役立つ 資料 
を 集め ま し た 。 
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ンピュータ に よる 設計 ・ 生 産 技術 の 理解 「 | 人 ヒ L BUT No. ら 


CAD CAM CAE osx 


CAD/CAM/CAE の 人 入門 書 ・ 教 科 書 こし て 最適 / 


第 1 Æ CAD/CAM/CAE の 基礎 技術 
CAD/CAM/CAE 概論 CAD 概论 CAM 概論 な ど と 


CAD/CAM/CAE の 基礎 的 な 知識 は 
aa FIRE の 本 1 冊 で 十分 で す 。 


[9 fyc ? Ka 第 2 章 CAD/CAM/CAE の 個別 技術 
oen BE ^ o 統合 化 さ れ た 設計 と 生産 CIM FA, FMS 
/CAM キー ワー ド 」 の 全面 改 ロボ ッ ト 数 値 制御 (NC) な ど 
iW は じ め , 設計 ・ 生 産 技術 & B 


く の 項目 を 追加 し まし た 。 第 3 章 形 状 モ デリ ング と コン ビ ピュー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
形状 モデ リン グ 図形 表示 の た め の 変 換 
RnD: が à ゴン ピュータ * グ ララ ィ イッ クス レン ダリ ング 技術 な ど 
“iais s. 7-" DE iih : 第 4 章 CAD/CAM/CAE シス テム 
、 Br | CAD/CAM シス テム の さま ざま な 形態 
zi : コン ピュータ シス テム 
較 の 2 の の 2 入境 を カバ ー し て いま す 。 パー ソナ ルコ ンピュータ に よる 
| CAD/CAM な ど 


定価 2,884 円 (本 体 6.800 円 + 税 84 円 ) | 


A 4 変形 判り 264 ペー ジ 


85101 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-64 神 保 町 協和 ビル 


※ お 申込 み は 巻 末 の は が き を ご 利用 くだ さい 。 J 編集 発行 図形 処理 情報 セン ター 
个 03(293)6161 Fax03(293)6164 


EBR | 


ELS 


図形 処理 情報 セン ター で は ACM/BIGGHAPH 監 修 に よる コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 解説 ビデ オカ セッ ト 「 ビ デオ 
で 見 る OO 最前 線 II 」( 日 本 語 版 ) を 販売 いた し ます 。 

この ビデ オカ セッ ト は , 今春 発表 し 大 好評 いた だ いた 「 ビ デオ で 見 る 最前 線 」 の 内 容 に 未収 録 の , 最新 機器 ・ 最 新 技術 を 
60 分 に まとめ た も の で す 。 

「 ビ デオ で 見 る 〇 最前 線 」 を 既に ご 購入 の 方 は 「 ビ デオ で 見 る 〇 最前 線 II」 を お 求め いた だ く こ と に よっ て 今夏 開催 され 
大 SIGGRAPH 88 で 新た に 登場 し た 製品 や 論文 発表 が 行わ れ た 新 技術 , 最新 の 〇 は アニ メー ショ ン が ご 覧 いた だ け ます 。 
ぜひ 「 ビ デオ で 見 る 〇 〇 最前 線 」 と 合わ せ て お 買い 求め 下さ い 。 

Le に お いて は 日 本 語 に よる ナレ ーション と 日 本 語 テ キス ト が 加え られ て いま す の で は の 最新 情報 を より 少な 労力 で 


入手 する ご と が で きま す 。 
収録 内 容 

$ 高 性 能 プ ロ セ ッ サ 6© カ ラー 人 出力 周辺 機器 
. AT&T PIXEL MACHINE 964d ・ 入 力 スキ ャ ナ 

・STELLAR GS1000 . 熱転写 プリ ンタ 

. ARDENT TITAN . ARAETA 

* APOLLO DN10000 ・ イ ンク ジェ ッ ト 型 プリ ンタ 

・SILICON GRAPHICS IRIS 4D/GTX ・ カ ラー 複写 機 

・ALLIANT VFX/80 各 方 式 の 最新 機器 解説 
・HEWLETT-PACKARD 825TurboSRX @ の ビデ オ 

a ERU TASESARUUSESTH ET FOLSOM RESEARCH AURORA/300 

98@ レ ンダ リン ク . PARALLAX 1280 

. HP TurboSRX 上 の ラジ オシ ティ 法 ・D2 対 1 イン チ NTSC 

* PIXAR RenderMan の アク セラ レー タ (プロ ト タ イ プ ) ③ サ イエ ュ ン ティ イブ ィ ッ ク ・ ビジ ュ ア リゼ ー シ ョ ン 


. -11- ;HI — jJ. ンダ リ ・ 
Sun TAAC-1 に よる ボリ ュー ム ・ レ ンダ リン グ か に な 


@ カ ラー・ デ スク トッ フ プ ・ パ ブリ ッ シ ン グ ・ チャ ー ル ズ ・ ス ー リ 


・CROSFIELD STUDIO 875 ・ ド ナ ・ コ ックス 
・PANSOPHIC STUDIOWORKS e onde ルコ 
* LINOTRONIC L300 ・ ベ ノワ ・ マ ン デ ルプ ロ 
・AVALON PHOTOMAC ら 豪華 な 解説 車 に より 科学 技術 結果 の 視覚 化 の 最新 動向 を まとめ ます 
E- 
AE 
@ ACM/SIGGRAPH 


価格 


VHS( 家 庭 用 1/2 イン チ ) 4B535 ロ 円 (本 体 45000 円 十 税 1350 円 ) 
※VHS(60 分 全 1 巻 ) ※ 日 本 語 解説 書 お よび 製品 の 仕様 (英文 ) が 付属 し ます ※ ナ レー ショ ン は 日 本 語 で す 


制作 


③④ パ シフ ィ ッ ク ・ イ ンタ フェ ー ス デュ ボン 


お 問合せ 先 @ 図 形 処理 情報 セン ター SIGGHAPH ビデ オ 係 
85101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-64 神保 町 協和 ビル 公 03(293)6161 FAX03(e93)6164 
RETE ッ ト を お 申し 込み の 方 は , 下 の 申込 用 紙 に ご 記入 の 上 , 上 記 の 住所 へ 郵送 も し く は ファ クシ ミリ に て ご 送付 下さ い 。 受付 後 , 請 求 書 を お 送り いた "à し ま Fo 


"CTACRSCGREBI, 申込 書 
※ コ ピー で も 構い ませ ん 。 年 月 日 
氏名 (フリ ガ ナ ) 


勤務 先 ・ 学 校 名 
所 属 部 門 名 


= AU 
T 電話 番号 
巻数 ノ 価格 巻く 46350m = 円 
備 考 | 
|8812 


sS SIGGRAPH'3c 
コン ピュ ー ダ タグ ラフ イッ クス 
CAU/CAMI, 
MERMAMEN 


旅行 期間 A コー ス : 1989 年 7 月 2 日 月 ~ 8 月 6 日 日 14 日 间 
B コ ー ス : 1989 年 7 月 29 日 出 ~ 8 月 66 日 9 日 間 


図形 処理 情報 セン ター で は コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス に 関す る 世界 最高 水準 ・ 最 大 規模 の 研究 発表 と 
展示 会 , 最新 の CG 映像 が 発表 され る SIGGRAPH’ B9 が 月 31 日 か ら 日 月 4 日 まで 開催 され る の に 
合わ せ て , この 国際 会 議 ・ 展 示 会 を 視察 する と 同時 に 最 先 端 の 技術 に 直 に 触れ る 研究 機関 ・ 企 業 訪問 を 行 
う 視 察 団 の 派遣 を 企画 し て お り ま す 。 

コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 分 野 に お ける 日 本 の 代表 的 な 研究 者 の 一 人 で ある , 北海 道 大 学 の 山本 強 
助教 授 に コー ディ ネー ター こと し て 同行 ・ 指 導い た だ き , 各 訪問 先 に は 通訳 が 同行 いた し ます の で , 初心 者 
の 万 で も 安心 し て ご 参加 で きま す 。 

1981 年 か ら G1GGHAPH へ の 視察 団 派遣 を 始め , 長年 この 分 野 で 実績 を も つ 当 セン ター な ら で は の 企 
画 で す 。 ぜひ ご 利用 下さ い 。 

男 本 視察 団 の 特長 

eSIGGRAPH を は じ め と する コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス , CAD/CAM の 国際 会 議 / 展 示 会 へ の 技術 視察 団 派遣 に 長年 の 実績 を 
も っ て お り ま す の で , ご 安心 し て ご 参加 いた だ け ま す 。 

@ 一 流 の 研究 者 で ある 北海 道 大 学 の 山本 強 助教 授 が コー ディ ネー ター こと し て 同行 ・ 指 導 , さら に 通訳 が 同行 いた し ます の で 初心 者 の 方 で も ご 
安心 し て ご 参加 で きま す 。 

@ コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス , CAD/CAM の 専門 誌 で ある PIXEL 編集 部 が 選ん だ , 今 最 も 注目 され て いる 大 学 ・ 研 究 機関 , 関連 
企業 を 視察 で きま す 。 個 人 で は な か な か 行き に くい 先端 企業 ・ 研 究 機関 で す の で, 日 本 で 得 ら れ な い 最 新 の 情報 が 短期 間 で 効率 的 に 収集 で 
ex (AA). 

eSIGGRAPH に 長年 参加 し て きた ノウ ハウ , 経験 か ら , 展示 会 の 特長 , 見 どこ ろ な ど を 十分 に 把握 し て いる た め , 参加 者 の ご 要望 な ど 
に 十分 に お 応え で きま す 。 

@ 参 加 者 が 自由 な プラ ン で 1GGHAPH' 89 を 視察 で きる フリ ー プ ラン ・ コ ー ス (日 コー ス ) も 用 意 し て お り ま す の で , 参加 され る 方 の 
スケ ジュ ー ル に フレ キシ ブル に 対応 で きま す 。 

ESIGGRAPH'I は コン ピュ ー タ ・ グ ラフ イッ クス 全 分 野 に つい て の 世界 最大 の 催し 物 

SIGGRAPH は ACM (米国 計算 機 学会 ) が 主催 する SIG (専門 部 会 ) の - つ で , SIGGRAPH'88l& SIGGRAPH が 主催 する 

年 次 学会 で す 。 SIGGHAPH' 89 は 7 月 31 日 朋 - 日 月 4 日 化 まで マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ボ スト ン で 開催 され , 全 世界 か ら こ の 分 野 の 専門 家 が 

集まり , ① 最 高 水 準 ・ 最 新 技術 の 研究 発表 入門 一 上 級 の 技術 シミ ナー③ シ ステ ム ・ 機 器 の 製品 展示 会 の ⑦ ア ニメーション 作品 な どの フィ ルム 

ショ ー⑤ ユ ー ザ ー・ ミ ー テ ィング ⑧ ベ ンダ ー の 製品 説明 会 一 な ど が 盛大 に 行わ れ ま す 。 

国人 刁 一 又 内 视察 先 ( 必 下 より 数 箇所 の 訪問 を 予定 し て お り ま す ) 

オー ト デ ス ク 社 借 サ ンー・ マ イク ロ シ ス テム ズ 社 鎧 アップ ル ・ コ ンピュータ 社 儲 アー デン ト ・ コ ンピュータ 社 価 オハ イオ 州立 大 学 但 ミシガン 大 

学 @ エ イリ アス ・ リ サー チ 社 パシ フィ ッ ク ・ イ ンタ フェ ー ス 社 ほ か 


企画 主催 
^ い 
図形 処 埋 情報 セ ノ ター 野村 リー リス トピ ュー ロー 
W»- 企画 に 関す る お 問い 合わ せ 先 
図形 処理 情報 セン ター SIGGRAPH'89 係 担当 : 松尾 

8»101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-64 神 保 町 協和 ビル 03(293)6161 
隊 - 旅行 に 関す る お 問い 合わ せ 先 

株 野村 ツー リス トビ ュー ロー SIGGRAPH89(& 担当 : 藤崎 , 岡山 

85103 東京 都 中 央 区 日 本 橋 1-5-3 容 03(281)4561 
詳細 パン フレ ッ ト は 上 記 ま で お 申込 下さ い 


特集 MOJS2422-7427v4 — M&S 
bd 

st CADICAM, CG 0227: 77/7737 
«a CG 映像 プロ ダク ショ ン と その 必 品 
CT ME SM 92 


87 年 1 月 号 (No52) 

天 型 企画 : コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 小史 (前 編 ) 革 
特集 1 CAD/CAM, CG の ベン チャ ー 企業 口座 談 会 -CAD/ 
CAM, CG の 分 野 で は 高度 専門 技術 を 持っ た 少 人 数 精鋭 企 
業 の 果たす 役割 が ます ます 大 きく な っ て くる [インタ に 
ュー- 娯 楽 分 野 の 映画 制作 か ら CG 関連 全体 に ビジ ネス を 
拡大 し た い 口 CG の 専門 学校 と し て 新しい 教育 の あり 方 を 
探っ て いき た い 口 本 当 に 使っ て 役に立つ CAD/CAM と は 
何 か を 常に 考え て いる 玉 大 型 企画 : バー ソナ ル ・ ソ リッ 
ド ・ モ デリ ング 「 マ ドレ ー ル 」 の 機能 と 使い 方 一 特集 2 : 
SIGGRAPH'86 の 注目 論文 抄訳 自然 現象 の 表示 [レン 
ダリ ング の 高速 化 技法 口 光 源 モ デル 一 ほか 


87 年 2 月 号 (No53) 

特集 4 : パー ソナ ルコ ンピュータ に よる 新しい アイ デア 
の CG 圏 バ ー ソ ナル コン ビ ピュータ と RAM ボー ト に よる 
リア アルタ イム ・ ア ニメーション 本 バー ツナ ルコ シン ピュ ー 
タ と 8mm カ メラ に よる CG アニ メー ショ ン の 制作 田 バ ー 
ソナ ルコ ンピュータ に よる レイ ・ ト レー シン グ の 特殊 表 
現 圏 バー ソナ ルコ ンピュータ に よる 人 体 モ デル の 生成 と 
その 応用 口 特集 2 : ワー クス テー ショ ン で 利用 で きる 
CAD/CAM, CAE シス テム と ソフ トウ エア [企画 : ブロ 
の CG 映像 が で きる まで [一般 : SIGGRAPH "86 の 注目 
論文 抄訳 軒 CAE に よる 建築 設備 設計 シス テム -APEC 
Be) ipn E (3: 7» 


87 年 3 月 号 (No54) 

特集 | : 期待 され る 地図 情報 処理 ① 一 - 最新 シス テム と その 

使い 方 (前 ) 品 道路, 上水道, 下水道, 資産 税 を 中 心 と し た 総合 的 
な 都市 情報 シス テム 口 解析 機能 に 優れ た 地理 情報 シス テム 
ARC/INFO 口 総合 デー タベース を 実現 する コン ピュ ー タ ・ 

マッ ピン グ IIS-MAP 口 都市 情報 シス テム の 構築 に 新しい 概 
念 で こたえ る INS-SPACER 富士 地図 情報 処理 シス テム 

FAMOS 口 自 由 度 の 高い マッ ピン グ ・ ツ ー ル INFORMAPII 

CO INTERGRAPH シス テム 園 特集 2 : CAD/CAM,CG DN 
ンチ ャ ー 企 業 ( 後 ) 海 外 ベ ンチ ャ ー 企 業 の 現状 脅 コ ンピュータ ・ 

グラ フィ ッ ク 小 史 画 カカ ラー 企画 :CG 年 質 状 軒 ワ ー ク ステ ーション で 
利用 で きる CAD/CAM, CAE シス テム と ソフ トウ ェ ア ( 後 ) 画 ほか 


87 年 4 月 号 (No.55) 


特集 1 : CG 映像 プロダクション と その 作品 ① 口 トー ヨー 
リン クス の CG ブロ ダク ショ ン と その 実際 口 CG 映像 の 多様 
化 を 目指 す GCGC 口 映 像 制作 に お ける CG テク ニッ ク の 
クロ ス オ ー バ ー は ます ます 進む ] コ ンピュータ ・ ア ニ メ ー シ ョ 
ン ・ シ ステ ム ANTICS 画 特 集 2 : 期待 され る 地図 情報 処理 
⑨ 一 最新 シス テム と その 使い 方 ( 後 ) 画 EWS 入 一 又 统合 
マッ ピン グ ・ シ ステ ム CADD station B 多様 化す る マッ ピ 
ング ニー ズ に こたえ 体系 化 を 図っ た 日 立地 図 情報 シス テム 較 地 
域 情報 ・ 施 設 情報 を 総合 的 に 管理 する 較 ラ スタ ー・ イ メー シ ・ バ 
ソコ ン ・ シ ステ ム GRIS 画 総 合 建設 コン サル タン ト に お ける 
コン ピュ ー タ ・ マ ッ ピ ング OHBA GISBI!37 


87 年 5 月 号 (No.56) 


特集 | : CAD/CAM, CG の ニュ ー・ ア プリ ケー ショ ン ロ 
設計 者 が 簡単 に 使え る FEM 解析 シス テム CAD-FEM 連 
動 シ ステ ムロ アブ プリ コン BRAVO! に よる 山 留 ・ 機 橋 設 

シス テム [EWS 支援 ツー ル と し て の パー ソナ ルコ ン ビ ュ 
—A4[JGCAD シス テム に よる 自動 設計 の 試み と 外部 イン 
471—299 2 2 : 期待 され る 地理 情報 処理 ③ 一 一 最新 
シス テム と その 使い 方 一 コン ピュ ー タ ・ マ ッ ピ ング の 最 
前 線 軒 土地 管理 か ら 計 画策 定 支援 まで 地理 情報 シス テム 
WING 画 都 市 情報 シス テム の 構築 を 支援 する 自治 体 地図 
シス テム ARISTOWN 画 エ リア ・ マ ー ケ ティ ング の た め 
の コン ピュ ー タ ・ マ ッ ピ ング ・ シ ステ ム KITE 画 地 図 デ ー 
タベース 構築 に お ける 図面 自動 処理 シス テム の 動向 題 ほ か 


87 年 6 月 号 (No57 ) 

シリ ー ズ 企画 : ユー ザー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 
用 機器 ・ シ ステ ム ②〔 グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ 〕 ロ グ 
ラフ で 見 る 最新 グラ フィ ッ ク ・ デ ィ ス ブレ イ 調 査 結果 [し 」 
グラ フィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ の 最新 動向 口 グ ラフ ィ ッ ク 
・ デ ィ ス プレ イ 製 品 ガ イド 田 特 集 : 期待 され る 地図 情報 
処理 ④H コ ンピュータ ・ マ ッ ピ ング の 最前 線 ②[ な ぜ 森 
林 に コン ピュ ー タ ・ マ ッ ピ ング か ー 森 林 管 理 デ ー タ マッ 
プシ ステ ム Robin Hood 口 地理 情報 解 折 シス テム GEO log 
較 シ リー ズ : CAD/CAM, CC の ニュ ー・ ア プリ ケー ショ ン 
DIGES を 利用 し た 電子 カタ ログ サー ビス ロロ パッケージ 
設計 支援 シス テム 一 ほか 


PIXEL... 

"BEOTUS 4T CBEBDAE 

4 期待 され る 地図 情報 処理 

NR CADICAN COOMA 709 222. 
と その 人 


HR 放送 用 に お ける 〇 じ 〇 映像 (前 ) 


特集 SIGGRAPH 97 CXR CC BS 


87 年 7 月 号 (No58) 

特集 : 期待 され る 地図 情報 処理 ⑤ コ ンピュータ ・ マ ッ 
ピン グ の 最前 線 ③ 口 神奈 川 県 に お ける 都市 情報 シス テム 
[]LAMS 誕生 の 背 景 に つい て 口 明 電 地 図 情報 利用 シス テ 
ム EMAP 較 シ リー ズ 企 画 : ユ ー ザ ー の た め の CAD/CAM, 
CG, 画 像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム ③〔 デ ジ タ イ ザ と 図形 読取 
装置 ] 口 2 次 元 マ ニュ アル ・ デ ジ タ イ ザ の 位置 付け と 原理 
概説 口 図面 認識 技術 と オー ト デ ジ タイ ザ ロ 最新 の デシ タ 
イザ 製品 ガイ ド 画 シリ ー ズ :CAD/CAM,CG の ニュ ー・ 
アプ リケーション ロ CG に よる 伝統 文様 デー タベース 化 
と 工芸 デザ イン の 開発 口 CAD/CAM の 関連 企業 へ の 展 
EIE CG プロ ダク ショ ン と その 作品 ③ 罰 ほか 


87 年 8 月 号 (No59) 

シリ ー ズ 特集 : CG 映像 プロ ダク ショ ン と その 作品 ⑤20 
社 画 シリ ー ズ 企画 : ユー ザー の た め の CAD/CAM, CG, 
画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム ④[〔 画 像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム J〕 
O Dr.SPIDER の ワン ポイ ント ・ ア ドバイ ス 口 最新 の 画 
像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム 口 画像 処理 用 機器 製品 ガイ ト 田 
シッ リーズ CAD/CAM, CG の ニュ ー マ チ プリ ケー ショ 
ン 口 建築 設計 に リア リティ を 求め て 口 交 通 流 計画 の 総 
全 的 シミ ュ レ ーション ・ シ ステ ム TRAFFIC PLAN 
大 型 企 画 : コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 小史 (後編 ) 軒 


- シ リー ズ : 金 型 専業 メー カー に お ける 実践 的 CAD/CAM 


活用 事例 I 口金 型 製 作 の 課題 と CAD/CAM 利用 の 問題 
点 画 シリ ー ズ 企画 : 期待 され る 地図 情報 処理 一 ほ か 


87 年 9 月 号 (No60) 

シリ ー ズ 企画 : ユー ザー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 
処理 機器 ・ シ ステ ム ⑤【〔 ハ ー ド コピ ー 機 器 ・ 装 置 〕 口 最 
新 の CAD/CAM 用 ブロ ッ タ ロロ 静 電 ブ プロッタ 概 論 サ ー 
マル ・ ブ プリ ンタ / プ ロッ タ の 概論 口 最近 の カラ ー イ ンク シ 
ェ ッ ト ・ ブ リン タ の 動向 ロ デ ジタル 方 式 フ ィ ル ムレ コー 
ダ 概論 最新 の ハー ドコ ピー 機器 ・ 装 置 |」 ハ ー ERE 
機器 ・ 装 置 製 品 ガ イド 画 シ リー ズ 特 集 : CG 映像 ブロ タ 
クシ ョ ン と その 作品 ⑥ 放 送 局 に お ける CG 画像 (前 )LJNHK 
口 日 本 テレ ビ ロ ロ 読売 テレ ビ ロ フ ジテ レビ 画 CG : ユタ 大 学 
で 開発 され た 新 モ デリ ング ・ シ ステ ム alpha-1 較 ほか 


87 年 10 月 号 (No61) 

SIGGRAPH 87 報告 : スー パー コン ピュ ー タ 級 の グラ フィ 
ッ ク ・ エ ンジ ッ ン と スト ーー リー を も っ た に アニ メー ショ ン 
口 Pixar を 中 心 に 全体 が レベ ル ア ッ プー「 オ ム ニ バ ス 以 後 初 
の SIGGRAPH'87 フィ ルム 乏 ビ デオ ・ シ ョ ー・ レ ポー ト 玉 
シリ ー ズ 特集 : CG 映 像 ブロ ダク ショ ン と その 作品 ⑦ 放 送 
HISIA CGO TBS 口 朝日 放送 テレ ビ 朝 日 
毎日 放送 時 シリ ー ズ 企画 : ユー ザー の た め の CAD/CAM, 
CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ステ ム ⑥CG 用 ハー ドウ エア と ソ 
フト ウエ アロ 最新 の PC グラ フィ ックス ・ シ ステ ム と その 
選び 方 ロロ アー チ ス ト の た め の 3 次元 CG テ クニ ッ ク 一 覧 口 
3 次元 CG アニ メー ショ ン の 制作 過程 と シス テム 一 ほか 


87 年 11 月 号 (No62) 

特集 : 最新 グラ フィ ッ ク ・ エ ンジ ン と レン ダリ ング ・ シ 
A3 ALISIGGRAPH '87 ^ 31 FE リー ズ 企 画 : ユ 
ー ザ ー の た め の CAD/CAM, CG, 画像 処理 用 機器 ・ シ ス 
テム ⑦( 専 用 ボー ト , LSI, スキ ャ ナ と カメ ラ 〕 口 CG 専用 ボ 
ー ド . 専 用 LSI 概論 口 RGS 色 分 解 と カラ ー ス キャ ナ [ 還 
体 撮像 力 メ ラ の 最新 動向 ロボ ー ド , LSI, スキ ャ ナ ., 固体 撮 
像 力 メ ラ の 製品 ガイ ド 田 企画 : ド ライ ビン グ ・ シ ミュ レー 
タロ イン タビ ュー レジ ナル ド ・ ウ ェ ル ズ 氏 口 高 皿 実 度 ド 
ライ ビン グ ・ シ ミュ レー タ 画 シリ ー ズ :CAD/CAM, CG の ニ 
ュー・ ア プリ ケー ショ ン ロ 先 染織 物 シ ミュ レー ショ ン ・ シ ステ 
ム TEX-SIM Bii: 7^ 


87 年 12 月 号 (No.63) 

特集 :NICOGRAPH'87 ハイ ライ ト 一 最新 製品 と 注目 論 
複合 幾何 モデ ラー の 開発 [ロメ カト ロニ クス 製品 開発 に お け 
る CAD/CAE の 適用 に つい て 口 等 密度 テク スチ ャ ・ マ ッ ピ 
ング ほか 隊 企 画 : 今 , どん な 製品 が 売れ て いる か [」 泌 用 お 
よび 機械 系 CAD/CAM/CAE と グラ フィ ックス ・ デ ィ ス プレ 
イロ ベン ダー 担当 者 に 開く 圏 シ リー ズ : 金 型 専業 メー カー 
に お ける 実践 的 CAD/CAM 活用 事例 VI 精密 ダイ カス ト 金 
型 に お ける CAD/CAM/CAT OWH é RHEA: PIXEL 
記事 一 覧 1987 年 1 H — 12 月 較 国 際 映 像 ソフ ト フ ェ ア "87 一 CG 
部 門 受 賞 作品 時 最新 の レン ダリ ング と アニ メ 技 法 較 ほか 


88 年 1 月 号 (No64) 

特集 コン ピュ ー タ 映像 の いろ いろ [フラ イト ・ シ ミュ 
レー タ に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 展示 用 
特殊 映像 の 種類 と 歴史 ID・CAD 和 建築 設計 事務 所 に お 
ける CG の 利用 []CG を 利用 し た 景観 シミ ュ レ ーション 
口 高 品位 フォ ント 概論 口 医療 画像 処理 に みる CG の 可能 
性 口 電 波 天 文学 に お ける 画像 処理 [] リ モー ト セ ン シ ン ク グ ク 
の 動向 口 コ ン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス に よる ロボ ッ ト ・ 
シミ ュ レ ーション ロロ ほか 圏 シ リー ズ 企 画 [ユー ザー の た 
め の CAD/CAM/CAE シス テム 入門 [第 1 回 機械 設計 用 
CAD/CAM シス テム (前 編 )] 画 ほ か 


88 年 2 月 号 (No65) 

特集 : 日 本 の CAD/CAM, CG 研究 [」 光 と 影 一 ー そ の 表 
示 法 と 問題 点 口 商品 企画 に お ける イメ ー ジ ファ イリ ング 
シス テム の 利用 [ブラッ ク ホ ー ル の CG O CG の た め の 
樹木 の 手続 き 的 形状 定義 潜 に つい て 口 ほ か 圏 シ リー ズ 企 画 : 
ユー ザー の た め の CAD/CAM/CAE シス テム 入門 [第 2 
回 電子 ・ 電 気 回 路 設 計 用 CAD/CAM/CAE シス テム ] 日 
ASIC の いろ いろ と つく リカ ーー- ゲー ト ア レイ の 開発 設 『 
手順 一 - 口 最新 の LSI-CAD 技術 [] ユ ー ザ ー の た め の プ ブ 
リン ト 配線 板 設計 入門 最近 の ブリ ント 基板 に お ける 
CAD/CAM と CIM Ic 2v C BIS. 7^ 


88 年 3 月 号 (No66) 


特集 : 最新 の レン ダリ ング 技術 と CG 映像 口 CG 映像 制 
作 に 使用 され る さま ざま な 表現 手法 一 マッ ピン グ を 中 
心 に し て トー ヨー リン クス に お ける CG 映像 技術 — 
アル ゴリ ズム と その 技術 解説 ] 最 近 の レン ダリ ング ・ テ 
クニ ッ ク と アル ゴリ ズム 日 拡張 有 アバ ッ フ ァ ・ ア ル ゴ リ ズ 
ム 較 企画 : コン ビ ピュー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 原点 SKET 
CHPAD と その 果たし た 役割 [] ア イヴ ァ ン ・ サ ザラ ンド 博 
士 と スケ ッ チ パッ ド ・ シ ステ ム 口 ほか 圏 シ リー ズ 企 画 : 
ユー ザー の た め の CAD/CAM/CAE シス テム 入門 [第 
3 回 機械 設計 用 CAE と 構造 解析 較 ほ か 


88 年 4 月 号 (No67 ) 

特集 : CAD/CAM, CG, 画像 処理 を 支え る 日 本 の 研究 最 
前 線 (前 )ICSG と B-Reps の 二 重 構造 ソリ ッ ド ・ モ デル 
と 図形 処理 [] ユ ー ザ ー・ フ レン ドリ な シミ ュ レ ーション 
技法 Visual Computer IC に お ける 要素 技術 と その 応用 
CAD 研究 の ブレ ー ク スル ー を 求め て 口論 理 な ら び に 実 
装 設 計 の 支援 シス テム の 研究 口 VLSI の CAD に 関す る 
理論 的 ・ 実 用 的 展開 東京 工業 大 学 像 情報 工学 研究 施設 
に お ける 画像 処理 の 研究 動向 口 ほ か 園 シ リー ズ 企 画 [] ユ 
. 一 ザー の た め の CAD/CAM/CAE シス テム 入門 [第 4 回 
建築 用 CAD シス テム ] 画 ほ か 


88 年 5 月 号 (No.68 ) 

特集 1 : リア フル な レン ダリ ング ・ ア プリ ケー ショ ン 1) 
イン テリ ア ・ シ ミュ レー ジョ ン に お ける レン ダリ ング 応 
用 ショ ッ プ デザ イン に お ける CAD と CG の 活用 口 デ 
ザイ ン 業 務 に お ける レン ダリ ング ・ シ ステ ム の 応用 較 特 
集 2 : CAD/CAM, CG, 画像 処理 を 支え る 日 本 の 研究 最 
前 線 ( 後 ) 口 実体 モデ ル と その 応用 [パー フェ クト ・ ソ リ 
ッ ド ・ モ デル を 求め て 口 形 状 モ デル を 利用 し た 画像 処理 
口 知 的 CAD へ 向け て 口 東京 大 学生 産 技術 研究 所 高木 研 
究 室 に お ける 画像 処理 の 研究 [幾何 拘束 と 幾何 推論 に 基 
づく CAD/CAM VAF AW37 


88 年 6 月 号 (No69) 

特集 1: イン テリ ジェ ント CAD は 現在 の CAD を どう 変 
える か 口 [ 部 ] イン テリ ジェ ント CAD の 第 1 段階 
は 概念 設計 に 対す る 支援 で あり , この 5 年 間 の うち に 大 
き な 展 開 が 期待 され る 口 [2 部 ] 座談 会 口 [3 部 ] Al-CAD 
に お ける 技法 と その 問題 点 画 特集 2 : リア フル な レン ダリ 
ング ・ ア プリ ケー ショ ン (2) 口 自動 車 デ ザイ ン に お ける レ 
ンダ リン グ ・ シ ステ ム の 応用 口 油層 シミ ュ レ ーション に 
お ける レン ダリ ング 技術 の 応用 口 眼 科 臨 床 に お ける レン 
ダリ ング ・ シ ステ ム の 応用 園 新 連載 口 C ブログ ラミ ング 
を 用 いた レン ダリ ング ・ ソ フト の 実践 シリ ー ズ (1) 


88 年 7 月 号 (No70) 


特集 1 :CG ア ニメーション の いろ いろ と 作り 方 口 1 イ 
ンチ VTR に よる アニ メー ショ ン の 作 け 孝 口 アニ メー シ 
ヨン ・ テ クニ ッ ク の CG へ の 応用 口 建築 ・ 都 市 の シミ ュ 
レー ショ ン ・ ア ニ メ の 作り 方 口 ア ニメーション の た め の 
管 面 撮影 入門 画 特 集 2 : 図面 の 自動 読取 り と 認識 。 理解 
ゴゴ 図面 自動 入力 技術 の 基礎 と 動向 口 図面 の 自動 読取 り 用 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ ロ ワ ー ク ステ ーション に 適し た 新 し 
い 図 面 読取 り zi ES: 誰 に も で きる パー ソナ ル ・ 
グラ フィ ックス の た め の い ろ い ろ ツ ー ル ロロ パー ソナ ル ， 
グラ フィ ックス 入門 画 ほ か 


88 年 8 月 号 (No.7 1) 

特集 CG に よる 自然 物 の リア ル な 表現 ロラ ンダ ム ・ フ ラ 
クタ ル を 用 いた 木目 と 大 理 石 の 表現 技術 等 濃度 を 用 い 
た 雲 画像 の 生成 技法 []」 フ ラク タル に よる 山 と 岩石 , 鋳造 
物 の 微細 形状 表現 [水滴 衝突 の 際 の 流体 解析 の ポス ト 処 
理 グ ラフ ィ ッ クス と レン ダリ ング 圏 機械 設計 用 CAE と 構 
造 解析 [メカ ニカ ル CAE (MCAE) と その 動向 品 ブ リン 
ボ ポスト ・ プ ロ セ ッ サ の 最新 技術 動向 最新 の 運動 ・ 機 構 
解析 の 技術 動向 時 最新 の ワー クス テー ショ ン 口 最新 の ワ 
ー ク ステ ーション 曲 最 新 の エン ジニ アリ ング ・ ワ ー ク ス 
テー ショ ン 製 品 ガ イド 口 ほ か 


88 年 9 月 号 (No72) 

特集 : 最新 の 地図 情報 処理 シス テム 最新 の 地図 情報 処 
理 シ ステ ムン 製品 ガイ ド 圏 IGES っ て 何だ ろう 一 一 異な る 
CAD シス テム 間 の デー タ 変換 を 進め る た め に 圏 コ ン ピ ビュ 
ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス に よる デザ イン の 進め 方 口 何 を 描 
<D, 新た な 表現 手段 CG 画 実 用 化 に 向かい つつ ある 最 
新 の レイ ・ ト レー シン グ ・ ソ フト ウエ ア 較 パー ソナ ル CAD 
デー タ 交換 の た め の 中 間 フ ァイル PCES が 10 月 を 目途 に 
製品 化 画 製品 モテル の 交換 仕様 STEP の 動向 一 いつ IGES 
が 不要 に な る の か ? 圏 コ ンピュータ に よる 日 本 語文 字 の 
自動 デザ イン 生成 法 圏 ほか 


88 年 10 月 号 (No.73) 


特集 1 :CC に よる リア ル な 映像 生成 入門 スキ ャ ン ラ 
イン ・ ア ル ゴ リ ズム [2Z バッ ファ 。A バッ ファ の アル ゴ 
リズ ムレ イ ・ ト レー シン グ を 実現 する た め の 理 論 と 方 
法 口 さ きま ざま な マッ ピン グ の アル ゴリ ズム 口 質感 表現 の 
PIWI Y ZLEFE? : 最新 の パー ソナ ル CAD と その 
基本 技術 [] パ ー ソ ナル CAD の 現状 と 展望 日 導入 [CAD 
と CG ロ ワー クス テー ショ ン に よる 3 次 元 パ ー ソ ナル CA 
D/7 £ ISIGGRAPH'88 一 CG 実用 化 へ の スタ ー ト 上 画 
レイ ・ ト レー シン グ を どう 使う か ? 較 CAD シス テム の 新 
し い 将 来 像 「 属 性 モデ リン グ 」 と は 何 か 較 ほか 


88 年 11 月 号 (No.74) 

特集 1 : SIGGRAPH'88 と CG の 最新 動向 [] レ ンダ リン 
グ と アニ メー ショ ン の 実用 化 口 最新 の レン ダリ ング アニ 
メー ショ ン 技 術 ロ ライ ティ ング ・ モ デル の 研究 に つい て 口 
フィ ルム プ ビ デオ ・ シ ョ ー お よび アー ト ・ シ ョ ー・ レ ポ 
ー ト 日 The Render Man Interface の 概要 [機器 展 に み 
る スー バー EWSH 新 製品 ハイ ライ ト な ど 較 特集 2 :加 
面 読取 リ シ ス テム と その 機能 口 図面 自 動 読 取り 装置 の 現 
状 と 動向 口 最 新 の 製品 ガイ ド 画 最新 の イン テリ ジェ ント 
CAD の 製品 動向 時 大 手 ゲ ー ム メー カー の ナム コ が CG 
映像 ビジ ネス に 参入 較 ほか 


88 年 12 月 号 (No75) 

特集 1 : グラ フィ ッ ク ・ ワ ー ク ステ ーション 口 最新 の グ 
ラフ ィ ッ ク ・ ワ ー ク ステ ーション と は ロロ グラフィック ・ 
ワー クス テー ショ ン の 処理 能力 園 特集 2 : 低 価格 ワー ク 
ステ ーション 口 普及 に 拍車 を か ける 低 価 格 エ ンジ シニア リ 
ング ・ ワ ー ク ステ ーション 口 製 品 一 覧 画 特 集 3 : バー ソ 
ナル CAD 機 械 設計 に お ける パー ソナ ル CAD の 評価 と 
導入 バー ス 専 用 ソフ ト の 導入 と 運用 [] バ ー ソ ナル コン ヒ 
ュー タ に よる シェ ー デ ィング ・ プ ログ ラム 口 製品 ガイ ト 
な ど 較 特集 4 : 32 ビ ピット ・ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ [32 
ビッ ト ・ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ の 最新 動向 な ど 還 ほか 


89 年 1 月 号 (No76) 

特集 : お も し ろく な る CG,CAD/ CAM, 画像 処理 [|CG 
ブロ ダク ショ ン で の 制作 の 実際 ロイ ラス トレ ーション と 
し て の CGC ロラ ン を 描く 口絵 画 の 手法 と CGI グラ フィ ッ 
ク 用 コン ピュ ー タ に は 何 が 最適 か 一 SWS か ら 32 ヒ ビット 
PC まで 口 世界 の CG プロ ダク ショ ン ロ CG プロ ダク ショ 
ン の 概要 と 展望 ロブ プリ ブレス と 印刷 に お ける 電子 化 [」 メ 
ディ ア ・ ア ー ト ・ テ クノ ロジ ロロ Render Man が これ か ら 
の CG を アク セレ ー ト する 品 パ ブリ ッ ク ・ ドメイン の CG 
シス テム と アマ チュ ア CG 活動 の 動向 置 ほか 


89 年 3 月 号 (No78) 特 大 号 

大 特集 いま 使え る CG シス テム 全 調 査 ニ ユー ザー の た 
め の 技 術 と 使い 方 一 口 い ま 使 える CG シス テム 一 覧 口 3 
次 元 シ ステ ム の 機能 と その 使い 方 [ICG アニ メー ショ ン 
概論 パー ソナ ル CG シス テム を 使っ て 一 電脳 弥 七 の 作 
リ 方 一 ロビ デオ オリ エン テッ ト な CG シス テム ーー ファイ 
v/v ZLIGRAPHIC SYNTHESIZER — € crone PIX 
AR 用 アプ リケーション ーーChap ReyesL] F —2)v724 7 
ィング ・ シ ミュ レー ショ ン ・ シ ステ ムーTBT ロ レイ ・ ト 
レー シン グーRAYーTREK CG アニメ ーション 3D シス 
テム ー ア ー ト スタ ー 較 ほか 


89 年 2 月 号 (No.77 ) 


特集 1 : 新しい CG 表現 を 可能 に する メタ ボー ル と その 
使い 方 ロメ タ ボ ー ル と 私 [メタボ ー ル 実験 ブロ グラ ム 圏 
特集 2 : 3 次 元 機械 設計 用 CAD プ CAM 一 最新 技術 動向 
と ユー ザー に お ける 使い 方 口 3 次 元 设计 用 CAD 概論 [3 
次 元 機械 設計 用 CAD/CAM/CAE ユー ザー 調査 画 特 集 
3: CAD シス テム の カス タム 化 口 特別 寄稿 : ここ まで き 
た リア リズ ムロ トレ ンド : いま こそ ベン チャ ー 企業 が カ 
スタ ム IC を 使っ て GWS を つく る 時 代 だ 一 ほ か 


89 年 4 月 号 (No79) 

特集 : デザ イン に お ける CG 口 家具 意匠 設計 に お ける デ 
ザイ ン シ ミ ュ レ ーション 口 業務 用 家具 分 野 で の パソ コン 
CG の 活用 口 九谷 焼 に お ける コン ピュ ー タ デザ イン 事始 
め 口 先 染 織物 に お ける CG デザ イン ・ シ ミュ レー ショ ン 
国 特 别 企画 : 第 1 回 PIXELL」CG グラ ンプ リ 入賞 作品 決 
定 口 経過 報告 入賞 作品 ログ ラン ブリ 講評 [コンピ ュー 
タ ・ グ ラフ ィ ッ クス と コン ピュ ー タ ・ ア ー ト 日 私 の CG 
界隈 時 座談 会 [] パ ー ソ ナル CAD を どう 使う か つい に 
完成 画像 生成 コン ピュ ー タ LINKS 一 2 ハー ドウ エア に 
つい て ロロ ソフ トウ エア に つい て 圏 ほ か 


人 ^» JRR PIXEL 編集 部 で は PIXEL の 誌面 充実 
ノ の た め , 編 集 スタ ッ フ を 募集 し ます 。 
IE © PIXEL の 取材 お よび 編集 


編 葉 以外 の 騰 覆 も 募集 し て いい ます © コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス , CAD/CAM, 画像 
処理 に 関す る シン ポジ ウム や 講演 会 の 企画 , 海外 视察 


団 の 企画 な ど に 関す る スタ ッ フ も 募集 し て いま す 。 
編集 と 同様 に ご 応募 下さ い 。 
特に 語学 カ の ある 方 は 歓迎 し ます 。 
| 店 募 方法 O あら か じ め 電 話 中 絡 の 上 , 履歴 書 持参 で こ 来 社 下さ い 。 
| 、 AETH ② 析 t 会 社 2 形 奴 理 情報 セン ター 担当 : 河内 203(293)61651 
510] 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-B4 神 保卫 协和 已 儿 
| 交通 : JH/ お 茶 の 水 駅 また は 水道 所 
都営 地下 鉄 / 神 保 町 駅 また は 水道 駅 
NCGA's Mapping & GIS 82 c 
図形 処理 情報 セン ター で は 1]1 月 1 日 (日 ) か ら 15 日 ( 水 ) まで, 米国 カリ フォ ルニア 州 ロ サン ゼル スズ で 
開催 され る , 地図 情報 処理 に 関す る 大 規模 な 国際 会 議 / 展 示 会 で ある NOCGA'S Mapping& GO 
ご 89 を 視察 する と と も に , 米国 の 先進 的 な ユー ザー, ベン ダー, 研究 機関 な ど を 訪問 する 海外 技術 視 
察 団 を 派遣 いた し ます 。 
当 セ ンタ ー で は 既に 同 会 議 に ら 回 , 視察 団 を 派遣 し 成功 を 収め て お り ま す 。 
日 本 で は 知る こと の で き な い 最新 情報 を 直 に 入手 する 総 好 の 機 芸 で す 。 ぜひ ご 利用 下さ い 。 
11 月 催行 RE Em. 図形 処理 情報 セン ター 地図 視察 団 係 担当 : 松尾 
AUAM AL MERIT ゃ お 問合せ 先 ゃ 1]0] 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-64 神保 町 協和 ビル BF 


か 
CT 
.* 


RT 会 03(293)6161 FAX03(893)6164 


具体 的 な 制作 過程 を 通し て , グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン の 中 の CG の 占め る 位置 株 エー ス デ ザイ ン 伊藤 雅俊 
を , デザ イン 事務 所 の 立場 か ら 考 える 。 本 文 p.p.175 一 79 


ポス ター 
協力 日 本 1BM 株 式 会 社 


図 2 林檎 の 木 
図 3 永遠 に 流れ る 時 間 


東洋 美術 学校 杉山 久志 


コン ピュ ー タ を 道具 と し て 自由 に 使い こなし , 感覚 的 に 操作 で きる 。 デ ザイ ン , 製版 の 流れ まで 変わ っ て し まう 。 本 文 pp.80 一 85 
これ は 草 命 で ある / ノ 図 3 作品 例 
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ビデ オペ イン ト ボ ックス + ミ ラー ジュ ビデ オペ イン ト ボ ックス ミラ ー ジ ュ 


パソ コン に よる プリ ・ プ レス 処理 


昭和 製版 株 行 木 修 


今や パソ コン は ミニ コン の 機能 を 超え , 不 可能 と いわ れ て いた 
印刷 製版 の プリ ・ プ レス 処理 が 可能 と な っ た 。 実際 に シス テム 
を 使用 し て の 現場 か ら の 報告 を する 。 


本 文 p.p.90 一 95 


務 所 と CAD 


建築 設計 事務 所 の CAD 利用 は , 事務 所 規模 や 設計 業務 内 容 に よっ て 多様 化し 
て お り , 今後 5 年 間 で CAD コン サル な どの 新しい 形態 が 生ま れ よ うと し て い 
る 。 本 文 p.p.97 一 103 


帆 现 代 建 筑 研究 所 中 山 信 三 


坂本 龍馬 記念 館 構想 設計 競技 入選 案 


MAAALALA 
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シミ ュ レ ーション 段階 


4, 


[] 10 坂本 龍馬 記念 館 デザ イン 


坂本 龍馬 記念 館 構想 設計 競技 入選 案 図 12 高速 道路 休憩 施設 アト リウ ム 内 観 パ ー ス 


LU 


x|14 高速 道路 休憩 施設 レス トラ ン 内 観 パ ー ス 


Pi 


x]15 高速 道路 休憩 施設 


図 16 点 光 源 の シミ ュ レ ーション 
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図 17 点 光 源 の シミ ュ レ ーション 提供 : ARC ヤマ ギ ワ 由 É ん , 
T AtA >j 
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ミュ レー ショ ン 事 例 提供 : ア ラッ プ ・ ア ソ シ ェ ー ツ 


x| 18 


東芝 ライ テッ ク 帳 菊地 壮一 ・ 鹿 倉 智明 ・ 植 田 庆幸 


図 3 テニ スコ ー ト 照明 シミ ュ レ ーション 図 4 テニ スコ ー ト 照明 シミ ュ レ ーション 
ー 上 方 光束 の な い 照 明 器具 を 用 いた 場合 - 上 方 光束 の ある 照明 器具 を 用 いた 場合 


図 7 街路 照明 シミ ュ レ ーション (1) 図 8 街路 照明 シミ ュ レ ーション (2) 


当社 の 照明 計画 支援 CG シス テム と その 利用 事例 を 紹介 し , 物理 的 な 裏づけ に 
基づい た 照明 環境 の 可視 化 に CG を 利用 する 効果 と 問題 点 , 課題 に つい て 述べ 


Do 


ZKX p.p.104—107 


[x] 9 
街路 照明 シミ ュ レ ーション (3) 
- 道 路 部 に 高圧 ナトリウム ラン プ を 使用 し た 場合 - 


Rs 
EE 


sa 


ニー っ 


図 10 室内 に お ける 間接 照明 シミ ュ レ ーション 図 11 室内 に お ける 間接 照明 シミ ュ レ ーション 一 照度 分 布 一 


いい 


大 成 建 設 に お ける CAE の 一 例 、 自 然 力 に 対す る 構造 物 の 応答 性 状 を さぐる 


目 然 力 に 対す る 構造 物 の 応答 性 状 を 把握 する こと に より 構造 物 の 合理 的 設計 な 
ら び に 快適 な 居住 空間 の 創造 を めざす 研究 と CAE の か か わり の 一 端 を 紹介 す 
る 。 本文 p.p.120--124 


大 成 建 設 株 
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9 HREN C 地 反 力 分 布 O) 时 间 的 变化 


13 高層 構造 物 に 働く 風圧 分 布 
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Rolteg. o Faüus30.0 Rotten. p FüUs3Jh. 000. FRONT CLIPZO. 010 33. 01 
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14 REECE C 风 庄 分 布 


出渕 亮 一 朗 


今回 は この シリ ー ズ の 最終 回 と し て , @ 簡 単 な プ リ ミ テ ィ ブ 作 成 プ ログ ラム の 紹介 @ ツ リー 構造 に つい て の 補足 説明 @debut を 使っ た EO CR 
テス ト ・ レ ンダ リン グ と 作品 例 , お よび その 制作 の 実際 @debut プ ログ ラム の 発展 に つい て 順次 説明 し て いき た いと 思う 。 


5 "Cat & Dog" 


秩 日 立 製作 所 日 立 工 場 原子 プラ ント 設計 グル ー プ 
主任 技師 好 永 俊昭 ・ 中 嶋 明 
吉田 直人 ・ 吉 田 美樹 


原子 力 発電 プラ ント は 膨大 な 量 の 機器 や 配 
管 な ど で 複 雑 な 構造 と な り ま す 。 その 計画 ・ 設 
計 は , 従 来 こ の 複雑 な 相互 関係 を 完全 に 掌握 す 
る た め 設 計 図 を 中 心 と し た 2 次 元 的 な 検討 に 
加え て , プラ スチ ッ ク モ デル に よる 3 次 元 的 
な エン ジニ アリ ング が 採用 され , 信頼 性 向上 
が は か られ て きま し た 。 し か し , こう し た 手法 
で は プラ ント 計画 完了 後 の コ ンピュータ を 活用 

し た 製作 設計 段階 へ の 移行 時 に , プラ スチ ッ 
クモ デル か ら 膨 大 な イン プッ ト デ ー タ を 入力 
し な けれ ば な り ま せん 。 さ ら に ., 最適 配置 の 評 
価 に つい て も, 充分 な 余裕 を も て な い の か 実情 

TEs 


そう し た 背景 の 中 て, 日 立 は エン ジニ アリ ン 
ク グ の スピ ー ド アッ プ と 最適 化 の 追求 を めざし 
て , コン ピュ ー タ 技術 と その グラ フィ ッ ク モ 
デル に よる 3 次 元 的 表現 を 縦横 に 駆使 し た 新 
し い 設 計 手 法 を 開発 し まし た 。 そ れ が が 原子 7 
プラ ント 総合 CAE シス テム (コン ピュ ー タ モ 
デル エン ジニ アリ ング ) で す 。 こ れ は , 日 立 の 
10 数 年 に わた る コン ピュ ー タ ・ ハ ー ド ウエア 
の 進歩 と と も に 開発 し て きた 生産 設計 CAD 
と , 今回 新た に 開発 し た レイ アウ ト 計 画 CAD 
を エン ジニ アリ ング デー タベース て 結合 し た 
画 期 的 な 総合 設計 ・ 製 造 一 臣 シ ステ ム 」 で す 。 図 1 レイ アウ ト 計 画 例 
この 導入 に よ っ て , 計画 設計 の スピ ー ド アッ プ | 
か ら 多 岐 に わた る ケー ス スタ ディ が 可能 と な 
り 最適 設計 が で きる ほか さま ざま の 質 的 効果 
が 得 ら れ て いま す 。 


这 三 站 PAU ET a EIT U RAEE A E EE Se CE 
に " semene emenn ー ーーーー ニ ーーーーーーー 


EP £ 


今回 「 プ ラン ト 計 画 及び 建設 設計 へ の コン 

ピュ ー タ グラ フィ クス の 応用 」 と 題し て , 配置 
CAD シス テム か ら 3 次 元 据付 シミ ュ レ ー シ ョ 
ン ま て , 応 男 囲 に 展開 する 総合 CAD シ ステ ム 
を 

(1) 基 本 デー タ 

(2) レ ー ト デー タ 

(3) レ ンダ リン グ 

(4) シ ミュ レー ショ ン 

(5) コ ン ボ C/G 

(6 壮 屋 外 工 事 シ ミュ レー ショ ン 

(7 詩 屋 内 工事 シミ ュ レ ーション 

の 7 回 に 分 け て 紹介 し ます 。 


図 2 レイ アウ ト 計 画 例 
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図 4 能 体 表示 例 (上 記 シ ェ ー デ ィング 結果 ) 


デー タ , 右 は 3 次 元 デ ー タ ) 


INO 
pep ji 


[SERT 


HLLH 


図 3 FAHA ( 左 は 2 次 元 デ ー 
計 へ の 


コン ピュ ー タ グラ フィ ックス の 応用 


ュ ィ ン ト * う し ナ サ イ ! 


ブラ ント 計画 及 


DEU IC! 


(001) : メイン ポ ボップ アッ プ メニ ュー 
(010) : ュー や クン 


図 6 機器 入力 例 ( 熱 交換 器 7 機器 表示 例 ( 熱 交換 器 シ ュー ディ ング 結果 ) 


メイ ン YoY 


(001) 1 24 17 アッ プ メニ ュー 
(010) + ゆー ペ ウ カン 


8 機器 入力 例 (空気 抽出 器 ) 9 機器 表示 例 (空気 抽出 器 シ ェ ディ ング 結果 ) 


図 10 機器 入力 例 (給水 ポン プ 駆 動 タ ー ビ ン ) 


図 11 機器 表示 例 (給水 ポン プ 駆 動 タ ー ビ ン シェ ー デ ィング 結果 ) 


核 に 、3 次 元 シ ステ ム (SOLID、PAM、 SV 


GDS の 総合 機能 は 建築 に お ける 、 
あら ゆる DESIGN WORK を 支援 し て いま す 。 


GDS は 完成 度 の 高い 本 格 的 な CAD シス 
A. 2 次 元 の 汎用 設計 製図 シス テム を 中 


GDS BASIC 
S). 専門 アプ リケーション (APS、 MOSS GDS 主人 テー タ シ ステ ム 
な ど )、 各 種 イ ンタ ー フ ェ イ ス で 構成 され 
| て いま す 。 質 の 高い プレ ゼン テー ショ ン ・ ツ 
ー ル と UC, 企画 支援 シス テム (APS)、 ア 
_ ニメーション シス テム が 新た に 加わ る な ど 
J その 陣容 は ます ます 充実 し 、 建 築 ・ 土 木 分 


野 で 企画 か ら 実施 まで の トー タル ・ ソ リュ ー 2s 
ショ ン を 提供 し て いま す 。 MOSS 

る 建築 設計 

_  GDS の 強力 な 製図 機能 で 簡単 ・ 迅 速 に 各種 図面 を 作成 = 


で きま す 。GDS の BASIC 機 能 を 利用 し て 作業 ルー チ 
: ン の 自動 化 ・ 効 率 化 の 達成 ・ 高 品質 な 出力 で クラ イア (as 
(0 ント へ の プレ ゼン テー ショ ン を 行え ます 。 ミミ ミミ ミミ 

提供 株 式 会 社 間組 


ji 
1 


o HE 
ARC ヤ マギ ワ が 独自 に 開発 し た 「APS」 は 、 日 影 * 逆 
日 影 ・ 斜 線 制限 解析 機能 を 備え た トー タル な 建築 企画 
支援 シス テム で す 。 GDS の 強力 な 図形 処理 機能 を フル 
活用 し て 入出 力 を 行い 、 様 々 な 設計 条件 、 建 物 形 状 に 
対す る 高度 か つ 多 角 的 な 解析 を 実行 、 多 彩 な 出力 を 行 
いま す 。 


- prn Jr n 
资料 提供 /Cadnet/Australa 


逆 日 影 解析 
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本 社 / 華 151 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 1-7-16 TEL (03)405-7811 
大 阪 営業 所 /〒542 大 阪 市 南 区 南船場 4-4-3 TEL (06)245-7811 


建築 と 技術 と 人 を 結ぶ 


— ABC 


Mes mra brum 
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2 次 元 か ら 3 次 元 へ 一 貫 し た デー タフ ロー を 持つ 
GDS は 、 矛盾 の な い 設 計 情 報 管理 が 行え ます 。 簡易 な 
デー タ 操 作 で 集中 的 な 製図 作業 が 可能 な の て 設計 者 は 、 
快適 な 設計 環境 の 中 、 コ ン ペ ティ ショ ン へ の ゴー ル に 
向っ て 、 よ り 自 由 に 創造 性 を 追求 で きる わけ で す 。 豊 
富 な 色彩 ・ カ ラー シェ イデ ィング ・ シ ャ ドー イン ク 等 
を 施す 確か な 表現 力 の SVS (スー パー・ ビ ュー・ シ ス 
テム ) は 特に 高く 評価 され て いま す 。 


提供 株式 会 社 現代 建築 研究 所 
坂本 龍馬 記念 館 (仮称 構想 設 計 競 技 作品 


3 HOURS 一 
2 HOURS ニー 
壁面 日 影 


デス クト ッ プ ・ パ ブリ ッ シ ン グ (DT ビ )., 電子 出版 関連 の 製品 
の 基本 的 な 枠組 み が よ う や く 整 い 始 め て きた 。 日 本 語 ペ ー ジ ・ 
プリ ンタ の 登場 , DTP シス テム と 電算 写植 機 こ に この イン タフ ェ 
ー ス , カラ ー・ プ リプ レス ・ シ ステ ム の 充実 と いっ た 具 合 に 。 
ワー プロ を 中 心 と し た 閉じ た 世界 か ら 印 刷 の プロ の 世界 まで 踏 
み 込 ん で いけ る 環境 が で きつ つ あ る 。 

DTP の 中 で は 昨年 発表 され た 日 本 語 PostScript ZU 
タ が 出荷 を 開始 し , 対応 ソフ ト も 増え つつ ある 。 日 本 電気 の 
PC-PRBÜ0?PS, アッ プル コン ピュ ー タ ジャ パン の Lager 
Writer NTX-J り は と も に 日 本 語 PostScript に 対応 し , 
モリ サワ の 日 本 語 フ ォ ン ト を ハー ド デ ィ スク に 搭載 し て いる 。 
これ に 対応 する ソフ トウ エア と し て Macintosh 用 で は Page 
Maker-J と Quark XPress が 出さ れ て お り , PC-98 シ 
リー ズ 用 で は 東洋 産業 の Linernote PS, Z's word JG 
Ver.2.0 な ご が 発表 され て お り , 今後 も さま ざま な 対応 製品 が 
登場 し こく る も の と み ら れ る 。 

グラ フィ ッ ク ・ ソ フト の 中 で も Adobe lllustrator88 や 
Aldus FreeHand の よう に ピク セル 単位 で デー タ を も つの 
で は な く PostScript に 対応 し て 拡大 や 変形 を 自由 に 行え , 
4 色 分 胡 し フィ ルム 出力 で きる よう な も の も 登場 し , デ ザイ ナー 
を 中 心 に 大 き な ブ ー ム に な っ て いる 。 従来 の ピク セル ・ ベ ー ス 
の ペイ ント ・ シ ステ ム こ と は 異な り , 高 解像度 の プリ ンタ で 出力 
すれ ば 高い 品質 が 得 ら れる た め , 印刷 に 直結 し た 高 品質 性 と 使 
いや すさ が 評価 され て いる 。 

一 方 ，PostScript 以外 の ペー ジ 記 述 言 語 (PDL) に 対応 
し た ペー ジ ・ プ リン タ 。 ソ フト ウエ ア も ある 。 代表 的 な と ころ 
で は すでに か な り の 実績 を も つ キ ヤノ ン の レー ザー ショ ッ ト 用 
LIPS と , プリ ンタ 大 手 の エ プ ソ ン が 新た に 提案 し た EGO/ 
Page が ある 。 ま た ., 日 本 電気 , アッ プル コン ピュ ー タ ジャ 
バン 以外 の PostScript ライ セン シー の 動き も 気 に な る と こ 
ろ で ある 。 

写植 出力 を 指向 し た 業務 用 印刷 シス テム お よび ソフ トウ エア 
も , 従来 の 高価 な も の か ら , DTP 専用 機 に ソフ トウ エア で 対 
応 し た も の , PC-98 シリ ー ズ な ご の パー ソナ ルコ ンピュータ 
上 で 組版 を し て 写 研 な ど ヘ デー タ 変 換 で きる も の な ご が 多数 出 
て き て いる 。 

DTP 専用 機 は 専用 機 で ご ある が ゆえ の 高い コス ト ・ パ フォ ー 
マン ス が 身上 だ が , 高 品位 出力 の た め の 電 算 写 植 機 と の 接続 や , 
入力 端末 に パー ソナ ルコ ンピュータ や ワー プロ と の イン タフ ェ ー 
ス を 考え る よう に な っ て お り , ワー クス テー ショ ン ・ ベ ー ス の 汎 


トレ ンド 


SERBICIBIT TER 
デス クッ プ : ソ ブリッ シン 


用 シス テム に 迫る よう な ネッ トワ ー キ ング が で きる こと を うた 
っ て いる も の も ある 。 ホ スト ・ コ ンピュータ と し て の 機能 と 今後 
の 能力 アッ プ を 考え る と 最も 有力 と み ら れ る ワー クス テー ショ 
ンー ペー ズ の (ビシ ンス テム も ソニ ー な どの ハー ドウ エエ ま 。 
ベン ダー が 非常 に 力 を 入れ て いる こと も あり 一 層 の 伸び が 期待 
され る 。 

見 逃 せ な い の が , カラ ー・ プ リプ レス の 動き で ある 。 米国 で 
は すでに 写真 の レタ ッ チ な ご を 中 心 に 低 価 格 な プリ プレ ス ・ シ 
ステ ム が 登場 し て いる が , 日 本 で も そろ そろ 各社 か ら 製 品 か が そ 
ろ い 始め た 。 新 規 器 要 が 急速 に 伸び て いる わけ で は な い が , 32 
ビッ ト ・ パ ソコ ン あ た り を ベー ス に し た シス テム で コス ト ・ パ 
フォ ー マ ン ス の 高い も の も 出 て くる だ ろう 。 

以下 で は , 最近 の 関連 製品 の 中 か ら 特 徴 の ある 製品 を 中 心 に 
取り 上 げ て みた 。 


MgA Mi mtm mm ntm mmm 


覆い づみ や 


総合 文書 処理 シス テム と うた っ て お り ,DTP シス テム 機能 も 
も っ て いる が , 作成 し た デー タ は 写 研 の 電算 写植 シス テム へ 出 
力 す る た め の フ ァイル に も 変換 で きる 。 各種 ワー ド プ ロ セ ッ サ 
で 作成 され た 文書 を MIS-DOS テキ スト 形成 で 取り 込ん で レイ 
アウ ト を 行う 。 出 力 は 専用 の ペー ジ プ リ ンタ へ も 可能 。 価 格 は 
398 万 円 。 
問合せ 先 
& 150 東京 都 渋谷 区 恵比寿 1 -20- 8 
A 03(440) 1511 


Compotex 3000, 
Compbart 


ED fel SES ES 2 98) 
L SARJAD AC. Compotex 3000 は 1.200 dpi 
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で 印画 紙 へ の 出力 が で きる 。 ホス ト ・ コ ンピュータ に NEWS €. 


採用 し た た め ネ ットワーク 化 も 可能 。 Compart は , PC-98 XL? 
ベー ス の ワー クス テー ショ ン と 600 dpi の 解像度 の レー ザー ビ 
ー ム ・ プ リン タ か ら 構 成 さ れ て いる 。 両 シス テム と も 直接 , X 
際 の 業務 で 版 下 や 電算 写植 の デー タ と し て 出力 する こと が で き 
る 。 フ ォ ン ト は ,。 明 朝 体 。 ゴ シッ ク 体 。 欧文 10 書体 を 独自 の ア 
ウト ライ ン ・ フ ォ ン ト で も つ 。 DTP と いう より は , むし ろ 印 刷 
業界 な どの プロ の オペ レー タ が 使う こと を 目的 に 設計 され た も 
の で ある 。 価格 は ,。 Compotex 3000 が 標準 で 約 5,000 万 円, 
Compart が 標準 で 約 900 万 円 (電算 写植 で 出力 する に は オプ シ 
ョ ン で プラ ス 約 1,600 万 円 )。 

問合せ 先 

8140 東京 都 品川 区 南大 井 3 -21- 4 

Z 03(763) 4141 


NICVECTOR 7/CD, 
NICVECTOR ?1/CD 


エヌ アイ シー 販売 山 | 


ホス ト ・ コ ンピュータ に は YHP の vectra を 使用 し て いる 。 
これ に 専用 LSI ボー ド RICH を 組み 込ん だ DTP シス テム 。 プ 
リン タ は ゼロ ックス の レー ザー ビー ム ・ プ リン タ を 採用 。 独自 
の アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト に より WYSIWYG 編集 が で きる 。 
画面 上 で の 編集 は カラ ー 対 応 で ある が 。 出力 装置 は モノ クロ し 
か 対応 し て いな い 。 電 算 写植 へ の デー タ 変 換 は で き な い が , ユー 
ザー か ら の ニー ズ が あれ ば 作成 する 。NICVECTOR 21/CD は 
写真 か ら 入 力 を 行っ て 編集 で きる 。 価格 は NICVECTOR 7 / 
CD が 780 万 円 , NICVECTOR 21/CD が 3,075 万 円 。 
問合せ 先 
&» 160 東京 都 新宿 区 西新 宿 8 -11- 3 
f? 03(348) 1831 


PRIME Composition 
Table 


A815 U —U AS 


ホス ト ・ コ ンピュータ に は 東芝 AS 3000 を 採用 し , 印刷 業種 , 
新聞 社 を 対象 と し た 電子 組版 編集 シス テム 。 入 力 は 1,016 dpi 
の スキ ャ ナ を 用 いる 。 ソ フト ウエ ア は , 文書 編集 , 版 下 作図 , 
定形 組版 。 カ ッ ト 見 出し 部 か ら 構 成 さ れ て いる 。 出力 は , 最 
高 600 dpi の レー ザー ビー ム ・ プ リン タ に 版 下 イメ ー ジ を , また 
は 専用 の 半導体 レー ザー の 電算 写植 に 対し て の いずれ も 可能 。 
価格 は 約 1,000 万 円 。 
問合せ 先 
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$104 東京 都 中 央 区 銀座 2-3-6 
A 03(274) 1943 


スタ ジオ 93500 
山大 阪 ヤ マト ヤ 商 会 


英国 クロ ス フ ィ ー ル ド 社 の カラ ー 集 版 ワ ー ク ステ ーション 。 
大 容量 の 記憶 装置 に 大 量 の イメ ー ジ デー タ を 格納 で きる 。 価格 
は 未定 。 
問合せ 先 
8530 大 阪 市 北 区 南 森 町 2-3-9 
f? 06(313)3352 


J-PEHQ シス テム 
帆 学 习 研 究 社 


画像 レシ イア ウト ・ シ ステ ム 。 各種 ワー ド プ ロ セ ッ サ 。 パ ー ツ 
ナル コン ピュ ー タ か ら の デー タス 入力 が 可能 。 各社 の 出力 機 へ 出 
力 が で きる , WYSIWYG 編集 な どの 特徴 が ある 。 デ ー タ は 文 
字 , 図形 , 画像 な ど を 同じ よう に 扱え る マル チ メ デ ィ ア 対応 。 
電算 写植 シス テム へ の 出力 も 可能 で ある 。 価格 は 基本 シス テム 
で 約 1,000 万 円 。 
問合せ 先 
8146 東京 都 大 田 区 仲 池 上 1-17-15 
Z 03(726)8511 


EZPS 3200, 
キヤ ノワ ー ド PRO 1000 


キヤ ノン 販売 帆 


両機 種 と も 同社 独自 の DTP シス テム で あり , ワー ド プ ロ セ 
ッ サ と 連結 きれ て いる 。EZPS は すでに 実績 が ある DTP シス 
テム 。 文書 デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト は 独自 の も の を 使用 する 。 
出力 は 同社 の レー ザー ショ ッ ト で は な く 専 用 の レー ザー ビー 
ム ・ プ リン タ (400 dpi) を 採用 。 ア ウト ライ ン ・ フ ォ ン ト を ホ 
スト ・ コ ンピュータ の 40 M バイ ト ・ ハ ー ド ディ スク に も っ て お 
0, WYSIWYG 方 式 に よる 編集 が 可能 。 価格 は , EZPS 3200 が 
38 万 円 , PRO 1000 が 198 万 円 。 な お , 電算 写植 へ の デー タ 変 換 
ソフ ト は EZPS 3200 用 の み 東 洋 産 業 か ら 販売 され て いる 。 
問合せ 先 
8108 東京 都 港 区 三田 3 -11-28 
A 03(455) 9060 


PIXEL (No. 80) 


F X990 SA, 
FX 330 LAN シス テム 


HA AS 


両 製品 と も 印刷 向け の DTP シス テム 。LAN シス テム は ネッ 
トワ ー ク 対応 が で き , SA は ロー コス ト ガ が 特徴 。 19 イン チ CRT 
で WYSIWYG 編集 が で きる 。 文字 サイ ズ は 2 —32 mm 間 の 指 
定 が 可能 。 出 力 は 480 dpi の レー ザー・ プ リン タ ま た は 印画 紙 。 
フィ ルム へ 行う 。 価格 は 。 ワー クス テー ショ ン ,。 入出 力 サ ー バ 
ー お よび プリ ンタ か ら 構 成 さ れる FX 550 の 基本 シス テム が 
550 万 円 。 各 シス テム は これ を 基本 に 構築 し て いく 。 
問合せ 先 
$8105 東京 都 港 区 西新 橋 1 - 5 -11 
Z 03(502) 3514 


レー ザー コン ゴブ プ , 
デジ タル ビジ ョ ン 
栖 小 池 製 作 所 


写真 と 文字 を 同時 に ペー ジア ッ プ で きる 電算 出力 機 。 出 力 は 
ヘリ ウム ネオ ン ・ レ ー ザ ー 方 式 を 採用 。 1 イン チ 当 た り 1.,000 本 
の 高密 度 な 出力 が で きる 。 文字 書体 専用 に 300 M バイ ト の ハー 
ド デ ィ スク を 2 台 接続 で きる ( 1 台 で 欧文 1.024 書体 ) 。 価 格 は , 
レー ザー コン プ が 基本 構成 で 2,600 万 円 ,。 デジ タル ビジ ョ ン が 
512 7313. 
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$146 東京 都 大 田 区 鵜の木 3 -23-18 
f? 03(758) 2361 


Performik 
j-—2 


32 ビッ ト ・ コ ンピュータ を 複数 接続 する マル チ 処 理 に より 生 
産 性 を 高め みこ と が で きる トー タル 製版 シス テム 。 マ ル チ シ ス 
テム は , レイ アウ ト ・ 文 字 組版 スニ ッ ト , 画像 処理 スニ ッ ト , 
集 版 ニット, 入力 ミエ ニット 。 出力 ユニ ッ ト の 5 ユニ ッ ト が , 
それ ぞ れ 32 ビット CPU を も ち 独 立 し て 動作 する 。 フ ァイル は 
共通 の ファ イル ・ ユ ニッ ト に よっ て 共有 化 き れ て いる 。 ま た 。 
作業 に 合わ せ て 各 ユ ニッ ト の うち 必要 な 部 分 の み を 増設 で き 
る 。 価格 は 標準 シス テム で 1 億 8,800 万 円 し な っ て いる 。 
問合せ 先 
$163 東京 都 新宿 区 西新 宿 1 -26- 2 
£t 03(349) 5155 


JB224A2U—J7mDt»9 
EI 


OCR (光学 式 文字 認識 装置 ) 入力 シス テム , OLC 1 (手書き 
文字 お よび 図形 認識 キー ボー ド ), 300 dpi の レー ザー・ プ リン タ 
で 構成 され る シス テム 。 デー タベース, 表 計 算 」 ワ ー ド プロ セ 
ッ サ な どの 機能 が 組み 込ま れ て いる 。 価格 は 未定 。 
問合せ 先 
85550 大 阪 市 西区 江戸 堀 2 - 7 -25 
Z 06(443) 5144 


ら AIVEHT -H 202, 
HITCAP-SC 


SD 


SAIVERT-H 202 は 写 研 の 一 連 の 電算 写植 レシ ステ ム で , 
WYSIWYG 編集 が 可能 。 シ ステ ム は 。 レ イア ウト ・ ス テー ショ 
ン の SAIVERT-H 202, 入力 校正 機 SZANNA-SP 313, 組 処 
理 ・ 多 書体 内 蔵 の 普通 紙 プ リン タ SAGOMES-GL 621, 画像 入 
力 装置 SAPGRAPH-171。 イメ ー ジ タイ プ ・ セ ッ タ ー SAPLS- 
LauraSS な どか ら 構 成 さ れ て お り 。 別々 に 購入 また は レン タル 
する こと も 可能 。 す で に 多数 の ユー ザー で 実際 の 業務 に 使用 き 
れ て いる 。 本 体 の み の 価格 は 70 万 円 で , 業務 内 容 に より 異な る 。 


a5 


HITCAP-5C は 写 研 ゲー タ へ 出力 が で きる DTP シス テム 
T, 日 立 の DTP シス テム HITCAP 500 を ベー ス に シス テム 化 
され た だ も の で ある 。 画面 上 で は 明 朝 体 と ゴシック 体 の 2 書体 の 
み し か 表示 し な い が , 写 研 書体 を 指定 する こと に よっ て 1 つの 
文書 の 中 で 最大 24 書体 まで 使い 分 ける こと が で きる 。 編 集 が 終 
わっ た ら す ぐ 写 植 デ ー タ と し て 出力 で きる 。 文字 の サイ ズ は 写 
植 と 同じ 級数 単位 で ある た め , 写植 機 と 同じ オペ レビ ーション で 
操作 で きる 。 写 研 の DTP シス テム は 本 機 が 初め て で ある 。 価 格 
は 未定 。 
問合せ 先 
8» 170 東京 都 豊島 区 南大 塚 2 -26-13 
Z 03(942) 2211 


マッ チ プ ブ プリ ント 
住友 スリ ー エ ム ハ 帳 


米国 3 M 社 の マッ チ プ リン ト (人 色 校 正 ) シ ステ ム 。 すでに 米国 
お よび ヨー ロッ パ で 実績 が ある 。 現在 。 日 本 で 一 般 的 に 使用 さ 
れ て いる 色 校 正方 式 の 平台 校正 機 と 異な り ポ ジ 色 校正 方 式 を 採 
用 し て いる た め , 安定 し た 仕上 り が 得 ら れる 。 価格 は 1 セッ ト 
395 7314. 
問合せ 先 
埋 158 東京 都 世田谷 区 玉川 台 2 -33- 1 
Z 03(709) 8274 


DIC-QP 2000 


大 日 本 イン テキ 化学 工業 御 


カラ ー 画 像 レイ アウ ト と 文字 組版 が 同時 に 同一 画面 で 行え る 
カラ ー ペ ー ジ ・ デ ザイ ン シ ス テム 。 ラ フス ケッ チ の 段階 か ら 最 
終 印 刷 物 と 同じ クオ リティ の レイ アウ ト が 得 ら れる 。 デー タ は 
光ディスク に 収め られ , レイ アウ ト 修 正 も 容易 。 ま た , 自動 版 
下 製図 カッ ティ ング ・ シ ステ ム LAYALL も 販売 し て いる 。 価 
格 は , QP 2000 が 約 2,300 万 円 , LAYALL が 約 1,800 万 円 。 
問合せ 先 
101 東京 都 千代 田 区 外 神 田 2 -16- 2 
Z 03(258) 3660 


電 字 9032- シリ ー ズ 


ステ ム 。WYSIW YG 編集 が で きる ソフ トウ エア , 600 dpi レー 
ザー・ プ リン タ の ペー ジア ン , 1.,016 dpi イメ ー ジ スキ ャ ナ の 
ピリ カ , 1016 dpi レー ザー・ プ ロッ タ の イメ ー ザ な どの 高 解 像 
度 の 周辺 機器 を 使用 。 出 力 する 写植 文字 は 5,000 dpi に 相当 す 
る 高 和 解像度 で あり , これ ら の デー タ を 写植 出力 コン トロ ー ラ を 
使っ て 直接 印画 紙 に 自動 出力 で きる 。 価格 は 手動 写植 機 の 標準 
構成 シス テム で 960 万 円 。 

問合せ 先 

電 101. 東京 都 千代 田 区 岩本 町 2 -14-19 

Z 03(862) 5211 


シグ マグ ラフ シス テム 6000, 
IP-700 


大 日 本 スク リー ン 製 造山 


シグ マグ ラフ シス テム 6000 は 1 つの テー ブル で 図形 作成 ・ 切 
抜き ・ レ タッ チ ・ 貼 込み ・ 検 版 ま で を 行う こと が で きる 多目的 
集 版 機 。 IP-700 は WYSIWYG に より 完全 版 下 の 作成 が で き 
る 。 フォン ト は 独自 の アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を 採用 。 図面 デ 
ー タ と 同じ よう に し て 扱え る 。 価格 は IP-700 が 8,500 万 円 。 
問合せ 先 
8170 東京 都 豊島 区 東池袋 5 -38- 7 
Z 03 (989) 3631 


AS-Documents 
| EZ 


ホス ト ・ コ ンピュータ に 同社 EWS の AS 3000 を 採用 し た 
DTP シス テム 。 文書 デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト は 独自 の も の 。 出 力 
は 。A 3 サイ ズ 400 dpi ま た は A4 サ イズ の ペー ジブ プリ ンタ に 
対し て 行え る 。AS 3000 に アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を も っ て いる 
た め WYSIWYG 方 式 の 編集 が 可能 。 シス テム は ホス ト ・ コ ン 
ピュ ー タ 。 プリ ンタ 。 ソ フト ウェ エア (OS 含む ) で 構成 され て い 
る 。 価格 は クラ ス に よっ て 約 500 万 2,100 万 円 程度 。 
問合せ 先 
電 105 東京 都 港 区 芝浦 1-1-1 
T? 03(457)2725 


レス ポン スシ ステ ム 


ALS BEAUTY YIA 


ホス ト ・ コ ンピュータ に 東芝 AS 3000 を 採用 し た 電算 写植 シ デザ イン , 製版 の 業務 を 一 綿 し て コン ピュ ー タ 化 で きる シス 
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テム 。 デ ザイ ン 段 階 で の チェ ッ ク や デザ イン の バリ エー ショ ン 
に も 対応 で きる 。 価格 は , 標準 シス テム で 4,500 万 円 程度 か ら 。 
問合せ 先 

8104 東京 都 中 央 区 京橋 3 -14- 6 

Z 03(563) 0761 


PROST 
日 本 情報 サー ビス 賜 


教育 専門 出版 社 で ある 新学社 で 実際 に 使わ れ て いる 編集 支援 
シス テム を 一 般 向け に 商品 化し た も の 。 編集 者 な ど 組 版 専門 の 
オペ レー タ で な く と も 簡単 に 操作 で きる こと を 目的 と し て 開発 
され た 。 オ ペレ ーション は レイ アウ ト 方 式 を 中 心 に ファ ンク シ 
ョ ン 方 戒 を 採用 し た た め , 原稿 を 異な る レイ アウ ト に 流用 し て 
も ほとん ど 修 正 の 必要 が な い 。 ホ スト ・ コ ンピュータ は アポ ロ 
の DOMAIN を 採用 し , 高速 な 組版 処理 が 可能 。 標 準 シ ステ ム 
価格 は 700 万 て 800 万 円 。 
問合せ 先 
8550 大 阪 市 西区 新町 1-6-3 
Z 06(536) 7621 


文 作 30 DTP 
帽 日 本 デジ タル 研究 所 


会 来 の 文 作 シリ ー ズ の 印刷 ・ 編 集 機能 を 強化 し た も の 。 ホ ス 
ト ・ コ ンピュータ は MC 68020 と MC 68881 を 採用 し た 32 ビッ 
ト 版 。 WYSIW YG 方 式 の 編集 が 可能 で ある 。 ア ウト ライ ン ・ フ 
ォ ン ト は 独自 開発 の も の を 採用 。 出 力 デ ー タ は 独自 の PDL 7 
ォ ー マ ッ ト を レー ザー ショ ッ ト (400 dpi) に 出力 する 。 オ プシ 
ョ ン で 400 dpi の 解像度 の イメ ー ジ リー ダ (スキ ャ ナ ) が 接続 で 
& 5, 価格 は 225 万 円 、 な お デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト は 同一 だ が 
ペー ジ 編 集 機能 が な い 文 作 30 (179 万 円 ) も ある 。 
問合せ 先 
$163 東京 都 新宿 区 西新 宿 2 - 1 - 1 
Z 03(348)6751 


N 5170 モデ ル 55 
日 本 電気 オフ ィ ス シス テム 幌 


トー タル 印刷 シス テム 。 ク ラス タ シ ス テム に よる 分 散 処理 を 可 
8E c LC, 組版 処理 の 高速 化 を 実現 。 日 本 電気 の PostScript 村 
応 の DTP の 流れ と は 別 の DTP シス テム 。 編集 は WYSIWYG 


トレ ッ ド 


画面 で 行う こと が で きる 。 こ れ ま で , 大 き な 文 書 を 扱う と き は 
複数 の フロ ッ ピ に 分 け , 実際 の 原稿 は 出力 し た 後に 切 貼 り 処 理 
を 行っ て いた が , マル チ 原 稿 プリ ント 機能 が で きた た め に デー 
タ は 自動 的 に 1 文書 化 さ れ て 出力 され る 。 出力 は 480 dpi の 普 
通 紙 プリ ンタ の 他 。 印画 紙 ま た は フィ ルム に 723dpi ま た は 
1,446 dpi の 解像度 で 出力 で き る 。 価 格 は 最小 構成 で 940 万 円 。 
問合せ 先 

8108 東京 都 港 区 芝 4 -13- 2 

Z 03(769) 8605 


HITCAP 500 
(A ETBUEPI 


企業 内 文書 な どの 作成 の た め の DTP シス テム 。 こ れ ま で 高 
品質 名 文書 は 外部 の 専門 業者 へ の 依頼 な ど で コ スト が か か っ て 
いた 会 社 な ど に 最適 。 デ ー タ は イメ ー ジ スキ ャ ナ か ら 読 み 込ん 
だ 写真 な どの イメ ー ジ デー タ も 同時 に 扱う こと が で きる 。 フォ 
ント は ベク トル ・ フ ォ ン ト も 準備 され て いる 。 文字 サイ ズ で 4 
~150 級 ま で の 大 き さ を 15.7 ドッ ト /mm の プリ ンタ に 出力 で 
きる 。 標準 的 な シス テム 価格 は 398 万 円 。 
問合せ 先 
8143. 東京 都 大 田 区 大 森北 1 -18- 2 
Z 03(763)2411 


EG-pub. 
SLEPE 


入力 し た デー タ を 瞬時 に 画面 表示 する WYSIWYG 機能 を 備 
え , レイ アウ ト も 迅速 に 行え る 。400 dpi の レー ザー・ プ リン タ 
へ 出力 する 。 フ ォ ン ト は 明 朝 体 , ゴシック 体 の ベク トル と 欧文 
5 書体 を 備 を て いる 。 価格 は 。 ホス ト ・ コ ンピュータ が FMR- 
60 また は FMR-70。 レー ザー・ プ リン タ の サイ ズ な ど で 314 万 
3,000—-443 万 1,000 円 。 
$104. 東京 都 中 央 区 八丁 堀 1-9-6 
Z 03(552) 7641 


IPS/GX 
Eri 


印刷 。 出版 。 新 聞 な ど に お ける 文書 編集 か ら , 組版 ・ 出 力 ま 
で を マル チ メ デ ィ ア 環境 で 行う こち も が で きる シス テム 。 M シリ 
ー ズ を ホス ト ・ コ ンピュータ と し て 。 2^ 4 台 の 編集 用 ワー ク 
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ステ ーション を オン ライ ン 接 続 す る こと に より , 文書 や デー タ 
の 一 括 管 理 が で きる 。 文字 ・ 図 形 ・ 線 画 ・ 写 真 を 同時 に 扱う こ 
と が で き 。, 新聞 な どの 版 下 を 切 貼り 処理 を 行わ ず に 作成 で きる 。 
専用 の 960 dpi の 解像度 の IPS レー ザー・ セ ッ タ ー で フィ ルム 
や 印画 紙 に 印刷 で きる 。 価格 は 2 ワ ソーク ステ ーション ・ タ イプ 
で 1,700 万 円 。 

問合せ 先 

8100 東京 都 千 代田 区 丸の内 1 - 6 - 1 

Z 03(216) 3211 


Panapage 
松下 電器 産業 株 


社内 で の 印刷 スピ ー ド アッ プ や 経費 人 節約 な ど に 有効 な DTP 
シス テム 。 元 来 印刷 業界 向け 電子 組版 シス テム で あっ た が , ア 
マチ ュ ア に も 使用 で きる よう な 簡単 操作 を 実現 し た 。 出 力 は , 
400 dpi の レー ザー・ プ リン タ へ 行う 。 ま た , 同社 の 印刷 業界 向 
け 電 子 組版 シス テム と デー タ の 互換 性 が あり , 1,016 dpi で 版 下 
の 出力 も で きる 。 価格 は 標準 セッ ト で 300 万 円 。 

問合せ 先 

8105 東京 都 港 区 芝大門 1 - 1 -30 

Z 03(535) 6261 


QuBix, LASEH 7 EX 
HWENT 


QuBix は 印刷 分 野 向け の 文字 ・ 図 形 処理 シス テム 。 LASER 7 
EX は 入力 ・ 校 正 ・ 編 集 の 一 連 の 処理 を 行う 電算 植 字 シス テム 。 
価格 は , QuBix が 1,670 万 円 か ら , LASER 7 EX が 300 万 円 か 
ら 。 
問合せ 先 
$542 大 阪 市 中 央 区 船場 1 -10-25 
T 03(959) 0123 


レー ザイ メー ジ セ ッ タ ー IM 30 
EUST 


写 研 に 次 いで 2 番目 の シェ ア を も つ 電 人 算 写植 メー カー で ある 
モリ サワ の IM 30 は 。 同社 の デジ タル ・ フ ォ ン ト の ノウ ハウ を 
生か し た 新しい 形式 の フォ ント に よる RIP を 採用 し た 。 フィ ル 
ム ・ プ ブリ ンタ お よび 普通 紙 プ リン タ に 出力 で きる 。 フ ィ ル ム ・ 
プリ ンタ へ は 1.400 dpi の 解像度 で , 普通 紙 プ リン タ へ は 480 
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dpi の 解像度 で 出力 で きる 。 標 準 的 な 価格 は 1,200 万 円 か ら 。 
問合せ 先 

$162 東京 都 新 宿 区 下 宮 比 町 15- 5 

Z 03(267) 1231 


RECS 200, REONET 300 
リ ヨ ー ビ イマ ジフ クス 幌 


RECS 200 は 従来 の 手動 写植 機 の 文字 盤 が その まま 使え る ア 
ナ ロ グ 出力 の 電子 組版 シス テム 。 組版 校 正 機 , 出力 機 な どか ら 
構成 され て いる 。REONET 300 は 文字 ・ 画 像 を ペー ジア ッ プ 状 
態 で 同時 出力 で きる 電算 写植 機 。 価 格 は , 標準 シス テム で, 
RECS 200 が 1,600 万 円 , REONET 300 が 1,700 万 円 。 
問合せ 先 
8101. 东京 都 千代 田 区 外 神田 3 -15- 1 
Z 03(257) 1241 


D d bg mmm mmm nnn ttt 


WAHX-l, WAHX-? 
PIIR 


PC-9801 で 動作 する デー タ 変 換 ソ フト ウェ エア 。MS-DOS の 
テキ スト デー タ と 写 研 デー タ (SK 72, SK78 コー ド ) の デー タ 
変換 を 行う 。WARX-1 は テキ スト デー タ の み で ある が , 
WARX- 2 は 写 研 文 字 を すべ て も っ て いる 。 変換 は 双方 向 で 可 
能 。 価 格 は セッ ト で 64 万 5,000 円 。 
問合せ 先 
8170 東京 都 豊島 区 池袋 本 町 2 - 8 -22 
Z 03(981) 3250 


EGBook Ver 1.3 
9 エル ゴツ ラフ ブ ド 


現在 , 国産 唯一 の Macintosh 用 ペー ジレ イア ウト ・ ソ フト 。 
LaserWriter に 対応 。 独 自 の アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を も っ て 
いる が , LaserWriter の フォ ント を 使用 する こと も で きる 。 独 
自 の フォ ント を 使用 し た 場合 , 縦 書き な どの レイ アウ ト を 行っ 
た 際 に 美しく 出力 で きる 。LaserWriter の フォ ント を 使用 する 
場合 は 漢字 トー ク 6.0 が 必要 。 デー タ は , 現在 は PICT (Mac の 
プリ ンタ 出力 の デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト ) 形 式 の み 出 力 で き , Post 
Script の 出力 は テキ スト 文字 の み と な っ て いる 。 電算 写植 へ の 
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デー タ 変 換 は で き な い 。 価格 は 6 万 8.000 円 で ある が , テキ ス 
ト の 入力 は ワー ド プ ロ セ ッ サ の 方 が 効率 が 良い た め Mac 用 ワ 
ー プ ロ ・ ソ フト EGWord と セッ ト で 9 万 8,000 円 の 購入 を 勧 
め て いる 。 

問合せ 先 

8105 東京 都 港 区 元 赤坂 1-2-5 

Z 03(589) 4951 


BE, スー ザン 98, 助 さ ん, 他 
秀和 シス テム ハ ム トレー ディ ング 幌 


暁 は , PC-98 の MS-DOS 上 で 作成 ・ 編 集 き され た 一 太郎 や MS 
-DOS の 文書 を , EWO SK コー ド に 変換 する ソフ トウ エア 。 ス 
ー ザ ン 98 は 写 研 の コー ド 機 能 を 入力 , 校正 する こと が で きる ソ 
フト ウエ ア 。 助 さん は OASYS と 一 太郎 の 文書 コン バー タ 。 同 
社 で は , 電子 組版 シス テム 表 組 くん 98, 電子 組版 支援 シス テム 
版 下 工房 98 な ど を 販売 し て いる 。 価格 は , BED 220 万 円 , スー 
ザン 98 が 21 万 8,000 円 , 助 き さん が 1 万 4,800 円 。 
問合せ 先 
89107. 東京 都 港 区 赤坂 8 - 5 -29 
Z 03(470) 4941 


Z' word JG Ver.2.0 
Mg U224 


PC-98 用 ペー ジレ イア ウト ・ ソ フト 。 出力 プリ ンタ が 日 本 電 
気 の PC-PR 602 PS の 場合 は 。 プリ ンタ 人 側 の アウ トラ イン ・ フ 
ォ ン ト を 使用 。 出 力 コ ー ド も 日 本 語 PostScript と な っ て いる 。 
た だ し , ベジ エ ェ 曲線 オペ レー ショ ン に は 対応 し て な い 。604 PS 


SMI/EDIAN 


トレ ッ ド 
以外 の プリ ンタ (PC-PR 201 な ど ) の 場合 は ソフ トウ エア が 
独自 に も ちっ て いる アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を 使用 し て イメ ー ジ 
展開 し 出力 する 。 ソ フト ウエ ア の アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を 使 
用 する 場合 4 M バイ ト 以 上 の RAM ディ スク が 必要 。 編集 画面 
で は 文字 は PC の 16 ドッ ト 文 字 を 使用 する が , 行間 な どの ペー 
ジ ・ レ イア ウト は で きる だ け 出 力 イ メー ジ を 忠実 に 再現 する 。 
予定 価格 は 5 万 8,000 円 。 
問合せ 先 


&»150 東京 都 渋谷 区 初台 1 -47- 1 
f? 03(299) 0463 


Quark XPress 
YATLI KÝR 


米国 Quark 社 の Macintosh 用 の ペー ジレ イア ウト ・ ソ フト 。 
LaserWriter に 完全 に 対応 する 。 入 力 デ ー タ は PICT 以外 に , 
EPSF (Encapsulated PostScript File : Mac に お ける 図形 の デ 
ー タ ・ フ フォー マット )。, TIFF (Tag Image File Format : Mac 
で スキ ャ ナ か ら 読 み 込 む 際 の デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト ) な ど に 対 
応 し て いる 。 EPSF, TIFF と も Apple Aldus, Adobe の 各 会 
社 で 標準 と し て 決定 され た も の で ある 。 縦 組 の レイ アウ ト が で 
きる 他 。 文字 を 含ん だ カラ ー 表 示 に も 対応 し て いる 。 ま た ワー 
プロ 機能 . オ ー ト ・ ハ イフ ネー ショ ン 機 能 な ど 現 在 入手 で きる 
Mac 用 日 本 語 DTP ソフ トウ ェ エア の 中 で は 最も 完成 度 が 高い 。 
動作 環境 は 漢字 トー ク 2.0 以上 。 価 格 は 18 万 円 。 
問合せ 先 
© 800 福岡 市 中 央 区 天神 5-7-2 
Z 092 (752) 5269 


SMI/EDIAN 
住友 金属 工业 册 


ホス ト ・ コ ンピュータ に は NEWS, ソフ トウ エア は 管理 工学 
研究 所 開発 の DTP シス テム 。 商 業 印刷 に も 使用 で きる が , 一般 
の 企業 , 官庁 , 学校 , 研究 機関 な ど で の 業務 用 文書 の 印刷 を タ 
ー ゲ ッ ト と し て いる 。NEWS の も つ ネ ットワーク 機能 と ファ イ 
ル 管 理 機能 を 生か し て 各種 デー タ の 共有 , 一 元 管理 が 行え る 。 
操作 は マウ ス と ア 直 応 迷 <@ 行 うこ と 守 訟 きる フォ ント は 
NEWS の 拡張 アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を 使用 。 プ リン タ 。 スキ 
ャ ナ な どの 周辺 機器 は NEWS の も の を その まま 使用 で きる 。 
電算 写植 へ の 出力 が 可能 。 価 格 は ソフ トウ エア の み で 300 万 円 。 
問合せ 先 
8100. 東京 都 千代 田 区 大 手 町 1 - 1 - 3 
Z 03(282)6715 


59 


"^4 
サザ ン ナ 
帳 トー タル メデ ィ ア 研究 所 
各社 の ワー ド プ ロ セ ッ サ か ら 共 通 方 式 で 写 研 の 文字 や ファ ン 
クシ ョ ン が 入力 で きる ソフ トウ エア 。 従来 。 機種 別に 分 か れ て 


ぃ た 写 研 の 文字 お よび ファ ンク ショ ン の 入力 方 法 が 一 元 化 で き 
る 。 価格 は 9 万 8,000 円 。 写 研 外字 セッ ト は 1 万 円 。 


問合せ 先 

電 173 東京 都 板橋 区 向原 1 -11- 6 

f? 03(554) 0636 

Linernote PS, EZFIT 


東洋 産業 物 


PC-98 用 DTP シス テム 。 日 本 語 PostScript コー ド の 出力 が 
で き , PC-PR 602 PS の PostScript に 完全 対応 。 ソ フト ウエ ア 
は 縦 組 も 含め た ペー ジレ イア ウト が で き , 1 ペー ジ 当 た り 1 万 
6,000 ベク トル まで 管理 で きる 。 ま た, 1 ペー ジ 当 た り 8 レイ ヤ 
ー の 用 紙 を 重ね る こと も で きる 。 ホ スト ・ コ ンピュータ は PC- 
9801 RA で ある が , 専用 の 画像 処理 プロ セッ サ を 使っ て いる た 
め 高速 な 画像 デー タ の 処理 が 可能 。 価 格 は 専用 の 処理 ボー ド と 
ソフ トウ エア で 110 万 円 。 同 社 で は PostScript 対応 で は な く , 
専用 の アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を 使い 独自 の デー タ 形 式 の 
Linernote も 販売 し て いる 。EZFIT は キヤ ノン の DTP シス テ 
ム EZPS 3200 の デー タ を 写 研 の SK 72 デー タ に 変換 する ソフ 
トウ エア 。 価格 は 118 万 円 。 
問合せ 先 


Linernote PS の 出力 例 
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8 101 東京 都 千代 田 区 神田 須田 町 2 -25 
T? 03(256) 7355 


NICE シス テム 
物 日 本 情報 処理 開発 


シャ ー プ の ワー ド プ ロ セ ッ サ 書院 を 入力 端末 と し て 使う 電算 
写植 シス テム 。 電算 写植 シス テム へ の デー タダ タ 変換 を 行う 電 植 ソ 
フト ウエ ア NICE SHSK, 電算 写植 デー タ の レイ アッ ウト 確 認 を 
行う イメ ー ジ ャ NICE EPONA な どか ら 構 成 さ れ て いる 。 価格 
は 標準 的 な シス テム 構成 で 680 万 円 。 
問合せ 先 
8105 東京 都 港 区 虎ノ門 1 -11- 2 
ZA 03(591) 3407 


Publiss 
EASB-EBSTSUS 


ホス ト ・ コ ンピュータ に NEWS を 採用 し た DTP ソフ トウ ェ エ 
ア 。 デ ー タ 形式 は SCR 形式 (SCR ft (北海 道 ) の デー タ ・ フ ォ 
ー マ ッ ト ) で ある が 。 近い 将来 PostScript へ の 対応 も 行う 予定 
で ある 。 出力 は , NWP シリ ー ズ (400 dpi) また は レー ザー・ 
ジョ ッ ト シ リー ズ (240 dpi) の いずれ か を 構 入 時 に 選択 。 将来 
PostScript 対応 が リリ ー ス され た 場合 は PostScript が 選択 で 
きる よう に な る (1 ソフ ト で 複数 プリ ンタ 対応 は 不可 )。 漢字 は 
独 目 の ア ウト ライ ン ・ フ ォ ン ト を も っ て お り , 画面 上 で は A4 
サイ ズ 用 紙 の イメ ー ジ の まま 編集 が で きる 。 オ プシ ョ ン で 一 太 
郎 や OASYS の デー タ を 取り 込む こと も で きる 。 価格 は 60 万 
円 。 基 本 的 に X-Window 上 で 動く が ウィ ンド が な く て も 可 。 
問合せ 先 
8103 東京 都 中 央 区 日 本 橋 喝 町 6 - 7 
03 (241) 5791 


Zm LEVEL Ill 
Ba YKL 


PC-9800 シリ ー ズ で 動く 組版 ソフ トウ エア 。 最終 的 に は 写 研 
へ 出力 を 行う 。 松 , 一 太郎 な ど と 連動 し て 動か すこ と が で きる 。 
価格 は 220 万 円 。 
問合せ 先 
8101 東京 都 生 代田 区 神田 神保 町 2 -32 
会 03(237)7003 


PIXEL (No. 80) 


Page Maker-J 
AZ! vi 


米国 アル ダス 社 開発 の Macintosh 用 の ペー ジレ イア ウト ・ ソ 
フト ウエ ア の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン 。DTP と いう 言葉 自体 を 生み 出 
し た ソフ トウ エア で あり , 日 本 語 PostScript に 完全 に 対応 し て 
いる 。 ワー プロ 入力 が で き , 英語 の ハイ フ ニ ン グ 機 能 を も っ 
て いる 。 デー タタ は, アス キー 形式 。PICT,。 TIFF, EPSF な ど 
の Mac 標準 デー タ の 他 , 制限 付き で EGword (エル ゴブ ソフ ト ) 
の デー タ に も 対応 し て いる 。 価格 は 12 万 5,000 円 。 

8101. 東京 都 千代 田 区 神田 北 乗物 町 11 
Z 03(258) 7357 


DTP4U, も じ ら , PMS 88 


帆 ロ ジス ティ ックス 


を スク トッ ズ ト プレゼ ン テ デー ショ ジ ・ ソ ツ ソフ トウ エア 。 
SCR の アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト を 使っ て 文書 (イメ ー ジ ) を 作 
成す る 。 DTP 4U は フル カラ ー で ビデ オ へ 。 も じ ら は レー ザ 
ー・ シ ョ ッ ト へ , PMS 88 は スラ イド な ど へ 出力 する 。 す べ て PC 
-98 で 動作 する (PMS 88 は ハイ レゾ モー ド の み )。 価格 は 。 
DTP4U が 34 万 8,000 円 ,。 もじ ら が 9 万 8,000 円 。 
問合せ 先 
$5162 東京 都 新宿 区 神楽 坂 2 -13 
Z 03(718) 8799 


ug mem [mmm m a mmm 


LaserWriter Il 
NTX-J 


アッ プル コシ ビュ ー タ SIX 


CPU に MC68020 を 採用 し た 日 本 語 PostScript 対応 の ペー 
ジブ プリ ンタ 。 英語 アウ クト ライ ン ・ フ ォ ン ト は ROM で , HZ 
アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト は 内 蔵 ハ ー ド ディ スク で も っ て いる 。 
古い LaserWriter シリ ー ズ か ら の バー ジョ ン ア ッ プ は ボー ド 
を 取り 替え を る の み で で きる 。 1 台 の プリ ンタ を 31 台 の Mac で 
共用 可能 。 解像度 は 300 dpi。 価 格 は 119 万 8,000 円 。 


問合せ 先 
S106 東京 都 港 区 六本木 1 - 4 -30 
Z 03(224) 7002 


& 
N Lgr 
-— Ay や Hoa * 

デジ タル カラ ー ブ リ ンタ 
大 日 本 印刷 帆 
実際 の 印刷 と 同じ レヒ ベル の フル カラ ー 印 刷 が で きる ハー ドコ 
ピー。 昇華 型 熱転写 方 式 を 採用 。 ま た 多数 の 独自 の 3 次 元 文字 
フォ ント を 内 蔵 し て お り 。 デザイン に お ける バリ エー ショ ン に 


対応 で きる 。CG 画像 を その まま 印刷 する CGPS も 準備 され て 
いる 。 価格 は 660 万 円 。 


問合せ 先 
$162 東京 都 新宿 区 市 谷 加賀 町 1 - 1 - 1 
人 03(266) 2655 


アー トピ ビッ ト 101 
帳 東 京 プ ラフ ィ ッ ツク ・ ア ー ツ 


CCD ライ ン セ ン サ ー 型 カメ ラ を 使っ た 図形 入力 ター ミナ ル 。 
PC-9800 シリ ー ズ な どの パー ソナ ルコ ンピュータ に 接続 し て 
使用 する 。 人 従来 の デジ タイ ザ 方 式 に 代わ っ て 写真 原稿 な ど を 
CCD で 入力 で きる 。 価格 は 500 万 円 か ら 。 
問合せ 先 
$170 東京 都 豊島 区 高田 3 - 5 -13 
T 03(984) 3591 


CALIBRATOR, 
TPG-4300 


帳 東 陽 テ ニカ 


CALIBRATOR は 高 解像度 の カラ ー モ ニタ ー で , 価格 は 140 
万 円 。 TPG-4300 は フル カラ ー・ ビ デオ プリ ンタ で , 価格 は 198 
万 円 。 
問合せ 先 
$8103 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 石町 1 - 1 - 2 
Z 03(245) 351 


FX 550 
東レ エン ジニ アリ ング 賜 


完全 版 下 を 作成 で きる 電子 組版 シス テム 。 シ ステ ム は ワー ク 
ステ ーション (編集 ・ 校 正 機 ) と 入出 力 サ ー バ ー。 レー ザー ビ 
ー ム ・ プ リン タ か ら 構 成 さ れ て お り 。LAN 機能 に より ワー クス 
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FX550 


テー ショ ン が 最大 8 E, ハー ドウ エア の 増設 と ネッ トワ ー ク 化 
が 図れ る 。 入力 デー タ は 一 太郎 , OASYS, JW な ど 各 種 ワ ー プ 
ロ か ら 可 能 で あり , 出力 は 専用 の 480 dpi の レー ザー ビー ム ・ プ 
リン タ の 他 。 写 研 の 電算 写植 シス テム へ の も の も 開発 中 。 価 格 
は 380 万 円 。 

問合せ 先 

二 103 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 石町 3 - 3 -16 

A 03(241)8461 


Focus S 500/800, 
CG 9400 PS 


BA772»::7l!VWrrty 


すべ て 米国 コン ピュ グラ フィ ッ ク 社 の 製品 。Focus S 600/ 
800 は 解像度 600 プ 800 dpi の DTP 用 画像 入力 スキ ャ ナ 。 
Macintosh な どの SCSI イ ンタ フェ ー ス を も つ コ ンピュータ に 
接続 で きる 。CG 9400 PS は PostScript 対応 の レー ザー イメ ー 
ジ ・ セ ッ タ ー。 市 場 の 多く の PostScript 対応 の フロ ント エン 
ド ・ シ ステ ム と 接続 が 可能 。 出 力 解像度 は 1.200 プ 2,400 dpi の 
切替 え 。 価格 は , S 600 が 100 万 円 , S 800 が 120 万 円 , CG 9400 
が 980 万 円 。 
問合せ 先 
&»105 東京 都 港 区 虎ノ門 3 - 8 -21 
Z 03(438) 1777 


V T 600 
EAI—IZ8 


PostScript レー ザー イメ ー ジ ・ セ ッ タ ー。600 dpi の 解像度 を 
も つ 。Macintosh, IBM PC な どの 多数 の PostScript 対応 の 
DTP シス テム に 接続 可能 で ある 。 英文 フォ ント の 35 書体 が 標 
準 イ ンス トー ル さ れ て いる が , オプ ショ ン で 4 書体 ・ 3 万 円 程 
度 で 増設 で き る 。 日 本 語 の アウ トラ イン ・ フ ォ ン ト の 対応 は 未 
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定 。 価 格 は 375 万 円 。 

問合せ 先 

$102 東京 都 生 代田 区 鶏 町 5-3-1 
Z 03(263) 0841 


PC-PR 60e PS 
BFE 


CPU に MC 68020 を 採用 し た , 日 本 語 PostScript 対応 の ペ 
ー ジ プリ ンタ 。 日 本 語 ア ウト ライ ン ・ フ ォ ン ト は 内 蔵 の 40 M バ 
イト の ハー ド デ ィ スク に 格納 され て いる 。 解像度 は 320 dpi。 ま 
た 従来 の PC-PR 系 の エミ ュ レ ーション ・ モ ー ド を も っ て いる 。 
価格 は 98 万 円 。 

&»108 東京 都 港 区 芝 5 -33- 1 
Z 03(454) 5111 


PostScript 対応 フォ ント 
HPIY 


2(6 3:34 7 t) ~300 mm 四方 の 文字 が 出力 で きる アウ トラ イ 
ン ・ フ ォ ン ト 。 文字 種 は 現在 , 明 朝 体 , ゴシック 体 , 江戸 文字 
が 販売 され て いる が 今後 増やし て いく 予定 で , 最終 的 に は 12 種 
類 , 60 書体 が 提供 され る 。 価格 は , 字母 と し て 切り 売り する 場 
合 で 200 万 て 5,000 万 円 、 ロ イヤ リティ 販売 も 行う 。 
問合せ 先 
8185 東京 都 国分 寺 市 本 町 3 - 1 -22 
Z 0423 (26) 0085 


漢字 シン セ サ イ ザー 
あと りえ フォ ンマ タッ プ 


パー ソナ ルコ ンピュータ (PC-98 XL* な ど ) や EWS で アウ ト 
ライ ン ・ フ ォ ン ト を 作成 する シス テム 。 デ ザイ ナー が 基本 的 な 
字画 を デザ イン すれ ば , 後 は オペ レー タ が フォ ント を 作成 し て 
いく こと が で きる 。 文字 使用 関連 業種 へ の 販売 を 行う 。 価格 は , 
パー ソナ ルコ ンピュータ 用 が 510 万 円 , EWS 用 が 980 万 円 。 
問合せ 先 
電 170 東京 都 豊島 区 巣鴨 1-3-1 
f? 03(946) 3677 


PIXEL (No. 80) 
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わずか 十 数 后 で , メ カニ カル ゲー ム を 駆逐 し た ビデ オ ゲ ー ム は 


ます ます その 面 哲 さ を 増 


し て いる 。 そ れ を 支え て いる の は も っ 
ば ら 電 用 技術 の 進歩 だ 。 そ し て と うと う 


3 次 元 CG を 利用 する 


も の まで 出現 し た 。 限 りな く 人 工 環 境 に 授 近 する ビデ オ ゲ ー ム 


の 歴史 と 現在 を 眺め て みよ う 。 


佐 来 。 ビ デオ ゲー ム の 画面 は ディ スプ レイ 技術 の 一 つの 極限 
を 追求 し た 形 と 考え られ , 狭義 の コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ ク 
A (CG) と は 接点 が な か っ た 。 し か し , ゲー ム に 要求 され る 表 
現 内 容 は 必然 的 に CG に 結び 付い て いか ざる を 得 な いも の で あ 
oko Boh, この “約束 され た 結合 " を 実現 し た 製品 が 相次い 
で 出現 し た 。 そ こ で ,。 コン ピュ ー タ ・ ア プリ ケー ショ ン の 一 つ 
と し て ビデ オォ ゲー ム が 出現 し て か ら 最 近 の CG を 使っ た ゲー ム 
まで を 振り 返る と と も に , 併せ て ゲー ム と CG の か か わり に つ 
ゅ いて も 改め て 考え て みよ う 。 


ケ ゲーム マ シン の 歴史 
アミ ュー ズ メ ント ・ マ シン の 歴史 は 長い 。 ギ リ シ ャ 時 代 の 神 
殿 で の か が り 火 に よる 自動 開閉 扉 , 江戸 時 代 の か らく り 人 形 , 
戦後 お お い に 流行 っ た の ぞ き か らく りな ど , 遊興 施設 と そこ に 
設 ら えら れ た 設備 の 関係 に み ら れ る よう に , 古今 東西 を 問わ ず 
多く の 人 が 集まる と ころ に アミ ュー ズ メ ント 機能 を も っ た 機械 
類 が 発達 し て きた 。 こ の 流れ の 中 で は っ きり と ゲー ム マ シン の 
形態 を 確立 し た 最初 の も の は , お そら く ア メリ カ の カジ ノ マ シ 
ン の 中 の ある 種 の も の だ ろう 。 カ ジノ の 設備 は , ① ポ ー カ ー の 
よう に も っ ぱら 道具 を 使っ て 人 間 同 士 が 対話 的 に 行う も の ,② 
ルー レッ ト な どの よう に マシ ン を 使う が それ を 操作 する 人 間 に 
ポイ ント を 置い て いる も の 。③ ス ロッ トマ シン の よう に プレ ー 
ヤー が 機械 だ け を 相手 に し て プレ ー す る も の 一 一 に 分 類 で きる 

が , ここ で 述べ よう と し て いる の は ③ で ある 。 


最初 カジ ノ ク マ シン と し て 出現 し た アミ ュー ズ メ ント ・ マ シン 
に は 。 先 に 述べ た スロ ッ ト マ シン や ピン ボー ル な ど が ある 。 こ 
れ ら は 最初 , 賭博 機械 と し て 発達 し た の だ が , し ば らく する う 
ち に 酒場 の 余興 に 使わ れる ゲー ム マ シン と し て 定着 し た 。 こ こ 


か ら 本 格 的 な ゲー ム マ シン の 歴史 が 始ま っ た と 考え られ る 。 い 
っ た ん 始ま っ て か ら は 普及 ・ 発 達 び きわめて 速かっ た 。 大 人 か 
ら 子 供 ま で その 対象 を 広げ , 内 容 的 に も ドラ イブ ゲー ム や シュ 
ー テ ィング ゲー ム 。 野球 や ゴブ ルフ な ど 現 実 の イベ ント や スポ ー 
ツ を シミ ュ レ ー ト する と いう 現在 の ゲー ム の 要素 は , 当時 す で 
に ほとん ど が 出現 し て いた 。 

し か し , 初期 (50 年 ほど 前 ) の ゲー ム マ シン は その 動作 メカ 
ニズム を 単純 な 電気 機械 式 (単純 な スイ ッ チ や リレー で 結構 複 
雑 な も の を 実現 し て いた ) に よら ざる を 得 ず 。 ゲ ー ム の リア リ 
ティ ー を 支え る リア クシ ョ ン も も っ ぱら メカ ニズム に よる も の 
で あっ た 。 そ の た め シ チュ エー ショ ン や スト ー リ ー は 大 き な 制 
約 を 受け , ゲー ム に 馴染 む 対 象 と そう で な いも の と の ギャ ッ プ 
を 埋め る こと は で き な か っ た 。 


その 後 ゲ ー ム の 技術 的 要素 が 研究 され , その 結果 と し て マサ 
チュ ー セ ッ ツ 工科 大 学 (MIT) で ビデ オォ ゲー ム が 開発 され た 。 
これ は TTL (トラ ンジ スタ 論理 回 路 ) で 構成 され て お り (CPU 
は な し ), 四角 い 棒 や や 丸 形 の シン ボル を 表示 し な が ら 記 号 化 さ れ 
た 抽象 の 世界 に 遊ぶ と いっ た も の で , それ まで の ゲー ム の 流れ 
で ある 具象 の シミ ュ レ ーション と は 一 線 を 画す る も の で あっ 
た 。 あ る 意味 で は エレ クト ロニ クス の 助け に よっ て , 初め て 具 
体 的 現実 と 離れ た 抽象 世界 を 対象 と し た 遊び の 新しい 形式 が 加 
わっ た と も いえ よう 。 この 種 の ゲー ム は 最初 アタ リ 社 に よっ て 
アー ケー ド ゲ ダー と し て 発売 きれ, その後 ぞくぞく と パリ エー 
ショ ン を 増やし て いっ た 。 こ の 中 に は 多く の ファ ン を 獲得 し た 
テー ブル テニ ス や ピン ボー ル ゲ ー ム 。 プ ロック くず し な どの 白 
計 ビデ オ ゲ ー ム が あっ た (技術 的 に カラ ー 表 示 は 難し か っ た )。 
日 本 で は この ころ か ら ビ デオ ゲー ム を 生産 する よう に な っ た 。 


続い て アメ リカ で 世界 最初 の CPU を 使用 し た ゲー ム が 出現 
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タイ トー の 初期 の CPU ゲー ム 「 ス ペー スイ ン ベ ー ダ ー」 の ゲー ム 中 画面 


し た 。 白 黒 で は ある が CPU の 使用 に よっ て 多く の 条件 分 岐 や 例 
外 処 理 を 実現 し , 対話 的 に 得 ら れる 情報 量 が 増え た 。 こ れ に より 
ゲー ム マ シン の 差別 化 は 質 的 な 内 容 を 競う も の に 変化 し て い 
く 。 日 本 で も 早速 。 類 以上 も の が 作ら れる よう に な っ た 。 そ の 
代表 的 な も の に スペ ー ス イン ベー ダー が ある 。 こ れ は イン テル 
の 8080 を 使っ た 2 番目 の CPU ビデ オ ゲ ー ム で , 日 本 の アー ケ 
ー ド ・ ビ デオ ゲー ム の あけ ぼ の と な っ た 。 最 初 に 白黒 版 が 作ら 
れ 最 終 的 に は カラ ー 化 きれ た が , ビッ トマ ッ プ ・ デ ィ ス プレ イ 
を 使っ て いた の で 画面 の 高速 な 書換 え は 難し く , その スピ ー ド 
に 見 合っ た ゲー ム 内 容 を 模索 する こと が 結果 的 に ゲー ム の コン 
セプト を 煮詰め る こと に も な っ た 。 ま た , この あたり か ら 日 本 
製 の ゲー ム マ シン が 世界 へ 出荷 され 始め た 。 そ し て 高速 化 を 困 た 
し て カラ ー 化 され た イン ベー ダー や や 。 新しく 出現 し た パッ クマ 
ン な ど が 輸出 きれ る よう に な る と , 世界 の ビデ オ ゲ ー ム の 開発 
は 日 本 が イニ シア チ プ を 取る よう に な っ た 。 


画面 の 高速 な 書換 え を 実現 する た め ハ ー ド ウエ ア に よる スプ 

ライ ト が 出現 し 。 ギャ ラク シア ン な どの より 技術 的 に 進歩 し た 
きれ いな 映像 を も つ ゲ ー ム が 実現 し た 。 こ の と きか ら 現 在 ま で 
約 10 年 の 間 。 基本 的 に は この 大 枠 の 中 で の 進歩 が 追求 され た 。 
また 。 メ イン チッ プ は MC 6800 か ら MC 68000 へ (アメ リカ で 
は 最初 8080 A や Z80 A, 6502 も 使わ れ た ) 世代 交代 し た C7 
ー ム 用 に は 68 系 の チッ プ が 好ま れ , 現在 は MC68020/ 
MC 68030 へ の 交代 途上 に ある )。 


ここ まで は 画面 表示 に 奥行 き が な く , 佑 剛 的 な 視点 が 当たり 
前 で あっ た 。 し か し プレ ー ヤ ー か ら は も っ と 主観 的 な 視点 を 求 
め る 声 が 高かっ た 。 そ こ で イン ベー ダー か ら 4 5 年 後に は 疑 
似 的 に 水平 方 向 の 視線 と 動き を 実現 する も の が 現れ た 。 表 示す 
る 物体 の デー タ を 大 幅 に 増やし , 同じ キャ ラク タタ に 対し て も そ 
の 距離 に よっ て 異な る 大 き さ の 形状 デー タ を 使用 する の で あ 
る 。 こ の 新しい 視点 感覚 は プレ ー ヤ ー の 共感 を 呼び , 主観 的 な 
視点 を 提供 で きる ビジ ュ ア ル ・ グ ラフ ィ ッ クス は 次 世代 の ゲー 
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ム マ シン の 不可 欠 な 要素 技術 と みな され る よう に な っ た 。 


こう し て プレ ー ヤ ー の ニー ズ は 高度 化し ,。 その 要求 を 満た す 
た め に は も は や 3 次 元 デ ー タ を 扱う CG 技術 に よる 他 な い 有 段階 
に まで 達し , その 結果 と し て 昨年 か らい よい よ CG を その 表示 
技術 の 基礎 に し た ゲー ム が 出現 し た 。 ミ ッ ド ナイ トラ ン ニ ング 
で ある 。 こ れ は 3 次 元 画像 処理 を し て 画面 表示 を 行う 画 期 的 な 
も の で は あっ た が , 面 の 塗り つぶ し を 行う と ゲー ム の 必須 条件 
で ある リア ル タ イ ム 性 が 損なわ れる た め , 黒い 画面 に 点 だ け を 
描い た 夜景 で あり , 書換 え に あ る 程度 時 間 を か けら れる フラ イ 
ト ・ シ ミュ レー タ と し て 作ら れ た 。 

ミッ ドナ イト ラン ニン グ が 出荷 され た と ころ 。,。 大変 好 評 で ' ぜ 
ひ 昼 間 の も の を 作っ て くれ 」 と いっ た 要望 が 高かっ た そう で あ 
る 。 そ の た め , さら に 高度 な 画面 表示 を 実現 すべ く ゲ ー ム 専用 
の グラ フィ ッ ク ・ エ ンジ ン が 開発 され る こと に な っ た 。 

こう し て 最新 の ゲー ム で ある トッ プラ ン デ ィング や ウイ ニン 
グラ ン が 実現 し た 。 ウ イニ ング ラン は スプ ライ ト を も た な い 新 
し い タ イプ の 描画 ハー ドウ エア と し て , 「 ポ リ ゴ ナ イザ ー」 と 名 
付け られ た ジオ メト リ ・ エ ンジ ン を も っ て いる 。 メ イン CPU は 
座標 変換 まで を 行い , 専用 の カス タム 回 路 で ポリ ゴン を 描画 す 
る 。 こ の カス タム 回 路 を ポリ ゴナ イザ ー と 名 付け た わけ で ある 。 
結果 とも で 最新 の 交え フィ タス ・ ス ー パ ペー ワー クス 却 sm シ ョ ン 
(GSWS) と よく 似 た 構成 の マシ ン に 仕上 が っ て いる 。 


PELES POTI RATT E 

グラ フィ ッ ク ・ エ ンジ ン と し て は 。 描画 専 用 チッ プ を 中 心 に 
カス タム 回 路 を も っ た 専用 チッ プ を 組み 合わ せ た も の を 独自 開 
共に で い 癌 。 まな た スジ キサ と グラ プ キ ャ キッ ク * エ ンジ ゲン を 欄 デ 
モリ を 共有 する 密 結合 構造 を し て お り , この 点 で も 非常 に よく 
似 て いる 。 と は いっ て も GSWS は メー カー が ニー ズ に 先行 し 
て 開発 し た も の で あり , 価格 的 に も か な り 高 価 な も の で ある 。 
対し て CG ゲー ム マ シン は 技術 者 が 提案 し て 作ら れ た も の で は 
な く 。 コ スト 管理 も きわ め て 厳しい 。 し た が っ て , 似 て いる と 
は いっ て も その 中 身 は 全く 違っ た 設計 思想 と 実現 内 容 を も っ て 
いる 。 メ イン CPU の パフ ォ ー マ ンス の 違い (最新 の RISC チッ 
プ vs オー ソ ド ッ クス な MC68000) や , 開発 言語 の 違い (汎用 
性 が 高く 移植 性 を 重視 し た 高級 言語 vs アセ ンプ ブラ ), バス の 仕 
様 の 違い (汎用 性 ・ 拡 張 性 と ネッ トワ ー ク を 前 提 と し た 高速 バ 
ス vs コス トレ ス な 専用 クロ ー ズ ド ・ バ パス ),。 グラ フィ ッ ク ・ エ 
ンジ ン の 仕様 (高速 か つ 汎 用 性 を 最大 限 要 求 さ れ , 標準 グラ フ 
ィ ッ ク ・ パ ッ ケ ー ジ の 走る プラ ッ ト フ ォ ー ム Ys 決ま っ た 形状 を 
決ま っ た 条件 で 描画 する ファ ー ム ウエ ア ) な ど で あ る 。 し か し , 
こう し た 最適 化 設計 と パー ツ の コス ト ・ パ フォ ー マ ン ス 向 上 の 
た め , 現在 の 最新 CG ゲー ム マ シン は 特定 の ソフ トウ エア (専用 
の ゲー ム ) を 走ら せる と いう 条件 で は , 5 倍 以上 高価 な GSWS 
と ほぼ 同等 の ポリ ゴン 表示 速度 を 達成 し て いる 。 
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タイ トー の 「 ト ッ プ ラン ディ ング 」 の ゲー ム 中 画面 


3D-CG ゲー ム の 実際 


前 置き が 長く な っ た が , 以下 で は 実際 の CG ゲー ム を 紹介 し 
よう 。 取り 上 げ る の は , タイ トー の 「 ト ッ プ ラン ディ ング 」 と 
ナル コロ の パカ ニタ ルグラン で ある 。 

還 ト ッ プ ラン ディ ング に つい て 

ゲー ム の 形式 は フラ イト ・ シ ミュ レー タ で あり 。 セミ リア ル 
タイ ムレ スポ ンス (30 フレ ー ム / 秒 は 実現 し て いな い ) で ある 。 
ゲー ム 内 容 は 離 ・ 着 陸 の 操縦 疑似 体験 で 。 ゲー ム を スタ ー ト す 
る と 最初 の 離陸 の 操作 を 行う 。 その後, 日 本 各地 の 空港 へ の 着 
陸 を 繰り 返し , うま く 着 陸 で きた ら シ ー ン が 次 の 空港 に 変わ り 
再び 着陸 を 行う 。 視 界 は 操縦 席 か ら 見 た 空港 周辺 の 空中 か ら の 
景色 に な っ て お り , プレ ー ヤ ー 操 綻 で 見 る 角度 が 変わ る と 新 し 
い 風 景 が 見 えて くる 。 つ まり , 常に 現在 見 を て いる シー ン 以 外 
の デー タ も も っ て お り , 高速 化 の た め に スク リー ン に 入る シー 
ン の デー タ だ け を 選び 出し て 計算 表示 する よう に な っ て いる 。 
座標 変換 の 計算 は 専用 CPU (320C25) を 使い , 塗り つぶ し は 
専用 ハー ドウ エア て 実行 する 。 それ 以外 の 処理 (得点 計算 や 金 
が 投入 され た か どう か の チェ ッ ク な ど ) は メイ ン CPU の 
MC 68000 で 行う 。MC68000 と 320C25 は メモ リ を 共有 する 
構成 に な っ て いる 。 モ ニタ ー の 表示 解像力 は 512x400, 表示 色 
数 は 4,096 色 , 最近 流行 の 体感 ゲー ム で ある た め , ボディ ー 
ノ ソニック サウ ンド を 有 し て いる 。 ま た バイ ク の 走行 シミ ュ レ ー 
ショ ン ・ ゲ ー ム ほど で は な い が 。 キャ ビン が 動い て 飛行 機 の 次 
勢 を プレ ー ヤ ー に 伝え る よう に な っ て いる 。 

高速 化 の 手法 は 。① 四 角形 の み に 特 化し た ジオ メト リ ・ エ ン 
ジン の 設計 , ② デ ー タ の 削減 (視線 方 向 か ら の 面 し か デー タ が 
な い 。 1 つの 建物 を 3 つの 四角 形 ポ リ ゴ ン だ け で 表示 )。 mU 
ゴン どう し の 前 後 判定 は 各 ポ リ ゴ ン に つい て は 行わ ず 。 エリ ア 
プ ブロッ ク を 設定 し て お いて プ ブロッ ク ご と に 前 後 判定 する ーー な 
C*1]3 C415, 


ウニ シグ タン に つい そ 

ゲー ム は フォ ー ミ ュ ラ ・ カ ー レ ー ス で , コー ス や 自分 の 車 ノ 
他 の 車 な ど , す べ て の 物体 は 3 次 元 ポ リ ゴン で 構成 され て いる 。 
視点 は 実際 の フォ ー ミ ュ ラ ・ マ シン と 同じ 地上 80 cm で あり , 
常に グロ ー バ ル な デー タ の 中 で 移動 する 固有 の ロー カル 視点 座 
標 か ら 見 た 視野 を 表示 する 。 バ ッ ク も で き , コー ス を 逆 走 す る 
こと も で きる (裏側 の デー タ も も っ て いる )。 バッ クミ ラー に は 
追い 付い て きた , ある い は 追い 越し た 他 車 が 映る 。 運 動 計算 は 
ェ エン ジン の 出力 特性 。 ギア の ポジ ショ ン ,。 タイ ヤ の 摩擦 係数 
車 重 , 空気 抵抗 , 運動 慣性 な ど 多 く の フ ィ ジ カル な 物性 を イン 
プリ メン ト し た シミ ュ レ ーション 原理 で 行わ れる (スリ ッ プ ・ 
スト リー ム 走 行 も 可能 )。 

リア ル タ イ ム な レス ポン ス を も っ た 画像 を 作り 出す の は ポリ 
ゴ プ ナ イザ ー と 名 付け ぁ 和 だ た ダラ フォ ッ ク * エ ンジ タ で 、。 ゲー ス 
専用 の カス タム ・ ハ ー ド ウエ ア ・ シ ステ ム で あり 。 17/60 秒 ご と 
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に 1,000 個 の ポリ ゴン を 画面 表示 する パフ ォ ー マ ンス を も っ て 
いる 。 

以上 の 仕様 に より 。 ウ イニ ング ラン は これ まで の ドラ イブ ゲ 
ー ム を 超え た より 主観 的 な 体験 ゲー ム に 仕上 が っ て いる 。 具体 
的 に みて みよ う 。 5 段 変速 の ギア を 使っ て 。 スピード と カー デブ 
に 応じ て 加わ る 遠心 力 を 感じ な が ら 限 界 ギ リ ギ リ に ドリ フト さ 
せ て コー ナー を クリ ア す る 手応え は 初め て の も の だ 。 こ れ ま で 
の ドラ イブ ゲー ム で は 実際 の ドラ イ バ ー シ ー ト の 位置 か ら 外 の 
景色 を 眺め る も の は な か っ た 。 ゲ ー ム マシ ン の スク リー ン に は 
自分 の 車 が 他 の 車 や 景色 の 手前 に 映っ て お り , 例え を ば スピ ン し 
た 場合 な ど プ レー ヤー の 目 の 前 に ある 自分 の 車 が くる くる と 回 
転 す る 。 景 色 や 他 の 車 は それ まで の 運動 を 続け て いる 。 こ れ は 
ラジ コン や スロ ッ ト レ ー シ ン グ カ ー の リモ コン 感覚 だ 。 ウ イニ 
ング ラン で は 遠近 感 も 実際 の スケ ー ル 感覚 に 合っ た も の で あ 
0, その 中 を 横 方 向 の 加速 度 (G) を 感じ な が がら コ ー ナ リン グ し 
て いる と テー ル が 滑り 始め る 。 カ ウン ター 気味 に ステ アリ ング 
を 操作 する と ドリ フト が 始ま り , きれ い に コ ー ナ ー を クリ ア で 
きる 。 し か し , この と き シ フト ミス を し た り 和 急激 に アク セル を 
開け 過ぎ る と 一 気 に ス ピン し て し まう 。 ス ピン すれ ば まわ り の 
風景 が 激しく 回 り 。 その 中 を 他 の 車 が 追い 越し て いく 。 バ ッ ク 
ギア に し て ハン ドル を 切り 返し 。 コ ー ス アウ ト し た 車 を コー ス 
に 戻し , 再び 走り 始め る と 逆 走 する こと も で きる 。 相 対 速度 600 
km で すれ 違う 対向 車 は お そる べき 迫力 で 迫り , 脇 を すり 抜け 
下 
こう し た 画面 表示 を 実現 する た め に , 前 述 し た ポリ ゴナ イザ 
ー に よる 高速 ポリ ゴン 描画 機能 を 中 心 に シー ン デ ー タ を 生成 す 
る た め の CIG シス テム (Computor Image Generation Sys- 
tem) を 開発 し , 使用 し て いる 。 ま た , ナム コ で は この CIG シ 
ステ ム と 体感 を 与え を る シス テム と を 合わ せ て 「 シ ステ ム 21」 と 
名 付け , 今後 の アー ケー ド ゲ ー ム の 基本 に な る 中 心 技術 と し て 
位置 付け て いる 。 


CG と ゲー ム の か か わり 


これ まで 述べ て きた よう に , CG の 応用 分 野 に ゲー ム が 新 し 
< 加わ っ た 。 こ れ ま で の CG 技術 の 中 で は , リ アル タイ ム な 画像 
生成 へ く の ア プロ ー チ は それ ほど 活発 に は 追求 され な か っ た 。 し 
か し , ここ で は 基本 的 な 条件 に リア ル タ イ ム な レス ポン ス が 要 
求 さ れ , か つ 厳 し い コ スト ダウ ン 要 請 が あり , その 枠 の 中 で 可 
能 な 限度 の クオ リティ を 模索 する 必要 が ある 。 従来 以上 に 難し 
い 制 約 だ と いえ る 。 し か し , CG 技術 が 普遍 的 で 汎用 な 技術 に 
育つ た め に , こう し た 条件 は 当然 克服 され る 必要 が ある 。 有 要素 
技術 は それ を 包含 する 総合 技術 全体 に 制約 を 課す る も の で あっ 
て は な ら な いか ら だ 。 ゲ ー ム だ け で は な く 今 後 多く の 実務 分 野 
に 用 いら れる で あろ う CG 技術 は , こう し て 多く の 制約 を 次 々 
と 解決 する こと で 応用 の 利く 技術 と し て 発達 し て いく の で あろ 
う 。 建築 な どの プレ ゼン テー ショ ン に CG が 応用 され 始め た と 
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き に 求め られ た 条件 と し て , 適切 な 納期 で 必要 と され る レベ ル 
の クリ オ テ ィ を 実現 し 。 リテイク (手直し 製作 ) に 耐え られ る 
製作 体制 と 生産 シス テム を 確立 する と いう テー マ が あっ た が , 
ゲー ム に CG を 応用 する こと が 一 般 化 すれ ば また 別 の 切り 口 か 
ら 生産 性 を 高め る と いう ノウ ハウ が 生ま れる だ ろう 。 

と は いえ , CG 技術 の 応用 は まだ 始ま っ た ば か り だ 。 各 種 の 仕 
事 の 中 に CG を いか に 利用 する か と いう 応用 技術 の 開発 は , ま 
だ これ か ら 本 格 化 する 問題 で ある 。CG を 利用 する ゲー ム も さき 
ら に 高度 な も の に 進化 する だ ろう か ら , 今後 そう し た CG 以外 
の 要請 に こたえ る か た ち で CG の 進歩 が 活発 に な り , 袋小路 に 
入り か け て いた CG の 発達 が 正常 な も の に な る こと が で きれ ば 
な より だ と 考え る 。 


ゲー ム の 発達 に つい て 

これ まで 述べ な か っ た が , も と も と ゲー ム に は 具象 的 な 内 容 
を 追求 する も の と 抽象 的 な 世界 を 演出 する も の が ある 。 表 示 技 
術 の 発達 は まず リア リティ ー を 実現 する た め , こう し た 進歩 は 
最初 も っ ぱら 環境 型 の ゲー ム を 進化 させ る 。 現実 の ビデ オ ゲ ー 
ム 発 達 史 を みて も , 記号 的 ゲー ム か ら 具 体 的 疑似 体験 ゲー ム へ 
の 流れ が 明確 で あろ う 。 そ れ を 支え て いる の は マン ・ マ シン ・ 
イン タフ ェ ー ス の 進歩 で あり , 具体 的 に は リア ル サ ウ ンド ・ シ 
ステ ム に よる 聴覚 。 CG に よる リア ル な 視覚 ,。 ボディ ー ソ ニッ ク 
や 動き の 伝達 に よる 体感 な ど で あ る 。 換言 すれ ば , ゲー ム は 環 
境 そ の も の へ の 道 を 着実 に 進ん で いる と いう こと で も ある 。 も 
okb, マン ・ マ シン ・ イ ンタ フェ ー ス の 進歩 は いずれ より 高 
度 な 記号 的 象徴 性 を 実現 する で あろ うか ら , 今後 われ われ を 取 
り 囲む 環境 は 手 に 取る こと の で きる 現実 と 虚構 (仮想 世界 ) の 
多重 化 さ れん た リア リティ ー を も つこ と に な る で あろ う 。 これ は 
遊び の クリ エー ショ ン あ る い は アミ ュー ズ メ ント の 普遍 化 で あ 
る 。 ゲ ー ム の 中 に 存在 する 遊び や お し ゃ れ 心 , ゆとり の エッ セ 
ンス は 今後 生活 の 中 の 要素 技術 と し て 拡散 し 日 常 化 し て いく で 
あろ う (例え ば , か らく り 時 計 の 流行 や ネオ モダ ン 建 築 の 隆盛 
Eke 
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Sun が 画 期 的 な WS を 続々 と 発表 の 予定 


ソー クス テー ショ ン の トッ プ ・ ベ ペン ダー で ある サン ・ マ イク 
ロ シ ス テム ズ 社 の スコ ッ ト ・ マ クニ ー リ 社長 ら が 語っ た と ころ 
に よる と , サン は これ まで の 長い 沈黙 を 破っ て , 今年 の 第 二 四 
半期 以降 に きわ め て 意欲 的 な 新 製品 を 数 多く 発売 する こと に な 
り そ う が だ 。 

同社 の 新 製品 は MPU 別に みる と 。 モト ロー ラ 系 。 イ ン テ ル 
0, SPARC 系 の 3 種類 に 分 けら れる 。 

モト ロー ラ の MC 68030 を 用 いた ワー クス テー ショ ン と し て 
は , 3.5 MIPS の ロー エン ド GWS が 1 万 ドル くら い の 価 格 で 
出 て くる 見 込み 。 同じ く ク ロッ ク 周 波数 33.3 MHz の 68030 を 
用 いた 7 MIPS マシ ン が 3 万 ドル くら いで 第 二 四 半期 に 発表 さ 
れる 予定 。 ま た , イン テル の 1i80486 を 用 いた 10 MIPS マシ ン 
の 年 内 発表 も 予定 され て いる 。 

RISC アーキテク チャ で ある SPARC を 用 いた シリ ー ズ と し 
て は 3 機種 が 予定 され て いる 。 低 価格 な デス クト ッ プ 型 は 
10—13 MIPS, 2.5 MFLOPS, デス クサ イド ・ モ デル が 10-15 
MIPS, 3 MFLOPS で 2 万 ドル 程度 。 上位 の サー バー・ モ デル 
が 15—20 MIPS, 4 MFLOPS で 約 4 万 ドル を 予定 し て いる 。 参 
考 ま で に , 現状 の Sun- 4 /280 は 10MIPS, 1MFLOPS で ある 。 

SPARC は Scalable (拡張 可能 ) の 言葉 通り , 使用 する 回 路 
設計 ・ 製 造 技術 に よっ て 段階 的 に 性 能 を 向上 させ る こと が 可能 


な アー キテ クチ ャ で ある 。CMOS ゲー ト ア レイ を 用 いた 現在 の 
Sun-4 は 10 MIPS で ある が , これ を CMOS カス タム に し た も 
の が 10~20 MIPS の 能力 を も つ 。 さ ら に ECL バージョン で は 
35~40 MIPS, 10 MFLOPS と いう SPARC チッ プ の 発表 が 今 
年 末 か ら 来 年 始め に 予定 され て いる 。 さ ら に , 1991 年 か ら 92 年 
に か け て は 250 MIPS の ガリ ウム 克 素 チッ プ の 発表 も 予定 され 
て いる あっ 

Sun ワ ー ク ステ ーション は これ まで グラ フィ ックス に 騰 い と 
され て きた が , 今後 は グラ フィ ックス も 画 期 的 に 強化 され る 予 
定 。 同 社 で は 24 ビッ ト (1,667 万 色 同 時 表示 ) が ワー クス テー 
ショ ン の 標準 に な る と みて お り , ハイ エン ド な グラ フィ ッ ク 性 
能 と し て は 現在 の 15 万 3 次 元 ベ クト ル / 秒 。 2 万 シェ ー デ ィ ッ 
ド ・ ポ リコ ン / 秒 か ら 80~100 万 3 次 元 ベ クト ル / 秒 。15 万 シェ 
ー デ ィ ッ ド ・ ポ リ ゴ ン / 秒 に な る と 推測 され て いる 。 

低 価 格 な デス クト ッ プ 型 に も 新しい チッ プ を 搭載 し た 画 期 的 
な グラ フィ ックス が 採用 され る 予定 で あり , 13 万 3 次 元 ベ クト 
ル ノ 秒 が 見 積 も ら れ て いる 。 また , これ に は 4M バ イト の フロ 
ッ ピ と 富士 通 の 100 M バイ ト ・ デ ィ ス ク も 予定 され て いる 。Sun 
は は っ きり と と NeXT ワー クス テー ショ ン を 意識 し て お ぉ おり 。 Sun 
が コン ピュ ー タ ・ シ ョ ッ プ で 買え る 日 も そう 遠い こと で は な い 
で あろ う 。 


立石 電機 が 低 価格 な 2 次元 GWS を 発表 


パー ソナ ルコ ンピュータ を ベー ス と し た パー ソナ ル CAD が 
非常 に 勢い づい て 伸び て いる が ,。 ソフ トウ ェ エア が 高 機能 化す る 
一 方 で 。 ハ ー ド ウェ エア の 限界 か ら グ ラフ ィ ッ ク 機 能 を も っ た ワ 
ー ク ステ ーション へ の 乾 要 が 高まっ て いる 。32 ビッ ト ・ パ ソコ 
ン や いわ ゆる UNIX パソ コン も これ に 呼応 し た も の と も 考え 
られ る が , これ ら は グラ フィ ッ ク ・ プ ロ セ ッ サ を も っ て お ら ず , 
CPU の 負担 な し に グラ フィ ッ ク の 計算 を 行う こと は で き な か 
うだ 。 

こう いっ た 状況 の 中 で , 100 万 円 を 切る MC 68030 ベー ス の 
低 価格 ワー クス テー ショ ン LUNA を 出し て いる 立石 電機 が , 
標準 構成 で グラ フィ ッ ク 機 能 を も ちな が ら 170 万 円 と いう 低 価 
格 を 実現 し た GWS を 投入 する 。 

同社 が 今回 発表 し た ワー クス テー ショ ン は 4 機種 で 。 この う 
ちな GWS の "グラフィック ワー クス テー ショ ン LUNA-GW」 に 
は デス クサ イド 型 と デス クト ッ プ 型 の 2 機種 が ある 。 両機 種 と 
も 基本 的 に 2 次 元 GWS C, CAD/CAM/CAE が 主 な 利用 分 野 
と し て 想定 され て いる 。 デ スク サイ ド 型 GWS は , ク ロッ ク 周 波 
数 33.3 MHz の MC 68030 を MPU i£, ASIC に よる グラ フィ 


ッ ク ・ プ ロ セ ッ サ を 用 いて 60 万 ショ ー ト ・ ベ クト ルン ノ 秒 を 実現 
し て いる 。 価格 は ハー ド デ ィ スク 。 ディ スプ レイ な ど を 含め て 
約 500 万 円 と な っ て いる 。 デ スク トッ プ 型 GWS は 従来 の 
LUNA の ビッ トマ ッ プ ・ デ ィ ス プレ イ ・ ボ ー ド を 新開 発 の グラ 
フィ ッ ク ・ ボ ー ド に 換え た も の で , 10 万 ショ ー ト ・ ベ クト ル ノ 
秒 の グラ フィ ッ ク 表 示 能 力 を も つ 。 こ の モデ ル で は 20 MHz 7 
ロッ ク の MC68030 が 用 いら れ て いる 。 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 は 
1,670 万 色 中 256 色 同 時 表示 可能 で , 価格 は 標準 構成 で 170 万 
円 で ある 。 こ の 他 に 1.3G バイ ト ま で の ハー ド デ ィ スク を 搭載 
可能 な ファ イル ・ サ ー バ ー・ モ デル と ,。 シス テム と し て 利用 す 
る ため の ディ スク レス ・ モ デル が 発売 と な る 。 

周辺 機器 と し て は , LUNA が 標準 装備 し て いる PC スロ ッ ト 
(PC-9800 シリ ー ズ の 互換 スロ ッ ト ) 用 アク セラ レー タ ・ ボ ー ド 
と し て トラ ンス ピュ ー タ が 加わ る 他 。 NeXT な ど で 話 題 に な 
0, ソニ ー の NEWS ワー クス テー ショ ン 用 に も 発表 され て い 
る MO ディ スク (書換 え 可 能 な 光 磁 気 デ ィ ス ク ) も 接続 可能 に 
Z5. 
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3 次 元 建築 企画 設計 支援 シス テム 


ダイ ナウ ェ ア は , 斜線 制限 , 日 陰 ・ 逆 
日 陰 も 統合 処理 で きる 3 次 元 建築 企画 設 
計 支 援 シ ステ ム 「DYNA ARCH IPLAN,; 
の 販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は 。 タブ レッ ト で 地図 を その ま 
ま 写 し 取る こと に より 簡単 に 敷地 形状 を 
入力 で きる 建築 用 設計 支援 ソフ トウ エア 
で ある 。 ま た , 入力 され た 敷地 の 情報 へ 
建物 を 建築 する 際 の 用 途 地域 。 容積 率 , 
建坪 率 。 斜線 制限 , 日 陰 規 制 な どの 法 的 
な 規制 の 入力 が , 法律 知識 が な く て も 簡 
単に 行え を る 。 入 力 さ れ た 敷地 の 建物 が 2 
階 建て 以上 の 高層 構造 を な し て いる 場 
合 , 各階 の 法 的 な 規制 も 自動 計算 る きれ る 。 
計算 結果 は 3 次 元 の メッ シュ 型 の 等 高 線 


と し て 画面 に 表示 され , 360' あ ら ゆ る 月 


度 か ら 見 る こと が で きる 。 操作 は , メニ 
ュー と タブ レッ ト に より 行え る 。 

作成 デー タ iX, 次 元 建築 設計 用 ソフ 
トウ エア で ある ダイ ナパ ー ス 3 に 読み 込 
むこ と も で きる 。 MEC €4»»45— 
ス 3 と と も に 建築 分 野 で の 需要 を 見 込ん 
で いる 。 

価格 は 100 万 円 。 PC-9801 シリ ー ズ の 
MS-DOS で 動作 する (PC-98XL* は ノー 
マル モー ド の み )。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 ダ イナ ウェ ア 
$8563 大 阪 府 池田 市 石橋 1-9-13 
Z 0727(62)8201 


2 次 元 図面 か ら 立 体 図 作 成 


日 本 自動 作図 研究 所 
日 本 自動 作図 研究 所 は , すべ て の 平面 
図 を 立体 図 に 変え る 3 次 元 図形 処理 シス 
テム 「Koma View」 の 販売 を 開始 し た 。 
Koma View は , 設計 , 配置 図 な どの 
2 次 元 図面 か ら 簡 単に 立体 図 を 描く こと 
が で きる 3 軸 同 時 入力 の 図形 処理 シス テ 
ム で ある 。 立体 図 作成 の 経験 が な く て 


作図 が 行え る と いう 簡単 な 操作 を 実現 し 


て お り 。 短 時 間 の トレ ー ニ ング で 複雑 な 
イラ スト も 作成 で きる よう に な る 。 同社 
で は デモ な ども 行っ て いる た め 。 実際 に 
操作 する こと が で きる 。 

価格 は 。 パ バー ソナ ルコ ン ビ ピュータ, X- 
Y プ ロッ タ を 含め た シス テム で 300 万 


er ナ ュ -r 
Reto. Club. 


問合せ 先 : 有限 会 社 日 本 自動 作図 研究 所 
$5169 東京 都 新 宿 区 高田 馬場 1-31-8 
Z 03(204)7090 


- 


ASIC の 論理 設計 CAD シス テム 


富士 通 は 。 セ ミカ スタ ム LSI に RAM, 
ROM を 組み 込む 際 の 回 路 デ ー タ を 自動 
的 に 生成 する ソフ トウ エア 「BANK- 
CAD」 シ ステ ム の 販売 を 開始 し た 。 

これ まで ASIC( 特 定 用 途 向け LSD) の セ 
スズ ダム も ESE の 中 で ゲー ドア デレ イオ や 
スタ ンダ ー ド ・ セ ル に RAM や ROM の 
デー タ を 組み 込む た め に , 同社 の 大 型 コ 
ンピュータ や EWS を 用 いて 回 路 デ ー タ 
を 生成 し て いた 。 こ れ で は 客 が 自ら 回 路 
の シミ ュ レ ーション を 行う こと が 困難 で 
あり , 能率 が 悪い こと か ら , パー ソナ ル 
コン ピュ ー タ で 実現 で き る 論理 設計 用 
CAD シス テム が 生ま れ た 。 

シネ テム は 。 パー ソナ ルコ ン シ ン ピュ ー 
FMR シリ ー ズ で 稼働 し 。 パー ソナ ルコ 
ンピュータ 上 で 必要 な セル を コン パイ ル 
する こと に より , 遅延 時 間 を 含ん だ シミ 
ュ レ ーション ・ モ デル を 生成 する こと が 
で きる 。 こ れ に より , 従 来 に 比べ て 約 138 
間 の 設計 期間 の 短縮 が 見 込ま れる 。 ま た , 
BANKCAD で 生成 し た 回 路 デ ー タ を シ 
ミュ レー ショ ン 用 ソフ トウ ェ エア NEWN: 
CAD の 入力 デー タ と し て 使用 する こと 
が で きる 。 適用 分 野 は , CMOS( 相 補 型 金 
属 酸 化 膜 半導体 ) の スタ ンダ ー ド ・ セ ル , 
ゲー ト ア レイ な ど で あ る 。 

価格 は 10 万 円 。 また SRAM ジェ ネ レ 
ー タ 。 ROM ジェ ネ レ ー タ と も 6 万 5.,000 
円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 富士 通 株 式 会 社 MOS 事業 部 
技術 支援 部 

8211 神奈 川 県 川崎 市 中 原 区 上 小田 中 
1015 ZÆ 044(777)1111 


汎用 2 次 元 CAD/CAM/CAE 


武藤 工業 

武藤 工業 は , 汎用 2 次 元 CAD/CAM/ 
CAE シス テム 「Expert Design VISION 
ver 4.0」 の 販売 を 開始 し た 。 

Expert Design VISION は , 2 次 元 
CAD シス テム Easy Draf? の 上 位 機種 と 
し て 位置 付け られ る 製品 で あり , Easy 
Dra? と 同じ く ス イス の ベン チャ ー 企 業 
AEL アド バン スト ャ グラ フィ ッ ク ェ < シス 
テム ズ 社 と の 技術 提携 に より 完成 し た 。 
同 シ ステ ム は , 自社 ノウ ハウ を 組み 込ん 
だ オリ ジ ナ ル CAD シス テム の 構築 。 お 
よび 応答 性 ・ 操 作 性 へ の 要求 が 高まっ て 
いる こと に 対応 し て いる 。 

増大 する 一 方 の 図面 ファ イル を 体系 
的 ・ 階 層 的 に 管理 で き 。 ワイ ルド カー ド 
に よる 検索 も 可能 で あり , 操作 中 の 不明 
な 点 に 関し て は 日 本 語 オ ン ラ イン ・ マ ニ 
ュ ア ル を 画面 上 に 表示 する こと が で き 
る 。 さらに 。 個々 の ユー ザー ご と の ノウ 
ハウ を プロ グラ ム 化 し て ユー ザー*・ コマ 
ンド を 作成 し た り 。 オ ペレ ーション ・ フ 
ロー を シス テム に 組み 込み 自動 設計 を 支 
援 す る 中 間 言 語 が サポ ー ト され て いる 。 

機能 的 に は , 表示 され て いる 画面 の 要 
素 の デー タ を 取り 出し て その 値 を 変化 さ 
t, その 結果 を 即座 に 表示 する エン ジニ 
アリ ング ・ ス デレ ッ ド シー ト 。 パラ メー 
タ や 設計 仕様 値 を 指定 する の み で 自動 的 
に 図面 を 作成 する パラ メト リッ ク ・ モ デ 
リン グ 。 1 つの 画面 に 複数 の ファ イル が 
呼び 出せ る マル チ フ ァイル / マ ル チ ウ ィ 
ンド な どの 機能 が 装備 され て いる 。 操作 
は 極力 自動 化 さ れ て お り , キー を 使う 回 
数 が 少な く て すむ 。 


価格 は 。 ホス ト ・ コ ンピュータ 。 主 記 


PIXEL (No. 80) 


憶 8M バイ ト , 130M バイ ト 固 定 デ ィ ス 
ク 装備 の HP9000 シリ ー ズ を 採用 し た 
基本 シス テム で 800 万 円 か ら 。 シ ステ ム 
に は デリ ン ア 。 ダラ レッ ト 。、 デーブ プ ドラ 
イブ が 付属 され る 。 オ プシ ョ ン で プロ ッ 
タ の 接続 も 可能 で ある 。 


問合せ 先 : 武藤 工業 株 式 会 社 総合 企画 
室 48154 東京 都 目黒 区 中 目黒 4-6-1 
f? 03(760)6111 


省 操作 の 汎用 パー ソナ ル CAD 


アン ドー ル は 。, 同社 の パー ソナ ル CAD 
の 設計 思想 で ある “ 省 操作 "を さら に 推し 
進め た 汎用 CAD 「CADSUPER SX III; 
の 販売 を 開始 し た 。 

同社 で は パー ソナ ル CAD の 設計 思想 
と し て , 少な い 操 作 で た くさ ん の 作業 を 
行 を る こと を 目的 と し て いる が , この コ 
ン セ プ ト の も と に 新 製品 が 発表 きれ た 。 
同 製品 は , 32 ビッ ト ・ パ ー ソ ナル コン ピ 
ェ ー タ を ペー だ ども だ も AD ケシ メデ ム で 
bU, マル チ ウ ィ ン ド 上 で マク ロキ ー や 
マク ロコ マン ド を 使用 し て 操作 で きる 。 
マク ロキ ー は 空い て いる キー に 対し て 割 
り 付 ける こと が で き , それ ら は 簡単 に 呼 
び 出 せる 。 

機能 的 に は , 部 品 な どの 指定 し た 部 分 
を 複写 ・ 移 動き せ て 他 の 部 分 と の 干渉 を 
チェ ッ ク す る ドラ ッ ギ ング ・ シ ミュ レー 
ショ ン 機 能 。 前 も っ て 指定 し て いた 図面 
部 分 を ソワン タッ チ で 拡大 ・ 縮 小 す る マル 
チズ ー ミ ング 。 パラメータ を 入力 し て 図 
形 を 作成 する パラ メト リッ ク 機 能 な ど が 
装備 され て いる 。 ま た , 最大 3 万 要素 の 
大 き な 図 面 デ ー タ を メモ リ 上 で 操作 する 
た め 高 速 な 作業 が 可能 で ある 。 

価格 は 138 万 円 。 PC-9801, FMR, パ 
ナコ ム な どの パー ソナ ルコ ンピュータ で 
稼働 する 。 


問合せ 先 : アン ドー ル 株 式 会 社 CAE シ 
ステ ム 部 

650 兵庫 県 神戸 市 中 央 区 中 町 通 2-3-2 
t? 078(351)5241 


400dpi の A4 イメ ー ジ スキ ャ ナ 


シャ ー プ は , A4 サイ ズ で 最高 400dpi 
の イメ ー ジ スキ ャ ナ 「JX-40」 の 販売 を 開 
始 し た 。 

JX-400 は , A4 サ イズ の 原稿 を 最高 
400dpi( 約 15.77 ドッ ト /mm) の 高 解像度 


で 読み 取る こと が で きる 。 さら に , 30 
--400dpi の 範囲 で 解像度 の 指定 が で き , 
0.04 4 イン チ の 間隔 で 読取 り 範囲 指 定 が で 
きる 。 これ ら の 機能 を 組み 合わ せる こと 
に よっ て 拡大 ・ 縮 小 ・ レ イア ウト な ど を 
行 グ こと が で きる 。 

読取 り 階 調 は , 256/16/4 階 調 また は 二 
値 化 の 指定 を する こと が で きる 。 中間色 
の ある 原稿 も , 疑似 階 調 処理 と し て 組織 
ディ ザ 法 と 誤差 拡散 法 を 用 いて いる た め 
最適 な 状態 で 読み 取れ る 。 組織 ディ ザ 法 
は , マト リク ス を 設定 し て マト リク ス 内 
で 疑似 的 に 階 調 を 表現 する 方 法 で あり , 
誤差 拡散 法 は 過去 の 変換 結果 に 基づい て 
ドッ ト の 差 を 動 的 に 変換 する 方 法 で あ 
る 。 ま た , 読み 取っ た 後 は MTF( 変 調 伝 
送 関数 ) 補 正 に よっ て エッ ジ を 改善 し , B 
像 の 鋭さ を 向上 きせ る 。 さらに 出力 の 際 
は ガン マ 補 正 を 行っ て 各 出 力 デ バイ ス に 
合わ せ た 濃 度 に 設定 で き る 。 実際 の 読取 
り 時 間 は 約 10 秒 と な っ て いる 。 イ ンタ フ 
ェ ー ス は GP-IB。 

価格 は 29 万 8,000 円 で ある 。 


問合せ 先 : シャ ー プ 株 式 会 社 情報 シス 
テム 事業 本 部 第 2 商品 企画 部 
8639-11 奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 町 
492 Z 07435(3)5521 


電算 写植 機 へ の 
コン バー ト ・ シ ステ ム 


東洋 産業 

東洋 産業 は 。 キヤ ノン の DTP シス テ 
ム EZPS の デー タ を 写 研 の 電算 写植 シ 
ステ ム の デー タコ ー ド SK72 に 変換 する 
シス テム 「EZFIT SK レベ ル 1」 の 販売 
を 開始 し た 。 

同 シ ステ ム は 単に 文字 コー ド の 変換 を 
行う の み で は な く , 書体 と 文字 の サイ ズ , 
用 紙 サ イズ や 用 紙 方 向 な どの 用 紙 書 式 , 
組 方 向 ・ 段 数 ・ 段 高 な どの 版面 書式 。 柱 , 


ノン ブル , アン ダー ライ ン ・ 囲 み 夏 ・ ル 


ビ ェ ゃ E 和 村 き ・ 下 付き な どの 各 コ マン ギド 


それ に 大 見 出し ・ 中 見 出し ・ 小 見 出し な 
どの 各 見 出し の 変換 も で きる 。EZFIT の 
指定 で 変換 で き な い も の は ,。 変形 文字 , 
白 抜き 文字 , 回 転 文字 な ど で あ り , 大 部 
分 の デー タ は その まま の デー タ と し て 電 
算 写植 で 使え る 。 

同社 で は すでに 電算 写植 機 に も デー タ 
出力 で きる DTP シス テム Linernote シ 
リー ズ を 販売 し て お り , 今回 の デー タ ・ 
コン バー タ は その ノウ ハウ を 生か し て 開 
発 さ れ た も の で ある 。 

価格 は , ソ フト ウエ ア の み で 118 万 円 , 
PC-9801VX41 を 用 いた トー タル シス テ 
ム は 214 万 9,000 H, PC-9801RA5 を 用 
ぃ いた 場合 は 234 万 9.000 円 と な っ て い 
る 。EZFIT を 使用 する 場合 は EZPS の 
拡張 MS-DOS コン バー タ が 必要 で あ 
る 。 


問合せ 先 : 東洋 産業 株 式 会 社 
恶 101 東京 都 生 代田 区 神田 須田 町 2-25 
f? 03(256)7355 


100 万 円 を 切る 大 型 プ ロッ タ 


グラ フ テ ッ ク は 。 100 万 円 を 切る 低 
価格 機 「 大 型 パ ー ソ ナル プロ ッ タ 7000 シ 
リー ズ 」2 機種 の 販売 を 開始 し た 。 

A1 サイ ズ の 「FP7100」 と A2 サイ ズ の 
「FP7200」 の 2 機種 が 販売 され た 。 そ れ ぞ 
れ , 低 価 格 の 実現 と と も に 専用 の 16 ビッ 
b CPU を も た せ , 高速 処理 が 可能 に な 
っ た 。 専用 の 16 ビッ ト CPU の 内 蔵 に よ 
り , 最大 速度 600mm/ 秒 の 高速 作図 が 可 
能 に な っ た 。 メ カニ カル 解像度 は 0.005 
mm T, 同時 に ペン ・ ソ ー テ ィング や ベク 
トル ・ ツ ソー ティ ング な どの イン デリ ジェ 
ント 機能 を 発揮 する 。 

操作 は LED パネ ル を 見 な が ら 対 話 的 
に 行い , 約 60' の 傾斜 で も 使用 が 可能 。 ペ 
ン は 水性 , 油性 , 鉛筆, ボー ル ペ ン な ど , 
8 本 使用 で きる 。 標準 で 40K バイ ト , オ 
プシ ョ ン で 1M バ イト の バッ ファ メモ 
リ を 内 蔵 し て いる た め , 一 度 に 大 量 の デ 
ー ダ が 送れ る 。 ホ スト ・ コ ンピュータ と 
の イン タフ ェ ー ズ は RS-232C また は セ 
ント ロニ クス に 対応 し て いる 。 

価格 は , FP7100 が 79 万 円 , FP7200 が 
64 万 円 ,。 オプ ショ ン の 1M バイ ト ・ バ ッ 
ファ メモ リ は 6 万 円 。 


問合せ 先 : グラ フ テ ッ ク 株 式 会 社 プロ 
ッ タ 事業 部 営業 部 

$8252 神奈 川 県 藤沢 市 遠藤 1937 

Z 0466(87)4111 
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MS-DOS ファ イル を 
読取 り 可 能 な MacII 


Qo Lut opc 


米国 アッ プル コン ピュ ー タ 社 は , 同社 
の パー ソナ ルコ ンピュータ Macintosh 
シリ ー ズ の 新 製品 と し て , 32 ビッ ト の 
「Macintosh II cx」 を 発表 し た 。 

CPU は 従来 の MacIIx な ど と 同じ 
16MHz の MC68030 を 採用 し て いる が , 
従来 製品 に 比べ て 大 きき さ が コ ン パ クト な 
も の に な っ て いる 。 また , 従来 の Mac と 
異な り ス ー パ ー ド ライ ブ と よ ば れる ディ 
スク ドラ イブ を 採用 し た た め , MS-DOS 
な ど Mac 以 外 の フォ ー マ ッ ト の ディ ス 
ク を 読む こと が 可能 に な っ た 。 ソ フト フ 
エア は 従来 製品 と 互換 性 が ある 。 他 に , 
新規 の 機能 と し て 停電 で シャ ッ ト ダ ウン 
し た 後 。 自動 的 に シス テム が 立ち 上 が る 
オー トリ スタ ー ト 機能 な ど が ある 。 現 在 , 
日 本 語 化 に つい て は 検討 中 で ある 。 

価格 は , 固定 ディ スク な し , 主 記憶 1M 
バイ ト の 基本 タイ プ で 4669 Pv, 


問合せ 先 : アッ プル コン ピュ ー タ ジャ 


パン 株 式 会 社 マー ケティング 部 
二 106 東京 都 港 区 六本木 1-4-30 
Z 03(224)7000 


Macintosh 用 CAD ソフ ト 


シス テム ソフ ト は , XE Claris f£ OD 
Macintosh 用 CAD ソフ トウ ェ エア 「Clar- 
isCAD( 英 語 版 )」 の 販売 を 開始 し た 。 

ClarisCAD iX, Mac 用 に 開発 され た 
建築 , 建設 (AEC), 機械 な どの エン ジニ ア 
リン グ 業 務 や 工業 デザ イン ・ 製 図 と い 
っ た 多目的 デザ イン の た め に 開発 され た 
CAD ソフ トウ エア で ある 。 使 用 ユー ザー 
と し て 初心 者 も 対象 と し て いる た め 。 操 
作 が 簡単 で も る 。 ま た , 付属 の 学習 専用 
ビデ オ テ ー プ を 用 いれ ば 45 分 で その 操 
作 方 法 が 修得 で きる 。 また , テク ニカ ル ・ 
ュー ザー が 図面 を 作成 する 際 も 通常 の 
CAD デザ イン 時 間 の 1/2 の 時 間 で 作成 
で きる 。 

編集 で きる 線 は , 輪郭 線 , 丸 溝 線 。 ^ 
ッ チ ング , 二 重 線 な ど 多 数 が 用 意 き れ て 
お り , 設定 に よっ て , 端 線 , 線 と 線 と の 
交差 , 中 心 点 , 接点 , 角 , 垂 線 , 接線 お 
よび 分 岐 点 に 関し て スピ ー ド アッ プ を 図 
る こと が で きる 。 部 品 や シン ボル は ライ 
プラ リ 作 し て 皇 用 する こと と が で ぞ で 誠 姓 。 f 
た , 部 品 は MacDraw II の デー タ を 利用 
で きる 。 


作成 し た デー タ は , ImageWriter, 
LaserWriter の fE, Mac に つなげる 
PostScript 対応 の プリ ンタ や HP 社 な 
どの 製図 用 プロ ッ タ に 出力 で きる 。 ま た , 
DXF や IGES な どの デー タ に 変換 する 
こと も で きる 。 

価格 は 12 万 8,000 円 。 使用 する に は 固 
定 デ ィ ス ク と System 60 以上 の OS が 
必要 で ある 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 レ セス テム ソフ ト 
恶 810 福岡 市 中 央 区 天神 5-7-2 
f? 092(714)6236 


CD-ROM 標準 搭載 の 32 ビッ ト ・ 
マル チ メ デ ィ ア ・ パ ソコ ン 


富士 通 は , 低 価 格 の 32 ビッ ト ・ マ ル チ 
メデ ィ ア ・ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ 「FM 
TOWNS」 1 機種 2 モデ ル の 販売 を 開始 
し た 。 

マル チ メ デ ィ ア と は ,。 文字 や デー タ な 
どの 他 に 音声 や 音楽 の 世界 , 絵 や 写真 の 
世界 を 情報 と し て 同時 に 扱え る こと で , 
Macintosh や X68000 で は すでに 実現 
され て いる 。 FM TOWNS は , パー ソナ 
ルコ ンピュータ で 初め て 標準 で 540M バ 
イト の CD-ROM ドラ イブ を 装備 し て お 
0, 大 量 の 画像 デー タ 。 音声 デー タ な ど 
を 扱う こと が で きる 。CD-ROM は , グラ 
フィ ッ ク ・ オ ー デ ィ オ の 規格 を 追加 し た 
CD-ROM 拡張 フォ ー マ ッ ト XA * 1 に 
も 将来 。 対応 する 予定 。 オ ー デ ィ オ 機能 
と し て は , FM 音源 十 PCM 音源 十 CD デ 
ジタル オー ディ オ 再 生 に より 高音 質 な 
音楽 ・ 音 声 を 再現 で きる 。 ビ ジュ アル 機 
能 で は , 専用 の 高速 スプ ライ ト 機 能 や , 
1,677 万 色 中 256 色 (640X480 ドッ ト ), 
32,000 色 (320X240 ドッ ト ) な どの サポ ー 
ト に より , 自然 な 色調 の 高速 な グラ フィ 
ッ ク 画 面 を 表示 で きる 。 

CPU に は i80386 を 採用 し, OS に は 
32 ビ ッ ト 本 来 の パワ ー を 発揮 する 
i80386 ネイ ティ ブ モ ー ド を 直接 操作 で 
きる 専用 の TOWN OS を 採用 し た 。PC 
-9801RA の MS-DOS や OS/2 の 16 ビ 
ッ ト 用 OS な ど と 異な り , 本来 の 32 ビッ 
ト ・ ア ー キ テク チャ を 実現 し た 。OS は, 
全 操作 を 画面 上 の アイ コン を 選ぶ だ け の 
マウ ス 操 作 を 基本 と し て いる の で , 難し 
い コ マン ド を 知ら な く て も 操作 で きる 。 

ソフ トウ エア と し て 。,。 絵 ・ 音 楽 ・ 音 声 ・ 
文字 を 自由 自在 に 統合 で きる ハイ パー メ 
ディ ア 対 応 の クリ エー ティ ブツ ー ル 
TownsGEAR や , 3 次 元 分 一 人 AFTER 


BURNER Z£ £ Cf 100 本 の CD-ROM 
ソフ ト を 年 内 に 提供 する 予定 。 さ ら に 。, 
別売 の 専用 日 本 語 MS-DOS Ver.3.1(MS 
-DOS エ ミュ レー タ ) を 利用 すれ ば 
Lotusl-2-3, 一 太郎 な ど FM R-50 シリ 
ー ズ 上 で 動く ソフ トウ エア を 活用 する こ 
と が で きる 。 富士通 フー ド プ ロ セ ッ サ の 
FM-OASYS Ver.1.0 も 本 年 秋 に 提供 す 
る 予定 で ある 。 

価格 は FM TOWNS モ デル 1 が 33 
万 8,000 FJ, FM TOWNS 7v 2 が 39 
万 8.000 円 と な っ て いる 。 

同社 で は , 今回 の FM TOWNS の 発 
売 に あたり , 強力 な 販売 プロ モー ショ ン 
を 展開 し て いく 予定 で ある 。 ま た , FM 
TOWNS の 発表 と 同時 に , 米国 ルー カス 
フィ ルム 社 と 提携 し て マル チ プ レー ヤ 通 
信 ゲ ー ム ソフ ト 「HABITAT」 の 技術 契 
約 を 結ん だ 。 こ れ に より パソ コン 通信 サ 
ービス NIFTY-Serve で , 先進 的 な ゲー 
ム を 提供 する 。 と りあ え ず FM TOMNS 
用 を 作成 する 予定 と いう 。 


問合せ 先 : 富士 通 株 式 会 社 
恶 100 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-1 
Z 03(216)3211 


サー バー 版 TITAN 


クボ タコ ンピュータ は 。 グラ フィ ッ 
ク 。 ス ーー パー ワーク タス チー マンシ ョ デン 
TITAN の サー バー 版 「TITAN サー バ 
ー」 の 販売 を 開始 し た 。 

TITAN は, MIPS HO RISC プロ セ 
ッ サ R2000 を CPU に 採用 し た 並列 演算 
型 の グラ フィ ッ ク ・ ス ーー パー ワーク ステ 
ーション で あり , 特徴 と し て ベク トル ・ 
ユニ ッ ト に よる 高速 グラ フィ ッ ク 描 画 能 


PIXEL (No. 80) 


力 が あげ られ る 。 今回 発表 きれ た サー バ 
ー 版 は グラ フィ ッ ク 機 能 お よび その 周 
辺 装置 を 除い た 演算 専用 の コン ピュ ー タ 
と し て 低 価 格 化 を 図っ た も の で ある 。 同 
じ 価 格 帯 の ミニ コン ピュ ー タ に 比べ て 5 
7-10 倍 の 価格 性 能 比 を 有 し て いる 。 

ハー ドウ エア は 。1---4 プロ セッ サ 。16M 
7-128M バイ ト 主 記憶 。 380M 一 2280M バ 
イト 固定 ディ スク , 最大 10G バイ ト の 外 
部 記憶 装置 な ど で 構 成 さ れる 。OS iX, 
UNIX System V 十 4.3BSD, 最適 化 C コ 
ン パ イラ ,。 最適 化 FORTRAN コン パイ 
ラ が 使用 で きる 。 整数 演算 性 能 は 1 プロ 
Xo 49 TIOSMIPS, ま デ ゼロ セッ サ ぞ 
64MIPS, 浮動 小数 点 性 能 は 16(1 プロ セ 
»3-)—-64 MFLOPS (4 プロ セッ サ ) で ある 

同社 で は , 適用 分 野 と し て 分 子 設計 , 
構造 解析 , 金融 レミ ュ レ ーション な ど を 
見 込ん で いる 。 


問合せ 先 : クボ タコ ンピュータ 株 式 会 社 


企画 室 
$160 東京 都 新宿 区 新宿 2-8-8 
Z 03(225)0931 


X68000 シリ ー ズ を 拡充 


シャ ー プ は , 同社 が 販売 し て いる パー 

ソナ ル ワ ー ク ステ ーション X68000 の 新 
機種 と し て , 主 記憶 2M バイ ト を 標準 装 
備 し た シリ ー ズ の 最上 位 機種 「X68000 
EXPERT シリ ー ズ 」 と ,。 標準 機種 
「X68000 PRO シリ ー ズ 」 の 販売 を 開始 
し た 。 

両 シ リー ズ と も , CPU は 従来 と 同じ 
16 ビ ッ ト MC68000 を 採用 し て いる が , 
標準 で 65,536 色 同 時 表示 可能 , スプ ライ 
ト 機能 , スー パー イン ポー ズ 機 能 , FM È 
源 , 音声 合成 機能 な ど , ゲー ム , テ レビ , 
オー ディ オ を 意識 し た マル チ 機 能 を 継承 
し て いる 。 新 製品 で は , 主 記憶 2M バイ 
ト の 標準 実装 (EXPERT) や 40M バイ ト 
固定 ディ スク 内 蔵 な ど ユ ー ザ ー の 使用 範 
囲 が 拡張 され て いる 。 ま た , 拡張 スロ ッ 
ト と し て 4 スロ ッ ト 内 蔵 さ れ て いる た 
d, MIDI ボー ド , 増設 RAM ボー ド , 
FAX ボー ド , 数 値 演算 プロ セッ サ ・ ボ ー 
ド な ど が 内 蔵 で きる 。 

OS は 従来 と 同じ 同社 オリ ジ ナ ル の 
Human68k の Ver.2.0 を 搭載 。 マルチ ウ 
ィ ン ド 上 で マル チタ スク 的 な 処理 を 行う 
こと が で きる 。 従来 の X68000 シリ ー ズ 
の ソフ トウ エア を その まま 使用 で きる 。 
また 。 ファ イル アク セス 時 間 は 2 倍 に ス 
ピー ドア ッ プ し , UNIX 的 な ヒス トリ 機 


能 。 alias 機能 。 バッ チ 機 能 な ど を 備え て 
いる 。 漢字 入力 の た め の 日 本 語 フ ロン 
ト ・ プ ロ セ ッ サ は 標準 装備 し て いる 。 

価格 は , 主 記憶 2M バ イト の EXPERT 
シリ ー ズ が CZ-612C(40M バイ ト 固 定 デ 
ィ ス ク 内 蔵 型 ) が 46 万 6000 FJ, CZ - 
602C( 固 定 デ ィ ス ク な し ) が 35 万 6,000 
円 。 主 記憶 1M バイ ト の PRO シリ ー ズ 
の CZ-662C (固定 ディ スク 内 蔵 ) が 40 万 
8,000 円 と CZ-652C( 固 定 デ ィ ス ク な し ) 
が 29 万 8.000 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : シャ ー プ 株 式 会 社 電子 機器 


事業 本 部 テレ ビ 事 業 部 第 4 商品 企画 部 
W 329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 
T 0287 (43) 1131 


サイ クロ ン が バー ジョ ン ア ッ プ 


トゲ 


アン ス ・ コ ン サ ル タ ン ツ は , レイ ・ ト 
レー シン グ ュ < ソ プ ウエ デア ナイ グロ 
の バー ジョ ン ア ッ プ を 行う と 発表 し た 。 
また 。 同時 に サイ クロ ン 用 の アニ メー シ 
ョ ン 作 成 ツ ー ル 「 ア ニ メ キ ッ ト 」, サイ ク 
ロン 開発 ツー ル 「 サ イク ロン AART」 の 
販売 を 開始 する 。 

サイ クロ ン は 。PC-9801。 X68000 な ど 
の パー ソナ ルコ ンピュータ で 動く レイ ・ 
トレ ー シ ン グ *・ レ ンダ リサ ング ・ ア メデ トッ ウ 
ェ エア で あり , レン ダリ ング の 機能 以外 に 
も モデ リン グ の 機能 を も っ て いる 。 F 
の バー ジョ ン ア ッ プ で は , 機能 面 で は モ 
デラ ー 部 分 に ポリ ゴン ・ モ デラ ー が 追加 
ah, > ビン ダリ ング 都 分 で は デシ チェ エ 
イリ アシ ング 。 光源 ファ イル の コピ ー な 
どの 機能 が 追加 され る 予定 で ある 。 ま た , 
性 能面 で は 。 レン ダリ ング に ボク セル 分 
割 法 を 採用 し 大 幅 な 演算 速度 の 向上 が 実 
現さ れる 。 同社 に よる と 。 同じ パー ソナ 
ルコ ジジ ビ ェ ォ ー ダ 放 〆 ギ ギャ ドレ ウー シグ え ィ 
ソフ トウ エア C-TRACE で 10 日 か か る 
計算 が 34 分 で 実現 で きる 。 


サイ クロ ン AART は 。 ソ ー ス プロ グ 
ラム を 公開 し た も の で ある 。 これ は 最近 
要求 きれ て いる 3 次 元 CG と CAD と の 
デー タ 変 換 に 対応 し た も の で ある 。 自社 
で レイ ・ ト レー シン グ の アル ゴリ ズム の 
研究 。 設計 ・ 開 発 を 最初 か ら 行 うに は 膨 
大 な 開発 コス ト が 必要 と され る こと か 
D, レン ダリ ング 部 分 の み の ソ ー ス を 公 
開 し た 。 こ れ に より , 非常 に 少な い 開 発 
コス ト で 。 レイ ・ ト レー シン グ の アル ゴ 
リズ ム を 自社 製 の ソフ トウ エア に 組み 込 
ん で デー タ 交 換 に 使用 する こと が で きる 
よう に な る 。 記 述 言語 は LatticeC ver 3.2。 

アニ メキ ッ ト は , サイ クタ クロン で アニメ 
ーション 作成 を 行う 際 の ソフ トウ エア で 
あり , 16 コマ / 秒 の アニ メー ショ ン を 作 
成す る こと も で きる 。. ダ イナ ミッ クム ー 
プ 機 能 と よ ば れる 動画 機能 を 使い , サイ 
クロ ン で 作成 し た 3 次 元 画像 を 回 転 。 移 
動 な ど を させ る こと が で きる 。 

サイ クロ ン AART と アニ メキ ッ ト は 
サイ クロ ン 本 体 が な いと 動作 し な い 。 
価格 は 。 サ イク ロン AART が 39 万 
円 。 アニ メキ ッ ト が 5.000 円 と な っ て い 
る 。 サ イク ロン 本 体 の バー ジョ ン ア ッ 
プ は 無料 で ある 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 ア ンス ・ コ ン サ ル タ 
ン ツ «u810 福岡 市 中 央 区 平 丘 町 68 
A 092 (522) 6347 


超 高 速 A/D, D/A コン バー タ 


アナ ログ ・ デ バイ セ ズ 


アナ ログ ・ デ バイ セ ズ は , 超 高速 の 12 
ビッ ト A/D, D/A コン バー タ 「AD9005」 
の 販売 を 開始 し た 。 

AD9005 は 。 トラ ッ ク ・ ホ ー ル ド 回 路 , 
電圧 リフ ァ レ ンス ・ タ イミ ング 回 路 を 内 
蔵 し 。 アナ ログ 信号 の デジ タル 処理 に 必 
要 な 機能 を 小型 46 ピン ・ ハ イブ リッ ド 
(アナ ログ / デ ジタル )DIP に 備え て いる 。 
変換 は 独自 の サブ レン ジ 変 換 方 式 に よ 
り 。 サ ンプ ルレ ー ト が 10MSPS(MHz サ 
ンプ リン グ / 秒 ) の 超 高 速 変換 が 可能 で あ 
Zo S/N 比 64dB, 高周波 歪み ー72dBc 
で ある 。 

同社 で は , レー ザー・ デ ジタル ・ オ シ 
ロス コー プ 。 医療 用 スキ ャ ナ ,。 高速 通信 
な ど へ の 需要 を 見 込ん で いる 。 

価格 は 25 万 6,300 円 。 


問合せ 先 : アナ ログ ・ デ バイ セ ズ 株 式 会 
tt マー ケティング 部 企画 課 
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T 03(263)4788 
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PC-98 用 グラ フィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ 
バー ジョ ン ア ッ プ 


ALAA Lh bU eqs 

イシ ガキ エム ・ イ ー・ エ ス は ,。 PC-9801 
用 の グラ フィ ッ ク ・ ラ イブ ラリ 「 超 高速 
グラ タウ アイ ィ イツ ッ グ スー ティ オリ テオ Hi 
Level Graphics Ver 2.1」 の バー ジョ ン 
プ ツブ を つ だ 。 

HGX は , OS(MS-DOS) に 対し て グラ 
フィ ッ ク 機 能 を も た せる と 同時 に , PC- 
9801 独自 の グラ フィ ッ ク ・ プ ブ プロセッサ 
GDC の 機能 を 直接 使用 する こと に より , 
高速 に 描画 を 行う グラ フィ ッ ク ・ ラ イブ 
ラリ で ある 。 今回 ノー マル モー ド 用 
HGX on98 と ノー マル / 高 解像度 モー ド 
用 HGX on XX 両方 の バー ジョ ン ア ッ 
プ が 行わ れ た 。 今回 の バー ジョ ン ア ッ プ 
で は , PC-98 シリ ー ズ 全 機 種 に 対応 する 
と と も に ,。 ライ ブラ リア クセ ス 言 語 が 増 
や され た 。 

PC-98 シリ ー ズ の ほとん どの 機種 で 
使用 可能 で ある が , E/F/M の み 拡 張 機 
能 の 使用 が で き な い 。 使用 可能 な 言語 は 
MS C, Lattice C, MS Pascal, MS 
FORTRAN, MS BASIC な どの コン パ 
イラ 言語 の 他 , dBASE III な どの 簡易 言 
語 と な っ て いる 。 

パー ジョ ン ア ッ プ 価格 は 無償 と な っ て 
いる 。 新規 に 購入 する 場合 は 。 HGX on 
98 が 3 万 8.000 A, HGX on XX が 5 万 
8,000 円 と な っ て いる 。 


LA 


問合せ 先 : 株 式 会 社 イ シ ガ キ エム ・ イ 
ー・ エ ス 

電 130 東京 都 墨田 区 両国 2-20-12 
03(633)1761 


MEGATEK tt: GWS を 販売 


セン チュ リリ サー チ セ ンタ は 。 昨年 。 
米国 MEGATEK 社 と 日 本 に お ける 総 
販売 代理 店 契約 を 結ん だ が , 今回 第 1 回 
第 品 と し て 「Sigma20」 の 販売 を 開始 し 
だ も 

Sigma20 は 。 サン ・ マ イク ロ シ ス テム 
ズ 社 の Sun シリ ー ズ を ベー ス と し て 。, 
MEGATEK 社 が グラ フィ ッ ク 機 能 を 追 
加 し た グラ フィ ッ ク ・ ワ ー ク ステ ー シ ョ 
ン (GWS)。 追加 され た グラ フィ ッ ク 機 能 
| 
だ ンジ ジン どー テー 生み で か で 
エア デア で ある も る 。 

OHC は フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ を 搭載 し 
て いる グラ フィ ッ ク ・ ボ ー ド , TT は ディ 


スプ レイ ・ リ スト メモ リ を 搭載 , ICP は 
入力 制御 を 行う プロ セッ サ で あり , グラ 
フィ ッ ク 描 画 は CPU で は な く こ の 専用 
プロ セッ サ が 行う 。 グラフィック 専用 ラ 
472955 TBM-ACLESS/20, 
EXPLORE/20 が 用 意 さ きれ て いる 。 基 本 
的 に Sun の CPU は 通常 の アプ リ ケ ー シ 
ョ ン な ど に 使用 する よう に 勧め て いる 
23, Sun の 標準 の グラ フィ ッ ク ・ ラ イブ 
ラリ で ある Sun CORE や CGI 2 2 6 1$ 
載 し て いる 。 そ の た め 。 Sun で 開発 され 
た 専用 の グラ フィ ッ ク ・ ア プリ ケー ショ 
ン の 実行 や Sun 用 の グラ フィ ッ ク ・ ア プ 
リケーション の 作成 も 可能 で ある 。 専 用 
グラ フィ ッ ク ・ エ ンジ ン を 使用 し た 際 の 
グラ フィ ッ ク 能 力 は , 2 次 元 ベ クト ル が 
30 万 本 / 秒 。 3 次 元 ベ クト ル が 20 万 本 / 
秒 , グ ロー・ シ ェ ー デ ィング を 用 いた 3 次 
元 ポ リ ゴ ン 塗り つぶ し が 2 万 個 / 秒 と な 
っ て いる 。 有 ZZ バッ ファ は 16 ビッ ト 。, 同時 
表示 可能 な 色 は 1.670 万 色 と な っ て いる 。 
価格 は , 主 記憶 8M バイ ト , 固定 ディ 
スク 288M バイ ト の 標準 型 に グラ フィ ッ 
ク 機能 を フル セッ ト 装 備 し て , Sun-3 ベ 
ー ス の モデ ル 3060 が 1,200 万 円 , 同 モ デ 
ル 3200 が 1,700 万 円 , Sun-4 ベー ス の モ 
デル 4100 が 1,700 万 円 , 同 モ デル 4200 
331,900 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : セン チュ リ リサ ー チ セン タ 
株 式 会 社 営業 開発 第 2 部 
8103 東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 3-6-2 
t? 03(665)9828 


PC-9800 シリ ー ズ 用 
NTSC フレ ー ム ・ バ ッ フ P 


メイ ゴー・ マルチ デー は, 7 9800 
シリ ー ズ 用 の 画像 処理 用 フル カラ ー・ フ 
レー ム ・ バ パ バッファ ・ ボ ー ト 「FBN98」 の 
販売 を 開始 し た 。 

同 製品 は , 研究 所 や デザ イン 事務 所 で 
の フル カラ ー の 画像 処理 用 に 作ら れ た も 
の で ある 。 通常 , 画像 処理 は 白黒 や 少な 
ゅ い カ ラー で 行っ て いる が 。 これ を 使う こ 
と に より フル カラ ー で の 解析 が 行え る 。 
画像 処理 用 に 作ら ん れ た も の で ある た め , 
この フレ ー ム ・ バ パッ ファ 用 ペイ ント ・ ソ 
フト ウェ エア や CG 用 ソフ トウ エア は 提供 
され な い 。 メ モリ は 1024X512X3 ピク 
セル で R.G、B 各 8 ビッ ト ( 約 1.5M バイ 
ト ) で ある 。 

また 。 シ ンク ジェ ネ レ ー タ を 搭載 し て 
いる こと か ら , 内 部 ・ 外 部 同期 の ビデ オォ 
入出 力も 可能 で ある 。 パ ー ソ ナル コン ピ 


ュー タ か ら の アク セス は DMA 可能 な 
メモ リマ ッ プ ・ バ ンク 方 式 で , 配列 は 処 
理 し や すい ピク セル マッ プ を 採用 。 メ モ 
リア クセ ス お よび デモ 用 の サン プル ソフ 
トウ エア が 付い て くる 。 

価格 は 36 万 円 と な っ て いる 。 


問合せ 先 : 株 式 会 社 メ イコ ー・ マ ルチア 
ー ト 画像 処理 事業 部 

8150 東京 都 渋谷 区 恵比寿 1-19-15 
03(447)8737 


A3 プロ ッ タ の 新 機種 


グラ フ テ ッ ク は ,。 A3 プロ ッ タ の 新 機 
種 と し て 「 新 ・ マ イプ ロッ ト 4000 シリ ー 
ズ 」 の 販売 を 開始 する 。 

新 シ リー ズ は ,。 A3 サイ ズ 小 型 プ ロッ 
タ の マイ プロ ッ ト シ リー ズ を 新しく し た 
も の で , 低 価 格 ・ 高 性 能 を 実現 し た 。 販 
売 が 開始 され た の は , 専用 の エン ジン で 
ある デジ タル サー ボ DS 搭載 の 「MP 
4300」「 MP4400」 と , 普及 型 の 「MP 
4100」「MP4200」 の 4 機種 。 デ ジタル サ 
ー ボ は , 640mm/ 秒 の 描画 速度 と 0.005 
mm の 高 分解 能 を 有 し , この クラ ス で 
は 最高 の 高速 ・ 高 画質 を 実現 し た 。DS 
を 作動 きせ る の に 専用 の 16 ビッ ト CPU 
を 使用 し て いる た め , ペン ・ ソ ー テ ィ ン 
グ な どの イン テリ ジェ ント 機能 も 実現 し 
je, また 。 40 KK パイ ト の パッ ファ メモ リ 
を 装備 ホスト ・ コ ンピュータ か ら 大 量 
の デー タ が 受信 で きる 。 両方 と も JIS 第 
1/28 2 水準 漢字 , 記号 な ど 約 6,900 文字 
を 内 蔵 し て いる 。 MP4300 と MP4400 の 
操作 は , LCD パネ ル を 見 な が ら の 対話 型 
で 行う こと が で きる 。 

価格 は 。 IM バイ ト FD AW, 16 ビッ 
ト の MP4400 が 26 万 8,000 円 , MP4300 
が 19 万 8,000 円 , 8 ビッ ト CPU で 静 電 
吸着 式 の MP4200 が 14 万 8,000 円 , マグ 
ネッ ト 方 式 の MP4100 が 12 万 8,000 円 
と な っ て いる 。 


問合せ 先 : グラ フ テ ッ ク 株 式 会 社 プロ 
ッ タ 事業 部 営業 部 

8252 神奈 川 県 藤沢 市 遠藤 1937 

Z 0466(87)2221 


PIXEL (No. 80) 


文房具 感 常 で 日 常 性 D CAD と コン ピュ ー ダ " 


グラ フィ ッ ク ズ 


From The Editor s Desk 


PIXEL で は 高度 な 3 次 元 コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス や CAD/ 
CAM の 紹介 が 多い が , それ は 現在 の 日 常 性 を 離れ た 何 か 新 し いも の 
を 紹介 し た いと いう 編集 者 の 性 で あっ て , それ ら が 現在 誰 に で も 求 
め ら れ て いる か , 現 往 の ニー ズ や コス ト に 適合 し て いる か どう か と 
は 列 で ある 。 ワ ー ク ステーション に し て も 。 ハ イエ ンド で 高価 な 3 
次 元 ワ ー ク ステ ーション が 誰 に で も 必要 で ある どい うこ と は な い 。 

kit, グラ フィ ックス や CAD を 簡単 に 自分 の も ちの に し て し まお う 
と いう 府 囲 気 が 高まっ て いる 。 3 次元 の グラ フィ ックス を や る ん だ 
と いう 思い 詰め た 感じ で は な く , 文房具 的 に , 本 当 に 紙 の 上 に サラ 
サラ と 絵 で メモ を と る よう な 感じ で 利用 する 。 も ちろ ん , 2 次元 で 
いい し , 簡単 に 色 ま で つけ て し まお う 。 また , 簡単 な CAD シス テム 
を 使え ば , 立派 な 図形 デー タ が で き て し まう 。 技術 文書 の 中 の 絵 や 
打合せ 用 の スケ ッ チ , カ ラー の プレ ゼン テー ショ ン が 簡単 に 作れ る 。 

これ だ け CAD や グラ フィ ックス が 身近 に な っ て きた の だ か ら , も 
っ と 手軽 に コン ピュ ー タ で 絵 を 描け ば いい と 思う 。 PIXEL cii 
し い 話 ば か り 掲 載 す る の で , コン ピュ ー タ で 絵 を 描く こと を 業務 の 
中 に 限定 し た り , 特定 の 専門 家 で な けれ ば 使え な いよ うな 印象 を 与 
え 続け て きた 罪 は 確か に あろ うと 反省 し て いる 。 

日 常 性 の CAD や グラ フィ ックス , 文房具 感覚 の CAD や グラ フィ 
ックス が も っ と 使わ れ て いい 。 部 高 解像度 で あっ た り , フル カラ ー 
で あっ た り は 必ず し も 要ら な い 。 と に か く 〈 く 。 す で ぐに 使え る 道具 で あ 
る こと が 第 一 だ 。DTP に し て も , 研究 者 の 間 で は 論文 作成 用 に TeX 
の 利用 が 常識 に な りつ つ あ る 。 これ も 組版 の 専門 家 の た め の DTP で 
は な く , 組版 に つい て は 素人 の 日 常 性 の DTP で ある 。 

その 場合 の コン ピュ ー タ に つい て も 高級 か ワー クス テー ショ ン は 
要ら な い 。 あ っ て も 問題 は みな い の だ が 。 高価 だ か ら 誰 に で も 使え る 
と どい う も の で は な い の で 。 パー ソナ ルコ ンピュータ で いい 。 警 沢 を 
言わ せ て も ら そ る な ら , REA MS-DOS の パー ソナ ルコ ンピュータ 
は 遂 慮 し た いと か ね て か ら 思 っ て いる だ け で ある 。 ユ ー ザ ー・ イ ン 
タフ ェ ー ス を 考え る と ネッ トワ ー ク や 広い メモ リ 空 間 . マル ナチ ジョ 
プ や マル ナチ ウィン ド な ど は や は り 人 和 欲し い 。 そ れ に も う 少 し 解像度 の 
高い モニ ター が 欲し い 。 そ の よう な ニー ズ に 合っ て いる の で あろ う 
か が 。 マッ キン トッ シュ の 人 人気 が 旬 速 に 高まっ て き て いる 。 あ の ハイ 
パー カー ド は 一 度 使 っ た ら 離 せな いで あろ う 。 た だ し ,。 アッ プル 社 
の パー ソナ ルコ ンピュータ は 日 本 で は 価格 が 高い の が 難 で ある 。 日 
本 の メー カー に 私 の 求め て いる パー ソナ ルコ ンピュータ の 製品 化 を 
期待 し て いる 。 

1989 年 5 月 1 日 


m m R * 


Ia 


コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス が グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン の 
分 野 に どん どん 進出 し て いる 。 印刷 原稿 の た め の コ ン ピ ュ ー 
タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 画像 の 制作 だ け か ら , 最近 ご は バー ソナ ル 
コン ピュ ー タ 上 で 最終 完成 原稿 まで 作成 し て し まう つと いう 
DTP の 流れ を くん だ 印刷 の プリ ププ レス 処理 まで が 行わ れ 始 
め て いる 。 

コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス な ら で は の 豊富 な 色彩 を 利用 
し た カラ ー・ シ ミュ レー ショ ン の 容易 さ は , デザ イン ツー ル こ 
し て の デザ イナ ー の 作業 ば か り で は な く , CG に 対す る 意識 ま 
で 改革 し つつ あり , 今や デザ イン の 現場 に お いて な く て は な ら 
な いも の と いう 認識 が され つつ ある 。 グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ザイ ン 
分 野 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 応用 の 広がり は , 
グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン と いう 分 野 を も 変革 し て し まう 可能 性 
が ある 。 今後 も コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 非常 に 重要 な 
ポジ ショ ン を 占め る も の と し て , 需要 の 拡大 を みる つえ で も 大 
変 注目 され る 。 

また 最近 で は , 操作 性 に 優れ た CG シス テム の 登場 に より , コ 
ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス は 一 部 の 特別 な 人 で な く て も 利用 
で きる よう に な りつ つ あ る 。 デ ザイ ン 分 野 で , エア ブラ シ な ど 
と 同様 の ーー つ の ツー ル と し て 積極 的 に 利用 し て いる 電脳 デザ イ 
ナー が 増え て いる 。 PIXEL 4 月 号 の CG グラ ンプ リ 速 報 で も 結 
介し た よう に , その 作品 の クォリティ の 高 さ は 目 を みはる も の 
が ある 。 投稿 作品 の 数 の 多 さ な どか ら み て も デザ イン 分 野 に お 
ける その 潜在 需要 の 大 き さ は , コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
第 二 世 代 と も いえ る よう な 大 き な 広 が り が 期待 され る 。 こ の 特 
集 で は , グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン の 分 野 に お いて コン ピュ ー タ ・ 
グラ フィ ックス が ご どの よう に 利用 され て いる か , また デザ イン 
に コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス を 利用 する た め に は 何 が 必要 
な の か を 考え る 。 

今回 の 特集 で 紹介 する 例 だ けが グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン 分 野 
で の コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス で は な い 。 デ ザイ ナー の 意 
識 変革 が 起こ る こと に よっ て , また どん な 発想 を する CG の 異 
才 が 現れ る や し れ な い 。 今後 が 楽し み で ある 。 

PIXEL で は 今後 シリ ー ズ 企画 と し て , グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ 
ン 分 野 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 最新 の 話題 を 
お 届け する 予定 で ある 。 ご 期待 下さ い 。 


@ グ ラフ ィ ッ ク ・ デ ザイ ン に お ける CG の あり 亡 

デザ イン 事務 所 に お ける パソ コン CG の 活用 事例 と し て , R 
体 例 を あげ な が ら デ ザイ ン 作 業 に お ける CG の あり 方 を 紹介 す 
る 。 


@ DAI - MEDIA 


グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス ,。 デ ジタル (E74) ペイ 
ント ボッ クス , ミラ ー ジ ュ を メイ ン と し て , クリ エー タ 上 自身 が 
創作 を し , 最終 原稿 まで 作成 で を る アー チ ス ト の た め の デ ザイ 
ン ツ ー ル を 紹介 する 。 


る 09 グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ナー の た め の デ ジタル 

ペイ ン テ ィ ン グ 人 入門 

デザ イナ ー の 作業 ば か り で な く , 意識 を も 改革 し つつ ある 
CG シス テム と いか に 付き 合っ た ら よ いか , CG が 本 当 に よく わ 
か る 数 少な い 現 役 デ ザイ ナー が その コツ を 伝授 する 。 


@ バ パソコン に よる プリ ・ プ レス 処 時 


パソ コン に よる 印刷 の プリ ・ プ レス 処理 が DTP の 普及 に 伴 
い 。 話 題 に な っ て いる 。 実際 に 印刷 の 現場 で は どの よう に 取り 
扱わ れ て いる の か , CG と 印刷 に 精通 し た 著者 が や さ し く 解 説 
する 。 


特集 
ププ イリ ク 


グフ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン に お ける DG 


ナラ イ ント 


お ける 6 し 0 の あり 方 


ム や ハー ツナ ル ュー2 の 時 代 で 3 


(さじ め に 


コン ピュ ー ダ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) を グラ フォ ィ ッ クッ デザ 
イン で 使用 する 場合 単に プレ ゼン テー ショ ン の ツー ル と し て 
使用 する 場合 と , 2 次 元 , 3 次 元 の 作画 を 通し て 総合 的 な デザ イ 
ン ツ ー ル と し て 便 用 する 場合 に 分 けら れる 。 前 者 は 主 に プレ ゼ 
ン テ ー シ ョ ン の 省力 化 が 目的 で あり , 後者 は より 新しい ビジ ュ 
アル 表現 の 開発 が 目的 で ある 。 

当社 の CG は 約 2 年 前 , 新しい デザ イン 開発 の 先行 投資 と し 
て 導入 され た 。 当 時 は 日 本 の パソ コン CG の 究明 期 で あり , いっ 
せい に 低 価 格 CG シス テム が 発表 され た 。 パ ソコ ン CG は , それ 
目 体 低 価格 で あり , 周辺 機器 が 充実 し て いる こと , プロ グラ ム 
BC M Ban MAE ー ム の 影響 で か な り の レベ ル 
まで は 資料 が そろ うこ と な ど に よ da 
いる 。 また , 最近 の CPU の 高 性 "n より 以前 の 大 型 機 に 比 
する ほど の キャ パシ ティ を も っ て き て お り 。 パソ コン CG の 普 
及 と と も に 本 格 的 CG の 末端 へ の 広がり は , 今 ま さ 
と いっ た だ 様相 を 呈し て いる 。 

本 稿 で は , 具体 的 な グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン の 制作 過程 を 通 

て , レイ ・ ト レー シン グ の 魅力 に 迫っ て みた いと 思う 。 
一 制作 環境 
1) . ハ ー ド ウェ エア 

e CPU(PC-9801 VX 44- TURBO-386-- 80387) 

@ プ フレーム ・ パ ッ プ ファ (image maker, 1,024 X512 x 4) 

@ バ ソコ ン ・ モ ニタ ー(14 イン チ PC-KD S854) 

@ RGB モニ ター(20 イン チ VM-300) 

@ 日 本 語 プ リン タ (PC-PR 101 F 2) 


嘆 條 な 制作 過程 を 通し て , 
デザ イン の 中 の CG の 占め る 位置 多 , 
ン 事務 所 の 立場 か ら 考 える 。 


に 爆発 寸前 


テン dom 
デザ ノイ 


@ イ メー ジ ・ ス キャ ナ (JX-200) 

@ ク プレット (HDG 1111 B) 

€ RAM-DISK(4M バイ ト ) 

@ 増設 ハー ド デ ィ スク (20 M バイ ト ) 

@ カ メラ (プレ ゼン テー ショ ン の た め の 管 面 撮影 
(20 ソフ トウ エア 

@ MS-DOS Ver.2.11 (Microsoft) 

© vi-EDIT スク リー ン エディ ター( ア スキ ー) 

e RAY-TREKII(7 4 —7 4) 

e 3D animation system (+ A 3) 

€ 2D paint system( ナ ムコ ) 

€ C-Compiler (各種 ) 

e 目 社 開発 画像 処理 ソフ ト 


"Personal AS" の ポ ボス ター (B1) 


この 作品 の デー タリ スト を 表 1 に 示し , 制作 順に 解説 を 加え 
Dy 
① ク ライ アン ト と の 全体 的 な コン セン サス を も と に 。 ディ レク 
クー と CG デ ザイ ナー と の 間 で 全体 の コン セプト を まとめ 
る 。 TOR CG デザ イナ ー は , CG を いか に 効果 的 に 作品 に 反 
映 さ せる か を 突き 詰め な けれ ば いけ な い 。 
イメ ー ジ を 固め る 過程 に は 2 つの タイ プ が ある 。1 つ は 既 
KO CG 作品 か ら 発 展 さ せる 場合 で 。 もう 1 つ は ラフ スケ ッ 
チ の イメ ー ジ を 人 視覚 化 さ せる 場合 で ある 。 今回 の 場合 は 後者 
の 方 で , “新しい 技術 の 創造 "と いう コン セプト を も と に 作ら 
れ た 。 
当初 スキャン ライ ン で 制作 する 方 針 だ っ た が 。 マッ ピン 


"lj SEL 


内 エー ス デ ザイ ン CG 8102 東京 都 文京 区 後楽 2-2-10 


一 
Un 
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26 42 26 374237 7070100 100100100 286286286 490 490 490 
m 


切断 する 前 の 球 の 大 き 
DESHS— EZ DE: 


グ 能 力 。 質感 表現 能力 に お いて RAY-TREKII の 方 が 数 段 騰 
る こと が わか り 変 更 し た 。 

② 文 字 位置 , 配色 な ど を 考慮 し て 3 次 元 で の 構成 を 決定 する 。 
この 際 。 各 パー ト の 形状 が モデ リン グ 可 能 か どう か 判断 し , 
か つ 。 メ モリ 容量 。 計算 時 間 に つ いて 現実 的 選択 を する 。 E 
細 な 形状 。 質感 の うこ だ わり が その 構想 の 全体 の 断念 に つなが 
ら な いよ うに する 。 

この 作品 の 場合 , 卵 か ら PC 画面 へ の メタ モル フォ ー ゼ で 

長径 42, 短 径 26 の 椿 円 体 の 全体 か ら 半径 800 の 球 の 一 部 へ 
の 形 の 変化 と 同時 に 。 gomm y eyano 
反射 率 。 拡散 率 の 変化 で 黄金 色 か ら PC 画面 の 黒 へ の 移行 を 
実現 し て いる 。 各 パー ツ の 制作 過程 で 画面 の 4 隅 を 丸く し て 
ほし いと いう 要望 が あっ た が , 全部 の 変化 過程 の 画面 を 丸め 
る こと に よる 制作 上 の 負担 と か えっ て デザ イン の 面 日 さ が な 
く な る と いう 判断 か ら , 最終 画面 の み 角 を 丸め る こと に 落ち 
着い た 。 

③ 各 パー ツ を 全体 の 座標 系 に 入れ , 視界 を 決定 し , 低 解像度 , 
質感 デフォ ルト で 計算 する 。 ここ で は , 。 グ の それぞれ の 
方 向 か ら レン ダリ ング し て , 形 の 重なり , 前 後 , 上 下関 係 な 
ど を チェ ッ ク す る 。 

④ 同 じ 座標 系 に 球 な ど 計 算 の 負荷 の 少な い ダ ミー を 置き , 質感 
の 徹底 的 な チェ ッ ク を する 。 静 止 画 の CG O38, 0 6 
感 の 方 が 大 切 に な る 場合 が 多い 。 

⑤ 全 体 を RGB 画面 大 の 解像度 (640X480) で レン ダリ ング し 
T, 最終 調整 する 。 こ の 時 点 で は 全体 の 色調 や バラ ンス の ナチ 
ェ ッ ク を し ,。 大 き な 変 更 点 が あれ ば 思い 切っ て 初期 段階 に 戻 
っ て 作業 する 。 

CPU の 能力 が 向上 すれ ば 計算 の 余裕 が で て , 始め か ら す べ 

て の 要素 を 入れ て 計算 し た 方 が よい と 思い が ち で ある が , CG 
デザ イン は 建築 や 絵画 と 同じ で , それ ぞ れ の 作業 を 抽象 化し 
て いく こと が 作品 の 質 の 向上 に つなが る 。 形状 を チェ ッ ク し 
て いる 段階 で 色 は か えっ て 邪魔 で ある 場合 が 多い 。 

⑥ 解 像 度 を 印刷 に 適し た 値 に 上 げ 最 終 レ ンダ リン グ す る 。 印刷 
の 場合 , A4 判 の 仕上 が り で 1.,024x1,024 以上 の ポス ター な 
ど は 最低 で も 1,536 x1,536 以上 必要 で ある 。 

⑦ 最 終 段階 し し て ポ ジフ ィ ル ム に し な けれ ば いけ な い 。 現在 の 
と ころ ,F 社 の レー ザー 出力 が 比較 的 高 画質 を 但 ら れる が , ピ 


76 


⑧ 図 3 は 78 ペ ー ジ , 図 4 は COLOR IMAGES 参照 。 


クセ ル 間 が シャ ー プ な た め , 低 解像度 の 出力 に は 不向き で あ 
る 。1.024X1.024 程度 で あれ ば 1 社 の 出力 サー ビス も 悪く な 
い 。 

作品 の 出力 は 全体 の イメ ー ジ を 左右 する の で 。 で きる だ け 
高 画質 出力 を 選択 すべ き で ある 。 フ ィ ル ム 出 力 の 段階 で 全体 
が 暗く 仕上 が る こと と ,。 マゼンタ 系 が 強く な る 傾向 が ある の 
C, デー タ の 段階 で 考慮 に 入れ て デザ イン し た 方 が よい 。 
図 2 は 画面 の 切断 の 仕方 を 説明 し た も の で , 卵 形 か ら 画 面 へ 
の 変化 が よく わか る と 思う 。 

図 3 は 切断 前 の 球 の 様子 を レン ダリ ング し た も の で , この マ 
ッ ピ ング の 指定 が で き な け れ ば 今回 の 作品 は 生ま れ な か っ た 。 


林 检 办 木 办 作品 ( 因 4 ) 


C の 入門 書 な ど で 再 帰 関数 を 用 いた 木 構造 の プロ グラ ム が あ 
る が 。 これ を 3 次 元 で 表す こと が 当初 の 出発 点 で あっ た 。 

し か し 。 デ ザイ ン に 利用 する こと に な る と , 階層 ご と の 校 の 
角度 , 先端 の 葉 の 色 と 形 の 変化 な ど に 細か な 制御 が 必要 と な り , 


表 1 リス ト 


9 xk ok ook EEEE EEEE EEE EE EEEE E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E i E E EE E i 
* poster.dat METAMORPHOSE シリ り リース 2 

94 kc ok ok ok ok ok ok ok ok oko cole col cococoecocolceceeeelelelololeleleleielelelelelelelelelelejelelelelek 
eye 0 200 -350 

view 0 0 1000 

angle 39 

back 0.6 0.5 0.15 

rez 1536 2048 

light 5000 5000 -5000 1.0 

anti 


——————— ——ÉÁÉÓEEEEEE E E E E E E EE E 
ita = plane 100000 100000 % 背 景 が 見 切れ な い 様 に 
rotate ita x -27 大 き な 板 前 に 傾け て 敷く 。 


move ita 0 -42 0 

mark ita % 計 算 時 間 節 約 の た め 
空間 分 割 の 例外 を 宣言 。 

94 ok ok okok ok kc okcokexetoekoekeeexexetoeeekeIeololeolololeoleleolelololeoleotelelejelejelololeleorerejololololok 

tama 1 = ellipsoid 26 42 26 

tmap tama 1 a:XpicXgamenl.map E 

move tama 1 -80 0 0 


ERRORE EEEE EEEE EEEE EEEE ELELEE E E E E E E E E E E E E E EE E E E E i i ii ii 
tama_2 = ellipsoid 37 42 37 

tmap tama 2 a:¥pic¥gamenl.map 2 1 

move tama_2 0 0 37 

move tama_2 -30 20 10 


EEEE EEE EEEE EEE EEEEEE EE E E E E E E E E E E E E E E E E E E E E EE a iii 


tama_3 = ellipsoid 70 70 100 
tmap tama_3 a:¥pic¥gamenl.map 6 3 


PIXEL (No. 80) 


Cut3 1 
rotate 
tama 3 


auis 2 
rotate 
tama 3 


cut3 3 
rotate 
rotate 
tama 3 


cut3 4 
rotate 
rotate 
tama 3 
cut3 5 


tama 3 


- plane 300 300 
cut3_1 x -30 

- tama 3 - cut3 1; % 球 の 下部 切断 
= plane 300 300 
cut3a.2 x 210 

= tama 3 - cut3 2; % 球 の 上 部 切断 
= plane 300 300 
cut3 3 2 -90 
cut3. 3 y 30 

= tama 3 -.cut3 3; % 球 の 右 部 切断 
= plane 300 300 
cut3 4 2 90 
Cut3_4 y -30 

= tama 3 - cut3 4j; 


% 球 の 左 部 切断 
= ellipsoid 60 60 90 


% 球 の 内 部 切断 


= tama 3 - Cut3 5; 


move tama 3 0 0 100 
move tama 3 20 70 40 


LING LLLLLLLILLLILILIILLLLLLILDIIIILLILILIILIIDLIIIIDIIIIIIITITTIII 


tama 4 


- sphere 100 


tmap tama 4 a:XpicXgamen2.map 6 3 


cut4 1 
rotate 
tama 4 


cut4 2 
rotate 
tama 4 


cut4 3 
rotate 
rotate 
tama 4 


cut4 4 
rotate 
rotate 
tama 4 


cut4 5 
tama 4 


- plane 300 300 
cut4 1 x -30 
= tama 4 - cut4 1; 


- plane 300 300 
cut4 2 x 210 
= tama 4 - cut4 2; 


- plane 300 300 
cut4 3 z -90 
cut4 3 y 30 

- tama 4 - cut4 3; 


- plane 300 300 
cut4 4 z 90 
cut4 4 y -30 

- tama 4 - cut4 4; 


ellipsoid 90 90 90 
tama 4 - cut4 5; 


move tama 4 0 0 100 


rotate 


tama 4 2 5 


move tama 4 50 120 85 


Lid RR RILILLLLLLLILIIIILILILLLLIEIIIIIPIITIIIIIIIITTITTTTITTTTTT 


tama 5 


= Sphere 286 


tmap tama 5 a:YXpicYgamen3.map 14 9 


cutb. 1 
rotate 
tama 5 


Cut5 2 
rotate 
tama 5 


cutb. 3 
rotate 
rotate 


tama 5 


Cut5 4 
rotate 
rotate 
tama 5 


cutb5 5 
tama 5 


- plane 1000 1000 
Cut5 1 x -10 
= tama 5 - cut5 1; 
- plane 1000 1000 
cut5 2 x 190 

= tama 5 - cut5 2; 


= plane 1000 1000 
cut5 3 z -90 
Cut5 3 y 12.56 


s tama 5 - cutb5 3; 


- plane 1000 1000 
cut5 42 90 

cut5_4 y -12.56 

= tama 5 - Cut5 4; 


- ellipsoid 276 276 276 
= tama 5 - cut5 5; 


move tama 5 O O 286 


rotate 


tama 5 2 10 


move tama 5 90 180 130 


2 ok ak ok ok ok ok ke ok kei oko okeokeoke oco E E EEE EEE kcokeokekckekcokkcoxeokeokekexexoekoeookeeotkek 


tama 6 


tmap tama 6 a:Ypic€gamenl.map 


entis 1 
rotate 
tama 6 


cute. 2 
rotate 
tama 6 


- sphere 490 
18 11 


- plane 1000 1000 
cut6 1 x -8.1818 
= tama 6 - cut6 1; 


= plane 1000 1000 
cut6 2 188.1818 
= tama 6 - Cut6 2; 


cut6_3 = plane 1000 1000 
rotate cut6 3 z -90 
rotate cut6 3 y 10 
tama 6 = tama 6 - cut6 3; 
cut6 4 - plane 1000 1000 
rotate cut6 4 z 90 

rotate cut6 4 y -10 


tama 6 = tama 6 - cut6 4; 
cut6 5 - ellipsoid 480 480 480 
tama 6 = tama 6 - cut6 5; 


move tama 6 0 0 490 
rotate tama 6 z 20 
move tama 6 50 270 190 


LANG RLILLLLLLILLLILILILLIILIIIIDIIIIEIITPITIPTIIIPETITIITTTTTTIITET: 
tama 7 = ellipsoid 800 800 800 
tmap tama 7 a:XpicXgamenl.map 22 165 
cut7 1 = plane 5000 5000 

rotate cut7 1 x -6 
tama 7 - tama 7 - cut7 1; 
cut7 2 = plane 5000 5000 
rotate cut7 2 x 186 
tama 7 - tama 7 - cut7 2; 


cut7 3 = plane 5000 5000 
rotate cut7 3 z -90 
rotate cut7 3 y 8.18 
tama 7 - tama 7 - cut7 3; 


cut7 4 = plane 5000 5000 
rotate cut7 4 z 90 
rotate cut7 4 y -8.18 


tama 7 - tama 7 - cut7 4; 
cut7 5 - ellipsoid 790 790 790 
tama 7 = tama 7 - cut7 5; 
nukil block 30 30 16065 


shinl = cylinder 15 1610 165 
rotate shinl x -90 


move shinl 15 -15 0 
nukil = nukil - shinl; 
rotate nukil x 6 

rotate nukil y 8.18 
nukil; % 画 面 の 左上 を まる くす る 。 


tama 7 = tama 7 - 


nuki2 = block 30 30 1605 


Shin2 cylinder 15 1610 15 
rotate shin2 x -90 

move shin2 -15 -15 0 

nuki2 = nuki2 - shin2; 


rotate nuki2 x 6 
rotate nuki2 y -8.18 


tama 7 = tama 7 - nuki2; % 画 面 の 右上 を まる くす る 。 
nuki3 = block 30 30 1605 
shin3 = cylinder 15 1610 15 


rotate shin3 x -90 
move shin3 15 15 0 
nuki3 = nuki3 - shin3; 
rotate nuki3 x -6 
rotate nuki3 y 8.18 


tama 7 = tama 7 - nuki3; % 画 面 の 右 下 を まる くす る 。 
nuki4 = block 30 30 1605 
Shin4 = cylinder 15 1610 15 


rotate shin4 X -90 
mOVe Shin4 -15 15 0 
nuki4 = nuki4 - shin4: 
rotate nuki4 X -6 
rotate nuki4 y -8.18 


tama 7 = tama 7 - nuki4: % 画 面 の 左下 を まる くす る 。 


move tama 7 0 0 790 


rotate tama 7 z 25 
rotate tama 7 y 15 


move tama 7 -100 320 100 
P kc ook coke oke oec okeokc ook ote coc oke oco LLALL LLELLE ok okcokocokcokcok oc ok oec xexeoxkeexexeoxeoeok 


これ は 、RAY-TREK2 に よる 制作 を 前 提 に し て いま す が 
誌面 の 関係 で 、 質 感 と 色 の 定義 は 割愛 し まし た 。 
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[| 6 6 は COLOR IMAGES 参照 。 


(H) (H] [B] (B) (i 


H) A) B) [f] [i 
H) (8) [Ñ] [A] 0 


マッ ピン グ 指 定 6 : 3 マッ ピン グ 指 定 22 : 15 


再帰 関数 で は 無理 が ある こと が わか っ た 。 

そこ で , 枝 を 1 本 1 本 つない で いく 手法 を 見 つけ な けれ ば い 
け な か っ た 。 最初 は 手探り で 枝 (円 桂 ) を つない で いっ た の だ 
が , 何 度 か や っ て いる うち に RAY-TREKII の “+” コマ ンド 
に 着目 し , 一 定 の 規則 性 を 見 つけ た 。 こ の 規則 性 を C の ソー ス 
に 落と し て 多 階 層 の 木 構造 の デー タ を つく っ た ( 図 5)。 

最近 に な っ て RAY-TREKII に "COPY" コマ ンド が 付き , 
さら に 簡単 に 木 構造 が 作れ る よう に な り , 以前 3.000 ライ ン か 
か っ て いた デー タ の 打込み が 100 ライ ン 程 度 で すむ よう に な っ 
た 。 そ の うえ を , 今 ま で デー タ を 打ち 込ん で か ら レ イ ・ ト レー シ ジ 
ング し て 形状 確認 し て いた も の を 2 次 元 モ デラ ー を つく る こと 
に より ,。 枝 ぶり な ど は レイ ・ ト レー シン グ す る 前 に わか る よう 
Iu oJ. 

図 4 の 作品 は , 木 構造 を 作っ た うえ に 地面 に 向かっ て 4 灯 の 
スポ ッ ト ラ イト が 当て られ , 右上 か ら 1/10 の 光源 力 の 点 光源 が 
付い て いる 。 林檎 の 実 の 色 は , 赤く 熟し た 色 か ら 青 い 林 檎 の 色 
まで 乱数 に よっ て 定義 し て いる 。 

@ 林檎 の 実 の 色 の 定義 

RED =rand( )/128 * 0.22 十 199 

GREEN -rand( )/128 * 0.7 十 51 

BLUE  -rand( )/128 * 0.1 
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加 5 2 次 元 エ ディ タ 出 力 例 
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氷 遠 に 流れ る 時 間 ( 図 6) 


時 計 シ リー ズ の 一 つ で 。 この シリ ー ズ の 他 の 一 つが パン フ 
レッ ト の 見 開き に 使わ れ た 。 こ の 作品 は , それ を 発展 きせ た 
も の で , “永遠 に 流れ る 時 間 " の イメ ー ジ を 視覚 化し て いる 。 

全体 を 黄 系 統 に し た の は , 20 代 前 半 に 人 筆者 が 世界 中 を 放浪 

し て いた ころ の エジプト 文明 の イメ ー ジ が 根底 に ある 。 文字 

盤 の 中 心 部 か ら 湧 き 出 て いる 濾 は , 営 々 と 繰り 返す 歴史 の 流 

れ を 象徴 し て いる 。 数々 の 波 を 生み な が ら 流 れ 続 け て きた 悠 

久 数 千年 の 歴史 は , 人 々 の 営み と と も に 未来 へ と 流れ 続け る 。 

その 悠 大 な る イメ ー ジ を 表現 し た い 気 持ち に か られ る の は 私 

ーー 人 で あろ うか … 

ここ で は 制作 過程 と と も に , 基本 的 な 制作 手順 に つい て 説 
明 す る 。 

(1) 全体 の ラフ スケ ッ チ を も と に 。 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ 
で どこ まで で きる か を 物体 の 面 の 数 な ど を 中 心 に 考え る 
レイ ・ ト レー シン グ と いう と, 物体 の 数 が 増え る と 急激 に 

計算 時 間 が 増え る と 思い が ち で ある が , RAY-TREKII の 場 

&, 450 サー フィ ス ぐ らい まで は 実用 に 耐え る 時 間 で 計算 で 

き る 。 図 法 , ライ ト 1 つ で 質感 デフ ォ ル ト で 計算 し た 場合 , 

1 時 間 ほ ど で で きる 。 そ の うえ に 反射 で ある と か , 透明 感 で あ 

る と か を 加え た と し て も , 計算 効率 の 良い モデ リン グ と 無駄 

の な い 制 作手 順 を 実行 する こと に より , パー ソナ ルコ ン ピ ュ 

ー タ で も 十分 計算 で きる 。 
この 作品 で は 文字 盤 の 数 字 に 時 間 が か か っ て いる 。 Ef 

の 気 な し に 見 て いる 物 の 構造 が , 制作 し て みる と か な り 複 雑 

で ある こと が わか る 。 

Ed 6 の 作品 の 文字 は すべ て 角 を 45* で 切断 し て あり , その 
反射 が 一 つの 効果 に な っ て いる 。 

(2) 文字 O の モデリング 
まず し な けれ ば いけ な い の は , レタ リン グ の 資料 を 集め る 

こと で ある 。 い くら レイ ・ ト レー シン グ が 美しく て も デザ イ 

ン の 基本 が で き て いな いも の は , 質感 が 美しい ぶん だ け 逆 効 

果 が で て し まう 。 レ タリ ング の 勉強 を し た こと の な い 人 は , 

トレ ー ス コー プ で 正確 に 写し 取る し か な い 。 ここ で 重要 な の 
ik, で きる だ け 座 標 指定 が 楽に な る よう に 作図 する こと で あ 
る 。 全 体 の バラ ンス を 崩さ ない よう に , な お か つ シ ンプ ル な 
数 値 に 置き 換え る よう に する 。 

具体 的 に は , 1 mm 方 上 限 の グラ ブフ 用紙 に 3 面 図 を 起こ す と 
き で きる だ け 10 mm 単位 で 作図 する こと で ある 。 ど うし て も 
バラ ンス の と れ な いと き は 5mm 上 単位 に し , 最終 的 に バラ 
ンス の と れ な い 部 分 だ け 1 mm 単位 を 使う よう に する 。 部 分 
を で きる だ け シ ンプ ル に する こと が 複雑 な 作品 を 作る 第 一 歩 
で ある 。 な ん だ か 一 般 社 会 の 構造 の よう で も ある 。 

(3) 針 の モデ リン グ 
一 見 , 簡単 そう に 見 える 針 で ある が , これ を モデ リン グ す 

る の に は sin, cos, tan, asin, atan, acos な £, 日 常 生活 で 

は あま り 使 わな い 関 数 を 使わ な く て は いけ な い 。 し か し , Z 

の 類 わ し ぃ い 計算 も 慣れ て し まう と “ 十 " と か “一 "と 同じ よ 

うに 使え る も の で ある 。 モ デリ ング の 作業 は 測量 技師 の 仕事 
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に 似 て いる 。 

これ ら の 針 は , 時 間 を 表す た め に 軌跡 を 透明 に し て いる 。 
軌跡 の 質感 の パラ メー タ は , 数 字 を 連続 的 に すれ ば よい と い 
う も の で は な く , か な り 感 覚 的 に 数 値 を 変え て や ら な けれ ば 
いけ な い 。 数 字 の うえ で 連続 的 で あっ て も 視覚 的 に 連続 的 で 
ある と は か ぎら な い の が CG の 面白 いと ころ で , その ノウ ハ 
ウ が 作品 の 優劣 に つなが っ て いる よう で ある 。 図 1 の 黒い 卵 
が 黄金 人 色 に 見 える と いう の も 一 種 の 経験 値 で ある 。ambi, 
diff, trans, refl, shine, refr, color の 微妙 な バラ ンス か ら 
作品 が 生ま れる も の で ある 。 

過去 の 画家 た ち が 微 妙 な 色 の 変化 を パレ ッ ト の 中 で 作り キ 
ャ ン バ ス に 描い て いた よう に ,。 現代 の 画家 (CG デザ イナ ー) 
は テキ スト ファ イル で 色 を 作り , RGB モニ ター に 結果 を 表示 
させ る の で ある 。 
(4) 文字 盤 に つい て 
ある 種 の 幻想 的 な イメ ー ジ を 創り 出す と き ,。 あま り に 黒々 
と し た 影 が 落ち て いた の で は 現実 世界 に 呼び 戻さ れ て し ま 
う 2。 そ こ で 存在 感 と 透明 感 の 微妙 な バラ ンス が 必要 に な っ て 
く 5. WAT, 透明 で , 体温 を 感じ る 質感 が 要求 され る の で 
ある 。 
(5) 地面 に つい て 
地面 の 質感 で 最も 影響 され る の は shine EE) で ある 。 こ 
の 調整 が 全体 の イメ ー ジ を 左右 する と いっ て も 過言 で は な 
い 。 ま た , 透明 で あり , 反射 が あり , 影 が 落ち て いる と いう 
3 つの 条件 を 満た す 質感 パラ メー タ は きわ め て 狭い 範囲 に 限 
られ る 。 これ を 見 つけ 出す こと も CG デザイナー の 仕事 の 一 
つ で ある 。 そ の た め 一 度 見 つけ た パラ メー タ は 一 つの 財産 で 
0, 他 の 作品 に も 流用 さき れる こと が 多い 。 
(6) 全体 に つい て 
質感 を 決定 する と き は , 形 を 決定 する と き と 同 じ く 迷っ た 
ら 基 本 に 戻る こと が 大 切 で ある 。 具体 的 に は , 自然 界 の 状態 
を 観察 し て その 現象 を 再現 し て や る の で ある 。CG で 作画 す 
る と き は ,。 作り た いも の と 同じ 質感 を も っ た 物体 を 見 な が ら 
作画 する こと が 大 切 で ある 。 人間 は 自然 の 一 部 な の で , 自然 
か ら 学 ぶ こ と な し に クリ エー ティ ブ で ある こと は 考え られ な 
し ゝ 。 
最終 段階 と し て 全体 の 構図 の 微 調整 を する 。 光 源 の 位置 , 地 
面 の 角度 , 物体 の 色 の バラ ンス な ど ,。 全体 像 が 出 て か ら で な 
く て は で き な い 微 調整 を する の で ある 。 これが 終わ っ た 後 , 
印刷 に 適し た 解像度 で 最終 レン ダリ ング を 行う 。 
EAHH OLD —2 入力 
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物体 を 定義 する 場合 , も し く は 法 線 マ ッ ピ ング の デー タ を 
作る 場合 、 こ と ご と く < 必要 と な っ て くる の が C 言 語 の 知識 で 
る 。 一定 の 規則 性 を も っ た も の や 乱数 に よっ て 表現 で きる 
も の を 一 つつ テキ スト ファ イル に 落と し て いっ た の で は , 
時 間 的 な 問題 と 入力 ミス の 間 題 が 重なっ て 無駄 な 時 間 を 使う 
場合 が 多い 。 こ の よう な と き に C の 基本 的 な 知識 が あれ ば , 
きわ め て スピ ー デ ィ に 仕事 を 進め る こと が で きる 。 も と も と 
それ が コン ピュ ー タ の 基本 的 な 役割 な の で ある 。 高 性 能 の コ 


ンピュータ を 前 に し て 電卓 で 数 値 を 求め る な ど 。 清 稽 以外 の 
何 物 で も な い 。 

現在 , 全く C 言 語 に 縁 の な い 人 は 多少 無理 を し て で も 。, 社 
会 人 向け の 講座 に 参加 する な り , 身近 な 人 で C 言 語 の 知識 の 
ある 人 を 探す な り し て ,。 習得 し た 方 が よい よう に 思う 。 

筆者 自身 , まだ 最も 基本 的 な 使い 方 し か で き な い が , CG の 
デー タス 入力 作業 の 省力 化 は 目 を みはる も の が ある 。 人間 は 絶 
対 に 間違い を 犯す が , それ を 克服 で きる の も 人 間 で ある 。 そ 
の 経験 を C じ の プロ グラ ム に し て お け ば , 再び 同じ ミス を し な 
く て すむ の で ある 。 

最近 CG の モデ ラー が 数 多く 発表 きれ て いる が 。 モデ ラー 
に は モデ ラー の 機能 の 限界 が あり , それ 以外 の こと は で き な 
い 。 か えっ て , その 限界 が 創造 力 の 制限 に な る こと さえ あり 
得る 。 モ デラ ー で し か モデ リン グ で き な い ソフ トウ エア な ど 
論外 で ある 。 

人 間 の 創造 カ そ の も の を ディ スプ レイ の 中 に 入れ て し まう 
こと は コン ピュ ー タ に 人 間 が 支配 され る こと に つなが る の で 
は な いか と いう 筆者 の 危 恨 は , 早晩 笑い の 対象 に な っ て し ま 
う の で あろ うか ? 

ヨー ロッ パ に お いて 。 ベネ チア 派 以来 , 一 流 の 画家 が すべ 
か らく 自ら 岩 を 砕き , 土 を 練り , 画家 自身 の 独特 の 色合い を 
見 つけ て きた よう に , 自分 な り の モデ リン グ の 手法 を 開発 す 
る こと が 現代 の CC デザ イナ ー に 必要 だ と 思う 。 既成 の も の 
を マニ ュ ア ル 通 り 操 作 し て いた の で は 既存 の 他 の 人 造形 活動 に 
勝て る は ず が な い 。 これ は 自ら へ の 戒め で も ある 。 

C 言語 は , 法 線 マッ ピン グ の デー タ を 作る と き に も 威力 を 
発揮 する 。 例 えば , 乱数 だ け で も 壁 の さま ざま な 質感 の 変化 
が 得 ら れる 。 こ の 乱数 と いう 不 規則 性 は , それ に 条件 を 付け 
て 制御 する こと に より , さま ざま な 質感 表現 が 可能 に な る 。 
レイ *・ ト レー シン グ に は 。 そ れ が デー タ 入 力 と いう か た ち を 
と っ て いる が ゆえ に 過去 の デザ イン 技法 の 方 が 勝る 部 分 が あ 
る 。 し か し , デー タ の 作り 方 いか ん で は 計り 知れ な い 技 法 の 
幅 が ある 。 そ れ を 全面 的 に 支援 する の が C 言語 で ある 。 

当社 で は , 独自 に 画像 処理 ソフ ト を 開発 し て いる が ,。 処理 
速度 , 資料 の 収集 な ど , 開発 環境 を 考え る と , 現在 の と ころ 
C 言語 以外 の 処理 系 は 考え られ な い 。CG デザ イナ ー に と っ 
C, 今後 , 言語 は 必須 の 知識 に な る と 思う 。 


クハ ーー ボウ エア E eE 


し 手提 


当社 は 。 フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ に image maker を 使っ て い 
る 。 こ の 価格 帯 の フレ ー ム ・ バ ッ フ ァ と し て は 唯一 レッ クア 
ッ プ ・ テ ー ブ ル と RGB の 両方 が 使用 で き , この 機能 は 特に I 
ピク セル 1 バイ ト の デー タ で ある 法 線 マ ッ ピ ング の デー タ を 
つく る 際 に 便利 で ある 。RGB と ルレ ルック アップ ・ テ ー ブ ル を 相 
互 に 渡し 合う こと に よっ て さま ざま な デー タ を つく る こと が 
で きる 。 ま た , RAY-TREKIIO image maker 版 は image 
maker O の メモ リ に 直接 マッ ピン グ 展 開 す る の で ,512Xx512 の 
テク スチ ャ ・ マ ッ ピ ング と 法 線 マ ッ ピ ング を 使用 する こと が 
で きる 。 

(95 ペー ジ へ 続く 。) 
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グフ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン に お ける 


UAIMEUIA 


コン ピュ ー タ を 道具 と し て 自由 に 使い と な し 


感覚 的 に 操作 で きる 。 


Jo GEN» Cb» 
ある 。 
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DAI・MEDIA と は Digital Artist Interface Media の 略称 
で , グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス , デジ タル (ビデ オォ ) ^ 
イン ト ボ ックス 。 ミ ラー ジュ を メイ ン と し て 。 クリ エー タ 利 身 
が 創作 活動 を し , 最終 原稿 まで を 作り 上 げ る シス テム で ある ( 図 
TA 
(1) GRAPHIC PAINTBOX 

グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス (Graphic Paintbox) と は , 


ビデ オ ・ ペ ベイ ント ボッ クス , 
グラ ラマ フィック ペペ と ポッ ベス 


図 1 左 か ら ミ ラー ジュ , 


O 


デザ イン , 製版 の 流れ 
CIETA A Er E 


oe vd 
TOS 


T2 山 


印刷 分 野 へ の 応用 を 目的 と し て デジ タル ・ ペ イン ト ボ ックス の 
技術 を さら に 発展 させ た 機種 で , 走査 線 2.000 本 以上 に 相当 す 
る デー タ 欠 処理 で きる 。- 従 来 の コン ピュ ー タ ・ グ ラマ イィ ウタ クス 
(CG) の 概念 を 変え た たばかり で な く , デザ イン , 印刷 の 考え 方 , 
方 法 き えも 変え る 可能 性 を も つ 「 絵 を 描く た め の 道 具 」 で ある 。 
スタ イラ スペ ン (styluspen) と タブ レッ ト (tablet) を 使い , 
ハイ ビジ ョ ン ・ モ ニタ ー 上 に 絵 を 描く 。 キ ー ボ ー ド (keyboard), 
ジョ イス ティ ッ ク (joystick) も ある が , 特殊 用 途 以 外 で は 使わ 
な い 。 操作 は ビデ オ ・ ペ イン ト ポ ボッ ク 区 と 同じ で 。 誰 で も すぐ 
に 繧 を 描く こと が で きる 。 

さら に , レイアウト ・ ス キャ ナ 的 機能 も 合わ せ 持 ち も ,。 レイ ア 
ウト ・ ス キャ ナ (layout scanner) で で きる 特殊 処理 は ほとん 
どす べ て 可能 で ある 。 ス タイ ラス ペン 1 本 を 使い 。 ハイ ビジ ョ 
ン ・ モ ニタ ー 上 で 人 合成 や や 特殊 処理 が で きる ,。 きわ め て 簡単 な 操 
作 で ある 。 従来 の レイ アウ ト ・ ス キャ ナ が オペ レー タ が いな い 
と クリ エー タ は 何 も で き な か っ た の に 対し 。 クリ エー タ 自 身 が 
感覚 的 に 操作 で きる こと が 最大 の 特徴 で ある 。 

スキ ャ ナ で 入力 し , 出力 は プル ー フ MT 
(magnetic tape), ポジ フィ ルム で 行う 。 ま た , ハイ ビジ ョ ン 映 
像 の 入出 力も 備え を て いる 
(2) DIGITAL PAINTBOX 


7 — (proofer) ， 


デジ タル ・ ペ イン ト ボ ックス (Digital Paintbox) は 映像 用 に 
開発 され た コン ピュ ー タ で ある 。 絵筆 や パレ ッ ト に 取っ て 代わ 


り ス タイ ラス ペン と タブ レッ ト に よっ て 絵 を 描く こと が で き 。, 
スタ イラ スペ ン に 圧力 を 加え る と 色 は 濃く な り 力 を 弱め る と 薄 
Cu o. 

ア スト は モニ ター を 見 な が ら 自 分 の 描い て いる 絵 を チェ 


アー ナチ 
ッ ク で きる 。 油絵 。 水彩 。 鉛筆 。 チョ ー ク 。 エア ブラ シ お よび 
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35 FLÜPPY 


CONTOUR 


通常 の グラ フィ ッ ク が 可能 で , 完成 し た 作品 は 機械 的 な 感じ が 
な く ア ー チ スト 自身 の 作風 が 表現 で きる 。 映像 は ば ビデ オカ メラ 
か ら 入 力 す る 。 実写 や 複写 を 行っ て , 映像 の 中 に 手書き で 絵 を 
描く こと も 簡単 に 行え を る 。 ま た , スー パ 機 能 や アニ メー ショ ン 


(3) MIRAGE 

ミラ ー ジ ュ (Mirage) は 3 次 元 特殊 効果 装置 で で フロ ー テ ィ 
ング ・ ビ ュー・ ポ イン ト ・ コ ント ロー ル (floating view point 
contro) に より , ペイ ント ・ ボ ックス で 制作 し た 絵 や ビデ オォ の 
画像 な ど を , 難し い プ ログ ラミ ング を 必要 と せ ず 簡単 な 操作 で 
瞬時 に 3 次 元 に で きる 。 三角 雛 や 立方 体 , 球体 な どの 基本 形 (60 
数 種類 ) を も っ て いて , ビデ オ ・ ペ イン ト ボ ックス の 絵 や ビデ 
ォ 映 像 を マッ ピン グ す る 。 コ ント ッ ゥ ー ア (contour) に よっ て オ 
リ ジ ナ ル の 3 次 元 形態 を 自由 に 制作 する こと が で きる 。 ミ ラー 
ジュ は 画像 の 表 と 裏 2 画面 表示 が で き , トラ ンス ペア レン ス 
(transparence) も 目 で 確認 し な が ら 簡 単に 行え を る 。 モ ザイ ク 
(mosaic), パー スペ クティ ブ (perspective) や ペー ジ め くり な 
どの 特殊 効果 を 利用 し , 静止 画 や ビデ オア ー ト な ど を 制作 し て 
いる 。 まだ 。 スス ダー ライ ト (etariight) だ より ライ ティ ング が で 
き , 光 の 強 さ , 広がり , 光 点 の 移動 な ど が フロ ー テ ィング ・ ビ 
ュー・ ポ イン ト ・ コ ント ロー ル に より 容易 に 行え る 。 光 の 強 さ き 
の 変化 に より 質感 も 6 だ せる 。 難し い プ ログ ラミ ング を 必要 と し 
な い の で ,。 グラ フィ ッ ク の クリ エー タ に は 大 変 便利 で ある 。 

東洋 美術 学校 で は , 以上 の 3 機種 ( 図 2) の コン ピュ ー タ を 
Hp に し て 。 グ ラブ ルッ グッ デザ イン 、 イ ラテ スト 。 写真 。 レン 
ダリ ング ,。 パー ス , 版画 な どの 作品 作り へ の 応用 研究 を 行っ て 
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[3 作品 例 (COLOR IMAGES も 参照 ) 


いる 。 

ビデ オ ・ ペ イン ト ボ ックス と ミラ ー ジ ュ は 直結 され デー タ 交 
換 を 瞬時 に 行い , 3 次 元 画面 で マッ ピン グ (mapping), レイ ・ ト 
レー シン グ (ray traceing) を 行い , 画像 を 2 次 元 の ビデ オ ・ ペ 
イン ト ボ ックス に 取り 込み 。 クリ エー ティ ブ な 作品 作り を 行っ 
て いる 。 ま だ た 印刷 分 野 の 研究 も し て いて ,。 クリ エー ティ ブ な 作 
品 作り に 応用 し て いる (3), 
(4 コン ピュ ー タ 体験 
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8x10'4x5"35mm 
(DUNN DER8000) 


コン ピュ ー タ を 使用 し て 作品 作り を する 場合 , 作業 の 途中 で 
自分 の 頭 で は 考え られ な か っ た 画面 が モニ ター に 突如 現れ る 場 
合 が ある 。 こ れ は 操作 上 の ミス の 場合 も ある が , 本 人 の ミス で 
あっ て も その モニ ター に 出 た 内 容 が 良けれ ば , その 画面 か ら 良 
いと ころ を 拾い 出し , 展開 し て 仕上 げ る こと が で きる 。 仕上 が 
っ た も の は 予定 と 違っ て くる 場合 が ある が , 作業 の 途中 に 偶然 
現れ た 画面 で あっ て も , デザ イン の 基礎 が で き て いる 人 は その 
場 で 良い か 悪い か 判断 し , 良い も の だ け を 正確 に 拾い 出す 。 そ 
の よう に し て 仕上 が っ た 作品 に は , 今 ま で 自分 で 考え た こと の 
な い 新 し い イ メー ジ が その 中 に 表現 きれ て いる 。 コ ンピュータ 
を 使用 し た こと に より 感性 が 磨 か れ , イメ ー ジ や アイ デア が こ 
れ ま で 以上 に 広がっ て くる 。 

コン ピュ ー タ で 体験 し た こと は ,。 次 回 か ら コ ンピュータ を 使 
用 し な い ,。 これ まで 通り 紙 の 上 で 行っ て いた 作業 で も , その イ 
メー ジ を 作り 出す こと が で きる 。 こ の 体験 を する た め に は , コ 
ンピュータ が リア ル タ イ ム (real time) に 動く こと が 必要 で あ 
る 。 一 つの 命令 を 数 十分 , 数 時 間 と 待つ よう で は クリ エー タ に 
は 合わ な い 。 作業 の 途中 で 熱 も 浴 め て し まう 。 リ アル タイ ム は 
第 一 条件 で ある 。 | 

AV aya PLE 


東洋 美術 学校 主催 で 1988 年 7 月 19 日 か ら 31 日 ま で , 東京 セ 
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ント ラル 美術 館 に お いて DAI・MEDIA を 使用 し た 展覧 会 を 開 
催し た 。 浅葉 克己 , KREA, 河北 秀 也 , ペー ター 佐藤 山口 
は る みな ど 著 名 な アー ト ・ デ ィ レ クタ ー。 デザ イナ ー,。 イラ ス 
トレ ー タ , フォトグラファー など 28 人 人 が 挑戦 し た 企画 展 「 ス ー 
パー・ デ ザイ ニン グ 展 デザ イン が 変わ る ,。 印刷 が 変わ る 」 で 
ある 。 タ イト ル 通 り , 従来 の デザ イン , 印刷 , 製版 の 概念 を 一 
新 す る 作品 を 多数 展示 し た ( 図 4)。 

参加 し た クリ エー タ ら は 初め て コン ピュ ー タ を 見 た と き の 驚 
き を 隠せ な か っ た 。 あ る 人 は 「 革命 の 真っ た だ 中 に いる よう だ 。 
これ で 机 の 中 の 定規 , RO, 絵の具 , 紙 す べ て が いら な く な る 」 
と も 言っ て いた 。 

グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス で 制作 し た 作品 。 カタ ログ 
な ど は , デー タ を MT で 出力 し 印刷 を 行っ た 。 作品 は B 3 サイ 
ズ で 出力 し , B 0 サイ ズ の 校正 刷り で 展示 し た 。 カ タロ グ の ペー 
ジレ イア ウト も グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス で 行い 。 作品 
は 原寸 で レイ アウ ト し , 文字 原稿 は 版 下 で 入 稿 し , 製版 作業 の 
時 間 が 大 幅 に 短縮 で きた 。 

スー パー・ デ ザイ ニン グ 展 以後 , 参加 し た デザ イナ ー,。 イラ 
スト レー タ 。 フォト グラ ファ ー ら は 。 ポス ター。 表紙 。 雑誌 広 
告 。 カ レン ダー な ど に グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス を 使用 
し た クリ エー ティ ブ な 作品 作り を 行っ て いる 。 
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グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス 。 ビ デオ ・ ペ イン ト ボ ッ ク 
ス 。 ミ ラージ ュ を 操作 する オペ レー タ は 。 今 まで の トー タル ス 
キャ ナ と 同じ 感覚 で 扱う と ダメ で ある 。 キ ー ボ ー ド 入力 の CG 
作家 と も 違い や, 全く 新しい タイ プ の オペ レー タ が 必要 と な っ て 
くる 。 こ れ ら の コン ピュ ー タ は 作家 と オペ レー タ が 一 緒 に 作業 
を 進め る 。 作業 の 途中 で 変更 が ある 場合 は . オペ レー タ は 作家 
と 一 緒 に 考え 。 コン ピュ ー タ が も っ て いる 機能 (オペ レー タ 自 
身 の 能 力 に よる と ころ も 大 で ある ) を 使い , 適切 な アド バイ ス 
を し な けれ ば な ら な い 。 そ の アド バイ ス が 良く な いと ,。 コン ピ 
ュー タ が いく ら リ アル タイ ム に 動い て も 作業 時 間 が か な りか か 
0, 最終 決定 が 遅れ て クリ エー ティ ブ な 作品 も で き な く な っ て 
P ief 

デザ イナ ー が カメ ラマ ン 。 イ ラス トレ ー タ に 作品 を 依頼 する 
BA, 作品 の 仕上 り は イメ ー ジ 以上 の も の を 期待 し て いる 。 カ ヵ カ 
メラ マン 。 イラ スト レー タ の 能力 に より イメ ー ジ 以上 の も の が 
上 が れ ば , 次 回 も 一 緒 に 仕事 を する 。 こ の コン ピュ ー タ の オペ 
レー タ も 同じ よう に クリ エー ティ ブ な 感覚 を も っ て いな けれ ば 
な ら な い 。 


グラ セッ VG つの の まり 


に 


(1) アー トディ レク ター。 デザ イナ ー 

ラフ スケ ッ チ か ら カ ンプ の 制作 まで の , 特に バリ エー ショ ン 
を 多く 作り 出す の に 大 変 便利 で ある 。 現 に 英国 の 大 手 印刷 会 社 
BPCU で パッケージ の カン ジ 作 り を し た と き ) *4£0C017/3 
の 時 間 で 終わ っ た と 言っ て いた 。 仕上 が っ た その カン プ も 4 分 
待て ば , A4 サイ ズ (最大 は A3) の プリ ント が 出せ る 。 

今 ま で 指定 で 行っ て いた 写真 。 イラ スト が 現物 を 使用 し 最終 
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原稿 が 制作 で きる 。 グ リッ ド (grid) の 機能 を 使い トン ボ を 作 
0, 実寸 を 入力 し て レイ アウ ト , トリ ミン グ を 行う 。 印刷 する 
写真 や イラ スト を 使用 する の で , 作品 は より クリ エー タ の イメ 
ー ジ に 近く 仕上 が り , 校正 を 待っ て 初め て 結果 が わか る よう な 
こと な く 結 果 が すぐ に 確認 で きる 。 作品 が 出来 上 が っ た 場合 
スポ ン サ ー に モニ ター で 確認 し て も ら っ た 方 が その 場 で 直し も 
で き 時 間 の 節約 に も な る 。 色 校正 で の 変更 や ミス に よる 直し も 
な く , 完成 度 の 高い 作品 が で きる 。 最 大 の メリ ッ ト は 最終 原稿 
を 自分 自身 で す オペ レー ト で きる こと で ある 。 
(2) イラ スト レー タ 
コン ピュ ー タ で 使用 する 色 は パレ ッ ト 機 能 (pallet function) 
で 自由 に 混色 する の で , 絵の具 で 混色 する の に 慣れ た イラ スト 
レー タ に は 使い や すい 。 ペ イン ト 機 能 中 の エア ブラ シ は と て も 
リア ル で 細か く 書 ける 。 マ スク も 自由 に 制作 で き ラ イブ ラリ に 
セー プ で きる の で 。 エ アプ ラ シ で 作品 作り を し て いる イラ スト 
レー タ に は 大 変 便利 な 道具 で ある 。 ス タイ ラス ペン は 筆 圧 で 測 
淡 が 決ま り , その 圧力 は エア ブラ シ の ガン を 引く 力 と 筆 圧 が 同 
じ 感 覚 な の で 初め て で も 違和感 は な い 。 紙 に 絵の具 で 描い た 場 
合 , 描い た 後 で の 追加 や 削除 は で き な い 。 しかし, カット し て 
大 き さ を 変え , 合成 し て 描く と いう こと も コン ピュ ー タ で は 自 
由 に で きる 。 ま た 1 ピク セル (pixel : picture element) 単位 で 
訂正 で きる の で , 細か い 作 業 も 容易 で ある 。 こ れ ま で は , 紙 に 
書い た 作品 の 大 幅 な 直し は 1 か ら 書 き 直 すし か な か っ た が 。 Z 
O 


の コン ピュ ー タ の 場合 は 写真 の 修正 だ け で な く イ ラス ト の 作品 | 


に も 十分 威力 を 発揮 する 。 
(3) フォ トグラフ ァ ー 

カラ ー 写 真 の コン トラ スト , 明 る さ の アッ プ ・ ダ ウン が カ ヵ カ ra 
カー ブ (color curves) に より 簡単 に で きる 。 部 分 的 な 調子 は モ 
ニタ ー を 見 な が ら 手 書き で 作り 出す こと が で きる 。 白黒 の 紙 焼 
き で いう 覆 焼 き の 作業 が コン ピュ ー タ に より いと も 簡単 に で き 


従来 方 式 に よる 
印刷 物 の 制作 工程 


kt 


る 。 ソ ラリ ゼー ショ ン (solarization)。 ネガ (negative), トー ン 
セパ レー ショ ン (tone separation)。 トー ン ラ イン (tone line) 
な ど , 短 時 間 に い ろ い ろ な バリ エー ショ ン を 作り 出せ , 今 ま で 
何 重 露光 し て いた 時 間もなく な り , 希望 の 色 や 形 が 短 時 間 に 作 
れる 。 特殊 撮影 な ど は 分 け て 撮影 し , 後 で ゆっ くり 合成 すれ ば , 
時 間 の 短縮 と 微妙 な レイ アウ ト が で き 完 成 度 が より 高く な る 場 
合 も ある 。 


カン プ か ら 印 刷 ま で 


今 ま で の デザ イン で は , カン プ を 手書き や コピ ー な ど で 作 っ 
て スポ ン サ ー に OK を と り , 印刷 原稿 は 版 下 で 入 稿 する 。 写真 
の 合成 や 訂正 , 切抜き , 特殊 製版 な ど は トー タル スキ ャ ナ (total 
scanner) を 作っ て 行っ て いた 。 

デザ イナ ー は 校正 が 上 が っ て くる まで 結果 を 見 る こと が で き 
ず 。 色 校正 が 出 て か ら も う 一 度 考え て 校正 の 段階 で 大 幅 な 直し 
を 入れ る こと が あっ た 。 ス ポン サー も 同じ で ある 。 こ れ は 。 F 
ザイ ナー, ス ポン サー が 仕上 り の イメ ー ジ を し っ か りつ か み 取 れ 
て いな いか ら で あ る 。 ト ー タ ルス キャ ナ の 場合 。 時間 と 費用 の 
関係 で 大 幅 な 直し は や め て し まう 。 こ れ で は それ まで か けた 費 
用 は ムダ に な っ て し まい 。 良い 作品 は で き な く な っ て し まう 。 
トー タル スキ ャ ナ で 作品 を 作る 場合 の 一 番 の 問題 は , 時 間 が か 
HOBET, デザ イナ ー 自 身 が 作業 に 立会 いっ チェ ッ ク す る 時 間 
が 容易 に と れ な いこ と で ある 。 

メグ ツ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ポッ クス は 、 ンプ か る フィ ニッ シ ツ 
ュ ま で を モニ ター 上 で クリ エー タタ 自身 の 手 で 行う 。 一 連 の 流れ 
を コン ピュ ー タ で リア ル タ イ ム に 行う の で , 時 間 の 短縮 と 完成 
度 の 高い 作品 が で きる 。 

まず カン プ で ある が ,。 より リア ル な 完成 に 近い 形 が 短 時 間 で 
で き , バリ エー ショ ン も 多く 出せ る 。 コ ン ペ な ど に は 強い 味方 
に な る は ず で ある 。 


DAI・MEDIA を 
使っ た 場合 の 
印刷 物 の 制作 工程 


本 刷り 


DAI・MEDIA を 使っ た 場合 

クリ エー タ は 企画 の 段階 か ら 、2 次 元 表 現 の ペイ ント ボッ クス 、3 次 元 表 現 の 
ミラ ー ジ ュ な ど を 利用 し て 多く の イメ ー ジ を 表現 する こと が で き 、 そ の スピ 
ー ド に は 目 を みはる も の が ある 。 その た め 非 常に 早い 時 期 に イメ ー ジ スケ ッ 
チ か ら カ ンプ ま て 提出 する こと が 可能 。 企 画 な どの 決定 され た も の は グラ フ 
ィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス を 利用 し 、 ク リエ ー タ 自身 が 短 時 間 で 最終 原稿 まで 
完成 する こと が て きる 。 


完全 原稿 : グ ラフ ィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ックス の モニ タ ー 上 て 直接 制作 で きる 
(文字 を 除く )。 

色 校 正 、 プ ルー フ : デ ジタル ・ カ ラー プリ ンタ て 高 性 能力 ラー プル ー フ が 
得 ら れる 。 こ の 段階 で 色 校正 を すま せる こと も で きる ., OK なら MT に 落と し 
て 印刷 所 に 送り 、 印 刷 の 仕上 が り を 待つ 。 

色 分 餅 : グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ポ ボッ クス 内 で すま せ て し まう の て 印刷 所 で 
は 色 分 解 の 必要 は な い 。 

MT の フォ ー マ ッ ト : 今 代表 的 に 使用 され て いる CROSFIELD DN SCREEN, 
HELL、SCITEX に 対応 する 。 

MT 以外 の 出力 : 高 解像度 デジ タル ・ フ ィ ル ムレ コー ダ で ポジ 出力 し 、 従 来 の 
印刷 に の せる こと も て きる 


5 製版 ・ 印 刷 工 程 
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図 6 パレ ッ ト 


ここ で 気 を つけ な けれ ば な ら な い の が ,。 スポ ン サ ー は カン プ 
の プリ ント アウ ト を 見 て OK を 出し て も , ブリ ンタ の 問題 で プ 
リン ト ア ウト に よっ て は 印刷 で 出 な い 色 が 出 て いる 場合 が あ 
A. 校正 が 上 が っ た と き ス ポン サー は プリ ント アウ ト の 人 色 が 良 
か っ た と いう 場合 も で て くる の で , プリ ンタ の 種類 に は 十分 注 
意 す る 必要 が ある 。 

フィ ニッ シュ の 写真 や イラ スト は 今 ま で 製版 所 で や っ て いた 
が 。 その 作業 を クリ エー タ 自 身 が 行う こと に な る 。 修正 や 合成 
を 自分 自身 の 手 で 行う た め , 製版 所 で の 時 間 が 不 必要 に な る 
キャ ン ペ ー ン や シリ ー ズ 広告 。 パッ ケー ジ な ど は 特に コン ピュ 
ー タ を 使用 すれ ば 大 幅 な 時 間 の 短縮 に な る 。 デ ザイ ナー は , そ 
の ぶん クリ エー ティ ブ な 時 間 を 多く も つこ と が で きる 

EJ. d db 、 ど 現物 を 使っ た 特殊 製販 の クリ エー Tax 
な 部 分 、 こ れ は デザ イナ ー に と っ て 大 変 興味 が あり 最も や り た 
か っ た こと で ある ( 図 5。 前 ペー ジ )。 

グラ フィ ッ ク ・ ペ イン ト ボ ッ ク ズ の 機能 


oo @ @ @  @ @ の @ @ @ oo so の @ の @ の @ の ooo oo の の の の の の Oo の の の の の の の の 


印刷 に 使用 する グラ フィ ッ ク ・ ベ イン ト ボ ックス の 機能 を 中 
心 に 主 な も の を 説明 する 。 
(1) パレ ッ ト (pallet) 

パレ ッ ト に 表示 され て いる 色 は 36 色 で ある 。 そ れ 以 外 の 色 を 
作る に は , 混色 , キー ボー ド で 数 値 入力 , 画面 上 の 色 を 拾う 
の 3 つの 方 法 が ある ( 図 6)。 
(2) ペイ ン テ ィ ン グ (PAINTING) 

この 中 に は ペイ ント , チョ ー ク , エア ブラ シ の 3 種類 の タッ 
チ が あり , それ ぞ れ 筆 圧 に より 濃淡 が 出せ る 。 エ アブ ラ シ は パ 
ー セ ント の 指定 で ,。 より 微妙 な 調子 の 表現 が で きる 。 パ レッ ト 
で 混色 し た 色 を 取り 出し モニ ター 上 に 描く 。 筆 の 太 さ は 6 種類 
で ある (7). 

ティ ント (tint) で 画像 の 色 を 手描き で 変え ん る こと が で きる 。 
例え ば , 車 の カラ ー を 変更 する 場合 に 塗装 の 質感 な ど を 変え る 
こと な く 青 か ら 赤 へ と いっ た よう に 変更 し た い 部 分 を 書く だ け 
本 て し まう 。 

シェ ー ド (shade), カラ ー (color) は 明度 。 彩 度 を 手書き に 
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図 7 ペイ ン テ ィ ン グ 


より 部 分 的 に 上 下 で き , 写真 の 調子 作り な ど に 大 変 便利 で ある 。 
これ ら の 機能 は , メニ ュー の 選択 だ け で 数 値 入力 を せ ず に モニ 
ター を 見 な が ら 自 分 で 確か め て 行え る 。 シェ ー ド ,。 カラ ー も 筆 
圧 で 変化 する の で 大 変 便利 で ある 。 

マグ ニ フ ァ イ (magnify) は 5 段階 に 拡大 が で きる 。 細かい 修 
正 な ど は 1 ピク セル まで 確認 で き て 簡単 に 作業 が で きる 。 
(3) エフ ェクト (EFFECTS) 

カラ ー カ ー ブ (color curves) T, RGB, YMC それ ぞ れ 3 色 
0277770, 映像 全体 の 色彩 。 コン トラ スト (contrast), ブラ 
イト (bright), ネガ な どの 人 色 変 換 を モニ ター を 見 な が ら 対 話 形 
SA CH Ds 

色 補 正 ( 色 の か ぶり の 修正 ) や ハイ ライ ト ,。 中 間 調 , シャ ド 
ー 部 な ど を 変更 し た いと き に 使用 する 。 

ソラ リゼ ーション な ども 同様 に 行う 。 こ れ ら の 変換 の 時 間 は 
約 2 秒 で で きる 。 こ れ は 使用 頻度 の 高い 機能 で ある 。 

モザ イク は デジ タル 画像 を 利用 し た グラ フィ ッ ク 効 果 で あ 
る 。 タテ, ヨコ 自由 に 数 値 入 力 し て 行う 。 マ スク を 利用 し て 行 
うこ と も 可能 で ある 。 

オォ オーバ レイ (overlay) は マス ク を 作る 機能 で ある 。 マ スク を 
か けた い 人 箇所 , いら な い 箇 所 の それ ぞ れ の 部 分 を ペン で 選び , 
明度 の 差 を 利用 し て 作り 出す 。 修 正 が 必要 な と ころ は ドロ ー・ 
ステ ン シ ル (draw stencil) で 修正 を 行う 。 この マス ク は 大 変 便 
利 で 。 カ ッ ト , イ ラス トレ ーション 合成 に は 欠か せな い 大 切な 
も の で ある 。 マ スク と カッ ト の 使い 方 が 理解 で きる と , 制作 時 
間 が 大 幅 に 短縮 で きる 。 簡単 な 機能 で ある が 奥 の 深い 機能 で も 
ある 。 
(4) ペイ スト アッ プ (PASTEUP) 

画像 を カッ ト し 貼り 付け る 。 切抜き 合成 や , 左右 反転 , 裏表 , 
拡大 ・ 縮 小 , 変形 。 回 転 が 0.1% 刻 み で 行え る 。 

カッ ト し た 図柄 , 文字 に 対し て アウ トラ イン (outline), サラ 
ウン ド (surround), ソリ ッ ド (solid, シャ ドー (shadow), 
エン ボス (emboss) が か けら れる 。 タ イプ (type) は 本 機 が 英 
国 の メー カー に よる 製品 の た め 英 文字 し か も っ て いな い 。 ペ ペイ 
スト アッ プ の 機能 の 中 に 含ま れ て いる 文字 は 。 キー ボー ド に よ 
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図 8 ペイ スト アッ プ 


り 入 力 。 カ ッ ト す る と ペン に 付い て くる 。 MILES 33 は , 文字 の 
編集 機能 で ある 。 レ イア ウト を する と き に 非常 に 便利 で ある ( 図 
8 )。 
(5) スキ ャ ナ (SCANNER) 

画像 の 入出 力 を MT で 行う 場合 , CROSEFIELD, SCITEX, 
HELL, DN SCREEN, DDES の 各 メ ー カ ー の フォ ー マ ッ ト を 
も っ て いる の で 。 現在 日 本 に ある ほとん どの トー タル スキ ャ ナ 
に 対応 する 。6,250 bpi の 高密 度 で 行う 。 ま た , ハイ ビジ ョ ン * 
カメ ラ に よる 入力 も 可能 で ある 。 

デジ タル ・ カ ラー プ ブルー ファ ー(digital color proofer) に より 
高 性 能 カ ラー プル ー フ が 得 ら れる 。 

グラ ブ プ ォ ィ ッ w ッ ク ・ ペ イッ ト ボ ポッ タス と 。 ビ デオ ・ ペ イシ ント ボッ 
クス 。 ミ ラー ジュ は 。 フロ ッ ピ で デー タ 交 換 を 行う 。 

ティ ブ ァ イン ・ グ リッ ド (deine grid の プリ ント ・ グ ダリ ッ 
ド は , サイ ズ を 入力 し て トン ボ の 制作 や 寸法 の 確認 を 行う 。 サ 
イズ が 必要 な 作業 の と き は 大 変 便利 で ,。 ペー ジ の レイ アウ ト な 


palette 
tables 


[9 スキ ャ ナ 


ど に 威力 を 発揮 する ( 図 9)。 
(D ライ ブラ フリ ILIBRARY) 

ライ ブラ リ に は 。 ピ グチ ャ ー,。 ステ シシ ル ,。 カッ ト ア ウト 。 
パレ ッ ト 。 テー ブル (カラ ー カ ー ブ 。 ブ ラック カ ー プ ブ 。 プルー 
フカ ー ブ ) が それ ぞ れ 登録 で きる ( 図 10)。 

パレ ッ ト で 色 を 自由 に 混色 し た り , それ ぞ れ の カー ブ て で 変換 
し た デー タ を テー ブル に 登録 で きる の は あり が た い 。 後日, 同 
条件 で 作業 で きる 。 セ ー ブ し た それ ぞ れ の 情報 は , 画像 で 確認 
(タイ トル で も 可 ) で きる の で 目的 の 絵 が 探し や すい 。 

以上 の 操作 は , スタ イラ スペ ン を 左右 に 動か す と メニ ュー 
上 下 に 動か す と パレ ッ ト が モニ ター 上 に 出る 。 後 は 。 メニ ュー 
の 選択 を する だ け の 非常 に 簡単 な 操作 で ある 。 

最後 に ニュ ー ス を 一 つ 。 英国 クォン テル 社 (Quantel) の バー 
2 ジン アック プレ だ グラ ブイ ィ ッ ク タク * ャ ドイ ツジ ト ポ ッ クズ ALTE 
の 秋 。 日 本 に 上 陸 す る 。 デ ー タ は A3 サイ ズ で ある 。 ba 
な る 解像度 の 問題 も これ で 解決 され る 。 今 年 の 秋 が 楽し み で ある 。 
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&] ] グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ソン に お ける GG 
グラ フィ ッ ク 7 ザ イナ ー の た め の 


デ ソ タル ペイ ノン テ ィング 人 円 


NADAT YAT E OTESSEET UEM 一 
ク に 何 多 を もたらす の か を , CG を 離れ た 視点 
か らら 考え る 。 物理 的 素材 か ら 腕 し た い デ ザイ 
ナー ベベ の ズ ッ セー ン で こ あ る 。 


安斎 利 洋 ， 


昨今 の デザ イン ワー ク を 刷新 し た ハイ テク ノロ ジ は 何かと い 
えば 。 残念 な が ら コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) で は な R; 
み カラー コピ ー” で ある と いう 答え が エ 此 的 で あろ うと 思う 。 そ を 
れ は デザ イナ ー の 作業 ば か り で な く , 意 識 を も 改革 し つつ ある 。 

CG シス テム も また , デザ イナ ー の 意識 どこ ろか 生活 態度 か 
ら 晩 本 の 味 や 口笛 の 音色 まで 改革 し て し まう 道具 で ある , と い 
うこ と に (この 場 に 限っ て ) 異論 は な い だ ろ う 。 しかし, ここ 
で は 一 歩 譲っ て ,。 カラ ー コ ピー が な ぜ こ こま で 受け 入れ られ た 
か , その 理由 を 考え て お く 必 要 が ある と 思う 。 


4 つの ポイ ント 


カラ ー コ ピー が デザ イン 界 を 席巻 し た 理由 は 単純 で は な いと 
思わ れる が ,。 4 つの 大 き な ポ イン ト が ある だ ろう 。 

カラ ー コ ピー の 第 1 の 勝因 は , 対象 の 形式 の 斉一 性 で ある 。 
カラ ー コ ピー は 基本 的 に 入口 も 出口 も 紙 で あり , 出力 を 入力 に 
戻す よう な 自己 参照 さえ も 可能 で ある 。 も ちろ ん 。 ポジ フィ ル 
ム や 立体 物 を 対象 と する こと も 可能 だ が , 一 度 こ の 装置 を 通過 
する と 他 の 平面 の メデ ィ ア と 均質 で 平等 な , つま り 組 合せ や は 
め 込 み が 可 能 な デー タ に 変換 され る 。 

RIZ, コピ ー と は いえ , た ん に 複製 を 作る の で は な く 形 や 色 
を 変換 する 処理 機能 を も っ て いる 点 も 重要 で ある 。 そ れ が 貧弱 
な 機能 で あっ て も , URUCSCCNICICRIZOCEABÜDIO 
り も 容易 に 実現 する の で ある 。 こ れ は 形式 の 斉一 性 と も か か わ 
っ て いる 。 処理 を 繰り 返し た り 組 み 合 わせ た りす る こと が で き 
る か ら , 可能 性 は 無限 に 広がる 

3 番目 の ポイ ント は 可逆 性 で ある 。 当たり 前 の こと だ が , カラ 
ー コ ピー は 複製 を 作る 機械 で ある 。 あ る 出力 は , それ に 対応 す 
る 入力 と 設定 され た ファ ンク ショ ン さ え ぇ 整え ば 再現 可能 で あ 
る 。 つ まり や り 直 し が きく 。 作業 の ヒス トリ が 常に 保存 可能 で 
いつ で も 過去 に 立ち 返る こと が で きる の は ,。 デザ イナ ー に 力 強 
い 試行 錯誤 の 勇気 を 与 を る だ ろう 。 

最後 に , 道具 と し て の メタ ファ ー の 連続 性 を あげ よう 。 道具 


が 使い 手 に その 機能 を 開示 する た め に は ある 心 的 な モデ ル が 必 


※ あ ん ざい と し ひろ 和則 サビ エン ス CG ソ フト ウェ アル ー ム $8169 
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要 で ある 。 も し 使い 手 に 何 も イ メー ジ さ せな い 人 道具 が あっ た と 
し た ら , それ が いか に 便利 な 道具 で あっ た と し て も 受け 入れ ら 
れる こと は な い 。 カ ラー コピ ー は その 名 の 通り カラ ー の コピ ー 
で あっ て ,。 決し て スキ ャ ナー 体型 プリ ンタ で も 大 き な イ ンス タ 
ント カラ ー 写 真 機 で も な い 。 事務 用 の コピ ー と いう きわ め て 了 
解 し や すい か らく り が 下地 に あれ ば こそ , 誰 も が その 基本 操作 
を 自然 に 想起 で きる 。 

さて , 本 稿 の 目的 は 。 カラ ー コ ピー の 優位 性 を 唱え を る こと で 
は な い 。 こ こ で 提示 し た 「 形 式 の 斉一 性 」「 イ メー ジ の 可 届 性 」 
「 作 業 の 可逆 性 」「 心 的 モデ ル の 生成 」 は ,。 カラ ー コ ピー に 限ら 
ず 情 報 を 扱う シス テム に 共通 する 基本 的 な 問題 で ある 。 当然 , 
これ か ら わ れ わ れ が 扱 お うと し て いる テー マ で ある イン タラ ク 
ティ ブ な CG シス テム , と り わ け ペ イン トシ ステ ム に お いて も 
顕著 な 問題 点 で あり , 特質 で ある と 考え られ る 。 

これ ら を キー ワー ド に ペイ ント シス テム は 何 を し て くれ る の 
か 。 また 何 を し よう と し て いる の か に つい て 考え て いき た い *2?。 
误 在 可 能 站 物性 

パー ソナ ルコ ンピュータ (パソ コン ) に よる OA 化 が 著しく 
進み オフ ィ ス か ら ペ ー パ ー が 消え る , と いう 話 は 何 年 も 前 か 
ら 聞 か され て いる 。 に も か か わら ず , な か な か カミ の 恩恵 か ら 
自由 に な る こと が で き な い の は 周知 の 通り で ある 。 

推察 する に ,。 これ は 次 の よう な こと に 起因 する の で は な い だ 
ろう か 。 

パソ コン の 吐き 出す 情報 を プリ ント アウ ト す れ ば 新聞 の 切り 
抜き な ど と 等 質 の 形式 に な る 。 し か し , 反対 に 新聞 の 切り 抜き 
ik, 人 手 で 一 文字 ずつ パソ コン に 入力 する ほか な い 。 われわれ 
を 取り 巻く 情報 は すべ て 文字 コー ド 化 さ れ て いる わけ で は な い 
か ら , 引用 で きる 情報 と で き な い 情報 が で き て し まい , 対象 が 
均質 に な ら な い 。 テ キス ト デ ー タ と イメ ー ジ デー タ を 組み 合わ 
せ て も , それ を 料理 する こと は で き な い の で ある 。 

当たり 前 の こと と し て 承服 し が ち だ が , これ は 重要 な 欠落 で 
ある と 思う 。 同 じ 舞 台 に 立っ て いな けれ ば 相互 に 参照 する こと 
は な い 。 鏡 を 向かい 合わ せる と 空間 が 広がる よ す に , 相互 参照 
は 足し 算 以 上 の も の を も た ら す だ ろう 。 情報 を 組 識 化 する うえ 
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で デー タ 形 式 の 統一 は 不可 欠 な の で ある *3。 
これ に 対し て ペイ ント シス テム の 素晴らし い 人 性 質 * は , 対象 
と な る 画像 は すべ て 平等 で や る と いう こと に 尽き る の で は な い 
だ ろう か 。 お よそ 映像 と 名 の つく すべ て の 映像 を , 現実 的 な 装 
置 に よっ て シス テム の 中 に 取り 込む こと が で きる 。 例 えば, F 
書き 画像 , 印刷 物 , 写真 , 立体 。、 ビ デオ 画像 ,CG 画像 , これ ら 
が 等 質 の 素材 と し て 同じ 舞台 の 上 に 並ぶ の で ある 。 光学 的 ・ 物 
理 的 素材 の 東 縛 に な れ 親 し ん だ デザ イナ ー に と っ て ,。 これ は 大 
き な 意 識 革命 で ある 。 
例え ば , 乾い て いな い 油 絵具 を 指 で 擦る と 混ざり な が ら か す 
れ て いく 。 水彩 絵具 に 水 を た ら す と 不思議 な パタ ー ン を 残し て 
拡散 し て いく 。 物 理 的 な 世界 で は 水 と 油 ほ ど 違 うこ れ ら が ,。 ペ 
イン トシ ステ ム の 上 で は 均質 か つ 混 在 可能 な の で ある *5。 例 え 
ば , パス テル の よう に 擦り つけ る エア ブラ シ や 染み 込む チョ ー 
ク も 即座 に 作れ る *6。 
それ ば か り で は な い 。 ス キャ ナ か ら 読 み 込ん だ 写真 も また 指 
で 擦っ た り , 水 を た らし た りす る 対象 に な る 。 ま た 。 KTH 
散 し た パタ ー ン が , その 場 で 光学 的 な 処理 や 暗室 で の 特殊 効果 
処理 に か けら れる 。 
また , ペイ ント シス テム で 作ら れ た 画像 は 3 次 元 の レン ダリ 
ング ・ ソ フト に よっ て 立体 の 表面 に 貼り 付け られ , その 結果 は 
再び ペイ ント シス テム の 対象 に な る 。 
この 自在 な 参照 性 は , すべ て が 斉一 な 画素 配列 情報 で ある と 
いう 性 格 に よる も の で ある 。 これ ほ ど ま で に 自己 増殖 の 可能 
を 秘め た 造形 シス テム は , これ まで どこ に も な か っ た の で あ 
る *7 ( 図 1)。 
可逆 的 な 紙 


ペイ ント シス テム は , た いて いや り 直 し の た め の 画 面 を 備え 
て いる 。 それ は 現在 作業 を し て いる 画面 を を っ くり その まま 保 
存する も の で , 新た な 作業 を 打ち 消し て 保存 し た 時 点 まで 画面 
を 戻す こと が で きる 。 人間 は 必ず 間違い を 犯す 動物 な の で , や 
り 直 し (アン ドゥ ) は で きる に 越し た こと は な い 。 

さて この や り 直 し 画面 は ,。 た ん に 消極 的 な 予防 策 に と ど ま る 
わけ で は な い 。 ペ イン トシ ステ ム が 対象 と する 空間 は 。 基本 的 
に フレ ー ム メモ リ の 画素 配列 で ある 。 し か し 物理 的 な 素材 同様 , 
これ は 決し て 2 次 元 空間 に と ど ま っ て いる わけ で は な い 。 やり 
直し 画面 は いわ ば 2 次 元 に 時 間 軸 を 交差 きせ る 。 
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画面 を 利用 する と, 次 の よう な な じみ の テク ニッ ク を 用 
ゅ いる こと が で きる 。 
@ カ ラー・ オ ー バ レイ や スク リー ント ー ン を 画面 に 貼り 。 不要 
な 部 分 を 切り 取る 。 
@ 盛 り 上 げた アク リル 絵具 を 削っ て その 断面 を 表す 。 
@ バ パス テル に 練り ゴム を あて , 定着 液 を か けた 過去 の 画面 まで 
遡る 。 
e 改 意 に 濃く 描い た 像 を うっ すら 半 透 明 に 消し て いく 
水 曲 玉 と あだ名 され た レン ズ が つい て いる シス テム で は 。 B 
去 の 画面 が どう な っ て いる の か を 現在 の 画面 を 壊さ きず に の ぞ き 
見 る こと も で きる 。 
過去 の 画面 に 描き 加え る , 過去 に 戻す と いう 時 間 軸 上 の 作業 
は , ここ で は 重ね る , 剣 す と いっ た 画面 の 奥行 き 方 向 へ の 作業 
と 等 価 で ある *98 (B2. 

HBH リ モデル 


われ われ を 取り 巻く 情報 や 情報 処理 機能 は , な ん ら か の 心理 
的 な 像 を も た な いか ぎり 人 間 に と っ て 無 に 等 し い 。 そ こ で 最も 
役立つ の が , 既存 の ワ の シス テム の 隠 喉 を 用 いる いわ ば 「 本 歌 ど り 」 
で ある 。 集計 用 紙 や 情報 カー ド と いっ た 紙 の 名 前 が コン ピュ ー 
タタ の マニ ュ ア ル を 埋め る の は その た めで ある 。 

ほとん どの 人 が , ペイ ント シス テム を 起動 する と まず 真っ 先 
に マウ ス や スタ イラ スペ ン を 手 で 動か し て みて , 画面 中 の カー 
ソル の 連動 を 確認 する に 違い な い 。 そ し て 。 ボ タン を クリ ッ ク 
し た り ペ ン を 押し 付け た り し て , 画面 が どう 反応 する か を 観察 
する 。 ペ イン トシ ステ ム は , 対応 する 画素 お よび その 近傍 に 対 
し て な ん ら か の 書換 え を 施す だ ろう 。 

する と われ われ は , ここ に は 「 何 か 」 が あり , われ われ は そ 
の 「 何 か 」 に 作用 を 及ぼ す 「 道 具 」 を 握っ て いる 。 と いう こと 
を 了解 する 。「 何 か 」 の 実体 は フク レー ム メ モリ で あり ,「 道 具 」 
は プロ グラ ム で ある と 考え て いる 人 は お そら くい な い だ ろ う 。 
普通 . これら は 紙 , 絵具 , 筆 と いう メタ ファ ー で 説明 され る し , 
説明 され な く て も これ が な じみ の 道具 で ある こと に 抵抗 を 感じ 
る 人 は いな い 。 こ れ は 不思議 な 精神 の 作用 で ある 。 ペ イン トシ 
ステ ム は この よう な 心理 的 な 像 の 喚起 力 に よっ て , まず 使い 手 
の 前 に 現れ る 。 

目 の 前 に ある も の が 紙 な の か 。 ある い は 紙 の よう な 映像 で あ 
202», それ は 人 間 に と っ て さほど 重要 な 問題 で は な い 。 目 の 
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前 の 紙 が , 丸め る ,。 汚す , 破 く と いっ た 働き か け に 対し て どの 
よう な 反応 を 返し て くる か が その 紙 に 対す る われ われ の 認識 の 
すべ て で ある 。 た と え 本 物 の 紙 で あっ て も , 汚し て も し み 一 つ 
残ら ず 丸 め て も 矢 一 つ 残 ら な けれ ば , も は や それ は 紙 で は な い 。 
反対 に . ある 働き か け に 対し て 的 確 な 反応 さえ 返せ ば , それ は 
幻 で あっ て も 心理 的 に は 紙 と 等 価 で ある 。 デ ザイ ナー は , 物理 
的 な 東 縛 を 全く 受け な い 文 字 通り 「 幻 の 紙 」 を 手 に 入れ た と い 
JOET 2 

注意 深く 設計 され た ペイ ント シス テム で ある な ら , 「 紙 」 以 外 
に も 多く の 「 何 か 」 を 発見 で きる は ず で ある 。 こ れ は 溶剤 , こ 
れ は 消し ゴム 。 これ は に 定着 液 と いう よう に 。 あ る い は また シス 
テム と の 対話 の 中 で , 擬人 化 さ れ た アシ スタ ント *?% に 出会う か 
も し れ な い 。 こ うし た 仮想 の 物性 や 人 格 を 作り 上 げ る た め に , 
ペイ ント シス テム は 整合 性 の ある レス ポン ス を 可能 な か ぎり 素 
早く 返さ な く て は な ら な い 。 bL, 矛盾 し た 動き が あっ た り , 
反応 が 滞っ た りす れ ば , た ち ま ち 幻 の 「 何 か 」 は 目 の 前 か ら 消 
ぇ 失せ る 。 ペ イン トシ ステ ム は , あく まで イリ ュー ジョ ン を 操 
る シス テム で ある *"。 

今後 の 課題 

道具 は 人 間 の 身体 の 延長 で ある と いう 考え 方 が ある 。 ナ イフ 
は 手 の 。 車 は 足 の 。 カメ ラ は 目 の , それ ぞ れ 延長 と 考え る わけ 
で ある 。 

ac, それ に 従え ば , コン ピュ ー タ は 脳 の 延長 と いう こと に 
な る よう で ある 。 例え ば 大 量 の デー タ を 統計 的 に 扱っ た り , そ 
こ か ら 意 志 決 定 を 支援 する 論理 を 展開 し た り , そう いっ た コン 
ピュ ー タ の 姿 は 人 間 に と っ て 外 的 に 進化 し た 脳 と よぶ に ふさ わ 
し い 。 

し か し , や は り コ ンピュータ と 密接 に 結び 付い て いる と は い 
え 。 こ と ペイ ント シス テム に 関す る か ぎり , この メタ ファ ー に 
は いさ さか 無理 が ある 。 少なくとも , 筆 や エア ブラ シ を ポイ ン 
ティ ング ・ 容 バイ ス 編 持ち 変 えた た デザ ネ ナ ー に と っ で ぞ で, そこ に 
ある シス テム は 脳 の 延長 と よぶ に は あま り に 素朴 で ある 。 む し 
ろ 努 め て 何気ない 手 の 延長 と し て , また 目 の 延長 と し て の 道具 
で あろ うと し て いる よう に 思え る 。 オ ペレ ー タ は 相変わらず 画 
像 を シー ペ で 拡大 し て は , 頻繁 に マウ ス の 頭 を こ ず き な が ら 力 
づく の 作業 を し て いる 場合 が 多い 。 

われ われ の ペイ ント シス テム が ,。 ある 日 美意識 に 目覚 め 、 デ 
ザイ ナー が ボタ ン を クリ ッ ク し な が ら 片 付け て いる 膨大 な 判断 
を 肩 代 り する こと も ある か も し れ な い 。 こ の よう な コン ピュ ー 
タ ・ エ イデ ヂ ディッド ・ ペ イン ティ ング が 実現 すれ ば , それ は まさ 
し く 脳 の 延長 と よぶ に ふさ わし い だ ろ う *"。 

し か し , た と え ぇ え 美 に 目覚 め な く て も , われ われ の 脳 は ご く 単 
純 な 判断 の 繰返し に 酷使 され る 場合 が ある 。 例 えば , 人 間 の 顔 
を 切り 出す と か ,。 画像 の エッ ジ に ある 不 自然 な 切り 残し を 取り 
除く と いっ た 場合 , や は り ど うし て も ルー ペ の 力 仕事 に 頼ら ざ 
る を 得 な い 場 合 が ある 。 こ の 程度 の 判断 。 つ まり どれ が 境界 線 
か 。 また どれ が 不 自然 な クノ イズ か , そう いう 判断 の 自動 化 が こ 
れ か ら の ペイ ント シス テム の 課題 で あろ うと 思わ れる *“?。 

すでに , いく つか の 画像 処理 機能 を 組み 合わ せ た , ノイ スズ 除 
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去 や エッ ジ 抽 出 は 可能 で ある *?3。 し か し それ で も ,1 画素 ご と に 
手 で 処理 する 機会 か ら 逃 れる の は 難し い 。 カ づく の 作業 を いか 
に エレ ガン ト に 解決 で きる か が , コン ピュ ー タ を 使う 意義 の 有 
無 を 分 ける の で ある 。 


(HB E» 

*1: もちろん, X CG 専門 誌 と 同じ 名 前 を も つ 製 品 の こと で 
ある 。 

* 2 : 目下 われ われ が 作る べき な の は ペイ ント シス テム で は な 
く 。 よ り イ ン テ リ ジェ ント な カラ ー コ ピー か も し れ な い 
と 考え て いる 。 こ の 新しい コピ ー は , 原稿 を 読み 取っ て 
すぐ に 紙 が 出 て くる わけ で は な い 。 画面 の 上 で 修正 , レ 
イア ウト が で きる し , その 画像 を 記憶 し て お く こ と も で 
きる 。 つ まり , これ は ペイ ント シス テム その も の で ある 
が 。 カラ ー コ ピー と いう 下地 を も ち ,。 それ を 置換 する こ 
と に よっ . て これ まで と は 違っ た 意味 の 場 に CG を 組み 込 
むこ と が で きる 。 

* 3 : この 意味 で OCR の 普及 は 重要 な 意味 を も つと 考え られ 
ro 

* 4 : 正確 に は 「 デ ジタル 画像 の 素晴らし い 性 質 」 と いう べき 
で ある 。 本稿 は , CG の 中 で の ペイ ント シス テム の 位相 と 
いう こと に あふ れる つも り は な い 。 グラフィック デザ イン 
に ペイ ント シス テム が 何 を も た ら す の か を , デザ イン ワ 
ー ク の 流れ の 側 か ら 考 える の が 目的 で ある 。 し た が っ て , 
ペイ ント シス テム が CG シス テム 全体 を 指す 場合 も ある 
こと を お 断り し て お く 。 

* 5 : 筆 者 ら の 手 に よる ペイ ント シス テム SuperTableau, 
SuperTableauPREMIUM,ESUQUISE 7 な ど は 複合 的 な 
物性 を 自在 に 組み 合わ せる こと が で きる よう に , 次 の よ 
うな 筆 先 を 用 意 し て いる 。 

Pen : ペン 領域 を 塗り つぶ す 。 

RandomColor : 岩 絵 具 。 あ る グラ デー ショ ン か ら ラ ンダ 
ム に 色 を 取り , ペン 領域 を 塗り つぶ す 。 

Push : 絵具 を 擦り , 混ぜ る 擦 筆 。 ペン 領域 の 大 き さ の 毛 
細管 の 束 を 想定 する 。 各 毛細 管 は 画面 か ら 色 を 取り , 
再び 画面 に 戻す こと を 繰り 返す 。 筆 を 動か すこ と に よ 
っ て 絵具 を 擦り , 混ぜ る 効果 を だ せる 。 

Defocus : レン ズ で ぼかす よう な フィ ルター の 効果 。 各 
画素 に つい て , 8 近傍 の 画素 の 平均 の 色 を 重ね る 。 
Knife : ペン 領域 の 色 の 平均 を ペン 領域 全体 に 均一 に 広 

げ る 。 油絵 の ペイ ン テ ィ ン グ ナ イ フ の 効果 。 

Sander : 各 画 素 の 彩 度 を 上 げ , その 分 だ け 近 傍 の 画素 の 
彩 度 を 下げ る 。 繰り 返し な ぞ る と , その 部 分 の 色調 を 
保っ た まま 砂 目 状 に 画面 を 荒らす 。 

Blot Brush: イン ク を 画面 に に じ ま せ る 。 ラ ンダ ム な 分 
岐 に よっ て 独特 の パタ ー ン を 描く フラ クタ ル ペ ン 。 成 
長 点 の 終了 条件 に よっ て 筆 の 広がり を 制御 し て いる 。 
先端 に いく ほど 絵具 の 濃度 を 下げ る の で , 紙 に 絵具 が 
に じ お 効果 に な る 。 

Water Brush : 画面 に 水 を た らし た よう な ぼかし を 入れ 
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る 。 色 彩 を も た な い 筆 先 が ラ ンダ ム に 分 岐 し , 画素 の 
色 を 移動 きせ る 。 そ の 結果 , 画面 に 水 を た らし た よう 
に に じん で いく 。 

Airr・ い わ ゆ る エア ブラ シ 。 周囲 た に いく ほど 減少 する 沿 
度 勾配 を も た せ て いる 。 

Particle : 砂 目 の エア ブラ シ 。 ペ ン の 中 心から ラン ダム 
に 隔 た っ た 画素 に 絵具 の 荒い 粒子 を 飛ば す 。 

Copy Brush : 画面 を 一 定 の ベク ター だ け 離 れ た 画面 か 
5 は ビーチ あお 。 

Eraser : 消し ゴム 。 過去 の 画面 を 透視 する 。 

Smooth Brush : : ア ンチ ジャ ギー 処理 を 施し た 線 を ね っ 
た 毛筆 。 フ リー ハン ド の 場合 , 描画 点 と カー ソル の 距 
離 に より 筆 の 大 さと 広がり 方 向 を 制御 する 。 


・ 浸透 性 の イン ク か それ と も パス テル の よう な 擦り つけ る 


顔料 か は , 物理 的 な 画材 で は 大 き な 違 い だ が 。 プロ グラ 
ム の うえ で は それ ほど 大 き な 差 は な い 。 一 定時 間 ご と に 
処理 を 繰り 返せ ば イン ク に な り , も し 同じ 画素 に 続け て 
処理 し よう と し た と き に それ を 禁止 する と パス テル に な 
る 。 ほん の 少し の 差 が 全く 異な る 物性 と し て 現れ て くる 
と いう の が 。 ペイ ント シス テム の 大 き な 特 徴 で ある 。 
ここ で 言及 し な か っ た 間 題 が な ある 。 そ れ は 新聞 の 切り 抜 
き と 同 様 , 文字 の 問題 , そし て ベク ター 情報 の 問題 で あ 
る 。 文字 と 図形 デー タ は 高度 に 圧縮 され た 図像 で あり , 
それ を 画素 配列 に 展開 する と 再 圧縮 で き な い 。 そ こ で 文 
字 や 図形 は 別 形式 の デー タ と し て 管理 され る こと に な 
る 。 当然 そこ に は 「 自 在 な 自己 参照 性 」 と いう 特質 は 生 
じ 得 な い 。 

DTP の フル カラ ー 化 に 伴い , こ うし た 問題 は ペイ ント シ 
ズ ズ テ み と も る も 無線 で は な く な っ て そ て さて る 。 


: 消し ゴム な どの 機能 は , 主 画面 と 同等 以上 の メモ リ を 必 


要 と する 。 そ うい う ハ ー ド ウエ ア 上 の 制限 か ら , 消し ゴブ 
ム が 実現 で き な い シス テム も ある 。 こ の 水晶 玉 が つい て 
いる の は SuperTableauPREMIUM で ある (も っ と も 。 
正式 に は X メ レイ 機能 と よん で いる )。 

Super Tableau の 場合 , セ モル 板 と よ ば れる 板 の 上 で 半 透 
明 の 消し ゴム が 使え を る よう に な っ て いる 。 セ ル 板 は 。 X 
モリ 上 に 取ら れる 小さ な Undo バッ ファ で , これ を 仮想 
の 透明 板 と 考え て 理解 の 助け に し て いる 。 セ ル 板 に つい 
て 次 の よう な 操作 が 用 意 き れ て いる 。 

Overlay : セル 板 を 画面 上 に 置く 。 

Fix : セル 板 を 画面 に 固定 する 。 

Swap : セル 板 と 画面 を 交換 する 。 

Peel : € JV EIU, セル 上 の 仕事 は キャ ン セ ル す る 。 
Eraser : セル 板 上 の 作業 だ け 部 分 的 に 消し 去る 。 


・ ア シス タン ト の 条件 は いろ いろ ある が 。 判断 を 仰ぐ べき 


こと は し っ か り 聞 き , あま り 重 要 で な いこ と は し つこ く 
質問 し な いと いう の が 鉄則 で ある 。 

SuperTableau で は , シス テム か ら の 問い か け に 「 無 視 で 
き な い 質問 」 と 「 無 視 で きる 質問 」 と いう 2 つの 階層 を 
設け て いる 。「 無 視 で き な い 質問 」 は , 人 間 が 判断 を 下さ 


* 10 


な いか ぎり 次 に 進め な い 。「 無 視 で きる 質問 」 は , その 場 
で 即決 すれ ば GO を 指示 で きる が , 次 の 動作 に 移る こと 
で キャ ン セ ル で きる 。 

対話 型 CG シス テム の 教科 書 と し て 名 高い Fundamen- 
tals of Interactive Computer Graphics に よれ ば 。 イ ン 
タラ クティ ブ ・ プ ログ ラム を 書く に あたっ て の 指針 と し 
C, ① 対 話 の 進行 が 簡単 で 統一 され て いる , ② 多 く の ォ オォ オ 
プシ ョ ン や スタ イル で ユー ザー に 負担 を か け な い 。⑬③ 対 
詰 の 各 段 階 で プロ ンプ ト を 与え る 。④ 適 切な フィ ー ド バ 
ッ ク を 与え る , ⑤ カ づく で な く 誤 りか ら 回 復 で きる , と 
いっ た だ 事項 を あげ て いる 。 これ は プロ グラ ム を 書く < 側 へ 
の 指針 で ある が , 同時 に これ ら は アシ スタ ント を 評価 す 
る 側 の チェ ッ ク 事 項 で も ある 。 


・ ペ イン トシ ステ ム が いか に 心理 的 な シス テム で ある か 。 


次 の よう な 示唆 的 な 実験 が ある 。 同 様 の 結果 を も た ら す 
A と B の 2 つの ルー チン が あり , A の 方 が B よ り も 速 
い に も か か わら ず B の 方 が A より も 視覚 的 に 速く 感じ 
る 。 フ リー ハン ド で A,B2 つの 筆 を 使い 分 ける と B の 方 
が 仕上 が り が 美しい 。 メン タル な シス テム で は 物理 的 な 
時 間 よ り 心 理 的 な 時 間 を 優先 し た 方 が よい 場合 が ある 。 


: CG 作家 の 梅村 高 氏 は , 画像 各部 の 心理 的 な 重み を テー 


ブル と し て 与え る こと に よっ て 。 そ れ を も と に 特殊 効果 
を 付与 する シス テム を 提唱 し て いる 。 美 の 判断 基準 は 。 
そう 簡単 に 脳 を 離れ る こと は な いわ け で ある 。 


・ あ る 特定 の 条件 を 満た す 画 素 を 発見 する た め に , Super- 


Tableau で は オー トマ スク 機能 を 用 意 し て いる 。 オ ー ト 

マス ク は フル カラ ー 画 像 を 参照 し , 色彩 が ある 条件 に マ 
ッ チ し た 画素 に 対し て マス ク を が ける 機能 で ある 。 条件 
に よっ て 8 つの プロ セス が ある 。 

クロ マキ ー : 厳密 に ある 一 色 に マッ チ す る 部 分 だ け マ ス 
7345, 

H: ある 特定 の 色相 だ け マ スク する 。 色相 を 指定 する ヒ 
ュー テー ブル は 画面 か ら 設 定 で きる 。 

S: ある 彩 度 より 上 (F) の 部 分 だ け マ スク する 。 

V: ある 明度 より 上 (F) の 部 分 だ け マ スク する 。 

I: ある 明る さ (R+G+B) より 上 CP) の 部 分 だ け マ ス 
する 。 

R, G, B: 赤 (R) の 明る さ が あ る 値 よ り 上 (T) の 部 
分 だ け マ スク する 。G。 B も 同様 。 

今後 , 空間 フィ ル タ と 組み 合わ せ て まわ り の 画素 と の 関 
係 も 判断 材料 に する よう に し た いと 考え て いる 。 


: 主 に 科学 技術 用 に 用 いら れる 画像 処理 機能 の 多く の も の 


は , グラ フィ ッ ク デ ザイ ン で も 有用 な も の で ある 。 そ の 
中 に は , まわ り の 画素 か ら 判 断 し て 突発 的 な ノイ ズ と 思 
われ る 画素 を , 周囲 の 代表 的 な 色 に 置き 換え る と いっ た 
膨大 な 手 作 業 を 瞬時 に 肩 代 り し て くれ る も の も ある ( ラ 
ンク バリ ュー・ フ ィ ル タ )。 


次 回 か ら は , 具体 的 な 作例 を も と に さま ざま な 作画 技法 を 紹 


介し て いく 予定 で ある 。 
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会 Q っ パソ コン は ミニ コン の 機能 を 超え, 不可 
和 角 と いわ れ て いた 印刷 製版 の プリ ・ プ レズ 衝 
理 が 可能 と な っ た だ 。 実際 に シズ ス デ テム 少 便 用 し 
C OSEE MEAS. 


現代 の コロ ンプ スズ 


今日 も あまた, すべ て の コン ピュ ー タ が 稼働 し て いる 。 ス タッ 
フ た ち は 忙 し を うに コン ピュ ー タ と 向かい 合っ て いる 。 私 の ス 
ケ ジ ュ ー ル 表 は 今日 も 来客 の アポ イン ト で いっ ぱい で ある 。 そ 
の 内 容 は , ビデ オ ・ ア ニメーション の 打合せ , 印刷 用 の 写真 合 
成 の 打合せ 。 シス テム 導入 の コン サル ティ ング な どき さま ざま で 
ある 。 毎日 が こん な 繰返し で 過ぎ て いく 。 

当社 は , 主 に 新聞 用 の 白黒 製版 を 行っ て いる 企業 で ある 。 他 
に 子会社 と し て デザ イン 部 門 を 2 社 , 写植 部 門 を 2 社 グ ルー プ 
化し て いる が 。 私 た ち は 本 社 の 中 で 昭和 ビデ オセ ンタ ー と いう 
ビデ オ 制 作 部 門 の 一 部 と し て C-GAM (Computer Graphics 
Art&Magic) と いう コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) 部 門 を 
動か し て いる わけ で ある 。 今後 の 「 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ ( パ 
お ける プリ ・ プ レス 処理 」 と いう テー マ に ふれ る 前 
Z, まず 当社 の 機能 と 立場 を 知っ て いた だ きた いと 思う 。 
前 述 し た よう に , 当社 の 本 業 は デザ イン と 製版 で ある 。 とこ 
ろ が , 6 年 ほど 前 に 映像 出版 と いう 言葉 が 盛ん に な り , 多く の 
印刷 製版 会 社 が ビデ オ 事 業 に 参入 し た と き に , 昭和 ビデ オセ ン 
ター も ネス ダ ター ト し た の で ある 。 し か し 。 ピ ビデ オォ 事業 は すでに 競 
PRNL, 他社 と の 差別 化 を 考え な けれ ば な ら な か っ た 。 

こ で 。 当社 で 導入 し た の が 日 本 ビク ター 製 の アニ ピュ ー タ 

と いう CG シス テム で あっ た 。 256X220 Fy Fh, 26 万 色 中 256 
色 表 示 と いう 機能 で リア ル タ イ ム で アニ メー ショ ン が で きた の 
で ある 。 と ころ が 当時 は , CG が まだ 普及 し て お ら ず 。 当社 も メ 


の イカ E 


た な めき お さむ 
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ー カ ー も どの よう に し て シス テム を 応用 し て いっ て よい か わか 
ら ず 苦労 し た も の で あっ た 。 こ の ころ を 第 1 次 CG 導 入 期 と 私 
た ち は い っ て いる が , デザ イン 。 ビデ オ 。 印刷 。 ファ ッ シ ョ ン 
業界 を 含め , か な り の CG シス テム が 導入 され た 。 し か し , その 
大 半 は シス テム を 完全 に 理解 し て 動か すこ と が で きず , 毎月 の 
リー ス 料 の み を 支払 う 羽 目 に な っ て し まっ た の で ある 。 

そん な 中 で , 私 た ち は 子 会 社 か ら の デザ イナ ー の 参加 に より 
CG を 制作 し 始め 。 CC イラ スト や CG アニ メー ショ ン な どの 技 
術 も し だ い に ア ッ プ し 。CG に よる TV-CM アニ メー ショ ン や 
雑誌 広告 。 ポス ター まで 制作 する よう に な っ て いっ た 。 

一 方 , 当初 社内 の 制作 の み を 行っ て いた が ,。 ビデ オ ・ プ ロダ 
クシ ョ ン や 印刷 デザ イン な どの 仲間 業者 か ら の 制作 依頼 が 増 
え , シス テム の グレ ー ド アッ プ も 考え な けれ ば な ら ず ,640 X480 
Fy h, 1.677 万 色 表 示 の image maker を 導入 する こと に な っ 
た 。 image maker で は 2 次 元 と 3 次 元 ソ フト を 組み 合わ せ , イ 
ラス ト の みな ら ず パッ ケー ジ デ ザイ ン や ID, 建築 シミ ュ レ ー シ 
ョ ン 。 環境 デザ イン な ど を 行い , 本 格 的 な CGL (Computer 
Graphic Laboratory) の 機能 と シス テム を 販売 する ディ ー フ ー 
機能 , CG の 教育 を する セミ ナー 機能 を 含め CG に 関す る すべ 
て の サー ビス を 行う こと と な っ た 。 し が し , ま だ これ ら の て C な シ 
ステ ム で 制作 し た 作品 は 解像度 が 低く , フィ ルム 出力 を し て も 
と て も 写真 レベ ル で 使用 する こと は で き な か っ た ( 俗 に 640X 
480 ドッ ト く らい の 解像度 は ば デオ レー ト と いい , ビデ オー 画 
面 の 細か さき をもって いる )。 そ ん な と き , 1987 年 3 月 に イマ プロ 
の CG シス テム と 出合 っ た の で ある (Gu). 
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ミー コン の 時 代 か ら パソ コン の 時 代 へ 


CG の シス テム に も いえ る こと だ が 。 この 1 < 2 年 の パソ コ 
ン の 進歩 に は 目覚 まし いも の が ある 。 以 前 の パソ コン と いう と. 
価格 は 安い が 計算 が 遅い 。 記憶 容 量 が 小さ いな どの 問題 点 が あ 
っ た 。 しかし, 32 ビッ ト 機 の 出現 。20 MHz の クロ ッ ク 。20 
MIPS の 計算 速度 , 600 M バイ ト の ハー ド デ ィ スク の サポ ー ト 。, 
あげ く は 2.2G バ イト の 磁気 テー プ (MT) や MS-DOS Ver.4.0 
の サポ ー ト に より , ユ ー ザ ー ズ メモ リ を 無限 に 使用 で きる な ど 。 
すでに 大 きく ミニ コン ピュ ー タ を 超え て し まっ て いる 。 そ し て 。 
CPU 本 体 の 機能 ば か り で な く 。, 周辺 機器 の 充実 に も 目 を みはる 
も の が ある 。 例えば, 入力 側 で は 600 dpi の フル カラ ー・ ス キャ 
ナ の 登場 ,。 ハイビ ジョ ン ・ ビ デオ カメ ラ と ハイ ビジ ョ ン ・ フ レ 
ー ム バッ ファ の 登場 な ど 。 メモ リ 側 で は 追記 型 光 ディ スク の ロ 
ー コ スト 化 , 1G バイ ト の DAT-MT の 登場 と , 2.2 G バイ ト の 
8mm ビ デオ テー プ に 記録 する MT ユニ ッ ト な ど は 今後 の メ 
ディ ア を 大 きく 変え る で あろ う 。 ま た , 出力 側 で は レー ザー 機 
符 の ロー コス ト 化 に より 。 レ ー ザ ー・ フ ィ ル ムレ コー ダ 。 シ レー 
ザー ビー ム ・ プ リン タ 。 レー ザー ビー ム ・ プ ロッ タ 。 フル カラ 
ー 表 現 が 可能 な 熱 昇華 型 フ ルカ ラー A3 プリ ンタ , A0 イン クジ 
エッ ツ ト ャ アル カタ ラー・ ブ リン タダ な どの デパ イス が 登場 し て きた 。 
この シス テム は すべ て パソ コン に 接続 可能 で あり 。, こ うな る と 。 
これ まで 一 部 屋 を 占領 し て いた 高価 な ミニ コン ・ シ ステ ム が 。 
今後 パソ コン に 取っ て 代わ られ る 時 代 が や っ て 来る の は 必至 で 
あろ う 。 

今 , 世界 は DTP か ら プ リ ・ プ レス へ 


パソ コン と いう と 日 本 の お 家 芸 の よう に 思え る が 。 や は り ア 
メリ カ に 比べ る と 遅れ て いる 部 分 が 多い 。 そ れ は ハー ドウ エア 
の 機能 面 で は な く , 周辺 機器 や ソフ トウ エア の ノウ ハウ 部 分 に 
持 に 多い よう で ある 。 特に, 業務 レベ ル で 使用 で きる 周辺 機器 
を つる し て , それ に ソフ トウ エア を 開発 し , 本 格 的 に 使用 で き 
る シス テム を 開発 する と な る と , や は り コ ンピュータ の 歴史 の 
長い アメ リカ の 独壇場 に な っ て くる 。 ゲ ー ム マシ ン と し て 有名 
で あっ た アッ プル 社 が 日 本 の パソ コン に 押さ れ て 一 時 危機 説 が 
あっ た の を , DTP (Desk Top Publishing) と いう 考え 方 に より 
レー ザー ビー ム ・ プ ブリ ンタ を サポ ー ト し ,。 版 下 作成 を パソ コン 
で 行う 画 期 的 な アイ デア で 世界 の 市 場 に 復活 し た 例 な ど は 。 ハ 
ー ド ウエ ア と ソフ トウ エア を 巧み に 組み 合わ せ た 成 果 で ある 。 
今 , ア メリ カ で は , アッ プル 社 の マッ キン トッ シュ を は じ め と 
し て IBM PC な ど パ ソコ ン 主 流 の 時 代 が や っ て 来 て いる 。 し か 
UL, その ベー ス に は 通信 ネッ トワ ー ク が すでに 全米 。 全 世界 に 
ネッ ト さ れ , ユー ザー は その ネッ トワ ー ク を 利用 し , 2,000 dpi 
以上 の レー ザー プロ ッ タ を 制御 し て YMCK の 4 色 分 解 刷 版 を 
作成 する プリ ・ プ レス シス テム が 登場 し 。 し だ い に 普 及 し 始め 
だ 。 

クリ シュ ナコ ゼー 社 は 全米 に 30 店 の ネッ ト を 持ち 。 マ ッ キ ン 
トッ シュ で 作成 し た 絵 や 文章 を カラ ー プ リン タ や レー ザー プロ 
ッ タ で 出力 し 。 カラ ー プ ルー フ (校正 吊り ) サー ビス や カラ ー 
コピ ー・ サ ービス を は じ め と し ,。 他 の 支店 と 通信 網 に より デー 


e [x] 1 は 次 ペー ジ 。 


タ の 送受 信 を 行っ て いる 。 


また , 印刷 製版 業界 に は 以前 か ら ト ー タ ルス キャ ナ ・ シ ステ 
ム と いわ れる プリ ・ プ レス シス テム が ある が 。 その シス テム と 
接続 し 。 サブ シス テム と し て 使用 され て いる 例 で は , 全米 同時 
発売 の フル カラ ー 新 聞 「USA Today」 紙 が あげ られ る 。 こ こ で 
は , イス ラ エ ル の サイ テッ クス 社 の レス ポン ス と いう トー タル 
スキ ャ ナ を 使用 し て いる が , その シス テム と カナ ダ の イマ プロ 
社 の プリ ・ プ レス シス テム を オン ライ ン で 接続 し 。 作業 の 効率 
化 を 図っ て いる 。 

一 方 。 米国 ムー 久 社 で も 同じ よう だ レス ポン ス と ハン ド シ ェ 
イク し 。 デ ザイ ン シ ス テム と し て 利用 きれ て いる 。 こ の よう に 
ゲ アメ リカ で ば さま ざま な か た ち で パソ コン に よる プリ ・ プ レス 
シス テム が 稼働 し 始め て いる 。 こ の ベー ス に は 。 パ ソコ ン に よ 
る グラ フィ ッ ク シ ステ ム の 普及 と いう 大 き な 要 因 が 必ず 考え ら 
れる 。 パ ソコ ン で 作成 し て イラ スト や グラ フィ ックス を な ん と 
か デー タ か ら 印 刷 へ も っ て いき た いと いう ユー ザー た ちの 熱意 
が , この よう な シス テム を 生む きっ か け に な っ た の だ と 思う 。 

Us シン た 
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プリ ・ プ レス と は Pre Press System の こと で , 印刷 前 シス テ 
ム と 直訳 で きる 。 つ まり , 印刷 の 前 段階 で あ る カラ ー 分 解 。 刷 
版 作 成 ま で を いう の で ある 。 基本 的 に は ,。 ある クラ イア ント か 
ら 仕事 が 発生 する と 図 1 の よう な 流れ を 経て 仕事 が 進む 。 ま ず , 
クラ イア ント と の 打合せ で 。 ラフ と いわ れる 全体 の イメ ー ジ を 
大 ざっ ぱに 表現 し た も の が 作ら れる 。 こ れ に は 。 現在 カラ ー や 
晶 黒 コピ ー を 用 い , 拡大 ・ 縮 小 し た 素材 を 貼り 合わ せ て イメ ー 
ジ を 表現 し て いる デザ イナ ー が 多い 。 RZ, その ラフ を クラ イ 
アン ト に 見 せ て 全体 の イメ ー ジ を 詰め て いく 。 こ の 段階 で は 。 
ラフ を 書き 換え て 何 度 も プレ ゼン テー ショ ン を 行う こと が 多 
い 。 ようやく ラフ が 決定 する と , 次 に 制作 段階 へ 移る 。 つま り , 
実際 に 文字 を 写植 打ち し 。 イ ラス ト な ど は 書き 上 げ 。 撮影 など 
も 行っ て いく 。 そ し て 次 に カン プ へ と 移る 。 こ れ は 実際 の 使用 
原稿 の 大 き さ の 台紙 に 写植 文字 や イラ スト , 写真 な ど を 貼り 込 
み , 定 成 に 近い 状態 で クラ イア ント ・ チ ェ ッ ク を 受け る こと で 
ある が , 実際 は 時 間 と コス ト が か か る た め 。 印刷 段階 の 色 校正 
で この チェ ッ ク を 代行 し て し まい 。 あ まり 行わ れ て ぬ な い 。 t 
し て その 先 に 版 下 作成 が ある 。 版 下 は 実寸 の 台紙 を 使用 し , 文 
子 や 野 線 の よう に 綱 を か け な い 部 分 と 写真 な どの よう に 網 を か 
ける 部 分 な ど に 分 け ,。 レイ アウ ト さ れ て 色 の 指示 が 入っ た 状態 
の も の を いう 。 

これ が で きる と ,。 よう や く デ ザイ ン ノン 部 門 の 仕事 が 一 段落 し 。 
次 に 印刷 段階 へ と 移っ て いく 。 こ れ を 印刷 出稿 と いう 。 デ ザイ 
ン と 印刷 製版 が 分 か れ て いる 企業 で は , この 段階 で 印刷 製版 会 
社 に 版 下 が 渡さ れる 。 

さて , 渡さ れ た 原稿 は 網 を か ける も の , また は 100 % の 網 で 
よい も の に 分 けら れ , 網 か け の 必要 な 写真 や イラ スト の よう な 
も の は カラ ー 分 解 と いっ て 印刷 の 4 色 の カラ ー で ある C (シア 
ン ), M( マ ゼン タ ),。 Y (イエ ロー), K (8%) ic2)30, お の お 
の フィ ルム に 出力 され る 。 その後 。 文字 や 写真 な ど へ 網 を 入れ 
た り 。 入っ て いな い フ ィ ル ム を 切り 貼り し た り し て 1 枚 の フィ 
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図 1 デザ イン か ら 印 刷 ま で の 流れ 


ルム に 貼り 入 む 集 版 作 業 が あり , この 段階 で 1 ペー ジ 分 の 刷 版 
が 出来 上 が る の で ある 。 集 版 作業 が 終わ る と 色 校 正 が あり 実際 
に 試し 刷り を 行い , 印刷 製版 会 社 で は カラ ー 分 解 の 具合 や キズ 
の 有無 な ど を チェ ッ ク し , デザ イン 側 で は 指示 し た 色 の バラ ン 
ス な ど を チェ ッ ク す る 。 

これ が 終わ る と よう や く 印 刷 段 階 に 入る 。 初めて 印刷 機 に 
PS 版 が 組み 込ま れ , 印刷 が 始ま る の で ある 。 デザ イン 段階 を 別 
に し て も 印刷 製版 段階 で 約 1 ヵ月 弱 と いう , か な り 時 間 の か か 
る 作業 が 従来 行わ れん て きた の で ある 。 デ ザイ ン 了 段階 も 仕事 の 内 
容 で 多少 異な る が 1 3 カ月 くら いか か る こと は 日 常 茶飯 事 で 
ある 。 

プリ ・ デ レス シス テム の 必要 性 


プリ ・ プ レス シス テム は 略し て PPS ある い は IPPS (Image 
Processing Pre Press System 三 画像 処理 印刷 前 段階 シス テム ) 
と いわ れ て いる が , 印刷 製版 業界 で は 7 年 ほど 前 か ら ト ー タ ル 
スキ ャ ナ ・ シ ステ ム と し て 知ら れ て いる 。 図 1 の E か ら F ま で 
の 段階 を 行う シス テム と し て , HP-1000 クラ ス を CPU と し , 
並列 処理 機能 や 大 容量 の ハー ド デ ィ スク や オー プン MT (現在 
で は 特に 大 容量 と は いえ ず , パソ コン の デバ イス の 方 が 容量 は 
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大 きい も の が ある ) を 生か し , 数 千 万 円 も する ドラ ム 型 スキ ャ 
ナ や 平面 型 ス キャ ナ を 使用 し , 画像 を 入力 処理 し , レー ザー プ 
ロッ タ な どの 出力 する 電子 製版 シス テム で ある 。 大手 で は 大 日 
本 スク リー ン 製 造 の シグ マシ リー ズ を は じ め と し , サイ テッ ク 
ス 社 の レス ポン スシ リー ズ , 英国 クロ ス フ ィ ー ル ド 社 の マグ ナ 
スキ ャ ン 。 西独 ヘル 社 の クロ マコ ム な ど が ある 。 

本 来 。 これ ら の シス テム は コン ピュ ー タ に よる 幅広 い ク リエ 
ー テ ィ ブ デザ イン の 可能 性 と 製版 段階 の 効率 化 を 目指 す も の で 
あり , アメ リカ で は 六 百 数 十 台 導入 され て いる が , うち 約 半数 
以上 が クリ エー ティ ブ 中 心 に 使用 きれ て いる 。 こ れ に 対し て , 
日 本 で は 四 百 数 十 台 の 導入 の ほとん ど が 製版 段階 の 集 版 作業 が 
中 心 で も ある 。 こ れ は 非常 に 残念 な こと で ある が , これ に 関し て 
は さま ざま な 原因 が 考え られ る 。 ま ず 第 1 に , シス テム が 1 億 
円 以上 と 非常 に 高価 で , 時 間 の か か る デザ イン の た め に 専有 さ 
せら れ な い 。 第 2 に, アメ リカ で は パソ コン CG は すでに 10 年 
以上 の 歴史 が あり , その 歴史 の 上 に トー タル スキ ャ ナ ・ シ ステ 
ム が 乗っ て き て いる の に 対し , 日 本 で は CG は まだ 4 で 5 年 の 
歴史 し か な く 。 そ の うえ パソ コン CG に 全く 手 を つけ て いな い 
デザ イナ ー や 印刷 業者 が ほとん ど で , 基本 的 に IPPS に よる ク 
リエ ー テ ィ ブ 作業 が 理解 で き て いな い 。 以 上 の 2 つの 原因 に よ 
D. 日 本 で の プリ ・ プ レス シス テム の 利用 例 は クリ エー ティ ブ 
性 に 欠け て いる 。 

まだ 当社 に 低 解 像 度 や ビデ オレ ー ト の シス テム し か な か っ た 
当時 。 作品 を フィ ルム 出力 し , 印刷 原稿 と し て 使用 し た 際 。 X 
く 印刷 業者 や デザ イナ ー か ら 「 粗 く て ドッ ト が 見 える 」 と 言わ 
れ た こと が ある 。 根本 的 に は ビジ ュ ア ル の 面白 さ で あっ て , 粗 
か ろう が 細か か ろう が それ は 問題 で は な く , 問題 な の は 企画 で 
あり , ビジ ュ ア ル ・ コ ン セ プ ト で ある と いう こと が わか る 人 が 
残念 な こと に 現在 で も 少な い 。 つ まり , きれ い に 印 刷 す る こと 
ば か り を 考え て いて , 全体 の コン セプト を みる こと が で き な い 
の で ある 。 

今 。 私 た ちの 最も 重要 な パー トナ ー の 一 人 と し て , カナ ダ の 
イマ プロ 社 の フレ ッ ド ・ ア ンド レオ ー ネ 社 長 が いる 。 2 年 前 に 
イマ プロ 社 か ら 発 売 さ れ た パソ コン に よる IPPS は , 当時 日 本 
で は スラ イド 作成 シス テム と し て し か 評価 され な か っ た 。 な ぜ 
な ら 。 解像度 4.096xX3.072 ドッ ト の 出力 は 35 mm エク タク ロ 
ー ム の エマ ル ジ ョ ン と ほぼ 同等 で , 35 mm フィ ルム は 日 本 で は 
印刷 原稿 に あま り 使 用 され ず , し た が っ て スラ イド 作成 シス テ 
ム だ と いう の で ある 。 

と ころ が , アメ リカ で は 印刷 原稿 は 35 mm が 大 半 で , それ 以外 
は 8X10 に な り , 日 本 の よう に 4X5 サイ ズ は あま り 使 用 され な 
い 。 と ころ が 。 日 本 で も 著名 カメ ラマ ン は 35 mm で 撮影 し た 原 
稿 を 大 版 ポ スタ ー に 使用 し て いる 。 つ まり , 35 mm サイ ズ で も 
印刷 原稿 と し て は 十分 な ちの も ある の で ある 。 そ うい う 点 か ら 
みて も 。 おおらか な アメ リカ は いつ も アプ リケーション 面 で 日 
本 を リー ド し て いる 。 

2 スコ ジジ に よ 人 あそび の アレ 。 4 

図 1 を 見 て の 通り 。 A て HH まで を コン ピュ ー タ に よる 処理 で 
作業 を 進め ある こと が で きた と し た ら , 計り 知れ な ゆい 効率 化 が 考 
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えら れる 。 これ に 関し て は ,。 トー タル スキ ャ ナ 各 社 も 着眼 し 
パソ コン や ワー クス テー ショ ン に よる デザ イン シス テム で 全 作 
業 を 行う こと を 考え て いる 。 一 方 , パソ コン 側 か ら み れ ば , 前 
述 し た よう に メモ リ の 増設 や 各種 デバ イス の 開発 に より , デザ 
イン シス テム か ら プ リ ・ プ レス シス テム へ 機能 を 上 げ て いく こ 
と が 可能 に な っ て きた 。 こ れ が パソ コン に よる プリ ・ プ レス シ 
ステ ム の 登場 で ある 。 プ リ ・ プ レス シス テム を 正確 に と ら え 。 
デザ イン か ら カ ラー 分 解 , 集 版 , プル ー フ , 刷 版 ま で の トー タ 
ル シ ス テム と し て 考え る と 。 現在 。 パ ソコ ン で は 。 アップル 社 
の マッ キン トッ シュ TI を 使用 し た シス テム と イマ プロ 社 の リ 
タッ チャ ー シ ス テム し か な い 。 前 者 は 出力 機 に ライ ノ ト ロニ ッ 
ク や バリ タイ パー。 後 者 は ECRM な どの レー ザー プロ ッ タ を 
接続 し , 印刷 用 4 色刷 版 を 出力 する 。 主 な 特徴 と し て , マッ キン ト 
ッシュ で は DTP の 流れ か ら 文 字 の 考え 方 が 強く , Page Maker 
や Ready Set Go, Quark Xpress な どの デザ イン レイ アウ ト ・ 
ソフ ト に 日 本 語 を 載せ て いる が , フル カラ ー (1.677 万 色 ) 表現 
は で き な い の で 。 写真 を ペー ジ ・ レ イア ウト し た り 写 真 合成 や 
レタ ッ チ は で き な い 。 イ マブ プロ 社 の リタ ッ チ ャ ー で は 。 その 名 
の 通り 写真 の ペー ジ ・ レ イア ウト や 写真 合成 レタ ッ チ を は じ 
め と し て グラ フ 作 成 。 CG イラ スト , 文字 な ど を 一 括 処理 で きる 
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うえ 。 サ イ テ ッ ク ス 社 の レス ポン ス ・ シ リー ズ な ど と 双方 向 通 
信 が 可能 で ある 。 
パソ コン に よる プリ ・ プ レス シス テム を 便 用 し て 


し 


さき て 。 い よい よ パ ソコ ン の プリ ・ プ レス シス テム を 使用 し て 
の 実際 の 作業 を 見 て いこ うと 思う 。 前述 の マッ キン トッ シュ の 
シス ゲ ム よ り イ マブ プ 豆 祉 の リタ ダッ チャ ー シ メ チム の 方 が 7 
リ ・ プ レス シス テム と し て の 入出 力 系 お よび 処理 内 容 は より 完 
成 さ れ て いる の で , この シス テム を 使用 し て 作業 の 実際 を 紹介 
じ よ うう 。 

イマ プロ 社 リ タッ チャ ー シ ス テム の 全容 は 図 2 の 通り で あ 
る 。 入力 系 は 300 dpi スキ ャ ナ ( 主 に A3 まで の プリ ント 原稿 か 
ら の 入力 ), 600 dpi スキ ャ ナ (4X5 オリジナ ル ・ ポ ジ を ダイ レ 
クト に 読む ),。 35mm スキャ ナ (35mm スライド を ダイ レク ト 
に 読む )。 ビデ オカ メラ また は VTR (ビデ オ 画 面 を 入力 する )), 
MS-DOS に よる アス キー ファ イル で 記述 され た デー タ な ど が 
使用 で きる 。 CPU に 入力 され た 情報 は 写真 を 合成 し た り , 修正 
し た りす る ピク セル ・ レ イヤ ー と グラ フ や イラ スト を 作成 する 
グラ フィ ッ ク ・ レ イヤ ー, 英 数 字 や 漠 字 JIS 第 一 第 二 水準 を 
レイ アウ ト す る テキ スト ・ レ イヤ ー の 3 画面 に 大 きく 分 けら れ , 
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図 2 イマ プロ IPPS リタ ッ チ ャ ー シ ス テム 図 
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図 3 合成 する 写真 


画面 どう し の 重なり の 順番 や 透過 率 は フレ キシ ブル に 変え られ 
る 。 ま た 。 必 要 に 応じ て ピク セル ・ レ イヤ ー に すべ て 合成 し た 
0, 素材 を 分 ける よう に 他 の レイ ヤー に ある 情報 (この 情報 は 
非常 に 小さ い の で フロ ッ ピ ディ スク に 記録 され る ) を フロ ッ ピ 
ディ スク に 記録 し て 保存 も で きる 。 ピ クセ ル ・ レ イヤ ー の 情報 
は 約 36 M バイ ト あ る た め , 内 蔵 の 60 M バイ ト ・ カ ー ト リッ ジ 
MT か 2.2G バ イト の 8 mm ビデ オ ・ ス プー ラー に 記録 され 
る 。 こ の 部 分 だ け で も 従来 の トー タル スキ ャ ナ の MT ( 約 150 
M バイ ト ) に 比べ て は る か に 安価 で スピ ー ド が 速く ,。 大 容量 で 
ある 。 また, クロ ッ ク 20 MHz の 32 ビッ ト CPU 本 体 の メモ リ 
は 18 M バイ ト , 内 蔵 の ハー ド デ ィ スク は 300 M バイ ト と ,。 パ 
ソコ ン で あり な が ら パ ソコ ン の レベ ル を は る か に 超え て いる 。 
イン タフ ェ ー ス も GP-IB を は じ め SCSI な ど 今 後 の 通信 や 大 
型 シ ステ ム と の リン ク に 必要 な イン タフ ェ ー ス は 標準 装備 に な 
っ て いる 。 

出力 系 は レー ザー に より 鮮明 忠実 な フィ ルム 出力 の で きる レ 
コー ダ , 簡単 な 版 下 を 作成 で きる 300 dpi レー ザー ビー ム ・ ア プリ 
“7, 300 dpi カラ ー・ サ ー マ ル ブリ ンタ に は CMYK の 別々 の 
情報 を 送る こと に より , カラ ー ラ フ , カラ ー カ ンプ の 出力 を 可 
聞 に し 。, イ メー ジ セ ッ タ ー と いわ れる 2.032 dpi の レー ザー・ プ 
ロッ タタ から は その まま 印刷 に 使用 で きる 4 色 版 が 出力 され る 。 
フル カラ ー・ イ ンク ジェ ッ ト ・ プ リン タ か ら は 最大 60X60 cm 
サイ ズ の プル ー フ 出力 が 300 dpi で 可能 で , VTR に は 768X 
512 に 間引き され た 画像 が 録画 可能 で ある 。 ま た , 大 き な 特 徴 と 
LT, 従来 の トー タル スキ ャ ナ で ある サイ テッ クス 社 の レス ポ 
ンス ・ シ リー ズ と 双方 向 の ハン ド シ ェ イク が 可能 な ど 。 どの 点 
を と っ て も 非常 に ユニ ー ク な シス テム と な っ て いる 。 

さて 。 シス テム の 説明 は これ くら い に し て いよ いよ 作業 に 入 
ろう 。 ま ず 。 ビ ジュ アル プラ ン は 「 現 代 の バベル の 塔 」 と いう 
テー マ で 作成 する 。 合成 する 写真 は 3 A, 中 国 桂林 の 風景 と ク 
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ライ スラ ー ビ ル と 本 を 読む 少女 の 3 点 で ある ( 図 3 ) 。 そ の ビジ 
ュ ア ル を 切抜き 合成 し 。 レタ ッ チ する わけ だ が , それ に 加え て 
コン ピュ ー タ 側 で 旧約 聖書 を 表す 輪郭 の グラ フィ ッ ク と 世界 中 
の 言葉 が 生ま れ た と され る さま ざま な 文字 を 書き 加え , さら に 
特殊 効果 と し て 崩壊 する クラ イス ラー ビル の レタ ッ チ 。 有 川面 に 
映る ビル の 影 に は 少女 が 。 少女 の 影 に は ビル が と いう 不思議 の 
XX, 左下 の 少女 の 下半身 と クラ イス ラー ビル の 屋上 に は 砂 目 
処理 を 加え , 文字 に は 透過 率 を 別々 に 与え て ビジ ュ ア ル 効 果 を 
上 げ る こと で ラフ を 決定 (B4), いよ いよ 入力 に 入る 。 

オリ ジ ナ ル は すべ て 4X5 ポジ な の で , 600 dpi スキ ャ ナ を 使 
用 し た 。 こ の シス テム で は スキ ャ ナ 個 体 の 色 の 読み 癖 を ソフ ト 
ウエ ア が 自動 補正 し ,。 オリ ジ ナ ル に 最も 近い 状態 で 入出 力 で き 
る よう に な っ て いる が 。 カ ラー バラ ンス を 任意 に 狂わ せる こと 
も で きる 。 ま た , エッ ジ 部 分 の シャ ー プ ネス も 5 段階 選ぶ こと 
が で き , 入力 時 に クラ イス ラー ビル は 最も シャ ー プ ネス を きか 
せ た 。 まず, ピク セル 全体 に ベー スカ ラー を ペイ ント し ,。 桂林 
の 風景 を トリ ミン グ し て レイ アウ ト し た 後 。 クラ イス ラー ビル 
を 縦 体 に し て マス ク を 切り (入力 時 に マス ク が 切れ る ) 合成 ( 図 
5 ) する 。 次 に 少女 に も マス ク を 切り , 右上 に 小 き < く 左 下 に 大 
きく 合成 。 各 マス ク の 周囲 を 自然 に な る よう に レタ ッ チ する 。 
そし て , 川面 に 映る ビル や 少女 を お の お の の 素材 か ら 変形 , XE 
BERL, 少女 の 下半身 と ビル の 屋上 に 砂 目 処理 を 行っ た 。 ビ 
ル は 崩壊 させ な けれ ば な ら な い の で , 屋上 の 一 部 を 消し 。 鉄骨 
を 書き 加え , 破片 を 適当 に レイ アウ ト し 。 シャ ドー を つけ て そ 


(79 ペー ジ よ り 続 く 。) 

パー ソナ ルコ ンピュータ の 限界 と 可能 性 を 十分 認識 し , 実 
際 の デザ イン ワー ク に 対応 で きる シス テム と し て 。 当社 の 選 
択 は 正しかっ た と 今 思 っ て いる 。 
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CG デザ イナ ー は 2 つ に 分 か れ て いる 。 

一 方 は 。 渤 去 内 坑 法 志 避 G に 当て は め よ うと し て 。, エ アデ プラ 
ジ の 機能 や マス キン グ の 能力 の 充実 を 要求 し て いる 。 

も う 一 方 は , 今 ま で の デザ イン 技法 か ら の 決別 を 宣言 し , 
絵筆 を キー ボー ド へ と 完全 に 移し 。 これ まで に な い 技 法 を 開 
拓 し て いる 。 し か し , それ は 過渡 的 様相 で あっ て , 例え ば 車 
社会 に は 馬 の 手 綱 さ ば き は 必要 な いよ うに , 過去 の 遺物 を 引 
きず っ た 技法 は 確実 に 消え て いく で あろ う 。 否 。 キー ボー ド 
を た た く こ と さえ 過去 の 技法 と な る 日 が 来る か も し れ な い 。 
一 部 で は その 芽 は すでに 育っ て いる 。 

これ ら は ,。 決し て 本 来 の 目的 を 逸脱 し た も の で は な く ,。 X 
り 純 粋 に クリ エー ティ ブ で ある た め の 一 つの 変化 に すぎ な 
い 。 

過去 に お いて 手先 の 器用 さき が デザ イナ ー の 条件 の 一 つ で あ 
っ た が , 今 は 構造 的 に 思考 する 能力 が より 重要 に な っ て き て 
いる 。 過 去 数 年 の 間 に め まぐ る し く 変 わっ た CG 23, 今後 の 数 
年 間 で どの よう に 変わ る か は 誰 に も 想像 で き な い 。 ま し て や , 


れ ら し く 見 せる 。 次 に グラ フィ ッ ク ・ レ イヤ ー に 移り , 聖書 の 
輪郭 や 本 の 中 開き 部 分 , 折 り 目 な ど を イラ スト 的 に 描く ( 図 6 )。 
最後 に テキ スト ・ レ イヤ ー に 移り , 各国 の 言葉 を レイ アウ ト し , 
それ に 透過 率 を 与え , 最後 に タイ トル の 「Tower of Babel」 を 
ドロ ッ プ シャ ドー で 入力 し , 全体 を ピク セル ・ レ イヤ ー に 送っ 
て ビジ ュ ア ル を 完成 。 4X5 で フィ ルム 出力 を 行っ た ( 図 7)。 

この 原稿 執筆 時 に 残念 な が ら レ ー ザ ー・ プ ロッ タ に よる イメ 
ー ジ セッ ター が 日 本 に 到着 し て お ら ず , 4X5 フィ ルム 出力 と し 
た が , 手 元 に は カナ ダ よ り 150 線 の 出力 サン プル が 届い て お り , 
この 原稿 が 発表 きれ る ころ に は , A3, 175 線 4 色刷 版 出力 が 日 
本 で も 可能 に な っ て いる は ず で ある 。 

これ が か がら の プリ プレ スズ シス テム 


当然 , 周辺 機器 の ロー コス ト 化 と 日 本 製 の パソ コン で の プ 
リ ・ プ ブレ ス は 可能 に な ろう 。 ま た 。 今後 の 大 き な 問題 と し て 漢 
子 の 書体 の 問題 が ある 。 HE, 通産 省 が 率先 し て 書体 開発 を 進 
め て いる が , 書体 メー カー 大 手 の 写 研 , モリ サワ 両社 の も っ と 
前 向き で 寛容 な 対応 が 望ま れる 。 本 当 の 意味 で の ペー ジ ・ レ イ 
アウ ト は それ か ら で あ ろう 。 ま た, 1990 年 に スタ ー ト する 予定 
の ISDN と いう 高速 デジ タル 通信 網 は 画像 通信 に 大 きく 弾み 
を つけ る こと が 必至 で あり , それ が 可能 に な る と 他 シ ステ ム と 
の 通信 が 簡単 に な り , 日 本 国内 外 を 問わ ず 画 像 通信 ネッ トワ ー 
ク が 構築 され る だ ろう 。 本 当 の 意味 で 平成 元 年 は パソ コン ・ プ 
リ ・ プ レス シス テム の 幕開け の 年 と な ろう 。 


10 年 , 20 年 先 な ど 全 くわ か ら な い 。 あ を えて 予想 する な ら ば , 
CG が 特別 の 造形 活動 で は な く な り , 日 常 的 な も の に な っ て 
いる だ ろう 。 現在 , CG が 芸術 た り 得 る か と いう こと が 話題 に 
な っ て いる が 。 常に その 時 代 の 最高 の 科学 が 最高 の 芸術 を 生 
むこ と を 歴史 が 教え て いる 。 も し , CG が 芸術 た り 得 な いと す 
る な ら ば , それ は 過去 の 規範 に お いて で あり , 価値 観 の 変化 
に 追い 付い て いけ な い 小 心 者 の 寝言 に すぎ な い 。 

グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン に お ける CG は , それ が 何者 か が は 
っ きり し た 段階 で 相当 高い 位置 を 占め る だ ろう 。 現在 の 段階 
で は , 過去 の デザ イナ ー た ち が お そる お そる ふれ て いる 状況 
で あり , いま だ に “CGC らし さ ”" な ど と いう , CG を 何 か な 特別 
な 技法 で ある か の よう に 思っ て いる デザ イナ ー が 多い 。 
近い 将来 , CG に な れ 親 し ん だ 新人 類 が デザ イン 界 の 中 枢 
を 占め る ころ に は ,。 例え ば , カメ ラマ ン に よる 撮影 で ある と 
か , イラ スト レー タ に よる 描画 の よう に 日 常 的 な 技法 の 一 つ 
に な っ て いる だ ろう 。 ま た その ころ に は 現在 , 写植 機 程 度 の 
価格 で ある パソ コン CG シス テム が , 小 規 模 の デザ イン 事務 
所 で も 買え る 程度 まで 価格 が 下がっ て いる だ ろう 。 現在 。 ど 
この オフ ィ ス に も も ワードプロセッサ が ある の と 同じ よう に 。 
グラ フィ ッ ク ・ デ ザイ ン の 事務 所 に CGC シス テム が 置か れる 
日 は 近い … 
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建築 や 土木 の 分 野 は 基本 的 に 単品 注文 生産 の 世界 で ある 。 そ 
ご で は 従来 の 経験 則 や 模型 を 用 い だ 実 験 デー タ を も と に 設計 を 
行 つ て い だ 。 出来 上 が つ だ 建造 物 を 用 いて 設計 結果 の 検証 を す 
る こと は 不可 能 で ある 。 

そこ ご で 建築 ・ 土 木 の 分 野 に お いて は , 特に 大 手 の ゼ ネコ ン や 
建築 設計 事務 所 を 中 邊 と し て 設計 業務 の CAE/CAD 化 を 強力 
に 推し 進め て きだ 。 経験 的 に 得 ら れ だ デー ダ や 模型 実験 の 実験 
デー タ を 利用 し , 従来 より 設計 計画 業務 を より 高度 化す る だ め 
に 積極 的 に コン ピコ ユー タ を 遍 用 し て きだ 。 そ し て 最近 の コン ビ 
コー タツ ・ パ ハー ド ノ ゲソ フト の 急激 な 高 性 能 化 と 低 価格 化 に よ つ て , 
大 の ゼネ コン や 建築 設計 事務 所 で な ぐ こ と も 利用 で きる よう に 
な り , 小さ な 建築 設計 事務 所 に も 普及 し つつ ある 。 

近年 , 情報 化 の 流 は 建築 ・ 土 木 業 界 に も 押し 寄せ て き て お ら , 
小さ な 建築 設計 事務 所 や 建築 現場 の 作業 所 へ も 起 速 に 0A 化 
お よび FA 化 が 進み つつ ある 。 そ の 中 で 建築 CAD シス テム の 
利用 も 普及 し 始め , 最近 は 作業 所 単位 で パソ コン CAD な ご を 
導入 し , 施工 図 を 作成 し て いる と ころ も 見 らむ る よう に な つた だ 。 

機能 設計 だ け で は な ぐ 建 築 の 意匠 設計 の 分 野 に も Cr シス テ 
ム が 普及 し つつ あり , 設計 以前 の 受注 入札 の 際 の プレ ゼン テー 
ショ ン に CG が 有効 利用 され て き て いる 。 特 に 最近 は , 大 規模 な 
コン で は CG で プレ ゼン テー ショ ン を し な いと 工事 を 受注 す 
る こと が で き な い と いつ 声 も 間 こ ご こえ, より 高度 な CG アニ メー 
ショ ン に よる プレ ゼン テー ショ ン も 行わ れる よう に な つ だ 。CG 
の 産業 訪 用 と いつ 点 で は , 現在 最も 成功 し て いる 分 野 の 一 つ で 
あろ つ 。 

愛 回 の 特集 で 掲載 し だ 例 だ けが 建築 ・ 土 木 の 分 野 の 事例 で は 
な いこ と は も ちろ ん で ある 。 例え ば , 今後 の の リリ ゾー トブ ー ム な 
ご の 高まり な ご に よ つ て , 大 規模 な 水上 構造 物 の 建築 や 環境 景 
観 を つま ぐ 生 が し だ 大 規模 な 沿岸 開発 な どの 土木 計画 も 多く ご な 
る ご と が 考え られ る 。 ま だ , 従来 例 の な い 開 発 計 画 も 立て られ 
だ つつ Oo いこ し や また だ (7 の が の の シン ニコ トッ ー シ 
ヨン 技術 が お お い に 活 躍 す る は ず で ある 。 

PIXEL で は , 今後 シリ ー ズ 企画 こし て 建築 ・ 土 木 の CAD と 
CG を 給 介 し て い ぐ 予 定 で ある 。 産業 規模 と し て も 大 変 大 き な 
も の が ある 同 分 野 で の CAD や CG の 今後 の あり 方 は , 大 き な 
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期待 が び が も て る 。 今後 の 動向 を 期待 する と と も に , 読者 の 中 で 面 
白い 取組 み を し て いる 方 が び お いで な ら , ぜひ 本 誌 編集 部 まで ご 
連絡 いただき だ い 。 


建築 設計 事務 所 と AD 


建築 設計 事務 所 に お ける CAD 利用 は , 次 の 3 点 に 集約 され 

つつ ある こと いう 。 ま ざ , 平面 図 び ら 3 次 元 DB を 基本 と する 設 
計 図 書 へ , と いう 設計 業務 の 比重 移行 が 実施 段階 に ある こと 。 
RIZ, CAD ソフ トン ハー ド の 進歩 に より 標準 DB 化 が 進み , デ 
ザイ ン 面 の 重要 性 が 現在 以上 に 増す こと 。 最 後に , 多様 な CG に 
よる 建築 表現 が 想定 され る 。 本稿 で は , 建築 設計 事務 所 に お け 
DCAD 化 の 流れ を 解説 する と と も に 今後 の あり 万 を 考察 す 
る 。 


照明 計画 と ビジ ュ ア ル ・ シ ミュ レー ショ ン 


従来 より 申 明 計画 の 螺 明 環境 の 予測 ・ 評 価 は , REDDY 

輝度 分 布 図 , ま た プレ ゼン テー ショ ン 用 に は パー ス 図 を 利用 し 
て いる が , 照明 の 専門 家 以 外 に は 入 ず し も 有効 な プレ ゼン テー 
ショ ヨン 手段 で は な が ガ つ だ と いう つう 。 本稿 で は , 明 明 シミ ユ ュ レ ー シ 
ヨン を 実用 レベ ル で 行え る CG シス テム の 構築 を 実現 し , 利用 
ULCUS SE S8 Osx8T D 5 C- LC PRIBRIZO S^ CG の 最新 
事例 を 紹介 する 。 


厨房 設計 に お ける CAD 活用 事例 
ー レ イア ウト 設計 に 対す る デー タベース 応用 の 実際 


最近 の ホテ ル や 複合 施設 な どの 発達 に は 目覚 まし いも の が あ 
V), その 主要 施設 で ある 飲食 施設 は ます ます 多 機 能 化 され て い 
る 。 ここ で は , 厨房 施設 の 専門 業者 こし て 15 年 間 に わ だ り ホ テ 
ル や 複合 施設 な ご の 飲食 施設 の 設計 業務 を 行 つ て いる SMI 社 
の 厨房 施設 の 機能 設計 に お ける CAD の 活用 事例 を も と に , EN 
房 機器 に お ける 設計 の 最前 線 を 紹介 する 。 


ン ミ ュ レ ーション ・ ツ ー ル と し て の 

ゴル フ 場 造成 ツ ス テム 

建築 ・ 土 木 の 分 野 で 古く か ら 実 績 を も つ 浅沼 組 の コン ピュ ユー 
タダ ・ シ ミユ レー ショ ン 技 術 の 中 で , 最も 新しい 分 野 で ある 土地 
造成 設計 支援 シス テム と ゴル フ 場 造成 設計 支援 シス テム の 中 が 
ら , ゴル フ 場 造成 設計 支援 シス テム を 例 に あげ , 土木 分 野 の シ 
ミコ レー シヨ ン 技 術 の 最新 事例 を 紹介 する 。 


大 成 建 設 に お ける CAE の - 例 
一 目 然 力 に 対す る 構造 物 の 応答 性 状 を さぐる 


新宿 副 都 心 都庁 新 庁 香 な ど に 代表 され る 超々 高層 建造 物 で 
は , 地震 な ご に 対す る 耐震 の 問題 だ け で な ぐ , ビル の 風 に 対す 
る 耐風 の 問題 が 大 き な お 課題 で ある 。 本稿 で は , 新宿 ヒン ター ビ 
ル な ご ど に 代表 され る 高層 建造 物 の 施工 に 実績 の ある , 同社 の 
超々 高層 建造 物 の 耐震 ・ 面 風 シ ミュ レー ショ ヨン へ の 最新 の 動向 
を 解説 する 。 


建築 設計 事務 所 に お ける CAD 利用 は , 平成 元 年 に 入り 新た 
な 展開 を 迎え よう と し て いる 。 それ は , 概括 的 に 表現 する と 次 
の 3 点 に 集約 され よう 。1 つ は , 平面 図 を 中 心 と する 設計 図書 か 
ら 平面 図 ・ 断 面 図 ・ 立 面 図 を 統合 し た 3 次 元 デ ー タ ベー ス を 基 
本 と する 設計 図書 へ と いう よう に ., 設 計 業 務 の 比重 の 移動 が いよ 
いよ 実施 段階 に 入る こと で ある 。 2 点 目 は , CAD ソフ トン ハー 
ド の 進展 と 相まって 標準 ディ テー ル の デー タベース 化 が 進む 結 
R, 設計 業務 に お ける デザ イン 面 で の 重要 性 が 現在 以上 に 高 ま 
0, 業務 形態 も 大 き な 変 貌 を 遂げ る こと で ある 。 最後 に , CAD 
の 中 で 特に 技術 的 な 進歩 が 著しい コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ ク 
A (CG) の 分 野 に お いて 従来 の リア リティ の 追求 と いっ た 単純 
で 明快 な 目的 に そっ た 建築 表現 で は な く , さま ざま な 価値 観 が 
交錯 する 現代 情報 社会 に あっ て , 人 間 の 知性 (イン テリ ジェ ン 
A) と 感性 (セン ス ) DRR Z7: A 5 ESR UTE dE EE d- 2 E 
SR ART IC EEUU & ios ct CGukoBÓEXILES 
れる こと で ある (場合 に よっ て は 2 次 元 の 図面 化 が 不可 能 と な 
0, 従来 の 範 晴 で は 模型 に よっ て 行わ れ た 設計 者 か ら 施 工 者 へ 
の コミ ュ ニ ケー ショ ン が CG に よっ て 行わ れる か た ち が 一 般 的 
に な る 可能 性 も ある )。 

は じ め の 3 次 元 デ ー タ ベー ス に 関し て は 一 部 に 疑似 的 な 3 次 
元 デ ー タ 互換 ソフ ト も 出現 し て お り , 平面 か ら パ ー ス 。 平面 図 
の 建具 シン ボル と 建具 表 と の 連動 処理 と いっ た ソフ トウ エア も 
実用 段階 に 入っ た と いえ よう 。 ま た , 標準 ディ テー ル に 関し て 
も 滞 繕 協会 と いっ た 公 的 建築 物 に 利用 され て いる デー タ が 今年 
中 に は CAD デー タベース 化 ( フ ロッ ピ 化 ) an, 発売 され る と 
いっ た 動き も あり , 一 方 で は CAD 業務 経験 の 長い 設計 事務 所 
に お いて すでに CAD 図面 の 標準 化 が 推進 きれ て いる 。 最後 の 


` 


建築 設計 事務 所 の CAD 利用 は , 事務 所 規模 や 設計 業 
務 内 容 に よっ て 多様 化し て お り , 
コン サル な ご の 新しい 形態 が 生ま れ よ うと し て いる 。 


今後 5 年 間 で CAD 


中 山 信二 * 
⑧ 図 1 は 次 ペー ジ 。 
CG に よる 建築 表現 に つい て は , ある 意味 で リア リティ の 追求 
(質感 ・ 陰 影 ・ 光 沢 ) と いっ た 段階 か ら , より 開か れ た CG で な 
く て は 表現 で き な い 人 間 の 知性 (インテリジェンス) と 感性 ( セ 
ンス ) の 欲求 に こたえ る 個性 豊か な 建築 表現 の 追求 と いう 段階 
に 移行 し た と いっ て も 過言 で は な い 。 
以上 の よう な CAD に まつ わる 状況 は , 他 の 業種 と 比べ て 近 
代 化 が 遅れ て いる 設計 事務 所 の OA 化 と いう 観点 に 立つ と 。 X 
は OA 機器 の 導入 期 か ら 普 及 期 と いう 第 2 段階 に 入っ た だ け 
に すき な い 。 設計 事務 所 が 生産 性 と 創造 性 と いう 相反 する 機能 
を 統合 し た 高度 な 情報 発信 基地 へ と 変貌 を 遂げ る の は , 次 の 段 
階 す な わ ち テク ノ ス ト レ ス に 象徴 され る OA 化 に 伴う 幣 害 を 
兄 服 する 環境 整備 と いう 第 3 段階 ,。 ひ いて は 情報 の デー タ ベ ー 
ス 化 が 完了 し た 先 の 段階 。 つ まり 入力 (イン プッ ト ) され た 情 
Sk (デー タベース ) を 加工 し て 価値 ある 情報 と し て 表現 (アウ 
トブ プット ) する 設計 者 (人 材 ) が あら ゆめ る 意味 で 尊重 され る 第 
4 段階 まで 到達 し な けれ ば な ら な い 。 し た が っ て 。 そこ に いた る 
道 は か な り 厳 し いも の が ある と いえ る が 。 今回 は 第 3 段階 か ら 
第 4 段階 に に た る 設計 事務 所 の 近 未 来 像 は どの よう な も の と な 
る か を 考察 し た いと 思う 。 以下 に 一 般 的 な 設計 事務 所 の 業務 形 
REP PATE OS 5 年 間 の 推移 を 概観 し , 併せ て 今後 5 年 間 に 予 
想 さ れる 変化 を 先取 り し て 記述 し て みた い 。 あ くま で も CAD 
と 設計 業務 と いう 観点 に 立っ て の 小 論 な た め 論 旨 の 不 十 分 な 点 
が 多々 ある と 思わ れる が 。 読者 の 御 寛 息 を ち う 次 第 で ある 。 


説 計 事務 所 業務 の 過去 ・ 現 在 ・ 未 来 ( 画 1) 


の の の る る の る TL の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の ⑥ の の の の の の の の の の の の の の の の @ の る の の の る る の で の の @ の る @⑥@ の の @ の の の @ po oe@@ の の 6 の 06@@ る @ ゃ @ 


画 過 去 (1984 年 以前 ) 
@ 一 部 の アト リエ 事務 所 や 合理 化 が 進ん で いる 一 部 の 大 組織 事 
務 所 を 除き , 設計 業務 の 大 部 分 は 所 内 で 処理 され て いる 。 

e 参照 設計 資料 は 書籍 ・ 図 面 ・ 文 書 が 一 般 的 で あり , 外部 か ら 


"ous LAXE 
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过 去 (1984 年 以 前 ) 


現在 (1989 年 前 後 ) 


ーー 


-a 


"d ^ 
スケ ッ チ Y 
\ ド ラフ ティ ング ] 


EN 


未来 (1994 年 以後 ) 


ドラ フ テ ィ ング 
プレ ゼン テー ショ ン 


図 1 設計 事務 所 業務 の 過去 ・ 現 在 ・ 未 来 


の ノウ ハウ は 専門 メー カー な どの 一 部 に 限定 され て いた 。 

@ デザイン の チェ ッ ク や スタ ディ は 手書き パー ス と 模型 に よっ 
て 行わ れ , コン ピュ ー タ の 利用 は ご く 一 部 に 限ら れ て いた 。 

@ CAD 利用 は 大 部 分 の 事務 所 で は 日 影 ・ パ ー ス が 一 般 的 で あ 
0D, 設計 業務 に 占め る ウエ イト は 数 % の 域 を 腕 し て いな い 。 

画 現 在 (1989 年 前 後 ) 

e 業務 量 の 増大 と 建築 物 の 複合 化 お よび 小 規模 事務 所 の 増加 な 
どの 諸事 情 に より , 基本 設計 以外 は 外注 で 処理 する ケー ス が 
増加 し , 設計 担当 者 が 業務 全体 を 掌握 する の が 困難 な 状況 と 
な っ て いる 。 

e 欧米 の よう な 実施 設計 を 担当 する ドラ フト マン 体制 が 未 整備 
の まま 外注 (下請 ) 事務 所 が 増加 し た た め , 短期 間 で の 作成 
と いう 観点 か ら は 小回り が きく 半面 。 図面 内 容 や 精度 に 統一 
を 欠き , 設計 主旨 が 徹底 し な いう ら み が 残る 。 

@ 再開 発 に み ら れ る よう に 建築 物 の 大 規模 化 ・ 複 合 化 が 進行 す 
る 半面 , 人 件 費 の 高騰 や 人 手 不 足 に より 設計 業務 の 合理 化 ・ 
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効率 化 が 急速 に 図ら れる た め ,。 設計 の 一 部 に 創造 性 の 欠如 や 
質 の 低下 を 招く ケー ス も 目立つ よう に な る 。 

e 本 格 的 な 情報 化 社会 を 迎え , OA 機器 の 普及 や 設備 条件 の 複 
合 化 が 進ん だ いわ め ゆる 建築 の イン テリ ジェ ント 化 に より 図面 
表現 の 情報 量 が 増大 し た た め , 改修 工事 を 含む 設計 変更 に 多 
大 な エネ ルギー が 必要 と な っ て き て いる 。 

@ 建築 表現 が 社会 の 変動 に 伴い これ まで に な い 多 様 な 展開 を み 
せつ つ あ り , 従来 の 設計 図 (2 次 元 図面 ) で は 表現 し に くい 建 
築 が 増加 し て いる (例え ば , 空気 膜 構造 の 集会 施設 な ど )。 

@ デ ザイ ンチ ェ ッ ク の 一 部 に CAD パー ス を 利用 する 事務 所 が 
増加 し , 一 部 の 設計 コン ペ や プロ ポー ザル に CAD 図面 を 使 
う ケ ー ス が み ら れ る よう に な っ た 。 

e 企画 か ら 基 本 実施 に いた る まで CAD を 利用 する 事務 所 は ご 
く 一 部 を 除い て 少な く , 大 部 分 の 事務 所 は プレ ゼン テー ショ 
ン と し て の 利用 が 中 心 と な っ て いる 。 

ERK (1994 年 以後 ) 

@ 同 一 の デー タベース に よる 企画 か ら 設 計 監 理 ・ メ ン テ ナ ンス 
に いた る まで の 一 括 処 理 が 一 般 的 と な る 。 特に, 大 規模 高層 
建築 や 定期 的 な 改修 が 予想 され る 営業 店 舗 な ど で の 普及 は 急 
速 に 進行 する だ ろう 。 

@ 訓 練 さ れ た ドラ フト マン ・ グ ルー プ (専門 外注 事務 所 ) か CAD 
チー ム ( オ ペレ ー タ や デザ イナ ー, プラ ン ナ ー の 別 を 問わ ず ) 
が 実施 設計 を 担当 し , 従来 の 設計 者 の 本 格 的 な 業務 が 企画 ・ 
基本 設計 に 集中 する (監理 業務 も も ちろ ん 含ま れる が , 規模 
や 施設 内 容 に よっ て 複雑 化す る )。 こ の よう な 業務 形態 の 変化 
に 伴い 設計 事務 所 の 組織 も 大 幅 な 変更 を 強い られ る 。 例 えば , 
実施 設計 を 外注 する か 社内 で 行う か , も し く は 別 会 社 を つく 
っ て 委託 する か 。 さら に は CAD 業務 を 専門 と する デザ イン 
事務 所 と の 共同 設計 と する か な ど に つい て は 設計 事務 所 の 規 
模 ・ 業 務 内 容 ・ 所 員 の CAD に 対す る 習熟 度 な ど に よっ て 異な 
っ て を る 4 

@ 標準 ディ テー ル の フロ ッ ピ 化 や CD (コン パク ト ・ デ ィ ス ク ) 
化 が 普及 し , その 分 だ け 設 計 事 務 所 は 自社 の 標準 設計 図 に 安 
住 す る こと な く 機 能 的 で か つ 個 性 あふ れる ディ テー ル を 競う 
catis 

e 一 部 の 事務 所 間 で CAD と デー タ 通 信 に よる 共同 設計 な どの 
利用 が 進み , 設計 の オリ ジ ナ リティ の 間 題 を は ら み つつ 設計 
デー タ の 共有 化 が 促進 され よう 。 

e 建設 業界 の OA 化 が 進み , 従来 型 の 設計 業務 で は 支障 を 来 す 
状況 が 予想 され る (例え ば , 建築 確認 申請 業務 の OA 化 が 平 
成 4 年 に 実施 され , CAD 図面 だ け で な く フ ロッ ピ 形 式 の 申請 
も 可能 と な る )。 

e 建築 表現 の 3 次 元 化 が 一 部 実現 し , 設計 契約 に よる 建築 主 へ 
の 設計 図書 の 納品 は フロ ッ ピ や CD に よっ て 行わ れる よう に 
な る だ ろう 。2 次 元 の 図面 は 施工 や 改修 な どの 必要 に 応じ 出 
Hèn, 訂正 箇所 が 入力 され 次 第 処分 きれ る こと に な る 。 

@ デ ザイ ンチ ェ ッ ク は 3 次 元 CAD に よっ て 行わ れ , 単なる 形 
態 的 ・ 法 規 的 チェ ッ ク ば か り で は な く , 照明 ・ 色 彩 ・ テ クス 
チャ ・ 視 環境 ・ 空 間 密度 ・ 防 災 計 画 ・ 景 観 計 画 ・ 都 市 計画 と 
いっ た だ さま ざま な 設計 条件 を トー タル に 評価 し て いく シス テ 
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ム が 開発 され る だ ろう 。 

@ 参照 設計 資料 は CAD デー タ が 一 般 的 と な り , 相対 的 に 職場 
環境 が 画 一 的 と な りや すく 感性 あふ れる 設計 を 生み 出す 環境 
作り が ます ます 急務 と な ろう 。 

@ CAD 利用 は ドラ フ テ ィ ング も 含め た 総合 的 な も の と な り , 
ある 意味 で 図面 訂正 な どの 手間 が 全体 の 工程 を 左右 する こと 
に な り , 企画 ・ 基 本 段階 で の 設計 者 の 価値 判断 が 業務 全体 に 
与え る 影響 は 大 きく な る 。 


CAD 利用 の 過去 ・ 現 在 ・ 未 来 ( 男 ?) 


BAZ (1984 年 以前 ) 

@ コ ンピュータ 導入 の 事務 所 は 少数 (10 % 以 下 ) で あり , コン 
ビ ピュー タ 利 用 も 汎用 コン ピュ ー タ を 使っ た 構造 計算 が 主体 
で , CAD 利用 は 日 影 ・ パ ー ス ・ 収 支 計算 に と ど ま る 事務 所 が 
多かっ た 。 

@16 ビ ピット ・ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ (パソ コン ) が 出 始め 。 
人 従来 の ホビ ー 的 要素 の 濃かっ た 8 ビッ ト ・ パ ソコ ン か ら と 業務 
用 コン ピュ ー タ と し て 利用 する 事務 所 が 出 始め る (ワー ド プ 
ロ セ ッ サ (ワープロ) と ファ クシ ミリ が 1982 年 ころ か ら 導 入 
され 始め , 設 計 者 , 特 に デザ イナ ー の OA 機器 に 親しむ 下地 を 
形成 し た 功績 は 計り 知れ な いも の が ある )。 

一 現在 (1989 年 前 後 ) 

@ 包 半 数 の 事務 所 が コン ピュ ー タ を 導入 (70 % 以 上 ) し , 特に 
30 人 以上 の 中 堅 事務 所 で は 導入 済み の と ころ が 多い と 思わ 
れる 。 利 用 形態 は 事務 所 の 規模 や 業務 内 容 に よっ て 多岐 に わ 
た り と て も 概括 で きる も の で は な い が 。 大 部 分 は デー タ ベ ー 
ス 志向 の 本 来 的 な CAD 図面 の レベ ル で は な く ,。 試行 錯誤 的 
要素 と 合理 化 ・ 先 行 投資 的 要素 の 強い 清書 用 の ドラ フ テ ィ ン 
グ ・ マ シン の 域 を 腕 し な い ケ ー ス が 多い と 思わ れる 。 

@ CAD が 大 規模 プロ ジェ クト の プレ ゼン テー ショ ン 手 段 と し 
て 定着 し た が ,。 ハー ドウ エア ソフ トウ エア と も コス ト が 高 
く , 利用 は 一 部 の 組織 事務 所 に 限ら ち れ て いる 。 

@ パ ソコ ン CAD が ハー ドウ エア ププ ソフ トウ エア の 人 性能 アッ プ 
と 低廉 化 に より 急速 に 普及 し て お り , 一 部 の 事務 所 で は 基本 
か ら 実 施 に いた る まで すべ て CAD 化し て いる と ころ も 出 始 
We 

@ CAD 化 を 推進 し て いる 事務 所 の 平均 的 な 姿 は , 基本 ・ 実 施設 
計 の 中 の CAD 化 が 比較 的 容易 な 平面 や 立 面 と いっ た 一 般 図 
に 限ら れ , その 他 は 従来 の 手書き 図面 を 併用 する か た ち が 多 
い 。 提出 期限 な どの 制約 が ある 場合 は 軽微 な CAD 図面 の 訂 
正 を 手書き で 行う こと も 多く , ひい て は 図面 の 食い 違い や 表 
現 上 の 曖昧 さ が 付き まとい ,CAD 化 の メリ ッ ト も 少な いと い 
LA o m 

@ 一 部 に CAD の ネッ トワ ー ク 利用 や ビデ オォ 化 な ど , CAD 化 の 
メリ ッ ト を 生か し た 利用 形態 も 出 始 め て いる 。 

@ 32 ビッ ト ・ パ ソコ ン が 出 始 め て 最大 の ネッ ク で あっ た パソ コ 
7 CAD の 処理 速度 が 大 幅 に 改善 され る ば か り で な <, 分 散 
型 端末 の た め ホ スト ・ コ ンピュータ に よる CAD 処理 で 起き 
る 能 カ ダウン 現 象 か ら も 解放 され , 効率 の 良い CAD 業務 が 
可能 と な っ て きた 。 そ れ に 伴い CAD 端末 の 台数 も 複数 に 1 


過去 (1984 年 以前 ) 


現在 (1989 年 前 後 ) 


未来 (1994 年 以後 ) 


図 2 CAD 利用 の 過去 ・ 現 在 ・ 未 来 


台 か ら 1 人 1 台 の 体制 に 移行 し て いく だ ろう 。 

@ 手 書き と 比較 し て 小回り が きか な い 銀 徴 的 存在 で あっ た プロ 
ッ タ な どの 出力 機器 (密度 の 濃い 図面 の 場合 , 打 出し に 1 時 間 
近く も か か っ て いる ) が 大 幅 に 改善 され , 特に 価格 が 数 十 万 
クラ ス の レー ザー・ プ リン タ に よる 出力 が 可能 と な っ て 機動 
力 が 高まっ て きた (詳細 図 の 打出 し で も 数 分 以内 で 可能 と な 
D, 所 内 で の チェ ッ ク や 基本 設計 段階 で は 十分 活用 で きる )。 

国 未 来 (1994 年 以後 ) 

@ 大 部 分 の 事務 所 (90 % 以 上 ) が コン ピュ ー タ 導入 を 完了 し て 
いる 。 手 書き 併用 CAD が 一 般 的 で ある が , 一 部 の 事務 所 で は 
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V CPU 部 ディ スク SUN s プル 図面 1 枚 人 の シス デム グラ フォ ッ ク PC 
dba ほとん ど な し : 
ie 
過去 10MB 
約 5 年 前 ソロ ッ ピ ディ ヌス ク 
(1984 年 頃 ) 磁気 ディ スク 一 定 の 図面 を 作成 する 労力 
と CAD シス テム 価格 と の 比 
率 て 5 年 前 を 1 と 仮定 
AutoCAD 10 一 100 
を 中 心 に 
現在 一 部 デー タ 
(1989 年 前 後 ) 互換 可能 
単 一 図面 の 作成 ・ 出 力 速 度 
が 向上 
1, 120 一 100 一 1, 000 
200MB 大 部 分 の 約 4000 
未 来 ソフ ト 間 ドッ ト 
約 5 年 後 600MB て デー タ 
(1994 年 頃 ) 互換 可能 1,670 万 色 | デー タベース 利用 に より , 


3 次 元 デ ー タ ベー ス に よる 100 % CAD が 実現 し て いる だ ろ 


Žo 


複数 図面 の 作成 ・ 出 力 速度 
が 向上 


前 提 条 件 
シス テム 価格 の 10 年 間 の コ 
スト を 一 定 と する 


ディ スク 
(CD 化 ) 
図面 1 枚 
约 0.05 一 2 MB 


2 次 元 間 だ け 
プ ェ ー メ | て な (さき 3 次元 


88 7 5 ER. 
ノ パ ー ス 


処理 時 間 | 換 も 可能 


処理 性 能 プ シス テム 価格 


処理 性 能 に は 処理 速度 の 他 
に ネッ トワ ー ク 化 に よる 効 
率 ア ッ プ や デー タ 精 度 を 考 
È 


図 3 建築 CAD の 過去 ・ 現 在 ・ 未 来 ( パ ソコ ン CAD の ハー ド と ソフ ト を 中 心 に ) 


ら 多様 な 展開 を 示す と 思わ れる が , ここ で ぐ 今 一 歩 想像 力 を 駆使 
し て 現在 か ら 5 年 後に いた る まで の 建築 設計 事務 所 の CAD を 


@ 住民 説明 や デザ イン ・ コ ン セ プ ト の 意志 決定 の 有力 手段 と し 
て CG が 活用 きれ (ビデ オ ・ パ ー ス な ど )。CG 業務 を 専業 と 
する 設計 事務 所 (?) も 確立 され る (現在 で も 関西 空港 な ど 
の 例 に み ら れ る よう に , 一 部 に CG が 活用 され る ケー ス が な 
く は な い が , 設計 業務 の 契約 事項 に 含ま れ た り , 設計 料 と し 
て CAD の 予算 が 組ま れる ケー ス は きわ め て 少な い )。 

@ 標準 デ ィ テ ー ル ・ 積 算 デ ー タ ・ 雑 誌 発表 作品 な どの フロ ッ ピ 
化 .CD 化 が 普及 し , 建築 行政 上 で も 建設 省 の 積算 デー タ や 確 
認 申請 デー タ の CAD 化 が 実施 きれ , 住宅 産業 を 中 心 と し て 
図面 の CAD 化 が 急速 に 広まる だ ろう 。 

@ デザ イン 発想 の ツー ル と し て の CAD 利用 の 普及 が アト リエ 
事務 所 を 中 心 と し て 促進 きれ る 。 

@ CAD の デー タベース 的 利用 が 一 層 促 進 さ れる 。 利 用 形態 は 
さま ざま で ある が , 想定 され る も の と し て は 次 の も の が あげ 
られ よう 。 小 規模 事務 所 間 , 建築 ・ 設 備 ・ 構 造 ・ イ ン テ リ ア 
事務 所 間 , 事務 所 一 メー カー 間 , 事務 所 一 建築 主 間 , 事務 所 
一 現場 間 , 事務 所 一 協力 事務 所 間 な ど 。 (B 3) 

設計 事務 所 に お ける CAD 利用 の 概 妥 


前 述 し た よう に 設計 業務 と CAD 化 は 互い に 影響 し 合い な が 
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中 心 と し た 将来 像 を 描い て みた い 。 

まず , 多様 で 複雑 極まる 設計 事務 所 の 組織 形態 を 類型 化す る 

と すれ ば 。 下記 の も の が 想定 され よう 。 比較 し や すく する た め 

に 次 の 5 項目 に つい て 分 類 し て みた 。 

① CRT 端末 1 台 当たり の 設計 スタ ッ フ 数 

(2 CAD 入力 の 担当 部 署 (所 内 入力 外注 入力 ) 

③ CAD の 利用 目的 (デザ イン 志向 効率 志向 ) 

à) CAD 入力 担当 の 職種 (デザ イナ ー プ オペ レー タ ) 

⑤ 勤務 体制 (ヒビ レギ ュ ラ ー プ シフ トン 人材 派遣 ) 

@ タイ プ 1 : 組織 事務 所 型 
e 大 型 CPU と パソ コン を 併用 
e ① に つい て は 急速 に 減少 する (部 に よっ て は 1 人 1 台 ) 
e ②--⑤ に つい て は 併用 が 多い 
e タイ プ 2 っ 5 の 性 格 も 組織 の 規模 ・ 業 務 内 容 ・ 体 制 な ど に 
より 併せ 持つ 

@ タ イプ 2 : アト リエ 事務 所 型 
e パソ コン 主体 
e 近い 将来 1 人 1 台 体 制 と な る 
e 基本 設計 (デザ イン ) に つい て デザ イナ ー が 所 内 で 入力 
し 。 シミ ュ レ ーション な ど に も 利用 し , 実施 は 外注 を 併 
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CAD 入 力 
担当 部 著 


端末 1 台 当たり の 
所 員数 


CAD の 主 な 
利用 目的 


CAD 入力 
担当 の 職種 


勤務 体制 CAD シス テム 
の 概要 


事務 所 所 員数 


所 内 に CAD 
部 門 を 設け 入力 


数 人 一 10 人 
前 後 


汎用 か ら ミ ニコ 
wu pU Me 
業務 内 容 に 応じ 
使い 分 ける 


デザ イナ ー と レギ ュ ラ ー 


a o = 


設計 監理 “コン 
サル 業務 の 全体 
に か か わる 総合 
的 な CAD 利用 を 
図る 


100 人 前 後 
一 数 白人 


組 識 事務 所 型 


信 材 派遣 (オペ 
Tira は シラ 
ト 制 


近い 将来 CAD 
部 門 て 1 人 体制 


効率 の 悪い 入力 
は 外注 


所 内 研修 体制 の 
整備 が 前 提 


Zwüwr-L|T4 PU 
BwrTEIsL 
ーション は 所 内 
実施 な ど は 一 部 
外注 


パソ コン 主体 
CG 能力 の 高い 
シス テム を 付加 


10 人 前 後 一 
100 人 前 後 


2 A "10 


アト リエ 事務 所 型 手書き ・ 模 型 な 
ど CAD 以 外 の メ 


ディ ア を 併用 


近い 将来 1 人 
1 台 体制 と な る 


中 小 規模 事務 所 


I ABT 100 の 所 内 
入力 


効率 的 な ドラ フ 
ティ ング を 優先 


/ パ ソコ ン 主 体 
効率 の 良い EWS 
も 併用 


10 人 前 後 一 
数 十 人 | 効率 を 高め る た 

め , 1 人 て 数 台 の | 協力 事務 所 と の 
中 小 規模 事務 所 | 端末 を 処理 する | 共同 設計 も ある 


ドラ フ テ ィ ング 事務 所 
型 ( プ ロダ クシ ョ ン 型 ) 


レギ ュ ラ ー と 
シフ ト 制 の 併用 


プレ ゼ か ら 基 本 
RTAS 実施 を 所 内 入力 
OA 推进 事务 所 型 100 人 前 後 


デザ イン と 効率 
的 ドラ フト の バ 
ラン ス 重 視 


デザ イナ ー と 
"5 ゾー タタ 


/ き メコン ツ と で ニニ | 
AS CADS A. 
人 人 儒 用 


業務 量 に 応じ 一 
中 規模 事務 所 部 外注 


業務 量 が 偏る た 
め 調 整 が 必要 


デザ イン 優先 
効率 的 な ドラ フ 
ティ ング を 外注 


小 規模 な た め 
イレ デュ ラー 


デー タ 通 信 に 必 
要 な パソ コン 程 
度 

CAD シス テム の 
共同 利用 を 図る 


数 人 一 数 十 人 事務 所 に 外部 通 
信用 の 端末 数 台 


程度 


100% 外 注 外注 事務 所 


外部 依存 型 


利用 可能 な デー 
タ は 所 内 訂正 


OA 機器 を 活用 
し た 外部 通信 


小 規模 事務 所 


1 人 以下 CAD の 研修 ・ 


指導 が 中 心 


デザ イア と ポラ 
2kt*n5f- 
ステ ム 的 発想 に 
よる 利用 


パパ ソコ ン か ら 高 
度 CG 能 力 を も つ 
シス テム ま 字 導 
A 

一 部 研修 ・ 貸 出 用 


数 人 一 数 十 人 


AAT E ジン 
ニア 的 立場 


CAD コン サル 型 所 内 に 外部 貸出 


用 端末 も 常備 


契約 内 容 に より 
共同 設計 も ある 


小 規模 事務 所 


図 4 建築 設計 事務 所 の タイ ポロ ジー(CAD 利用 の 観点 か ら の 分 類 ) 


用 する か た ち が 多 く な る 社 。 今 後 出現 が 予想 され る ([& 4) 
@ ク イプ ブ 3: ドラフト 事務 所 型 画 タ イプ 1: 組織 事務 所 の 事例 (内 容 は 多少 抽象 化し て ある ) 

e CAD に よる 効率 の 良い 図面 作成 が 主 業務 1) A 設計 (内 容 は 建築 CAD に 限定 , 他 の 事務 所 も 同様 ) 

e 外部 か ら の 委託 に よる か た ち が 多 い e 全国 的 な プラ ンチ を も つつ 大 規模 事務 所 

e 多数 の オペ レー タ に よる 入力 が 中 心 で 1 人 1 へ 2 台 体 制 e 東京 と 大 阪 の CAD 業務 の デー タ 互 換 を 図り 。 プレ ゼン 

e シフ ト 制 や 人 材 派遣 を 活用 テー ショ ン だ け で な く 一 部 の 実施 設計 に も CAD を 利用 
@ タ イプ 4:OA 推 進 型 し て いる 

e CAD 以外 の 所 内 業務 も OA 化 を 推進 し , 少数 精鋭 型 の 事 < 東京 事務 所 > 

務 所 を 志向 e ミ ニコ ン CAD シス テム (GDS) 端末 23 台 

e 近い 将来 1 人 1 台 体制 と な る e プレゼ ン テ ー シ ョ ン 中 心 (パー ス 。 アニメ ) で ある が , 

e 所 内 入力 を 基本 と する が , 場合 に より 外注 や デー タ 通 信 最近 は ドラ フ テ ィ ング に も 力 を 入れ 始め た 

に よる 共同 設計 も 志向 する e 設計 情報 室 (4 名 ) は ソフ トウ ェ エア 開 発 ・ 研 修 が 主体 で , 
@ タク イプ 5: 外注 依存 型 オペ レー ト は 設計 スタ ッ フ が 行う 

e CAD 化 .OA 化 を 必要 最小 限 に 抑え , 従来 型 の 設計 業務 e 設計 室 他 に パソ コン , ワー プロ 約 200 台 (AutoCAD 約 

形態 の 長所 を 温存 し て いこ うと する 。 し た が っ て 基本 的 20 台 含 む ) 以上 保有 すす る が , 各 セ クシ ョ ン ご と の 個別 利 

に CAD 業務 は 外注 に 依存 する 。 場 合 に よっ て は 事務 所 用 に と ど ま る 

どう し の CAD シス テム の 共同 利用 を 図る e 新入 所 上 員 全 員 に CAD 研修 を 実施 じ し て いる が , 1989 年 か 
@ タ イプ 6 : CAD コン サル 型 ら 研修 時 間 を 20 時 間 か ら 100 時 間 に 延 長 し て 行う 予定 

e 設計 業務 は 直接 行わ ず ,CAD に よる 設計 を 実施 する 場合 < 大 阪 事務 所 > 

の ノウ ハウ を 提供 する 一 種 の コン サル タン ト サ ー ビ ス 会 e* ミ ニコ ン CAD シス テム (GDS) 端末 7 台 
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図 5 バス の 事務 所 内 部 


現代 建築 研究 所 設計 室 


a”: 


e パソ コン (AutoCAD) 端末 58 台 

e パソ コン CAD に よる 実施 設計 も 一 部 実施 

e 入力 は 人 材 派遣 の 女性 オペ レー タ に よる 

e GDS と の デー タ 互 換 可 能 

B 建築 事務 所 (東京 ) 

e 数 百名 の 設計 スタ ッ フ を か か える 大 規模 事務 所 

e ミ ニコ ン CAD シス テム (GDS) 端末 6 台 

ゅ プレ ゼン テー ショ ン と ドラ フ テ ィ ング 

e 所 内 に パソ コン 。 ワープ ロ 約 40 台 (CAD 対象 外 ) 

e 設計 スタ ッ フ ( 約 120 人 ) の 30 % が CAD 研修 完了 

e オ ペレ ー ト は 設計 スタ ッ フ が 行う 

e ド ラフ ティ ング 用 基本 デー タラ イプ ブラ リ 作 成 

C 設計 事務 所 (東京 ) 

e 数 百名 の 設計 スタ ッ フ を か か える 大 規模 事務 所 

e ミニ コン CAD シス テム (GDS) 端末 13 £ 

e YHP 9100 端末 4 台 (設備 CAD 用 ) 

e シス テム 開発 と オペ レー ト の 一 部 を 担当 する 別 会 社 (所 
員 11 名 ) を 設置 

e オ ペレ ー ト は 専任 オペ レー タ と 設計 スタ ッ フ が ペア で 行 
う 

e 新入 社員 の CAD 研修 は 80 時 間 

e 所 内 に パソ コン 。 ワー プロ 約 40 台 (CAD 対象 外 ,。 ラッ 
プ ト ッ プ は 除く ) 

e 手書き 図面 の 外注 比率 が 高い た め 比 較 的 ドラ フ テ ィ ング 
分 野 が 遅れ て いる 。 


田 タ イプ 2 : アト リエ 事務 所 型 の 事例 


1) 


DUX 

e 所 員数 約 30 名 で 前 衛 的 な デザ イン で 著名 

e パソ コン (DRA-CAD) 端末 15 台 

e ぁ プレゼンテーション と ドラ フ テ ィ ング を ケー スバ イケ ー 
ス で 使い 分 ける 

e オ ペレ ーション は 基本 的 に 設計 スタ ッ フ (デザ イネ ナー) 
が 行う が 一 部 外注 化し て いる 

e CAD 研修 は 特に 行っ て いな い が , 最近 自発 的 に CAD 入 
力 す る 所 人員 が 増加 

E 設計 事務 所 

e Hr EM 50 名 で 公共 施設 の デザ イン が 多い 

e パソ コン (DRA-CAD) 端末 6 £ 
ゼン テー セション と ドラ フチ ティ ンジ 

e 建築 を 構成 する 部 品 な どの デー タベース 化 を 図り デザ イ 
ン に 反映 させ る 

e オ ペレ ーション は 設計 スタ ッ フ が 行う が 一 部 外注 化 を 図 
っ て いる 


画 タ イプ 3 : ド ラフ ティ ング 事務 所 型 


1) 


バス ( 図 5) 

e 所 員 約 15 名 で プレ ゼン テー ショ ン か ら ド ラフ ティ ング 
まで 一 貫 し た CAD 化 を 実施 し て いる 画 期 的 な 事務 所 
e DRA-CAD 端末 約 30 台 (一 部 貸出 用 ) 

e 端末 1 人 に 約 2 台 (入出 力 業務 の 効率 化 ) 導入 

e 現在 は デー タ 入 力 代 行 業務 が 多い が , 将来 は デー タ 作成 
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図 6 CAD セン ター の アニ メー ショ ン 作 成 シ ス 
テム (視点 ・ 軌 跡 な どの デー タ を 入力 すれ 
ば , 端末 の 方 (テク トロ ニク ス T4237) で 
画像 処理 を 行う 。) 


OR 9 一 18 は COLORIMAGES 参照 。 
か ら CAD に よる 設計 を 含む 総合 的 な 中 規模 事務 所 を 目 
指し て いる 。 したがって, 従来 の ドラ フ テ ィ ング と いう 
RI RE EE 
た プロ ダク ショ ン と いう 概念 に 近い 存在 と な o 場合 
N 
$ オ ペレ ーション は 設計 スタ ッ フ (1 人 ) と オペ レー タ (2 
A) が チー ム を 組ん で シフ ト 制 の 勤務 体制 を と る 
e 国内 数 箇所 や 海外 の 協力 事務 所 と の 間 で デー タ 通 信 を 利 
用 し た 共同 設計 を 実施 し て いる 

2) CAD セン ター ( 図 6) 
e ARC ヤマギワ か ら 1987 年 に 独立 し た CAD 設計 組織 
e* ミ ニコ ン CAD シス テム (GDS) 端末 12 £ 
e CAD デー タ の 作成 代行 か ら CAD 設計 に いた る 広範 囲 
な 業務 担当 (大 規模 プロ ジェ クト 中 心 ) スタ ッ フ 数 約 15 
人 
e ア ニメーション 作成 の 外注 も 担当 

画 タ イプ 4: OA 推进 型 

e 現代 建築 研究 所 (Id 7—18) 
e 所 員数 55 名 。 昨 年 創立 40 周年 を 迎え た 典型 的 な 実務 型 
中 堅 事 務 所 で あっ た が , 10 年 前 か ら コ ンピュータ を 導入 

設計 業務 の OA 化 を 模索 し , 昨年 全 所 的 な OA 化 に 

踏み 切っ た 。 
ミニ コン CAD シス テム (GDS) 端末 3 台 
e パソ コン の ネッ トワ ー ク 化 を 図り パソ コン CAD (Mr. 
Jelly), ワー ブロ, 在 席 管 理 , 表 計算 他 の 多 機能 端末 を 約 
40 RRE 
e GDS と パソ コン CAD 間 で デー タ 互 換 


[] 7 手書き 用 の 製図 板 (A1 と の 併用 で ある が 近い 将来 , 出力 機器 を 
増設 し , 製図 板 は テン ボラ リー も し くく は スケ ッ チ 専用 に 用 いる 
こと に な る だ ろう 。) 


図 8 現代 建築 研究 所 CAD 室 ( ミ ニコ ン と パソ コン を 併用 し , デー 
タ の 互換 性 は 確保 し て いる 。 簡単 な 休憩 も ここ で 行う た め , 外 
部 の 景色 が 眺め られ る 位置 を 選ん で ある 。1989 年 に は 増設 し て 
端末 数 が 合わ せ て 10 台 と な る 。) 


19 は 114 ペー ジ 参 照 。 
e プレゼ ン テ ー シ ョ ン と ドラ フ テ ィ ング の 併用 
ペペ レート は DS を オペ レー クタ が , パソ コシ し AD Ta 
ペレ ー タ と 設計 スタ ッ フ が 担当 
PEER TAI 1 台 体 制 か ら 1.5 
近い 将来 1 人 に 1 台 設 置 予定 
e 昨年 は 基本 ・ プ レ ゼ の 比率 が 高かっ た が 。1989 年 度 は 実 
Md celi ea 
画 タ イプ 5 : 外注 依存 型 
@ デー クス 建築 研究 所 ( 図 19) 
e 所 員 約 4~5 名 の 小 規模 事務 所 
e 所 内 で は CAD の 入出 力 は 行わ な い 
es モデ ム を 使用 し て 外注 事務 所 (CAD RIS) と デー タ を や 
り 取 り し て 図面 の チェ ッ ク を 行う (DRA-CAD) 
e 複数 の 小 規模 事務 所 聞 で の CAD シス テム 共同 利用 を 模 
索 中 (114 ペー ジ へ 続く 。) 


人 に 1 台 体 制 に 移行 中 。 
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建 


MEENE ADE 


CG を 利用 する 効果 こ 問 題 点 , 


EKORT CG 
B iE 3 OO FEBR EET 


照明 計画 に お いて は , 従来 か ら 照 明 器 具 の 光学 設計 や 照明 設 
計 に 計算 機 が 利用 きれ , 照明 環境 の 予測 ・ 評 価 に は 照度 Gl- 
luminance) 分 布 図 ( 図 1) や 輝度 (luminance) 分 布 図 な ど が , 
プレ ゼン テー ショ ン に は スケ ッ チ 画 (パー ス ) が 利用 され て い 
る 。 こ れ ら の 手段 は 建築 設備 設計 者 と いっ た 専門 家 に 対し て は 
それ な り に 有効 で も っ た が , 専門 外 の 人 や 施主 , ユー ザー に 対 


300.0 


300.0 300.0 


300 
500. 
600/0 
E 
Q 
e 
[29] 
に TETUER ZOROXED UNDE 
600. 
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図 1 テニ スコ ー ト 面 の 照度 分 布 図 例 


※ ま くち そう いち ま ※ ま し か くら と も あき 4024772 研究 所 


ネネ ※※ ュ うえだ よし ゆき 同 
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築 ・ 土 木 の CAD と CG 


ジュ 


* 


P) 


E db. 
ER 智明 " 
植田 BUT 


し て は 必ず し も 有効 な プレ ゼン テー ショ ン 手 段 で は な く ,。 より 
わか りや すい プレ ゼン テー ショ ン ,。 視覚 化 さ ん た プレ ゼン テー 
ショ ン が 求め られ て いた 。 

画 従 来 の CG 

さま ざま な 分 野 に お いて シミ ュ レ ーション 結果 の 可視 化 の 
必要 性 か ら コ ンピュータ ・ グ ラフ ィ ッ クス (CG) が 注目 され , 
盛ん に 利用 され て き て いる が ,。 ソ フト ウエ ア 。 ハ ー ド ウェ エア の 
発展 に 支え を られ て , その 期待 され た 効果 を 発揮 し つつ ある 。 

し か し , 一 般 的 な CG シス テム は 疑似 的 な 光源 に ある 強 さ を 
与え て レン ダリ ング する も の で あり , われ われ の 求め る 照明 シ 
ミュ レー ショ ン が 行え る も の で は な か っ た 。 ま た ,。 研究 レベ ル 
で は 照明 され た 空間 の 色 や 明る さ の 分 布 を CG で 可視 化す る こ 
と が 試み られ て き て いる が , 照明 環境 を 物理 的 な 裏付け に 基 づ 
いた 精度 レベ ル と 描画 レベ ル を 備え た た われ われ が 実用 レベ ル で 使 
用 で きる CG シス テム は 全く な か っ た 。 

こう し た 状況 の 中 で 。 われ われ は イン テグ ラ の 協力 を 得 て , 
照明 シミ ュ レ ーション を 実用 レベ ル で 行え る CG シス テム の 構 
築 を 実現 し , 利用 を 始め て いる の で , シス テム の 特徴 と 利用 目 
的 や 事例 な ど を 紹介 する 。 


RATES CO シス テム 


一 照明 に お ける ビジ ュ ア ル ・ シ ミュ レー ショ ン の 目的 

CG に よる 照明 シミ ュ レ ーション に 対す る 要求 の レベ ル に つ 
いて は , 色 や 輝度 分 布 が どの くら い 忠 実に 表 さ れる べき か , ま 
た 形状 入力 作業 を 含め た 画像 作成 時 間 や コス ト は どう ある べき 
か な ど 。 利 用 の 目的 に 応じ て いろ いろ な 要求 水準 が ある よう に 
思う 。 わ れ わ れ は , 色 , 照度 分 布 , 輝度 分 布 な どの 情報 を で き 


- る だ け 物 理 的 に 忠実 に 求め 、 これ ら の 情報 を 相対 的 な 静止 画像 


と し て CRT 上 に 表示 する こと を 目的 と し て いる 。 
そこ で , 予測 し よう と する 物体 の 輝度 分 布 に 影響 する 要因 と 


&»237 神奈 川 県 横須賀 市 船越 町 1-201 -1 
セー ルス エン ジニ アリ ング セン ター 896108 東京 都 港 区 三田 1-4-28 
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し て 次 の も の を 取り 上 げた 。 

1) 光源 (照明 器具 ) 

e 取付 位置 , エー ミン グ 角 

e 配 光 特性 

e 分 割 数 ( 点 光 源 と し て みな せる 程度 に 光源 を 細分 割 す る ) 

e 光源 色 ( 3 RUE R, G, B に 比例 し た 数 値 ) 
(2) 視点 の 位置 と 方 向 

e 面 素 の 位置 と 方 向 

@ 面 素 の 色 (R, G, B で 指定 ) 

e 面 素 の 反射 特性 

光源 デー タ に つい て は ,。 これ まで に 使用 。 蓄積 し て きた デー 
タ を 利用 で きる よう に パラ メー タ な ど を 共通 の も の と し た 。 S 
iC, 照明 器具 の 性 能 を 表す 配 光 特 性 デー タ に つい て は , 当社 で 
扱っ て いる 照明 器具 の 中 か ら 1,300 機種 を 現在 デー タベース と 
し て 用 意 し て ある が , 随時 追加 し て いく こと が で きる 。 

エー ミン グ 角 は 照明 器具 の 照射 方 向 で あり , 従来 か ら わ れ わ 
れ が 照明 設計 で 扱っ て いる も の と 同様 の 定義 が 可能 で ある 。 
光源 色 は , 蛍光 ラン プ 。 メ タル ハラ イド ラン プ , 高圧 ナ ト リ 
ソム ラテ ランプ, 低圧 ナオ トリ ウム ラン プ ,。 水銀 ラン プ な ど 。 使用 す 
る ラン プ に よる 照射 面 の 見 え 方 の 違い が 表せ る よう に 定義 で き 
6; 
画 シ ステ ム の 利用 目的 

照明 計画 を 広く 支援 する こと を 目的 と し て いる 。 具体 的 に は 
次 の よう な 目的 を 考え て いる 。 
(1) 光 環 境 の 忠実 な ちと ミ ュ レ ーション 

建築 設計 , 建築 設備 設計 , イン テリ ア ・ デ ザイ ン , 電気 設備 
設計 な ど に か か わる 人 々 が 。 照明 効果 を 計画 の 段階 で 視覚 的 
に 確か め る こと が で きる 。 特に 照明 空間 を 構成 する 材料 の 質 


RGB モニ ター 
640 x 400 


ディ スプ レイ ・ コ ント ロー ラ 
(テク ネ FBX24VF ) 


^f, 光源 の 種類 ( 光 色 ), 器具 の 配 光 特性 の 差異 に よる 照明 
環境 の 違い が 視覚 的 に 確か め ら れる 。 ま た , これ は 重要 な こ 
と だ が , 室内 な ど 閉 じ ら れ た 空間 の 相互 反射 光 を シミ ュ レ ー 
ジ ショ ン す る こと が で きる の も , 本 シス テム の 特徴 の 一 つ で あ 
る 。 TOE, われ われ は 本 CG シス テム を 照明 設計 の みな ら 
ず , 照明 器具 の 設計 に お いて も 照明 器具 の 設計 の 意図 。 効果 
の 確認 の た め に 使用 し て いる 。 
2) 景観 と イン テリ ア の シミ ュ レ ーション 
画像 合成 。 カラ ー・ ペ イン ト 機 能 な ど に より , 照明 器具 と 周 
囲 の 環境 と の 意匠 上 の 調和 を 検討 で きる 。 
(3) プレ ゼン テー ショ ン 
上 記 で 作成 し た 画像 に より , 現実 感 に 富ん だ ビジ ュ ア ル ・ プ 
レ ゼ ン テ ー シ ョ ン が 可能 で ある 。 
較 シ ステ ム の 構成 
ハー ドウ エア の 構成 を 図 2 に 示す 。 本 シス テム は 16 ビット ・ 
バー ジ ナ ルコ ンピュータ を 入出 力 上 0O コントローラ に た, 32 ビッ 
ト ・ ア クセ ラレー タ を 照明 計算 と 画像 生成 に 使用 する 専用 機 で 
ある 。 
ノ フ トウ エア の 構成 は , ① 照明 シミ ュ レ ーション ・ プ ログ ラ 
A, ② 対話 式 3 次 元 形状 入力 プロ グラ ム , 图 2 次 元 カ ラー 画像 
処理 プロ グラ ム ,。 な どか ら な っ て いる 。 


活用 事例 


当社 で は 本 シス テム を , 技術 営業 支援 を 行う セー ルス エン ジ 
ニア リン グセ ンタ ー (fs SEC) で 利用 し て いる が 。 専用 機 
で ある こと を 生か し て 全国 展開 を 行っ て いる 。 HE, 東京 ・ 本 
社 と 大 阪 ・ 西 日 本 支社 に フル シス テム を 設置 し , 通常 の 照明 物 
件 に 活用 し て いる が 。 他 の 地域 に お いて も シス テム の 導入 を 随 


|/0 コン トロ ー ラ 
16 ビッ ト , 180286 CPU 
ノ パー ソナ ルコ ンピュータ 


十 MC68881 FPU 
+16M バ パイ トゲ グ メ モリ 


32 ビ ッ ト MC68020 CPU 
x5 枚 
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i 
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GOD カラ ー ス キャ ナ 


2 照明 度 計画 支援 CG シス テム 構成 図 
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図 5 テニ スコ ー ト 専用 照明 器具 配 光 曲 線 図 (タイ プ 1 ) 


時 行っ て いく 予定 で ある 。 特 に 従来 の 方 法 で は プレ ゼン テー シ 
ョ ン で き な い 照明 物件 や , 特殊 な 照明 効果 が 要求 され る 場合 の 
照明 効果 の 確認 に 使用 し て いる 。 

以下 , CG を 照明 シミ ュ レ ーション に 適用 し た 事例 を いく つ 
か 紹介 する 。 

圏 テ ニス コー ト 照 明 

本 照明 シミ ュ レ ーション は , 当社 の SEC が 実際 に 某 テ ニス コ 
ー ト 照明 物件 の 提案 に 使用 し た 事例 で ある が , 照明 器具 の 照明 
効果 を 説明 する た め に 作成 し た も の で ある 。 

IkW メタ ル ハ ライ ドラ ンプ を 使用 し た 2 種類 の テニ スコ ー 
ト 用 照明 器具 24 台 を それ ぞ れ テニ スコ ー ト 3 面 に 高き 6 m で 
水平 に 取り 付け 。 プ レー ヤー が コー ト 上 か ら 見 た 場合 の シミ ュ 
レー ショ ン 例 (3, 4) で ある 。 使用 し た 照明 器具 の 配 光 特 
性 を 図 5, 6 に 示す 。 

この シミ ュ レ ーション で は 照明 器具 上 方 に 光 が 照 射 さ れる か 
否 か の 違い に よっ て , どの 程度 ロビ ング ボー ル の 見 え 方 に 違い 
が 生じ る か を シミ ュ レ ーション し て いる 。 照明 器具 上 方 へ の 光 
が な い 場 合 ( 図 3) に は , 照明 器具 より も 上 方 へ 上 が っ た ボー 
ル に は 直射 光 が 当 た ら ず ,。 プレ ー ヤ ー か ら ボ ー ル が 見 えな く な 
っ て し まう 。 こ れ を 上 方 へ の 光 が あ る 照明 器具 を 使用 し た 場合 
( 図 4 ) に は 。 上 方 に 上 が っ た ボー ル に も 光 が 当 た り , ボー ル が 
確認 で きる 。 

従来 の 水平 面 照 度 。 鉛 直面 照 度 と いっ た 断片 的 な 評価 デー タ 
Cii, コー ト 面 の 照度 (明る さ ) が 十分 か どう か , ある い は 均 
一 に 照明 され て いる か に つい て の 情報 を 得る に と ど ま っ て いた 
33, CG を 用 いて 照明 シミ ュ レ ーション を 行う こと に より , この 
例 の よう に 照明 空間 に お ける 照明 器具 の 特性 に よる 照明 状態 の 
差異 , 見 え 方 の 差異 を 容易 に 視覚 的 に 確認 で きる 。 し か も , HN 
明 の 目的 , 使用 条件 な どき さ ま ざ ま な 条件 に よる 照明 状態 を テニ 
スコ ー ト 面 。 ボール 表面 な ど あ ら ゆ る 被 照 面 に つい て 同時 に 評価 
CE, 従来 の 方 法 だ け で は な か な か 把握 で き な か っ た スポ ー ツ 
照明 空間 全体 に お ける 光 の 方 向 性 や , 数 値 デ ー タ で は 判断 し き 
れ な い ス ポー ツ 照 明 空 間 の 質 と いっ た も の の 評価 が , 比較 的 容 
易 に わか りや すい か た ち で 行え る 可能 性 が ある こと が わか る 。 
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国 街 路 照明 


ここ で は , 街路 照明 環境 の 研究 の た め に 作成 し た 照明 シミ ュ 
レー ショ ン 例 (加 7 一 9) に つい て 述べ る 。 

街路 照明 で は 路面 を 明る く 均 一 に 照ら す だ け で な く , 防犯 上 
の 理由 か ら 歩 行者 の 姿 , 表情 が 見 て と れる 明る さ が 必 要 に な っ 
て くる 。 これら の 目的 を 満た す た め に は 照明 器具 自体 の 性 能 の 
他 に , 器具 の 取付 け 高 さき が 重要 と な る 。 そ こ で , これ ら の ファ 
クタ が どれ だ け 照 明 環 境 に 影響 する か を 確認 する た め に , 照明 
器具 の 配 光 特 性 と 取付 け 高 さき を 変え た 場合 の 街路 照明 空間 の 変 
化 の 様子 を シミ ュ レ ーション し て いる 。 

図 7 の 照明 環境 は , 照明 器具 の 下方 を 重点 的 に 照明 する 器具 
を 高き 5m, 取付 け 間 隔 25 m で 設置 し た 場合 で ある 。 路面 に 明 
暗 の むら が 生じ , 照明 器具 の 真下 に 立っ た 人 は シル エッ ト と な 
っ て し まう な ど ,。 非常 に 好ま し く な い 照 明 環 境 と な っ て いる 。 

これ に 対し て , 図 8 で は 路面 を 均一 に 照ら す だ け で な く 人 を 
明る く 照 ら す 照明 器具 を 用 い , 取付 け 高 さも 7m と 高く し た こ 
と に よっ て 照明 環境 が 改善 され , 歩行 者 に と っ て 良好 で 防犯 上 
好ま し い 照 明 環 境 が 得 ら れる こと が わか る 。 

また 。 道路 部 分 の 照明 に 高圧 ナトリウム ラン プ を , 他 の 部 分 
で は メタ ル ハ ライ ドラ ンプ を 用 いた 場合 の 照明 環境 の 変化 を 図 
9 に 示し て いる 。 こ の 例 の よう に ラン プ の 種類 , 光 色 を 取り 扱 
うこ と は , 照明 シミ ュ レ ーション で は 重要 で あり , 不可 欠 で あ 
T 
国 室 内 照明 | 

床 据置 き 型 間接 照明 器具 (250 W メタ ル ハ ライ ドラ ンプ ) を 
4 灯 使 用 し た 場合 ( 図 10, 11) の 室内 の 照明 状態 を 示し て いる 。 

この シミ ュ レ ーション で は 照明 器具 か ら の 直射 光 は 天井 と 壁 
に だ け 入 射 し , 床 面 に は 全く 入射 し て いな い 。 従来 の CG で は , 
疑似 光源 を 設定 し な いか ぎり 床 は 暗く な る は ず で ある 。 こ こ で 
は 鏡面 , 拡散 反射 光 を 扱っ た 例 と し て , 天井 面 か ら 床 面 へ の 光 
の 入射 回 数 を 最高 2 回 と し な る よう に 反射 回 数 を 設定 し て いる 。 
つま り ,。 反射 回 数 を 3 回 と し て いる 。 正確 な 床 面 の 照度 値 を 得 
る た め に は まだ まだ 追跡 回 数 が 不 十分 で ある が , お お よそ の 室 
内 の 照明 状態 を 把握 する に は 十分 で ある こと が わか る 。 も ちろ 


PIXEL (No. 80) 


© [x] 3, 4, 1 一 11 は COLOR IMAGES 参照 。 
ん , 計算 時 間 な ど コ スト に 制限 が な けれ ば , さら に 反射 回 数 を 増 
や し て 精度 を 上 げ る こと が 可能 で ある 。 

会 来 の 照明 計算 で は 室内 な ど 計 算 対象 と な る 空間 に お ける 障 
害 物 が 考慮 きれ て いな か っ た た め , 最近 の オフ ィ ス の よう に パ 
ー テ ィ シ ョ ン を 多用 し た 空間 に お いて 施工 後 の 状態 を 事前 に 評 
fi, 検討 する 4 こと は ほとん ど で き な か っ た 。CG を 利用 する こと 
に より , この 事例 の よう に 照明 器具 な どか ら の 光 が パ ー テ ィ シ 
ョ ン に よっ て 遮 ら れ て 机上 面 が 暗く な る 様子 や , 微妙 な 影 の 状態 
な ど , 従来 に な に さま ざま な 評価 要素 を 含め た 総合 的 な 検討 が 
える こと を 示し て る 

11 は 図 10 で 示し た 照明 環境 を 照度 の 帯 で 示し た 例 で ある 
が , 物理 的 な 裏付け に 基づい て 計算 し て いる の で , シミ ュ レ ー 
ショ ン 画 像 に 対応 し た 照射 面 の 法 線 照度 を 表示 する こと が で き 

この よう に , 本 シス テム に お いて は 相互 反射 を 扱え る こと か 
D, あら ゆる 照明 方 式 に 対し て その 照明 効果 と 照明 環境 の 違い 
を 検討 する こと が で きる 。 例え ば , 図 10 は 間接 照明 方 式 に よる 
場合 の シミ ュ レ ーション で ある が , 天井 埋込み 器具 に よっ て 昭 
明 さ れ た 空間 を シミ ュ レ ーション する こと も も ちろ ん 可能 で あ 
eo 

これ ら の 例 の よう な 相互 反射 光 を 取り 扱っ た 室内 の 照明 シミ 
ュ レ ーション を 実用 レベ ル で 可能 と し た シス テム を 使用 し て い 
る 例 は , 国内 の 照明 メー カー で は 初め て で あり , 海外 に お いて 
ゃ も は ほ は と ん ど み られ な い 。 


ラ 後 の 課題 と 問題 点 


一 デー タ 入 力 の 問題 

われ われ は 本 CG シス テム の 位置 付け を , 照明 計画 を 支援 す 
る た め の も の と し て お り , 建築 デー タ な どの 3 次元 形状 デー タ 
の 入力 その も の を 本 来 の 目的 と は 考え て いな い 。 6524, X 
CG シス テム に お いて も 必要 最小 限 の 3 次 元 デ ー タ 入力 を 行う 
こと は で きる が , 照明 シミ ュ レ ーション を 行う 場合 。 形状 入力 
作業 が 実際 の 作業 工程 中 の 6 ~8 割 を 占め て し まう の も 事実 
で ある 。 

建設 会 社 , 建築 設計 事務 所 な ど に お いて ,。 CAD に よっ て 意匠 
検討 な ど が 行わ れ , 形状 デー タ が すでに 構築 され て いれ ば 。 こ 
れ ら の CAD デー タ を 必要 と する デー タ に 変換 し て 使用 する こ 
と で 目的 と する 照明 シミ ュ レ ーション に つい て の 作業 に 集中 す 
る こと が で きる 。 

われ われ は , HE, エイ ・ ア ー ル ・ シ ー・ ヤ マギ ワ の CAD 
'GDS」 の デー タ の 読込 み を 実現 さき させ て いる が 。 この 他 の 建築 
CAD と の イン タフ ェ ー ス に つい て も 随時 拡充 し て いき た いと 
考え て いる 。 具体 的 に は 「INTERGRAPH "ICAD な どの デ 
ー タ 変換 プロ グラ ム の 開発 を 行う 予定 で ある 。 
Bir RES OS 

シミュ レー ショ ン 結 果 と し て カラ ー・ モ ニタ ー 上 に 表示 する 
情報 は 輝度 (明る さ ) の 分 布 で も る が , この 輝度 は 入射 し て < 
る 光 の 方 向 と 強 さ , 物体 の 反射 特性 。 視点 の 位置 の 相互 関係 に 
よっ て 定まる 値 で ある 。 特 に 視点 の 位置 に か か わる 部 分 が 大 き 
いた め , 視点 の 位置 が 移動 する た びに 可視 面 の 輝度 計算 が 必要 


に な っ て くる 。 こ の こと か ら も わか る よう に , 照明 シミ ュ レ ー 
ショ ン に 必要 な 計算 は 膨大 な 量 に 及び , 室内 の 相互 反射 まで を 
取り 扱う 場合 に は さら に 膨大 な 計算 が 必要 と な る 。 こ れ を リア 
ル タ イ ム に 行う こと は 困難 で あり , 現在 アニ メー ショ ン 化 は 行 
っ て いな い 。 こ の 問題 に 対し て は , ハー ドウ エア テ の 高速 化 と 低 
価格 化 を 待た な けれ ば な ら な い 。 
B AE OS 

RROME KYSER L, 通常 の 事務 室内 に お い 
て は 蛍光 ラン プ の 輝度 は お よそ 1.0x10*(cd/m?) で あぁ あり, &o 
部 分 な ど は 数 cd/m* で ある 。 屋外 な ど で は これ 以上 の 輝度 差 が 
ある 。 

これ を その まま カラ ー・ モ ニタ ー 上 に 表示 する こと は 現在 ハ 
ー ド ウェ エア 的 に 不可 能 な の で , 照明 シミ ュ レ ーション 結果 と し 
て の 輝度 の 分 布 状態 を モニ ター 上 の 輝度 に 変換 する 際 に は 注意 
を 要する 。 わ れ わ れ は , 実際 の 照明 空間 に お いて 知覚 され る 輝 
度 (brightness) 分 布 が カラ ー・ モ ニタ ー 上 で 知覚 され る 輝度 の 
分 布 に 相対 的 に 等 し く な る よう 輝度 の 比 を 対応 さ は せる こと を 試 
みて お り , 単に 計算 輝度 を 256 階 調 に 直線 補間 し て いる わけ で 
は な い 。 したがって, 従来 の CG 画像 に な い 現 実感 が 得 ら れん てい 
る と 思う 。 


お わり に 


われ われ が 照明 計画 を 支援 する 目的 で 開発 し て いる CG シス 
テム の 概要 と , 照明 シミ ュ レ ーション へ の 適用 例 を 述べ た 。 

シス テム は , 従来 の 照度 分 布 図 や 輝度 分 布 図 を も と に し た 照 
明 計 画 を 補い , より 質 の 高い 照明 環境 を 設計 する 道具 と し て 有 
効 な だ け で な く , 大 多数 の 人 に 対し て 照明 の 効果 を 直感 的 に わ 
か りや すく 説明 する た め の 手 段 と し て も 有効 で ある と 感じ て い 
る 。 そ の ため に も , 輝度 分 布 や 色彩 を で きる か ぎり 忠実 に 再現 
で きる シス テム を 構築 する べく , 今後 と も 努力 し て いき た いと 
考え て いる 。 

最後 に , CG シス テム の 構築 に あたり 協力 いた だ いた 関係 各 
位 に , この 場 を 借り て お 礼 申 し 上 げ ま す 。 
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事例 を 紹介 する 。 


は じ め に 


近年 の ホテ ル や 複合 施設 な どの 開発 に は 目覚 まし いも の が あ 
り 。 主要 施設 と し て の 飲食 施設 に 求め られ る 要望 は マル チ フ ァ 
ンク ショ ン 化 し て き て いる 。 ホテ ル , レス トラ ン な どの 業務 用 
飲食 施設 の 機能 設計 (多く の 場合 , 厨房 設計 と よ ば れる ) o, 
オー ナー か ら み た キャ ッシュ ・ フ ロー 効率 化 の 要 と し て 重要 度 
が 増し て き て は いる が , こと 日 本 で は この 厨房 設計 の 重要 度 の 
認知 が 遅れ た まま 今日 まで きた 感 が ある 。 い くら 立派 な 建物 が 
で き て も , 飲食 施設 と いう 「 食 を 通じ て の サー ビス が 伴う 空間 
と 設備 」 は , 欧米 に 比べ 往々 に し て 貧弱 な 場合 が 多い 。 

当社 は 15 年 間 , この 飲食 施設 の 機能 設計 業務 を 国内 ・ 海 外 と 
受諾 し , オー ナー・ オ ペレ ー タ の 要望 を 飲食 施設 の コン セプト 
設定 か ら 実 施 施工 監理 まで の コン サル 業務 を 通じ 。 か つ ゼ ネコ 
», 建築 設計 事務 所 , 関連 工事 会 社 と の 打合せ を 重ね て 最適 な 
施設 機能 を 提案 し 続け て きた 。 

この 設計 分 野 で は , 1982 年 ころ アメ リカ で デー タベース を 取 
り 入 れ て 本 格 的 な CAD 稼働 を 成功 きせ て いる が , 当社 は 1984 
年 より 標準 化 を 中 心 と し た 準備 を 開始 し , 独自 の 開発 コン セ プ 
ト を 打ち 立て , 1985 年 に は 日 本 ユニ シス の 力 を 借り て ソフ トウ 
ェ ア 開 発 に 着手 し , 1986 年 3 月 に は 厨房 機器 デー タベース 化 の 
完了 と と も に 業界 初 の 厨房 設計 用 CAD シス テム の 稼働 を 成功 
させ た 。 な お , 多 く の ユ ー ザ ー の 要望 に こたえ て 1988 年 か ら ソ フト 
ウゥ エア を, 1989 年 か ら 厨房 機器 デー タベース を それ ぞ れ 外販 開 
始 し た 。 


房 設 計 CAD 化 へ の 背景 と コン セプト 


飲食 施設 の 機能 は , 建物 全体 の コン セプト お よび 設備 の 全体 
計画 の 関連 より 議論 され , ある べき 姿 が 決定 され る が , 通常 
厨房 の 機能 設計 業務 は 図 1 に 示す よう に , この コン セプト 設定 


* か わこ こう いち ** よ り ぐ ち よみ お まま を まい し まつ の ぼる 


サン ヨー ムラ コー イン ター ナシ ョ ナル 幌 
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か ら 基 本 設計 。 詳細 設計 そし て 入 礼 仕様 書 作 成 へ と 多く の 打 合 
せ を 重ね な が ら 行 われ る 。 そ の 際 , 必ず 必要 と され る の が 図面 
や 設計 資料 で あり , 打合せ の た びに 修正 ・ 訂 正 が 伴う 。 そ の 作 
業 量 は 本 来 必 要 な 思考 (Think) の 時 間 を 奪い 取る ほど に 多量 で 
あり , 作業 の 質 は 設計 意思 の 伝達 が 難し い ほ ど 入 り 組 ん で いる 
それ は , 厨房 と いう 機能 その も の が 複合 機能 (クッ キン グ , 
プレ パレ ーション 。 ウォッシング 。 サ ー ビ ン グ な ど ) C59, 
選定 され る 機器 も 数 百 種 , 機種 に いた っ て は 数 千種 (同じ 機器 
で も メー カー, 仕様 , 価格 な どの 差異 が 多い ) も あり , 配置 
(layout) を も っ て 設計 意思 が 表現 さき され, 建築 上 の 問題 (躯体 ， 
BE, 床 構造 , 天井 な ど ) や 設備 上 の 問題 (電気 系 統 , 配管 方 式 , 
排気 配管 , 空調 , 排水 な ど ), そ し て 飲食 施設 の 運営 上 の 問題 に 
常に 左右 き さ きれ る た め に 生じ る (原則 的 に 不可 避 ) 。 

この よう な 厨房 設計 の 特質 か ら , 顧客 に 対し て 常に 満 走 の ゆ 
く サ ービス を 提供 し て いく に は , 以下 の よう な スタ ッ フ の 欲求 
を 確保 お する こと が 求め られ た 。 

① コ ン サ ル に 必要 な 裏付け デー タ 

② ス タッ フ に も 手伝っ て も ら え る 意思 伝達 (対話 ) 手段 

③ 了 図面 処理 に 付随 する 作業 の 合理 化 手段 

つま り , 職人 的 慣習 の 仕事 形態 か ら 脱却 し て いく た め の 合理 
化 コ ン セ プ ト と その 試み が 求め られ , 設計 ・ 製 図 は も ちろ ん 使 
用 機器 の 構成 表 お よび 関連 の 積算 業務 まで , か つど の 業務 か ら 
入っ て も 一 元 的 に 管理 運営 で きる こと が 必要 と な っ た 。 そ こ で 
一 年 以上 も か け て 構想 を まとめ , 通常 の CAD シス テム と デー 
タ ベ ー ズ を 専用 アプ リケーション で 一 件 他 す ずる ご と に よっ て で ぞ で 
きる 。 社 内 呼称 「CAROL 一 Computer Assisted drafting and 
information Regeneration system On Layout design (レイ ア 
ウト 設計 に お ける 図面 処理 と 情報 再生 の コン ピュ ー タ 支援 シス 
テム ) 」 と いう コン セブ ト を 生み 出し , 開発 に 移行 し た 。 な お , 
具体 的 な 目標 と し て 以下 の 5 点 を あげ た 。 
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OJE 2 は 次 ペー ジ 。 


1) 図面 処理 の 工数 削減 

2) 設計 変更 へ の 迅速 な 対応 
3) 設計 の 効率 化 ・ 標 準 化 
4) ノウ ハウ の 蓄積 

5) 社内 OA 化 へ の 支援 


ハー ドウ エア お よび ソフ トウ エア 構成 


図 2 に 示す よう な ハー ドウ エア お よび ソフ トウ ェ エア 構成 で あ 
る が , ハー ドウ エア に 関し て は 32 ビット 汎用 型 EWS が 1 台 , 
グラ フィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ が 3 台 (スタ イラ スペ ン 対 応 。 稼 
働 後 1 台 追 加 ), 日 本 語 コ ン ソ ー ル ・ デ ィ ス プレ イ が 2 台 , そし 
て 出力 装置 と し て ペン ・ プ ロッ タ (シャ ー プ 芯 対応 , A 0 判 ) 
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ハー ドコ ピー 機 (A4 判 普 通 紙 対応 モノ クロ ), レー ザー ビー ム ・ 
ブロッ タ (400 dpi・A3 判 普 通 紙 対応 。 稼働 後 追 加 )。 ドット ・ プ 
リン タ を 各 1 台 使用 し て いる 。 

特に , 出力 装置 は 図面 な どの 目的 用 途 別に 使用 機器 を 変え , 
活用 し て いる 。 フ ァ ク シミ リ ・ ベ ー ス の 通信 お よび 図面 管理 に 
ハー ドコ ピー 機 (グラ フィ ッ ク 画 面 の 瞬時 コピ ー 機 能 ) な ら び 
に レー ザー ビー ム ・ プ ロッ タ は 有効 で ある 。 

ソフ トウ エア で は , CAD シス テム (ユニ シス 社 Unidraft) か 
ら 。 リレー ショ ナル ・ デ ー タ ベー ス ・ シ ステ ム (RDB) の オラ 
クル (ORACLE) へ の デー タリ ンク を も た せ 。 UNIX ベー ス の 
厨房 設計 専用 開発 アプ リケーション を 仲介 させ た 。 
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[] 3 機器 平面 ・ 立 面 の 図形 デー タ 登録 
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利用 面 グ びら み だ 機能 こそ の 効果 


厨房 設計 に お ける CAD の 活用 を , 図形 処理 を 扱う CAD 利用 
と , 関連 属性 情報 の 処理 を 扱う RDB 利用 の 2 つの 側面 か ら 有 眺 
め て みた い 。 

E CAD の 利用 
(1) 厨房 機器 図 有 形 デ ー タ の 標準 化 ・ 一 元 化 ニ ユニ ッ ト 図 形 と メ 

二 二 SA 证 

膨大 な 厨房 機器 の 図形 お よび 属性 デー タ を 体系 立て て 管理 運 
用 する た め , 10 桁 の 数 値 コ ー ド を 用 いて 分 類 し た 。 この 10 桁 の 
機器 コー ド は , お の お の の 先頭 か ら 3 一 2 一 2 一 3 桁 で 階層 的 に 名 
称 を も つ 構 造 と し た 。 例 えば , 先頭 3 桁 302" で 冷凍 用 機器 。 次 
の 2 桁 “30207” で 冷蔵 庫 , 次 の 2 wT “3020701” で 2 ドア 薄型 , 
最後 の 3 桁 で 機器 が モデ ル 型 番 レ ベル を 特定 する と いっ た 具合 
で ある 。 な お , 機器 の 名 称 レ ベル の 分 類 は ステ ン レ ス 特 注 製 品 
も 含め て 400 件 程度 と し た 。 

この 機器 コー ド を も と に , 図形 デー タ (機器 の シン ボル 図表 
記 の 意味 を も つ ) を , 図 3 に 示す よう を な 平面 ユニット 図形 と し 
て 機器 外形 も 含め て シン ボル 化し , 使用 層 (レイ ヤー) を 分 け , 
電気 プ ゾ ガ スプ 給 排水 衛生 な どの 設備 記号 な ら び に 取付 け 仕様 
(高き , 配管 径 ) な どの 文字 情報 を 注記 と し て 登録 し た 。 

ま た , 厨房 機器 の 立 面 ユニ ッ ト 図 形 も 平面 図形 の 10 桁 コ ー ド 
に 拡張 子 を 付け て 同様 に 登録 し これ ら ユ ニッ ト 図 形 を 適宜 使 
用 する 仕掛 け は と し て 図 4 に 示す よう な メニ ュー シー ト と よ ば れ 
る 紙 出 力 の 検索 手段 を 採用 し た 。 なお, 現在 の 登録 ユニット 図 
形 は 平面 一 立 面 1 ペア と し て 1.,000 件 を , メニ ュー シー ト で 40 
枚 を 超え て いる 
(2) レイ アウ ト 図 面 作 成 ニ メニ ュー シー ト 利 用 の ユニ ッ ト 図 形 

呼出 し お よび 処理 の プロ グラ ルム 化 
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力 を 行い , CAD の デー タ と し て 登録 する 。 この 際 , 通り 芯 , 柱 , 
壁 な どの 入力 は 基本 描画 機能 を 組み 合わ せ て プロ グラ ム 化 し , 
より 簡単 に . スピ ー デ ィ に 行っ て いる ( 六 体 の 自動 入力 装置 は 
価格 が 高く , 頻度 も 少な いこ と も あり , 未 採用 )。 

その 得体 に 沿っ て 厨房 機器 を 配置 し て いく が , メニ ュー シー 
ト を 利用 し て スタ イラ スペ ン ゼ で ヒット し た り 。 グラ ラテ ラ ィ ッ ク タ 画 
面 自体 で 検索 ・ 呼 出し を 行い 前 述 し た ユニ ッ ト 図 形 を 呼び 出し , 
それ を 回 転 ・ 移 動 ・ 複 写し な が ら 最 適 な 所 へ 配置 する 。 最 後に , 
機器 の ID 番号 (アイ テム 番号 ) を , プロ グラ ム 化 され た 専用 コ 
マン ド の 使用 に より バル ー ン 記号 を 振り , 図 5 に 示す よう な レ 
イア ウト 図面 を 作成 する 。 

これ ら の 登録 ユニット 図 形 を 利用 すれ ば する ほど , これ まで 
随時 個々 に 作成 し て いた だ 時間 が 省 か れる 。 ま た だ た , ホテ ル や レス 
トラ ン に お ける 厨房 機器 (1,000 種 を 超え る 場合 も 多々 ある ) の 
うち 約 40 % は 現在 登録 し て いる ユニ ッ ト 図 形 で 代用 で き , 約 
半数 を 占め る 板金 物 (ステ ン レ ス 製 品 ) も 登録 スニ ニット の パラ 
メト リッ ク 処 理 で 対応 し て いる 
(3) 立 面 プラ ン 図 作成 一 平面 レイ アウ ト 図 連動 に よる 自動 化 

平面 レイ アウ ト が 仕上 が っ て いれ ば , 専用 コマ ンド の 利用 に 
より 立 面 プラ ン へ 自動 展開 し た い エ リア の 平面 レイ アウ ト 図 形 
を 連続 ヒッ ト し , 次 に 立 面 プラ ン を 表現 し た い 開 始点 を ヒッ ト 
する だ け で ある 。 こ の 操作 を 表現 し た い エ リア ご と に 行い , x 
面 プ ラン 図 を 作成 する 。 ま た , 平面 レイ アウ ト 図 が 仕上 が っ て 
いな く て も , メニ ュー シー ト 利 用 に より 平面 レイ アウ ト 図 同様 
に 扱え る 。 立 面 プ ラン 図 例 を 図 6 に 示す 。 

これ まで 手書き で は 修正 ・ 訂 正 に 手間 どる の で , 提出 対応 が 
ほとん ど 最 終 プ ラン 段階 の み で あっ た こと に 比べ , 説得 力 の あ 
る 対応 が 初期 段階 より 可能 と な っ た 。 

(4) 設備 図 作成 (電気 衛生 ) 一 層 の 有効 活用 と 自動 化 

房 設 備 機器 の 配置 に 伴い レイ アウ ト 図 面 が 作成 され る と, 
大 に 関連 設備 へ の 接続 サイ ズ と 位置 , エネ ルギー な どの 消費 量 
を は じ め , 配管 工事 や 配線 工事 な どの 厨房 関連 工事 上 必要 な 事 
項 を 記述 し た 設備 図面 の 作成 に 入る 。 

この 際 , 平面 ユニ ッ ト 図 形 の 使用 層 区 分 に 従い 表示 層 を 選択 
する と , TE^ xD ( 図 7), 衛生 (ガス Re 
る 。 レ イア ウト 図 が 仕上 が っ て いる 場合 設備 図 が 出来 上 
本 EE 

また , 機器 配置 は さま ざま な 角度 で 行わ れる の で 注記 な どの 
文字 列 も 同様 に さま ざま な 角度 を も つが , 専用 コマ ンド を 利用 
し て 初期 化 ( 横 一 列 水 平 に 並ぶ ) と 任意 位置 へ の 移動 を 行う 。 

層 の 使い 分 け は , 例え ば 骨 体 は 0 層 , 能 体 寸法 は 1 層 に , 厨 
房 機器 の 平面 は 2 層 に と いっ た よう に 行わ れ , こう する こと に 
より 0 層 と 1, 2, 3 層 を 出力 対象 に すれ ば レイ アウ ト 図 面 と な 
る 。 0, 1, 2 層 と 機器 の 電気 記号 を 登録 し て いる 9 層 , 電気 容量 
お よび 接続 位置 が 記述 登録 きれ て いる A 層 を と も に 出力 する 
と 電気 配線 工事 用 の 設備 凶 (電気 ) と な る 。 給排水 や ガス な ど 
人 設備 図 (衛生 ) も 同様 の 層 操 作 で 出力 で きる 。 

お , 使用 層 の 区 分 は 紙 出 力 の 際 に シャ ー プ 芯 , 筆 圧 お よび 線 
の 太 さ の 選択 と マッ チン グ さ せる こと が で き , いわ ゆる 濃淡 の 
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[] 8 KMST メニ ュー 画面 


線画 表現 を 実現 し て いる 。 
B RDB の 利用 
(1) 厨房 機器 属性 デー タ の 標準 化 ・ 一 元 化 二 ORACLE 利用 の デ 
一 光一 又 化 
従来 , 膨大 な カタ ログ 情報 の 中 か ら 探 し 出し て いた 厨房 機器 
の 仕様 情報 ( 外 寸 , 電気 容量 , ガス 容量 , 各種 管 径 , 価格 な ど ) 
も 標準化 を 行い , RDB シス テム の ORACLE を 用 いて 機器 属性 
TFM =FR と TRULE A TOET 
タ の 管理 に お いて は KMST (厨房 機器 属性 デー タマ スタ 管理 シ 
ATA) と し て プロ グラ ム 化 し , 誰 で も 簡単 に 検索 で き , デー 
タ ・ メ ン テ ナ ンス お よび 抜 張 に も 利用 で きる よう に し た 。 図 8 に 
KMST の メニ ュー 画面 を 示す 。 
厨房 機器 の 属性 デー タ で は , 機器 コー ド 10 桁 の 定義 に よっ て 
図 9 に 示す よう に 以下 の 項目 を 管理 し て いる 。 
1) 仕様 項目 : モデ ル 型 番 、 外形 寸法 。 電気 ・ が ガス ・ 給 排水 容 
m2Bluü pg 
2) 性 能 項目 : 洗浄 能力 , 製氷 能 
3) 見 積 項目 : 価格 , オ 数 , 重量 な ど 
4) 機器 名 称 : 機器 コー ド の 先頭 5 桁 で 設定 
5) 区 分 名 称 : 機器 コー ド の 先頭 7 (5 一 2) 桁 で 設定 (機器 を 性 
能 区 分 する 項目 で , 2 ドア 冷蔵 プ 4 ドア 冷凍 4 ドア 冷凍 冷蔵 
な ど ) 
さら に , 付帯 管理 項目 と し て 次 の 項目 も コー ド 設 定 に て 同時 
に 管理 し て いる 。 
6) メー カー 名 称 仕 入 先 名 称 
7) 仕 入 先 区 分 図形 ユニ ッ ト の 有無 プ モ デル 型番 重複 
8) 仕向 地名 称 (飲食 施設 の 立地 地域 区 分 ) 
この デー タベース 化 に よっ て 必要 な 項目 (例え ば , W 800, 2 
ドア の 冷凍 ・ 冷 蔵 庫 や , ある 特定 メー カー の すべ て の 機器 な ど 
の 複数 要求 設定 も 可 ) を キー と し て 検索 し , 機器 の 仕様 ・ 性 能 ・ 
価格 な ど を 自在 に 調べ る こと が 実現 で きた 。 現在 , 属性 デー タ 
の 登録 件 数 は 国内 ・ 海 外 の 機器 , 板金 製品 を 含め て 3,000 件 を 
超え て いる 。 
(2) 機器 リス ト 作 成一 平面 レイ アウ ト 図 連動 の 自動 化 
平面 レイ アウ ト 図 作成 と 同時 に 配置 し た 機器 の 設備 情報 ( 属 
性 ブー クタ の 一 格 ) を リス ト 公 する 作業 に つい て 、 CAD シ ステ ム 
と RDB シス テム を リン ク し て 自動 化 を 図っ た 。 また , 機器 りえ 


, 保管 容量 な ど 
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IO KIT メ ニュ ー 画 面 


ト の 作成 プロ セス を 前 述 の 属性 デー タ の デー タベース を 利用 す 
る か た ち で , KIT( 厨 房 機器 リス ト 化 お よび 情報 再生 シス テム ) 
と し で プロ グラ 太 穫 し , レイ アト 図 が か 科 が で いな で でも, 
か つど こ か ら 仕 事 を 開始 し て も よい よう に し た 。 図 10 に KIT 
の メニ ュー 画面 を 示す 。 

まず , 漢字 コン ソー ル 画 面 で この KIT (厨房 機器 リス ト 化 お 
よび 情報 再生 シス テム ) を 実行 し , 物件 の 名 称 ・ 受 注 形態 ・ 英 
文 プ 和文 出力 の 選定 , 仕向 地 ・ 電 源 仕 様 ・ が ガス 仕様 な どの 地域 
特性 情報 , また は 機器 リス ト 作 成 に あたっ て の 配管 径 単位 (A 
呼称 。 イン チ , 30) GHEBE(2U,;74—1) な ど を 登録 
する 。 これ を 物件 書式 登録 と よん で いる (作業 領域 を 確保 し , 
同時 に 図面 作成 か ら 終 了 ま で の 一 連 の 作業 で 作成 する 図面 。 リ 
スト ファ イル を 管理 制御 する )。 

次 に , レイ アウ ト 図 面 か ら 一 気 に 機器 リス ト 構 成 を 作成 する 
だ た だめ, リスト 作成 指 志 が を か ける (配置 し た ユニ ッ ト 図 形 の 機器 コ 
ー ド と アイ テム 番号 を 抽出 し , 属性 デー タベース と リン ク さ せ 
て RDB 上 で リス ト フ ァイル を 作る )。 これ を 図面 化す る に あ た 
D, ALTI ダー) 1 英文 ペッ ダー) AZ 和 [区 で ツテ ター の 3 
種類 や , ライ ン ・ ス キッ プ 数 お よび 層 分 け な ど を 選択 する と, 
先 に 設定 し た 物件 書式 に そっ て 自動 編集 ・ 図 面 化 さ れる 。 こ の 
出力 例 を 図 11 に 示す 。 

レイ アウ ト 図 面 を 作成 し て いな く て も, 機器 リス ト プ ロ ト 自 
貼 作成 と いう 処理 に より , アイ テム 番号 , 機器 コー ド も し く は 
モデ ル 番 号 , 員数 , 属性 デー タ 参 照 有 無 を 定義 むす る だ け で , V 
イア ウト 図 が ある 状態 と 全く 同様 に 扱う こと が で きる (独自 に 
リス ト フ ァイル を 作り , それ を RDB 機能 を 用 いて 変更 ・ 訂 正 ・ 
追加 お よび 属性 デー タ 検 索 を 行い な が ら 編 集 す る )。 

その リス ト フ ァイル を 使用 用 途 (設備 情報 , 設計 情報 , 見 積 
情報 だ 応じ で チエ ジ ク サ スネ と どじ て ア サン ググ 抽 力 じ 。 BHL 
し な く て も 結果 を 把握 し , 赤字 チェ ッ ク を 行っ て 誰 に で も 作業 
依頼 が で きる よう に し て いる 。 

また , 個々 の 機器 リス ト の 集合 で 一 つの 物件 が 構成 され る の 
C, その 対応 を 定義 し , 物件 全体 の 設計 見 積 も 自 動 的 に と れる 
よう に し て いる 。 特 に, この 見 積 情報 は パソ コン ・ フ ァイル と 
し て フロ ッ ピ ディ スク に 変換 きれ る 機能 も 取り 込み , 社内 OA 
シス テム へ 連動 で きる よう に し て いる 。 仕事 の 完了 時 に は , そ 
の 物件 (飲食 施設 ) 全体 の 特性 を 分 析 し た 帳票 も 件 れる よう に 


PIXEL (No. 80) 


Ls 
上 記 の 一 運 の プロ セス の シス テム 化 は デー タベース の 応用 
で 初め て 可能 と な っ た が , 以下 の 点 に つい て 特に 注意 し た 。 


1) 仕事 の 入口 の 多様 化 と 仕事 の 緊急 度 に 対応 が で きる こと 
2) 登録 デー タ の み に 頼 ら な い テ ン ポ ラリ 対応 が で きる こと 
3) 業務 プロ セス の 一 部 で な く 〈, 全体 (設計 か ら 見 積ま で ) に 


対応 で きる こと 


4) 業務 の 支援 指示 や 作業 分 担 を 明確 に で きる こと (各種 チェ 
ッ ク シ ー ト 対応 ) 
5) ルー チン ワー ク は 排除 で きる こと (日 英名 称 に 変換 , Hi 


位 変換 消費 量 積算 な ど ) 
6) 業務 完了 時 に デー タ 薔 積 で き 共 有 化 で きる こと 
(3) 入 礼 仕様 書 / サ プラ イ 別 管理 設計 分 析 一 業務 対応 範囲 の 
拡大 化 

機器 の 属性 デー タベース の 拡大 お よび 機器 リス ト の リス ト フ 
ァイル を 応用 し て , 厨房 設計 の 他 業 務 へ CAD シス テム か ら の 
EPCRA kk No r. 機器 コー ド に 対応 し て 機器 仕 
様 の 文字 情報 が デー タベース 化 さ れ , 編集 が 自由 に で きる よう 
に な っ て いる の で , 機器 リス ト さ え 々 完成 し て いれ ば その リス ト 
ファ イル を 選定 指示 する だ け て で て 入 礼 仕様 書 の アイ テマ イズ ド ・ 
スペ ッ ク (個別 機器 仕様 書 一 機器 の 仕様 を 文書 化し た も の で , 
これ を も と に 応 礼 を 募る も の ) を 作成 で きる 。 

また だ, 仕 入 先 ・ メ ー カ ー の 住所 , 電話 番号 は も と より , そこ 
で 製造 も し く は 販売 され て いる 機器 の 種類 を 属性 デー タ と し て 
追加 登録 管理 し , 機器 仕様 , 価格 な どの 事前 確認 や 調査 の た め 
に 用 いて いる 。 さら に , 機器 リス ト 作 成 プ ロ セ ス で で きた リス 
ト フ ァイル を 飲食 施設 の コン セプト ノ 規 模 プ 地域 な どか ら 分 
類 ・ 整 理 し , 統計 を 取り , 新規 厨房 設計 に 対す る 情報 の 再 利用 
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を 図っ て いる 。 見 積 関係 も 詳細 見 積 用 に 移行 で き , 売値 の 設 
か ら 和 発注 先 別 帳票 作成 へ と 連動 きせ て いる 。 
還 効果 
CAD お よび RDB の 利用 に より , 次 の よう な 効果 が あっ た 。 
厨房 設計 全体 の 業務 進捗 管理 が 可能 と な っ た だ 。 

業務 の 緊急 度 や 仕事 量 に 対し 対応 策 が 明確 に な っ た (特に 
チェ ッ ク リ スト は 有効 )。 

顧客 要望 の 多様 化 に 迅速 に こたえ られ る よう に な っ た ( 特 
に 立 面 図 の 提供 は 有効 ) 。 

ファ クシ ミリ な どの 通信 手段 に マッ チ す る 出力 が 可能 と な 
っ た の で , 打合せ 密度 と その 対応 が 数 倍 向上 し た 。 

図面 精度 と 修正 ・ 訂 正 ス ピー ド は 格段 に 向上 し た (特に 設 
備 図 は 指示 漏れ が 激減 し , 修正 ・ 訂 正 に か か る スピ ー ド は 20 
倍 程 度 速 く な っ た )。 

新米 設計 者 に 対す る 教育 効果 が OJT て 早期 に 実現 で き , 
スタ ッ プ 戦力 化 の 武器 と な っ た 。 

仕事 の 処理 量 に 比例 し て 図形 ・ 属 性 の 両 デ ー タ が 加算 され 
る と と も に , 物件 全体 の 蓄積 デー タ も 加算 され , 新規 設計 物 
件 に 対す る フィ ー ド バッ ク 情 報 が 2 次 効果 と し て 実現 で き 
RE 

デー タベース の 拡大 が 容易 で あり , 設計 関連 の ほとん どの 
業務 を カバ ー し て いく シス テム 思考 が 可能 と な っ た 。 

これ ら の 効果 に より , 優れ た 設計 者 が 少な く と も 作業 者 の レ 
ベル か ら 脱 却 で きる 手段 と し て , その 実効 性 が 確認 で きた 。 そ 
れ は 同時 に 厨房 設計 を 通じ て 顧客 に サー ビス し て いく に あ た 
り , 顧客 サー ビス の 品質 管理 と その モラ ル 向 上 に お いて 設計 業 
務 の 合理 化 以 上 に 重要 な 成果 が 認め られ た 。 
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CAD 活用 上 の 課題 ご 展望 


一 厨房 業界 お よび 関連 業界 に お ける デー タ 流 通 の 課題 

飲食 施設 の 厨房 設計 に お ける CAD 活用 に は , 厨房 機器 ユニ 
ッ ト 図 形 と その 属性 デー タ の デー タベース 化 が 一 義 的 に は 最 重 
要 で , この こと な くし て CAD 化 に よる 効果 は 得 ら れ な いと 考 
える 。 ま た , この よう な 試み が 必要 と され る と ころ に 厨房 業界 
お よび 関連 業界 に お ける CAD 利用 の 壁 が あり , デー タ 作 成 と 
その メン テ ナ ン ス は 大 き な 課 題 と な る 。 

アメ リカ で は , すでに 厨房 機器 メー カー か ら 設 備 機 器 の 仕様 , 
図形 デー タ 類 が 直接 フロ ッ ピ ディ スク に より 無料 提供 され て お 
り , 日 本 で も この よう な 試み の 展開 が 待た れる 。 
E CAD/RDB の 相互 利用 の 展開 

飲食 施設 の 機能 設計 で は , オー ナー・ オ ペレ ー タ の 要望 を , 
ゼネ コン ・ 建 築 ・ 関 連 工事 業者 と の 打合せ を 介し な が ら , a 
者 の ノウ ハウ を も と に 具現 化し , 最適 な 施設 機能 を 提案 し て い 
く 。 こ の ノウ ハウ (機器 の 特性 ・ 性 能 の 把握 お よび 必要 能力 の 
算定 施設 に お ける 食材 ・ 人 の 流れ 飲食 環境 の 動向 な ど ) を 
設計 者 の 個々 の 知識 ・ 経 験 に と ど め ず デ ー タ ベー ス 化 し , 数 値 
化 お よび 汎用 化す る 必要 が ある 。 

その 意味 で , RDB に よる 情報 の 蓄積 ・ 分 析 ・ 統 計 化 と その 応 
用 に お ける AI の 活用 を 模索 し て いる と ころ で ある 。 同時 に , そ 
の 施設 機能 を より わか りや すい か た ち で 提案 する た め , 図 12 に 


(103 ペー ジ よ り 続 く 。) 


図 19 アー クス 建築 研究 所 (所 内 に は 外部 と の 
デー タ 通 信用 の 端末 を 1 台 設置 。) 


し 


以上 で みて きた も の は 専業 の 建築 設計 事務 所 が 中 心 と な っ て 
いる が , その 他 に も ゼネ コン の 設計 部 や 大 学 の 研究 室 な ど さ ま 
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プレ パレ ー ン ショ ン セ クシ ョ ン 


国人 


示す よう に CAD の 機能 を 用 いた より ビジ ュ ア ル な シミ ュ レ ー 
ショ ン (パー ス 図 , アイ ソ メ 図 な ど ) へ 展開 させ た いと 考え て 
いる 。 


ざま な か た ち で CAD を 利用 し た 建築 の 設計 を 行う 組織 が あ 
る 。 前 者 は 企画 ・ 設 計 か ら 施 工 ・ メ ン テ ナ ンス に いた る 総合 的 
な CAD の 利用 が 可能 で ある し , 後者 は 設備 投資 効率 に と ら わ 
れ な い 新 鮮 な 発想 に よる CAD シス テム の 提案 が 可能 で ある 。 
また 海外 に 目 を 向け て みる と CAD 一辺倒 の 設計 事務 所 は ほ と 
ん ど な く 。 従来 の 設計 の 枠組 み に 調和 さき せな が ら CAD 化し て 
いる ケー ス が 多い と きく 。 も ちろ ん ,。 日 本 を 取り 巻く 社会 環境 
は 欧米 と 異な り 。 も は や 参照 すべ き 範 例 を 他 に 求め る の で は な 
く 。 独自 の 立場 に 立っ て CAD と 設計 業務 の か か わり 方 を 模索 
し な けれ ば な ら な いと すれ ば 。 新しい タイ プ ブ の CAD コン サル 
型 の 設計 事務 所 を 中 心 に 設計 事務 所 の 再編 成 の 時 期 が 遠から ず 
到来 する と 思わ れる 。 そ の 段階 で は , 設計 事務 所 の OA 化 も 単 
な る OA 機器 の 導入 ・ 普 及 の 段階 か ら , 設計 者 自身 が ハー ドウ 
エア と ソフ トウ ェ エア を 快適 な 環境 の 中 で 自由 に 使い こなす と い 
う 夢 (?) の よう な 段階 へ 移行 し ,。 人 間 と コン ピュ ー タ と の 目 
由 で 創造 に 満ち あふ れ た 新しい 関係 が 確立 され る 時 代 が 実現 す 
る ああ に 天 本 だ み 写 。 
参考 文献 
1) 北 代 和 礼 一郎 ， 中 山 信 二 :「 設 計 事務 所 の OA 化 を 目指 し て 」, 新建 築 , 
1988.6 
2) 中 山 信 二 :「 設 計 事務 所 の 総合 的 OA 化 」, 建築 知識 , 1988.9 
3) CAD 研究 会 :「 実 用 段階 に 入っ た パソ コン CAD(1) 一 (3)」, 建築 文化 , 
1988.7,9,11 
4) 笹田 :「 都 市 計画 ・ 建 築 デ ザイ ン と CG/CAD」, NICOGRAPH 88 
5) 山口 重 之 :「 建 築 と 環境 の デザ イン と コン ピュ ー タ の 接点 領域 で 」, 
PIXEL, No.68, pp.100-104, 1988.5 
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SAAC, ゴル フ 場 造成 設計 を 支援 する ビジ ュ ア ル ・ 
シミ ュ レ ーション ・ ツ ー ル を 独自 に 開発 し た 。 こ の シ 
ステ ム の 構成 か ら 実 際 の 活用 まで を 紹介 する 。 


は じ め に 


当社 の 土木 分 野 に お ける 設計 業務 の シス テム 化 は , 1981 年 に 
開発 し た 「 人 造成 実施 設計 シス テム 」 が 最初 で あり , これ は ホス 
ト ・ コ ンピュータ に よる バッ チ 処 理 で あっ た 。1985 年 に 図面 の 
作成 効率 お よび 品質 の 向上 と 設計 の 標準 化 を 推進 する た め 
CAD を 導入 し た 。 そ れ ら の 効果 を 上 げ る た め , 「 擁 壁 配 筋 図 自 
動作 成 シ ステ ム 」「 構 造 図 自 動作 成 シ ステ ム 」 を 開発 し ,。 さら に 
顧客 の ニー ズ (より 速く 。 ビ ジュ アル に , 高 品質 な ) に こたえ 
る べく , 構想 企画 ・ 基 本 設計 段階 で の ひ の シ ミュ レー ショ ン ・ ツ ー 
ル お よび プレ ゼン テー ショ ン ・ ツ ー ル と し て ,「 土 地 人 造成 設計 支 
援 シ ステ ム 」「 ゴ ルフ 場 造 成 設計 支援 シス テム 」 を 開発 し た 。 


シス テム の 構成 

ゴブ ルフ 場 造成 設計 支援 シス テム (ACE-GP) は 以下 の 構成 と 
な っ て いる 。 
田 ハ ー ド ウエ ア 
@ ホ スト ・ コ ンピュータ FACOM M760/8 
@ グラ フィ ッ ク ・ デ ィ ス プレ イ  F6240A 
@ プ ロッ クタ GP5400 
@ デジ タイ ザ DH-7000 
一 ソフ トウ エア 


D 地形 入力 サブ シス テム 
パー ソナ ルコ ンピュータ に 接続 され た デジ タイ ザ 入 力 
2) 地盤 高 メ ッシュ 変換 サブ プシ ステ ム 


まい と う ひで か ず 


伊 朋 英和 


ホス ト ・ コ ンピュータ に よる バッ チ 処 理 
3) ゴル フ 場 設計 支援 サブ シス テム 
ICAD/SDS3 上 で 構築 し た 対話 処理 
4) 図面 作成 ・ 出 力 サ ブシ ステ ム 
ホス ト ・ コ ンピュータ に よる バッ チ 処 理 


サブ シス テム の 概要 


BumAgYT7L2ATA 
等 高 線 ・ 境 界 点 ・ 進 入 路 な どの 地形 デー タ を 作成 し , ホス ト ・ 
コン ピュ ー タ に 転送 する も の で ある 。 
画 メ ッシュ 変換 サブ システム 
等 高 線 デ ー タ を 格子 点 上 の 高 さ デー タ に 変換 し , さら に 等 高 
線 ・ 境 界 点 ・ 進 入 路 な ど を 現況 平面 図 と し て 作成 する も の で あ 
る 。 こ れ ら は ホス ト ・ コ ンピュータ で バッ チ 処 理 さ れる 。 
一 設計 支援 サブ プシ ステ ム 
現況 平面 図 上 に 対話 シミ ュ レ ーション を 重ね な が ら 計 画 を 進 
め る も の で ある 。 この 作業 を 支援 する た め に ., 現在 62 種 の 業務 
コマ ンド で 構成 し , 条件 設定 設計 作業 ~~ 計画 案 保存 まで の 一 
連 の 設計 支援 を 行っ て いる 。 そ れ ら の 主 な 機能 と し て 以下 の よ 
うな も の が ある 。 
1) コー ス ・ レ イア ウト の 計画 進捗 レベ ル に 応じ て , 以下 の 3 
つの 設定 法 が 選択 で きる 。 
€ マニ ュ ア ル 設 定 法 : 設計 者 が 各 ホ ー ル の 位置 ・ 高 さき を 設定 す 
る 。 
@ 半自動 設定 法 : 設計 者 は 各 ホ ー ル の 位置 の み を 設定 し , 高き 
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図 1 造成 計画 平面 較 


は シス テム が 自動 設定 する 。 
@ 全 自動 設定 法 : 各 ホ ー ル の 位置 ・ 高 さと も に シス テム が 自動 
設定 する 。 


2) 近似 直線 で 入力 し た 計画 線 は , 設計 者 の デザ イン イメ ー ジ 
に 近い 自由 曲線 で 表示 する 。 

3) 計画 の チェ ッ ク を ビジ ュ ア ル に する た め 。 任意 の 断面 や ホ 
ー ル 縦断 面 の 表示 , 法 面 の すり つき 位置 自動 発生 な ど を 行っ 
て いる 。 

4) 土 量 ・ 面 積 他 の 数 量 算出 な ど を リア ル タ イ ム に 表示 する 。 

5) 計画 の 変更 は , た と え 局 部 的 で あっ て も 関連 デー タ に 広く 
影響 を 及ぼ す た め ( 例 プレ ー 線 変更 : グリ ー ン , ティ ー, フ 
ェ ア ウ ェ イ な どの 図形 デー タ 変 更 一 法 面 す りつ き デ ー タ 変更 
つっ 面積 データ …… )。 デ ー タ の 一 元 管 理 こ に よっ て 自動 的 に 整合 
させ て いる 。 

画図 面 作 成 ・ 出 カサ プシ ステ ム 

1) 造成 計画 平面 図 ( 図 1) 
造成 計画 の も と と な る も の で , 現況 平面 図 上 に 計画 線 ( 各 ホ 

ー ル ・ 進 入 路 ・ ク ラブ ハウ ス ・ 池 ・ 残 存 緑地 な ど ), ヤー デー ジ 

表 な ど を 描い た も の で ある 。 
これ は 設計 支援 ・ 図 面 作 成 な どの 業務 コマ ンド に より , 対話 
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表 1 土 量 計算 書 
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NO. 1 1 HOLE 平 面 図 s=」 ノ so 


NO. 1 1 HOLE 縦 断 図 s=」 ン sso。 


IP 


図 2 ホー ル 設 計 書 (平面 図 ・ 縦 断面 図 ) 


NO. 1 1 HOLE 横 断 図 s=」 ノ ss oo 
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3 ホー ル 設 計 書 (横断 面 図 ) 


117 


⑯ 図 2, 3, 表 1 は 前 ペー ジ 。 
型式 で 作成 され る 。 
2) ホー ル 設 計 書 ( 図 2, 3) 

各 ホ ー ル ご と の 平面 図 ・ 縦 断面 図 ・ 横 断面 図 を 描い た も の で 
あり , これ は 全体 の 計画 ・ 地 形 デ ー タ か ら 各 ホー ル ご と に 取り 
出し て 図 化 し て いる 。 平面 図 は 自動 的 に レイ アウ ト さ れ , 縦断 
面 図 は 平面 と 照合 で きる よう プレ ー 線 の 高き と 現況 高き を 表示 
し て いる 。 横断 面 図 は ホー ル 横 断 形 状 を 表し て お り , 断面 位置 
お よび 高 さ は 自動 的 に 決定 さき され, これ ら は バッ チ 処 理 さ れる 。 
3) 造成 横断 面 図 ( 図 4) 

土 量 計算 の も と と な る 横断 面 図 を 描い た も の で ある 。 こ れ は 
対話 処理 時 に 計算 範囲 と 断面 ピッ チ を 画面 か ら 入 力 し , リア ル 
タイ ム に 土 量 を 表示 する 。 こ の 対話 処理 時 の 根拠 と な る 断面 図 
お よび 土 量 計算 書 (R1) を バッ チ 処 理 し て 出力 され る 。 

4) 景観 図 ( 図 5) 

任意 の 視点 と 注視 点 を 画面 で 指示 し , 3 次 元 処理 し た も の で 

ある 。 


シス テム の 構築 万 法 


田 デ ー タ の 縮小 化 

一 物件 に 複数 の 計画 案 の 発生 する こと が 多い が , 現況 地形 デ 
ー タ は 唯一 で ある の で , 各 計 画 案 の 共 通 デ ー タ と し て 独立 し て 
保存 し て いる 。 
B 2 次 元 処理 

対話 処理 時 の デー タ の 取扱 い は , デー タ 領 域 ・ 操 作 性 ・ レ ス 
ポン ス な ど を 考慮 し て 2 次元 と し て 扱っ て いる 。 平面 と 断面 と 
の デー タ 相 関 は アプ リケーション 上 で 整合 させ て いる 。 
是 バ ッ チ 処理 

提出 設計 図書 と し て 完成 させ る 図面 (造成 横断 面 図 ・ ホ ー ル 
設計 書 の 作成 な ど ) は 処理 の 効率 上 , バッ チ 処 理 で 行っ て いる 。 
画 設 計 の 支援 処理 

設計 の 支援 処理 部 分 は , 開発 や レベ ル ア ッ プ 時 の 効率 を 考慮 
し て 業務 コマ ンド 単位 で 独立 させ て いる 。 


シス テム の 活用 例 


設計 に は , 大 きく 分 け て 基本 構想 基本 計画 。 実施 設計 と い 


う 3 つの レベ ル が ある 。 こ の 基本 構想 ・ 基 本 計画 の 段階 に お い 
て ,「 シ ミュ レー ショ ン 技 法 を 駆使 し て 設計 を 進め た い 」「 ビ ジ 
ュ ア ル な プレ ゼン テー ショ ン を し た い 」「 設 計 の 効率 化 ・ 高 速 化 
を 図り た い 」「 早 期 に 計画 の 成否 を 判断 し た い 」 な どの 欲求 が あ 
る 。 こ れ ら の 背景 に は 近年 の 第 3 次 ゴブ ルフ ブー ム に よる 設計 依 
頼 の 物件 数 が 日 ご と に 増加 し て いる と いっ た 状況 が ある 。 こ れ 
ら の 計画 物件 を 無駄 な く 消 化し , 効率 を 上 げ つ つ 高 品質 な 設計 
を 提供 する と いう こと が シス テム 親和 築 の 基本 コン セプト と な っ 
て いる 。 

当 シ ステ ム の 利用 手順 は , 以下 の よう に 行っ て いる 。 ま ず 地 
形 図 より 地形 デー タ を 作成 する 。 そ の 現況 地形 図 を も と に 画面 
と の 対話 に よる シミ ュ レ ーション を 繰り 返し な が ら 計 画 を 進め 
る 。 さ ら に この 計画 案 に 肉 付 け を し て , 図面 作成 や 数 量 計算 な 
ど を 行い , 提出 図書 と し て まとめ る 。 ま た , コー ス や 周辺 地形 
を 含め た 景観 図 を 加え を て ビジ ュ ア ル に 表現 する 。 
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現在 の 運用 体制 は , 専任 オペ レー タ に より 処理 を 行っ て いる 。 
オペ レー タ は 設計 者 が 描い た ラフ プラ ン を も と に 計画 を 入力 
L, 法 面 す りつ き 状 況 や 土 量 バ ラン ス な どの 数 量 を 検証 し , 8x 
計 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図り な が ら 計 画 を 進め て いく 形 
態 を と っ て いる 。 オ ペレ ー タ 専任 に つい て は 是非 も ある が , 現 
状 で は 設計 者 へ の 教育 と 操作 習 就 が 困難 な こと か ら こ の 運用 が 
ベス ト で ある と 考え て いる 。 現状 で は , 1 件 (18 ホー ル ・ ク ラ 
ブ ハ ウ ス 用 地 な どの 設計 業務 ) 当 た り 4 日 間 で 人 造成 計画 平面 図 , 
土 量 計算 書 , ホー ル 設 計 書 , 景観 図 な ど を 一 式 書類 と し て 仕上 
げ て いる 。 

また , すでに 設計 され た 物件 に お いて は ,。 計画 案 を 直接 デジ 
タイ ザ か ら 入 力 し , 提出 図書 を 作成 する 機能 も ある 。 

当 シ ステ ム の 主 な 利点 は , 対話 型 シ ミュ レー ショ ン 機 能 に よ 
り コ ー ス レイ アウ ト 検 討 の 段階 で 高き 決定 を 短 時 間 で 行え る こ 
と に ある 。 計画 ( 高 さ ・ 位 置 ) を 設定 する 際 , 設計 者 の プラ ン 
を その まま 入力 する 「 マ ニュ アル 法 」, 平面 プラ ン だ け を 入力 し , 
シス テム が その 地形 デー タ を も と に 前 後 ホ ー ル と の か か わり を 
考慮 し な が ら 9 ホー ル 単 位 で 最小 土 量 が 得 ら れる 計画 高 を 設定 
する 「 半 自動 法 」。 さら に 9 ホー ル 分 の 計画 範囲 の 入力 だ け で シ 
ステ ム が 各 ホ ー ル の レイ アウ ト の 設定 か ら 高 さ の 設定 まで を す 
る 「 全 自動 法 」 が 状況 に より 自在 に 選択 で きる 。 現 在 で は , 79 
練 設 計 者 の 意図 を 反映 で きる と いう 点 か ら マ ニュ アル 法 を 使 
v, 土 量 バ ラン ス ・ 法 面 す りつ き 状 況 ・ そ の 他 数 量 を 確認 し つ 
つ シ ミュ レー ショ ン を 重ね て 計画 を 煮 つ め る と いう 活用 例 が 多 
vo. し か し 今後 。 若手 設計 者 や 急 を 要する 立案 業務 の 増大 が 予 
想 さ れ , 半自動 ・ 全 自動 法 に よる シス テム か ら の 提案 を も と に 
設計 を 進め て いく ケー ス が 多く な る と 考え て いる 。 

景観 図 に つい て は , 設計 上 の 整合 性 や 設計 者 の デザ イン イメ 
ー ジ の 確認 の 他 に 事業 主 へ の 企画 提案 に は 欠か せな いも の と な 
っ て お り , 各 ホ ー ル ご と の 平面 ・ 縦 断 ・ 横 断 図 を ホー ル 設 計 書 
と し て 出力 し , 造成 計画 平面 図 土 量 計算 書 ( 各 造 成 横断 図 ) 
な ど を 加え て 事業 主 に 提供 し て いる 。 


9 オフ ライ トニ 


当 シ ステ ム の 開発 に あたっ て は . ゴル フ 場 設計 に 熟練 し た 設 
計 者 の 意見 を 十分 に 吸い 上 げ , 分 析 を 重ね た が , 今後 , 時 代 の 
変遷 と 顧客 の ニー ズ の 変化 に 対応 し て 機能 の 拡大 , 拡充 を 図っ 
て いく こと が 必要 だ と 考え て いる 。 

現状 に お ける 課題 と し て は 以下 の 通り で ある 。 

1) 地形 入力 に お いて 労力 ・ 時 間 (3 一 5 h) が ネッ ク に な り 
つつ ある が , 今後 は オー ト デ ジ タイ ザ の 利用 を 図り た い 。 

2) さら に 完成 度 の 高い ビジ ュ ア ル な プレ ゼン テー ショ ン ・ ツ 
ー ル と し て 。CG 画像 の サー フィ スモ デル 作成 に よる レン ダ 
リン グ , 動画 の 作成 な ど を 図り た い 。 

3) 当 シ ステ ム の 利用 者 の 拡大 (専任 オペ レー タ か ら 設 計 者 自 
身 に よる オペ レー ショ ン ) を 図る べく 。 オペ レー ショ ン を さき さ 
ら に わか りや すく 簡便 に 使用 で きる よう に 改善 , 改訂 を 加え 
V, 
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特集 2 建築 土木 の CAD と GC 


自然 力 に 対す る 構造 物 の 応答 性 状 を 把握 する こと に よ 
り , 構造 物 の 合理 的 設計 な ら び に 快適 な 居住 空間 の 創造 
を 目指 す 研究 と , CAE の か か わり の 一 端 を 紹介 する 。 


SERO 


構造 物 の 設計 に あたっ て は , 自然 か ら 受け る さま ざま な 力 , 
例え ば 地震 や 風 に 対し て 構造 物 が どの よう な 動き を する の か を 
把握 する と と も に , 十分 な 安全 性 を 保有 し て いる こと を 確認 す 
る 必要 が ある 。 ま た , これ ら の 性 状 を 把握 する こと に より , B 
然 環境 に 対し て 快適 な 居住 空間 を 創造 する た め の 資 料 を 得る こ 
と が で きる 。 

わが 国 で は , 高度 な 耐震 。 耐風 設計 法 が 普及 する と と も に 建 
築 基 準 法 な どの 法令 が 整い , 世界 的 に も レベ ル の 高い 構造 物 が 
作ら れ て いる 。 し か し 過去 に お いて , いく つか の 大 地震 な ど に 
ょ より 予 想 外 の 被害 を 受け た こと も 事実 で ある 。 こ れ ら の 被害 の 
教訓 は 学問 の 進歩 を 促す と と も に 新た な 知見 と し て 蓄え られ , 
設計 者 や 研究 者 に と っ て 大 き な 財 産 と な っ て きだ た 。 

新た な 構造 物 を 建設 する に あたり , 必要 と する 技術 が それ ま 
で に 蓄え られ た 知見 の 範囲 内 ある い は その 延長 線上 に ある 場合 
に は 技術 的 困難 を 伴う こと は 少な い 。 し か し , これ まで に 経験 
の な い 構 造物 , 例え ば 既存 の 超 高 層 ビ ル を は る か に し の ぐ 超 々 
高層 ビル を 建設 する と いっ た 場合 に 解明 し な けれ ば な ら な い 問 
題 点 が いく つか ある 。 そ の 一 つが 先 に あげ た 自然 力 に 対す る 構 
造物 の 挙動 の 把握 で あり , また 構造 的 安全 性 の 確認 で ある 。 

これ ら の 目的 の た め に 実 作業 と し て 実験 や 解析 を 行う わけ で 
ある が 。 現象 が 複雑 な 場合 や 対象 物 が 大 きい 場合 に は 得 ら れる 
デー タ 量 が 膨大 に な り ,。 個々 の デジ タル 値 だ け を みて も 現象 の 
全体 的 把握 は 難し い 。 し た が っ て , 画像 に よる 現象 の 把握 な ど 
が 必要 と な る 。 


実験 と 解析 


実現 象 を 知り それ を 実 構造 物 に 適用 する に あたっ て , 実験 と 
解析 と は 車 の 両輪 の よう な 存在 で あり , どちら か 一 方 だ け で 士 


山田 正明 | 


分 と いう こと は 少な い 。 

まず , 実験 に つい て みる と , 実 構造 物 を 用 いて 応答 性 状 一 般 
を 把握 する こと は 困難 で ある 。 

この 主 な 理由 は , 実 構造 物 で は 自然 力 お よび 構造 物 の 特性 を 
パラ メー タ と する パラ メト リッ ク ・ ス タデ ィ を 行う こと が 困難 
な 点 に ある 。 したがって, 模型 を 用 いた 実験 を 行い , 模型 則 を 
介し て 実現 象 を 把握 し な けれ ば な ら な い 。 し か し , 模型 則 を 適 
用 し づら い パ ラメ ー タ も あり , 実験 結果 の 数 値 そ の も の を も っ 
て 即座 に 実 構造 物 に 適用 する こと が で き な い 場合 も 多い 。 

一 方 。 解析 で は 過去 の 知見 に 基づく 種々 の 仮定 を 用 いる 。 し 
た が っ て , 既存 の 知見 の 範囲 内 に ある 現象 に つい て 検討 する と 
き は よい が , その 範囲 外 の 問題 を 取り 扱う 場合 に は 採用 し た 仮 
定 が 本 当 に 正 し ら か どう か 吟味 する 必要 が ある 。 こ の 場合 , X 
験 に よっ て 実現 象 を 把握 し , その 現象 を 正しく シミ ュ レ ー ト で 


図 1 三 轴 振 动 台 
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2 風洞 送風 機 部 分 


きる 解析 コー ド を 開発 し 。 その コー ド を 用 いて 実 構造 物 の 挙動 
を 推定 し た り , 安全 性 を 確認 し た りす る と いう 手順 を 踏む こと 
が 多い 。 

実現 象 を 把握 する た め の 実 験 が 模型 実験 と な る 理由 は 先 に 述 
べた が 。 その 理由 と な る パラ メト リッ ク ・ ス タデ ィ の し づら き 
は 実 構造 物 の 大 き さ と 実験 施設 の 規模 と の 関係 に 一 因 が ある 。 
地震 力 を 想定 し た 実験 で は 振動 台 を 使用 する こと が 多い が , 振 

台 の 大 き さ や 加 振 力 に は 制限 が ある 。 し た が っ て , 実 構造 物 
を 用 いる の で は な く , 振動 台 の 制限 に 合わ せ た 模 型 試験 体 を 製 
作 し , その 試験 体 を 用 いて 実験 を 行わ な けれ ば な ら な い 。 KE 
建設 で は 図 1 に 示す 大 規模 な 三 軸 振 動 台 (水平 2 方 向 お よび 上 
下方 向 に 同時 加 振 が 可能 ) を 所 有 し て いる 。 し か し , この 大 型 
DEM iliis 

, 実 構造 物 を その まま 搭載 する わけ に は いか な い 。 さら に 構 
HA aae a i toate の 振動 台 上 
に 模型 地盤 を 作り , その 上 に 構造 物 模型 を 設置 する 。 こ の よう 
な 模型 試験 体 を 用 いた 実験 で は , 模型 則 を 介し て 実現 象 の 把握 
を 行う が , 一 般 的 に は 実 構造 物 と 模型 と の 長 さ 比 を 定め , この 
長 さ 比 を 基準 と し て 各 パ ラメ ー タ , 例え ば 重量 , 時 間 軸 。 変位 , 
速度 , 加速 度 な ど を 実 構造 物 と 模型 と で 対応 付け る 。 し か し , 
減衰 の よう に 模型 則 の 当て は め づ らい パラ メー タ も ある 。 

まだ ただ, これ ら の 模型 は 実 構造 物 と 形状 ・ 外 観 で は な く , 振動 
性 状 を 一 致 き させ る 必要 が ある 。 そ れ め ゆえ を , 外観 の イメ ー ジ は 模 
型 と 実 構造 物 で 異な る こと が 多い 。 

一 方 , 風 を 想定 し た 実験 で は 自然 風 を 横 し た 風 を 人 工 的 に 発 
生き せ , この 風 を 利用 し て 各種 実験 を 行う 風洞 施設 を 使用 する 。 
犬 成 建設 で は 測定 部 の 幅 が 2.0m, 高 さ が 1.5m の 大 型 風 洞 を 
所 有 し て いる ( 図 2, 3) 。 し か し , 振動 台 実 験 と 同じ よう に この 
風洞 内 に 実 構造 物 を 設置 する こと は で きず , 模型 を 用 いる 。 構 
造物 が 風 に よっ て 力 を 受け る 場合 , その 形状 に よっ て 受け る カ 
に 大 き な 差 が 現れ る 。 し た が っ て , 風洞 実験 に 使用 する 模型 で 
は 形状 まで 実 構造 物 と 一 致 さ せる 必要 が ある (EA), 


画像 で 訪 合 性 状 を 知る 


実験 ある い は 解析 で 得 ら れる 膨大 な デー タ を デジ タル 値 で み 


[x] 3 風洞 風下 側 


て も 現象 の 全体 的 把握 は 難し い 。 着目 する 現象 を 把握 する う ぇ 

で 必要 と する デー タ を いか に 素早 く ピ ッ ク ア ッ プ し , いか に わ 
か りや すく 表現 する こと が で きる か が 実験 や 解析 を 効率 的 に 進 
め る うえ で の 決め 手 と な る 。 

構造 物 が 揺れ る 状況 は 外力 の 性 質 に よっ て も 異な る 。 し か し , 
その 表現 方 法 は 地震 力 に よる 場合 と 風力 に よる 場合 と で は 大 き 
BEBB, また, 応答 変位 や 応答 加速 度 を 取り 上 げ て その 最 
大 値 の み に 着 目 す る の で あれ ば , デジ タル 値 で 表現 する こと が 
で きる 。 しかし, 揺れ 方 全体 を 把握 する に は 構造 物 の 動 的 挙動 
を 可視 化し た 方 が 理解 し や すい 。 さらに , ある 現象 に 着目 し , 
その 現象 と 構造 物 の 応答 と の 関係 を と ちら える た め に は 。 着目 し 
た 現象 に 関す る 時 系 列 デ ー タ や その 可視 化 も 必要 と な る 。 

次 に , 振動 実験 に より 得 ら れる デー タ の 一 例 を 紹介 する 。 

一 般 に , 構造 物 の 基礎 は 底面 全体 が 地盤 に 接し て いる 。 し か 
し 。 外部 か ら 非 常に 大 き な 力 が 作用 し た 場合 に は その 一 部 が 地 


4 風洞 内 部 と 構造 物 模型 


€ [4] 8, 9, 13, 14 は COLOR IMAGES 参照 。 


盤 か ら 剣 離す る こと も 考え られ る 。 そ の 場合 , 構造 物 は 別離 以 
前 と は 異な っ た 応答 性 状 を 示す 。 図 5 に , この 性 状 把握 の た め 
の 実験 に 使用 し た 振動 模型 の 概略 を 示す 。 こ れ は , あら か じ め 
シリ コー ン ゴ ム で 製作 し た 地盤 模型 を 振動 台 上 に 固定 し , その 
上 に 5 質点 の 構造 物 模型 を 設置 し た 例 で あり , 試験 体 と し て は 
か な り 単 純 で ある 。 主 に 基礎 底面 と 地盤 の 剣 離 状況 を 計測 する 
た め , 基礎 底面 と 地盤 上 面 と の 間 に 64 台 の 近接 スイ ッ チ と 20 
台 の 圧力 セン サー を 取り 付け た 。 ま た , 構造 物 の 全体 的 挙動 を 
把握 する た め , 試験 体 の 各位 置 に 23 台 の 加速 度 計 と 6 台 の 非 接 
触 型 変位 計 を 設置 し た 。 基 礎 底 面 で の セン サー の 配置 を 図 6 に 
示す 。 こ れ ら の セン サー 類 に より 得 ら れる デー タ は すべ て 時 系 
列 デ ー タ で あり , 1 回 の 加 振 だ け で も か な り の 量 に な る 。 これが 
加 振 方 向 (例え ば て 方 向 加 振 。 Y 方 向 加 振 , 方 向 加 振 ) や そ 
の 組合 せ を 変え た た り ( 方向 上 了 方向 X 方 向 と 2Z 方 向 , Y 
方 向 と 方 向 , あ るい は 3 方 向 同時 加 振 ), 入力 波 の 性 質 を 変え 
た り (国内 外 で 得 ら れ た 観測 濾 や 正弦 波 ) し な が ら 数 百 回 も の 
加 振 を 行う わけ で ある か ら , 単純 な 試験 体 に お いて も 得 ら れる 
デー タ 量 は か な り の も の で ある 。 さらに , 実験 の 進行 に あたっ 
て は 前 ステ ッ プ の 加 振 結果 に 対し て 工学 的 な 判断 を 加え , 実験 
が 誤っ た 方 向 に 進ん で いな いこ と を 確認 し た うえ で 次 の 加 振 を 
実施 する 場合 も 多い 。 こ れ ら の 点 を 考え る と , 膨大 な デー タ の 
中 か ら 必 要 と する デー タ を いか に 素早 く ピ ッ ク ア ッ プ し , いか 
に わか りや すく 表現 で きる か が 実験 な ど を 効率 的 に 進め る うえ 
で の 決め 手 と な る こと が 理解 で きよ う 。 

先 の 模型 試験 体 に 水平 2 方 向 か ら 地震 力 を 加え た 場合 の 代表 
的 な セン サー の 出力 波形 例 を 図 7 に 示す 。(a) が 作用 し た 地震 
力 (外力 ) で あり, 振動 台 上 方 向 の 加速 度 波形 , (b) が 構造 


物 模 型 頂 部 中 央 で の X 方 向 応答 加速 度 波形 で ある 。 こ の 応答 加 
速度 波形 は 基礎 が 地盤 か ら 剣 離す る こと に より , 剣 離 を し な い 
場合 に 比べ て か な り 異 な っ た 特徴 を 示し て いる 。 つ まり , この 
実験 で は 基礎 が 地盤 か ら 浮き 上 が る こと に より , 構造 物 の 応答 
性 状 が それ 以前 に 比べ て か な り 変 化す る こと を 示唆 し て いる 。 
次 に 。 基礎 が 地盤 か ら 剣 離し た 状況 を 示す 濾 形 の 一 例 を (c) と 
(d) に 示す 。(c) は 基礎 最 外 端 に お ける 圧力 セン サー の 出力 渡 形 
(d) は 近接 スイ ッ チ の 出力 例 で ある 。(c) で は 下 側 の 出力 値 が 変化 
し な く な っ た (波形 の 頭 が 切れ た ) 時 刻 領 域 」(d) で は 波形 が 非 
接触 を 示す 時 刻 領 域 で 剣 離 現象 が 生じ て いる こと を 示し て い 
る 。 こ の よう に 。 これ ら 個 々 の デー タ よ り セ ン サ ー 設 置 点 に お 
ける 剣 離 状況 を 知る こと が で きる 。 しかし, 基礎 底面 全体 の 状 
況 を 判断 する こと は 困難 で あり , 全 点 の デー タ を 集め て 面 と し 
て の 剣 離 状況 を 表現 する 必要 が ある 。 近接 スイ ッ チ な ら び に 圧 
カセ ン サ ー の 全 デ ー タ か ら 全 底面 に 対す る 剣 離 面積 を 求め , F 


- 上 り 率 と し て 表現 し た の が (e) で ある 。 こ の 図 に より , 基礎 底 


面 の 剣 離 状況 が 時 間 と と も に どの よう に 変化 する か を 把握 する 
こと が で きる 。 さらに , この 状況 は 解析 的 に も 表現 する こと が 
で きる 。 例え ば, 図 8 は 解析 的 に 求め た 剣 離 状 況 と 接地 面 に お 
ける 地 反 力 分 布 の 時 刻 断 面 図 で あり , 74 b Zi TAREE 1 
ょ び 地 反 力 の ほとん ど な い 部 分 を 示し て いる 。 ま た , 接地 面 で 
は 色 の 変化 な ら び に 等 高 線 の 高き に より 地 反 力 の 大 き さ を 表現 
し , 等 高 線 が 高い ほど 大 き な 地 反 力 で ある こと を 示し て いる 。 
な お , 剣 離 面 で の 等 高 線 は 完全 に 0 で ある 。 図 9 は , 図 8 か ら 
等 高 線 の 表現 を 除い て 真 上 か ら 連 続 的 に 見 た も の で ある 。 こ の 
よう な 見 方 を する こと に より 剣 離 が どこ か ら 開 始 し , どの よう 
な 角度 で どの よう に 進行 する か を 知る こと が で きる 。 ま た , 同 


(c) 最 外 端 圧力 セン サー 出力 波 (単位 gg ) 


(d) 近接 スイ ッ チ 出力 波 例 


350 0 
O 近接 スイ ッ チ 64 点 
B 圧力 セン サー20 点 


図 6 基礎 底面 セン サー 
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図 7 出力 波形 
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図 10 空気 の 流れ の 実験 (1 体 ) 


じ 表 現 を 実験 結果 に つい て も 適用 し , 両者 を 比較 する こと に よ 
り 解析 コー ド の 改良 な ら び に 検証 を 行う こと が で きる 。 こ の よ 
うに し て 検証 され た 解析 コー ド を 用 い , 基礎 に 剣 離 を 生じ る こ 
と に より 現れ る 上 部 構造 物 の 応答 性 状 の 変化 を 正しく 評価 し , 
実 構造 物 へ 適用 する こと が 実験 な ら び に 解析 を 行う うえ で の 最 
終 目 標 で ある 。 

な お 。 上 部 構造 物 の 振動 解析 手法 ある い は 解析 結果 の 表現 方 
法 な ど に つい て は 種々 の 方 法 が ある が , その 紹介 は 別 の 機会 に 
譲る 。 


風 條 力 の 把握 


構造 物 は 自然 界 か ら 力 を 受け て 振動 を 生じ る 。 そ の 応答 評価 
を する に は , まず 構造 物 に 作用 する 力 , つま り 外 力 を 仮定 し な 
けれ ば な ら な い 。 そ の 仮定 の 難し さ を , 地震 と 風 を 比較 する と 
地 岩 より も 風 の 方 が 難し い 。 も ちろ ん , 地震 力 に つい て も いろ 
いろ 難し い 面 は ある が , 構 造物 の 建設 地点 を 決め る こと に より 。, 
外力 その も の を 直接 仮定 で きる と いう 点 で 風 よ り も 地震 の 方 が 
取り 扱い や すい 。 

風 に よっ て 生じ る 外力 は , 風 の 吹 く 方 向 だ け で は な く ,。 風 に 
直交 する 方 向 に も 生じ る 。 こ れ は 構造 物 の まわ り を 風 が 流れ 
その 流れ に 応じ て 発生 する 空気 力 が 外力 と な っ て 構造 物 に 作用 
する か ら で あ る と 考え られ る 。 ま た , 対象 と する 構造 物 が 細長 
い 場 合 に は 風 方 向 よ り も むし ろ 風 直交 方 向 の 外力 変動 の 方 が 大 
きく な る 。 こ の よう に , 風 の 流れ に 応じ て 空気 力 が 発生 する の 
で ある か ら , その 流れ を 規定 する 構造 物 の 形状 を 変え る こと に 
よっ て 外力 は 大 きく 変化 する 。 し た が っ て ,。 構造 物 の 建設 地 占 
を 決定 する だ け で は 風 に よる 外力 を 仮定 する こと は で き な い 。 
また , 流れ を 規定 する と いう 面 で は 近く に 他 の 構造 物 が ある か 
告 か に よっ て も 変化 する し , 他 の 構造 物 が ある 場合 に は それ が 
どの 位置 に ある の か , つ まり 対象 と する 構造 物 の 前 た に ある の か 。 
後に ある の か , あるいは 横 に ある の か に よっ て も 大 きく 変わ る 。 

一 方 , マク ロ 的 な 見 方 を する と , 構造 物 の 建設 地点 の 違い 。 
つま り , 海岸 か 都市 か と いっ た 違い に よっ て 風 自 体 の プロ フィ 
ー ル が 異な る 。 

この よう に , 風 に よっ て 構造 物 に 働く カ を 仮定 する こと は か 
な り 難 し く , 現有 段階 で は 風洞 実験 に 頼る 部 分 が 多い 。 風 洞 実験 


11 空気 の 流れ の 実験 (2 体 ) 


で は 人 工 的 に 風 を 発生 させ , 風洞 内 に 設置 し た 構造 物 模型 に 作 
用 する 「 力 」 を 計測 する 。 この 場合 , 模型 基部 に 荷重 計 を 設置 

し て 模型 全体 に 加わ る 変動 力 を 直接 計測 し た り , 模型 各部 の 変 
動 風圧 力 を きめ 細か く 計 測 し , その 積分 値 か ら 「 力 」 を 推定 し 
だ りす る 。 こ の よう に し て 推定 する 「 力 」 は , 先 に 述べ た よう 
に 構造 物 ま わ り の 空気 の 流れ と 密接 に 関係 し て いる 。 こ の 流れ 
の 様子 を 実験 的 に と ら え た の が 図 10, 11 で あり , 風洞 内 に 長 方 
形 の 剛体 模型 を 設置 し , 左側 を 風 上 と し て 風 を 流し た 結果 で あ 
る 。 図 10 で は 長方形 模型 1 体 を 置き , 図 11 で は その 前 に 背 の 
低い 剛体 模型 を 置い た 。 両 者 を 比較 する こと に より , 試験 体 の 
設置 状況 に より 模型 まわ り の 空気 の 流れ に 差 が 現れ る , つま り 
模型 に 働く 「 力 」 に 差 が 現れ る こと が わか る 。 

また だ た, この 実験 結果 を 効率 良い デー タ と する た め に は 。「 写 真 」 
で と ら え る だ け で は な く コ ンピュータ を 用 いた デー タ 処 理 が 必 
要 で ある 。 

一 方 で は 数 値 解析 に より 空気 の 流れ を 計算 し , 構造 物 に 作用 
する 力 を 求め る 方 法 も ある 。3 次 元 解析 に より 求め た 超 高 層 構 
造物 まわ り の 空気 の 流れ を 図 12 に , 後方 の 構造 物 に 働く 風圧 分 
布 を 色 の 変化 で 表現 し た も の を 図 13 に , 膜 構造 物 に 働く 風圧 分 
布 を 図 14 に , 構 造物 まわ り の 風圧 分 布 を 等 圧 線 で 表現 し た も の 
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図 12 解析 に より 求め た 空気 の 流れ 
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16 膜 構造 物 後方 の 空気 の 流れ 


を 図 15 に , 構造 物 後方 の 空気 の 流れ を 図 16 に 示す 。 この よう 
に 解析 的 手法 を 用 いる こと に より , 流れ の 状況 な ら び に 構造 物 
に 働く 風圧 力 を きめ 細か < く 求め さま ざま な 表現 で 見 る こと が 
で きる 。 し か し 。 その た め に は 大 容量 の 計算 機 を 長 時 間 回 す 必 
要 が ある と と も に 解析 に 用 いた 仮定 が 正しい こと を 確認 する 必 
要 が ある 。 したがって, 実験 と 同じ よう に 解析 途上 で 計算 が 正 
し く 進 ん で いる か 否 か を チェ ッ ク し , 必要 が あれ ば その つと 諸 
デー タ の 変更 を 行う 方 が 効率 的 で あろ う 。 


風 に よる 構造 物 の 揺れ 


構造 物 が 風 の 力 を 受け て 振動 する 場合 , その 揺れ 方 は さま ざ 
まで ある 。 現在 まで に 知ら れ て いる 播 れ 方 を 大 別 す る と, バフ 
ェ ッ ティ ング 。 渦 励 振 。 フラ ッ タ の 3 種類 と な る 。 

風 の 強 さ は 時 間 と と も に 変動 する が 。 その 変動 に 伴っ て 空気 
力 が 変動 し 構造 物 を 揺 ら せ る の が バフ ェ ッ ティ ング で ある 。 ま 
た 。 構造 物 ま わ り に 風 が 流れ る と 構造 物 の 後方 に 渦 が 放出 きれ 
る 。 こ の 渦 の 放出 は 周期 的 に 行わ れる が , この 周期 と 構造 物 の 
周期 が 一 致す る と 構造 物 の 共振 が 生じ る 。 こ れ が 渦 励 振 で ある 。 
これ ら は いずれ も 風 の 力 を 外力 と する 強制 振動 で ある 。 一 方, 
構造 物 が な ん ら か の 原因 で 振動 を 始め る と 構造 物 ま わ り の 室 気 
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図 17 風洞 を 用 いた 振動 実験 例 


の 流れ が その 振動 を 助長 する よう に 働き , 大 き な 振 動 を 生じ る 
こと が ある 。 こ の 振動 が フラ ッ タ で あり , いわ ゆる 自 励 振動 で 
ある 。 ま た , 先 に あげ た 強 制 振動 の うち 渦 励 振 は フラ ッ タ 的 な 
挙動 を 示す こと も 考え られ る 。 これ は 構造 物 が 振動 を 始め る こ 
と に より 振動 源 で ある 渦 自体 が その 影響 を 受け , 渦 の 放出 に 変 
化 が 現れ る こと が 予想 され る か ら で あ る 。 

超々 高層 構造 物 や タワ ー な どの 設計 に は これ ら の 振動 を あら 
か じ め 予 測 す る 必要 が ある が , 現 段階 で は 実験 に 頼る 部 分 が 多 
い 。 特 に 自 励 振動 を 解析 的 に 精度 良く 解く こと は か な り 難 し い 。 
一 方 自 励 振動 が 発生 し な い 領 域 に お ける 強制 振動 に つい て は , 
実験 ある い は 数 値 解析 に より 外力 を 求め , この 外力 を 構造 物 に 
与え を る こと に より 振動 予測 を する こと が で きる 。 

図 17 に 風洞 を 用 いた 構造 物 の 振動 実験 例 を 示す 。 こ の 構造 物 
は 管 線 が 三重 螺旋 形状 を し た 展望 塔 で あり , 最高 部 高 さ は 約 
100m で ある 。 な お , この 三重 螺旋 形状 は 一 生 9.6m の 正四 面 
体 27 個 を 連結 する こと に よっ て 構成 され て いる 。 こ の よう に 本 
構造 物 は 特殊 な 形状 を し て お り , 解析 だ け で は 性 状 を 把握 し づ 
らい 面 も ある 。 し た が っ て , 振動 実験 な ら び に 構造 物 に 作用 す 
る 「 力 」 を 求め る 空気 力 実験 を 実施 し , 構造 的 安全 性 の 確認 を 
行っ で いる 。 

これ まで 述べ て きた よう に , 実験 ある い は 数 値 解析 の いずれ 
の 方 法 を と る に し て も , 振動 現象 を 把握 する た め に は 空気 の 「 流 
れ 」 を 明確 に する 必要 が ある 。「 流 れ 」 の 状況 を 連続 的 に と ら え 
空気 力 を 予測 する と と も に ,。 その 「 流 れ 」 を どう 変え れ ば 空気 
力 を 小さ く で きる の か , つま り 振 動 を 少な くす る こと が で きる 
の か 興味 の 尽き な いと ころ で ある 。 

また 「 流 れ 」 の 解明 に あたっ て は , 実験 お よび 数 値 解析 を 適 
切 に 使い 分 ける と と も に 両者 を 対応 きせ な が ら 総 合 的 に 研究 を 
進め る 必要 が ある 。 そ の 場合 , デー タ 処 理 , 画像 処理 を 含め , 
コン ピュ ー タ を いか に 効率 良く 用 いる か が 目標 を 達成 する た め 
の 大 き な キ ー ポ イン ト と な る こと が 予想 され る 。 
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更 と 現状 を 概説 し 


は じ め に 

計算 力学 (computational mechanics) と は , 応用 力学 に 関 
する 比較 的 新しい 学問 分 野 で ある 。 従来 より 応用 力学 に 関す る 
学問 分 野 は , 連続 体力 学 , 固体 力学 , 構造 力学 , 材料 力学 , 流 
体力 学 。 熱 力学 , 電磁 気 学 な どの よう に , 取り 扱う 力学 現象 に 
対応 し て その 学問 分 野 が 種 分 けさ れ て いる が , 計算 力学 の 場合 
は いさ さか ニュ アン ス を 異 に する 。 計算 力 学 と いう 学問 分 野 は 
計算 や 計算 機 に 関す る 力学 を 取り 扱う の で は な く , 今日 まで 応 
用 力学 の 分 野 で 強力 で は ある が 単なる 道具 と し て 広く 用 いら れ 
て きた コン ピュ ー タ を , 力学 現象 に 対す る 定式 化 か ら 解 析 。 さ 
ら に 結果 の 評価 ・ 応 用 に いた る あら め ゆる 段階 に お いて 念頭 に 入 
れる こと に より , 理論 か ら 応 用 まで を 統一 的 か つ 効 率 的 に 展開 
し よう と する も の で ある 。 

ここ で は , WEH b zoe SAHANA OOTO 
歴史 , 現状 を 要約 し , 将来 の 展望 に つい て 述べ る 。 


計算 力学 に いた る 道のり 

コン ピュ ー タ が 誕生 する 以前 か ら , 応用 力学 に 携わっ て きた 
研究 者 や 技術 者 は , 種々 多様 な 具体 的 な 力学 的 問題 を 解決 し て 
きた こと は 周知 の こと で あり , その 問題 解決 の 過程 に お いて 
数 々 の 新しい 数 学 的 な 解析 手法 が 生ま れ て いる こと も よく 知ら 
れ て いる 。 数 値 計 算 に 多大 な 労力 が 必要 と され て いた 時 代 で は , 
取り 扱う 力学 現象 に 対し て 適切 な 仮定 を 導入 する こと に より , 
解析 的 手法 を 用 いて 問題 を 解決 せ さ ざる を 得 な か っ た が , 解析 的 
に 取り 扱う こと が で き な い 複雑 な 現象 や 形状 を も つ 問 題 に 対し 
て は , 数 値 的 手法 を 用 いた 解析 も 試み られ て きた 。 

現在 も 代表 的 な 数 値 解析 法 の 一 つと し て , 特に 計算 流体 力学 
の 分 野 で 広く 用 いら れ て いる 差分 法 (finite difference method) 
は , 偏 微 分 方 程 式 に お ける 偽 導 関数 を 差分 近似 で 置き 換え る こ 
と に より 離散 系 の 連立 代数 方 程 式 を 導く も の で あり , その 起源 
は Newton や Euler, Gauss まで さか の ぼる こと は よく 知ら れ 
て いる 。 今日 まで に 差分 法 に 関す る 数 多く の 重要 な 研究 が 発表 
され て いる が , 特に Courant-Friedrichs- Lewy の 差分 スキ ー 
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ム の 安定 性 に 関す る 研究 は , 差分 法 の 基本 的 考察 や 実用 上 の 注 
意 を 促す うえ で 現在 も 頻繁 に 引用 きれ て お り , 差分 法 に 関す る 
先駆 的 研究 と し て 最も 重要 な も の で あろ う 。 ま た , 実際 の 問題 
に 対す る 差分 法 の 応用 に 関し て は , 川口 の 円 柱 ま わり の 2 次 元 
Navier-Stokes 流れ の 解析 を 忘れ る こと が で き な い 。 こ の 人 研究 
は コン ピュ ー タ の 存在 し な い 環 境 の も と で , 手回し 計算 機 を 用 
いて 2 年 あま り を 費やし 計算 を 実行 し た も の で ある 。 

差分 法 と 同様 に 現在 広く 用 いら れ て いる 数 値 解析 法 の 一 つと 
し て 有限 要素 法 (finite element method) が ある 。 こ の 方 法 は 
差分 法 が 偏 微 分 方 程 式 そ の も の ( 強 形式 ) を 近似 する の に 対し 
C, 偏 微分 方 程 式 の 弱 形 式 ( 変 分 形式 ) を 考え , さら に その 定 
義 域 を 比較 的 簡単 な 形状 を し た 要素 (有限 要素 ) の 集まり と み 
な し , 未知 関数 の 分 布 を 個々 の 要素 上 で 簡単 な 関数 で 仮定 する 
こと に より , 差分 法 と 同様 に 離散 系 の 連立 代数 方 程 式 を 導く も 
の で ある 。 こ の 方 法 の 直接 的 な 出発 と な っ た 研究 は , 1950 ER 
に お ける 航空 機 の 構造 解析 に 関す る 研究 で あり , これ ら の 研究 
は 当時 実用 段階 に 入っ た コン ピュ ー タ を 用 いて , 大 規模 か つ 複 
雑 な 形状 を も つ 航 空 機 の 構造 解析 を 行う た め の も の で あっ た 。 
し か し , この 方 法 の 理論 的 な 基礎 と な る も の は , 幽閉 中 の 
Galerkin の 研究 で あり 。 ま た コン ピュ ー タ の 誕生 する 以前 , 
1943 年 に Courant に よっ て 弾性 学 に お ける ね じ り 問 題 の 解析 
に お いて 有限 要素 法 の 考え 方 が 用 いら れ て いる 。 一 方 , この よ 
うな 解析 手法 は , その 解析 過程 が 行列 を 用 いて 表現 きれ て いる 
こと か ら , マト リク ス 構 造 解析 法 と も よ ば れ て いる が , South- 
well や 鷹 部 屋 に よる 力学 問題 に 対す る 機械 的 な 計算 法 は , 自動 
的 解析 法 と いう 観点 か ら は 有限 要素 法 の 源 と も 考え る こと が で 
きる 。 

差分 法 や 有限 要素 法 で は 力学 現象 を 支配 する 未知 関数 は 局所 
的 な 分 布 が 仮定 され て いる が , 古典 的 な Galerkin 法 ( ま た は そ 
の 一 般 化 と し て の 重み 付き 残 差 法 ) で は 定義 域 全 体 を 台 と する 
大 域 的 関数 を 仮定 する 方 法 が 普通 で あり , 代数 方 程 式 の 計算 を 
回 避 す る た め に Fourier 級数 に 代表 され る 直交 関数 系 が 広く 用 
いら れ て きた 。 流体 力学 の 分 野 で は ,。 スペ クト ル 法 (spectral 
method) と いう 名 称 で , 古典 的 な Galerkin 法 を 一 般 化 し , 
Navier-Stokes 流れ を は じ め と する 各種 の 流体 問題 に 対す る 
コン ピュ ー タ 解析 法 が 誕生 し て いる 。 

力学 現象 の 表現 と し て 偏 微 分 方 程 式 が 広く 用 いら れ て いる 
が , 一 方 , 特異 性 を 有する 問題 な どの よう に , 解析 的 な 解 を 求 
め る 方 法 と し て 積分 方 程 式 に よる 表現 が 適し て いる 場合 も あ 
る 。 こ の よう な 力学 問題 に 対す る 積分 方 程 式 法 を , 一 般 的 な コ 
ンピュータ 解析 法 と し て 再 構築 し た 方 法 が 境界 要素 法 (bound- 
ary element method) と よ ば れる 方 法 で ある 。 


計算 力学 の 現状 
現在 , コン ピュ ー タ が 工学 に お ける 幅広 い 分 野 で 日 常 の 道具 
と し て 用 いら れ て いる こと は 周知 の 事実 で あり , その 総合 的 環 
境 に 対し て CAE (Computer Aided Engineering) と いう 名 称 
が つけ られ て いる 。 これ は 製品 開発 か ら 設計 ・ 製 図 , 製作 に い 
た る 一 連 の 技術 者 の 活動 に 対し て 理想 的 な コン ピュ ー タ 利用 環 
境 を 提供 し よう と する も の で あり , 技術 者 の 生産 性 向上 の た め 
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に 工学 に か か わる 企業 に お いて 注目 され て いる 。 こ の 考え 方 の 
中 核 を な す も の は 計算 力学 で あり , 一 方 で , 現状 で 理想 的 な 
CAE シス テム の 構築 を 時 期 尚早 と し て いる の も また 計算 力学 
で ある 。 こ こ で は , 力学 的 理論 , 数 値 解析 法 。 コン ピュ ー タ ・ 
イン プリ メン テー ショ ン お よび コン ピュ ー タ ・ ハ ー ド ウエ ア の 
観点 か ら 計算 力学 の 現状 を 要約 する 。 

あら め る 力学 的 現象 は 非線形 で ある が ,。 その 挙動 に 対し て 線 
形 性 の 仮定 を 導入 で きる 場合 も ある 。 一般 に 日 常 製作 され る 構 
造物 や 機器 に お いて は , この 線形 性 の 仮定 の 成り 立つ 範囲 で 設 
計 さ れる も の が 多い 。 こ の よう な 場合 , 計算 力学 に か か わる 問 
題 は 一 般 に 線形 代数 方 程 式 に 帰着 する 。 連 立 1 次 方 程 式 の 解法 
は 直接 法 と 反復 法 に 大 別 き され る こと は よく 知ら れ て いる が , 7 
ェ イ ブフ ロン ト 法 や スカ イラ イン 法 と よ ば れる 大 次 元 の 疎 行列 
に 対す る 効率 の 良い 直接 解法 の 開発 や 計算 回 数 を 縮小 する た 
め の 方 程 式 の 番号 付け 替え の た め の 各 種 ア ル ゴ ブリ ズム の 開発 に 
より , 現在 で は 直接 法 が 広く 用 いら れ て いる 。 し か し 数 十 万 元 
以上 の 超大 型 の 方 程 式 に 対し て , 過去 に コン ピュ ー タ の 能力 か 
ら 数 千 元 の 方 程 式 を 解く た め に 用 いら れ て きた 反復 法 が 再 評価 d 
され つつ あり , 反復 に 先立っ て 行列 の 条件 を 改良 する た め の 前 
処理 (pre-conditioned) アル ゴリ ズム の 開発 が 最近 の 話題 で あ 
Do 

一 方 , 実際 の 工学 の 分 野 で 取り 扱う 問題 は 複雑 な 幾何 形状 を 
も っ て いる 場合 が 多く , その 形状 の 認識 , 解析 モデ ル の 自動 作 
成 お よび コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス を 利用 し た 解析 結果 の 
表現 に 対す る 研究 や イン プリ メン テー ショ ン も 積極 的 に 行わ れ 
tir, 

し か し , 計算 力学 の 観点 か ら 現 在 最も 重要 な こと は , 力学 的 
な 意味 で の 解析 結果 の 精度 の 保証 で あろ う 。 一 般 に 計算 力学 の 
分 野 で 用 いて いる 手法 は 近似 解法 で あり , 当然 の こと な が ら 解 
析 結 果 の 精度 は 解析 モデ ル に 依存 する 。 一般に 採用 され て いる 
数 値 解析 法 で は 解 の 収束 . すなわち 解析 モデ ル を より 一 層 細 か 
くし て いけ ば 真 の 解 に 近づい て いく こと を 保証 し て いる だ け で 
ある 。 し た が っ て 解析 モデ ル を 作成 する た め に は , その 問題 に 
対す る 技術 者 の 経験 や 力学 的 セン ス が 重要 と な り , 今日 の よう 
に 多く の 技術 者 が 計算 力学 に 基づく コン ピュ ー タ 解析 を 行っ て 
いる 現状 で は , 線形 問題 で あっ て も 精度 が 十分 で な い 解 析 結 果 
が 日 常 の 設計 で 用 いら れ て いる 可能 性 も お お い に あ り 得 る 。 こ 
の よう な 弊害 を 取り 除き , 健全 な 解析 手法 を 技術 者 に 提供 する 
た め の 方 法 と し て , 順応 型 数 値 解析 法 (adaptive numerical 
method) の 研究 が 進め られ て いる 。 こ れ は 解析 モデ ル に 含ま れ 
る 近似 誤差 を 予測 し , その 予測 に 基づい て 解析 モデ ル を 再 構築 
し , 十分 な 精度 が 得 ら れる まで 自動 的 に 解析 を 繰り 返す 方 法 で 
あり , 解析 モデ ル に 対す る 近似 解 だ け を 用 いて 真 の 解 と の 差 を 
いか に 的 確 に 予測 する か が キー ポイ ント で ある 。 

一 般 に 力学 現象 は 時 間 依 存 で あり , 定常 状態 や 静 的 状態 と 仮 
定 で きる 現象 に つい て は 空間 モデ ル だ けが 考察 され る 。 時 間 を 
含む 現象 の 解明 に 対し て は , 線形 問題 で は 固有 値 問題 と し て 取 
り 扱い, 一 般 の 非線形 問題 に 対し て は 空間 の 離散 化 に よっ て 得 
られ る 時 間 に 関す る 常 微分 方 程 式 を 取り 扱う こと が 多い 。 時間 
積分 法 の 数 値 ス キー ム の 開発 に 関し て は 従来 より 多く の 研究 が 
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続け られ て いる が , 計算 効率 を 高め る た め の ア ル ゴ リ ズム と し 
て 作用 素 分 割 法 (operator splitting method) や 陰 解法 と 陽 解 
法 を 組み 合わ せ た 方 法 が 最近 の 話題 で ある 。 

作用 素 分 割 法 は , 連立 方 程 式 の 解法 を 含ま な い 陽 解法 の アル 
ゴリ ズム を 用 いて 陰 解 法 の 無 条 件 安定 性 を 得 よ うと する も の で 
ある 。 一 般 に 陽 解 法 で は その アル ゴリ ズム に 連立 1 次 方 程 式 の 
求 解 過 程 を 含ま な い が , 時 間 刻 み に 対し て 条件 付き 安定 と な り , 
険 解法 アル ゴリ ズム を 用 いた 場合 と 比較 する と 非常 に 多く の 時 
間 ス テッ プ を 必要 と する 。 しかし, 衝撃 問題 の よう な 非常 に 高 
速 な 力学 現象 に 対し て は , 陰 解 法 を 採用 し た と し て も 空間 モデ 
ル に 対応 し た 適切 な 時 間 増 分 を 必要 と し , 陽 解法 と 比較 する と 
計算 効率 が 悪い の が 普通 で ある 。 だ が 実際 に 解明 し た い 問 題 で 
は , 複雑 な 現象 が 組み 合わ さっ て お り , その 複雑 な 力学 現象 に 
対応 し て 最も 効率 の 良い 時 間 ア ル ゴ リ ズム を 採用 する こと が 理 
想 で ある 。 そ の よう な アル ゴリ ズム を 構築 する た め の 第 一 歩 と 
LT, 種々 の 陰 解 法 ス キー ム と 陽 解法 スキ ー ム を 任意 に 組み 合 
わせ た 数 値 解 法 や , 時 間 増 分 に 対す る 順応 型 ア ル ゴ リ ズム お よ 
びそ の イン プリ メン テー ショ ン の 研究 が 進め られ て いる 。 
現在 , 計算 力学 に か か わる 研究 者 が 最も 多く 携わっ て いる 問 
題 は 非線形 現象 の 解明 で あろ う 。 非 線形 問題 に 対す る 数 値 計算 
法 と し て は 古く か ら Newton 法 が 用 いら れ て お り 。,。 現在 で も こ 
の 単純 明快 な 反復 法 が 最も 広く 用 いら れ て いる 。 こ の 方 法 は 局 
所 的 収束 が 保証 され て いる だ け で , 構造 力学 に お ける 座 屈 現象 
の よう に 不安 定 領域 を 含む 場合 に は 問題 が な 生じ る 。 こ の よう な 
問題 に 対し て も Newton 反復 法 を 安全 に 適用 する た め の 工 夫 
E t TIRI (arc length method) が 提案 きれ て いる 。 こ 
の 方 法 は 個々 の 反復 過程 に お いて 既知 ベク トル の 量 を コン トロ 
ー ル する こと を 基本 と し て いる 。 ま た , Newton 法 で は 個々 の 反 
復 に お いて 連立 1 次 方 程 式 の 求 解 過 程 を 含む が , これ を 行列 の 
乗算 で 置き 換え る BFGS 法 の よう な 準 Newton 法 (quasi 
Newton method) に 関す る 研究 も 進め られ て いる 。 こ の 方 法 を 
極 言 すれ ば , Newton 法 が 接線 を 基本 と する の に 対し て , 割線 を 
用 いて 反復 を 繰り 返す も の で ある 。 こ の 方 法 は 非線形 性 の 強く 
な い 問 題 に 対し て 効率 良く 働く 場合 が 多い が , 汎用 性 を も つ ア 
ル ゴ リ ズム の 構築 の た め に は さら に 研究 が 必要 で ある 。 

現在 の ハー ドウ エア の 環境 は 非常 に 多様 性 に 富ん で お り , A 
ー パ ー・ コ ンピュータ 。 ミニ ・ ス ー パ ー コ ンピュータ 。 パー ソ 
ナル ・ ス ー パ ー コ ンピュータ ダ 。EWS。 パ バ パー ソナ ルコ ンピュータ 
な ど さ ま ざま な 機種 が 開発 され て いる が , スー パー・ コ ン ピ ュ 
ー タ の 能力 は , 計算 力学 に お ける 大 規模 な 問題 に 対し て は 十分 
で ある と は いえ な い の が 現状 で ある 。 し か し , 数 年 前 と 比較 す 
る と 技術 者 に 与 を らち られ て いる コン ピュ ー タ 環境 は 格段 に 改良 さ 
れ て いる こと も 事実 で ある 。 現在, 総合 的 な コン ピュ ー タ 環境 
の 中 で 計算 力学 に か か わる コン ピュ ー タ 利用 を どの よう に し た 
ら よ いか と いう 研究 が 進め め れ て いる が , 非 常に ダイ ナミ ッ ク な 
状態 の も ちと で 唯一 の 理想 的 利用 形態 を 提案 する こと は 不可 能 に 
近い 。 現 在 計算 力学 の 分 野 で ハー ドウ エア ・ ア ー キ テク チャ に 
最も 関連 し た 話題 は . ベク トル 処理 や 並列 処理 の 機能 を も つ ス 
ー ノ パー・ コ ンピュータ の 能力 を 二分 に 生か す よ うな アル ゴリ ズ 
ム を 構築 する た め に , 力学 的 問題 の 定式 化 か ら 計 算 に いた る 過 


程 を 見 直す 試み で ある 。 


計算 カカ 学 に お ける コン ピュ ー タ ・ 
グラ フィ ックス の 役割 

計算 力学 応用 の た め の コ ンピュータ ・ プ ログ フ ム の 構成 は , 
力学 解析 自体 に か か わる 部 分 と 解析 の 前 後 処理 に か か わる 部 分 
に 大 別 さ れる 。 解析 の た め の 前 処理 プロ グラ ム は , 解析 モデ ル 
の 自動 生成 や 作成 され た モデ ル の チェ ッ ク を 行う た め の も の で 
あり , プリ ・ プ ロ セ ッ サ と よ ば れる 。 解析 結果 に 対す る 後 処理 
プロ グラ ム は , 結果 を 図表 示し た り 設 計 基 準 な ど に の っ と り 解 
析 結 果 を 評価 する た め の も の で ,。 ポス ト ・ プ ロ セ ッ サ と よ ば れ 
る 。 実際 の 総合 的 な 環境 の 中 に 解析 プロ グラ ム を 健全 に 位置 付 
ける た め に は , 他 の シス テム と の 密接 な 連結 や 解析 に か か わる 
期間 の 最小 化 が 必要 不可 欠 と な る 。 こ の た め の 中 心 的 な 役割 を 
果たす も の が プリ ポスト ・ プ ロ セ ッ サ で あり ,。 計算 力学 の 実 
用 化 が 高まる に つれ て 多く の 関心 を 集め て いる 。 

プリ ポス ト ・ プ ロ セ ッ サ の 主要 部 分 は , 幾何 学 的 形状 の 認 
識 や 力学 現象 の 解釈 ・ 評 価 に 関す る も の で あり , この た め に 生 
の 数 値 デ ー タ を 直接 用 いる こと は 非常 に 効率 が 悪く 。 な ん ら か 
の 加工 が 必要 と な る 。 形状 や 現象 を 全体 的 に 把握 する 際 に 古く 
か ら 広 く 用 いら れ て いる 方 法 は , 人 間 の 視覚 に 訴え る 可視 化 で 
ある こと は いう まで も な い 。 コ ンピュータ を 利用 し た 可視 化 の 
分 野 は コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス と いう 名 前 で 総称 され , 
現在 は 工学 に 限ら ず あ ら め ゆる 分 野 で 脚光 を 浴び て お り , これ に 
は コン ピュ ー タ 本 体 の 急速 な 進歩 ・ 発 展 に 加え て , パー ソナ ル 
コン ピュ ー タ に 代表 され る よう な 麻 価 な グラ フィ ックス 装置 の 
急激 か つ 広 範囲 な 普及 が 大 き な 役 割 を 果たし て いる こと は 周知 
の 通り で ある 。 

計算 力学 の 分 野 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス の 応 
用 は , 解析 する 物体 や その 計算 力学 モデ ル を 認識 する た め の 幾 
何 学 的 形状 の 表現 と , 計算 力学 解析 に よっ て 得 ら れ た 力学 的 現 
象 の 可視 化 に 大 別 さ れる 。 

ここ で は , 計算 力学 に お ける コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
利用 の 個々 に つい て の 解説 に 先立っ て , 解析 か ら 結 果 の 評価 
に いた る 一 連 の 過程 を 順に 考え て みる 。 第 1 は 。 解析 に 先立つ 
解析 モデ ル の 形状 の 認識 と その 検証 で あり , 一 般 に 標準 的 な ソ 
リッ ド ・ モ デル 表示 が 用 いら れ て お り , この よう な 表現 は 特に 
複雑 な 形状 を し た 問題 に 対し て は 不可 欠 と な る 。 力学 現象 の 解 
析 に お いて は 離散 モデ ル が 用 いら れる が , この 検証 や 解析 結果 
と し て 得 ら れる 形状 変化 を 調べ る た め に 変形 前 後 の 離 散 モ デル 
の 図 化 が 用 いら れる 。 解析 結果 を 評価 する た め に は , スカ ラー 
変数 に 対し て は 等 高 線 表 示 や カラ ー 表 示 が 一 般 的 に 用 いら れ て 
いる 。 ベ クト ル 量 の よう に 方 向 性 を も つ 変 数 に 対し て は , ベク 
トル 線 表 示 に より その 方 向 と 大 き さ の 分 布 を 評価 する 。 さ ら に 
代表 的 変数 の 時 刻 歴 , 応力 一 歪み 関係 の よう な 2 変数 の 関係 , 
着目 する 線 に 沿っ た 変数 の 変化 な どの 評価 に 関し て は グラ フ 表 
現 が 用 いら れる 。 解析 結果 は 純粋 な 工学 的 評価 の た め だ け で な 
$, 製品 パン フレ ッ ト や 顧客 へ の 説明 資料 と し て 用 いら れる 場 
合 も あり 。 この よう な プレ ゼン テー ショ ン 用 と し て は ソリ ッ 


ド ・ モ デル 図 と 解析 結果 を 重ね 合わ せ た よ うな 表現 な ど が 用 い 
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られ て いる 。 
一 形状 の 可視 化 

一 般 的 な 図形 を コン ピュ ー タ を 用 いて 表現 する た め に は 2 ご つ 
の 方 法 が ある 。 第 1 は ソリ ッ ド ・ モ デリ ング と よ ば れる 方 法 で , 
形状 を 立方 体 。 円 柱 , RR, 円 名 な どの プリ ミ テ ィ ブ と よ ば れる 
基本 構成 要素 の 論理 演算 に よっ て 構成 する 方 法 で あり , 第 2 は 
多角 形 メ ッシュ か ら 図 形 を 構成 する 幾何 モデ リン グ と よ ば れる 
方 法 で , 線画 に より 図形 を 表現 する こと が で きる の で ソリ ッ 
ド ・ モ デル と 対比 し て ワイ ヤー・ フ レー ム ・ モ デル と も よ ば れ 
Do 

形状 の 表現 に お いて 多く の 計算 時 間 を 必要 と する 困難 な 問題 
は , 人 間 が 物体 を 観察 し た 場合 と 同様 に 目 に 見 えな い 部 分 を 表 
さき さ な い よう に する な ため の 隠 線 ( 面 ) 消去 法 で ある 。 隠 線 消去 法 
は 最終 的 に 図形 を CRT な どの 図形 出力 装置 に 写像 する 方 法 で 
ある が , ソリ ッ ド ・ モ デリ ング の 方 法 で は 観察 者 と 表現 する 物 
体 の 間 に 1 つの 面 を 想定 し , その 面 (CRT 上 ) の 1 つの 点 ( ピ 
クセ ル ) ご と に 対応 する 物体 の 位置 を 定め , それ を 表現 する 光 
線 追跡 法 と よ ば れる 方 法 が 一 般 に 用 いら れ て いる 。 

隠 線 消去 の た め に 提案 され て いる さま ざま な アル ゴリ ズム は 
標準 的 な 教科 書 に 詳し く 解 読 され て いる が , 解析 モデ ル を 効率 
良く 表現 する た め の 研 究 も 進め られ て いる 。 例 えば, 角度 や 三 
角 関 数 の 演算 を 回 避 し , 効率 の 良い デー タ 構 成 を 用 いた 簡単 か 
つ 効 率 の 良い アル ゴリ ズム の 研究 や , 1 つの 線 を その 近傍 の 面 
に つい て だ け 比 較 す る こと に よっ て 計算 時 間 が モデ ル の 総 面 数 
に 比例 する よう な アル ゴリ ズム の 提案 な ど が ある 。 

形状 や モデ ル の 認識 の た め に 最近 用 いら れ て いる 表現 方 法 と 
し て は , 光 の 透過 性 を 表現 する 方 法 な ど が 計算 力学 の 分 野 で 応 
用 され て いる 。 物体 の コン ポー ネン ト ご と に 光 の 透過 特性 を 変 
A, 実際 に は 目 に 見 えな い 細 部 まで も 表現 する こと に よっ て 形 
状 や 解析 モデ ル を 検証 し た り , 変形 前 後 の 形 状 を 重ね 合わ せ て 
表現 する こと に よっ て , 迅速 か つ 明 確 に 解析 結果 を 評価 する 方 
法 な ど が ある 。 
国力 学 现象 D 可 视 化 

計算 力学 は さま ざま な 力学 現象 を 解明 する た め に 用 いる も の 
で ある か ら , 当然 の こと な が ら 解 析 に よっ て その 力学 的 な 挙動 
が 定量 的 に 定め られ る 。 解析 に よっ て 定め られ る 代表 的 な 力学 
的 諸 量 は , 温度 や 圧力 の よう に 一 つの 数 値 と し て 表 さ れる スカ 
ラー 量 , 速度 や 力 の よう に 大 き さ と 方 向 に よっ て 表 さ れる ベク 
トル 量 。 お よび 応力 や 歪み の よう に 想定 する 方 向 に よっ て その 
大 き さ と 方 向 が 異な る 二階 の テン ソル 量 に 大 別 き され る 。 一般 に 
広く 用 いら れ て いる 方 法 は スカ ラー 量 に 対す る 可視 化 方 法 で あ 
D, ベク トル 量 や テン ソル 量 に 対し て も 。 その 特性 を スカ ラー 
表現 する た め の 不 変量 (ベク トル の 大 き さ , 相当 応力 , HIS 
性 歪み な ど ) を 用 いて スカ ラー 量 に 対す る 可視 化 の 方 法 を 利用 
する 場合 が 多い 。 ス カラ ー 量 の 分 布 を 表現 する た め に 古く か ら 
用 いら れ て いる 方 法 は 等 高 線 表示 で ある 。 解析 モデ ル の 等 高 線 
表示 に つい て は , 個々 の 要素 を 三角 形 に 分 割 し , その 三角 形 の 
中 で 変数 を 線形 変化 する も の と し て 等 高 線 を 作成 する アル ゴリ 
ズム が 最も 単純 で ある こと か ら 広 く 用 いら れ て いる が , 解析 モ 
デル に 対す る 等 高 線 を 自然 な 形 に 表現 する た め に 曲線 表示 を 導 
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入 す る アル ゴリ ズム な ど が 提案 され て いる 。 グ ラフ ィ ッ ク ・ ハ 
ー ド ウェ エア の 進歩 ・ 普 及 に より , スカ ラー 量 の 分 布 表現 に カラ 
ー 表 示 が 最近 急速 に 用 いら れ て いる 。 

2 次 元 領域 の スカ ラー 量 を 表示 する た め の 別 の 方 法 と し て 
は , スカ ラー 量 了 (z。y ッ ) を z 座標 と 考え を, それ を 3 次 元 的 な 鳥 
峨 図 に よっ て 表現 する 方 法 が ある 。 こ の よう な 表現 は 通常 の 隠 
線 消去 の アル ゴリ ズム を 用 いて 表現 で きる が , 特に 有限 要素 モ 
デル に 対し て 非常 に 効率 良く この 処理 を 行う た め の ア ル ゴ リ ズ 
ム も 提案 され て いる 。 解析 に よっ て 得 ら れ た スカ ラー, ベク ト 
ル お よび 二階 の テン ソル 場 の 全体 的 な 挙動 を 容易 に 把握 する た 
め に , その 方 向 性 と 大 き さ を 同時 に 可視 化す る 方 法 も 提案 され 
て V5, 
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現在 計算 力学 と よ ば れ て いる 分 野 の 研究 者 は , 主 に 流体 力学 
に か か わる 分 野 と 構造 力学 や 材料 力学 に 代表 され る 固体 力学 に 
か か わる 分 野 に 大 別 き され , それ ぞ れ の 領域 で 積極 的 な 情報 交換 
が 行わ れ て いる が ,。 互い に 多く の 共通 点 を も つと 同時 に 相互 に 
影響 を 与え 合っ て いる 。 例え ば, 差分 法 に お ける 上 流 ス キー ム 
(upwind scheme) は 有限 要素 法 で は Petrov-Galerkin 定式 と 
し て 一 般 化 さき れ て いる し , 差分 メッ シュ の 代数 的 生成 法 (alge- 
braic generation method) で は 有限 要素 法 の 考え 方 が 用 いら れ 
て いる 。 さら に , それ ぞ れ の 分 野 で さき さまざま な 現象 が 連 成 し た 
問題 に 対す る チャ レン ジ が 試み られ て いる 。 原理 的 に は あら ゆめ 
る 力学 現象 は 連 成 し て いる が , 今日 まで の 解析 ツー ル で は それ 
ら を 連 成 させ て 解く こと は 非常 に 限ら れ て お り , 一 般 に は 他 の 
力学 的 現象 に 対し て は 境界 条件 と し て 取り 扱わ ん て いる 。 し か 
し 。 技術 革新 や コン ピュ ー タ 能力 の 向上 に よっ て , さま ざま な 
複雑 な 現象 の 解析 が 必要 と な ろう 。 

一 方 , 現在 の コン ピュ ー タ 解析 で は 総合 的 な 意味 で の 解 の 信 
頼 性 は 保証 され て いな い 。 前 節 で 順応 型 数 値 解析 法 に つい て 要 
約 し た が , 計算 力学 が 広範 な 領域 に 対す る 健全 な 解析 ツー ル と 
し て 用 いら れる た め に は , 総合 的 な 意味 で 順応 型 で ある べき で 
ある 。 すなわち, 定義 きれ た 力学 現象 に 対し て 最も 適し た 力学 
モデ ル を 選択 し , それ に 対し て 最も 効率 の 良い 解析 手法 に より , 
複合 し た ハー ドウ ェ エア 環境 の 中 で 最適 な ハー ドウ エア を 用 い , 
その 結果 を 適切 に 表現 する と いう 一 連 の 自動 化 を 目指 す 必 要 が 
ある 。 こ の よう な 総合 的 シス テム の 構築 に 対し て AI を 応用 し 
よう と する 試み も ある が , それ 以前 に 純粋 に 計算 力学 の 範囲 で 
解決 し な けれ ば な ら な い 問 題 が た くさ ん 残っ て いる と 思わ れ 
る 。 


お わり に 
ここ で は , 計算 力学 の 現状 お よび 将来 の 方 向 に つい て 概説 し 
た 。 こ こ で の 解説 は 計算 力学 に 関す る あら ゆる 側面 を 論じ た も 
の で は な く ,。 その 一 部 に つい て 筆者 の 思い つく まま に 記し た も 
の で ある こと を お 断り し て お く 。 なお, この 解説 が 本 誌 で 企画 
され て いる 計算 力学 に 関す る 一 連 の 具体 的 な 最 先 端 技術 の 解説 
に 対す る 導入 と な る こと を 望ん で や まな い 。 
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は し め に 

スー パー・ コ ンピュータ を 用 いて 科学 技術 計算 を 行う こと を 
スー パー コン ピュ ー テ ィング と いう 。 効率 的 な スー パー コン ピ 
ュー ティ ング の 実現 の た め 。 スー パー・ コ ンピュータ の 利用 技 
術 に 関す る 研究 が 精力 的 に 行わ れ て いる 。 有限 要素 法 (FEM), 
境界 要素 法 (BEM), 差分 法 (FDM) な どの 計算 力学 の 分 野 に 
お いて も , スー パー・ コ ンピュータ を 用 いた 大 規模 か つ 高 速 な 
解析 が 関心 を 集め て いる 。 

そこ で 本 稿 で は , スー パー コン ピュ ー テ ィング を 効率 良く 行 
うた め の 重 要 な ポイ ント で ある 高速 化 技 法 。 シス テム ・ イ ン テ 
グレ ーション に つい て 述べ る 。 高 速 化 技法 と し て は , 特に 大 規 


有限 要素 法 に よる 3 次元 構造 解析 プロ グラ ム の 各種 スー パー・ 
コン ピュ ー タ に よる ベン チマ ー ク ・ テ スト め 》 の 結果 な ど を 紹介 
75. 


高 速 化 技法 

(1) 剛性 方 程 式 の 解法 

スー パー・ コ ンピュータ に よる 有限 要素 解析 の 利点 は 。 高速 
性 と 大 規模 性 の 2 点 に ある 。 筆者 ら の 経験 で は , 有限 要素 法 に 
よる 構造 解析 に お いて は 計算 時 間 の 約 70% 程 度 が 隊 性 方 程 式 
(連立 一 次 方 程 式 ) の 解法 に 費やさ れる 。 したがって, 剛性 方 程 
式 の 解法 は 有限 要素 解析 の キー ポイ ント で ある 。 そこで , スー 
パー・ コ ンピュータ に よる 高速 計算 お よび 大 規模 計算 に 適し た 
剛性 方 程 式 の 解法 (ソル バー) で ある スカ イラ イン 法 。ICCG 法 
に つい て 述べ る 。 
(2) 。% ラ レル スカ イラ イン 法 


スト ・ 


OR 1 は 次 ペー ジ 。 

スカ イラ イン 法 は 直接 法 の 一 つ で あり , 剛性 マト リク ス を コ 
レス キー 分 解 (LDL 分解) し て 解く < 方法 で ある 。 ス カイ ライ ン 
法 の 計算 主要 部 は スー パー・ コ ンピュータ が 得意 と する 内 積 計 
算 で あり , 高い 加速 率 が 得 ら れる 。 

スカ イラ イン 法 を 改良 し , 複数 の ベク トル 演算 器 を 並列 に 動 
作 さ せ , より 高速 性 を 得る た め に 開発 され た ソル バー が パラ レ 
ルス ズ スカイライン 法人 で ある 。 パラレル スカ イラ イン 法 は 。 コレ ス 
キー 分 解 に お いて 3 行 3 列 同 時 分 解 ( 3 次 元 構造 解析 の 場合 ) 
を 行う も の で あり , 高速 計算 に 適し た 解法 で ある 。 

(3) ICCG 法 

ICCG 法 ? は 反復 法 の 一 つ で あり , 共役 勾配 法 に 前 処理 と し て 
不 完全 コレ スキ ー 分 解 を 施し , 収束 まで に 要する 反復 回 数 を 大 
幅 に 削減 する こと に より 高速 化 を 達成 し た 解法 で ある 。ICCG 
法 は , 剛性 マト リク ス の 非 零 成分 の み を 用 いて 計算 を 行う こと 
が で きる た め メ モリ 効率 が 良く , 大 規模 計算 に 適し て いる 。 

図 1 は , 東京 大 学 大 型 計算 機 セ ンタ ー に お いて , 主 記憶 28.5 
M バイ ト 。, 外部 記憶 128 M バイ ト が 使用 で きる と いう 環境 を 想 
定 し て 作成 し た ソル バー の 適用 範囲 で も ある 。ICCG 法 を 用 いる 
こと に より 約 20,000 節点 まで の 大 規模 解析 が 可能 と な る 。 

(4) 内 積 形式 の スカ イラ イン 法 

今後 の スー パー・ コ ンピュータ の 発展 の 方 向 は , 複数 の CPU 
を 有する 並列 方 式 の スー パー・ コ ンピュータ で ある 。 そ こ で 。, 
並列 コン ピュ ー タ 向き の ソル バー と し て 内 積 形式 の スカ イラ イ 
ン 法 を 紹介 する 。 

人 従来 の スカ イラ イン 法 は ,。 縁 ど り 法 ? と よ ば れる アル ゴリ ズ 
ム を 用 いて いる 。 縁 どり 法 の 場合 並列 性 は 明示 的 で は な い 。 
一 方 , 内 積 形式 の スカ イラ イン 法 で は , RAB DO ルー プ は べ ベ 
クト ル 処 理 が 可能 で あり , さら に 一 つつ 外側 の DO ルー プ に 関し 
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図 1 3 次 元 構造 解析 に お ける ソル バー の 適用 範囲 


2c 


9 t- 0.25 
9 c— 0.33 
2c/ W- 0.2 
W= L=52. 5mm 


図 2 3 次 元 表面 鱼 裂 


て 並列 化 も で きる 。 し た が っ て ,。 ベク トル 化 と 並列 化 の 相乗 効 
果 に よる 高速 化 に 適し て いる 。 また, 内積 形式 の スカ イラ イン 
法 に お いて も 前 述 の パラ レル スカ イラ イン 法 と 同様 に 3 行 3 列 
同時 分 解 に よる 高速 化 が 有効 で ある 9?。 
(5) ベン チマ ー ク ・ テ スト 

スー パー・ コ ンピュータ 用 に 作成 し た 有限 要素 解析 プロ グラ 
A FEM3D/S? お よび FEM 3D/I? を 用 いて , 各種 スー パー・ コ 
ンピュータ お よび 汎用 コン ピュ ー タ に よる ベン チマ ー ク ・ テ ス 
ト を 行っ た 結果 に つい て 述べ る !。 FEM 3D/S お よび FEM 3D/I 
là, お の お の ソル バー と し て 前 述 の が パラ レル スカ イラ イン 法 
お よび 1ICCG 法 を 使用 し て いる 。 こ の ベン チマ ー ク ・ テ スト は , 
日 本 機械 学会 RC-74「 非 線形 有限 要素 法 の 応用 研究 分 科 会 」 第 
4 小 委 員 会 スー パー コン ピュ ー タ ワー キン ググ ルー プ の 活動 と 
し で 行わ れ た 。 

ベン チマ ー ク 問題 は , 図 2 に 示す 3 次 元 表面 き 像 材 の 一 様 引 
張り と し た 。 図 3 に 要素 分 割 図 を 示す 。 要 素数 190, 節点 数 970 
で ある 。FEM 3D/S に よる 計算 時 間 を 表 1 に , FEM 3D/I に よる 
計算 時 間 を 表 2 に 示す 。 表 1, 2 は 左 半 分 が スー パー・ コ ン ビ ュー 
タ 。 右 半分 が 汎用 コン ピュ ー タ に よる 計算 時 間 で ある 。 表 1 の 
CRAY X-MP/3 は CRAY X-MP/4 (4 CPU 構成 の CRAY X 
-MP) の 3 CPU を 用 いて 計算 し た こと を 示し て いる 。 また , ベ 
クト ル 化 率 の ( ) は 推定 値 で ある 。 表 2 の MicroVAX II は 
EWS ク ラス の コン ピュ ー タ で ある 。 表 1 か ら は 以下 の こと が 
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図 3 要素 分 割 図 


わか る 。 

QD FEM 3D/S を 用 いた 場合 , スー パー・ コ ンピュータ は 汎用 コ 
ンピュータ と 比較 し て 2 て 100 倍 の 計算 速度 を 有する 。 

(2 FEM3D/S の ベク トル 化 率 は 92 て 979% で ある 。 ベ クト ル 化 率 
と は , プロ グラ ム の 全 演 算 に 対す る ベク トル 処理 され る 演算 
の 比率 の こと で ある 。 一 般 に , ベク トル 化 率 が 90% を 超え て 
初め て 十分 な 高速 性 が 得 ら れる と いわ れ て いる 。 

( FEM3D/S の スー パー・ コ ンピュータ に お ける スカ ラー 演算 
時 間 と ベク トル 演算 時 間 の 比 (加速 率 ) は 3 一 15 で ある 。 
また , 表 2 か ら は 以下 の こと が わか る 。 

① FEM3D/I を 用 いた 場合 , スー パー・ コ ンピュータ は 汎用 コ 
ンピュータ と 比較 し て 2 ~45 倍 の 計算 速度 を 有する 。 

(2 FEM3D/I の ベク トル 化 率 は 93-9495; C 5 5, 

③ FEM3D/I の スー パー・ コ ンピュータ に お ける 加速 率 は 4 
… ち な で ある 。 

à) ICCG 法 は メモ リ 効 率 が 良い た め Micro VAXII ( 主 記憶 
5 M バイ ト ) で も 実行 可能 で ある 。 

表 1, 2 を 比較 する と 以下 の こと が わか る 。 
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表 1 FEM3D/S( パ バラ レル スカ イラ イン 法 ) に よる 計算 時 間 


FORTRAN77/HAP 
EE 


1) ベン チマ ー ク 間 題 の き 裂 材 の 引張 り は , ICCG 法 が 不得 意 
と する 収束 性 の 悪い 問題 で ある に も か か わら ず , スカラー 演算 
の 演算 時 間 は FEM3D/S, FEM3D/I と も に ほぼ 等 し い 。 筆 者 
ら の 経験 に よれ ば , 性 質 の 良い 問題 (例え ば , 立方 体 の 一 様 
引張 り ) に 対し て は ICCG 法 の 方 が スカ ラー 演算 時 間 は 短 
V9, 

2) FEM3D/S 上 FEM3D/I € iX, ベク トル 演算 時 間 は 

FEM3D/S が 短い 。 こ れ は スカ イラ イン 法 が ICCG 法 よ り も 加 

速 率 が 大 きい た めで ある 。ICCG 法 は 前 処理 に よっ て 演算 量 を 

減ら し 高速 化し て いる の に 対し 。 パラ レル スカ イラ イン 法 は 加 

速 率 が 大 きい た め 高 速 化し て いる 。 

3) メモ リ 効 率 は ICCG 法 が スカ イラ イン 法 よ り 優れ て いる 
た め , 超大 規模 問題 の 計算 に は ICCG 法 が 有効 で ある 。 
以上 の 結果 より , FEM3D/S, FEM3D/I で 用 いた 高速 化 技法 

は 一 般 性 が あり 。 複数 の スー パー・ コ ンピュータ に お いて 有効 

で ある こと が わか る 。 ま た , FEM3D/S, FEM3D/I と スー パー・ 

コン ピュ ー タ を 用 いた 場合 , 汎用 コン ピュ ー タ と 比較 し て 最高 

100 倍 程度 の 計算 速度 が 得 ら れる 。 さ ら に , 精度 に つい て も 検討 


一 


を 行い 。 スー パー・ コ ンピュータ の ベク トル 演算 に よる 精度 低 
下 が な いこ と を 確認 し て いる 。 


シス テム ・ イ ン テ グ レー ショ ン 

スー パー・ コ ンピュータ を 用 いる こと に より 解析 で きる 問題 
の 規模 は 大 きく な り , より 精密 な 解析 が で きる よう に な る 。 そ の 
結果 , 従来 より 入出 力 デ ー タ 量 は 増加 する 。 入 出力 デー タ の 扱 
ぃ に 要する 時 間 が , スー パー・ コ ンピュータ に よる 計算 時 間 に 
比べ て は る か に 長く て は ,。 スー パー・ コ ンピュータ の 価値 は 半 
滅する 。 ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー テ ィング は 単に スー パー・ コ ン ピ 
ュー タ に よる 高速 数 値 計算 の み で は 完結 し な い 。 効率 的 な デー 
タ 入 出力 シス テム (プリ プン ポ スト ・ プ ロ セ ッ サ ) の 開発 が 必要 
で ある 。 

スー パー・ コ ンピュータ お よび これ に 接続 さき され る 端末 な ど を 
含む コン ピュ ー タ シス テム の 有効 利用 に 関す る 事柄 は 。 シス テ 
ム ・ イ ン テ グ レー ショ ン と よ ば れ て いる 。 効率 的 な スー パー コ 
ン ピ ュ ー テ ィング を 実現 する た め に 。 シス テム ・ イ ン テ グ レー 
ショ ン に 関す る 研究 が 不可 欠 で ある 。 
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ス 一 パー・ コ ンピュータ HITAC S-820/80 


7Y 70ER 有限 要素 解析 MAF TOTA 
zi 
EWS EWS 
(SONY NEWS) ス 一 / パ ー enia -4 (SONY NEWS) 


LAN( 光 ファ イ バ ・ ケ ー ブ ル ) 


( 100Mbps ) 


Ethernet 
( 10Mbps) 


EWS 
SONY NEWS 


a) バー ドウ エア 


図 4 に 。 スー パー・ コ ンピュータ に よる 大 規模 構造 解析 シス 
テム ? の 例 を 示す 。 本 シス テム で は , 有限 要素 解析 に スー パー・ 
コン ピュ ー タ HITAC S-820/80 を , プ リプ ポス ト ・ プ ロ セ ッ サ に 
EWS を 用 いて いる 。EWS は SONY NEWS NWS-830 で あ 
Zo EWS と スー パー・ コ ンピュータ は LAN に より 接続 きれ て 
いる 。 

本 シス テム を 用 いて , 図 5 に 示す 軸 方 向 圧縮 を 受け る クラ ン 
ク 材 の 弾 毅 性 解析 を 行っ た 。 要素 数 3,456, 節点 数 17.605 の 大 
規模 な 解析 で ある 。 解析 は 4 ステ ー ジ 行い , 計算 時 間 は スー パ 
ー・ コ ンピュータ HITAC S-810/20 を 用 いて 1764 秒 で ある 。 
解析 結果 は , ポス ト ・ プ ロ セ ッ サ を 用 いて カラ ー・ グ ラフ ィ ッ 
クス 表示 する 。 解析 結果 を ビジ ュ ア ル に と ら え る こと に より , 
評価 を 効率 良く 行う こと が 可能 と な る 。 


お わり に 

スー パー・ コ ンピュータ に よる 科学 技術 計算 は 日 に 日 に 増加 
し て いる 。 効率 的 な スー パー コン ピュ ー テ ィング を 実現 する た 
め に は 高 性 能 の ハー ドウ エア だ け で は な く 。 ハー ドウ エア の 特 
長 を 考慮 し た 高速 計算 技法 と ソフ トウ エア, お よび スー パー・ 
コン ピュ ー タ の 計算 能力 を 有効 に 利用 する た め の シ ステ ム ・ イ 
ン テ グ レー ショ ン な どの 利用 技術 が 必要 で ある 。 

本 稿 で は ふれ な か っ た が , 身近 な 並列 コン ピュ ー タ の 例 と し 
T, パー ソナ ルコ ンピュータ 付加 する か た ち で 用 いる トラ ン 
スピ ュー タ な ども ある 。 ト ラン スピ ュー タ を 4 台 用 いた 疎 結合 
並列 コン ピュ ー タ に お いて , 前 述 の 内 積 形 式 の スカ イラ イン 法 
を 用 いる こと に より , EWS の 10~20 倍 も の 高速 な 有限 要素 解 
析 を 行う こと が で きる $。 一 方 , 演算 速度 に 加え て 高度 な グラ フ 
ィ ッ クス 能力 を 有する グラ フィ ックス ・ ス ー パ ー コ ンピュータ 
の 登場 も 興味 深い 。 こ れ を 用 いて 解析 結果 を アニ メー ショ ン 化 
する こと に より , さら に 効率 的 な シス テム の 構築 が 可能 に な る 
と 思わ れる 。 
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b) ソフ トワ エア 


スー パー・ コ ンピュータ に よる 大 規模 構造 解析 シス テム 


3456 要素 
17605 節点 


図 5 クラ ンク 
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は し め に 


昨今 , 丸み を 帯び た も の や 流 線 形 の 商品 の 出現 が 話題 で あ 
る ?。 曲線 の 暖か さ , 女性 の 身体 の よう な 柔らか る さ , 優雅 き とか , 
逆 モ ダン の レト ロブ ー ム に 乗っ て 曲線 ある い は 曲面 を 売 物 に し 
た デザ イン が は や っ て いる 。 し か し 。 これ は 単に 角 ば ぱっ つた も の 
に 対抗 し て の いわ ゆる アー ト 的 な デザ イン の 側面 か らき た も の 
と み ら れ て いる が , それ ら の 中 に は 今日 の 技術 の 成果 の 現れ と 
な っ て いる も の も ある 。 よく 知ら れ て いる よう に 。 スポ ー ツ カ 
—0D i T a4 —SROTEO3XO X», 風 や 空気 抵抗 に 抗 し て そ 
の 最大 の 機能 を 発揮 する た め に 多く の 先 人 が その 最適 な か た ち 
を 求め て きた 。 こ れ ら は , その 目的 が 機能 的 最適 化 で あっ た に 
も か か わら ず 非 常に 美しい 形 を し て いる 。 シ ダー ル は , 彼 の 著 
書 ? の 緒言 で “最善 の 可能 な 設計 を な され た も の は 美しい だ ろ 
う ” と 述べ て いる が 。 まさ に その 通り で ある と いう 気 が す る 。 

さて, 最適 化 設計 に は 機能 的 な も の , 強度 的 な も の な ど , 種々 
の 目的 が ある が , それ ら が 所 要 の 目的 を 達し て いる か どう か を 
評価 , 判断 する に は , シミ ュ レ ーション に よる 現象 ・ 挙 動 の 予 
測 が 必要 で ある 。 近 年 の 電子 計算 機 の 発展 は , これ ら の 基礎 と 
な る 大 規模 な 数 値 計算 を 可能 な らし め て きた 。 さ ら に , こう し 
て 最適 化 さ れ た 形態 が 実際 に 市 場 に 出現 する に は , 複雑 な 自由 
曲面 を 安価 に 加工 製作 で きる よう に な っ た 加工 ・ 生 産 技術 の 進 
歩 に 負う と ころ が 大 きい 。 

本 稿 で は , 最適 性 の 基準 を 主として 強 さ に お く 形 状 最適 化 設 
計 に つい て 述べ る 。 古来 , 手 に 入る 材料 を 有効 に 利用 し て 丈夫 
で 安全 な 建物 ・ 機 械 な どの 構造 物 を 造る の に , 経験 と 目 然 に 学 
ぶ こ と か ら , その 形 を 工夫 する こと が な され て きた め 》%9。 机 ・ 椅 
子 の 脚 。 ア ー チ 形 の 構造 。 船 の マス ト , パイ プ 型 構造 , トラ ス 
と で きる だ け 安 く て , ある い は 軽く て 強い 構造 物 を 求め , Us 


者 の 努力 が な な され て きた が , その 基本 は 強度 解析 (構造 解析 ) 
で ある 。 したがって, まず , 強い か た ちと は 何 か 。 そ し て 計算 
力学 で どの よう な 形状 最適 化 が .。 どの よう に 行わ れ て いる か に 
つい て 紹介 する 。 ま た , それ と 関連 し て 自由 曲面 に つい て も 少 
し れる こと と に だ する 


強い か た な ち 


負荷 荷重 や 材料 の 強 さ を 評価 する 基準 と し て 応力 が な ある 。 こ 
れ は 図 1 の よう に , ある 面積 が 4 の 面 に 垂直 方 向 か ら 引っ 張り 
ある い は 圧縮 の 荷重 已 が 作用 する と き , その 単位 面積 当たり の 
力 。 すなわち 

で (垂直 応力 ) ニア /4 (1) 


P 


C15 G 


ゃ | で 


図 1 引張 問題 と 垂直 応 カ 


キ た だ ゆき お 
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加 2 せん 断 応 カ 図 3 ね じ り 問 題 


と し て 定義 きれ る 。 一方, 図 2 の よう に , 面 に 平行 に 面 を ずら 
す よ うに 作用 する 力 Q に 対し て も , 同様 に 単位 面積 当たり の カカ 
ELO 

T (E ABTG7J) -Q/A (2) 

が 定義 きれ る 。 垂直 応力 と せん 断 応力 は 面 に 対す る 作用 方 向 が 
異な っ て いる 。 

同じ 荷重 で 引っ 張ら れ て も , 細い ひも と 太い ひも で は ダメ 
ー ジ が 異な る 。 荷重 の 大 き さ を 徐々 に 上 げ て いく と , ひも が 同 
じ 材 料 で で き て いる か ぎり 明らか に 細い ひも の 方 が 早く 切れ る 
は ず で ある 。 こ れ は , 上 で 定義 し た 応力 と いう も の で みれ ば 説 
明 が つく で あろ う 。 作用 する 荷重 に よる 応力 o が 材料 の も つ 強 
さ ( こ こ で は 引張 り 強 さ き と よ ん で お く ) ぁ を 超え る まで ひも は 切 
れ な い 。 し た が っ て 。 働く 荷重 の 大 きき さがわ か っ て いる と き は 。, 
が の より 十分 小さ く な る よう に 太い ひも を 用 意 す れ ば よい 
こと に な る 。 こ の よう に 応力 が 設計 の 目安 と な る 。 

さて , 図 1 の 場合 , 断面 積 が どこ で も 一 定 値 4 で ある と する 
と 。 そこ で 生じ る 応力 も どこ で も ゃ 一定 と な る 。 し た が っ て 。 UJ 
れ や すさ は どこ で も 一 様 の は ず で ある 。 こ の よう な 状態 を “一 
様 強 さ "と いう 。 図 3 の よう に , 半径 2 が 一 定 の 丸い 棒 に トル 
ク T を 負荷 する と , 棒 は その 中 心 軸 を 固定 し て 外側 ほど 回 転 す 
る と いう ね じ れ の 変形 を する 。 こ の と き 棒 に は せん 断 応 力 c 

t=T, (3) 
l= za?/2 (4) 
が 生じ る 。 ん は 断面 2 次 極 モ ー メ ント と よ ば れる も の で , 棒 の 断 
面 形状 に 関係 する ね じ れ に くさ を 表し て いる (引張 り 力 に 対す 
る 断面 積 に 対応 する ) 。 ねじ り に よる せん 断 応力 は , 棒 の 横断 面 
内 で 見 る と 中 心 軸 で は 0 で , 半径 ァ ヶ に 比例 し て 大 き な 値 と な 

0, 棒 の 表面 (=a) で 最大 値 と な る 。 し か し , 棒 の 表面 上 で 
は , 棒 の 上 か ら 下 まで どこ で も 同じ 大 き さ で ある 。 この 場合 も , 
棒 が 破損 する 可能 性 は 棒 の 長 さ 方 向 で 一 様 で も る か ら , や は り 
“一 様 強 さ ” の 構造 と いう 。 

次 に , 図 4 の よう な 片 持 ちば り と いう 構造 物 を 考え る 。 は り 
に モー メン ト M が 作用 する と き , は り は 曲がり , は り の 長手 方 
向 の 繊維 は 伸縮 し な い 中 心 部 に ある 面 (中 立 面 ) を 境 に , その 
上 部 の 繊維 は 伸び , 下部 の も の は 縮む の で , 応力 
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図 4 片 持ち ば り の 曲げ 問題 


c—yM/I (5) 
が 生じ る 。 ここ で , ヶ は 中 立 面 か ら の 距離 で あり , I は は り の 曲 
げに くさ を 表す 断面 2 次 モー メン ト と いう も の で ある 。 例 えば , 
は り を 長方形 断面 と し , その 高 さ を h, 幅 ( 紙 面 奥行 方 向 ) を b 
と する と 


I —bh*/12 (6) 
で 与え られ る 。 ま た , 円 形 断 面 と する と 
I — za*/4 (7) 


で 与え られ る 。 式 (5) よ り , は り の 先端 か ら 同一 距離 * の 位置 に 
ある 横断 面 内 で は , 応力 は は り の 上 下 表面 (長方形 断面 で は 
y=+h/2, 円 形 断 面 で は y — a) で 正 ま た は 負 の 最大 値 を と る 
こと が わか る 。 こ れ ら の こと か ら , パイ プ の よう な 中 空 材 を 用 
いる と , 断面 積 は 小さ い が そ れ に 比 し て 大 き な 灯 面 2 次 モー メ 
ント を も つの で , ほぼ その 強度 を 失わ ず に 少な い 材 料 費 を 実現 
で きる こと が わか る 。 

は り の 応力 の 長手 方 向 の 分 布 を 見 て みる 。 例 えば 図 の よう に , 
これ の 先端 (z=0) に 荷重 が 作用 する と き は , モー メン ト は 
力 x 腕 の 長 さ 


M (x) = — Px (8) 

で 表 さ きれ る 。 し た が っ て , 各 断 面 の 最大 応力 の 分 布 は 
の (る ) 三 の r/ グ (9) 
Z- I |yuax (10) 


で 与え られ る 。 こ こ で , Z は 断面 係数 と よ ば れる 。 式 (9 より, 
一 様 断 面 の は り で は 固定 端 = ニル) に お いて 最大 応力 


O max =PL/Z (11) 
を と る こと に な る 。 長方形 断面 で は 
Omax ^ OPL/ (bh?) (12) 


で ある か ら , 一 様 断面 で 設計 する と き は , これ が 許容 応力 o. 03 
料 の も つ 強 さ w を 安全 率 (>1) で 割っ て 強度 に 余裕 を も た せな た 
も の ) を 超え な いよ うな 大 き さ の 断面 形状 を 設定 し な けれ ば な 
ら な い (これ を "応力 制約 の 設計 " と いう ) こと に な る 。 し か 
し , は り の 先端 近傍 (x ニ 0 付近 ) で は ほとん ど と 応力 が 0 で ある 
DZ, この よう な 大 き な 断 面積 を も た せる こと は 材料 の 非常 な 
無駄 遣い と いえ る 。 そこで , 式 (8) で 与 を られ る モー メン ト 分 布 
に 合わ せ て 形状 を 変化 させ て や り 。 モー メン ト の 大 き な と ころ 
で は 大 きい 断面 係数 Z を 与え , モー メン ト の 小さ な と ころ で は 
小さ い 断 面 係数 ク を 与え を る こと に する と , 効率 良く 材料 を 使え 
る こと に な る 。 長方形 断面 の 場合 に 幅 5 は 一 定 で , mah 
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5 の よう に 
h(x) =6PL/ (boa) /x/L. (13) 
と し て 変化 させ る と , どの 断面 々 に お いて も 最大 値 は と な 
り , 一 様 強 さ "の は り が 得 ら れる 。 FE, この 形 は , 応力 制約 
下 で の は り 高 さ ヵ を 変え る 設計 の 中 で は 最も 軽い 構造 (最も 軽 
ぃ 構造 を 求め る こと を “最小 重量 設計 ” と いう ) を 与え て いる 。 
また , 式 ⑬ に 比例 する 形 
h(x) = {3 Vo/(20L)} /x/L (14 

は , 一 様 強 さ " で, か つ 同 一 重量 (体积 VNE) Toana} 
形 を し た は り の 中 で , 同じ 負荷 (R8) を 受け る と き に それ ら 
の は り 中 で 生じ る 応力 の 最大 値 が 最も 小さ く て すむ 形 で も あ 
る 。 こ の よう な 意味 で 。 これ ら の 形 を “強い か た ち ” と よぶ こ 
と に する 。 

実際 の 機械 な どの 構造 物 は , 2 次 元 ・3 次 元 の 物体 で あり , 前 
述 し た よう な 垂直 応力 。 せん 断 応力 が 2 方 向 ・3 方 向 か ら 作用 す 
る 。 し た が っ て , 強 さ の 基準 は 先 の 単 一 の 応力 で は な く , それ 
ら を 組み 合わ せ た も の で 定義 され る 。 材料 の 性 質 と その 使わ れ 
HC, その 組合 せ 方 ・ 強 さ の 基準 の 取り 方 は 異な る が , それ が 
いっ た ん 定義 され る と , 以下 の 形状 最適 化 の 手法 は その 決め 方 
に ほぼ 関 係 な く 適用 で きる の で 。 ここ で は これ 以上 ふれ な いこ 
と に する 。 


計算 力学 と 最適 構造 設計 

これ まで 述べ て きた よう に , “強い か た ち "” と は “一 様 強 &” 
を も つも の と か , 応力 ( 強 さ ) 制約 内 で 材料 を 最も 効率 良く 使 
う 最小 重量 "を 与え る 形 で ある が , 一 般 の 構造 物 内 で は その 
中 で 生じ る 最大 応力 を , 前 節 の 例 の よう に は 解析 的 に 求め る こ 
と が で き な い 。 

し か し , 有限 要素 法 , 境界 要素 法 な どの 数 値 的 な 構造 解析 法 
の 著しい 発展 に よっ て , 設計 の 対象 と な る 構造 の 挙動 は ほとん 
ど 計 算 で きる よう に な っ た "(詳し いこ と は , 本 特集 の 他 の 記事 
を 見 て いた だ きた い )。 

機械 ・ 構 造物 の 設計 で 従来 行わ れ て いた 手順 は , まず 与え ら 
れ た 設計 目的 に 応じ て 直感 的 に ある い は 何 か を 参考 に し て 一 つ 
の 構造 形状 を 採用 し , 与え られ た 荷重 に 対し て 変位 。. ひ ずみ, 
応力 な どの 挙動 を 計算 し , その 計算 され た 挙動 が ある 規定 され 
た 条件 を 満足 する まで 構造 寸法 を 修正 する と いう 過程 を 繰り 返 


5 一 様 強 さ の 片 持ち ば り 


すこ と で あっ た 。 そ の 条件 と は , 前 述 の 応力 や 変位 の 制約 の 上 
界 の こと も あれ ば , 固有 振動 数 や 座 屈 和 荷重 の 制限 な ど で 与 えら 
れる こと も ある 。 こ れ だ け の 手順 に より 得 ら れる 構造 物 は 普通 , 
奈 俗 の あり 過ぎ る も の で ある 。 すなわち , 制約 は 満足 し て いる 
が 。 ここ で いう “強い” 構造 と は いえ な いも の で ある 。 設計 に 
お いて は , で きる だ け 材 料 効率 の 良い も の を 求め る こと が 望ま 
れる が , 構造 寸法 の 修正 を 試行 錯誤 的 な 単なる 反復 計算 に よっ 
て 行っ て いた の で は , 反復 構造 解析 に 非常 に 多く の 時 間 を 費 や 
す だ け で , な か な か 最善 , 最適 な ちの は 得 ら れ な い 。 

そこ で , この よう な 設計 を 組織 的 に 行う と いう 考え 方 が 最適 
構造 設計 で ある 。 最適 構造 設計 で は , 課せ られ た 構造 挙動 へ の 
制限 を 制約 条件 として, 体積 , コス ト な どの 目的 関数 に よっ て 
定義 きれ る 最適 性 の 目標 を 最善 に 達成 する よう な 設計 変数 。 す 
な わ ち 最適 寸法 ・ 幾 何 形状 が 探索 され る 。 そ の 手段 と し て , 数 
理 計 画 的 な 方 法 や 構造 物 と いう も の が も つ 特 徴 を 利用 し た 方 法 
が 用 いら れ て きた 。 文献 5) の 序文 で は , この こと を 「 計 算 機 の 
機能 を 最大 限 に 利用 し て 最適 化 の 過程 を 自動 化す る 方 法 と , 設 
計 者 の 洞察 力 と 計算 機 の 機能 と の 強調 を は か る 方 法 」 の 2 つの 
発展 が み ら れ る と 述べ て いる 。 

最適 構造 設計 の その 後 の 理論 ・ 応 用 両面 の 発展 は , この 分 野 
の 国際 会 議 の 内 容 か ら 抜 粋 され た 書物 2 を 見 れ ば 明らか で あ 
$. 


形状 最適 化 

この よう に , 最適 構造 設計 が 行わ れる よう に な っ て きた が , 
まだ その 当初 は “寸法 (sizing) 最適 化 ” で あっ た め 9。 “寸法 最適 
化 " と は , 狭い 意味 で は トラ ス や ラー メン な どの 骨組 み 構 造 の 
部 材 寸法 の 最適 化 で ある 。 すなわち , 位相 関係 (部 材 ど うし の 
結合 関係 お よび その 結合 点 の 位置 ) は 固定 し て , 鉄塔 や 橋 な ど 
の 骨組 み 中 の 各部 材 の 最適 な 断面 積 を 決め る 設計 で ある 。 実際 
の 骨組 み 構造 は 非常 に 多く の 部 材 か ら な る の で ,。 信頼 性 設計 
な ど 寸 法 最適 化 だ け で も 数 理 計画 ・ 計 算 力 学 的 に 非常 に 複雑 な 
問題 で も わる 。 もう少し 広い 意味 で は , は り と か 柱 な どの 棒 材 の 
断面 積分 布 の 最適 化 , 板材 の 板 厚 分 布 の 最適 化 で ある 。 前 述 の 
は り 形 状 の 最適 化 が これ に あたり , これ は ある 意味 で は 形状 の 
最適 化 と いえ る 。 

機械 ・ 構 造 設計 に お いて その 幾何 形状 を 設計 する 場合 , あ る 
基本 形状 を 仮定 し て 高き , 幅 な ど , その 形状 を 代表 する いく つ 
か の 寸法 (製図 に お ける 寸法 に 対応 する 場合 が 多い ) を 設計 変 
数 と し て 採用 し , それ を 最適 化す る こと で 形状 最適 化 が 図ら れ 
て いる 。 最適 構 造 設計 が CAD に 組み 込ま れる よう に な っ て き 
て いる が , まだ この よう な 取扱 い が 主 流 と 思わ れる 。 

これ ら の 寸法 変数 を 設計 変数 と する も の に 対し て , 計算 機 の 
発展 と と も に その 実用 性 が で て きた の が ,。 形状 その も の を 設 
計 変数 と する 形状 最適 化 で ある 。 構 造物 を 有限 要素 法 や 境界 要 
素 法 で 離散 化し て , その 節点 の 座標 その も の を 設計 変数 と する 
も の や , 物体 の 表面 形状 を いく つか の 既知 の 関数 の 重み 付き 和 
で 表し , その 重み を 設計 変数 と する も の な ど , 形状 設計 変数 の 
取り 方 に は いく 通り か み ら れ る が 19 。 いずれ も あま り 初 期 形 
状 に は 依存 せ ず , 自由 な 曲面 が 得 ら れる の が 特徴 で ある 。 形状 
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図 7 三 字 型 构造 物 〈 境 界 要 素 法 ) 


AINAN 


与え る か を 計算 する こと ) を 行わ ず に 設計 変更 量 を 求め る 方 法 
が いく つか 提案 きれ て いる 。 
有限 要素 法 で は , 構造 解析 の 問題 は 連立 方 程 式 


図 6 / 字 型 構造 物 (有限 要素 法 ) 


KU-F (15) 

の か た ち で 表 さ れる 。 友 は 剛性 行列 と よ ば れ , 構造 物 の 形 と 材 

最適 化 の 手法 に は 数 理 計画 法 を 利用 する も の が 多い が , 応力 な 料 の 性 質 か ら 求 め ら れる 。 ア は 節点 荷重 ベク トル で , 与え られ 
どの 力学 的 諸 量 と 局所 寸法 の 関係 を 利用 し , 厳密 な 感度 計算 ( あ た 外力 と 構造 形状 な どか ら 決 まる 。 の は 節点 の 変位 を 並べ た べ 
る 設計 変数 の 変更 が 応力 や 変位 な ど に 対し て どの よう な 影響 を クト ル で あり , これ を 計算 する こと て で 応力 な どの 他 の 構造 挙動 
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(a) i p:.9-2:] 


/ / ンジ 


i) の > RE 人 な: 1 d p: g=2 x1 
確率 を て 一 方 の み が 作 用 


10 有 孔 平版 の 孔 の 最適 化 


(a) 高 立方 向 修正 (b) 幅 方 向 修正 


図 8 片 持ち ば り 


が 求め られ る 。 式 ⑮ を 設計 変数 9 で 微分 し , 整理 する と 
KdU/d6—dF/d6— (dK/d8)U (16) 
と な る の で , 形状 0 を 少し 変更 させ た と き の 変 位 ひ の 変化 は 。 
葉 ⑯ の 右辺 を 仮 の 外力 と する 構造 解析 (すなわち , 友 -* を か け て 
連立 方 程 式 を 解く ) を 行う こと に よっ て 計算 され る 。 応力 な ど 
の 感度 は この d の /d2 か ら 導 出 で き る の で , これ ら の 感度 を 用 
いて 数 理 計画 法 を 適用 すれ ば よい 。 
感度 計算 の た め に 設計 変数 の 数 だ け 式 を 解く の は や は り 相 
当 の 計算 時 間 を 要する の で , 力学 的 洞察 を 利用 し た 方 法 は 有効 
で ある 。 生 じ て い る 応力 を 軽減 し た い 分 だ け そ の 比 に 応じ て 要 
素 を 膨らませ る と いう パタ ー ン 変換 法 や 。 目標 応力 と 生じ て 
いる 応力 の 差 の 分 だ け 外 形状 を 生長 きせ る 方 法 ! な ど は , 局所 
的 応力 を 設計 変更 量 決定 の 基準 に し て 一 配 強 さ の 形状 を 得 よ う 
と する も の で ある 。 
これ ら に 対し て , 筆者 ら の グル ー プ は 変 分 原理 (連続 体 の 力 
学 に お ける 最適 化 理 論 ) に よっ て 得 ら れる 最適 性 の 条件 か ら 求 


図 11 作用 方 向 ・ 位 置 変動 荷重 に 対す る 最適 化 の 例 


め ら れる ある 量 を エネ ルギー 密度 と と ら え る こと に より ,。 その 
比 を 利用 し て 形状 修正 し て いく 方 法 を 提案 し て いる '②-%。 図 
6 一 11 に 筆者 ら の 方 法 に よる 形状 最適 化 の 例 を 示す 。 図 6 と 7 
は , 同じ 対象 を それ ぞ れ 有限 要素 法 と 境界 要素 法 で 最適 化し た 
も の で ある 。 図 6 で は 途中 で 初期 形状 を 与え 直し て いる 。 こ の 
例 の よう に , 形状 最適 化 設計 で は 形状 修正 過程 に お いて 形状 が 
初期 形状 か ら 大 きく 変化 する た め , 要素 の 消滅 と か 要素 形状 が 
いび つ に な る な どの 問題 が 生じ る の で 。 要素 の 更新 も 大 き な 
課題 で ある 。 図 8 は 3 次 元 モ デル に よっ て 片 持 ちば り の 形状 を 
最適 化し た も の で ,。(4) は は り の 高き 方 向 に の み 形 状 修正 し て い 
っ た も の で あり 式 ⑭ に 対応 し て いる 。(b) は は り の 幅 方 向 に 形状 
修正 し た も の で , 3 次 元 物体 と し て と ら え る こと に よっ て より 
自由 な 形状 最適 化 が 行 を る こと を 示し て いる 。 図 9 は (4) の よう 
な 継手 が 穴 の 部 分 で 上 向き に 負荷 され た と き の 形 状 決定 例 で , 

(d) は 横断 面 形状 , (e) は 縦断 面 形状 で ある 。 図 10 は (4 ぬ ) の よう に 2 
方 向 か ら 引っ 張ら れる 孔 あ き 板 の 孔 の 部 分 の 形状 最適 化 例 で あ 
る 。 こ の 例 で は 荷重 の 不 確 定性 を 考慮 し て いる 。(b) は ヵ : 9 三 2 : 
1 の 比率 で 同時 に 両 負荷 が 作用 する と き の 解 ,(c) は 両 荷重 の 大 
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(a) 靴 曲 面 (b) 
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初期 形状 (c) 平面 展開 形状 


図 12 靴 曲 面 の 平面 展開 


き さ の 比率 は ヵ : 9= ニ 2 : 1 で ある が ,1/2 ずつ の 確率 で どちら か 
一 方 だ けが 作用 する と 仮定 し た と き の 解 。 そし て (@) は 荷重 の 大 
き さ の 平均 値 の 比率 は ヵ : 9= ニ 2 : 1 で ある が 。 それ ぞ れ その 大 
き さ が 独立 に 変動 する と 仮定 し た と き の 解 で ある 。 図 11 は , (a) 
の よう な 構造 物 の 頭 部 に 作用 する 荷重 の 位置 が 45'—-90' 0o SB EH 
で 一 様 の 確率 で 変動 する と き の 最 適 化 の 結果 で ある 。 

ここ で 示し た も の は 簡単 な 例 で は ある が 。 形状 設計 変数 に よ 
る 形状 最適 化 に よっ て 形状 最適 化 設 計 と し て の 自由 度 の 高い 取 
扱い が 可能 と な る こと が わか る で あろ う 。 を その 結果 得 ら れ た 形 
状 は 平面 的 ・ 空 間 的 に 自由 な 曲線 ・ 曲 面 と な り , どこ か 美 し さ 
を 感じ させ る 。 

構造 最適 化 ・ 形 状 最適 化 法 の 具体 的 な 方 法 の 記述 は 他 に 譲る 
が 16) 計算 工学 と と も に より 実用 的 な 計算 が 進め られ て いく と 
思わ れる 。 ま た , この よう な 自由 曲面 は 従来 。 加工 上 困難 で あ 
っ た が , 数 値 制 御 工作 機械 。 多 軸 の 加工 機 を の 他 の 進歩 に よっ 
て 実 製作 が 可能 と な っ て きた の で , CAE, CAD の 中 に も 形状 最 
適 化 設計 が サブ シス テム と し て 取り 入れ られ る で あろ う 。 

な お , 形状 最適 化し し て は , ここ で あげ た も の の 他 に 骨組 み 
構造 物 の 位相 , お よび 節点 位置 の 最適 化 !?, 連続 体 の 連結 関係 の 
決定 な ども ある が これ に つい て は 省略 する 。 


自由 曲面 の 設計 の た め の 基 礎 技 策 

CAD, CAM, CRE シス テム に お いて 。 3 次 元 物体 を 設計 。 モ 
デリ ング 。 ハ ンド リン グ す る た め に は さま ざま な 技術 が 必要 と 
され な ご ゲ デ フ イグ クズ と し て の サー ツィ イズ ・ モデル, フサ リッ 
ド ・ モ デル ,。 シェ ー デ ィング な どの 表示 機能 は , 本 誌 で 取り 上 
げ ら れ て いる よう に , 近年 成 ん に 研究 が 進め られ て いる 。 形状 
の 最適 化 設 計 に お いて も これ ら の 機能 は 欠か せな い 。 ま た , 有 
限 要 素 メ ッシュ ・ 節 点 の 自動 発生 と , 前 述 の よう な 有限 要素 メ 
ッシュ の 自動 更新 . スプ ライ ン な ど を 利用 する スム ー ジ ング も 
自動 的 に 行わ れる べき で ある 。 

これ ら と は 別に , 自由 曲面 を 扱う 分 野 の 一 つ に その 平面 展開 
問題 が ある 。 靴 や 被服 の 設計 に お いて は , 原型 設定 の た め の 平 
面 展開 が 必要 で ある 。 こ の 平面 展開 形状 を 求め る 問題 は 一 種 の 
形状 最適 化 問題 と 考え られ る ゆ 。 また , この 平面 展開 手法 は , E 
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貼 曲面 を ハン ドリ ング する た め の ,。 例え ば 自由 曲面 の 加工 の た 
め の 曲 面 ロ ケー タ 9 と し て 応用 する こと が で きる 。 図 12 (c) は , 
(a) の 靴 曲 面 の 平面 展開 形状 を (b) を 初期 値 と し て 求め た 結果 で あ 
5. 


お わり に 
形状 最適 化 は , ニー ズ の 多様 化 と と も に ます ます 需要 が 増し 
て くる と 思わ れる 。 非線形 構造 解析 。 非 定常 解析 , 動 的 解析 の 
必要 な 分 野 を は じ め と し し て 2 次 元 ・3 次 元 の 構造 解析 , 感度 解析 
と , 要素 分 割 の 自動 化 な ど 形 状 最 適 化 設計 の 発展 に は これ か ら 
も 計算 力学 に 負う と ころ が 大 きい 。 


参考 文献 

D 神戸 新聞 : 「 な ぜ か ブー ム 流 線形 」, 1989 .2.11 

2) J.N.Siddall :"Analytical Decision-Making in Engineering 
Design", Prentice-Hall, p. 1 1972 

3 A./7.E7OPOB( 豊 田 訳 ):「 強 さき と か た ち = テ 材料 力 学 入門 =」, 東京 図 
書 , p.64,1963 

4) D.W.Thompson (柳田 , 遠藤 , 古沢 , 松山 , 高木 訳 ) : 「 生 物 の か た 
bj 東京 大 学 出版 会 、 p. 135, 1973 

5) R.H.Gallagher, O.C. Zienkiewicz (Ed.) (川井 , 戸川 監訳 ) : 「 最 適 
構造 設計 一 基礎 と 応用 一 」, 培風館 , 1977 

6) E. Atrek et al. (Ed) : “New Directions in Optimum Structural 
Design", John Wiley & Sons, 1984 

7) G.LN. Rozvany, B.L. Karihaloo (Ed.) : "Structural Optimiza- 
tion", Proc. of IUTAM Sympo. on Structural Optimization, Kluwer 
Academic Publishers, 1988 

8 R.T. Haftka, R.V. Grandhi : “Compt. Meth. in Appl. Mech. 
Engng., 57, p.91 1986 

9) 室津 他 : 機械 学会 論文 集 。 46-404, A,p. 420, 1980.4 

10) 尾田 , 山崎 : 機械 学会 論文 集 。 43-368, D. 1182, 1977.4 

11) 梅谷 , 平井 : 機械 学会 論文 集 , 42-364, P. 3754, 1976.12 

12) 瀬口 , 多田 : 機械 学会 論文 集 。 44-381, p. 1469, 1978.5 

13) 多田, 瀬口 , £x: 機械 学会 論文 集 。 51-471, A,P.2536, 1985.11 

14) EH, 竹谷 : 機械 学会 論文 集 , 53-487, A,p.667, 1987.3 

15  Y.Tada, Y.Seguchi (G.Yagawa, S.N.Atluri, Ed.) :“Computational 
Mechanics'86, Theory and Applications", Proc. of Int] Conf. on 
Compt.Mech., Vol.2, X-39, Springer-Verlag, 1986 

16) 尾田 他 ( 日 本 機械 学会 編 ) : 「 構 造 ・ 材 料 の 最適 設計 」, 技報堂 , 1989( 予 

XE) 

17) 尾田 : 機械 の 研究 。 40-12, P-1361, 1988.12 

18) 島田 , 多田 他 : 機械 学会 論文 集 , 54-498, C, P-497, 1988.2 

19 島田 , 多田 : 情報 処理 学会 論文 誌 。 29-5, P.539, 1988.5 


PIXEL (No. 80) 


er 


—— ーー 


pred 


H 
P 


: この シス テ 


成 と その デー タベース を も と に , 
る の 合理 化 に 照準 を あて だ 。 


ニー トー 


Id: D Ø Ic 


地籍 調査 と は ,「 国土 の 開発 及び 保全 並び に その 利用 の 高度 化 
に 資す る と と も に , あわ せ て 地籍 の 明確 化 を 図る 」 と いう 国土 
調査 法 の 目的 に 従い , 国有 林 , 水面 湖沼 な ど を 除く 全国 土 に わ 
こっ て 統一 的 な 調査 を する こと を 目標 に , 国庫 補助 事業 と し て 
昭和 26 年 度 か ら 実 施さ きれ て いる 。 地籍 調査 は 。 一 筆 ご と の 土地 
に つい て その 特徴 ・ 実 態 を 明らか に する た め 。 所 在 。 地番 。 H 
H, 境界 の 調査 と 登記 簿 に 記載 され た 所 有 者 に 関す る 確認 と 境 
界 の 測量 お よび 面積 の 測定 を 行い , 調査 の 結果 を 地図 お よび 簿 
冊 に 作成 する こと で , いわ ば 土地 に 関す る 戸籍 調査 と も ちい うべ 
き 基 礎 的 な 調査 で ある 。 


表 1 標準 的 記録 形式 の ファ イル 仕様 


ファ イル 編成 | 単 フ ァイル 


固定 长 (128 バイ ト プ レ コー ド ) 


磁気 テー プ の 場合 : EBCDIS, た だ し 漢字 は JIS 
磁気 フロ ッ ピ ディ スク の 場合 ASCII, た だ し 漢字 は JIS 


レコ ー ド 長 


磁気 テー プ : ノン ラベ ル 。 プ ロッ キン グ 可 
(プロ ッ キ ング ファ クタ は 任意 ) 
磁気 フロ ッ ビデ ィ ス ク : IBM 形式 


* し ろ お か ゆう 


n 城 岡 優 * 


⑧ 図 1, 2 は 次 ペー ジ 。 
今日 の 測量 技術 情報 処理 技術 な どの 進展 に 従い 。 国土 庁 を 
中 心 と し た 国土 調査 問題 研究 会 (昭和 57—59 FE), 国土 調査 
問題 専門 検討 会 (昭和 60~63 年 度 ) な どの 提言 に より ( 図 1), 
昭和 61 年 地籍 調査 作業 規程 準則 お よび 同 運用 基準 が 改正 され , 
地籍 調査 成果 の シス テム 化 の 実施 に つい て 」 の 指示 が あり (B 
2, R1, 2), 市 町 村 が 保管 する 地籍 図 お よび 地籍 簿 を 用 いて 調 
査 成果 の シス テム 化 が 活発 に な っ て き て いる 。 シス テム 化 の 内 


表 2 標準 的 記録 形式 の ファ イル 内 容 


市 町 村 名 、 市 町 村 コ ー ド な ど 
字 名 、 字 コー ド な ど 
図 葉 コー ド , 分 割 図 葉 な ど 


共通 情報 


当該 格納 単位 区 域 が 含ま れる 字 の 字 コ ー ド , 


笔 属性 情报 | 調査 年 月 な ど 
各 筆 の 地番 , 地目 , 地積 , 所 有 者 情報 な ど 
各界 未定 情報 | 互い に 筆 界 未 定 と な っ て いる 筆 の 地番 の 表 


測量 方 法 、 数 値 変換 方 法 。 精度 , 調査 年 月 な ど 
各 筆 の 筆 界 点 の 位置 座標 の 表 


筆 図 形 情報 


各界 点 番 号 と 位置 座標 の 対応 表 
( 革 界 点 番 号 が 付 さ れ て いる 場合 の み ) 


笔 界 点 情报 


図 根 点 等 情報 


E 


図 根 点 な どの 番号 。 種別 、 位置 座標 の 対応 表 


pe Ron te a 
(ファ イル の 最後 を 示す ) 


桜井 由 マー ケティング 部 9110 東京 都 台 東 区 東上 野 1-11-12 
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(1) 国土 調査 問題 研究 会 最終 報告 (昭和 60 年 3 月 ) 


高度 情報 化 社 会 に 対応 し た 国土 調査 情報 の 数 値 化 
国土 調査 情報 (デジ タル 化 ) 


国土 調査 情報 の 数 値 管 理 
国土 調査 情報 の 利 活用 
総合 的 利用 


情報 の 重ね 合せ の 推進 


(2) 国土 調査 問題 専門 検討 会 
60 年 度 ・ パソ コン を 用 いた 地籍 調査 情報 シス テム の 普及 と 高度 化 へ の 対応 


l 
地籍 調査 に 関係 する 地図 情報 の 数 値 化 技術 お よび 地理 的 情報 シス 
テム の 現状 調査 


を 


デー タ 記 録 形式 等 の 標準 化 案 の 提言 
i 
61 年 度 : すでに シス テム を 遵 入 し て いる 市 町 村 へ の アン ケー ト 調 査 
l 


地籍 調査 情報 シス テム の 標準 的 仕様 案 お よび シス テム の 利 活 用 の 


図 1 
Da, < 記録 ・ 成 果 ) < シス テム を > 
(A 工程 ) 地 
地籍 調査 x 
事業 計画 p zs 
(B 工程 ) | 土地 登記 消 | E 
地籍 調査 ! 登记 所 地 加 | 5 
事業 準備 007p ス 
地籍 調査 票 E 
z 調査 図 素 図 | H 人 
(E 工程 ) 宛名 な ど 
一 筆 地 調査 43 
調査 図 な ど 
(C 工程 ) 
地籍 図 根 地籍 図 根 点 
三角 測量 HR UE 
(D 工程 ) 
地籍 図 根 数 値 図 根 点 " 
多 角 测 量 DES ii 
(F 工程 ) 地籍 図 原図 報 
地籍 細部 笔 界 点 成 果 化 
测量 WIE 之 
(G T42) 地積 測定 H 
地積 測定 成果 El 
(H 工程 ) 
地籍 図 お よび 
地籍 薄 の 作 
成 ・ 認 証 me da ha 地 
1 登記 所 か ら ! ES 
(地籍 調査 | し - の 異動 通知 」 
果 の 管 と 
me j 最新 の 筆 界 x 
点 座標 値 な ど Sy 
A 
地積 測量 図 テ 
4x 
集成 図 な ど 
(地籍 調査 成果 
の 利 活用 ) 
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方 向 に 関す る 提言 


く (ソフ トワ ウエア) 


1) 3538899828 7 —2 0A 
2) 調査 図 素 図 デ ー タ の 入力 
3) 地籍 調査 評 な どの 出力 
4) 現地 調査 結果 の 入力 

5) 地籍 調査 票 な どの 検索 
6) 一 筆 地 調査 成果 の 出力 


7) 華 界 点 座 様 な どの 入力 
8) 面積 計算 


9) 地籍 図 な どの 出力 


) 異動 修正 

) 地籍 情報 の 検索 

) 集計 計算 

13) 図形 の 拡大 ・ 縮 小 ・ 編 集 
) 地積 測量 図 の 出力 

) 公開 情報 の 出力 

) デー タタ 変換 


地籍 情報 利 活 用 シス テム (固定 資産 税務 , 公共 事業 


の 計画 ・ 設 計 , 農地 管理 ) 


図 3 地籍 調査 の 作業 手順 と シス テム の 基本 的 機能 


(1) 地籍 集成 図 の 作成 
地籍 集成 図 は , 隣接 する 複数 の 地籍 図 な どの 写し を 原則 と し て 次 に 示す 規 
格 に 集成 編集 し , 作成 する も の と する 。 
@ 国土 基本 図 @ 都 市 計画 図 @ 国有 林 の 基本 図 @ 森林 計画 図 , 森林 施業 図 
また は 森林 基本 図 @ その 他 の 地形 図 一 一 な ど よ り 選 定 し , 地籍 集成 図 の 図 
郭 の 寸法 は 縦 60cm, 横 80cm と する 。 
(2) 数 値 情報 化 の 実施 
数 値 情 報 化 は , 地籍 図 な どの 写し を 原則 と し て 次 に 示す 方 法 お よび 規格 に 
より , 数 値 情報 と し て 記録 する も の と する 。 
(a) 数 値 法 また は 航 測 数 値 法 に より 筆 界 点 な どの 平面 直角 座標 が ある 場合 に 
は , 当該 座標 値 を 利用 する も の と する 。 
(b) (a) 以外 の 場合 に は , 地籍 図 等 の 写し を 数 値 変換 し て 得 ら れ た 平面 直角 座 
標 値 を 利用 する も の と する 。 
(c) 数 値 情 報 の 記録 媒体 お よび 記録 形式 は 表 1, 2 な ど よ り , 記録 形式 の 標準 
化 (国土 庁 標準 フォ ー マ ッ ト ) か ら , 各 シス テム で それ ぞ れ の 形態 て 作成 ・ 
保管 され て いる 地籍 情報 を 相互 利用 で きる 。 


標準 的 記録 形式 


Zik, 地籍 集成 図 の 作成 と 数 値 情 報 化 の 実施 で ある 。 この シス 
テム 化 の 標準 的 シス テム の ハー ドウ エア は , カラ ー・ デ ィ ス プ 
レイ 。 パー ソナ ルコ ンピュータ 本 体 。 ハ ー ド ディ AZ, gy. 
4,8474 FDD, X-Y プロ ッ タ 。 デジタイザ な ど に より 構成 
され て お り , ソフ トウ エア と の 組合 せ に より , 地籍 調査 支援 シ 
ATA, 数値 情報 化 シ ステ ム , 地籍 情報 管理 シス テム , 地籍 情 
報 利 活用 シス テム な ど に 分 類 さ れる ( 図 3)。 
これ ら の シス テム は 地籍 調査 の 作業 手順 に より , 地籍 調査 事 
業 工程 に お ける A 工 程 か ら H 工 程 ま で 網羅 きれ て いる 。 各 作 
業 工程 内 容 の 概要 は 次 の 通り で ある 。 
(DA 工程 
地籍 調査 事業 主体 に お ける 事業 計画 の 策定 お よび これ に 伴う 
事務 手続 き 。 
② B 工程 
地籍 調査 事業 実施 主体 に お ける 事業 着手 の た め の 準 備 。 
③C 工 程 (地籍 図 根 三角 測量 ) 
地上 法 に よる 地籍 測量 に お いて , 所 定 の 密度 で 配置 され た 図 
RA (地籍 図 根 三角 点 ) を 設置 し , その 位置 を 基本 三角 点 , 
四 等 三角 点 な ど を 基礎 と し て 測量 する 作業 。 
ODIE (地籍 図 根 多角 測量 ) 
地上 法 に よる 地籍 測量 に お いて , 所 定 の (中 程度 ) 密度 で 配 
置き され た 図 根 点 (地籍 図 根 多角 点 ) を 設置 し , 地籍 図 根 三角 
点 な ど を 基礎 と し て 測量 する 作業 。 
OE IE (一 筆 地 調査 ) 
土地 利用 の 現況 を 把握 する た め , 土地 登記 簿 お よび 字 限 図 の 
写し を も と に し て 現地 に お いて 関係 土地 所 有 者 立ち 会 い の も 
と に 。 毎 筆 の 土地 に つい て その 所 有 者 , 地番 , 地目 お よび 境 
界 に 関す る 調査 で 地籍 簿 作成 の 基礎 と な る 調査 。 
⑥F 工程 (地籍 細部 測量 ) 
地上 法 に よる 地籍 測量 に お いて , 地籍 図 根 多 角 点 な ど を 基礎 
と し て 各 筆 の 筆 界 を 測量 し , 地籍 図 原図 を 作成 する 作業 で 細 
部 図 根 測量 (前 半 ) と 一 筆 地 測 量 ( 後 半 ) か ら な る 。 


PIXEL (No. 80) 


(984 > 于 FDD 
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ラン ド マ ン 「 ジ ム 」 シ ステ ム ( 地籍 調査 支援 シス テム ) : ①ー⑥ 
・ ラ ンド マン シス テム (地籍 情報 管理 シレ システム) : ①-⑧ 


図 4 シス テム 構成 


DGIE (地積 測定 ) 

地籍 細部 測量 に より 求め た 筆 界 点 の 座標 値 ま た は 作成 され た 
地籍 図 原図 を も と に , 毎 筆 の 土地 の 面積 を 計算 また は 測定 す 

る 作業 。 
H 工程 (地籍 図 お よび 地籍 簿 の 作成 ) 

一 筆 地 調査 お よび 地積 測定 の 結果 に 基づき 地籍 簿 案 を 作成 

し , この 地籍 簿 案 お よび 一 筆 地 測量 に より 作成 され た 原図 を 
20 日 間 一 般 の 閲覧 に 供し て , 成果 品 た る 地籍 簿 お よび 地 短 図 

を 作成 する 作業 。 

以上 の 工程 と より, 国 ・ 都 道府県 の 行政 指導 の も と で 市 町 村 
が 事業 主体 と な っ て 実施 し , 市 町 村 が 行う 業務 の うち 地籍 測量 , 
地籍 図 の 作成 , 地積 測定 作業 の ほとん ど は 専門 の 作業 機関 ( 測 
量 業 者 ) に 発注 依頼 し て 実施 きれ て いる の で , 市 町 村 が 直接 行 
う 作 業 と し て は それ ら の 発注 や や 検収 と 一 筆 地 調査 , 地籍 簿 の 作 
成 な ど が 主 な も の で ある (一 部 の 市 町 村 に お いて , 全 工 程 を 直 
営 で 実施 し て いる 所 も ある )。 

ここ に 紹介 する 地籍 情報 管理 レス テム 「 ラ ンド マン 」 は 全 工 
程 を 網羅 し , 事業 計画 か ら 調査 票 ・ 調 査 図 ・ 文 書 作成 処理 測 
量 計 算 ・ 集 計 業 務 , 認証 業務 , 登記 業務 まで , 地籍 情報 の すべ 
て を コン ピュ ー タ が 一 貨 処理 する シス テム で ある 。 


シス テム の 基本 構成 


基本 的 な ハー ドウ エア は , PS 5570, 16 イン チ ・ カ ラー ディ ス 
プレ イ , キー ボー ド , プリ ンタ , 8 インチ FDD, カセ ッ ト ・ ス 
トリ ー マ , タブ レッ ト , X-Y プロ ッ タ か ら な る 。 主 な ソフ トウ 
ェ エア は , 事業 計画 処理 , 調査 票 処理 , 調査 図 処理 , 文書 作成 処 
PB, 基準 点 処理 , 情報 登録 更新 , 測量 計算 , 分 筆 ・ 合 筆 処 理 , 
地積 計算 処理 , 集計 計算 処理 。 地籍 図 ・ 一 筆 図 ・ 分 筆 図 ・ 字 図 ・ 
地積 測量 図 ・ 地 籍 集成 図 な どの 作成 処理 , 地籍 簿 作 成 処 理 な ど 
か ら な る ( 図 4)。 


入力 情報 ・ 処 理 ・ 出 力 情 報 


操作 に つい て は , ディ スプ レイ に 表示 され る 内 容 に より テン 
キー まだ た は カー ソル で 入力 する 。 地 名 ・ 人 名 な ど に つい て は ワ 
ー ド プロ セッ サ と 同様 の 入力 方 法 で ある 。 操作 手順 は 今 ま で の 
手 作 業 と 同様 で あり , 以下 に 操作 方 法 と 処理 内 容 を 示す 。 


る 国土 庁 標準 フォ ー マ ッ ト 地 裕 情 報 管理 シス テム © LANDMAN IBM-5570 


: 地籍 情報 管理 シス テム 
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: 8 や # か ら の デー タ 変 換 | 
: 作業 地区 変更 
: 作業 地区 デー タ 初 期 化 | 
: 作業 の 終了 
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+ 00 ^ 6 NM = 


【 番号 また は 人 邊 し と っ で 選択 し て 下さ い 】 
処理 番号 を 入力 し て 下さ い 22 


CAPS 


€ 処理 選択 画面 ( メ x や た は -) € 地 徐 情報 管理 シス テム verl.0 


1 : 事業 計画 処理 | 8 : 集計 計算 処理 

2 : 調査 票 処理 i 9 : BET NHNTEHRAREE 
3 : 文書 作成 処理 | 10 : 

4 : 基準 点 成果 簿 11 : 

5 : 情報 登録 更新 12 : 

6 : 分 筆 ・ 合 筆 処理 I3 i 

7 : 地積 計算 処理 | + : 作業 終了 


【 番号 また は 人 条 と と っ で 選択 し て 下さ い 】 
処理 番号 を 入力 し て 下さ い つっ 


CAPS 
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予備 処理 0-9 


地 乏 情報 管理 シス テム Ver1.0 


1: 字 名 登録 | 6: 
2: 住 所 定型 句 登録 | 7: 
3: 所 有 者 登録 i 8 
4: 贺 版 登录 | 9: 
5: 地 目 登録 | + : 予備 処理 の 終了 
処理 番号 を 入力 し て 下さ い つっ 【 番号 また は 人 ひとつ で 選択 し て 下さ い KTS 】 
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HW ER D ATL ver1.0 


(1) ラン ド マ ン 「 ジ ム 」( 地 籍 調査 支援 シス テム ) 

① A・B 工 程 で ある 事業 計画 ・ 準 備 処 理 に より , 事業 全体 の 事 
業 費 の 算定 , 事業 計画 地区 別 説明 調書 な どの 作成 ( 図 5, 6; 
次 ペー ジ ) 。 

② 地 籍 予備 登録 処理 に より , 調査 地区 の 字 名 ・ 住 所 定型 句 ・ 所 
有 者 ・ 図 版 ・ 地 目 な どの 情報 を 事前 に 入力 する ( 図 7)。 

(8 E 工程 で ある 調査 票 の 処理 は ② の 予備 登録 デー タ か ら 引 用 
L, ディ スプ レイ 上 の 補助 画面 に より 選択 し , 土地 登記 竹 , 
固定 資産 税 台帳 より 入力 し て 地籍 調査 前 調査 票 を 作成 する 
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( 図 8) 。 
④ 文 書 作成 処理 に より ③ の デー タ を 引用 し , 名 寄 簿 ・ 立 会 通知 

書 ・ 立 会 確認 書 ・ 所 有 者 名 簿 ・ 所 有 者 一 覧 表 ・ 宛 名 ラベ ル な 
を 処理 選択 画面 (x た >-) を 地層 情報 管理 シス テム ver1.0 

1 : 事業 計画 処理 | 8 : JE. OA 

2 : 調査 票 処理 | 9 : 地積 計算 処理 

3 : 調査 図 処理 | 10 : SHIU 

4 : 文書 作成 処理 | 11 : EAR SANE 

5 : PEREN 12 : WAEA HAERERE 

6 : 情報 登録 更新 | 13 : MM uS 

7 : Mi | «o m 
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処理 番号 を 入力 し て 下さ い >> 4 


所 有 者 番号 を 入力 し て 下さ い 22 
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CAPS 
図 8 図 9 
※※※ 地 秩 調査 異動 項目 デー タリ スト KKK 
qc wn a  L c NO FE 
(H E J 2) 大 字 上 野 字 湯島 ( 地 番 ) 24-1 
( 地 目 ) 7) 山 林 ( 地 積 ) 1018.00 
(コー ド ) 8001405 ( 郵便 番号 ) 011 ( 氏 名 ) 桜井 太郎 
( 現住 所 ) 栃木 県 字 都 宮 市 飯田 町 95 一 1 イ 
( 登記 住所  ) 栃木 県 字 都 宮 市 飯田 町 95 一 1? ( ) 
( 所 有 権 登 記 ) 既 登記 ( その 他 登 記 ) 
( 権利 項目 ) 1) 2) 3) 5) 6) 
( 地目 変更 ) 昭和 年 B 日 ( 不詳 地目 変更 ) 
i( に 分 m) ~ 1) 2) 3) 4) 5) 
: (か ら 分 割 ) に 合併 ) ( に 一 部 合併 ) ( 地番 変更 ) 24 
: (を & 併 ) 1) 24-2 2) 3) 4) 5) 
: ( を 一 部 合併 ) D 2) 3) 4) 5) 
: ( 所在 変更 ) 昭和 年 月 日 ( 表示 登記  ) 昭和 年 B 日 
: (X & ) 昭和 年 月 日 (8T E ) 
: ( RE ) D 2) 3) 4) 5) 
: 6) 7) 8) 9) 10) 
( 地積 訂正  ) ( 不 存在 ) ( 現地 確認 不能 ) 
<< 分 筆 ・ 合 筆 デ ー タ チェ ッ ク リ スト >> 
[NO.][ 字 名  ][ 地 番 ][ 地 E) 
有 者 ] [ その 他 登 記 ] 
【 合鍵 前 】 
[ 1 ] [大 字 上 野 字 湯島 ] [24 ] [ 山 林 ] 
[桜井 太郎 j4e m ] 
( $i d) 
[大 字 上 野 字 湯島 ] [24 ] [ 山 林 ] 
[桜井 太郎 
※※※ 地 息 調査 後 デ ー タ リス ト ※※※ 
人 
: ( 地籍 図 番号 ) U13-3 
:( 所 E ) 和 abiga ( 地 番 24 
: ( 地 目  ) 林 ( 地 i 1604.00 
: (コー FM ) 800140 ( 郵便 番号 ) 011 (K ^) 桜井 Xm 
: ( 現住 所 ) 札 木 県 都市 飯田 町 9 5-17 
: ( 住所 変更  ) 1) 2) 
: ( 所 有 権 登記 ) 既 登記 Ra 
図 10 
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どの 作成 を する ( 図 9) 。 e 処理 選択 画面 (や >) e 地 秩 情 報 管 理 シ ステ ム ver 1.0 
⑤ 情 報 登録 更新 に より 現地 調査 結果 を 異動 事項 ・ 共 有 者 名 簿 ・ 1 : 8 イン チ か ら の デー タ 変 換 | 9 : 字 名 デー タリ スト 

分 合 等 チェ ッ ク な ど に 入力 し , 調査 後 デ ゲー タ 登 録 ・ 地 番 デ ー 2 : ダン プリ スト 作成 1 10 : 国 業 デー タリ スト 

夕 並 べ 換え E 調査 前 後 デ ゲー タチ ェ ッ ク な ど を 行う ([& 10), 3 : 市 町 村 ・ 字 名 ・ 図 葉 レ コー ド 11 : 所 有 者 デー タリ スト 

. . Nr . HN i l 4 : 所 有 者 情報 変換 1 12 : 図 根 点 ・ 筆 界 点 座 標 リス ト 

did フロ ッ ピ ディ スク か ら の デー タ 変 換 処理 に より 測 5 : WRA KRA 座標 変換 i13 : 筆 界 点 デ ー タ リス ト 

量 業者 が 実施 し た C, D, F, 各 工 程 の デー タ を 引用 LTO 6 : 面積 デー タ 変 換 | 14 : 筆 界 未定 デー タリ スト 

て ⑤ の デー タ と 合成 させ , 地籍 調査 後 の 調査 票 。 各種 集計 表 7 : 筆 界 未定 レコ ー ド 変換 1 15 

(図版 別 。 地目 別 。 字 別 , 所 有 者 別 ) な どの 出力 を し , 地籍 簿 dil cai b iov 5 TNONNUR 


案 ・ 地 籍 図案 (測量 業者 より の 出 図 ) な ど を 作成 し て 閲覧 を 
行い 。 修正 な ど が あれ ば デー タ を 修正 し 処理 を する ( 図 11) 。 
⑨ 調 査 票 ・ 地 籍 簿 作成 処理 に より 地籍 調査 票 ・ 地 籍 筐 を 出力 し , 


【 番号 また は 人 邊 と と づつ で 選択 し て 下さ い 】 
処理 番号 を 入力 し て 下さ い つつ 


CAPS 半角 


図 11 


TEE SUST ECHO 0D HR 0» 315821« TU VERUS CE 0» 4-150»538735 
——— "——  Ó—R" MOERORE 
| | 地 W | 所 有 者 の 住所 及び | | | 地 HW | o HSEBOBHRC | | F4 
ea 4 9€ [9458/5 73 samas |! 7 te 8 5. EK 名 XU AA | BI CE OB (E | " e 
a ! 2 a 
BEES NEED Gv ME CMS MEN ENS ———— RR RB RE RR 一 一 一 + -一 :一 一 一 一 -一 -一 - 一 
ies BEEMEMNMEM | lk 1 1 | 年 月 日 不 详 地 目 变更 
SFFR | 113 | " 16/34 | 上 野 部 大 字 上 野 3 ら と 9 | m | ' 5; 20; | | " 
上 野 | | | i io: dAgt 三郎 | EREET —-— 
M: RE NE ONE ZOGEN 一 二 一 一 一 一 上 一 下 一 一 二 一 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 
| m | TE | | lu | EN | | 年 月 日 不詳 地目 変更 
| 114-4 i | KIEJ | 上 野 部 大 池上 野 35 1 9 |114 » | : 6:19: | | 114 と 地帯 
| | 0*1 | | qu pum | | WE | 
a 半 | el 
| M | 3 9 3 | | に a a | 不詳 地目 | 
| nan » | ij 2:30; | 上野 部 大 地上 野 31 96 | E POE | 
| | ] i | | | 三 油屋 保 | EE | conn | 
[ IT FEST ーー イイ ーー イー すけ EMEN NN 
lu d s; 0: 5: |» | | MEINER ME | 115 と 地番 変更 | 
| 115-0 m | ' 2:08: | 上 野 邵 大 字 上 野 47 1 一 2 |115 | ! Pra og | " | 
| 1 。 1 ! ! ! AK XT | RE jm | 
Us ASH RR RECMES NUS ME SG WE GE ME NES MEME D HM MM IM MN M CUI NS NE CMM MC 
| [ET | | | | 
| 115-1 "T | : 3:90; | ERAF E993 196 | | d AE NE | | neg% 
| | | : : | 三河 屋 f | | i | | 
"co (EE 5 5 300099550 0 
| | |o: i11 |. | hi | | L3 14 | 年 月 日 不詳 地目 変更 | 
| 116 | m :8;19; | 同 È | EEG | ` | 上 
| | ENNE | | 林 EMEN | | 11531,1402 83€ | 
ーー -一 -二 -一 一 一 一 一 | 一 十 -十 一 -于 一 一 十 一 一 一 十 
| | | -—E NE | 栃木 県 宇都 宮 市 飯田 町 9 5 | m | íi i| d | | 年 朋 昌 不詳 地目 変更 | 
wc | 烟 | | 9:28; | | 117-1 "EE. ;76 : | | WI-LE RARE | 
| | | c: og PASE 太郎 」 | WW NM E Bu 1 
ーーーー 人 ーーー ーーーー キ ーーー キ ーー ナー ネー ネーー ト ーーーーーーーーー ーー ー オ ーーーーーーー キ ーーー オ ーー ネーーー レ ーー トー オーーーーーー ーー ーーーーーー オー ーーーーーーーーーー 
ERII MAES en 
|a | "a :15; 27; | 同 上 | 17-2 lae | ! 14 ! 39 : | | ITE MAP | 023-1 
| | 人 | | | Bu | 
一 二 一 上 一 一 一 一 上 一 一 ーー トー トー ナー トー トー トー 一 一 一 一 
| LiI DEREN | ] 
| 118-1 " | : 51:58; | 上 野 部 大 池上 野 3175 | || 7:40; | | wisis Ls 
| | | ; ; ; | 三 油屋 dd | ERE NW | PEG 
| 11 01 | | 1 i | | 
| 118-2 | " ' 6; 54i | 同 È | | | : 6:67; | | 地 策 錯誤 | U22-2 
EERS | MESRA 
L = E 4 4 E T SE => > 
9 図 根 点 等 レコ ー ド 
PAGE 1 
ーーーーーーーーー 1--------- 2--------- 3--------- 4--------- 5--------- 6--------- 7--------- 8--------- 9-------- 10-------- 11-------- 12-------- 
:842-U22-2  +067071718-03916828143-U22-2  +067076937-03916312844-U22-2 +*067081898-039160390 
:845-U22-2 +*067085789-03916858946-U22-2 +067091640-03917160147-U22-2 +067108750-039177441 
:848-U22-2 +067107281-03916917150-U22-2  +067138382-03912707051-U22-2 +067126593-039132550 
:852-U22-2 +067109593-03914435953-U22-2 +067106867-03914401954-U22-2  +067102640-039143261 
:855-U22-2 +067089937-03913855056-U22-2  +067200000-03913023057-U22-2 +067196796-039129621 
:858-U22-2 +*067200000-03913864859-U22-2 +*067199023-03913780060-U22-2 +067200000-039137109 
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€ 测量 计 *» M- る 


HRR EEF L ver1.0 


| 

1 : 計算 条件 設定 I 誤差 配布 等 の 諸 条 件 を 決定 

2 : 座標 登録 ・ 修 正 ・ 抹 消 | 使用 する 座標 の 登録 等 を 行う 

3 : 登録 座標 リス ト à 登録 され て いる 座標 の 一 覧 表 作 成 

4 : 多角 測量 計算 | 路線 多角 ( 結合 ・ 閉 合 ) の 計算 

5 : 視 準 角 に よる トラ バース 計 算 S |! オー プン トラ バー ス 計 算 

6 : 交点 計算 I 1 ら 種 の 交点 計 

7 : 逆 座 標 計 算 1 座標 差 に よる 距離 と 方 向 角 の 計算 

8 : 座標 面積 計算 | BEBE XU SHMBIERL- Lol 

9: 点 の プロ ッ ト | プリ ンタ ー に よる 点 の プロ ッ ト 
10 : 簡易 HAO 綱 平均 計算 | 条件 方 程 式 に より 交点 を 計算 
1 1 : 簡易 XY 網 平均 計算 | 3, 4 路線 の 重量 平均 より 交点 を 計算 
12 : 点検 座標 計算 簿 作 成 ! MISEXISTWCO ERER e ER 
13 : 精度 管理 表 作 | 三角 測量 ・ 多 角 測 量 の 精度 管理 表 作成 
14 : 基準 点 抄 写 短 作 成 1 図版 内 の 基準 点 の リス ト を 作成 
E | m 次 数 別に 路線 名 の 目次 を 作成 


【 番号 また は 條 し で 選択 し て 下さ い KTM 】 


処理 番号 を 入力 し て 下さ い 222 


CNN OSEE UU EMT 


[x] 


(e [x] 13 は 前 ペー ジ 。 
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認証 準備 を する ( 図 12, 13), 
⑩8 イ ンチ ・ フ ロッ ピ デ ィ スク か ら の 変換 処理 に より 測量 業者 
か ら 納 品 さ れ た デー タ を ダン プリ スト と し て 出力 させ , 土地 
の 異動 な ど に 対応 する ( 図 13)。 

ラン ド マ ン シス テム (地籍 情報 管理 シス テム ) 

この シス テム は ,。 ラ ンド マ ン 「 ジ ム 」 の 処理 内 容 に 測量 業者 
が 実施 する 調査 図 処理 , 測量 計算 , 地積 計算 処理 , 三角 点 網 図 , 


(2) 


多角 点 網 図 , 地籍 図 , 筆 界 点 番 号 図 。 地籍 図 字 一 覧 図 , 地積 測 

量 図 , 地籍 集成 図 , 8 イン チ ・ レ コー ド フ ァイル 作成 な どの 処理 

を 行う ( 図 14)。 

① 調 査 図 処 理 に より , 公 図 また は 字 限 図 を タブ レッ ト で 読み 取 
り , 調査 地区 を X-Y プロ ッ タ で 出 図 処 理 を する 。 

② 測 量 計算 処理 で は , 地籍 測量 に よる 成果 品 の 内 訳 を 各 工 程 別 
で 表す と , C 工 程 で は 基準 点 等 成果 簿 写 ・ 地 籍 図 根 三角 点 網 
図 ・ 地 籍 図 根 三 角 点 成果 簿 ・ 地 簿 図 根 三 角 測 量 精度 管理 表 , 
D 工程 で は 地籍 図 根 多角 測量 観測 計算 諸 簿 ・ 地 籍 図 根 多角 点 
網 図 ・ 地 籍 図 根 多 角 点 成果 簿 ・ 地 籍 図 根 多角 測量 精度 管理 表 , 
E 工程 で は 調査 図 , F 工程 で は 細部 図 根 測量 観測 計算 諸 簿 ・ 数 
値 図 根 点 配置 図 ・ 数 値 図 根 点 成果 簿 ・ 一 筆 地 測量 観測 計算 諸 
簿 ・ 筆 界 点 番号 図 ・ 筆 界 点 成果 簿 ・ 地 籍 細部 測量 精度 管理 表 ・ 
地籍 図 素 図 , G 工程 で は 地積 測定 観測 計算 諸 簿 ・ 地 積 測定 成 
果 簿 ・ 地 積 測定 精度 管理 表 ・ 地 目 別 筆 数 面積 集計 表 , H 工程 
で は 地籍 図 一 覧 図 ・ 地 籍 図 原図 ・ 地 籍 明細 図 一 一 な ど を 出力 
する ( 図 15)。 な お , C 工 程 の 計算 プロ グラ ム は NTT デー 
タ 通信 の プロ グラ ム を 使用 し て 処理 を 行う 。 

③⑬③ 8 イン チ ・ レ コー ド フ ァイル 作成 処理 に より , 筆 界 点 座標 値 
な どの 磁気 記録 を フロ ッ ピ ディ スク に 書き 込む 。 
以上 で ラン ド マ ン シス テム の 説明 を 終わ り に し た い 。 
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で きる も の で ある 。155 M バイ ト の デー タ が 1 巻 の カセ ッ ト に 


ラプ ランド マン シス テム 評価 と 今後 の 展望 格納 で きる 大 容量 設計 の 採用 で , カセ ッ ト 変 換 に より 都市 部 の 
復 数 地区 の 処理 も 簡単 に 行え を る よう に し た 。 


この シス テム は , 地籍 情報 の すべ て を コン ピュ ー タ に 数 値 化 今後 の 展望 と し て , 現在 の シス テム に スキ ャ ナ や カラ ー・ プ 
し て 保存 ・ 管 理 し , 国土 庁 標準 フォ ー マ ッ ト に よる 地籍 調査 成 リン タ な どの 増設 に より , 固定 資産 税務 , 消防 ・ 防 災 。 上 下水 
果 の デー タ 作 成 だ け で な く , その デー タ を 市 町 村 の 土地 行政 業 道 管 理 な どの プロ グラ ム を 開発 し , 市 町 村役場 に お ける 無理 の 
務 の 合理 化 ・ 住 民 サ ービス ・ 登 記 業 務 な ど 周 辺 の 業務 に も 活用 な い シ ステ ム ア ッ プ を 行っ て いき た い 。 


| iussu. S-C23E—254HFLI5 
SC-CHABODX-AS SCCHREXBOX HG45| | 5wesxdas 高周波 点灯 
透過 光 面 積 450 メ 450 90 ニ ミニ リー オメ 5 フィ ルム 対応 。 
寂光 灯 高 周波 点灯 ハロ ゲン 直流 点灯 の 強力 タイ プ 。 
高 画質 取込み を お 望み の 方 に / 


SC コピ ー ラ イト CB1I00OC 
(LIR) 均一 照射 の バウ ンス 万 式 


SFC 透 过 光 BOXLFL45| SECXY テ ー ブ ル ンー 
D uuo E ら 己 ビリ ング ライ ト 
a 60W 型 蛍光 条 高周波 点灯 SFC コピ ー ラ イト CB マス ター 
寂光 灯 高 周波 点灯 (カメ ラス タン ド は 別売 で す ) (4 灯 式 ) 超 均一 照明 
くわ し く は 下記 宛 カ タロ ク を こ 請 求 下 さい 


株 式 会 社 ZEKZEUE AL-—- PX 係 〒101 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-38 秋元 ビル TEL03(291)3781 代 FAX03(291)3783 


(資料 請求 番号 33) 
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多様 情報 統合 処理 の た め に は , 情報 自体 の 表現 モデ ル 
と その ユー ザー・ イ ンタ フェ ー ス が 必要 で ある 。 ^ 
で は 後者 の 有望 株 「 八 イ パ ー メ ディ ア 」 に つい て 論じ 


る 
白田 由香 利 
Jt 利 AR 
な っ た 。 拡 張 モ デル と は 並列 に , この 多  —— CAURTATYOAERU*EXZ—VdcR 
i 様 な 情報 の 統合 処理 の た め の ユ ー ザ ー・ KLTE, ある 程度 の 量 の カー ド が 鞭 
太 は し め に : A 


現代 社会 に は 文字 グラ フィ ックス , 
音 ビデ オ な どの 多様 な 情報 が あふ れ て 
いる 。 そ れ ら を コン ピュ ー タ で 扱っ て い 
く 場合 。 多様 な まま ウィ ンド に は め 込 ん 
で し まう 雑居 型 の マル チ メ デ ィ ア が あ 
る 。 しかし, これ で は 多様 な 情報 か ら 必 
要 な オブ ジェ クト や その 集まり , ある い 
は オブ ジェ クト の 一 部 を 目的 に 合わ せ て 
ある 順序 で 指定 し た り , 引っ 張り 出し た 
り し て 変更 する 情報 利用 の 効率 化 が 困難 
で ある 。 こ の 困難 を 乗り 越 を る に は , ま 
ず こ れ ら の オブ ジェ クト を 統合 的 に 表現 
で きる モデ ル が 必要 で ある 。 次 に , この 
モデ ル を 拡張 し て モデ ル 間 の 関係 付け 
や 。 モ デル の サブ モデ ル へ の 分 解 な ど が 
で きる よう に する 必要 が ある 。 こ の よう 
な 拡張 モデ ル が 。 デー タベース 管理 シス 
テム 分 野 で は 。 ポ スト ・ リ レー ショ ナル < 
モデ ル と し て グラ フ ・ デ ー タ モデ ル " 
より 。 ま た 実用 シス テム で は この モデ ル 
を 実現 し た G-BASE? と し て 利用 可能 


* し ろだ た ゆか り ( 博 士 課程 大 学院 生 ) 


146 


キキ くに い 


イン タフ ェ ー ス と し て 有望 視 さ れ て いる 
も の に 。 ハイ パー テキ スト ある い は ハイ 
パー メデ ィ ア と よ ば れる 電子 文書 形態 が 
ある 。 Wi, 両者 が 統合 され る に は いた 
っ て いな い 。 拡張 モデ ル に つい て は 稿 を 
改め て いずれ 紹介 する こと に し て , 本 稿 
で は 取り あえ ず 統 合 型 ユ ー ザ ー・ イ ンタ 
フェ ー ス か ら 紹 介する こと に する 。 

は じ め に ハイ パー メデ ィ ア と は どの よ 
うな も の か を 述べ , 次 に 実際 に 広く 世 の 
中 に 普及 し て いる マッ キン トッ シュ の ハ 
イ パ ー カ ー ド (HyperCard) の 基本 的 な 
特徴 に つい て 述べ る 。 その 後 は ハイ パー 
メデ ィ ア の 今後 解決 し て いく べき 問題 点 
に つい て 考察 し 。 その ブレ ー ク スル ー を 
探っ て いき た い 。 


文 バ ルイ バー メデ ィ ア と は 


まず は じ め に , 従来 か ら 行 われ て きた 
一 次 元 的 情報 処理 法 を 考察 し て みよ う 。 
例え ば カー ド 整 理 法 が ある 。 こ の 方 法 


に や ve 


積 さ れ た 時 点 で それ ら を 並べ て カー ド の 
関連 付け を 試み る 。 その と き , 同じ 部 類 
に 属す る カー ド や 因果 関係 で 結ば れ て い 
る カー ド な ど を 近く に 配置 し て みた り , 
同じ マー ク を カー ド に 書き 込ん だ り し て 
みる 。 し か し , 壁 に 貼り 付け た 多数 の カ 
ー ド を その まま 保存 し て お くわ け に も い 
か な い の で , カー ド は は ず さ れ て 集め ら 
h, 次元 的 人 まとめ て カー ドラ FT 
ど に し まわ れる 。 カー ド 情 報 間 の 関連 情 
報 が この 時 点 で ほとん ど 消 えて し まう 点 
が 問題 で ある 。 

書籍 6 も 人 に と っ て 非常 に 有効 な 情報 源 
で ある 。 書籍 は 紙 に 情報 が 印刷 され , 一 
次 元 的 に 並べ て 綴じ て ある メデ ィ ア で あ 
る 。 人 が 書籍 を ひも と く と き ,。 関連 事項 
の 頁 を 調べ て そこ を めく る 。 マ ー キ ング 
の た め に し お りな ど を は さむ か も し れ な 
v, 関連 項目 に 関す る 情報 は 本 文中 に 書 
いて あっ た り , また Knuth の 本 や の よう 
に , 本 の 巻頭 で シリ ー ズ 本 を 読む 順序 に 
つい て の フロ ー チ ャ ー ト を 載せ て ある よ 
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うな も の も ある 。 
辞書 の 場合 , 関連 を 明示 する た め の 工 

夫 は より 顕著 で ある ?。 例 えば 百科 事典 

で ある 項目 を 調べ よう と する 場合 ,。 キー 

ワー ド か ら 目 的 の 記述 が 存在 する 箇所 を 

イン デック ス な ど に より 探し て いく 。 そ 

の 記述 中 に は その 関連 項目 が 記し て ある 

DT, さら に 詳し く < 調べ て いく こと も 可 

能 で ある 。 
以上 を まとめ て みる と 。,。 従来 の メデ ィ 

ア で は 情報 は 一 次 元 的 に 配列 され て いる 

だ け で , その 間 の 関連 を 表現 する 情報 ( 以 

後 こ れ を リン ク 情 報 と よぶ こと に する ) 

は 含ま れ て いな い 。 ま た 含ま れ て いた と 

し て も 人 本来 の 内 容 と 同じ レン ベル で 記述 し 

て ある だ け な の で , 関連 項目 を 調べ る と 

き は 人 が それ を 読み 取っ て その 場所 を 探 

し 出さ な く て は な ら な か っ た 。 具体 的 に 

は カー ド を 見 つけ た り , 本 の 頁 を めく っ 

た りす る 行為 が これ に 相当 する 。 
この リン タク 情報 の 処理 を コン ピュ ー タ 

に 肩 代 り させ て くれ る も の が ハイ パー メ 

ディ ア で ある 。 例 えば , CD-ROM の 百科 

事典 を ハイ パー メデ ィ ア を 使っ て 読ん で 

いた と し よう 。 ハイパー メデ ィ ア の 画面 

中 に 「 遠 赤外線 」 と いう 見 慣れ な い 言 葉 

が で て きた の で ,。 それ に つい て 詳し く 知 

り た いと 思っ た と する 。 ユ ー ザ ー は 「 遠 

赤外線 」 と いう 文字 列 の 部 分 を マウ ス で 

クリ ッ ク す る と , 上肢 時 に 「 遠 赤外線 」 を 

説明 し て いる カー ド が スク リー ン 表 示さ 

れる 。 
ハイ パー メデ ィ ア で は リン ク と いう 概 

念 が 重要 で ある 。 ハ イ パ ー メ ディ ア の 内 

部 で は , ユ ー ザ ー が 知り た い / 扱 いた い 本 

来 の 情報 と その 間 の リン タク 情報 を 分 離し 

て 保存 し て いて 。 ユー ザー が リン ク を た 

どり た いと 指示 し た と き 。 ハイパー メデ 

ィ ア は その リン ク 情 報 に よっ て ター ゲッ 

ト で ある カー ド 情 報 に コン トロ ー ル を 移 

動き させ る 。 
こと で 。 ハイ パー メデ ィ ア と は 何で あ 

る か を 以下 に まとめ る 。 

@ 情報 は カー ド あ る い は フレ ー ム , ノー 
ド な ど と よ は れれ る ユニ テッ ト と し て ま と 
め ら れ て いる 。 

@ 情報 ユニ ッ ト に 含ま れる 情報 の 型 と し 
て と は 。 テキ スト 。 ダラ ブ ィ ックス メ 。 
(3) サ ウン ド 。(4) ア ニメーション 。(5) ビ 
デオ な ど が ある 。 


@ ] つの 情報 ユニット の 表示 は 1 つの 画 
面 に 対応 する 。 マ ル チ ウ ィ ン ド ・ シ ス 
テム の 場合 , 1 つの ウィ ンド が 対応 す 
る 。 

@ 情報 ユニ ッ ト は リン ク に よっ て 関連 付 
けら れる 。 

e ユー ザー は 情報 ユニット を 作成 編集 
し , それ か ら ユ ニッ ト 間 に リン ク を 作 
成す る 。 

の ユー ザー は ン レク も た どる こと に よ 
り , 情報 の 検索 を 行う 。 

る エー ザー は は タク を た どる こと に よ 
0, 欲し い 情 報 だ け を 選択 的 に 入手 す 
る こと が 可能 に な る 。 

@ 情報 ユニ ッ ト は 一 次 元 的 で は な い 。 ユ 
ー ザ ー が リン ク を 作成 / 編 集 す る こと 
に より , ユー ザー の 要求 に 合う 情報 ス 
トラ クチ ャ を 形成 する こと が で きる 。 
この 構造 は ネッ トワ ー ク 型 。 ま た は グ 
ラフ な ど と よ ば れ て いる (両方 と も ハ 
イ パ ー メ ディ ア に 限ら な い 一 般 用 語 で 
ある )。 図 1 に ネッ トワ ー ク 構造 の 例 を 
示す 。 


文 マ ッ ツキ ント ッシュ コ の 人 ハイ ルー カー ド 


画 ハ イ パ バ パー カー ド の 概要 9 

ハイ パー カー ド は 1987 年 8 月 11 日 に 
ボス トン で 開か れ た “Macworld Expo" 
で 。 ア ッ プ ル ・ コ ンピュータ 社 に より 発 
表 き され た 。 こ の と き の ビ デオ ディ スク ・ 
プレ ー ヤ ー を 使用 し た デモ が 印象 的 だ っ 


NETWORK STRUCTURED 


た こと も あり ,「 プ ログ ラミ ング 知識 の な 
い ユ ー ザ ー で も 自由 に アプ リケーション 
を 作成 で きる 」 と いう うだ たい 文句 と と も 
I, ゴイ フラッ ー カ タカ ー ド は マッ キン シン ト ッ シ 
ュ ・ ユ ー ザ ー の 間 に 大 き な 衝 撃 と な っ て 
広まっ た 。 こ の 開発 チー ム の リー ダー を 
務め た の は , マッ ク ペ イン ト の 作者 で あ 
る Bill Atkinson で あり , この 開発 に は 3 
年 を 要 し た 。 

ハイ パー メデ ィ ア の アイ デア 自体 は , 
な ん と 1945 年 に Vannevar Bush に X 
る “As We May Think” と いう 論文 に 発 
表 さ れ て いる 。 そ の Memex と 命名 され 
だ 役 の シス テム で は 。 リ ンク を た どる こ 
と に より マイ クロ フィ ルム が 次 々 表示 で 
きる よう に な っ て いる 。 当時 の 技術 で は 
Memex は 実現 で き な か っ た が , これ は 
まさ に ハイ パー メデ ィ ア の ルー ツ と いえ 
よ P 

現在 。 ハイ パー カー ド は マッ キン トッ 
ジュ の パン ドル ソフ プ ト (マッ キシ トッ シ 
ュ を 購入 する と 無料 で 付い て くる ソフ ト 
ウケ ウエア を この よう 区 よ お ) に な っ YUM 
マッ キン トッ シュ の ユー ザー は 全 世 界 に 
わた っ て お り 非 常に 多い が , その ユー ザ 
ー だ た だ たち が ハイ パー カー ド で カー ド や スタ 
ッ ク を 作成 する の で 。 ハイパー メデ ィ ア 
の 情報 蓄積 量 で は ハイ パー カー ド が 最大 
で ある 。 ア ッ プ ル ・ コ ンピュータ 社 と し 
て も 。 ハイ パー カー ド を マッ キッ アト タツ 
ュ 上 の 情報 の 標準 フォ ー マ ッ ト と する こ 
と に より , ユー ザー 間 の 情報 の 共有 化 な 


図 1 ハイ パー メデ ィ ア の 構造 は (1) ノ ー ド (情報 ユニ ッ ト ) と その 間 
を 結ぶ (2) リ ンク か ら 構 成 さ れる 。 
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ら び に アプ リケーション の 共有 化 が 図れ 
る と いう メリ ッ ト が ある 。 ま さ に ハイ パ 
ー カ ー ド は , マッ キン トッ シュ の 桜 を な 
し て いる と いえ る 。 
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図 2 ハイ パー カー ド を 起動 する と , ホー ム ス タ ッ 
ク の 先頭 に ある この ホー ムカ ー ド が 表示 され る 。 


HomeStack 


図 4 ハイ パー カー ド に お ける オプ ジェ クト の 階層 構造 
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レー ヤー な どの 駆動 機能 が 提供 され て い 
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[3 メッ セー ジ ボ ッ クス を 通し て ユー ザー は , 
対話 的 に ハイ パー トー ク の ファ ンク ショ ン 
を 実行 で きる 。 


る の み で , 同じ スク リー ン 上 の 1 ウィン 
ド に ビデ オ 情 報 が 表示 され る わけ で は な 
な ど が ある 。 音 や 絵 を 取り 込む 
I/O と し て 安価 な も の が そろ っ て いる こ 
と も 。 ユー ザー に と っ て 大 き な 魅 力 で あ 
o 

し か し , ハイ パー カー ド は あく まで 個 
人 情報 処理 用 ハイ パー メデ ィ ア で あり , 
分 散 環 境 に お ける 複数 の ユー ザー の 使用 
に は 向い て いな い 。 バー ジョ ン 管 理 機能 
な ども 残念 な が ら ま だ な い 。 

ハイ バー カー ンド に は 。 ハイ パー トー ク 
と よ ば れる プロ グラ ミン グ 言 語 が 内 蔵 さ 
て Mo あま だ な だ 。 ww ジス ペイ ント め よる 
な グラ フィ ッ ク ・ ツ ー ル も 内 蔵 さ れ て い 
る 。 これ は ツー ル パ レ ッ ト の 中 に 入っ て 
VT, メニュー か ら 選 択 し て き て その ま 
ま ス クリ ー ン 上 の 任意 の 場所 に 置い て お 
ける ( 図 6)。 

ハイ パー カー ド の 用 語 は 他 の シス テム 
と 少し 変わ っ た ネー ミン グ が な され て い 
200, 少し 説明 し て お こう 。 
< ハイ バー カー ド の 用 語 > 
@ ス クリ プ ト : ハイ パー トー ク で 書か れ 

な プロ グラ の こと 。 ハイ パー な ーー ド 

上 の 各 オ ブ ジ ェクト が 自分 の 役割 を 

「 台 本 」 通 り に 演じ る と いう 意味 か ら こ 

の よう に 命名 され た 。 
@ ス タッ ク : 一 まとまり の カー ド の 集合 
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を 指す 。 一 次 元 的 に 順番 付け られ て い 
る 。 そ の 中 に は スク リプ ト も 含ま れる 
の で 。 各 スタ ダッ ク は 1 つの アプ リタ ケー 
ショ ン に 対応 する 。 ソ フト ウエ ア に 対 
する 言 生 と し て ! ス ケッ クウ ツェ ナ 」 が だ 
ある 。 

@ 背景 (バッ ク グ ラウ ンド ) : 1 つの スタ 
ッ ク の 中 に は 複数 の カー ド が 含ま れ て 
ゅ いる が 。 その うち いく つか の カー ド で 
は 共通 の 部 分 が ある 。 ハイパー カー ド 
で は , それ は 背景 と し て 登録 で きる の 
C, 各 カ ー ド ご と に いち いち 書か な く 
て すむ 。 ボ タン な ども 背景 と し て 登録 
で きる 。 複数 の 背景 設定 も で きる 。 

@ フ フィー ルド : 文字 列 や 数 値 を 代入 で き 
る 四角 い エ リア 。 図 6 に ある よう な ス 
クロ ー リ ング ・ フ ィ ー ル ド も 用 意 さ れ 
て に る 。 

@ ホ ー ム スタ ッ ク : 出荷 時 の 設定 で は ハ 
イ パ ー カ ー ド を 起動 する と この スタ ッ 
ク が 開か れ , その 第 1 枚 目 の カー ド ( こ 
れ を ホー ムカ ー ド と よぶ ) が 表示 され 
る (加 2 )。 役 立つ ツー ル を 多く 含む 便 
利 な スタ ッ ク な の で 。 ハイパー カー ド 
に 慣れ る まで 起動 時 の スタ ッ ク は これ 
に し て お いた 方 が 無難 で あろ う 。 

@ メ ッ セ ー ジ ボッ クス : ユー ザー が ハイ 
パー カー ド と 対話 する た め の 特 殊 な ウ 
ィ ン ド 。 ハ イ パ ー ト ー ク の コマ ンド ( 例 
えば "go to Home") を ここ か ら 対 話 的 
に 実行 で きる 。 ハ イ パ ー ト ー ク の ファ 
ンク ショ ン も 使用 可能 。 例 えば “the 
date" と 入力 する と, その 結果 が 図 3 の 
よう に メッ セー ジ ボ ッ クス に 表示 され 
る 。 四則 演算 の カリ キュ レー タ と し て 
も 使え る 。 

上 記 の ハイ パー カー ド に お ける オプ ジ 
ェクト の 階層 化 を 図 4 に 示す 。 

田 ユ ー ザ ー の レベ ル 設 定 9 
ハイ パー カー ド で は ユー ザー の 要求 に 

合わ せ て 5 つの ユー ザー・ レ ベル を 用 意 

し て いる 。 こ の 設定 は ユー ザー・ プ レブ 

アァ レン ス ES) で 行う 。 こ の カー ド は 

ホー ムカ ー ド (加 2) の 1 枚 前 の カー ド 

な の で 。 戻り (左向き ) 矢印 を クリ ッ ク 

すれ ば よい ふぅ 。 

以下 に ユー ザー・ レ ベル を 列挙 する 。 

@ ブ プ ブラウジング: リン ク を た どり な が ら 
読む こと だ け は 可能 。 カー ド へ の テキ 
スト の 書込み は で き な い 。 


our house. 


(1) cat whose name is Tama; | 

(2) dog! whose name is Chiko; and | 
(5) dog2 whose name is Tarou- ES 
In fact, there are other animals living with | 
us. But only main pets are introduced here. ;4»| 


STEFAT で 作っ た ル た スタ メッ クウ ヴ ウェア な ので 
メモ リ が も っ た いな いと 思っ た ら す ぐ 消 し て 


ぐる だ ざさ いね 。 


@ タイ ピング : テキ スト 入力 , カー ド の 
編集 機能 の 付加 。 

ペイン テ ィング ペイン シン テ ォ ンダ ゲ ャ ツ 
ー ル で の 描画 機能 の 付加 。 

@ オ ー サ リン グ : カー ド に ボタ ン 。 フィ 
ー ル ド の 付加 や 削除 が 可能 に な る 。 カ 
ー ド や リン ク の 作成 な ら び に 変更 も 可 
能 に な る 。 コ マン ド 選 択 に より , 対話 
的 に 目的 の スク リプ ト が 作成 で きる よ 
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€ File Edit Go Tools Objects 


Now | am going to introduce our pets in 


うに な っ て いる 。 

@ ス クリ プティ ング : スク リプ ト を 直接 
書け る よう に な る 。 オ ー サ リン グ ・ レ 
CUbICIDCS pte ドー アグ 和 を アル だ 
活用 で きる よう に な る 。 

圏 オー サリ ング ・ レ ベル の 概要 ? 

Cii, 簡単 に ハイ パー カー ド の オー サ 
リン グ ・ レ ベル で で きる こと を みて し いこ 


Jo 


User Preferences 


User Level: 
O Browsing 
O Typing 

〇 Painting 
〇 Ruthoring 
(€) Scripting 


Dd Text Arrows 


C4 Power Keys 


較 Blind Typing 


[5 ユー ザー・ レ ベル を 設定 する た め の ユ ー ザ ー・ プ レフ ァ レ ンス ・ カ ー ド 


149 


150 


€ File Edit Go Tools Objects 


€ File Edit Go Tools Objects 


€ File Edit Go Tools Objects 


「Nop | am going to introduce our pets in 
our house. 

(1) cat whose name is Tama; 

(2) dog! whose name is Chiko; and i 
(3) dog2 whose name is Tarou. [3s 
In fact, there are other animals living with | 
us. But only main pets are introduced here. |% 
これ は テス ト で 作っ た スタ ッ ク ウ ェ ア な の で 
メモ リ が も っ た いな いと 思っ た ら す ぐ 消 し て 
くだ さい ね 。 


S 


Card button number: 6 Style: 
X Show name O opaque 7A 
ili O rectangle 
Auto hilit 
tinta pte O shadow 
Now | ® round rect 
our ho Q check box 
(1) ca ; 
(2 d OR Es 
LN CC へ < 
et cop 
l 


これ は テス ト で 作っ た スタ ッ ク ウ ェ ア な の で iii 3M 
メモ リ が も っ た いな いと 思っ た ら す ぐ : 消 し て 
CIES Olaa 
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回 [E]? Go to destina 
ECY 
FIER 

m meets 
Hcg: 


Alole| th name is Tama; 


Togi whpse name is Chiko; and 
(3) dog2 upHgsename is Tarou. Hb 
In fact, there are other animals living with i 
us. But only main pets are introduced here. > 
これ (は テス ト で 作っ ぅ っ た スタ ッ ク ウ ェ ア な の で 
メモ リ が も っ た いな いと 思っ た らら すぐ: 消し て 
くだ さい ね 。 


図 6 に カー ド が 表示 され て いる 。 左上 
に ある の が ツー ル パ レ ッ ト で ある 。 通常 
スタ ッ ク を 使用 する と き は , この 中 の 指 
マー ク を 選択 し て お く 。1 枚 の カー ド に 
は 普通 , 複数 個 の ボタ ン や フィ ー ル ド が 
含ま れ て いる 。 ボ タン の 編集 を し た いと 
き は 。 図 7 の よう に ツー ル パ レ ッ ト の 最 
上 段 真ん中 の ボタ ンマ ー ク を 選択 する 
E, ボタ ダン エリ ア (こと で は 獲 革 個 。 大 
2 個 。 兎 1 个, “Go To Home" の 計 5 個 ) 
が 現れ る 。 動物 ボタ ン に つい て は , その 
四角 の 透明 エリ ア が ボタ ン と し て 登録 さ 
れ て いる だ け で 。 ボ タン の 絵柄 と し て そ 
れ ら が 登録 され て いる わけ で は な い 。 

ある 1 個 の ボタ ン を 編集 し た いと き は 
その ボタ ン を ダブ ルク リッ ク す れ ば 画面 
は 図 8 の よう に 変わ る 。 こ れ を 見 れ ば , 
ボタ ン の 名 前 が “Go to Home" で , スタ 
イル は "round rec" (四隅 が 丸い 四角 ) で 
ある こと が わか る 。 こ の ボタ ン を クリ ッ 
ク し た と き 。 : 選 の カー ド か ら ホ かー 
ド に 移 れ る よう に リン ク を 張り た いと し 
Es 

それ に は , 画面 中 の “Link To...” ボタ 
ン を クリ ッ ク す る と 画面 は 図 9 に 変わ 
る 。 ど こ ヘ リン ク し た いか 聞い て くる の 
で (この モー ド で は 自動 的 に 指 マ ー ク へ 
変わ っ て いる ), リ ンク 先 の ホー ムカ ー ド 
に 移動 し て か ら ( 図 10) "This Card"; 
タン を 押す 。 これ に より ,2 枚 の カー ド の 
間 に リ ンク が 張れ た 。 こ の 操作 の 結果 , 
この リン ク に 対応 する スク リプ ト が 自動 
的 に 書か れん て いる 。 ユ ー ザ ー・ レ ベル を 
スク の グチ ティ ング に 設定 し こ 圏 8 の 
“Script.……" ボ タン を 押す と 図 11 の よう 
な スク リプ ト 編 集 画 面 に な る 。 こ の スク 
リプ ト に 。 さら に 編集 を 加え る こと も で 
きる 。 

フィ ー ル ド に つい て 編集 し た いと き 
ik, ボタ ン の と き と 同 じ よ うに ツー ル パ 
レッ ト 最 上 段 右 の マー ク を 選択 する 。 
圏 ハ イ バ パー トー ク 

ハイ パー トー ク と は ハイ パー カー ド ・ 
シス テム に 内 蔵 の プロ グラ ミン グ 言 語 
C, オブ ジェ クト 指向 で ある 点 が 特徴 で 
ある 。 ハイパー クト ー ク に お いて は ほ 。 ^ 
イ パ ー カ ー ド 。 ホー ム ス ダ タッ ク 。 スタ ッ 
ク 。 パック グラ ウン ド 。 カー ド 。 ボタ ダン 
フィ ー ル ド が オブ ジェ クト で ある 。 これ 
ら の オブ ジェ クト は 階層 構造 を な し て い 
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e 図 6 は 前 ペー ジ , 図 12 は 次 ペー ジ 。 

る (Ed 4), 
オブジェ クト 指向 パラ ダイ ム で オォ オプ ブ ジ 

ェクト に アク ショ ン を 起こ させ る 唯一 の 

方 法 は 。 オブ ジェ クト に メッ セー ジ を 送 

る こと て ある 。 メッ セー ジ よ た は tw» 

を し ろ 」 と いう 命令 の こと で ,。 例え ば ュ 

ー ザ ー は それ を 言 業 で 言う 代わ り に マウ 

ス で クリ ッ ク し た り , カー ソル を 移動 さ 

せ た り する 。 こ の よう な キー や マウ ス の 

状況 変化 を マッ キン トッ シュ ・ シ ステ ム 

HRAL, それ を オプ ジェ クト に シス テ 

ム ・ メ ッ セ ー ジ と し て 送る ( 事 1)。 何 も 

変化 が な い 状 況 で は シス テム は “idle” と 

いう シス テム ・ メ ッ セ ー ジ を 送り 続け て 

いる 。 

「 こ うい う メ ッ セ ー ジ が 送ら れ て きた 
b, こう いう スク リプ ト を 実行 せよ 」 と 
ゅ いう こと を 記し た も の を 。 オ プ ジ ェ クト 
の メッ セー ジ ハ ン ドラ と よぶ 。 あ る オプ 
ジェ クト が メッ セー ジ を 受け 取っ た が る そ 
れ に 対応 する メッ セー ジ ハ ン ドラ を も っ 
て いな い 場 合 、 そ の メッ セー ジ は 上 位 の 
オブ ジェ クト に 受け 渡さ きれ る 。 

図 12 に ハイ パー トー ク で 記述 し た ス 
クリ プ ト の 例 を あげ て お いた 。 ハイパー 
トー ク は プロ グラ ム 知 識 の な い ユ ー ザ ー 
で も プ ブログ ラム が 書け る よう 。 さま ざま 
な 工夫 が な され て いる 。 し か し ,。 その 目 
標 が 完全 に 達成 され て いる と は まだ 言い 
難い 。 以下 に , か な り 私 的 な ハイ パー ト 
ー ク に 対す る 感想 を 述べ る 。 

@ 他 の プロ グラ ミン グ 言 語 に 比較 し て 書 
き や す く 。 ま た 読み や すい 。 LAL, 
プロ グラ ミン グ 知 識 が 全く な い ユ ー ザ が 
ーー 由 どっ て 。 ス メリ デジ ト を 書く こと こと は 
や は り 困 難 で ある 。 

@ 英語 を 母国 語 と する ユー ザー に と っ て 
は 馴染 みや すい が , そう で な いと あま 
り メ リッ ト が な い (例え ば , 英語 の 苦 
手 な 日 本 人 ユー ザー)。 

マッ キン トッ を ささ の の ツール ボ ックス の 
利用 が 簡単 化 さ れ た 。 半 面 , マッ キン 
トッ シュ へ の シス テム 依存 性 は 非常 に 
高い 。 

る ハイパー トー ク の グラ マー( 生 成文 法 ) 
は C や Pascal な どの 他 言 語 に 比較 し 
て 整然 と し て いな い 。 明確 な 生成 文法 
を 児 た る どう より は は! と どう いう こと 
が し だ Mo と ど 開 は 。 こ の よう に に スタリ テ 
ト を 書く の だ 」 と いう ケー ス ・ バ イ ・ 
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Script of card button id 7 = "GoToHome" 


on mouseUp 


go to card id 5341 of stack "Home" 


end mouseUp 


表 1 ハイ パー トー ク の シス テム ・ メ ッ セ ー ジ 9 


マウ スク リッ ク 

ボタ ン , フィー ルド 内 へ の カー ソル の 出入 り 
オプ ジェ クト 生成 

オプ ジェ クト 消去 

別 の スタ ッ ク を 開閉 

別 の バッ ク グ ラウ ンド ング 

カー ド の 表示 開始 と 終了 

フィ ー ル ド 内 へ の テキ スト 挿入 編集 開始 , 
終了 ( 他 の フィ ー ル ド 選 択 や エリ ア 外 で マ 
(Q3 41 9.7) 

キー の 押し 下げ 

指定 メニ ュー コマ ンド の 起動 

( 舎 む デス クア タ セ サリ ) 

何 も 行 われ て いな い 状 態 

ハイ ノバ パー カー ド の 起動 と 終了 
アプ リ ゲ ダー ショ ン の 起動 と 終了 


mouseDown, mouseStillDown, mouseUp 
mouseEnter, mouse Within, mouseLeave 
newStack,newBkgnd,newCard,newField,new Button 
deleteStack, deleteBkgnd, deleteCard,... 
openStack, closeStack 

openBkgnd, closeBkgnd 

openCard, closeCard 

openField, closeField 


returnKey, enterKey, tabKey, arrowKey 


doMenu メニ ュー コマ ンド 

idle 

startUp( ハ イ バ パー カー ド か ら ス タッ ク の 1 番目 の カー ド へ ), quit 
Suspend( ハ イ パ ー カ ー ド か ら 他 の アプ リケーション 起動 ), 
resume( 起動 アプ リケーション か ら ハ イ パ バー カー ド に 戻っ た ) 


on mouseUp 
doMenu Opaque 


answer "1543525 ?" with "5355" or “どい ぢ お め な いよ “ ど 


if itis “ い ぢ お め る ” then 
set dragSpeed to 50 


put ^10, 10" into point1 
put ^100, 100" into point2 


repeat for 10 
beep 1 
choose lasso tool 


click at point1 with commandKey 


drag from point1 to point2 
drag from point2 to point1 


end repeat 
doMenu Transparent 
else 
doMenu Opaque 
end if 
choose browse tool 
end mouseUp 


図 12 ハイ パー トー ク の スク リプ ト 例 


が 強い 。 他 の プロ グラ ミン グ 言 語 に 習 
款 し た プロ グラ マ に は し っ くり 
か も し れ な い 。 

e 上 記 に 関連 する が , 世の中 に 「 ハ イ パ 
ー ト ー ク の すぐ に 役立つ スク リプ ト 
集 」 と いう よう な 本 が 多数 出版 され て 
(200€, は じ め か ら す べ て 自分 で 書 
こう と せ ず に それ ら を 手 本 と し て 修正 
を 加え る と よい で あろ う 。 

し か し ,。 全体 的 に みる と , ハイ パー ト 
ー ク の お か げ で マッ キン トッ シュ 上 の っ ユ 
ー ザ ー・ イ ンタ フェ ー ス 作成 が ずい ぶん 
容易 に な り , 大 き な 貢 献 を し た 。 


文人 ルイ バー メデ イィ ア の 半 題 点 


こと で は 。 RETAANE AT ATE 
望む こと と し て , 現状 の ハイ パー メデ ィ 
ア の か か える 問題 点 を 考察 し て みる 。 ま 
と め る と 以下 の よう に な る 。 
(1) QUERY( 問 合せ ) 機 能 の 付加 
(2) デー タベース の 統合 
(3) プロ グラ ム 知 識 が な く て も プロ グラ 
ミン グ を 可能 に する よう な 支援 ツー ル 
最大 の 問題 点 は ,「 ハ イ パ ー メ ディ ア に 
は 全体 の 構造 を 見 渡す 機構 が な い 」 こ と 
で ある 。 こ れ は 冒頭 で も 述べ た よう に , 
拡張 モデ ル と は 並列 的 に 統合 型 ユ ー ザ 
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ー・ イ ンタ フェ ー ス と し て ハイ パー メデ 
ィ ア が 発展 し た こと か らく る 当然 の 欠点 
で ある 。 これ に つい て 。 ハイ ポパー メデ ィ 
ア と デー タベース の 比較 を 行っ て みよ 
p 

ハイ パー メデ ィ ア で は 。 ユー ザー は リ り 
ンク を た どる こと に より 情報 を 選択 する 
(navigational acces); つま り , その カ 
ー ド まで 行っ て みな いと その 先 が 見 えな 
VDT, 目的 の 情報 に た どり 着く の が 上 難 
し いこ と が ある 。 ま た , 一 つ 見 つけ た 後 
も 他 に な いか 不安 に な る 。 前 も っ て 厳密 
な 構造 設計 や 制約 の 定義 な し に 気楽 に 使 
い ぃ 始め る こと が で きる 点 が ハイ パー メデ 
ィ ア の 特徴 で あり , その 結果 , 分 類 し に 
くい ニュ ー タ イプ の 情報 が 出 て き て も 扱 
うこ と が で きる と いう メリ ッ ト が ある 。 
デー タベース で は 。 厳密 な スキ ー マ 設 
計 を は じ め に 行い , 以後 テー ザー は 必要 
な 情報 を 取り 出し た り , 書き 換え た り , 
変更 し た りす る と き 。 デ ー タ ベー ス 問 合 
せ 言 語 (query language) を 用 いて その 
内 容 を 記述 する 。 ス キー マ と は デー タ ベ 
ー ス の 情報 構造 を 記述 し た も の で ある 。 
図 13 に , ある 会 社 の スキ ー マ と 簡単 な 問 
合せ 例 を 示す 。 デ ー タ ベー ス は 構造 化 さ 
れ た 情報 な の で , 効率 的 検索 が 行え る と 
いう メリ ッ ト が ある 。 

以上 の よう に , 情報 を 厳格 に 構造 化す 


る / し な い に よ っ て 手軽 さと 効率 の 点 で 
両者 は 相反 する 。 ハイパー メデ ィ ア で も 
適度 に 構造 を 取り 入れ , デー タベース の 
問合せ 機能 に 相当 する も の を 組み 込む こ 

と が 必要 で ある 。 単なる カー ド と リン ク 
と いっ た シン プル な 構造 か ら 発 展 き せ 

C, 多種 類 の リン ク に より 異な る 意味 を 

表し た り , カー ド を 階層 化し て 複数 カー 

ド を 1 枚 の カー ド に 集約 し た り , と いっ 
た 試み も な され て いる 。 他方, データ ベ 
ー ス の 分 野 で は ,。 ポス ト ・ リ レー ショ ナ 
ル ・ モ デル 研究 の 一 環 と し て , グラ フ ・ 
デー タモ デル に 加え て , ある い は それ 
を 利用 し て , 意味 デー タモ デル ある い は 
オブ ジェ クト 指向 デー タベース の 研究 が 
盛ん で ある 。 例 えば , 文献 7) で は オフ ィ ス 
の 秘書 業務 を ケー スス タデ ィ と し て 。,「 新 
し い 種 類 の 仕事 が 頻繁 に 発生 する 業種 に 
BOT, いか に その 仕事 管理 を デー タ ベ 
ー ス 化す る か , また スキ ー マ の 動 的 修正 
(普通 . ス キー マ は あま り 変 更 し な い の で 
静 的 と いえ る ) を いか に 行っ た ら よ いか 」 
を 論じ て いる 。 

ハイ パー メデ ィ ア と デー タベース の 融 
合 に は , G-BASE2 の よう に , テ キス ト だ 
け で な く 写 真 や 絵 な どの 映像 を 扱え る デ 
ー タ ベー ス も 必須 と な る 。 

第 3 番目 の 問題 点 「 誰 で も プロ グラ ム 
が 作れ る よう に する 支援 ツー ル が 欲し 
い 」 に つい て 考 寮 し て みる 。 一 つの プレ 
ー ク スル ー と し て ,。 テキ スト で は な く ア 
コン な ど で デ ダラ ム し て ゆい と ああ すさ 
る 「 ビ ジュ アル ・ プ ログ ラミ ング 」 が あ 
る が , 現状 で は 以下 の よう な 問題 点 を か 
か えて いる 。 

画 ビ ジュ アル ・ プ ログ ラミ ング の 問題 
点 8) 

@ ス クリ ー ン サイ ズ が 限ら ちら れ て いる の 
C, 大 規模 な プロ グラ ム や や 大量 デー タ 
が 記述 し に くい 。 こ れ の 対応 策 と し て , 
デー タ の 抽象 化 , 階層 化 が ある 。 

@ プ ログ ラミ ング の 対象 が 限定 され て し 
まう 。 そ れ は , あら か じ め 扱 える オブ 
ジェ クト や アク ショ ン を 用 意 し て お く 
必要 が ある か ら で あ る 。 

@ 構造 化 プ ログ ラミ ング が し に くい 。Go 
To 文 が 多用 され る 。 

@ フ ロー チャ ー ト な ど を 可視 化す る と, 
リン ク が こん が ら が っ て スパ ゲッ ティ 
の よう に な り , 非常 に 見 づら い 。 
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@ コ メン ト が 書け な い 。 
e DBMS 機能 が 統合 され て いな い 。 
@ 実行 速度 が 遅い 。 


x&120l- 


ハイ パー カー ド 以 外 の ハイ パー メデ ィ 
ア に つい て も 少し 述べ て お こう 。 
4《Xanadu>9) 

Xanadu プロ ジェ クト と は 。 世界 中 の 
すべ て の 著作 物 を ハイ パー メデ ィ ア の 形 
式 で 格納 し , オン ライ ン で 文献 検索 が で 
きる よう に し よう と する 大 規模 な 構想 で 
ある 。 実現 きせ る た め に は , 分 散 環境 で 
の デー タ 格 納 ・ ア クセ ス な どの 問題 の 他 , 
著作 権 の 保護 や 課金 問題 な ど セ キュ リ テ 
ィ に 関す る 問題 も 解決 し な く て は な ら な 
し ゝ 。 

く IBIS>1 ツ 7 

IBIS で は ノー ド の 型 と し て 「 問 題 」「 意 
HK, 議論 」 の 3 種類 が あり , 各 ノ ー ド を 
リン ク で 接続 し て いく こと に より ディ ォ ス 
カッ ショ ン が 展開 で きる よう に な っ て い 
る 。LBIS は テキ スト の み を 扱う シス テム 
で ある 。 

(KMS»!? 

大 規模 オン ライ ン ・ マ ニュ アル の ハイ 

バー デキ スト ・ シ ステ ム と し て は 。 カー 


社員 の レコ ー ド ・ タ イプ : 

社員 (社員 No 氏名, 住所 BUND 
レコ ー ド 属性 1 属性 2 属性 3 属性 4 
ダイ ジア 


100 山田 太郎 目白 営業 
101 山本 次 郎 本 郷 総務 


102 児島 弘子 青山 AF 


ネギ ー メ ロン 大 学 の KMS が 有名 で あ 
る 。 高速 に リン ク を た どれ る 点 が 特徴 で 
ある 。 

ハイ パー メデ ィ ア が 期待 され る 応用 分 
野 と し て は 以下 の よう な も の が ある 。 
@ ビ ジネス ・ プ ブレ ゼン テー ショ ン 

デモ ・ ビ デオ の 制作 に 比べ て 制作 が 手 

軽 で ある 。 

@ 複数 ユー ザー に よる デー タ の 蓄積 っ デ 

ー タ ベー ス 作 成 

図書 管理 情報 ,。 レコ ー ド 整理 と いっ た 

趣味 の デー タベース な ど 
@ プ ロジ ェクト 管理 記録 

会 議 議事 録 , 報告 書 , 回 覧 書類 , 新規 

参入 者 へ の 説明 に も 使え る 。 

@ 解説 書 , 説明 書 (特に コン ピュ ー タ ・ 

マニュア A) 

ユー ザー・ イ ンタ フェ ー ス な ど は 書籍 

で 説明 する より ハイ パー メデ ィ ア の 方 

が 適し て いる 。 読み 手 が 欲 し い 情報 の 

み 選 択 で きる 点 や 対話 型 の 面白 さき も 魅 

力 で ある 。 

1988 年 7 月 号 の CACM の ハイ パー テ 
キス ト 特 集 号 で は , ハイ パー テキ スト の 
説明 を ハイ パー テキ スト で 頒布 し た !2。 
事 者 あら も 購入 し た が , 論文 の 著者 の 顔 写 
真 な どか ら 「 こ うい う 人 が 書い て いた の 
か 」 と わか っ て ,。 論文 に 対す る 親しみ が 


DATABASE 
SCHEMA SAMPLE 


「 上 司 と 部 下 の 関 係 に ある 全て の 社員 ペア の 氏名 を プリ ント せよ 」 


database : ABC 会 社 : 
alias: 社 員 マネ ー ジ ャ : 


target 上 司 部 下 マネ ー ジ ャ , 85, HR; 


find 上 司 部 下 三 


| | : record type 


— link type 


マネ ー ジ ャ ../ 管 理 .. 部署 .. プ 所属.. 社員 
[マネ ー ジ ャ . 社員 No ! = 社員 . 社員 No]: 
for 上 司 部 下 print マネ ー ジ ャ . 氏名 , 社員 . 氏名 : 


加 13 リコ ー の G-BASE”? を 用 いた ある 会 社 の スキ ー マ 例 と 問合せ の 例 


わい て きた 。 筆者 ら も ボス トン で の 1989 
年 9 月 の ヒュ ー マ ン ・ イ ンタ フェ ー ス 国 
祭 会 議 で は , 論文 内 容 説明 を ハイ パー カ 
ー ド 化し , 興味 ある 研究 者 に は 「 マ ッ キ 
ント ッシュ で 見 て 下さ い 」 と 言っ て 渡す 
用 意 を し て いる と ころ で ある 。 ハイパー 
メデ ィ ア は 手軽 だ が 効果 的 な 説明 用 メデ 
47, な ら び に 多様 な 情報 を 統合 化す る 
ユー ザー インタフェース と し て ,。 今後 
も 広く 普及 ・ 発 展 し て いく と 考え られ る 。 
以上 の ハイ パー トー ク に 関す る 感想 に 
は , マッ キン トッ シュ ・ ユ ー ザ ー 仲 間 で 
ある チュ ー ル スト ・ マ ー テ ィ ン 氏 (國井 
研究 室 の 大 学院 生 ) の 意見 も 含ま れ て い 
る こと を 付記 し , 謝辞 に 代え る 。 
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Hr enean 


今回 は この シリ ー ズ の 最終 回 と し て , 
簡単 な プリ ミディ ブフ 作成 プロ グラ ム の 次 介 


es ソ ツリー 構造 に つり で の 特 足 説明 


edebut を 使っ た デス ト ・ レ ンダ リン グ と 作品 例 


お よび その 制作 の 実際 
edebut プロ グラ ム の 発展 


に つが N て 順次 説明 し て ぐり また りり と 思う 。 


プリ ミ テ ィ ブ 作成 ツー ル makeprim 

表 1 の ソー ス ・ プ ログ ラム は , debut で 
使用 で きる オブ ジェ クト ・ フ ァイル .obj 
を 生成 する た め の ツ ー ル で ある 。.obj は 
その デー タ 形 式 さ きえ 正 し けれ ば , 自分 で 
図面 を 引く な り し て 手 で 打ち 込ん で 作成 
し て よい し 。 と の と よう に ブロ グァム 記 
ょ よっ て 作成 し て も よい 。 ま た 。 : 各 ゆめ デ ロ 
グラ ム に か ぎら ず , 自分 で いろ いろ 研究 
し て 新しい プリ ミ テ ィ ブ を 付け 加え る こ 
と も 可能 で ある 。 さらに 高度 な ワザ と し 
T, 自然 法則 に 従っ た モデ リン グ を オブ 
ジェ クト 生成 プロ グラ ム に より 行う こと 
も で きる 。 

makeprim は それ ら の 参考 と な る べき 
ご く 単 純 な プロ グラ ム で ある 。 こ れ も C 
言語 で 記述 され て いる が , 合用 方 法 は 起 
動 し た 後 モ ニタ ー に 出 て くる メッ セー ジ 
に 順次 従っ て , 自分 の 好み の デー タ を 打 
ち 込 ん で いく だ け で よい 。 ぐ > の 中 に は 
デフ ォ ル ト 値 が 示さ れ て いる の で , も し 
も その 値 で よい と 思っ た 場合 は , その ま 
まり ターン キー を 押せ ば その 値 が 入力 さ 
れる 。 家 2 に モニ ター 出力 例 を あげ て お 
く (この 例 で は , 三角 分 割 き れ た 各 辺 100 


DFZ zv O Cube が default.obj の 
名 前 で 作成 され て いる )。 

makeprim で は , Mesh, N-Polygon, 
Cube, Rotation shape, Sphere, Cylinder 
(Corn), Coil, Spiral. の 8 つの プリ ミ テ 
ィ ブ が 用 意 さ きれ て いる ( 図 1) Mesh は 
単純 な 長方形 の 面 を 作成 する 。N-Poly- 
gon は N 多角 形 を 作成 する が , これ は 後 
述 す る Cylinder や Rotation shape O 
に 主 に 使用 で きる 。 な ぜ な ら dubut の 
obj で は 。 1 つの みよ オア ダネ キメ も は スム ー 
ズ ・ シ ェ ー デ ィング が すべ て か か る か , 
全く か か ら な いか の どちら か し か 選択 で 
き な い の で , 円 柱 の よう な 部 分 的 に スム 
ー ズ ・ シ ェ ー デ ィング の 有る 無し が 混在 
する オブジェ クト は = .obj を 分 割 し て 組 
み 合 わせ な けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 
また 。 Mesh, N-Polygon で 作成 し た .obj 
は 面 で ある の で , 法 線 が どちら を 向い て 
いる か を 常に 注意 し な けれ ば な ら な い 
(以前 。 述べ た よう に , 法 線 が 逆 向 き の 場 
合 は 表示 され な い )。 

Cube は 直方 体 を 生成 する 。Rotation 
shape は 回 転 体 を 生成 する が , この タイ 
プ の 使用 法 は 他 と 違っ て 少し 複雑 で あ 
2. EY, 回 転 の 基線 と な る 曲線 の た め 


出渕 亮一 朗 ツ 


の デー タ を 作る 必要 が ある 。 これ に は ま 
た .obj を 使う 。 た だ し , 今回 新た に LN 
と いう .obj の 中 の ラベ ル を 設定 する 。 こ 
れ は SF と 同様 で ある が , SF の よう に 閉 
じ た 多 角形 で は な く ラ イン の 形 で ある こ 
と を 示す も の で ある 。 これ を 使っ て や» 
平面 上 に ヶ y の 正 の 方 向 か ら 負 の 方 向 に 
向かう ライ ン を 設定 する ( 逆 方 向 に 作れ 

表 1 は 159 一 164 ペー ジ 参 照 。 


表 2 makeprim モニ ター 出力 例 


# 

# makeprim.c input date sample 
# (This is monitor outputs.) 

# making default cube 


# 

SELECT OBJECT TYPE 
Rectangle Mesh = 1 
N-Polygon =2 

Cube =3 

Rotation Shape = 4 

Sphere = う 
Cylinder(Corn) = 6 

Coil zm 

Spiral -8 

Object Type=<3> 

MAKE CUBE 

Input Size X=<100> 

Input Size Y=<100> 

Input Size Z-«100» 

Which? Triangle or Rectangle Patch(t/r)-«t» 
Atach Material? (y/n)- «y» 
Input .mat File Name-«mat» 
Input Material Name-«col» 
Use Mapping?(y/n)-«n» 
INPUT SAVE OBJECT FILE NAME 
Save File Name-«default» 


ーー 


* で ぶち りょう いち ろう 
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1 makeprim に よる プリ ミ テ ィ プ ブ 


ば 生成 され る 回 転 体 の 法 線 が 内 側 を 向い 
て し まう の で 注意 ! )。 こ の .obj を ツー ル 
内 で 読み 込ん で 回 転 さ せれ ば よい の で あ 
る 。 ま た ,。 読み 込ん だ 曲線 を スプ ライ ン 
で 補間 し て か ら 回 転 体 を 作る よう に プロ 
グラ ム を 発展 させ れ ば ,。 さら に 良く な る 
と 思う 。makeprim で は , y 軸 ま わり の 回 
転 体 の み し か 作る こと が で き な い 。 し か 
UL, も し 他 の 軸 方 向 に 向け た い 場 合 は , 
以前 述べ た よう に debut の ver.0 を 使用 
すれ ば よい 。ver.0 は ワイ ヤー 作成 ツー ル 
で ある が , .obj を 生成 する 一 種 の モデ ラ 
ー と し て も 使用 で きる 。.str で 例え ば > ぇ 


軸 で 90* 回 す 指 定 を 行い 。 これ を 用 いて 


makeprim で 作成 し た 回 転 体 を debut 
ver.0 に 入力 すれ ば z 軸 回 転 が 行 われ た 
.obj が 出力 され る わけ で ある (また , も ち 
5 A, debut ver.0 は いく つか の .obj を 好 
き な よ うに 組み 合わ せ て 1 つの .obj に 出 


力 す る こと が で きる の で 。 こ れ と make- 


prim を 併用 すれ ば か な り い ろ い ろ な モ 
テリ ング が 行え る と 思う )。 

Sphere は 球 を , Cylinder は 円 柱 ま た 
は 円 雛 を 作成 する 。 こ こ で scale を 聞い 
て くる の は , x, y, 方 向 の 拡大 ・ 縮 小 率 
の こと で ある 。 Coil は 写真 の よう に コイ 
ル を 作る も の で ある が , U 回 転 を 360°, 
高き を 0 と すれ ば ドー ナツ 形 ( ト ー ラ ス ) 
に する こと も で きる 。Spiral は Coil の 変 
形 で 螺旋 形 を 作成 する 。 実は,。 この バリ 
エー ショ ン は いろ いろ 考え る こと が で 
き , 例え ば , 方 向 の 半径 を 周期 的 に 変 


えれ ば 巻貝 の よう な 形 を 作る こと が で き 
Ou 

makeprim で は また 。 マッ ピン グ ・ バ 
ー テ ックス (VM) を 取り 付け る こと を 選 
択 で きる 。 ど の タイ プ の オブ ジェ クト に 
も 単純 な VM が 取り 付け られ る よう に 
な っ て いる 。 マ テリ アル ・ フ ァイル .mat 
へ の イン デック ス を 入力 し 。 フ ァイル 名 
を 打ち 込め ば 完成 で ある 。 


ツリ ー 構 人造 デ ゲー タ の 補足 説明 

オブ ジェ クト の ツリ ー 構 造 は , 木 構造 , 
階層 構造 クラ スタ ー な どき さま ざま な 呼 
び 名 が ある が , 筆者 は コン ピュ ー タ ・ グ 
ラフ ィ ッ ク ・ ア ル ゴ リ ズム の 技術 の 中 で 


ROOT (camera) 


ground 


light 


branch 1 (spot.lit) 


leaf 1 leaf 3 


leaf 2 


E3 tree 1 一 tree 6 の た め の ツ リー 構造 図 


ゃ 最も 重要 な も の の 一 つ で 。 また わか り 
に くい も の で ある と 思う 。 し か し 不思議 
な こと に 現在 まで に 出版 され た いく つか 
の コン ピュ ー タ < グフ ィ ッ クス '(CG) 
に 関す る 本 や 雑誌 の 中 で 。 この こと に つ 
いて 詳し く 説 明 さ きれ て いる も の は ご くわ 
ず か で ある 。 そ の た めか アマ チュ ア の 作 
品 や プロ グラ ム の 中 に は ,。 一 見 し て ツリ 
ー 構 造 を 使用 し て いな いと いう こと が わ 
か る も の が ある 。 ツ リー 構造 は CG の 画 
像 を 制作 する うえ で 重要 で ある し , 非常 
に 便利 な も の で ある の で , 連載 1, 2 (88 
年 6 月 号 , 9 月 号 ) に 引き 続き , も う 一 度 
復習 の 意味 を 込め , 実際 に 絵 を 作る デザ 
イナ ー の 側 に 立っ て 説明 し て みた いと 思 
EI 

この 世界 の すべ て の も の は 意味 の うえ 
で 記号 化す る こと が で きる が 。 記号 に は 
ょ り 大 き な 重 要 な も の と , 一 つの 記号 の 
中 に 集まっ て いる さら に 細か な 記号 と い 
う よ う に ,。 いく つも の 階層 レベ ル で 考え 
る こと が で きる 。CG で 現実 物 の モデ リ 
ング を 行う 場合 も , 脳 は その よう に 認知 
する よう 働い て いる し , 実際 。 人 工 物 や 
目 然 物 も その よう な 構造 と な っ て いる 。 
例え を ば, オー プン カー に 乗っ た 人 物 が ビ 
ル の 並び 立つ 市 街 を 走っ て いる シー ン を 。 
作る と し よう 。 ま ず 。 道路 ・ ビ ル ・ 車 ・ 
人 物 と いっ た オブ ジェ クト を 別々 に 作 
0, 人 を 車 の 上 に 乗せ , その 車 を 道路 と 
ビル を 組み 合わ せ た 市 街 の 中 の 適当 な 位 


300X0.9X0.9 


4 tree 構造 説明 tree 


表 3 tree 构造 1 


# treel.str 
--ROOT tcamK 007000000 
* » ground ground.obj O xyz 0 0 0 -100 -200 -100 0.3 
* > litl spot.lit L xyz 0 00 1000 1000 500 1 
ground > branch1 coil.obj O /D 
* » branch2 coil.obj O /D 
* » branch3 coil.obj O /D 
* > leaf] leaf.obj O /D 
* | leaf2 leaf.obj O /D 
* | leaf3 leaf.obj O /D 


2 tree 構造 説明 tree (D (8) 


(D tree 1 
表 6 tree 构造 4 
# tree4.sr 
-- ROOT t.cam K 00 7000000 


* » ground ground.obj O xyz 0 0 0 -100 -200 -100 0.3 

* > litl spot.lit L xyz 0 00 1000 1000 500 1 

ground > branch1 coil.obj O xyz 000000 1 

* » branch2 coil.obj O xyz 0 0 -30 0 280 0 0.9 
* » branch3 coil.obj O xyz0 0 -200001 

* > leafl leaf.objO xyz0000001 
* | leaf2 leaf.objOxyz0000001 
* | leaf3 leaf.obj O xyz0000001 


(4) tree 4 


置 に 配置 させ る で あろ う 。 こ の と き 人 物 
は 頭 ・ 胴 体 ・ 腕 な ど , また その レベ ル で 
さま ざま な パー ツ に より 組み 合わ され て 
いる は ず で ある 。 モ デル を 考え る うえ で 


156 


表 4 tree 構造 2 


# tree2.str 
- - ROOT tcam K 00 7000000 
* > ground ground.obj O xyz 0 0 0 -100 -200 -100 0.3 
* » litl spot.lit L xyz 000 1000 1000 500 1 
ground > branch1 coil.obj O xyz0000001 
* > branch2 coil.obj O xyz 0 0 -300 0 0 1 
* > branch3 coil.obj O xyz0000001 
* > leaf1 leaf.obj O xyz0000001 
* | leaf2 leaf.obj O xyz0000001 
* | leaf3 leaf.obj O xyz0 000001 


(2 tree 2 


表 7 tree 构造 5 


# tree5.str 
--ROOT t.cam K 00 7000000 
* » ground ground.obj O xyz 0 0 0 -100 -200 -100 0.3 
* > litl spot.lit L xyz 0 0 0 1000 1000 500 1 
ground > branch1 coil.obj O xyz 0 0 00001 
* » branch2 coil.obj O xyz 0 0 -30 0 280 0 0.9 
* > branch coil.obj O xyz 0 0 -20 0 270 0 0.9 


* > leafl leaf.obj O xyz000000 1 


* | leaf2 leaf.obj O xyz0000001 
* | leaf3 leaf.obj O xyz0000001 


(8) tree 5 


は 。 一 度 人 物 の モデ ル を 組み 立て て し ま 
えば 。 腕 が 肩 か りら ど ん な 角度 で 取り 付け 
られ て いる か な ど と いう 細か いこ と は 忘 
れ て 「 人 物 」 と し て 車 の 上 に 乗せ た いも 


表 5 tree 構造 3 


# tree3.str 
- - ROOT t.cam K 00 700000 0 
* » ground ground.obj O xyz 0 0 0 -100 -200 -100 0.3 
* > litl spot.lit L xyz 000 1000 1000 500 1 
ground > branch1 coil.obj O xyz 0000001 
* » branch2 coil.obj O xyz 0 0 -30 0 280 0 0.9 
* » branch3 coil.obj O xyz0000001 


* > leafl leaf.obj O xyz0000001 
* | leaf2 leaf.obj O xyz0000001 
* | leaf3 leaf.obj O xyz0 000001 


(9) tree 3 


表 8 tree 構造 6 


# tree6.str 
--ROOT t.cam K 0 0 700000 0 
* » ground ground.obj O xyz 0 0 0 -100 -200 -100 0.3 
* > litl spot.lit L xyz 0 0 0 1000 1000 500 1 
ground > branch1 coil.obj O xyz 0000001 
* » branch2 coil.obj O xyz 0 0 -30 0 280 0 0.9 


* > branch coil.obj O xyz 0 0 -20 0 270 0 0.9 
* > leafl leaf.obj O xyz 0 0 0 0 250 0 0.85 
* | leaf2 leaf.obj O xyz 0 0 -40 0 250 0 0.85 
* | leaf3 leaf.obj O xyz 0 0 40 0 250 0 0.85 


(D tree 6 


の で ある 。 そ し て 人 と 車 を 一 体 と し て 道 
路上 の し か る べき 位置 に 配置 きせ た いも 
の で ある 。 も し も ツリー 構造 デー タ が な 
いと すれ ば , 人 物 の 手 の 先 の 指 も 巨大 な 


PIXEL (No. 80) 


OR 3, 4 は 155 ペー ジ 。 
ビル も 全く 同じ レン ベル で 空間 の 中 の どこ 
に どん な 角度 で 配置 され る か を 考え る と 
(5, 信じ られ な い 作 業 を 行わ な けれ ば 
な ら な い 。 その と き 車 は 適当 に 回 転 平行 
移動 を 受け , 人 物 も また 車 に 対し て 相対 
的 に 回 転 平行 移動 し て いる と いう よう な 
こと を すべ て 考え な けれ ば な ら な い の で 
ある 。 

さて , それ で は 実際 の ツリ ー 構 造 デ ー 
タ を , debut の .str を も と に 具体 的 に 説 
明 し て みよ う ( 図 2 一 4, 表 3 一 8) 。 プ ブロ 
グラ ム の 中 で は 1 つの node に お いて 
は 。 ス ケー リン グ っ ご 回転 っ 平行 移動 の プ 
ライ オリ ティ で 変換 が 行わ れる こと を 覚 
えて お いて ほし い 。 ま た 回 転 に つい て も , 
X, y, z 軸 の まわ り の 回 転 を どの 順 で 組み 
合わ せる か と いう プラ イオ リティ も 時 に 
は 重要 で ある 。 図 2-① は ground の 上 に 
branch 3 本 , leaf 3 個 が 同一 の 位置 に あ 
る は じ め の 状態 で ある 。 図 2-② で 
branch2 を 々 z 軸 に 30* 回 し て みた 。 図 2- 
③ で は これ を y ヶ 軸 方 向 に 280 平行 移動 
し た 。 6 U 5, branch 1 と branch 2 が 同 
じ レ ベル に あれ ば ,branch2 は * と y り 方 
向 の し か る べき 位置 に 移動 きせ る と いう 
面倒 な こと を し な けれ ば な ら な い が , 
branch 2 は branch 1 の 下位 レベ ル に あ 
る の で , 単純 に branch 1 の 長 さ の 分 だ け 
y 方 向 に 移動 する だ け で よい の で ある 
(な お , これ ら の branch.obj, leaf.obj iX, 
原点 の 位置 を ッ 軸 の 下 の 方 と いう 都合 
の 良い 位置 に 設定 し て ある の で 。 普通 は 
y 方 向 に 平行 移動 し て か ら z 軸 に 対し て 
回 転 き せる と いう 順序 を と っ た 方 が や り 
や すい ) 。 図 2-④, ⑤ で 同様 に branch 3 


BR ルレ レル ルル 
LO 
pl 


を branch 2 の 先 に 移動 し て 取り 付け た 。 
図 2-⑥ で は , branch 3 の 下 に ある 同じ レ 
ベル の 3 つの leaf.obj を branch 3 の 先 
に る 軸 に 対し て それぞれ 40"。0", — 40 
回 転 き せ 広 げ て 取り 付け て いる 。 
また 。 ツ リー 構造 デー タ は アニ メー ジ シ 
ョ ン を 行う 場合 , 重 要 で ある 。 例 えば , 遊 
園地 の ティ ー カ ッ プ の 運動 な ど は ツリ ー 
構造 な し で は 絶対 に 作れ な い 。 テ ィ ー カ 
ッ プ は それ ぞ れ の ティ ー カ ッ プ が 回 転 し 
つつ いく つか の ティ ー カ ッ プ を 乗せ た ま 
と まり が さら に 回 転 し て いる と いっ た , 
まさ に ツリ ー 構 造 そ の も の の 運動 を 行っ 
[422-7 
今回 は ポリ ゴン を も と に し た デプス ・ 
バッ アプ アテ の オプ ジェ クト に 許し で の ツリ 
ー 構 造 を 考え た が 。 も ちろ ん 。 レイ ・ ト 
レー シン グ の プリ ミ テ ィ プ に つい て も 同 
様 に ツリ ー 構 造 を 用 いて 組み 立て る こと 
が で きる 。 平面 や 直方 体 は よい と し て , 
問題 と 思わ れる の は 2 次 曲面 の 処理 で あ 
る と 思う 。 こ の 場合 は , 次 の よう に 考え れ 
ば 4X4 マト リク ス で 変換 し た 後 の 2 次 
曲面 式 が 求め られ る !。2 次 曲面 
4 ァ 2 十 By? - Cz?-1 (1) 
を 4X4 変 換 行 列 M で 変換 し た と き 
の 曲面 式 を 
fix, y, 2) —-ax* - の 2 十 cz? 
d dxy Feyz t Jzx ter 
+hy+iz+j=0 (2) 
で ある と する 。 47 の 逆行 列 を 
Ra Ris Ris Ra 
Ra Ra Ra Rar 
Rsi Roz Ras Rs 
Ra Ra Rao Ra 


4[4 7 "Cat & Dog" の 


M ワイ ヤー・ モ デル 
, 
rr 


と する と 。 
P'—PM, P-P'M^-—P'R (3) 
(3) よ り 


表 10 “Coil NEDO .str デー タ 


# 
# coil.str -- .str for Coils & Light Test 
# 


-- ROOT t.cam K 006870000 
ROOT > stage default D yxz 33 26.9 0 0 50 -950 1 
* > lights default D xyz 0 0 0 0 -400 0 1 
* > litl default D xyz 0 0 0 0 5140 1 
* > ltl light1 M.obj O xyz 180 0 0 0 0 0 0.100045 
* > lightl spotl.lit L /D 
litl | lit2 default D xyz -40000001 
* > lt2 light2M.obj O xyz -90 0 0 0 0 405 0.100045 
* » light2 spot2.lit L /D 
litl 1lit default D xyz -40 6000001 
* > 13 light3M.obj O xyz -90 0 0 0 0 405 0.1 
* > light3 spot3.lit L /D 
litl | lit4 default D xyz -40 12000001 
* > lt4 light4M.obj O xyz -90 0 0 0 0 405 0.1 
* » light4 spot4.lit L /D 
litl | lit5 default D xyz -40 18000001 
* > lt5 light5M.obj O xyz -90 0 0 0 0 405 0.1 
* > light5 spot5.lit L /D 
ht1 | lit6 default D xyz -40 24000001 
* > 1t6 jight6M.obj O xyz -90 0 0 0 0 405 0.1 
* > light6 spot6.lit L /D 
litl | lit7 default D xyz 4030000001 
* > lt7 light7M.obj O xyz -90 0 0 0 0 405 0.1 
* > light7 spot7.lit L /D 
stage > walll wallM.obj O xyz 0 0000 -400 1 
* | wall2 wallM.obj O xyz 0 -90 0 400001 
* | floor wallM.obj O xyz -90000 -4000 1 
* | coill coilM.obj O xyz 0 0 0 -146 -400 -146 0.701131 
* | coil2 coil2M.obj O xyz 0 0 0 -146 -400 146 0.7 
* | coil3 coil3M.obj O xyz 0 0 0 146 -400 -146 0.7 
* | coil4 coil4M.obj O xyz 0 0 0 146 -400 146 0.7 


表 12 .cam デー タ 


# 

# tcam 

# 

FL .4 

SZ 636 482 
CY 5000 


有 表 14 lit デー タ 2 


# = l 
# spot.lit # spot2.lit 
E # 
LT d LTd 
11333 #LIL513 1.5 
DP 0.1 LI300 
DP 0.3 
* そ の 他 の 公 の スポ ッ ト ラ イト も 同様 、 


ON 5, 6 は COLOR IMAGES, 园 7, 表 10, 12—14 は 前 ペー ジ 参 照 。 


/ 


RI “Cat&Dog" の た め の .str デー タ 表 11 mat デー タ x X 
# ü NEW greenlight y y! 
# キキ まま stage] str --- str for Cat & Dog させ ホホ ホネ ポポ キキ キキ キネ ポポ ポポ ポポ # mat.mat AMB 0.80 n / R 
# # DIF 0.20 る る 
-- ROOT LcamK006870000 NEW maril SPC .9 .9 .9 
«ROOT > stage default D xyz 9 0 0 50 -950 1 AMB 000 EXP 100 1 1 

* > litl spotlit L xyz 0 0 0 1000 1000 500 1 DIF 000 SMS on -— | - 

lit] | lito2 lightM.obj O xyz 0 0 -114.5 55 180 350 0.100045 SPC 2 2 2 LTM 3 と アア が を 用 いて 表せ る の で , これ を 


* > lit2 spot2.lit L /D EXP 70 , 


litl | lito3 lightM.obj O xyz 0 0 33.2 -44 101 300 0.100045 MDI wood.rgb 1 1 .5 NEW yellowlight 


(1) 式 に 代入 し て 整理 し ,(2) 式 と 係数 を 比 


litl | lito4 lightM.obj O xyz 0 0 180 -51 -126 70 0.100045 SMS on DIF .2.20 較 す る と 次 式 が 求まる 。 
* > lit4 spot4.lit L /D LTM 2 SPC .9 .9 .9 ^ 
litl |lito lightM.obj O xyz -21.7 0 -20.6 16 -196 400 0.100045 # EXP 100 a=AR,;;*°+BR,2°+CR:s 
* > lit5 spot5.lit L /D NEW mari2 SMS on . R 
litl Ilito6 lightM.obj O xyz -90 0 0 -57 77 -286 0.100045 AMB 000 LTM 3 b= AR? + BR? + CR; 
* > lit6 spot6.lit L /D DIF 000 # i à 
litl | lito7 lightM.obj O xyz -90 0 0 247 -259 -300 0.100045 SPC 222 NEW cyanlight c= AR? T BR + CR 
* > lit7 spot7.lit L /D EXP 70 AMB 0 .8 .8 
lit Ilito8 lightM.obj O xyz 0 0 -111.8 -513 100 600 0.100045 MDI tile.rgb 1 1 .5 DIF 0 .2 2 d= ARR BR Rut CREAR. 
* > lit8 spot2.lit L /D MAM tile.rgb 1 1 .1 SPC .9 .9 .9 
litl | lito9 lightM.obj O xyz 0 0 114.3 600 50 600 0.100045 SMS on EXP 100 e= ARa Rit BRR -CRR 
* > lit9 spot3.lit L /D LTM 3 SMS on 
stage > walll wallM.obj O xyz 0 0 0 00 -400 1 # LTM 3 f—-AR,R; + BRı2Rz2 + CRi3 R3 
* | wall2 wallM.obj O xyz 0 -90 040000 1 NEW wall d l 
* | wall3 wallM.obj O xyz 0 90 0 -400 0 0 1 AMB 000 NEW magentalight d g=AR;iiRa: + タビ BR RR CG 
* | wall4 wallM.obj O xyz 90 0 0 0 4000 1 DIF000 AMB .8 0.8 
* | wall5 wallM.obj O xyz -90 0 0 0 -400 0 1 SPC 222 DIF .2 0.2 h= AR Ra t BRAZRa 十 CRGRE S 
stage > ball mariballM.obj O xyz 0 0 0 -36 -305 0 1.17382 EXP 50 SPC .9 .9 .9 
* [knot mariknotM.obj O xyz0000001 MDI check.rgb 1 1 .3 EXP 100 iE ARa Ria + BRSR;-TCRRs 
lcurtl curt1M.obj O xyz 14.1 0 0 0 383 400 1 MAM check.rgb 11.1 SMSon 
* | curt2 curt2M.obj O xyz 0 66 0 394 0 400 1.09496 SMS on LTM 3 j= AR, + BR, T CR,?—1 
* | curt3 curt2M.obj O xyz 0 -69.8 0 -389 0 400 1.10662 LTM 3 # 
stage > dog default D xyz 0 134.9 0 157 33 200 0.250148 # NEW ball (4) 
* > body maril0M.obj O xyz0000001 NEW curt ーー 2 
* > arms default D xyz 0 0 0 0 221 0 1 AMB 000 33. » Jy K 1 SZI せ た 場 合 の 
* > shol mari4M.obj O xyz 0 0 -39.9 195 0 0 0.533334 DIF000 2n 2 d この マト リク ス MORGE da 
* > arm] mari5M.obj O xyz 0 0 45.8 0 0 0 2.28245 SPC 222 0 wr ゝ zi - M 
* > armlb mari5M.obj O xyz 90.4 0 0 0 -336 0 0.860993 EXP 70 EXP 50 2 次 曲面 式 (4) を 用 いて , 同様 に 光線 と の 
* > hand1 mari3M.obj O xyz -32.1 0 0 0 -312 0 0.627479 MDI flowrgb 1 1 .6 LTM 3 zr xag 2» £T 2 ば よい s 
arms > sho2 mari4M.obj O xyz 0 -7.4 35.3 -195 0 0 0.533825 MAM flow.rgb11.1 “ ACER 内 外 判 別 を 行え は よい の で ある : 
* > arm2 mari5M.obj O xyz 26.5 0 -50.7 0 0 0 2.28245 SMS on EW light Sas 3 > ES 
* > arm2b mari5M.obj O xyz 52.5 0 0 0 -336 0 0.860993 LTM3 AMB .8 .8 .8 例え ば , 法 線 ベク トル は 関数 を 偏 微 分 す 
* > hand2 mari3M.obj O xyz -44 0 0 0 -312 0 0.627768 # DIF .2 .2 .2 れ ば よい か ら 
body > hip mari6M.obj O xyz 0 12.7 0 0 -344 0 1.40088 NEW red SPC 9 .9 .9 
* > foots default D xyz0000-6401 AMB .1 .1 .1 EXP 100 - 
* > momol mari7M.obj O xyz 29.900 110001 DIF100 SMS on of / ox — ax F dy t fz- g 
* » niel mari2M.obj O xyz 000 0 -550 95 3.99578 SPC 222 LTM3 p 
* > legl mari8M.obj O xyz -39.7 0 0 0 0 0 0.202394 EXP 100 # of / 9y — by t ez c dx h (5) 
* > foot] mari3M.obj O xyz 83.20 0 0 -477 0 0.457719 SMS on NEW coil "e ， 
foots > momo2 mari7M.obj O xyz -2.200 -100001 LTM3 AMB.1.1.1 of / O2 — CZ TÉ T €y t! 
* > nie2 mari2M.obj O xyz 0 0 0 0 -550 95 3.99578 # DIF 5.5.3 r " \ 
* > leg2 mari8M.obj O xyz -39.7 0000 0 0.202394 NEW blue SPC222 が 求まる 。 もしも, お 手もと の ソフ トウ 
* > foot2 mari3M.obj O xyz 83.20 0 0 -477 0 0.457719 AMB .1 .1 .1 SMS off os Me N : 
body » neck mari3M.obj O xyz 0 0 0 0 538 0 0.809468 DIF00 1 I エア に ツリ ー 構 造 の な い 方 が いた だ たら, ぜ 
* > head marilM.obj O xyz 67 -5:200001 SPC 222 TM3 * " 
* > ear default D xyz 141.6 0 0 0 0 0 0.673286 EXP 100 4 ひ 取 り 付 け で みる こと を お 勧め する 。 
* » ear] mari3M.obj O xyz 0 0 10.6 164 0 0 1 SMS on NEW coil2 
ear > ear2 mari3M.obj O xyz 0 0 -10 -164 0 0 1 LTM 3 AMB .1 .1 .1 
head > eye default D xyz 0 0 0 0 -140 -46 3.99947 # DIF .5.5.5 
* > eyel mari2M.obj O xyz00038001 NEW white by 22 
eye > eye2 mari2M.obj O xyz000-38001 AMB.1.1.1 on YT? LE] 
head » nose mari2M.obj O xyz 0 0 0 0 -440 0 3.99947 DIF.5.5.5 £^ : debut を 用 いた 作品 制 作 の 実際 
body > tail mari3M.obj O xyz -106.1 0 0 0 -340 107 0.778394 SPC 222 — 
body > tube maritubeM.obj O xyz 0 -108.2 90 0 615 -47 2.99779 EXP 70 : —: [] 5, 6 iX, debut ver.2 を 用 いた 作品 
stage > cat default D xyz 0 -138.2 0 -160 24 180 0.250148 SMS on CO1 " " , 
* > cbody mari lObM.obj O xyz0000001 LTM3 yt Cat & Dog (Marionette Show) rE 
* > carms default D xyz 0 0 0 0 221 0 1 # "J-— » 
* » cshol mari4bM.obj O xyz 0 0 -39.9 195 0 0 0.533334 NEW redlight m E E "Coils" CÓ 5, 図 7 は , "Cat & Dog" 0 
* > carm] mariSbM.obj O xyz 20.8 0 60.4 0 0 0 2.28245 AMB .800 ow.rgb 81. m 
* > carmlb mari5bM.obj O xyz 90.4 0 0 0 -336 0 0.860993 DIF .200 wet Pa 81.5 た め の ワ イヤ ー・ モ デル を debut ver.0 
* > chand1 mari3bM.obj O xyz -32.1 0 0 0 -312 0 0.627479 SPC .9 .9 .9 o Y : m 
carms > csho2 mari4bM.obj O xyz 0 -7.4 35.3 -195 0 0 0.533825 EXP 100 EXP 70 で 計算 し た も の で ある 。 ま だ た 。 "Cat& 
* > carm2 mariSbM.obj O xyz -27.4 0 -50.7 0 0 0 2.28245 SMS on LTM 3 — - 
* > carm2b mari5bM.obj O xyz 52.5 0 0 0 -336 0 0.860993 LTM 3 d Dog" “Coils" の た だ た め の .str デー タ .mat 
* > chand2 mari3bM.obj O xyz -44 0 0 0 -312 0 0.627768 # NEW coil4 ga E Nd 2 
cbody > chip mari6bM.obj O xyz 0 -10 0 0 -344 0 1.40088 NEW bluelight AMB 000 デー タタ:cam デー タ ,.lit デー タ を それ ぞ 
* > cfoots default D xyz 0000-6401 AMB 00.8 DIF 000 " と - 
* > cmomol mari7bM.obj O xyz 29.80 10 11000 1 DIF 00 .2 SPC 222 れ 掲 載 す る ( 表 9 一 14) (.obj の デー タ は 
* > cniel mari2bM.obj O xyz 0 0 0 0 -550 95 3.99578 SPC 9 .9 .9 MAM flow.rgb 81.1 
* > clegl mari8bM.obj O xyz -39.7 0 0 0 0 0 0.202394 EXP 100 MDI ilow.rgb 8 1.5 長く な る の で 省略 する )。 
* > cfootl mari3bM.obj O xyz 83.2 0 0 0 -477 0 0.457719 SMS on SMS on £ 
cfoots > cmomo2 mari7bM.obj O xyz -2.2 0 -12.5 -100 0 0 1 LTM 3 EXP 70 “Coils ifa € ZER FE y ovo0dl 
* > cnie2 mari2bM.obj O xyz 0 0 0 0 -550 95 3.99578 # LTM 3 


* > cleg2 mari8bM.obj O xyz -39.7 0 0 0 0 0 0.202394 
* > cfoot2 mari3bM.obj O xyz 83.2 0 0 0 -477 0 0.457719 
cbody » cneck mari3bM.obj O xyz 0 0 0 0 447 0 0.746792 
* > chead mari9bM.obj O xyz -10.7 -5.100001 
* > cear default D xyz 141.6 0 0 0 344 0 0.673596 
* > cearl mari3bM.obj O xyz 0 0 10.6 164001 
cear > cear2 mari3bM.obj O xyz 0 0 -10 -16400 1 
chead > ceye default D xyz 0 0 0 0 215 -158 3.99763 
* > ceyel mari2bM.obj O xyz0 0038001 
ceye > ceye2 mari2bM.obj O xyz 0 0 0 -3800 1 
chead > cnose mari2bM.obj O xyz 0 0 0 0 104 -155 3.99763 
cbody » ctail mari3bM.obj O xyz -106.1 0 0 0 -340 107 0.778394 
cbody » ctube maritubeM.obj O xyz 0 -108.2 90 0 615 -47 2.99779 
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と スポ ッ ト ラ イト の テス ト で ある 。 4 つ 
の ロイ ル は それ ぞ れ 。 ズ ムー ズ ・ シ ェ ー 
デ ォ ング の 有る ノノ 無し 。 マッ ピン ダ の 有 
る 無し の 組合 せ と 4 通 り の マテ リア ル 
の 例 を 示し て いる 。 ス ポッ トラ イト は 7 
灯 あ り , す べ て 異な る 色 を も た せ て ある 。 
また , 光 は 光源 か ら の 距離 に より 減衰 き 
せる タイ プ を 使用 し て いる 。 た だ し , M 
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向 性 は も た せ て いな い の で 。 コイ ル と 同 
様 に 後ろ の 壁 に 光 が 映り 込ん で いる の が 
わか る で あろ う 。 

"Cat & Dog” は “Coils"* を さら に 複雑 
IU, 2 体 の マリ オ ネ ッ ト を 付け 加え た 
も の で , 実際 に .str デー タ を どの よう に 
作る か 参考 に し て ほし い 。 プ リ ミ テ ィ プ ブ 
と な る .obj の ほとん ど は makeprim の 
回 転 体 で 人 作っ た も の で ある が カー テン, 
サッ カー ボー ル な どい くつ か は 別 の 特殊 
な プロ グラ ム で 作成 し て いる 。 し か し , 
これ ら も 基本 的 に は 同じ で あり , 難し く 
な い の で 各自 いろ いろ 研究 し て みる と よ 
ks。 マッ ピン グ デ ー タ と し て は 。 ス キャ 
ナ か ら 取 り 込 ん だ も の を 1 回目 に 定義 し 
た .rgb(.map) デー タ に 変換 し て 使用 し 
て いる が ,。 スキ ャ ナ の な い 方 に は 無理 で 
あろ う 。 また 。debut で は マッ ピン グ の ア 
ンチ ・ エ イリ アシ ング を 行っ て いな い の 
T, 初め の うち 比較 的 小さ な モデ ル で あ 
る マリ オ ネ ッ ト へ の マッ ピン グ が 胡麻 塩 
模様 に な っ て し まっ た 。 これ を 解決 する 
た め , マッ ピン グ デ ー タ に 初め か ら わ ざ 
と ぼかす と いう 画像 処理 を 行っ た .rgb 
を 使っ て 計算 し て みた ら 。 か な りう まく 
いっ た 。 点 光線 は 各 light.obj の 下 に 取り 
付け て ある の で ,。 ちょ うど それ ぞ れ の 電 
球 が 光っ て いる よう な 効果 を 与え て い 
Da 

debut シリ ー ズ を 使用 する 際 は , 

(D まず ver.0 で ワイ ヤー で 表示 し チェ ッ 

ク す る 
② ver.1 を クイ ッ ク ・ シ ェ ー ダ ー と し て 

使用 し , 簡単 な レン ダリ ング テス ト を 

行う 
これ で うま くい そく と 思え ば は ば, writ 

時 間 を か け て 本 番 レ ンダ リン グ を する 
と いう 順序 で 行 を ば よい と 思う 。 


debut プロ グラ ム の 今後 の 発展 


debut は デプス ・ バ バッファ ・ プ ログ ラム 

で ある の で ,。 か な り い ろ い ろ な 制約 が あ 

る 。 この バー ジョ ン で は 。 

アン チエ イリ アタ ング を 本 っ て va な 
b 

(の ケル ビッグ が の チア ンチ ィ エイ オリ アシ ング 
を 行っ て いな い 

(3) 半 透 明 の マテ リア ル が 使え な い 

④ バン プ マ ッ プ が 使え な い 


(5) 描画 で きる 画像 サイ ズ の 制限 
⑥ 処理 速度 
な どの 問題 点 が ある 。 し か し , ©, ③ は 
a バッファ に する こと に より 解決 すべ き 
も の で あり , ©, ⑥ は さら に それ を スキ 
ャ ン ラ イン に する こと に より 解決 され る 
と 思う 。 力 の ある 人 た ち は そ れ ら に 関す 
る 文献 を 参考 に し て 発展 させ て も らい た 
い 。 

デプス ・ バ ッ フ ァ で ある こと を 利用 し 
た 面白 い 機 能 と し て , 2 次 曲面 プリ ミ テ 
ィ ブ を ポリ ゴン と 同様 に 使用 で きる と い 
うこ と が ある 。 これ に 関し て は 文献 1) を 
参考 に し て ほし い 。 

さら に , 静止 画 で は 物 足 り ず 。 アニ メ 
ーション を 作り た い 方 の た め に 付記 し て 
B4. 

アニ メー ショ ン を 作る た め に は 上 単純 に 
は .str デー タ 内 の 各回 転 や 平行 移動 パラ 
メー タ の 値 を どん どん 変化 させ て いけ ば 
よい の で ある 。 そ の た め に キー と な る .str 
を いく つか 決め て お き ,。 各 パ ラメ ー タ を 
スプ ライ ン に より 補間 する と いう 方 法 を 
と る 。 ま た だ た, オブ ジェ クト を .str で 組み 立 
て た り 。 キー フレ ー ム を 決め た りす る た 
め に は , ぜひ と も ツリ ー エ ディ タ が 欲し 
ゅ いと ころ で ある 。 こ れ は ワイ ヤー・ フ レ 
ー ム で 全体 の 構造 が モニ ター に 表示 さき 
れ , 各 パ ラメ ー タ を 変化 させ る と (で き 
れ ば リア ル タ イ ム で ), それ が 実際 に モニ 
ター に 表示 さる され て チェ ッ ク で きる よう に 
し た も の で ある 。 こ れ は , 現在 で は PC-98 
レベ ル の マイ クロ コン ピュ ー タ で も か な り 
の も の が 制作 で きる と 思う (実際 に 数 年 前 , 
ある ハッ カー が PC-98 で それ を 作っ て し 
まっ た の を 目撃 し た こと が ある )。 ま た 。 キ 
ー プ ビレ ビーム に よる デニ メー ジョ シン *・ デ ー 
タク が で きた ら , その 動き を ワイ ヤー・ フ 
レー ム で モニ ター に 表示 で きる アニ メー 
ショ ン ・ チ ェ ッ カー も 欲し いも の で ある 。 
これ も PC-98 レベ ル の マイ クロ コン ピュ 
ー タ で も 制作 可能 の よう で ある 。 


これ で 今回 の シリ ー ズ を 終わ り に し た 
いと 思い ます が 。 も し 連載 の 中 で 不明 の 
部 分 が あり まし た ら PIXEL 編集 部 まで 
お 便り を 下さ い (も し 質問 が 多く ある よ 
う で あれ ば , また 別 の 機会 に まとめ て 執 
筆 す る か も し れ ま せん ) 。 ま た , debut を 
使用 し て 何 か 作 品 が で きた ら ,。 それ も 編 


集 部 に 送っ て みて は どう で し ょ うか ? 
出来 が 良けれ ば 掲載 し て も ら え る か も 


それ で は , debut シリ ー ズ を パブ リッ 

ク ・ ド メイ ン と し て お お い ぃ に 活用 し て く 

だ さい 。 

* ネ バグ レポ ー ト 1 : 正確 に は バグ で は な 
いらい の だ が , 今回 や 第 1 回 目 に 定義 し た 
各 デ ー タ 内 の ラベ ル の 名 前 が 実際 の 
ソー ス ・ プ ログ ラム の 中 で 異な っ て い 
る も の が ある よう な の で , 注意 し て 直 
LETEL, 
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表 1 makeprim ソー ス ・ プ ログ ラム 


[Soho ie ee i ahe afe ske ahe eh e be tlc e loe / 
/* PRM.H er 
/*  headerformakeprim. */ 


JPE >te 24e e 3 ek he ede e eb he be be aleae e abe ale ale ale ale aleak / 


#define MAXLINE 240 

#define EQUAL 0 

#define MAXCOORD 10000 /* max coordinates for one object */ 
#define MAXPOINT 1000 /* max points for one line */ 

#define MAXVERT 100 /* max vertice of one polygon */ 
#define PAI 3.141592 

#define TRUE 1 

#define FALSE 0 


#define VERTEX "VX" 

#define MAPVERT "VM" 
#define SURFACE "SF" 

#define MAPSURF "FM" 
#define MATERIAL "MT" 
#define LINE 
#define DLM  '",' /* char !*/ 


typedef struct( 
float u, 
V; 
} Map2f; 
typedef struct ( 
float X, 
y; 
} Vector2f， 
typedef struct{ 
float X, 
y, 
Z; 
} Vector3f; 
Vector3f coord[MAXCOORD]; 
Vector2f point[MAXPOINT]; 
Map2f mapv[MAXVERT]; 
typedef struct ( 
char name[MAXLINE]; 
int prim type; 
int patch fg 
int map fg; 
char matmame[MAXLINE]: 
char mtlmame[MAXLINE]: 
int du; 
int dv; 
int PointNum 
int VertNum; 
int FaceNum; 
} Object; 


Object object[1]; 
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"LN" /* line -- using in .obj for rotation shape */ 


た な GetKeyS(save, "y", "Use Triangle Patchs ?(y/n)-«96s»"); 

* xk sk oe oke se obe oj ok oj je ke oje joke oe ak ak ak ake ke joke xoXololjek if(stremp(save, "n") 一 二 EQUAL) 

* *  MAKEPRIM.c * object-»patch fg = TRUE; 

* [し よ ま まま まま ます ます すま まま ます すま すま まま まま まま まま + まう else 

object->patch_fg = FALSE; 

*  Wntten by Ryoichiro Debuchi ) 

*  (CATDIG -- is a brand name of all my works) 

* Date: Feb. 1989. c & pR. Debuchi GetKeyS (save, "y", "Atach Material? (y/n)-«96s» "); 

* if(stremp(save, tn = EQUAL)( 

* Function: GetKeyS(object-»matname, "mat", "Input .mat File Name=<%s>"): 
* A Making Object File(.obj) Using in Debut Software. GetKeyS(object->mtlname "col", "Input Material Name=<%s>"): 
* This program produces several kinds of primitive objects GetKeyS(save, "n", "Use Mapping?(y/n)-«96s»"); 

* which are used in DEBUT(Ver. 0-2). if(strcemp(save, "y") == EQUAL) object-»map fg = TRUE; 

* This provides you 8 kinds of primitives -- Mesh, N-Polygon, else object- map. fg = FALSE; 

* Cube, Rotation shape, Sphere, Cylinder(Corn), Coil and Spiral. ) 

* This Process is performed by inputting commands or data from keybord. } 

* 

*/ BEENY 

#include <stdio.h> int i, j, sum; 

Vinclude «math.h» float an b,v,r,a; 


#include "prm.h" 
fprintf(stderr, MAKE ROTATION SHAPEN ); 
float pai; ReadLineFile(); 
FILE — *fp, *fopen(); object-»dv = object-»PointNum; 
char savename[M AXLINE]; 
GetKeyI(&(object-»du), 12, "Input Division Num=<%d>"); 


main() GetKeyF(&an, 360.0, "Input Angle=<%g>"): 
( b = (float)an / (float)object-»du; 
pai = PAI / 180.0; 
object-»prim type = SelectObj(); for(i = 0; i < object-»dv; i++) 
SetObjPara(); ( 
AtachMat(); v = (point&i)-»y; 
if(object-»prim type == 2) r= (point+i)->x; 
SaveFilePoly(); for(j = 0; j <= object->du; j++) 
else if(object->prim_type == 3) { 
SaveFileCube(); sum = i * (object->du + 1) + j; 
else{ a-b*j* pai; 
object-» VertNum = object-»dv * (object->du + 1); (coord+sum )->X = r * cos((double)a); 
SaveFileUV(): (coord--sum)-»z - r * sin((double)a); 
} (coord+sum)->y = v; 
exit(1); } 
) ) 
) 
int SelectOb;() 
( ReadLineFile() 
int type; ( 
char name[MAXLINE], saveIMAXLINE]: 
labell: char tank[MAXLINE], line[MAXLINE]: 
fprintf(stderr, "SELECT OBJECT TYPEN ); char "p 
fprintf(stderr, "Rectangle Mesh = 1n"); int i, n, m, vertn, cn, pn; 
fprintf(stderr, "N-Polygon = 2"); int e vtn[MAXLINE]; 
fprintf(stderr, "Cube = 31") float vp[3 
fprintf(stderr, "Rotation Shape = 4n"); Vector2f SE HMAXPOINTI; 
fprintf(stderr, "Sphere = n"); 
fprintf(stderr, "Cylinder(Corn) = 6"); fprintf(stderr, "INPUT READ OBJ. FILE NAMEw"); 
fprintf(stderr, "Coil = Nn") label2: 
fprintf(stderr, "Spiral = &\n"); GetKeyS(save, "default", "Read File Name=<%s>"); 
sprintf(name, "96s.obj", save); 
GetKeyI(&type, 3, "Object Type=<%d>"): fp = fopen( name, "r"); 
if(type < 1 II type > 8)( if(fp == (FILE *)NULL) 
fprintf(stderr, "Illegal Object Type^n"); ( 
goto labell; fprintf(stderr, "Can't Open File 95s", name); 
) fprintf(stderr, "Input Again"); 
return(type); goto label2; 
| n-mc-pn-0; 
SetObjPara() Te 
( 
char save[MAXLINE]: = fgets(line, MAXLINE, fp); 
ip == = NULL) 
switch(object-»pri break; 
( nic uen sscanf(line, "96s", tank); 
case 1: MakeMesh(); break; if(stremp(tank, VERTEX) -- EQUAL)( 
case 2: MakePolygon(); break; if(n >= MAXPOINT)| 
case 3: MakeCube(); break; fprintf(stderr, 
case 4: MakeRotation(): break; "Vertex too Large (<= 96d) (%s)m", MAXPOINT, name); 
case 5: MakeSphere(): break; exit(1); 
case 6: MakeCylinder(); break; ) a 
case 7: MakeCoil(0); break; sscanf(line, "96s %f %f 9of", tank, vp, vp+1, vp*2); 
case 8: MakeCoil(1); break; (stackp+pn)->x = *vp * 100.0; 
} (stackp+pn)->y = *(vp+1) * 100.0; 
) pn += 1; 
AtachMat() else if(strcemp(tank, LINE) == EQUAL)( 
( if(m == 0){ 
char save[MAXLINE]; vertn = GetFace(line, vn, vtn); 
if(vertn > MAXPOINT)[ 
if(object-»prim, type != 2) l i fprintf(stderr, 
GetKeyS(save, "t", "Line Vertice too Large (<=%d) (%d 1 line) (%s)n", MAXPOINT, m, name); 
"Which? Triangle or Rectangle Patch(t/r)=<%s>"); exit(1); 
else( 
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object->PointNum = vert; 

for(i = 0; i < vertn; i++) 

{ 
cn = *(vn+i) - 1; 
(point+i)->x = (stackp+cn)->x; 
(point+i)->y = (Stackp+cn)->y: 
fprintf(stderr, 

“point=%d %g 96g", i, (stackp+cn)->x, (stackp+cn)->y); 
) 


m += 1: 


) 
) 
fclose(fp); 


MakeMesh() 
( 
char save[MAXLINE]; 


int i, j, dv, du, iax, sum; 
float v, u, dlu, dlv, ilu, ilv; 


fprintf(stderr, MAKE MESH RECTANGLEw"); 
GetKeyS(save, "x", "Input Axis(x/y/z)-«96s»"); 
if(stremp(save, "y") == EQUAL)  iax- 1; 

else if(strcmp(save, "z") == EQUAL) iax = 2; 
else iax = 0; 


GetKeyF(&ilu, 100.0, "Input Length U=<%g>"): 
GetKeyF(&ilv, 100.0, "Input Length V=<%g>"): 
GetKeyI(&du, 10, "Input Div Num U-«96d»"); 
if(du == 0) du = 1; 

GetKeyI(&dv, 10, "Input Div Num V=<%d>"): 
if(dv == 0) dv = 1; 


object->dv = dv + 1; 
object-»du - du; 

dlu = ilu / (float)du; 
dlv = ilv / (float)dv; 


switch(iax) 
case 0: 
for(i = 0; i <= dv; i++) 
( 
v = -ilv / 2.0 +i * dlv; 
for(j = 0; j <= du; j++) 
{ 
sum = i * (du + 1) + j; 
u = -ilu / 2.0 + j * dlu; 
(coord+sum)->x = 0.0; 
(coord+sum)->y = u; 
(coord--sum)-»z = v; 
) 
) 
break; 
case 1: 
for(i = 0; i <= dv; i++) 
{ 
v = -ilv / 2.0 +i * dlv; 
for( j = 0; j <= du; j++) 
{ 
sum = i * (du + 1) + j; 
u = -ilu / 2.0 + j * dlu; 
(coord+sum)->x = v; 
(coord+sum)->y = 0.0; 
(coord--sum)-»z = u; 
) 
) 
break; 
default: 
for(i = 0; i <= dv; i++) 
{ 
v = -ilv /2.0 + i * dlv; 
for( j = 0; j <= du; j++) 
{ 
sum = i * (du + 1) + j; 
u = -ilu / 2.0 + j * dlu; 
(coord+sum)->x = u; 
(coord+sum)->y = v; 
(coord+sum)->z = 0.0; 
} 
} 
break; 
retum(1); 
) 
MakeSphere() 
( 
int i, j, sum; 


float s, a, b, r, anglu, anglv; 
float agu, agv, ir; 


Vector3f sca; 


fprintf(stderr, "MAKE SPHEREwm"); 

GetKeyF(&ir, 100.0, "Input Radius R=<%g>"); 
GetKeyF(& (sca.x), 1.0, "Input Scale X-«96g»"); 
GetKeyF(&(sca.y), 1.0, "Input Scale Y-2«96g»"); 
GetKeyF(&(sca.z), 1.0, "Input Scale Z-«96g»"); 
GetKeyI(&(object-»du), 12, "Input Div Num U=<%d>"): 
if(object->du == 0) object->du = 1; 


GetKeyI(&(object-»dv), 6, "Input Div Num V=<%d>"): 
if(object-»dv == 0) object-»dv = 1; 


GetKeyF(&agu, 360.0, "Input Angle U=<%g>"): 
GetKeyF(&agv, 180.0, "Input Angle V=<%g>"): 


anglu = (float)agu / (float)object-»du; 
anglv = (float)agv / (float)object-»dv; 
t= ir 


for(i = 0; i <= object->dv; i++) 
{ 
b= i * anglv * pai; 
s = sin( (double)b); 
for(j = 0; j <= object->du; j++) 
( 


sum = i * (object->du + 1) + j; 
a = j * anglu * pai; 
(coord+sum)->x r * s * sca.x * cos((double)a); 
(coord--sum)-»z = r * s * sca.z * sin((double)a); 
(coord+sum)->y = r * sca.y * cos((double)b); 
) 
) 


object-»dv += 1; 


return(1); 
) 
MakeCube() 
{ 
int i, j, sum; 
float s, a, b, r, anglu, anglv; 
float agu, agv, ir; 
Vector3f sca; 


fprintf(stderr, "MAKE CUBEw"); 

GetKeyF(&(sca.x), 100.0, "Input Size X=<%g>"); 
GetKeyF(&(sca.y), 100.0, "Input Size Y=<%g>"); 
GetKeyF(&(sca.z), 100.0, "Input Size Z-«95g»"); 


(coord)->x = 0.0; (coord)->y = 0.0;  (coord)-»z = 0.0; 
(coord+3)->x = 0.0; (coord+3)->y = 0.0; (coord+3)->z = sca.z; 
(coord+2)->x = sca.x; (coord+2)->y = 0.0; (coord+2)->z = sca.z; 
(coord+1)->x = sca.x; (coord+1)->y = 0.0: (coord+1)->z = 0.0; 
(coord+4)->x = 0.0; (coord+4)->y = sca.y; (coord+4)->z = 0.0; 
(coord+7)->x = sca.x; (coord+7)->y = sca.y; (coord+7)->z = 0.0; 
(coord+6)->x = sca.X: (coord+6)->y = sca.y; (coord+6)->z = sca.Z: 
(coord+5)->x = 0.0: (coord+5)->y = sca.y; (coord+5)->z = sca.Z: 


object->VertNum = 8; 
return( 1 ): 


MakeCylinder() 
{ 


char save[MAXLINE]; 
int i, j, iax, sum; 

float r1, r2, a, b, r, anglu; 
float dv, dr, len, agu; 
Map2f sca; ` 


fprintf(stderr, MAKE CYLINDERw"): 
GetKeyS(save, "x", "Input Axis(x/y/z)-«96s»"); 


if(stremp(save, "y" == EQUAL)  iax- 1; 
else if(stremp(save, "z") == EQUAL) iax = 2; 
else iax = 0; 


GetKeyF(&r1, 100.0, "Input Radius1 R1=<%g>"): 
GetKeyF(&r2, r1, "Input Radius2 R2=<%g>"): 
GetKeyF(&(sca.u), 1.0, "Input Scale U=<%g>"): 
GetKeyF(&(sca.v), 1.0, "Input Scale V=<%g>"): 
GetKeyF(&len, 100.0, "Input Height H=<%g>"): 
GetKeyI(&(object-»du), 12, "Input Div Num U=<%d>"): 
if(object->du == 0) object->du = 1; 


GetKeyI(&(object-»dv), 6, "Input Div Num V=<%d>"): 
if(object-»dv == 0) object->dv = 1; 


GetKeyF(&agu, 360.0, "Input Angle U=<%g>"): 


anglu — (float)agu / (float)object-»du; 
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) 


dv = (float)len / (float)object-»dv; 


if(object-»dv != 0.0) dr = て 2 - r1) / (float)object-»dv; 
else dr = 0; 


for( i = 0; i <= object-»dv; i++) 


b = (object->dV - i) * dv; 
r=rl +1i* dr; 
for( j = 0; j <= object->du; j++) 


sum = i * (object->du + 1) + j; 
a = j * anglu * pai; 
switch(iax) 

{ 


case 0: 


(coord--sum)-»z = r * sca.u * cos((double)a); 
(coord--sum)-»y = r * sca.v * sin((double)a); 


(coord--sum)-»x = b; 
break; 
case 1: 


(coord+sum)->X = r * sca.u * cos((double)a); 
(coord--sum)-»z = r * sca.v * sin((double)a); 


(coord+sum)->y = b; 
break; 
default: 


(coord--sum)-»y - r * sca.u * cos((double)a); 
(coord--sum)-»x - r * sca.v * sin((double)a); 


(coord--sum)-»z = b; 


MakePolygon() 


( 


break: 
) 
) 
object-»dv += 1; 
return(1); 
char save[MAXLINE]: 
int i, j, lax, sum; 
float a, b, r, anglu, dv, dr, len, agu; 
Map2f sca; 


fprintf(stderr, "MAKE POLYGONN ); 
GetKeyS(save, "x", "Input Axis(x/y/z)-«96s»"); 


if(stremp(save, "y") == EQUAL)  iax- 1; 
else if(stremp(save, "z") == EQUAL) iax = 2; 
else iax = 0; 


GetKeyF(&r, 100.0, "Input Radius R=<%g>"); 
GetKeyF(&(sca.u), 1.0, "Input Scale U=<%g>"); 
GetKeyF(& (sca.v), 1.0, "Input Scale V=<%g>"); 
GetKeyF(&len, 0.0, "Input Height H=<%g>"): 
GetKeylI(&(object-»du), 12, "Input Div Num U=<%d>"); 


anglu = 360.0 / (float)object-»du; 


j=0; 
switch(iax) 
( 
case 0: 
(coord+])->z = 0; (coord+j)->y = 0; (coord+j)->X = len; 
break; 
case 1: 


(coord+])->x = 0; (coord4j)-»z = 0; (coord+j)->y = len; 


break; 
default: 


(coordj)-»y = 0; (coord+])->x = 0; (coord+j)->Z = len; 


break; 
) 
(mapy+])->u = 0.5; 
(mapv+j)->v = 0.5; 


for(j = 1; j <= object->du; j++) 
( 
a =j * anglu * pai; 
switch(iax) 
{ 
case 0: 
(coord+j)->z = r * sca.u * cos((double)a); 
(coord+j)->y = r * sca.v * sin((double)a); 
(coord+j)->x = len; 
break; 
case 1: 
(coord+j)->x = r * sca.u * cos((double)a); 
(coord+j)->z = r * sca.v * sin((double)a); 
(coord+j)->y = len; 
break; 
default: 
(coord+j)->y = r * sca.u * cos((double)a); 


(coord+j)->X =r * sca.v * sin((double)a); 
(coord+])->Z = len; 
break; 
) 
(mapv4j)-»u = cos((double)a) / 2.0 + 0.5; 
(mapv+j)->v = sin((double)a) / 2.0 + 0.5; 
) 


object-> VertNum = object->du + 1; 


return(1); 
) 
MakeCoil(type 
int type; 
( 
mt i, j, sum; 
float dh, dru, drv, a, b, r, ru, rv, anglu, anglv; 
float agu, agv, iru, irv, ih; 


if(type == 0) fprintf(stderr, "MAKE COIL\n"); 
else fprintf(stderr, MAKE SPIRAL"); 


GetKeyF(&iru, 100.0, "Input Radius U=<%g>"): 
GetKeyF(&irv, 20.0, "Input Radius V=<%g>"): 
GetKeyI(&(object-»du), 12, "Input Div Num U=<%d>"): 
if(object->du == 0) 

object->du = 1; 
GetKeyI(&(object-»dv), 12, "Input Div Num V=<%d>"): 
if(object->dv == 0) 

object-»dv = 1; 
GetKeyF(&agu, 360.0, "Input Angle U=<%g>"): 
GetKeyF(&agv, 360.0, "Input Angle V=<%g>"): 
GetKeyF(&ih, 0.0, "Input Height H=<%g>"): 


anglu = (float)agu / (float)object-»du; 
anglv = (float)agv / (float)object-»dv; 
dh = (float)ih / (float)object->du: 


ru- inu; 

rv — irv; 
if(type == 0) 
{ 


for(i = 0; 1 <= object->dv; i++) 
{ 
b=i* anglv * pai; 
r= ru + rv * cos((double)b); 
for(j = 0; j <= object->du; j++) 
{ 
sum = i * (object->du + 1) +j; 
a= j * anglu * pai; 
(coord+sum)->x = r * cos((double)a); 
(coord+sum)->y = r * sin((double)a); 
(coord+sum)->z = rv * sin((double)b) + j * dh; 


dru = iru / (float)object->du: 

drv = irv / (float)object->du; 

for(i = 0; i <= object->dv; i++) 

{ 
for(j = 0; j <= object->du; j++) 
{ 


sum = i * (object->du + 1) +j; 


b =i * anglv * pai; 

ru = j* dru; 

rv = j * drv; 

T= ru + rv * cos((double)b); 

a= j * anglu * pai; 

(coord+sum)->x = r * cos((double)a); 
(coord+sum)->y = r * sin((double)a); 
(coord+sum)->z = rv * sin((double)b) + j * dh; 


} 
) 
object-»dv += 1; 


return(1); 


) 
OpenSaveFile() 
{ 
char save[MAXLINE]: 


fprintf(stderr, "INPUT SAVE OBJECT FILE NAMEw'): 


label3: 
GetKeyS(save, "default", "Save File Name=<%s>"): 


sprintf(savename, "%s.obj", save); 


fp = fopen(savename, "w"); 
if(fp == (FILE *)NULL)( 
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fprintf(stderr, "Can't Open File %s\n", savename); OpenSavcFile(); 
fprintf(stderr, "Input Againm"): 
goto label3; fprintf(fp, "# CUBE"); 
) fprintf(fp, "# %sn", savenamc): 
) fprintf(fp, "4 Nn"); 
SaveFileUV() /* for u-v t .obj * 
( ud peo for(i = 0; i < object-» VertNum; 1 十 十 ) 
int i, j, n, m, k; fprintf(fp, "%s %f %f Nn", 
int sp0, spl, sp2, sp3; VERTEX, (coord+i)->x / 100.0, (coord+i)->y / 100.0, (coord+i)->z / 100.0); 
float du, dv, dut, dvt; fprintf(fp, "# %d verticesw", 8); 
fprintf(fp, ^n"); 
nSaveFile(); 
rue Q if(object->map_fg == TRUE)( 
fprintf(fp, "#MATRIX %d %dn", object-»dv, object->du); fprintf(fp, "7s 0.0 0.0 0.0n", MAPVERT); 
fprintf(fp, "# Psin", savename); fprintf(fp, "96s 0.0 1.0 0.0", MAPVERT); 
fprintf(fp, "# Xn"); [printf(fp, "%s 1.0 1.0 0.0", MAPVERT): 
fprintf(fp, "95s 1.0 0.0 0.0n", MAPVERT); 
for(i = 0; i < object-» VertNum; i++) [printf(fp, "& %d mapping vertices", 4); 
fprintf(fp, "96s %f %f wAn", } 
VERTEX, (coord+)->x /.100.0, (coord+i)->y / 100.0, (coord+)->z / 100.0); fprintf(fp, "4 Nn"); 
fprintf(fp, "# %d vertices", object-»dv * (object-»du + 1)); fprintf(fp, "96s %s %s\n", MATERIAL, object-»matname, object-»mtlnamce); 
fprintf(fp, ^n"); if(object-»map. fg == FALSE)( 
fprintf(fp, "%s 1 2 3 An", SURFACE); 
if(object-»map. fg == TRUE)( fprintf(fp, "45s 5 6 7 8n", SURFACE); 
du = 1.0 / (float)object-»du; fprintf(fp, "%s 1 5 8 An", SURFACE); 
dv = 1.0/ (float)(object-»dv - 1); fprintf(fp, "%s 2 8 7 3n", SURFACE); 
for(j = 0; j < object-»dv; j++) fprintf(fp, "95s 3 7 6 An", SURFACE); 
( fprintf(fp, "%s 4 6 5 Dn", SURFACE); 
dvt = j * dv; } 
for(i = 0; i <= object->du; i++) else( 
( fprintf(fp, "96s 1%c1 2%c2 3%c3 496cANn", 
dut =i* du; SURFACE, DLM, DLM, DLM, DLM); 
fprintf(fp, "%s %f %f 0.0n", MAPVERT, dut, dvt); fprintf(fp, "%s 5%c1 6%c2 7%c3 8%cAn", 
SURFACE, DLM, DLM, DLM, DLM); 
) fprintf(fp, "25s 1%c1 5%c2 8%c3 29%0c4Nn 
fprintf(fp, "# %d mapping verticesN SURFACE, DLM, DLM, DLM, DLM); 


object-»dv * (object-»du + 1)); fprintf(fp, "os 2%c1 8%c2 7%c3 326c4N", 


) 

— SURFACE, DLM, DLM, DLM, DLM); 
fprintf(fp, "#\n"); , « " 

. " " ut に な . fprintf(fp, "96s 3%c1 7%c2 6%c3 495 cANn", 
igap arba Psin ; MATERIAL, object->matname, object->mtlname): SURFACE, DLM, DLM, DLM, DLM); 
forj «0; i« m; j++) fprintf(fp, "96s 4%c1 6%c2 5%c3 196c4Nn", 
( i : SURFACE, DLM, DLM, DLM, DLM); 


n =j * (object->du + 1) + 1; ) : : 
for = S is eodd i++) fprintf(fp, "# 96d elements\n", 6); 
( fclose(fp); 
k=n+i; retum( 1); 
sp0 = k; } 
sp3 =k + object->du + 1; 
spl = sp0 + 1; SavcFilcPoly() /* for n-polygon type .obj */ 
2 =sp3 + 1; | 
"p P int 1 j, n, m, k, n2; 
if(object-»patch fg == FALSE)( int sp0, spl, sp2, sp3; 
if(object->map_fg == FALSE){ float du, dv, dut, dvt; 
fprintf(fp, "96s %d %d 95d", 
SURFACE, sp0, spl, sp2); OpenSavcFile(); 
fprintf(fp, "96s 96d %d dAn", l " : 
SURFACE, sp0, sp2, sp3); fprintf(fp, "4 N-POLY\n"); 
) fprintf(fp, "# %s\n", savename); 
else( fprintf(fp, "lli Nn; 
fprintf(fp, "96s %d%c%d %d%c%d 96d 95c96dNn", l l 
MAPSURF, sp0, DLM, sp0, sp1, DLM, sp1, sp2, DLM, sp2); if(object->patch_fg == FALSE ( — — 
fprintf(fp, "%s %d%c%d %d%c%d %d%c%dw"。 for(i = 0; i < object->VertNum; i++) i 
MAPSURF, sp0, DLM, sp0, sp2, DLM, sp2, sp3, DLM, sp3); fprintf(fp, "96s %f %f % fn", 
} VERTEX, (coord+i)->x / 100.0, (coord+i)->y / 100.0, (coord+i)->z / 100.0); 
} fprintf(fp, "# %d verticesw", object->VertNum); 
else { n 
nun dd m pene for(i = 1; i < object-» VertNum; i++) 
SURFACE sp0 spl sp2 sp3); fprintf(fp, "Obs %{ Gf PAn", 
dis ke ' VERTEX, (coord+i)->x / 100.0, (coord+)->y / 100.0, (coord+)->z / 100.0); 
fprintf(fp, "%s %d%c%d %d%c%d %d%c%d %d%c%dw'' fprintf(fp, "& %d vertices", object-» VertNum - 1); 
MAPS F, , , , , , , , , , , » , B 
URF, sp0 s sp0, spl, DLM, spl, sp2, DLM, sp2, sp3, DLM sp3) fprintf(fp, Nn"); 
) if(object-»map fg == TRUE)( 
) if(object-»patch fg == FALSE)( 
: : VEN for(i = 0; i < object-» VertNum; i++) 
if(object-»patch fg == 0) à á " 
fprintf(fp, "& %d elementsv", fprintf(fp, "96s %f Ff %fm 
(object-»dv - 1) * object->du * 2); MAPVERT, (mapy+i)->u, (mapv+i)->v, 0.0); 
else fprintf(fp, # %d mapping vertices", object-» VertNum); 
fprintf(fp, "# %d elementsw 
(object-»dv - 1) * object-»du); else{ BEEN 
fclose(fp); for(i = 1; i < object-» VertNum; i++) 
retum(1); fprintf(fp, "96s f %f Nn", 
} MAPVERT, (mapv+i)->u, (mapv+i)->v, 0.0); 
fprintf(fp, "# 96d mapping vertices\n", 
SaveFileCube() /* for cube type .obj */ object-» VertNum - 1); 
( } 
int i, j, n, m, ki ) 
int sp0, sp1, sp2, sp3; fprintf(fp, "#\n"); 
float du, dv, dut, dvt; fprintf(fp, "%s %s %sn", MATERIAL, object-»matname, object->mtlname); 


if(object->patch_fg == TRUE){ 
if(object->map_fg == FALSE)( 
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/* 
" 


#define 
static 
static 


int 
char 
int 
int 


( 


char 


fpnntf(fp, "%s ", SURFACE); 

for(i = 1; i < object-> VertNum; i++) 
fprintf(fp, "%d ", i); 

fprintf(fp, ^n^); 


else( 


fprintf(fp, "%s ", MAPSURF); 

for(i = 1; i < object-» VertNum; i++) 
fprintf(fp, "%d%c%d ", i, DLM, i); 

fprintf(fp, '^n"); 


) 
fprintf(fp, "# %d elements", 1); 


) 
else( 
n = object-» VertNum - 1; 
if(object-»map. fg == FALSE)( 
for(i = 1; i <= n; i++) 
{ 
spO = 1; 
spl =i+1; 
if(1!2 n) sp2 = sp1 + 1; 
else sp2=2; 
fprintf(fp, "%s %d %d 9odN", 
SURFACE, sp0, spl, sp2); 
) 
else( 
for(i = 1; i <= n; i++) 
( 
sp0 = 1; 
spl =i+ 1; 
if(i != n) sp2 =spl +1; 
else sp2=2; 
fprintf(fp, "96s %d%c%d %d%c%d %d%c%dw ， 
MAPSURF, sp0, DLM, sp0, sp1, DLM, sp1, sp2, DLM, sp2); 
i } 
fprintf(fp, "# %d elements\n", object-> VertNum - 1); 
} 
fclose(fp); 
return(1); 


General input routines 


LINEBUE256 
char buf[LINEBUF]; 
char buf1[LINEBUF]: 


GetKeyI(retval, def, prompt) 


*prompt; 
def; 
*retval; 
while(1) 
[ 
fprintf(stderr, prompt, def); 
fgets(buf, LINEBUF, stdin); 
if(*buf == ^n')( 
*retval = def; 
retum(2); 
) 
if(sscanf(buf, "96d", retval) == 1) 
return(1); 
) 
GetKeyC(retval, def, prompt) 
*prompt; 
def; 
*retval; 
int tmp; 
while(1) 
( 
fprintf(stderr, prompt, def); 
fgets(buf, LINEBUF, stdin); 
if(*buf == ^n')( 
*retval = def; 
retum(2); 
) 
if(sscanf(buf, "%c", &tmp) == 1)( 
*retval = (char)tmp; 
return(1); 
) 
) 


GetKeyF(retval, def, prompt) 
*prompt; 


float def; 
float *retval; 
[ 
while(1) 
{ 
fprintf(stderr, prompt, def); 
fgets(buf, LINEBUF, stdin); 
if(*buf == ^n')( 
*retval = def; 
return(2): 
} 
if(sscanf(buf, "7f", retval) == 1) 
retum(1); 
) 
) 
int GetKeyS(retval, def, prompt) 
char *prompt; 
char *def; 
char *retval; 
{ 
while(1) 
{ 
fprintf(stderr, prompt, def); 
fgets(buf, LINEBUF, stdin); 
if(*buf == ^n')( 
strcpy(retval, def); 
retum(2); 
) 
if(sscanf(buf, "96s", retval) == 1) 
return(1); 
) 
) 
GetFace(tank, v, vt) 
char tank(MAXLINE]; 
int v[MAXVERT], vt(MAXVERT]; 
{ 
int k, i, p, n, err; 
char v tank[MAXLINE], vt tank(MAXLINE]; 
p=er=0; 
1 = 2・ 
while(1 ) 
{ 
for( ; tank[i] == ' ' l| tank[i] == °t’; i++) 
if(tank[1] == ^n") 
break; 
else( 
sprintf(v tank, " " 
for(k = 0 : tank[i] >= '0' && tank[i] <= '9'; i++, k++) 
v tank[k] = tank[i]; 
v[p] = iatoi(v. tank); 
if(tank[i] == DLM) 
{ 
i++; 
sprintf(vt_tank, " "E 
for(k = 0; tank[i] >= '0' && tank[i] <= '9'; i++, k++) 
vt tank[k] = tank[i]; 
vt[p] = iatoi(vt tank); 
] 
) 
ptt 
) 
if(err == 0) n = p; 
else nz-l1; 
return(n); 
) 
iatoi( s) 
char s[]; 
{ 
int i, n, sign; 
for(iz0;s[i]zz''ls[i] zz" l N HA) 
sign = 1; ' 
if( s[ i] == '+' ll s[ i] == "-") 
sign = ( s[ i++] == "+’') ? 1 : -1; 
for( n = 0; s[ i] >= '0' && s[ i] <= '9'; i++) 
n=10* n + s[i] -°0'; 
return( sign * n); 
} 
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ラス ター・ ブ ラフ ィ ッ クス の ソフ トウ ェ ア ⑳ 


レイ ・ ト レー シン グ 6 


前 回 , 曲面 パッ チ を レイ ・ ト レーシ ング 法 で 描く に あー 
た っ て 問題 と な っ た 高 次 代数 方 程 式 の 解き 方 を 考え , 
その ブロ グラ ム を 示す 。 


は じ め に 


曲面 パッ チ を レイ ・ ト レー シン グ 法 た 
よっ て 描く た め の Kajiya の 方 法 ? の 概 
要 を 前 回 (89 年 2 月 号 ) 説 明 し た 。 Kajiya 
の 方 法 で は , 光線 と 曲面 パッ チ と の 交点 
を 求め る 計算 を , 終結 式 を 利用 する こと 
に より 。 18 次 方 程 式 

pis(z)= aoz + aiz" +: + az + ais 

= 0 (1) 
を 解く 問題 に 帰着 させ る 。Kajiya は これ 
を ラゲール (Laguerre) の 方 法 で 解い た 。 
ラゲール の 方 法 も 良い 方 法 で ある が , 基 
本 的 に 解 を 1 個 ず つ 求 め て いく 方 法 で あ 
り , われ われ の 問題 の 場合 に は 0 と 1 の 
間 の 実 根 の うち で 始点 に 最も 近い 点 に 対 
応 す る 解 が 必要 で ある 。 隣接 する ピク セ 
ル の 場合 に は , その ピク セル の 位置 に 見 
える 曲面 の 状況 は あま り 変 わら な いで あ 


ろう か ら ,。 前 の ピク セル で 求 ま っ た 解 が 
今度 の ピク セル で も 解 を 求め る た め の 非 
常に よい 初期 値 と な る こと は た いて い の 
場合 に 間違い な い 。 ところが, IO 


大 野 義夫 * 


うな 状況 で は , 前 の ピク セル で は 存在 し 
な か っ た 近い 交点 が 今度 の ピク セル の と 
ころ に 突然 現れ る こと に な る 。 前 の ピク 
セル で の 解 を 初期 値 と し た の で は , 最も 


図 1 隣接 する ビク セル と 曲面 と の 交点 


*bbo よし お 
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近い 交点 で は な く , その 次 の 交点 が 求 ま 
っ て し まう お それ が 強い 。: 姜 の じ 才 こと 
を 考え る と , 結局 は 全部 の 解 を 求め そ 
の 中 か ら 必 要 な も の を 選択 する と いっ た 
か た ち に せ ざ る を 得 な い 。 全 部 の 解 を 求 
め る 場合 に も , 前 回 述べ た よう に ラ ゲ ー 
ル の 方 法 が 使え る が , 1 個 の 解 が 求まる 
た びに 割り 算 を する た め に 誤差 が 累積 す 
る こと と 。 プロ グラ ム が 複雑 に な る と い 
う 問題 が ある 。 

高 次 方 程 式 の すべ て の 解 を 同時 に 求 
dD, 数 値 的 に も 安定 (どの よう な 初期 値 
か ら 出 発し て も きち ん と 求め る 解 に 到達 
する ) な 解法 と し て Durand- Kerner 法 
や Aberth 法 な どの 方 法 が ある 。 これら 
の 方 法 に つい て は いく つか の 解説 も で て 
いる の で (例え ば 文献 1 ) や 4 ) な ど を 参 
MUTORE Eh ここ で は 。 プロ デ 
ラム が 読め る 程度 に 手順 を 示す だ け に と 
ど め て お こう 。 


方 程 式 

f(z) = 0 (2) 
の 解 を 求め ある に は ニュ ー ト ン 法 , ある い 
は ニュ ー ト ン - ラ フ ソ ン 法 と よ ば れる 方 
法 が 有名 で ある 。 こ の 方 法 は , Hat 
分 に 近い 値 rO か ら 出 発し て , 
Gl) S) 一 AP 
の 繰返し に よっ て ? ツ 。 ァ の 。… を 求め る 
と , これ が は じ め の 方 程 式 の 解 に 収束 す 
る と いう も の で ある (残念 な が ら , 常に 
収束 する と は か ぎら な い )。 

この 方 法 は , 連立 方 程 式 に 拡張 する こ 
と が で きる 。 方 程 式 


t (3) 


"c n 4) 
fa( 2,2) =0 
すなわち 
f(x)=0 (5) 
に 対し て は 。 ヤ コ ビ 行列 
JG an) mU sGn,2)] 
afi(x) s afi(x)4 
03i OTa 
=j i : (6) 
oxi aTa 
の 逆行 列 
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K(x)-[K;(x)])-Us(x)]! (7) 
が 求 ま れ ば 。 E a=la, an] の 近く の 
zO [19.290] か ら 出 発し て 

a=- Ka"), 
Sol (8) 


n 
Lat” =p” = 2 Kil”) fala) 
i= 


DRLZko TONAL, LP, 
が 解 CRTA (これ も 出発 値 の 選び 
方 に よっ て は 収束 し な いこ と が ある )。 


Aberth 法 


代数 方 程 式 
Di(z)— aoz" - az" 1 十 … 十 Cn-12 十 Ca 
=0 (0) (9) 

の 解 を da,d2,…,anx と する と (も ちろ ん , E 
は 実数 と は か ぎら な い 。 複素 数 も 含ま れ 
2), 

b(z)—-a(z—a)z—a):-(z—a&) (0 
を 展開 し て 式 (9) と 係数 を 比較 する こと 
に より , “ 解 と 係数 の 関係 " 


> Nu (1) 


i=l 72 三 1 十 1 ik= ik-1 


ー/ TER 
一 人 1) do ' 


n ün 
do 


が 得 ら れる 。 これ を 21,22, Zn を 未知 数 
と する 連立 方 程 式 


n a 
f(a 2n) = bz: +0, 
iel Qo 


る る "る 三 (一 1) 


n n n 


fin 2n) = 2 Fh AN D Zii Zi (12) 


i=liz=i1+l]  ik=ik-] 


E a L — 
(-1) 内 0, 


fi(z m) mzmzm-i- D" 学 =0 
0 


と し て , 前 節 の ニュ ー ト ン 法 に よっ て 解 
こう と いう の が , Durand-Kerner 法 や 
Aberth 法 の 原理 で ある (z|,22, 77,22 は そ 
れ ぞ れ ay Qo an の いずれ か を 表す も 
の と する ) 。 ここ で は , その 中 で も 収束 の 


速い Aberth 法 を 使っ て みよ う 。 


pal2)=@2"+ az" !+ + an-12t an 
(13) 


の 対数 を と る と, 


log ヵ (<) 三 log2。 十 log(< 一 Qi) (4 
が 得 ら れ , この 両辺 を で 微分 する と, 


が ぇ る ) _ で e AM 
(<) F Aa. 
—— M2 : (15) 


^0 jelen A774 
と な る 。 S601, 
balzi) l l 


balzi) Ai^ Qi jeden Ai . Qj 
1 


Ai 4 
ーーーーー + ーー 
Zi— di 了 (zi— zzi- aj) 
1 


T UN 2;— 0;—2,;1 0; 
ター の に ma (ター る (るー の 
i 
zr 
l w 2j; Qj | 
y | Zi— 2j (zi 2) zi— a) Q6 
か Ò 
] E Pc) 
2i li か (る) 
P AN 2j;— Qj 
S per (zi NZ Qj | 
_ が 4(z/ E l 
か (< j2le4n iT 4j 
£j Qj 
t (zi— z;)(2i— a5) d) 
ENG 


ej Qj r3 
PDE-— Uu 


が 得 ら れる 。 ぇ , が a; に 十分 に 近い も の と 
TOE, 


ああ ナー Q 
る ー の (スー の (1) 
が 小さ いこ と か ら 。, 
本 そる ー 
M. bz) _ ] 
bia) s Zi- 4j 
p (2) 
p 1/ nV Zi 
Ay APER % 
; 人 ダー j (る) 
EE = 
) balzi) 


が ぇ る,) Án 2:— Zy 
が 得 ら れる 。 CO c b2»5, OREL 
に よっ て 解 が 求まる こと が 期待 で きる 。 


PIXEL (No. 80) 


1: program aberth(input,output); 

£1 

3: const nmax-20; nmax1=21: 

4: 

5: type complex=record re,im:real 

G: end; 

Te 

8: var a,aderiv:array[0..nmax] of real; 
9 : z:array[l..nmax] of complex; 

10: n,i,isw:integer; 

11:5 

12: function add(cl,c2:complex):complex; 
13: var w:complex; 

14: begin 

152 w.re:-cl.re-tc2.re; 

16: w.im:-cl.im-*c2.im; 

LT: add:=w 

18: end; { add } 

19: 
20: function sub(cl,c2:complex):complex; 
21: var w:complex; 
22: begin 
23: w.re:-cl.re-c2.re; 
24 w.im:-cl.im-c2.im; 
25 Sub :=Ww 
26: end; ( sub } 
27 
28: function mul(cl,c2:complex):complex; 
29: var w:complex; 

30: begin 

315 w.re:-cl.re*c2.re-cl.im*c2.im; 
32: w.im:-cl.re*c2.im*cl.im*c2.re; 
3 mul :=w 

34: end; { mul } 

34: 

36: function dv(cl,c2:complex):complex; 
37: var ww:real; 

38: w:complex; 

39: begin 

40: ww:-Sqr(c2.re)*sqr(c2.im); 

41: w.re:-(cl.re*c2.re*cl.im*c2.im)/ww; 
42: w.im:-(cl.im*c2.re-cl.re*c2.im)/ww; 
43: dv :=w 

44: end; { dv } 

45: 

46: function p(zz:complex) :complex; 

47: var w:complex; 

48: i:integer; 

49: begin 

50: w.re:-a[0]; w.im:-0.0; 

81: for i:-1 to n do 

S41 begin w:-mul(w,zz); 

S3: w.re:-w.re*ta[i] 

54: end; 

551 p:7w 

56: end; { p } 

57: 

58: function pderiv(zz:complex):complex; 
59: var w:complex; 

60: i:integer; 

61: begin 

62: w.re:-aderiv[0]; w.im:-20.0; 

63: for i:-1 to n-1 do 

64: begin w:-mul(w,zz); 

65: w.re:-w.re-taderiv[i] 

66: end; 

67: pderiv:-2w 

68: end; ( pderiv ) 

69: 

70: procedure initial; 


: var b:array[0..nmaxl,0..nmax] of real; 


c:array[0..nmax] of real; 
k,m,num:integer; 
beta,r,rr,t,vl,vZ:real; 


: begin 


beta:--a[1]/ (n*a[0]); 
for k:-0 to n do D[0,k] :=a [k] 
for m:-0 to n do 
begin 
b[m+1, 0] :=a [0]; 
for k:=1 to n-m do 


b[m+1, k] :=b [m+l, k-1 ] *beta+b [m, ] 


end; 
num: 0; 
for m:-0 to n-1 do 


if b[m*1,n-m]«»0.0 then num:-num-*1; 


r:-70.0; 

for k:-0 to n do 
c[k] :2-b[n-k-*1,k]; 

for k:-1 to n do 
begin 


rr:-exp (ln (num*abs (c[k]/c[0]))/k) 


if rr»r then r:-rr 


94: end; 
95: Cc [0] :=abs (c[0]); 
96 : for k:-1 to n do 
97: C[k]:--abs(c[k]); writeln; writeln('r- ZI 
98: for i:-1 to 2 do 
99: begin 
100: vl1:-c[0]; 
101: for k:-1 to n do 
102: vl:-vl*r*c[k]; 
103: v2:-n*c[0]; 
104: for k:-1 to n-1 do 
105: v2:-7v2*r-*(n-k)*c[k]; 
106: r:-r-vl/v2; writeln('r becomes',r) 
107: end; 
108: for k:-1 to n do 
109: begin 
110: t:7(6.2832* (k-1) 41.5) /n; 
111: z[k].re:-beta-r*cos (t); 
112: z[k].im:zr*sin(t) 
113: end 
114: end; ( initial ) 
115 


116: procedure aberth; 
117: const eps-1.0e-10; limit-50; 
118: var istep,i:integer; 


119: Sw,Sw2:boolean; 

120: w:complex; 

121 

124: function psi(i:integer):complex; 

123: var unity,sum,ratio,w:complex; 

124: j:integer; 

125: begin 

126: unity.re:-1.0; unity.im:=0.0; 

127: sum.re:=0.0; sum.im:=0.0; 

128: for ]:=1 to n do 

129: if Od 

130: then sum:=add (sum, dv (unity,sub(z[i],z[j1))); 
131: ratio:-dv(p(z[i]),pderiv(z[i])):; 
132: w:-dv(ratio,sub(unity,mul(ratio,sum))); 
1337 w.re:--w.re; w.im:--w.im; 

134: psi:-w 

135: end; { psi } 

136 

137: begin 

138: istep:-0; 

139: writeln('nu-',istep:2); 

140: for i:-1 to n do 

141: writeln(' [',i:2,']',z[i].re:15:7,z[(i].im:15:7); 
142: Sw2:-7false; 

143: while not sw2 do 

144: begin 

145: Sw:-false; i:=0; istep:-istep-*1; 
146: repeat 

147 :, i:=i+1; 

148: w:=p(z[i]); 

149: if sqr(w.re)-*sqr(w.im)»eps then sw:-true 
150: until (i=n) or sw; 

151: if (not sw) or (istep»limit) 

152: then sw2:-true 

153: else 

154: begin 

155? for i:-1 to n do 

156: z[i]:-add(z[i],psi(i)); 
157: writeln('nu-',istep:2); 
158: for i:-1 to n do 

159: writeln(* [',1:2,*]',z[i1]1.r8:15:7,2z[i1].i1m:15:7 
160: end 

161: end 

162: end; { aberth ) 

163: 

164: begin ( main ) 

165: write('n:'); 

166: read (n); 

167: write('a0,...,an:'); 

168: for i:-0 to n do 

169: read(a[il):; 

170; for i:-0 to n-1 do 

171: aderiv[i]:-a[i]*(n-i); 

172: write('initial value -- Aberth(1)/Specify(0):"'); 
173: read(isw); 

174: if isw-0 

175: then 

176: for i:-1 to n do 

1775 begin 

178: write('z0[',1:2,']:*); 
179: read(z[i].re,z[i].im) 

180: end 

181: else initial; 

182: writeln; writeln('coefficients:'); 
183: for i:-0 to n do 

184: writeln('a[',i:2,']-',a[i]:12:2); 
185: aberth 

186: end. 


2 Aberth 法 の プロ グラ ム 
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(e) [x] 2 は 前 ペー ジ 。 


zog, 4 dizi Pon”), 
の (る の 24 7) 
a が (が nl2i) 
TCR m A 
b'(zi) i an 一 る 
この 方 法 が Aberth 法 と よ ば れ , 3 次 
の 収束 を する 方 法 と し て 知ら れ て いる 。 
前 に 名 前 を 示し た Durand-Kerner 法 も 
似 た よう な 考え 方 の 方 法 で あり , 収束 は 
2 次 で 多少 遅い が , 数 値 的 に より 安定 し 
て いる 。 こ の 他 に も Aberth 法 を さら に 
修正 し て , 4 次 以上 の 収束 を 行う よう に 
し た 方 法 ” も 提案 きれ て いる 。 
繰返し の 初期 値 は 複素 数 さえ 使え ば 
た いて い の も の で 収束 する が 。 ここ で 示 
す プ ログ ラム 例 で は , 文献 1) (pp.152- 
153) に よる “アバ ー ス (Aberth) の 初期 
値 を 少し 修正 し た も の ” を 用 いる か , あ 
る い は 特定 の 初期 値 を 指定 で きる よう に 
し て お いた 。 文献 1) に よる 初期 値 は , 複 
素平 面 上 で すべ て の 解 の 重心 (@ 十 
+@w)/z を 中 心 と し て (重心 の 位置 [8.0] 
は 解 と 係数 の 関係 か ら Bg—-—a/(na) と 
簡単 に 求め られ る ), Y ^C OBERE TRO よ 
うな あま り 大 きく な い 円 を 作り , その 円 
周 上 で 等 間隔 に 複素 数 を 選ぶ も の で あ 
る 。 


以上 の 手順 を プロ グラ ム に し た も の を 
NS iITP.:0ZuZ2LBWBBEERBLD 
の 代数 方 程 式 を 解く 。 た だ し 多少 収束 を 
速め る た め , 式 QD) を 次 の よう に 変え て 用 
し うだ 。 

2 人 三 2 十 让 2 aim 

る (D 20 E do z iii? 2". pA " 


(v+) — >) aL. p U K (v) 
Z3 =% t/a " MEL k 
(22) 


EEEE 


AET A + みみ - (2 cii : 2M IE an, 

eo pal a) 

与え られ た > ヶ z 次 方 程 式 を (<) テ 0 と 
し た と き , < の yz 次 多項式 (<) の 係数 
を 配列 a に 入れ , bal) の 係数 を ader- 
iv に 入れ る 。 ま た , 解 の 近似 値 a”, 

z, を 配列 gs に 入れ る 。 式 ⑳0 の 上 の よ 
う に 変形 し た の で , も う 1 回 繰返し を 進 
め た と き の 近 似 値 z*“ リ を 別 の 配列 に 入 
れる 必要 は な く , その まま 配列 g の は じ 
め の 方 か ら 順 に 入れ て いっ て し まっ て か 


108 


まわ な い 。 

12 行 目 か ら 44 行 目 まで は 2 つの 複素 
数 c1, c2 の 加減 乗除 を 行う た め の 関 数 
add, sub, mul, dv の 定義 で ある *。 ま 
た , 46--56 行 目 の 関 数 p は 

pbi(z)— aoz" - az" | d an-12+ dn (23) 
の 値 を 求め 。 58-68 行 目 の 関 数 pderiv 
は 

が (=262 (n-l1)mz ++ an-ı (24) 
の 値 を 求め る 。 

* 標準 的 な Pascal で は , 関数 の 値 と な り 得 る 
の は スカ ラー 値 だ け で 。 この プロ グラ ム の よ 
うに レコ ー ド を 返す こと は で き な い 。 こ こ で 
は その よう に する と プロ グラ ム が 類 雑 と な っ 
て わか り に くく な る の で , その まま complex 
型 と いう レコ ー ド の 値 を 返す よう に 書い て あ 
5. 

70—114 fT H O Ff & initial は 文献 
1) に よる 初期 値 を 決定 する 。 こ の 部 分 
に つい て の 詳細 は 文献 1) D 152 一 154 
ペー ジ を 参照 し て いた だ きた い 。 基 本 的 
に は , すべ て の 解 を 覆う 円 の 中 心 が を 76 
行 目 で 求め , 半径 r を 90—94 行 目 の ル 
ー プ で 求め て いる 。 こ の ヶ は か な り 大 き 
目 な の で , 98—107 行 目 の ル ー プ で も う 
少し 改良 し た 小さ い 値 に 変更 する 。 最 後 
に この 円 の 円 周 上 に 等 間隔 で 並ぶ 複素 数 
を 初期 値 と し て 配列 g に 入れ る の が 
108-113 行 目 で ある 。 

116—165 行 目 が (3 次 収束 を する ) 
Aberth 法 の 本 体 部 分 で ある 。 こ れ を この 
プロ グラ ム で は 手続 き aberth と し て あ 
る 。 この 中 の 122—135 行 目 は , 解 の 近似 
値 に 加え る 修正 量 上 み ( る ,…, る 。) を 計算 す 
る 関数 psi が 占め て いる 。 d; の 計算 は 式 
0) その まま で ある 。 

Aberth 法 の 繰返し は 144—161 行 目 の 
ルー プ で ある 。 繰返し を 1 回 行う た びに 
istep の 値 を 1 ずつ 増やす 。 こ こ で は 
istep の 値 が limit (—50) を 超え た ら 
あき ら め て 繰返し を や め る よう に し て あ 
2,146—150 行 目 の ルー プ で 解 に 収束 し 
た か どう か を 判定 し , まだ で あれ ば 解 の 
修正 値 み を 求め て 各 z に 加え る 
(154~160 行 目 ) 。 

主 プ ログ ラム (164~186 行 目 ) で は 
必要 な デー タ N, dos の の, を 読み 込 
ん だ 後 , 文献 1) に よる 初期 値 を 使用 す 
る の か , 別に 初期 値 を 指定 する の か を 尋 
ね る 。 前 者 で あれ ば initial を 呼び , 後者 
で あれ ば 初期 値 (の 実 部 と 虚 部 ) を 読み 


込む 。 い ずれ に し て も ,。 その 後 185 行 目 
で aberth を 呼ぶ 。 


Aberth 法 を 実際 に いく つか の 方 程 式 
に 適用 し て みよ う 。 


画 例 1 : 3 次 方程 式 
簡単 な 3 次 方程 式 上 LT ダー1= テ 0 を 


試し て みる 。 こ の 解 は も ちろ ん 1 と (一 1 
+ 737)/2 で ある 。 初期 値 と し て 文献 1) 
に よる も の を 用 いた 場合 の 計算 経過 を 図 
3 に 示し , これ を 複素 平面 上 に プロ ッ ト 
し た も の を 図 4 に 示す 。 こ の 図 で や や 大 
き な 白 丸 が 初期 値 を 示し , や や 大 き な 黒 
丸 が 得 ら れ た 解 を 示す 。 ま た 初期 値 と し 
て 任意 に 。 例え ば 1 +i, 1 十 2i, 1 一 ? を 
指定 し た 場合 の 経過 を 図 5 に 示す 。 


nu= 0 実 部 虚 部 
Ges 0.8775826 0.4794255 
[ 2] -0.8539885 0.5202918 
[. 3] -0.0235868 -0.9997218 
nu- 1 
[ 1] 0.9947838 -0.1020062 
LP 4] -0.4596238 0.8881137 
[ 3] -0.4865912 -0.8736298 
nu- 2 
[ 1] 1.0000000 0.0000960 
[-2] -0.4999908 0.8660307 
[- 37 -0.5000000 -0.8660254 
nu- 3 
[ 1] 1.0002000 0.0000000 
LE -0.5000000 0.8660254 
[ 530 -0.5000000 -0.8660254 


nu は 繰返し の 回 数 ,[ ] は の 添字 を 示す 。 


図 3 方 程 式 2?ー1 ニ 0 に 対す る 計算 経過 で , 初 
期 値 は 文献 1) に よる 方 法 で 決定 


EX 席 部 
L i14 6.5917946 0.5088279 
( 2] 6.0503829 2.5616629 
L 3 4.8395101 4.3055220 
( 4] 3.1052258 5.5300692 
L 5j] 1.0567115 6.0876054 
[ 6] -1.0589509 5.9108832 
[ 7] -2.9865798 5.0212178 
[ 8] -4.4936739 3.5259167 
[ 9] -5.3984543 1.6053361 
[10] -5.5917909 -0.5088727 
[11] -5.0503641 -2.5617036 
[12] -3.8394785 -4.3055539 
[13] -2.1051852 -5.5300884 
[14] -0.0566667 -6.0876095 
[15] 2.0589943 -5.9108717 
[16] 3.9866167 -5.0211922 
[17] 5.4936998 -3.5258801 
[18] 6.3984661 -1.6052928 


7 18 次 方程 式 (25) を 解く た め の 初期 値 
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虚数 轴 


図 4 図 3 を プロ ッ ト し た 結果 


図 8 は 次 ペー ジ 。 
画 例 2 : 18 次 方程 式 
図 6 に 示す よう な 解 を 18 個 適当 に 定 
め る 。 こ の 解 を 持つ 方 程 式 か s( 々 ) =0 は 
次 の よう に 得 ら れる 。 
加 s(z)=(z 一 3)(z 一 2)(z 一 1)(z 十 1)(z2 十 1)(z2 十 4) 
[(z-2) 4-1] (21 -1]( a1? -4] 
[(2+1}+1][(2+1}+4] 

23-92 -4125—13925--3922!— 9582" 
t204227 —3,7182 5,7332 — 7,6572 
+8,5932°—9,3472"+ 12,1542" 

—10,9762*+ 1,3242‘ 
+13,2042°—18,2802+19,6002—12,000 (25) 
これ を 解く た め の 文 献 1 ) の 初期 値 は 
7 の よう に な り , さら に Aberth 法 の 
計算 経過 は 図 8 の よう に な っ て , すべ て 
の 解 が 正しく 得 ら れ た 。 


前 回 の Kajiya の 方 法 の 中 で , 高 次 代 
数 方 程 式 を 解く 部 分 に 着目 し 。 扱い の 簡 
単 な Aberth 法 に 置き 換え て みた 。 そ の 
結果 , 今回 は あま り コ ンピュータ ・ グ ラ 
フィ ックス らし ぃ 話題 が で な か っ た 。 プ 


Hike 


2/ 


6] 十 2/ 


人 1 十 / 


実数 軸 


91—/ 


図 5 方 程 式 ?ー1 ニ 0 で 初期 値 を 1 二 K,ji ニ ー1,1,2 と し た 場合 の 計算 


虚数 軸 


図 6 適当 に 定め た 18 個 の 解 


実数 軸 
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Vol.4, No.5 Nov. 1988 

メト 芋 ニ タス イエ ンジ ニア リン シング ダ 才 
育 ・ 普 及 プ ログ ラム 

の 超越 関数 (z>cosh(z2) + y) の も つ 興 味 
深い グラ フィ ッ ク 特 性 

② デ ジタル 直線 の 平行 重複 , 交差 


Vol.4, No.6 Dec. 1988 

機械 工学 , 制御 . ア ニメーション 特集 号 

の 動力 学 ア ニメーション : 相互 作用 と 制 
件 

る ひる ダ イナ ミッ ク な 物体 の アニ メー ショ ン 
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8 図 7 の 初期 値 を 用 いた 計算 経過 


の 宝石 の 炎 : 多面 体 の 適応 分 散 レ イ ・ ト 
レー シン グ 

② カ オス 理論 を 用 いて レン ダリ ング ・ マ 
ッ プ で 画像 処理 を 行う た め の 技 法 


に お ける 複雑 な 運動 拘束 の た め の 手 法 
の 変形 モデ ル 
の 単純 な 法則 か ら 複 雑 な 動き を 得る 物理 


法則 シミ ュ レ ーション 


ログ ラム も Aberth 法 の 実験 を 行う た め 

だ け の も の で あっ た 。 次 回 は 今回 の 結果 

を レイ ・ ト レー シン グ と 結合 する こと を 

考え て みた い 。 
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図形 処理 の 基礎 学 に ついて, プロ プラ ムリ スト を 示し | 


| な が ら 説 明 す る 。 


| 0 —— —ddEHEE——-— 

この 連載 は 1988 年 4 月 号 に 始ま り , 当 
初 1 年 間 の 予定 で あっ た が , 都合 に より 
も うし ば らく 延長 きせ て いた だ く こ と に 
no. 

前 回 まで ワイ ヤー・ フ レー ム に よる 表 
示 を 扱っ て きた が , 今回 は Pascal の 動 
的 デー タ を 用 いた 図形 の デー タ 構 造 に つ 
いて 考え て みた い 。 例題 と し て 少し 幾何 
模様 的 な 図形 の 描画 を 行う 。 


た 
連載 が 始ま っ て 約 1 年 経過 し た の で , 
使用 し て いる ソフ ト プ ハ ー ド ・ シ ステ ム 
褒 よ び ダ ラブ ッッ クタ ャ ライ デラ タリ に マジ い 


て 説明 し て お く 。 


使用 し て いる シス テム は , NEC の PC- 
9801VX と Turbo PASCAL Ver.3 で あ 
B. KW. グラフィ ォ ィ ッ グズ スッ テイ メデ タリ 
を 図 1 に 示す 。 こ の ライ ブラ リ の 機能 は 
ソー ス ・ リ スト の 先頭 に 書い て いる よう 
に , 初期 化 , 画面 消去 , 線 分 描画 , 線 分 
の 色 変 更 , ハー ドコ ピー だ け で ある 。 図 
形 を 表示 する プロ グラ ム の 先頭 で この ラ 
イブ ラリ の ファ イル 名 。 例 えば PLOT. 


NR 


LIB を イン クル ー ド する 命令 を 入れ て 
利用 する 。 

ハー ドコ ピー に は これ まで , 富士 通 の 
FMPR-351 の プリ ンタ を 用 いて きた 。 こ 
hii, ご くわ ず か で ある が , ディ スプ レ 
イ 上 の 色 の 違い が イン ク の 濃淡 の 違い で 
表せ た た めで ある 。 そのため, PC-9801 
で プロ グラ ム を 作成 し 。 ハー ドコ ピー は 
FM16/ を 用 いて 出力 し た 。 こ の 操作 は , 
プロ グラ ム 自 体 は 変更 する こと な し に , 
A ダル レー ド する ダラ フォ ッ ク ャ ライ デ グ 


(Xo, y2) 


长 TM 


ラリ の ファ イル 名 だ け を 変え れ ば 簡単 に 
行え る 。FM 用 の グラ フィ ッ ク ・ ラ イブ ラ 
リ は , 筆者 が 情報 処理 の 授業 で 使っ て い 
る 「Pascal 入門 (東大 出版 会 )」 と いう 本 

を 参照 され た い 。 
今回 か ら , 図 の 表示 に CANON の 
LASER SHOT を 用 いる こと に する 。 レ 
ー ザ ー・ プ ブリ ンタ は 精度 が 良く , 最近 価 
格 が 求め や すく な っ た た め 。 使っ て いる 
人 も 結構 多い の で は な い だ ろ うか 。 こ の 
場合 も イン クル ー ド ・ フ ァイル の 名 前 だ 
⑧ 図 1 は 次 ペー ジ 。 


Gan, 9) 


( Xn, yn) 


2 多角 形 の 頂点 列 


東京 大 学 教養 学部 情報 ・ 図 形 科学 教室 €» 153 東京 都 目黒 区 駒場 3-8-1 
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vi グラ フィ ックス ・ ラ イブ ラリ 


1: { *** PC-9801 用 グラ ブフ ブ ィ クス ・ ラ イブ ラリ *** } 

2: ( ファ イル 名 plot.lib ) 

3: { 各 機 能 の 説明 

4:  g init . : 初期 化 

5: g_cls : 画面 消去 

6:  g_line(xl,y1,x2,y2) : 線 分 の 描画 (x1,y1) か ら (x2,y2) ま で 
7:  & color(i) : 線 分 の カラ ー コ ー ド i=0~7 

8:  g copy(i) : ハー ドコ ピー i:1: X£,i-2:8//£,i1-3:9 7j 
9 : 

10: type register = record 

11: ax, bx, cx, dx, bp, si, di, ds, es, flags : integer; 
13: end; 

13: Screen type - record 

14: mode, switch, active, display : byte; 

15: end; 

18: line type - record 

mn xl, yl, x2, y2 : integer; 

18: color, boxtype, linestyle, duml, dum2, dum3 : byte; 
19: tilel, tile2 : integer; 
20: end; 
2i 


22: var g_workbuffer : array[1..$10] of byte; 
23: g_workarea  : array[1..$1400] of byte; 
24: Screen arg : Screen type absolute g workarea; 


25: line arg  : line type absolute g workarea; 
26: g reg : register; 

21: g worksegbase, g workoffset : integer; 

28: 

29: procedure set g reg; 

30: begin 


31: with g reg do begin 


32: bx := g workoffset; 

33: ds := g worksegbase; 
34: end; 

35: end; 

36: 

37: procedure g init; { 初期 化 } 
38: 

39: . procedure set screen; 
40: begin 

41: with screen arg do begin 
42: node :- 3; 

43: Switch := 0; 

44: active :- 0; 

45: display :- 1; 

46: end; 

47: set g reg; 

48: intr($A1,g reg); 

49: end; 

50: 

51: procedure set line arg unused; 
52: begin 

53: with line arg do begin 
54: color := 7; 

55: boxtype :- 0; 

56: linestyle := 0; 

57: duml := 0; 

58: dum2 :- 0; 

59: dum3 :- 0; 

60: tilel := 0; 

61: tile2 := 0; 

62: end; 

63: end; 

64: 


65: procedure set intr lio; 
68: var i : byte; lio seg : integer; 


8T: begin 

68: lio seg :- $F990; 

69: for i := 0 to 15 do begin 

70: mehw[0000 :($AO + 1)*4] := menw[lio. seg : 6 + 1*4 ] : 
Ti: memw[0000 :($A0 + i)*4 + 2] := lio_seg; 
12: end; 

13: memw[0000 : $CE*4] := memw[lio seg : 70]; 
74: memw[0000 : $CE*4 + 2] := lio seg; 

715: memw[0000 : $C5*4] :- $082B; 

76: memw[0000 : $C5*4 + 2] := $FD80; 

T1: end; 

78: 

79: begin 


80: set intr lio; 

81: set line arg unused; 

82:  g worksegbase := dseg + ofs(g workarea) div 16; 
83:  g workoffset ofs(g workarea) mod 16; 

B4: set g reg; 

85: intr($A0,g reg); 

86: set screen; 

87: end; 


89: procedure g cls; { 画面 消去 ) 
90: begin 

91: set_g_reg: 

92: intr($A5,g_reg): 


93: { write(#27'[>1h'): 文字 消去 を 行なう 場合 } 


94: end: 

95: 

96: procedure g line(gxl, gy1, gx2, gy2 : integer); ( 線 分 の 描画 } 
97: begin 

98: with line arg do begin 

99: xl := gxl; 
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100: 
101: 
102: 
103: 
104: 
105: 
106: 
107: 
108: 
109: 
110: 
111: 
113: 
113: 
114: 
115: 
118: 
117: 
118: 
119: 
120: 
12i: 
122: 
123: 
124: 
125: 
126: 
IE: 
128: 
129: 
130: 
131: 
132: 
133: 
134: 
135: 
136: 
137: 
138: 
139: 
140: 
141: 
142: 
143: 
144: 
145: 
146: 
147: 
148: 
149: 
150: 
151: 
152: 
153: 
154: 
155: 
156: 
157: 
158: 
159: 
160: 
161: 
162: 
163: 
164: 
165: 
166: 
167: 
168: 
169: 
170: 
Ha 
172: 
173: 
174: 
175: 
176: 
177: 
178: 
179: 
180: 
181: 
182: 
183: 
184: 
185: 
188: 
187: 
188: 
189: 
190: 
191: 
192: 
193: 
194: 
195: 
196: 
197: 


yl :* gyl; 

x2 :- 8x2; 

y2 :- gy2; 
end; 
set g reg; 
intr($A7,g reg); 


end; 


procedure g color(col : integer); ( 線 分 の 色 指 定 ) 
begin 


with line arg do begin 
color := col; 
end; 
end; 


procedure hardcopy(switch : integer); { ハー ドコ ビー ) 


procedure get image(px, py : integer; nx, ny : byte; 
offset copy, segment copy : integer); 
begin 
with g reg do begin 
ax := px; 
bx :- py; 
CX := nx * ny * 256; 
di := offset copy; 
es :- segment copy; 
end; 
intr($CE,g reg); 
end; 
procedure linefeed(i : byte); 
begin 
if i > 9 then write(lst,#27'T , i:0) 
else write(lst,#27' TO ,i:0); 
writeln(lst); 
end; 


procedure printline vram(low : byte); 


procedure printchar vram(vram : integer); 
var half width : boolean; 
begin 
if (vram and $FF00) = 0 then begin 
if vram < $20 then vram :-$20; 
write(lst,chr(lo(vram))); 
end 
else begin 
if (vram and $80) = 0 then begin 
half width := (lo(vram) «- $A) and (lo(vram) >= $9); 
write(lst, #27 K); 
if half width then write(lst,#27#1 ) 
else write(1st,12713); 
write(lst,chr($20 + lo(vram)),chr(hi(vram))); 
if half width then write(lst,#27#2) 
else write(lst,#27#3): 
write(lst,#27'H ); 
end; 
end; 
end; 


var tvranjis : array[1..25,1..80] of integer absolute $4000: 


col : byte; 
begin 
for col := 1 to 80 do begin 
printchar vram(tvramjis[low, col]); 
end; 
end; 


var x, y, i, j : integer; 
gdataline : string[160]: 
gdatac : array[0..160] of char absolute gdataline; 
gdata : array[0..160] of byte absolute gdatac; 
zero : char; 
begin 
if (switch «- 0) or (switch »- 4) then exit; 
write(427,' )3' ); 
zero: -chr(0); 
for j:-0 to 50 do begin 
write(1st,127,' D' , £27,'»'); 
if switch »- 2 then begin 
for i:-0 to 3 do begin 
get_image(i*160,j*8,160,8,ofs(gdata[1] ),seg(gdata)): 
gdata[0]:=160: 
write(lst,#27, $0180' ); 
write(lst,gdataline): 
end; 
end; 
if odd(switch) and (not odd(j)) and (j « 50) then begin 
linefeed(8); 
printline vram(j div 2 * 1); 
write(1st,f$d); 
linefeed(8); 
end 
else linefeed(18); 
end; 
write(1st,127,'A' , 127,  ]' ); 
write(127,' )0' ); 
end; 
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け を 変え れ ば よい よう に な っ て いる 。 レ 
ー ザ ー・ プ ブリ ンタ へ の 図 の 出力 に つい て 
は , 次 回 説明 する 。 

コン パイ ラ は 引き 続き Turbo PASCAL 
Ver.3 を 基本 的 に 用 いる 。 現在 。 Ver.4 や 
Ver.5 も 発売 中 ある い は 発売 予定 と 聞い 
て いる が , 途中 で 変更 する と 混乱 を 招く 
お それ が ある の で , 基本 的 に は Ver.3 を 
用 いる 。 も し, Ver.4 で 図 1 の ライ ブラ リ 
を 使用 する 場合 は , 先頭 に 

uses dos, printer; 

が 必要 で , さら に 26 行 目 の register を 
registers (C, 66 行 目 の integer を word 
こ 変 えれ ば 一 応 使用 する こと が で きる 。 
た だ し , PC-98 用 の Ver.4 に は 立派 な グ 
ラフ ィ ッ クス が つい て いる の で ,。 そちら 

を 利用 し た 方 が よい か も し れ な い 。 


これ まで いく つか の ワイ ヤー・ フ レー 
ム 構 造 を 扱っ て きた が , も う 少 レプ ログ 
ラム 言語 の 特徴 を 生か し た デー タ 構 造 を 
考え て みた い 。 は じ め に 最も 簡単 な 多角 
形 の デー タ 構 造 に つい て 考え て みる 。 
図 2 の よう に , 多角 形 は 頂点 列 と し て 
表せ る 。 最 も 簡単 な の は 次 の よう な も の 
で ある 。 


頂点 数 = ヵ 
座標 値 
Xi Yı 
X2, の 2 


必 3， Y3 


Lns Yn 


線形 変換 な ど 幾 何 的 な 数 値 計算 で 行え 
る 形状 変形 は 容易 だ が , 多角 形 の 頂点 の 
追加 や 多角 形 の 切断 に よる 頂点 削除 な ど 
の デー タ の 修正 に 手間 が か か る 。 

頂点 ・ 槻 線 を 別々 の デー タ と し て 扱う 
と 次 の よう に な る 。 


頂点 数 ニッ ァ BERN = n 
座 标 值 始点 ・ 終 点 
(a, yi) の の 2 
U2 — (Xs, y) U> Us 
Us — (Xs, ys) Vi V4 


1: program kochl; { + 多角 形 の 変形 *** ) 
21 

3: ($1 plot.lib) ( グラ フィ クス ・ ラ イプ ラリ 
4: 

5: type pointer = ^cell; 

6: cell = record 

TS ip : pointer; 

8: X, y : real; 

9 : end; 

10: var h : real; 

li: root, tmp, next : pointer; 

12; 

13: procedure transform; { 多角 形 の 変形 } 
14: var k : integer; 

15: tx, ty : real; 

16: tmp2 : pointer; 

17: begin 

18: tmp :- root; 

19: ( := o -h; 

20: repeat 

21: h := -h; ) 

22: next :- tmp^.ip; 

23: tx := next^.x - tmp^.x; 

24: ty :- next^.y - tmp^.y; 

25: new(tmp2); { 新しい 頂点 } 
26: tmp2^.x := (tmp^.x + next^.x)/2 - h*ty; 
27: tmp2^.y := (tmp^.y + next^.y)/2 + h*tx: 
28: tmp^.ip :- tmp2; 

29: tmp2^.ip := next; 

30: tmp := next; 

31: until next^.ip - nil; 

32: end; 

33: 

34: procedure display; { 多角 形 の 表示 ) 
35: var x, y, xo, yo : integer; 

36: begin 

37 g cls; 

38: tmp :- root; 

39: repeat 

40: X := round( tmp^.x + 320); 

41: y := round(-tmp^.y + 200); 

42: if tmp <> root then g line(xo,yo,x,y); 
43: Xo :* x: 

44: yó ? そ y: 

45: tmp :- tmp^.ip; 

46: until tmp = nil; 

47: end; 

48: 

49: const np - 4; { メイ ンプ ログ ラム ) 
50: rect : array[1..np,1..2] of integer = 
51 ((-1,1), (71,21), (1, -10),(1,1)); 

52: var i : integer; 

53: r : real; 

54: ans : char; 

55: begin 

56: g init; 

57: g cls; 

58:  g color(5); 

59: write('rh ? '); 

60: readln(r,h): 

61:  new(root); { 正方 形 の 生成 ) 
62: tmp :- root; 

63: for i:-1 to np do begin ( 座標 値 } 
64: tmp^.x := rsrect[i,1]; 

65: tmp^.y := r*rect[i,2]; 

66: new(tmp^.ip); 

67: tmp := tmp^.ip; 

68: end; 

69:  tmp^.x := root^.x; 

70:  tmp^.y := root^.y; 

71:  tmp'.ip := nil; 

72: repeat 

Ta: display; 

T4: write( 終了 (y) ? ' ); 

75: readln(ans ): 

76: if (ans = 'y') or (ans = 'Y' ) then exit; 
TI transform; 

78: until false; 
79: end. 


4 多角 形 変形 プロ グラ ム 


} 
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(x2, y2) 


3 新しい 頂点 の 追加 


この デー タ 構 造 の 場合 , 頂点 問 に 新 し 
い ぃ 頂点 を 追加 する こと な ど 。 上 の デー タ 
構造 より 簡単 に 行え る こと が わか る 。 

Pascal の 動 的 デー タ は 必要 に 応じ て 
メモ リ を 使用 し て いく も の で , メモ リ が 
有効 に 使え る 。 多 角形 を 表現 する 場合 
ik, 次 の よう に 頂点 デー タ を ポイ ンタ で 


の が げ て いく も の で ある 。 
セル 1 セル 2 セル 3 


oot [可 [可 | 
Zi X2 X3 
yi の 2 Vs 


それ ぞ れ の 要素 は セル と よ ば れ , cp は セ 


図 5 プロ グラ ム の 表示 例 1 


ル へ の ポイ ンタ を 表す 。 頂点 の 追加 は 新 
し い セ ル を 生成 し て ポイ ンタ を 付け 替え 
る こと に より , 簡単 に 行え る 。 

この よう な 動 的 デー タ 構 造 を 利用 し て 
多角 形 や 多面 体 の デー タ 構 造 を 定義 する 
こと が で きる が , デー タ の 部 分 的 削除 が 
で き な い の が 大 き な 問 題 点 で ある 。 し か 
し , この 問題 を 改善 し た プロ グラ ム を 組 
むこ と も で きる の で ,。 ここ で は 動 的 デー 
タ の 練習 と し て 多角 形 の 生成 と 変形 を 行 
っ て みる 。 


Pascal の 動 的 デー タ を 用 いて 多角 形 
を 生成 し , 頂点 を 追加 する 処理 を 行っ て 
みる 。 適当 な 例題 が お 見つから な い の で , 
ここ で は , 図 3 の よう に 図形 を 構成 する 
線 分 を ある 規則 に より 2 個 の 線 分 に 分 
Y, これ ら の 各線 分 に 対し て 同じ 規則 を 
次 々 に 適用 し て いく こと に より 幾何 学 模 
様 的 な 図形 を 生成 し て いく こと に する 。 

は じ め に 。( ァ ij, Y1) から (2z2, y2) へ 向 か 
う 線 分 が ある と する と , 次 の よう な デー 
タ が で き て いる 。 


PIXEL (No. 80) 


O 4 4 は 前 ペー ジ , 図 7 は 次 ペー ジ 。 


c.. —» —» -— e 
" 
à s X2 
yi の 2 


この 線 分 の 途中 に 点 (zs, ys) を 追加 す 
る と 。 次 の り よ うな デー タ に な る 。 


EE に El 
Xi K3 X2 
yi Y3 y» 


この 変更 は ポイ ンタ を 付け 替え る こと 
に より 行え る 。 

この よう な 規則 に より 正方 形 を 変形 し 
て 表示 する プロ グラ ム を ,。 図 4 に 示す 。 
この プロ グラ ム は 多角 形 を 変形 させ る 手 
続き , 表示 手続 き , メイ ンプ ログ ラム か 
ら な る 。 

メイ ンプ ログ ラム で は , 最初 の 正方 形 
を 生成 し 変形 と 表示 を 繰り 返す 。 頂点 
の デー タ の 座標 系 は 横 方 向 が 一 320 か 


図 6 プロ グラ ム の 表示 例 2 


ら 十 320。 縦 方 向 が 一 200 か ら 十 200 に な 
っ て いる 。 入 力 す る r, は 正方 形 の 1 XJ 
の 長 さ (の 半分 ) と 図 3 に お ける ヵ の 値 
で ある 。 ん は も と の 線 分 の 長 さ を 1 に 正 
規 化 し た と き の 値 で ある 。 

手続 き display で は root か ら 順 に , つ 
まり 第 1 番目 の 頂点 か ら 順 に 頂点 列 を た 
どり , x, y 座標 を 読ん で 線 分 を 描画 し て 
€, nil は End of data を 表し て いる 。 

手続 き transform iX, Ed 3 の 規則 に 従 


生成 する 。 tmp 237 番目 の セル , next が 
7 十 1 番目 の セル , tmp2 が 新た に 生成 さ 
れ た セル を 表し て いる 。 tmp2 の xz, y Æ 
標 を 計算 し , tmp の ポイ ンタ が tmp2 を , 
tmp2 の ポイ ンタ が next を 指す よう に 


この 手続 き が 呼び 出さ れる ご と に , 4 角 
形 が 8 角形 , 16 角形 ，32 角形 。… と 変形 
を 繰り 返す 。 

この プロ グラ ム の 表示 例 を 図 5 に 示 
す 。 こ れ は r=100, k= 0.4 の と き の 変 


B BHICHO HE 
chr ETE SE Erat 


Eee une e 
: Hr - T 
WO [WO Cx 


5 Drehen m 


tgp nia 


UN. 
her 


HRP 8 


形 し て いく 表示 で ある 。 ヶ の 値 は 最初 の 
正方 形 の 大 き さ , つま り 図 の 拡大 率 を 表 
し て いる 。 み を 変え る こと に より 。 形 が い 
ろ い ろ 変 化す る 。 

図 6 は 上 の 段 が ヶ テ 60, h = —0.5, 
下 の 段 が ヶ テ 80, ヵ テー0.5 の と き の 表 示 
で , 途中 の 表示 は 大 部 分 省略 し て ある 。 
線 分 どう し が 重なり 合っ て 多角 形 と も い 
えな い が , 右側 の 表示 は 上 下 と も 4,096 
角形 で ある 。 図 7 は ヶ = テ 120, ヵ = 0.25 
と ヶ 三 25, ヵ ー テ 1 の と き の 表 示 で ある 。 
この よう に ん の 値 を 変え る こと に より , 
さま ざま な 形 の 図形 が 得 ら れる 。 さ ら に , 
図 4 の 19 行 目 ま た は 21 行 目 の どちら か 
の コメ ント を 外す こと に より 。 いろ いろ 
な フラ クタ ル 図 形 が 表示 で きる 。 


[12-1] Pascal の 動 的 デー タ を 用 いて 
ワイ ヤー 構造 を 作る に は ? 
本 文 を 参照 の こと 。 
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7 プロ グラ ム の 表示 例 3 


スウ クリーン 


図 8 視点 と スク リー ン 


[12-2] w の 値 と 視野 角度 と の 関係 

は ? 

前 回 設定 し た 視点 と スク リー ン と の 位 
置 関係 で は , 視点 と スク リー ン と の 距離 は 
1 で ある か ら , 水平 方 向 の 視野 角度 を 0 
と する と , 図 8 の よう に 

tan(0 / 2) = %』/ 2 

0 = 2tan ! (wr / 2) 

で ある 。 例 えば, 


Wn = 2 で は 0-90 
wn = で は 0:453 
wr =0.5 で は 0-728 
に な る 。 
12-3] 3 次 玩 クリ ッ ピ ング を 行う な ため 


に は どの よう に すれ ば よい か ? 

前 回 , 少し 説明 し た よう に , 視点 と ス 
クリ ー ン の 4 隅 の 点 を 結ぶ 4 角 雛 の 内 部 
が 表示 すべ き 領 域 で ある 。 
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[12-4] 視線 方 向 を 左右 ・ 上 下 に 回 転 す 
る パー ン ・ チ ルト を 行う に は ? 
視点 を 固定 し , 視 心 (注視 点 ) を 回 転 

すれ ば よい 。 頂点 の 位置 を eler, ey, ez), 

視 心 の 位置 を の (2, oy, o/) と する と, 

0, p DEZ, 余弦 の 値 は , 
sin0 王 (ev 一 ov')/c 
cosÓ —(ex— ox") Ja 
sinó—(e;— oz)/b 
cos $— ajb 
a—J(ex— ox) - (e, — 0x} 
b—V(ex— oz +(ey—0y ) *-(es— o£. 

か ら 計 算 で きる 。 パ ー ン ・ チ ルト を 行わ 

な いと き は , 0, の の 値 そ の も の は 必要 な 

く , 0, $ DEZ, 余弦 か ら 変換 行列 を 計 

算 し , 座標 系 の 変換 を 行う 。 

COS の cos の cos の sn の sin の 

7 一 | 一 sin の 

ーSIn の cos の 一 sin の Sin の cos の 


— cos Ü 0 


d L— er 

h|-T|y-—ey 

の Z— @z 

パー ン ・ チ ルト を 行う に は , 7 を る 軸 ・ 
y 軸 ま わり に 回 転 き せれ ば よい 。 例 えば , 
40 の 分 パー ン を 行う に は , 


cosZ0 sin の 0 
T'—|-—sinZdOÓ cos24 の 2 01Z7 
0 0 1 
と すれ ば よい 。 


も う 一 つの 方 法 と し て , 逆 三 角 関 数 か 
ら の , の の 値 を 計算 し , 


Onew = 0 + 40 

Qnew = $ + Zó 
と し て T を 再 計算 する 方 法 も 考え られ 
る 。 


これ ら の パー ン ・ チ ルト を 行う こと に 
より , 対象 物 か ら 視 線 が それ る こと に な 
る 。 CG の アニ メー ショ ン で は 視 心 を 固 
EL, つま り 画 面 に 対象 物 を 表示 し た ま 
ま 視点 を 回 転移 動 す る 表示 方 法 を よく み 
る 。 


[12-5] 魚眼レンズ を 用 いた よう に 立体 

を 表示 する に は ? 

スク リー ン と し て 球面 や 円 柱 面 を 使う 
こと が 考え られ る 。 魚眼レンズ の よう に 
超 広 角 に な る 。 し か し , コン ピュ ー タ の 
ディ スプ レイ は 平面 直交 座標 な の で , ER 
面 か ら 平 面 へ の 投影 変換 が 必要 に な る 。 
この 投影 変換 は 地図 を 作成 する 際 に 用 い 
られ る 。 


[12-3] [12-4] [12-5] の 問題 は 。 機会 が 
あれ は ば 今後 取り 上 げ よ うと 思っ て いる 。 


練習 問題 

[13-1] 多角 形 の 線 分 を 複数 個 の 線 分 に 
置き 換え る 一 般 的 な コッ ホ 曲 線 の 生成 
法 は ? それ を 用 いて 雪 の 結晶 の よう 
な 雪 片 曲線 を 生成 せよ 。 


[13-2] 乱数 を 用 いて 多角 形 を 変形 させ 


ks 

[13-3] 一 方 向 で な く , 双方 向 参照 で き 
る デー タ 構 造 を 考え よ 。 
[13-4] 多角 形 の 頂点 は 最大 いく つ 生 成 
で きる か 。 
[13-5] 今回 の プロ グラ ム を FOR.- 
TRAN で 実現 する に は ? 
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。 。 カフ レー ショ ン 機 能 付 き 高 解像度 
- クラー: モニ ター"CALIBHATORT 
東陽 テク ニカ 


“CALIBRATOR” は ,。 ベ ルギー の 
BARCO 社 が 永年 の カラ ー・ モ ニタ ー 技 
術 を 駆使 し て 開発 し た も の で す 。 最 大 の 特 
徴 は , 今 ま で 考え られ な か っ た 色 の 再現 
性 を 。 モニ ター 側 で で きる イン テリ ジェ 
ント 機能 を モニ ター に 付加 し た こと で 
P 

第 1 に , 自動 オフ セッ ト ・ レ ベル 補正 
シス テム に より Black レベ ル を 常時 補 
正 し 画像 を 安定 させ ます 。 第 2 に , 経時 
変化 に よる フォ ス フ ァ ー 変 化 を 定期 的 に 
補正 し ます 。 第 3 に , 環境 照明 に 対し て 
コン トラ スト を 自動 的 に 変化 させ 画面 の 
反射 を 一 定 に し ます 。 こ の 自動 補正 は , 
“CALIBRATOR" に CPU を 内 蔵 し , 
AKB( 自 動 オ フ セ ッ ト ・ レ ベル 補正 ) シス 
テム の ソフ トウ エア 化 に より 実現 きれ た 
も の で す 。 

色 温 度 。 コン トラ スト 。 プ ブラ イト ネス 
の ゲイ ン , 画面 の ジグ オメ トリ は すべ て パ 
ラメ ー タ 。 つ まり デジ タル (数 値 ) に より 
制御 で きま す 。 こ れ ら の 数 値 デ ー タ は 
KEYPAD ある い は PC に よっ て も 簡単 
に 制御 で きま す の で , そ の デー タ の 保存 。 
持ち 運び 。 さら に デー タ の 再現 が 可能 と 
な り ま すず 。 

CALIBRATOR と PC また は KEYPAD 
間 の イン タフ ェ ー ス は RS-232C で す 
(RS-232C は パラ メー タ の み の 通 信 で , 
ホス ト ・ コ ンピュータ と の 通信 は RGB 
信号 で す )。 また, カラー の 色差 性 能 は 。 
フォ ス フ ァ ー 座 標 (xyCIE 1931) に 準じ 。 
カリ プレ ーション が 機能 し て いる た め 。 
カラ ー の 標準 機 と も いえ る モニ ター に な 
り 得 ます 。CRT は 最新 型 の DAF( 非 集束 
型 ) 電 子 銃 を 採用 し て いる た め 。 コ ン バ ー 
ジェ ンス 比 を 0.1 て 0.35 と 最小 限 に 抑え 
て お り , 画面 の 隅 々 まで 高 画質 が 得 ら れ 
まま 

映像 機能 は 。 204 イン チ , 0.31 ドッ トピ 
v, 解像度 1.280x1.024, 中 心 周波 数 
48~66 kHz 対応 で あり , 入力 信号 は R, 
G, B 信号 で シン クオ ング リー ン 。 コン ポ 
ジッ ト , セパ レー ト の いずれ も 使用 可能 
で , ルー プス ルー BNC 型 を 採用 し て い 
ます の で あら ゆる シス テム に 問題 な く 接 
続 で きま す 。 

この よう な 性 能 を も つ “CALIBR.- 
ATOR”, すでに 欧米 諸国 で 1.000 台 


以上 の 販売 実績 を も ち , 日 本 国内 で も 印 
刷 お よび 写真 業界 の よう に 色 に 対す る 要 
求 が 厳し い 分 野 で か な り の 乾 要 が 見 込ま 
れ て いま す 。 

問合せ 先 

帆 東 陽 テ クニ カ 貿易 部 

担当 IDE, ERR 

Z 03(245)0306 FAX 03(271) 4757 


| — RISC CPUrH3000」 を 
、 ペー ス に し た 低 価格 普及 上 
「SUPER3( ス ー パ ー キ ュー ブ )1500」 
販売 開始 
日 本 電算 機 


日 本 電算 機 (石井 孝 利 代表 取締 役 ) は , 米 
MIPS 社 製 RISC CPU "R 3000」 を べ 
ー ス と し た グラ フィ ッ ク ・ ス ーー パー コン 
ピュ ー タ 「SUPER31500」 の 販売 と 出荷 を 
3 月 13 日 より 開始 し まし た 。 

日 本 国内 で 現在 , 供給 可能 な MIPS ft 
& RISC CPU "R 3000」 を ベー ス に し た 
ワー クス テー ショ ン で は , 弊社 製 「SUPER3 
2000」 と この 「SUPER31500」 だ け で す 。 

ピー クス テー ジョ ジン マー デンジ 交 あ だ で 
25 MIPS, 7 MELOPS。 グラ フィ ッ ク ・ 
エン ジン と し て 高速 13 万 ショ ー ト ・ ベ ク 
トル グ 秒 に 加え て , 解像度 は 水平 1.280 
ドッ トメ 垂直 1.024 ドッ ト , 最大 256 色 
同時 表示 可能 と いう 超 高 性 能 グ ラフ ィ ッ 
ク ・ ス ー パ ー コ ンピュータ です 。 OS に は 
UNIX System V に バー クレ ー・ バ ー ジ 


SUPER!" 1500 


a 7 (4.3 BSD) を 併合 し た 新 パ バージ ョ ン 


を 搭載 し て いま す 。 


性 能 ・ 機 能 の 高い グラ フィ ッ ク ・ ス ー 


パー コン ピュ ー タ の 般 要 は この と ころ 急 
激 に 高まっ て いま す が , 弊社 で は こう し 
た ユー ザー の 動向 に 対応 する た め に 。 4 
回 の 新 製品 を 市 場 に 投入 する こと に し た 


ゃ の で す 。 


新 シ リー ズ 「SUPER"」 の 詳細 


e シリ ー ズ 名 
グラ フィ ッ ク スー パー コン ピュ ー タ ー 
「SUPER?( ス ーー パー キューブ) 」 

e 製品 名 
「SUPER31500 」 

es ワ ー ク ステ ーション 部 の 性 能 
RISC ア ー キ テク チャ R3000/R3010, 
整数 演算 25MIPS, 浮 動 小 数 点 演算 7 
MFLOPS, 主 記 憶 容量 16 M バイ ト , 
ハー ド デ ィ スク 容量 171 M バイ ト 

es グラ フィ ッ ク 部 の 性 能 
13 万 ショ ー ト ・ ベ クト ルプ ノ 秒 。 描画 領 
域 : 水平 1.280 ド ッ ト x 垂 直 1.024 ド ッ 
ト , 最大 256 色 同時 表示 , フレーム 構 成 : 
最大 10 プレ ー ン (グラ フィ ッ ク ・ プ レ 
ー ン る プー ク デ レー ン も "キャラクタ 
ー プ ブレーン 1 プレ ー ン ) 

e 周辺 機器 
ディ ネ グ と 本 チン ジン タイ ザマ ケス えと 
イメ ー ジ スキ ャ ナ , ハ ー ド コピ ー 各 種 , 
フィ ルム レコ ー ダ 。 プロ ッ タ 

es オペ レー ショ ン ・ シ ステ ム 
UNIX System V と 4.3 BSD が 併合 
し た 新 パ バージョン 


三 五 
HH 


C, FORTRAN, LISP, Pascal, 
COBOL, Ada, PL/I 

を ネッ ドア ワー ク 
Ethernet, TCP/IP, NFS, 
X-Window, DECnet 

es イン タフ ェ ー ス 
RS -232 C( 標 Æ), GP - IB, DRV 11 
WA, SCSI, SCSI 2 

ジブ キャ レン た 
JGL( グ ラフ ィ ッ クス ・ ア ンド ・ イ メー 
Z77) GKS 

es デー ター ベー ス ・ マ ネジ メン トシ ステ 
ム 
UNIFY, INFORMIX, INGRES 

* 価格 
890 万 円 より 

e 発売 時 期 
1989 年 3 月 13 日 より 

* 初 年 度 販売 予定 台 
国内 200 台 , 国外 100 台 


IC カー ド 内 蔵 の ドッ ト ・ 


_ フォ ント 6 種 を 発表 


文字 図形 セン ター は , IC カー ド を 媒体 
と し だ 文字 フォ ント の 販売 を 目的 と し て 
昨年 , 設立 され た 会 社 だ が , この ほど IC 
カー ド を 使 つ を レー ザー ビー ム ・ プ リン 
タ (LBP) な ど に 出力 で きる ド ツ ト ・ ノ 
オン ト 6 書体 を 発表 し た 。 ご れ は , 三菱 
樹脂 が 開発 し た ドラ イブ に 差し 込ん で 使 
用 する 。 

今回 発表 され だ フォ ント は , 明 朝 体 , 
角 ゴ シッ ク 体 , 丸 ゴ シッ ク 体 , 教科 書体 , 
ED, 行書 体 で ある 。 それ ぞ れ 48x48 
ドッツ ト の ド ツ ト ・ フ オォ ント で , 94713 
ンク , 印刷 機械 貿易 , 岩田 田 型 , 日 本 タ 
イプ ライ ター, フォ ント ラン ド に より 書 
体 が 制作 され だ も の で ある 。 

文字 図形 セン ター は , 高 品位 文字 フ オ 
ント を 文字 メー カー( 書 体制 作 会 社 ) が ガ ら 
購入 し , IC カー ド に 収納 し て 販売 する 。 
プリ ウマ, ワー ド プ ロ セ ツ ザ , DTP V7 
トウ エア な ど へ の 対応 を 準備 中 で ある 。 


で ある 日 本 アポ ロコ ンピュータ は , 日 本 
工学 院 専門 学校 けら 176 台 の ワー ク 
ステ ーション を 新規 受注 し , これ まで に 
導入 され だ 73 台 と 合わ せ て 249 台 が 設 
置 さ れる こと に な つた だ 。 学校 関係 で は こ 
れ ま で に な い 、 大 規模 な 導入 例 と な る 。 新 
規 受注 総額 は 約 4 億 円 で , 3 月 末 ま で に 
納入 され だ 。 


受注 し だ ワー ワク ワ ス テー ショ ヨン の 中 心機 
種 は , 4 MIPS の デス フク トップ ・ ワ ー ツ 
ステ ーション DN 3500 が 114 台 で , さ 
ら うほ キン ドラ ワー ビ レル の リー ソス デー ツヤ 
ョ ン DN 3000 が 55 双 導 入 さ れる 。 

日 本 工学 院 専門 学校 で は , 選定 の 理由 
と し て , アポ ロ の 分 散 型 アー キテ フチ ヤ 
を 評価 し た を こと, トー クン リン グ ・ ネ ツ 
トワ ー ク の 応答 性 の 良 モ , UNIX Sys- 
tem V, 4.3BSD, AEGIS, MS- 
DOS が 同時 並行 動作 する こと な ご ど を あ 
げ て いる 。 

BRT, アボ ポロ の ワー ツ ス テー シヨ 
ン を 大 規模 な CAD シス テム と し て 
ツ ト ワ ー ク の 中 に 組み 込み , UNIX, コン 
ピュ ー ダ 言語 , CAD な ご どの 教育 に 利用 
し て いく ぐ 予定 で ある 。 


EB アマ チュ ア CG コン テス ト 
、 入賞 作品 決定 

プロ ジェ クト チー ム DO-GA 主催 に 
よる 「 第 1 回 アツ マチ ユア CG アニ メー 
ショ ン コンテ スト 」 の 入賞 作品 が 決定 し 
だ 。 最 優秀 作品 賞 は 該当 な し と な つ だ が , 
優秀 作品 賞 に 京都 大 学 マ イコ ンク ラブ 
「 つ の 中 考 の 大 冒険 」 KR PCGA+ 
鳥取 大 学 電子 計算 研究 会 「 ART -2」 が 決 
定 し た 。 

ご の 他 に 奨励 賞 と し て 大 阪 府立 大 学 
RANDOM「 The Fireworks, 大 阪 
大 学 コ ンピュータ クラ ブ 「 M の 喜劇 」 が 
それ ぞ れ 受賞 し , 特別 賞 が CG E8, 
X 68000( シ ヤー プ ) に 対し て 号 え られ 
だ 。 

日 本 放送 協会 の 為 ケ 谷 秀一 , 日 本 電 
専門 学校 の 野地 朱 真 , 本 誌 編 集 長 の 河内 


日 本 工学 院 専門 学校 か ら の 大 量 受注 の 中 心機 種 
4 MPS の デス クト ッ プ ・ ワ ー ク ステ ーション 「 シ リー ズ 3500」 
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武内 SEEK 


隆幸 ほ が 7 名 が 審査 に あ だ つ だ 。 


| アッ プル コン ピュ ー タ ジャ パン 
の 代表 取締 役 社 長 に 
。 武 内 重 親 氏 が 就任 


アッ プル コン ピュ ー タ ジャ ヤ パン は , 
3 月 6 日 より 代表 取締 役 社長 に 武内 重 親 
氏 が 就任 し だ と 発表 し た 。 同社 は 昨年 10 
月 に 初め て の 日 本 人 社長 と し て 堀 昭 一 氏 
を 起用 レ , 日 本 市 場 に お ける 販売 促進 , 
顧客 サー ビス や サポ ー ト 強化 , R&D セ 
ンタ ー の 開設 な ど を 行 つ て きだ 。 

武内 氏 は 前 東芝 ヨー ロロ ツバ パ 上級 副 社長 
C, 同社 の 経営 戦略 , 市 場 製 品 戦 國 を 
BALTUS: アツ プル 2239 
ジャ パン で は Macintosh を は じ め と こと 
する 製品 の 販売 , 広報 宣伝 活動 を 強化 し 
て いく 方 針 で ある 。 今年 9 月 まで に 従業 
員数 を 倍増 させ , 199? 年 が ら 93 年 に が 
け て の 売上 高 を 5 借 ド ル に も つて い ぐ 計 
画 で ある 。 


。 CD-ROM を 使っ た 静止 画 
| ハイビ ジョ ン ギ ャ ラリ ー・ 
| シス テム が 完成 

NHK エン ジニ アリ ンプ サー ビス , 
NHK エン ター プラ イズ 大 日 本 印刷 , 池 
上 通信 機 , 日 本 ピク ター の 5 社 は 共同 で 
ハイ ビジ ョ ン ・ ブ グラフィック ス ( 静 目 画 ) 
に よる 「 ハ ハイビジョン ギヤ ラリ ー」 の 実 
用 化 シ ステ ム を 完成 させ だ 。 そ の 第 1 与 
と し て 4 月 4 日 に 世界 初 の ハイ ビジ ヨン 
ギャ ラリ ー が 岐阜 県 美術 館 に 開設 され 
だ 。 

ハイ ビジ ョ ン ・ プ ラフ ィ ッ クス は , A 
チル 写真 を 印刷 用 スキ ヤナ に よ つ て デジ 
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静止 画 ハ イ ビ ジ ョ ン ギ ャ ラリ ー・ シ ステ ム 


タル 信号 で 取り 込み 画像 処理 を 行 つ だ 
後 , 600 M バイ ト の 容量 を も つ CD- 
ROM を 利用 し だ ハイビジョン 静止 画 
ディ スク に 記憶 する シス テム で ある 。 1 
枚 の ディ スグ に は 数 白 点 の 作品 を 収録 す 
る ご こと が で き , CD-ROM ドラ イブ を 増 
設 す る こと に より , より 大 容量 の シス テ 
ム の を 構築 する こと が で きる 。 マ ウス に よ 
る 検索 で , 作家 別 ・ 年 代 別 に 自由 に アノ 
セス で き , 保存 性 も 高い 。 まだ , POM 音 


声 に よる 解説 も 周 け る 。 多 量 の 所 蔵 品 を 


も 二 美 術 館 で は 特に 有用 で ある と し て い 
る 。 画像 は 育 面 授 山 型 の 大 型 プ ロジ エク 
40104 イン チ ) で 展示 され る の で , 明る 
い 環 境 で も 鮮明 な 画像 が 得 ら れる 。 

I ES ESEONBSBIC GIU S/N C Za37x 
ヤラ リー は 面積 約 190 m*, 固定 席 48 名 
の シス テム で , CD-ROM ソフ トウ エア 
は 約 5 分 間 の プロ グラ ム が ガ 20 番組 用 意 
され て いる 。 所 蔵 作品 1,900 点 の うち , 
現在 約 700 点 ガ ザ デ ー タ ベー ス 化 され て お 
V), 作品 名 , 制作 者 名 , 技法 , 素材 , 制 
作 年 代 , 題材 な ど 30 項目 がら の 検索 が 可 

E こ と な つて いる 。 


』 フ ェ ー ス ・ シ ン ポ ジウ ム 

計測 自動 制御 学会 は ヒュ ユー マン ・ イ 
ンタ フェ ー ス に 関す る さま ざま お 研究 を 
発表 する だめ の 発 表 講演 会 で ある 「 第 5 
回 ヒコ ユー マン ・ イ ンタ フェ ー ス ・ シ ン ポ 
ジウ ム 」 を , 10 月 25 825 27 日 まで の 
3 日 間 に わ だ り 開 催す る 。 映像 利用 技術 , 
た CE に ピー スナ イア リト つの ナル モデ 称 叱 
いつ だ 新しい テー マ に 関す る 発表 も 歓迎 
し て いる 。 

開催 の 概要 は 次 の 通り 。 
主催 計測 自動 制御 学会 
企画 ヒュ ー マ ン ・ イ ンタ フェ ー ス 部 会 
会 期 


講演 会 : 10 月 25 BOK) 


シン ボ ジ ウ ム : 10 月 26 日 (本)-27 日 
(SE) 

会 場 アピ カル イン 京都 (京都 市 左京 区 ) 
問合せ 先 京都 大 学 工学 部 航空 工学 孝 
B 井上 研究 室内 第 5 回 ヒュ ー マ ン ・ 
イン タフ エー ス ・ シ ン ボ ポジ ウム 事務 局 
2 0/5(/53)5/95 


。 ス ー パ ー コ ンピュータ 研究 所 
El が スー パー コン ピュ ー テ ィング 
の ニュ ー ズ レタ ー を 発刊 


スー パー コン ピュ ユー タ の 基礎 研究 機関 
で ある スー パー コン ピュ ー タ 研究 所 
(ISR) は , スー パー コン ピュ ー タ ・ ア ー 
キテ ンチ ヤセ ヤ や アプ リケーション ・ ソ フト 
ウエ アプ ハー ドウ エア の 研究 ・ 開 発 な ど 
の 記事 を 英語 で 紹介 する 隔月 刊 の ニュ ー 
ズレ ター"Vector Register" を 発刊 , 
読者 を 募集 し て いる 。 

レタ ー サ イズ , 20 ペー ジ の も の で , 日 本 
88224973 1 ペー ジ 付 いて いる 。 現在 3 号 
まで 出さ われ て お り の , 購読 料 は 無料 。 
問合せ 先 帽 し リフ ルー ト スー パー コン 
ピュ ユ ュー タダ 研究 所 
埋 104 東京 都 中 央 区 勝どき 2-11 
ルー ト 勝 どき ビル 
Z 03(536)9661 


LZ 


イラ スト レー ショ ン 個 展 


第 1 回 PIXEL CG ブ ラン プリ で 優 
RATELE CG アー チ ス ト , フジ カ 
フー サー ビス CG セン ター の 塚田 哲也 
氏 の 3 次 元 じ ら イラ スト レー ショ ン 作 
pp 肢 ' ば く は セー ルス マン 」 が , 4 月 20 
日 が ら 25 日 まで 東京 渋谷 の アー トワ ッ 
ズ で 行わ れる 。 

展示 され る の は , ポジ フィ ルム が ガ ら イ 
RERE ca ERE 


塚田 氏 の 作品 


フィ で ダイ レノン セト プリ ント し レ し だ も の , € 
デオ プリ ンタ ガ ら 出力 し だ も の , CG 作 
成 の だ め の 3 次 元 原 デ ー タ , 計算 中 の 結 
な ど 307-40 点 で ある 。 

会 期 4 月 20 日 ( 木 ) う ~25 BOO 

会 場 アー トワ ッ ズ 120307001929 
問合せ 先 フジ カラ ー サ ービス BPE 
也 傘 03(567)6295 


キャ ダム 社 が 米国 の パー ソ 
。 ナ ル CAD ベン ター を 買収 


米国 キヤ ダム 社 ( 本 社 : カリ フ オ ル ニ 


INL TAA バー バキ ル コン ピュ 
ー ツ ペー スズ の FOB 抽 填 用 CAS/ 
CAE ソフ トウ エア 「P-CAD」 を 開発 : 
販売 し て いる パー ソナ ル CAD シス テ 
ムズ 社 (本 社 : カリ フ オ ルニア 州 サ ン ン ノン 
ゼ ) を 買収 し た 。 キ ヤダ ム 社 の この 買収 に 
よっ つて ピー- こ CAD の ユー ザー は , 
CADAM ファ ミリ ー へ の スム ー ズ な 統 
台 が 可能 に な る と し て いる 。 

P-CAD は , PCB 用 CAD/CAE パ 
ッ ケ ー ジ と し レ し て は イン スト ー ル ・ ベ ー ス 
C 11,000 件 と , 世界 最大 の ユー ザー 数 を 
も つて いる 。 CADAM は 35,000 端末 , 
15 万 件 の ユー ザー を が ガ が えて いる 。 ま が だ , 
メイ ン フ レーム 用 の CADAM Inter- 
active Design, ワー クス テー ショ 
シー REPROOF ES SIONALE 
CADAM, パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー ダ 用 
の MICRO CADAM の 製品 ライ ン を 
$5. 
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ロロ ネッ トワ ー ク 技術 や ワー ワク ステ ーション 製品 
が マル チ ベ ン ダー を 推進 し 。 ハー ドウ エア ・ メ 
ー カ ー・ オ リエ ン テ ィ ッ ド お 考え 万 を 修正 レ つ 
oom に 松 ま で ヨコ シン ピューマ ・ ジ ステ デム 
を 考え る と き , どこ の コン ピュ ユー タ が いい の か が 
と いう こと が まず 議題 に な り , コン ピ ユ ー タ ・ 
メー カー が 決ま つて し まう と , その コン ピュ ユー 
タタ に 依存 し だ 話 が ガ ら 抜け 出す こと が で き な ぐ な 
り 。 何 年 ひ お た つて 次 の コン ピュ ユー に リプ レイ 
ス す る 場合 も デー タベース や ソフ トウ エア ・ プ 
ログ プラム, ホス ト に 依存 し だ 端末 や 周辺 機器 の 
問題 な ど が で て き て , 別 の コン ピュ ユー ダ ・ メ ー 
カー に する と いう ご こと は 大 変 に 勇気 の いる こと 
で あり の まし だ 。 

し か し, 最近 は その よう お 事情 も 少し ずつ 変 
わり の 始め まし だ 。 ハー ドウ エア に つい て は , 8 
部 門 ご と に 最適 な も の を 選択 する (ソフ トウ エ 
ア に つい て も 同様 な の で す が ), それ を ネツ トワ 
ー ク に 乗せ て デー タ の 流通 を 図る よ つ に な りつ 
つ あ り ま す 。 同じ プロ プラ ム が い ぐ つ が の 主要 
な ワー クス テー ショ ン に 搭載 され て いる こと が 
普通 に な つて きま し だ の で , ユー ザー と し て も 
同時 に いく つが の メー カー の ワー クス テー ショ 
ン を 購入 する こと が 習慣 の よう に さえ な つて い 
ます 。 ワ ー ク ステ ーション は 今後 と も 激しい 競 
争 が 見 込ま れ て いま す ガ ら , 現在 メジ ヤー な ワ 
ー ク ステ ーション が 今後 と も そつ あり 続け る が 
どう が の 保証 は な いわ け で す 。 


定期 購読 ・ 別 冊 号 の お 申込 み 方 法 
4 月 | 日 より 消費 税 の 導入 に 伴い , PIXEL 
お よび 別冊 号 な ど に 消費 税 3 % が 加算 され 
ます の で , ご 注意 下さ い 。 


PIXEL の 新しい 定期 購読 料 は 消費 税 ・ 送 
料 込み で , 

1 年 (12 册 分 ) 11,840 円 

(本 体 11.500 円 消費 税 340 F3) 

半年 間 (6 冊 分 ) 5,970 円 

(本 体 5.800 円 消費 税 170 円 ) 
に な り ま す 。 

PIXEL は 毎月 | 日 発行 (20 日 書店 発売 ) 


で 全国 の 書店 で 発売 され ます が , 最寄り の 
書店 に な い 場 合 は , 直接 購読 を お 勧め し ま 
す 。 なお, 特大 号 が 含ま れる 場合 も 購読 料 
は 変わ り ま せん 。 新規 に 定期 購読 を お 申し 
込み に な られ る 方 は , と じ 込 み 葉 書 を ご 使 
用 下さ い 。 購読 料 の お 支払 い は 後日 , 雑誌 
と と も に お 送り し ます 郵便 振替 用 紙 に て お 
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PIXEL 編集 部 で は , 誌面 充実 の た め , 
編集 スタ ッ フ (正社員 ) を 募集 いた し 
ます 。 

< 応募 資格 > 

4 年 制 大 学 を 卒業 し た 27 歳 位 ま で の 
方 で , コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス 
また は コン ピュ ー タ に つい て の 知識 の 
ある 方 。 雑 誌 編集 の 経験 は 問い ませ ん 。 


現在 使用 し て いる ワー ワク ステ ーション を 変更 
る こと に な っ で も アプ リプ ーション シー ラロ 
ブラム は 今後 と も 同じ も の を 使い だ い , 万 ガー 
アプ リケーション の 上 人 台 が 悪く な つ だ と し て 
€, 最低 限度 , その デー タフ ァイル だ け は 使え 
な けれ ば いけ ませ ん 。 こ と いつ わけ で , これ まで 
の よう に メー カー こと 中 する よう な 環境 は 避け 
な けれ ば いけ ませ ん 。 例え ば , メイン フレ ー ム ・ 
メー カー も ユー サザ サー っ に し だ コン ピュ コー ツタ ー ツ シ 
ステ ム を 提供 する だ め に シス テム ・ イ ン テ グ プ グレ 
ー シ ョ ヨン 重視 と し て , 場合 こ に よ つ て は 他社 の ハ 
ー ド ウエ ア で も 良い も の が あれ ば 使う つと いつ よ 
うに 軟化 し て き て いま す 。 


图 本 法 89 年 3 月 号 , 表紙 の 解説 の ツイ トル は 
「 風 雅 」 で し た 。 まだ, 4 月 号 の CG プラ ンプ 
JARS REER d RAER KOR 
の で し だ 。 ご ご に 訂正 レ , お 詫び 申し 上 げ ま 
d. 


支払 い 下 さい 。 
また , PIXEL の 1 冊 の 定価 (消費 税込 
み ) も 変更 に な り ま す 。 
定価 1.010 円 
(本 体 981 円 + 税 29 円 ) 
バッ ク ナ ン バー を お 申込 み の 場 合 に は 送 
料 が 必要 に な り ま す ( 送 料 96 円 一 )。 


定期 購読 継続 の お 申込 み 方 法 


本 号 で 定期 購読 が 切れ た 方 は , 巻末 ハ ガ 
キ を 利用 し て 継続 の 手続 き を し て 下さ い 。 
その 際 , 必ず 購読 者 番号 を ご 記入 下さ い 。 


< 申込 み 先 : 販売 部 > 


広告 の お 申込 み 方 法 
本 誌 に 広告 掲載 を 検討 され て いる 方 は , 
広告 媒体 資料 を お 送り いた し ます 。 
く < 申 込み 先 : 広告 部 > 
お 申込 み は FAX で も お 受け いた し て お り ま す 
FAX : 03(293)6164 


発行 所 図形 処理 情報 セン ター 
F101 
神保 町 協和 ビル 6 障 
発売 元 
印刷 所 千代 田平 版 社 
€ m 
郵便 振替 東京 


東京 都 生 代田 区 神田 神保 町 1-64 
電話 03(293)6161( 代 表 ) 
オー ク 出 版 サ ービス 電話 03(291)7031 


1.010 円 (本 体 98| 円 + 税 29 円 , 送料 96 円 ) 
5-50653 


《 仕 事 の 内 容 > 
PIXEL の 取材 お よび 編集 


く (応募 方 法 > 
応募 され る 方 は , 事前 に 連絡 の うえ , 
履歴 書 を 下記 まで ご 送付 下さ い 。 


図形 処理 情報 セン ター 担当 : 河内 
TIU 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-64 
神保 町 協和 ビル BF  2:03(293)6161 


80 年 6 月 号 ( 5 月 20 日 発売 ) 


大 特集 ワー クス テー ショ ン の すべ て 

〇 ワー クス テー ショ ン と は 何 か | 

〇 ワー クス テー ショ ン に 使わ れ て いる いろ い 
ろ な CPU 

〇 話題 の 0S Mach 

〇 グラ フィ ックス 標準 の いろ いろ 

〇 WS 各社 の グラ フィ ックス 

@ シリ コン グラ フィ ックス  @ ス テラ 

@ タイタン  @ サ ンマ イク ロ シ ス テム ズ 

る アボ ポロ  @ イ ンタ ー グ ラフ 

@ テク トロ ニク ス  @ 日 本 電算 機 


特集 私 の CG 作法 | 
@ 梅 村 高 @ 増 尾 隆幸 @ 川 口 吾 妻 
eju を 和 須藤 牧人 を 高根 寿明 
@ 塚田 哲也 @ 長 続 重 敏 @ 平 野 正史 
(敬称 略 , 順不同 ) 


シン リー デズ レン ダリ ング アフ リケーション 
@ 陶磁 器 , タイ ル に お ける CG 


シリ ー ズ 建築 , [KO CAD 上 CG 
e ビル 建築 に お ける 耐 細 シミ ュ レ ーション 
その 他 の 主 な 記事 
の の テクス チャ の 表現 

〇 モデ リン グ か ら レ ンダ リン グ ま で の CG の 

基礎 
O CG の た め の 図 学 
の デザ イン ・ プ ロ の た め の 2 次 元 CG テク ニ 


JR 水道 橋 駅 | | 新宿 
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神保 町 協和 ビル 6 F 
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三次 万 グフ フィック スズ の 
ニー バル ん 

ドーナ ーー ro] 

POWER シ リー ズ は 、 高 速 三次 元 グ ラフ ィ ッ クス に 新た な 創造 の 世界 を 拓 き ます 。 
エン ジニ ア の 思考 に 即応 する リア ル タ イ ム 3D グ ラフ ィ ッ クス の 世界 に 、 か つて な い 
80MIPS と いう 最強 の パワ ー を 搭載 し まし た 。 
POWER シ リー ズ の 強大 な コン ピュ ー テ ィング と 定評 の ある グラ フィ ックス の 高度 
な 融合 。 お 互い を 生か す 優 れ た アー キテ クチ ュ ア 。 
スー パパ ー グ ' ラ フィック ワー クス テー ショ ン と し て 、 真 の 実力 を 備え た 華 肌 な だ る パワ ー 
の 誕生 で す 。 こ の パワ ー は 、 エ ンジ ニア の 皆様 に より 豊か な フォー ルド を 、400 本 以 
上 の アプ リケーション ソフ トウ ェ ア と 共に 、 最 良 の テク ニカ ルコ ン ピ ビュ ー テ ィング 押 
境 を 創造 いた し ます 。 


<IRIS-4D/240GTX の 仕様 > | 
最大 80MIPS、16MFLOPS(Linpack、 倍 精度 ) の 4 プロ セッ サ 並 列 処理 (MIPS 社 R3000CPU) 


100.000 ポ ボリ ゴン / 秒 の 高速 表示 (IO0XI0 ビ クセ ル 独 立 四 角形 、 グ ー ロ ー シ ェ ー デ ィング 、 
フォ ン ラ イ テ ィ ング 、Z バ パッ ファ 処理 後 ) 

1280X1024X96 ビ ッ ト の 大 容量 イメ ー ジ メモ リ (|670 万 色 同 時 表示 ) 

最大 9.6GB の ディ スク を サポ ー ト (SCSI、ESDI、SMD イ ンタ ー フ ェ イ ス ) 

他 の IRIS-4D フ ァ ミ リー 製品 と バイ ナリ レベ ル で の 互換 性 
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IRIS-4D の エン トリ ー マ シ ン Personal IRIS-4D/20 お 問い 合せ は 営業 本 部 まで 
* 10MIPS、0.9MFLOPS の 高速 演算 処理 能 马 杰 >/1/ 卫 > 了 Z4 YIR RAT 
100,000 回 / 秒 の 三次 元 座標 変換 、5900 ポ リ ゴ ン / 秒 の 表示 能力 
1280X1024X24 ピ ビッ トカ ラー プレ ー ン (1670 万 色 同 時 表示 ) 9 24 ビ ピッ ト Z バ ッ フ ァ の サポ ー ト T150 東京 都 渋谷 区 恵比寿 4 丁目 6 番 ] 号 恵比寿 MF ビル 
400 万 円 て 800 万 円 の 標準 シス テム 構成 価格 電 話 :03-473-8431( 代 表 ) FAX:03-473-8441 
( 資料 請求 番号 表 3) 


198945 月 1 日 発行 / 毎 月 1 回 1 日 発行 / 通 巻 80 号 
月 2 日 第 3 種 郵便 物 認 可 


1984 年 5 


L3 SCAN 
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16-dotmm の 高 解像度 で 4096 色 の フル カラ ー 出 力 。 
世界 初 の A0A4 サ イズ ・ オ ー ト カッ ト 連 続出 力 。 タイ 
ミン グマ ー カ の 検出 に よる 用 紙 走 行 、 巻 戻し の 高 精度 
化 に よる 色 ず れ の な い 鮮 明 な 出力 。 クラ ス 最 高 38mm 一 
秒 の 実 速 を 誇る 用 紙 送 り 速度 。 デー タ 処 理 速 度 5000 
ベク タ ノ 秒 以上 、 他 に 類 の な い 64Mdot プ 秒 以 上 の 
ラス タ 化 速度 。 イー サ ネ ッ ト 、 チャ ネル な どの 豊富 な イン 
タフ ェ ー ス な ど 、 エン ジニ アリ ング ニー ズ を 満た す 高 機 
能 を 標準 で 装備 し た 国産 初 の カラ ー 静 電 プ ロッ タ 
EP-4010 が 、 待ち 望ま れ た フル サイ ズ 、 フル カラ ー 、 

フレ パフ ォ ー マ ンス に 対す る D-SCAN か SONET T 


広 が 5 続 | - 

ける エン ジニ アリ ング に 、 創 造 36H87] 

の 大 幅 な パワ ー ア ッ プ を 実現 し 、 膨 大 な 情報 を 含む 
長 尺 図面 か な 656A4 サ イズ まで の 色 ズ レ の な い 高 画質 
ー 出 力 を 自動 レイ アウ ト ・ オ ー ト カッ ト で 今 ま で に 

な い 前 面 出力 する EP-4010。 きら に 、 ラ イン は も と より 、 
塗り つぶ し 時 の 重なり 部 分 を 明確 に 再現 する 後書き 
優先 機能 、 日 本 で 欠か せな い JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 
の サポ ー 


の 隅 ず み ま で を 就 知 し た 、CG の 総合 ブラ ンド D- 
SEEN が 、 カ ラー 静 電 


静 電 フ ロッタ = 


セイ コー 電子 工業 株 式 会 社 本 社 : 東 京都 江東 区 亀戸 6-31-1 T136 TEL: 03-684-5711 


図形 処理 情報 セン ター 


ト な ど 、 日 本 の エン ジニ ア と エン ジニ アリ ング 


T101 東京 都 千代 田 区 神田 神保 町 1-64 
神保 町 協和 ビル 電話 03(293) 6161 


る フル サ イ ズ 、 フ ルカ ラー。 


AU-A4・Auto-Cut 


_ 40U96-Color 
プロ ッ タ を 開発 ・ 設 計 の 戦 カ し て 具体 化し まし た 。 


画 EP-4010 の 主 な パフ ォ ー マ ンス 画 自 動 レ イア ウト 機能 、 オ ー ト カッ 
タ を 標準 装備 し て 、1 ロ ー ル 長 (150m) の 連続 出力 を 実現 園 オ ペレ ー タ の 
操作 性 を 重視 し た 用 紙 の 前 面 セ ッ ト 脅 イーサ ネッ ト 、 チ ャ ネル な ど 豊 富 な 
イン タフ ェ ー ス 圏 コ ント ロー ラ を 内 蔵 し た コン パク ト ・ 軽 量 設計 國 ラ スタ メモ 
リ ユ ニ ッ ト (オプ ショ ン ノ 最大 140MB) に よる 大 量 ベ クタ デー タ へ の 対応 
一 LCD パ ネル を 採用 し た 優れ た オペ レー タイ ンタ フェ ー ス 機能 較 普 通 紙 、 
トレ ー シ ン グ ペ ペーパー など 豊富 な 用 紙 種類 に 対応 圏 ホ スト 、 ロ ー カ ル で 
可能 な カラ ー ノ モノ カラ ー 出 力 の 切り 替え 圏 EP-2000 シ リー ズ で 培っ た 
ノウ ハウ に よる ハイ コス ト パ フ ォ ー マ ンス の 達成 な ど 、 カ ラー 出力 を 使い こ 


"な せる 身近 な テク ノロ ジー と し て 提供 し て いま す 。 * イー サ ネ ッ ト は XEROX 社 の 商標 で す 


OEM・ 販 売 代理 店 募集 中 


SEIKO | 


定価 


情報 関連 事業 部 水戸 :0292-26-5701 グ 名 古屋 :052- 731-3181 プ 大 阪 :06-305-6002 ン 広島 :082-263- 6260 


1,010 円 (本 体 981 円 十 税 29 FJ) (资料 请 求 番号 表 4) 雑誌 07651-5 
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